


り 225 り 1 


s 参？ V を，、 ^ g 


例 言 

一、 本 巧は 一九 一二三 一年な 來巧进 かおが な 巧せ る 法が 巧 命な 中巧濟 法と 目 せらる t ものの 巧ち じ宽 
婪 なる 部分を 選 巧し、 をに 饰巧 なる 解 說を附 して W 巧せ る ものである。 お濟 巧の 巧 聞 じがて は そ 
のが 轉に ょって おしく 相を が 生ずる と 巧 はれる が、 本 善の 巧 本た る 3 ミ he - Die uitNgel 】 弓で 
Kuhi — を】 litl さの が 別にが ける 「巧 巧」 の 巧 巧を 巧 巧 法の 範閔 として、 誘 出は この 捉 巧の 內か 
ら理 ぶこと とした 〇 巧って 巧 巧に ま 巧す 巧 巧の 關巧 にある ものと が も、 刹を せる ものは 少なくな 
ぃ〇例 へば 巧 逸 巧 化賊お (ミ 巧、 巧を 义化院 の化炼 すに 關 すろ ものは 之に なする。 •一,‘：‘ 
が說 は必- 耍と考 へた ま 巧を 巧 にっき 么を附 した もので もって、 巧 逸 か 巧が 時として 巧 荣ピた 立 
法理 ホも熏 要と 巧は る、 ものは 譯 出して 巧いた から 併せて お まれたい。 . 

一、 本 裤は本 會の硏 免の 么巧 上が 窝し たもので もる がを 方面ょ ゎ 其の 公刊み お 減せられ るので 今 
H 發 けずる こと、 した 0 

一、 本 舊の譯 ぶは ちが 堯ネ郎 、わが 八な の兩 さ」 ある。 
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序 諭 

一九 一号 牽案 Q 成を S く 幕が 因 民 雲 Q を幫に 息？ 巧 制 望 法 活動が 一な はれた こと 

は (ソゲ よ ー トか府 樹立を 時の それと 共に) 近 化闡家 妥展お 上例の 少ない ところであつて、 が も 
ナチ ス経巧 法 煤のを 部と ちは むを も、 大部 かが 少なからず がかに その 機能を おしつ、 ある ことが 

獨 をの 經巧的 糞 Q 諸羣じ 上つ 一」 爵 されて ゐ る。 勿論を 閣〇經 巧 法 巧は そ SQ 経 巧 的社會 
的の る 窗的事 おに 卽 して 巧 成 宵 巧され わ ばなら ぬので あるか、 かくの かき おがた る 粧ボの 下にが 
一 的 目標を 白 おして 巧 成された ナチ スの經 巧法戒 はすべ ての 巧制經 巧の 勒捉 であり、 その 硏 巧に 
よつて 綺 巧め 策の 摘 制に 關ナる 殆ど 無限の 暗示が 巧 へらる、 でもら ぅ 0 
ナチ スお巧 法 煤 かそのを 席と してんく 巧が 旦巧甚 な 統制を 絳 巧の 諸 巧 巧に 互つて 創設す るに 巧 
して 吾々 の お 巧し 巧ざる 環境は 一九 1110 年より 一ー ニニ ホ へんけ ての 未 曾 おの 化 巧す 巧で ちる。 こ、 
に 詳しく 說明 する 煩を おけて、 一九 一ニ ニが にがて はげ 巧 時た る-九 二八 年に 比して 就 菜 おおは 約 
一二 みの 一を、 ホ產 額は の 二み の 一を を 巧 少した ことを すれば ホ 分で あらぅ 〇 おに 更耍な こと 
は巧囊 巧が お 外 巧 止を 巧 はれて そ Q 帝學- ま赛展 S 試されて ゐる こと、、 ッ シア A ダン ピ. 
ン グのモ 巧に よつて お 外 市 巧を 削 巧 寸る巧 能け も 亦 巧して ゐ ない (円本は この あまり 巧 ゎになら 
A 手 おの 所有まで あるが) とい ふこと でもる。 んく のかき 巧が にがて、 巧を 致 巧は 復お の自も ホ 


巧 


巧 


ま 巧 巧みち 卽も时 #の 巧 巧、 迪 3 讓 、巧み 巧 雲と いつた 巧な、 げホ 気を 巧 巧して その 3 
來を 待つ とふ 消 保 的跃お 政策を 变」 、、敢 諸家 的 經巧巧 巧 政 ミと 邁進 おので をつ ちな 
下 そのが 巧 立法の 便 おを ( A 〕 一巧 及が 撥、 ( B 奚菜對 策 及 巧 勘な 策、 (C) を 菜 及 接ち、 ( D 一爲 
ち 宵 巧、 石〕 を お、？〕 商 菜、 のを 巧 目に 互つ て說 明し よぅ。 

ナチ ス經巧 立法を 知る おも 巧 巧な 方法は その 法を 集を 总接 一巧す る ことで あり、 手に入り みい 
ものと してよ 占 こ c.he. Die 五空 etagehunw JCahi ミニ 王 Hitler が もり 一九二 一三 一年な 宋下度 二十を 
をを へる 〇义 それらの が汾審 として 簡巧 なのは ペル リンみ 氣硏绝 巧の 遇 巧の 別册と して 口 5 
{ 4 宝 etz 两 eb ミの-一宝 W ミで chaftTallf 王 ch ミ ー另ェ 巧 Die Wirt 正 ch もを ges* 忌 elm 另去 it 1 ミ 3 の 
二 肋が ちり、 なおの 方 か 包 お 的で ある。 その他 ジプを ミブミ P 3 ろ u >31 な k-in-ie の 一ぎ さ - 
ch* vclf irt で chaft 期に 特ホ 部門の 記述が をる 0 を近 をの 經 《ホ 法の 巧 果を數 字 的になる には 
Jahi-lmcli der を ctechen W ミミ h も ご ミ 37 がちる 0 

本文 中 法令のを の 括 虫 巧 巧 字は 法令 公布の 日附を 示す 0 

A 一 お 及が 涼 

巧 巧巧夕 より 蝴麻 田夕 (で ミ-一 まご* ろへの 組沒巧 おは ナチ ス 巧巧绍 巧の ぶ 本 的 巧 巧で ちる。 な 
諸の お 巧が 读の阐 巧的自 おおに よる 招 巧の 化沒 法が 巧つて ナチ スお巧 法に がける 化 傑 法の お 本を 
なナ。 


巧 
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こ 0 ま 本 思 おに ょつて 巧 かれた 巧 巧の I 巧 及が 沒に閱 する 法 巧は、 苗 ほ 的自巧 制を して ホの 二 
巧の 横 能を 巧 まし むるべく 規制 寸る ことを 目標と して ゐる〇 巧 も 巧 一に 巧々 の 巧 巧 ま 巧に、 自ら 
阁 おに 巧 巧す る 一貫た る自 兄を 植付け、 巧 一一に お 巧 巧 巧は を 巧の 巧 民 經濟の 有楼的 一部分と して、 
ょ 6 大 なる 巧 一巧を お 巧すべく 活動す る ことを である。 卽も田 巧 的 自治の 巧は 巧 巧の 巧 ボ的巧 さ 
や 利な 阁 保の 利己的を 策 等が 存在す る餘 地な く、 且 その 「自 を」 はな 來 のかき 「视ホ 的」 自 をで 
はなく を 巧の 組 辯 中に ちる ものと しての 自 おに 外なら ね ものである 0 

间巧的 自治、 又は 巧會的 自治 (ちな ままを 彼等は 力を 法め て 揉 巧す る) の 巧を は ナチ K •イデ 
才〇ギ I じがけ る 「斩」 自由 ままの ま 巧を 巧ぶ ナる ものである 〇 ナチ ス 自由 ままは 決して 自巧法 
に 基く それでは なくして 巧め て お 巧 的を 目的なる 自由 ホ まじ 化なら A 。 例へ ば 自由 货爭 を單 なる 
简 格に 關 する 旗爭 はを をす 正と し ホ 產巧爭 ( Lein 二 in ち < ミ heAV ミ ご を 個人の イニ シャテ イブ 
に 巧ず、 とい ふスロ ー ガンは この 「を 目的 巧」 を 物語る ものである (か、 る 自由 ままの 基調に つ 
いては コッホが 論じて ゐる 0 W * 巧 ミ h , pclitik 11 * Wi ュ正 chti ご i 3 Denk き cl 马 faH 已 liHtisch - 
5 巧む hrej - sell ? 乙 lerH 」 ahrh ミ h , 57 .1»す で S •丢 50 

お 巧の 留歷的 組錄は 一般 阐 巧ホ活 にがけ るが 疑 法の 一部を なす ものであつて、 巧进义 化な 
、.De ミ KC す 巧 己 二 irkam ミミ) の 紐 紛义巧 进巧谢 邸 お (De ミ ache Ar す it ミ fr こ n ごの 紐 お、 化に. 
を 村か會 のが 綠 たる ラィヒな 巧闻隨 (ゴ eichsiihrstand 〕 に對 ホし、 商工 菜の 方面に がける 組 巧を 
がらんと する もので もる 〇從 つてな 下 述べる を 和の 化捣 法は なの 巧 巧に のみ 限ら わる 0 
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一巧 法た る 巧を お 濟か巧 的 巧ぶ ホ 偏を ハー ニ 阿 •二 •二ち (ニ ミミ： ミ < ミ ごち 某 ミち-を 弓| 
ミ niBt.h ミ备 unKli -1 ミを ミで 已ーミ 含 ュ 王 己 一も〇 はな 述 のかき を特 ホが 門 (手工 巧、 カリ 菜、 
カルテ 化 制囊ご 巧す ろが 棋 法の 寡した をに 裝を のでを つちな 巧は か t 特殊 部門 じめ 
ける 巧货の 成み になを 巧て とを 一巧な H 菜 じ 掩大强 化せん とした ものに 外なら わ〇 この 法が によ 
つて 巧巧闽 巧が をな 巧の 唯】 の 化を ホと な b 、 巧 導を お 則 (置す ミミ 曼が 組織を 成 巧の 巧 動 
の あ 本と され、 をを 菜夕 及を 菜の 巧 巧 的 巧 求 おが 則 的 じが 进 さわる こと、 なつた 〇而 してを 巧 巧 
巧 巧は 農 菜を かいて 十二の 部 巧に み 卸され、 その 內 七 個は 工業 部門に、 化の 五 個は 巧萊 、巧 菜 巧 
金 班、 を通萊 にお 寸る〇 この 十二の な 巧 じは 巧 在 巧を じがけ るを 部門の ま お 的を 菜を が お 巧ぶ > 
L て 巧 命され たので ある。 

巧を で エ菜巧 巧の 巧 化 去 ご 一一 一二 •二 • 1 一九) 三 家 さ ニニ ミ-ー ミ V ご rlii-lflgen J\llfhac d $ を 
ミ sohen 占 ミ - hverk で」 によつて ライヒ 手工を 视 粗の 暫定的 お 成が 巧 はれ、 ライヒ お巧大 段と ラ 
イ ヒ巧衝 大臣と が一較 的を 巧が 合 及 お 導ネが 則との 二つの お 挺の 下に 手工 菜を 巧 制する もので も 
り、 手工業が 中產巧 おの 一み 巧と して ナチ ス巧家 巧に かてを 巧で をる だけに 本 化の め 巧 か 何は 大 
いに 巧 目ず べき もの でんる。 

ホに 代表的 H 菜 間の が撤 巧を 一 待す る 〇化づ カリ 菜を (一二 一二 •一二 •一八) (巧と 一 1 ュ ミで 
ちす gesetz } は 從來か 會巧ま 巧 時化より •の ライヒ •カリ 會器並 その お 導が 理 たる 巧 お 的巧弼 主を 
こよる が朗 を晚ん して 斩 たなる 蝴巧的 組絳を おき 巧へ たものに 外なら わ。 
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動力 法 (ー ニ 五 •ニー • 一1 一一〕 (ち ミを ミ irt で chy ミ pesetz ) はぶ， •化、 ぶ斯其 出の 巧む 供が をして 
を 巧 H 菜に 低廉 直 機 富に 供が 寸る こと、 勘 が ザ 菜の 間 じ 闊巧絕 巧 t が 巧なる 筑 巧の 發ホ ずる 
を 防止ず る こと、 を 後に 動力 か 菜の 發肤は 動力 袭 むみの か帮に をす こと、 の 一一 一大の 則の 下に 動 刀 
菜を 巧 制する ことを 目 巧と すろ ものであつて、 巧 一の 目的に 對 して 動力 巧 ホは 一 殺 的 か 入 許 巧 及 
供糕 の寒務 (巳 一巧 ミ® i ミ ミ已 llUHS- 三 弓一 \、马ミ>ち11 ミ 三- ご1\ 二 一 こを 目よ しめられ、 巧 二の 目的 こ 
對 しては 特に あお 及な 巧の 對立的 供が の 巧た、 供が 條 ホを ホた さずに 不正を 爭を なし 來 るを 策 お 
に その 供が を 拒 巧し、 その おお 南を ちに 巧 ナるお 巧が 化かすな となろ ことを 巧 止す る ことを 日 的 
とする 諸條を 設けた 〇 動力 菜 巧の おも 重なる 勘は おを の 助力 供給の む 抬的發 おであつて、 その 供 
がま おにつき 巧 ホの お 更な監 巧を 受ける けれども、 供が ホ 莱の述 をに 巧して は 媒力干 ホを お/こ 
か 菜の 剤を# をの ナチ ス稱； t によつて 自を 制を 設けん とする もので ちろ。 が 力 菜 まを 布と 间巧じ 
一九 一九が のな 待 化を を 巧 化した のは か、 ろ お 巧に めて r もつた ので ある。 

■最 をに カルテル •コンツ よ ルン 巧の 巧 占 ほに 巧ず るか 巧 も その 巧 巧 巧ぶ のが 巧より 速る、 もの 
でな く、 を 個の カルテルは それ 4\ 一つのを 巧な を かする 目を 的 W をみ だとして なをを 巧され、 
をな としての 巧 巧 巧 巧の が 生义巧 巧の 本な にな 致す る 巧曲內 じめ て自 みなる 巧 動と 措® とを 許さ 
れる〇 かに ナチ スの力 化 テル 法制は 肚會巧 ま ホぶ ぞ がの 下 じがけ る 巧 お 巧の な會化 乃ち 脚 行 化を. 
何ず 目的と する もので なく、 巧巧活 巧の 内 巧は をく を 巧ぶ 巧の 自由 じ 委せ (おを 巧 巧 〔お 化 一* 一 
その 一例 でんる)、 た r そのな 巧れ、 助す ィを 巧の 执 W 巧が のが 化に 巧 ホつ けれと いふ 一 お 的 化れ， 


ら 


A 


み 


巧へ たので もる 〇 なおに も 亦 指導ぶ 啟 則が なかれて ゐる〇 カルテル 令 改冗令 义强制 カルテ A 創設 
を ご ニー ニ •セ • I 五〕 ミ e ま tN 泛 ミす ric ご ミち ミ 3 S-W 旨 巧！ ta 至を®) によ 〇、 產 業の 利な と 
公共 的 利を の 一ー ホを 阻を せざる 範菌 丙に 於て、 シンデ ケ I 卜 •カルテル、 協を その他 類似の なわ 
の 結成 又はが 合 及 化の 巧の おを へ か 入ず る ことを 巧め、 及を 等の 諸拍 をの 墳巧 等が ラィヒ お巧大 
おのを 巧の 下に 許される ので あるが、 その 目的と ずると ころは 前述の かく 決してを 巧の 計* お 巧 
貪 行に 存 ずるので はなく、 化界る 巧に よるが 巧た るの が 下落、 なをなる 巧爭 ずのを がよ 6 救 ひな 
共 利な をな 保 せんとす る 程度に 止められ、 なって 本 法の 爱 巧には 大 なる 彈力性 おお へられ、 お 巧 
巧が 自ホ 的に 闲 巧を 克 化し 巧ざる 巧 合に 限り 適用され るので もる 0 

B 失業 對 策ぶ 勞働玫 策 

ナチ スな销 のか 期 (一九 111111 が 及 一一 一巧 年) にめ ては ホに ホ 法的 活 助の 中む に 失 菜 お 巧が なかれ、 
巧み か 巧、 み 岗巧采 巧 策、 巧 巧 かを、 な 用 巧 策、 な 巧 かを 等のを 部門の 图家 活かのを 力を あげて 
失 菜な 巧への す 持が 强 巧せられ た (一九 一二 一二 年な 來巧 はれた み 巧の 失 菜 巧 策を 總稱 して 巧 か 巧爭 
ArbeitHHC ミ！！ cht とい ふ )0 を 等の 失采巧 巧 及 巧 街 か 巧は ホの かき 巧 w の带 おと 供が の 一一 方面に が 
ける お ホを おて 巧 ホ てられて ゐ る。 巧 制 巧 巧 にがては 巧 巧 巧 論は が濟巧 巧に 货化寸 る I 
一、 巧访 力に 巧す る带 巧の 促進 

(ィ〕 を 共 ま 菜に よるを あのな 菜 ホ ザ 巧 巧 
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(n) 脚を 的 巧 菜ネ巧 かお 

二、 巧 筋力の 供給の 制限 

(ィ 巧 働 力を エ菜的 ホを な 外の 巧な じ お 巧 (空 呈 ミ g ) し 又は 經 巧の 尚內よ 6 除く こと 
(巧 働 强制受 . 

(口) 巧 勘 力を S 巧に おまず る こと 
(ハ〕 巧 働 力を 地 巧 的に 拘束 ナる こと 
(二) 年齡 により お柬 する こと 
1 、( ィ〕 公共事業 による 折を のな 菜 お 巧が お 

ナチ スを共 事 菜は 一九 一二 一二 年 六月】 日の 巧 謂 ラィンハルト 網 巧 ごを 呈 ぐつ r こ grani ) によ 
る巧ヶ 年計棄 (第一々、 111111 年、 巧 一一み、 111 六が 一〇 月な 降) に 始ま ~ る 。このが 巧に より 先 づ± 

卞巧 菜が 大規模に 行 はれ、 その ホ 巧なる 部み として ラィヒ 自動 巧 道路 (K 空 ’eh 塞 ミ cbahn) 巧設巧 • 
設罹法 (号 二 •ホ -11 七) により セ千キ 日の 自動 ザ 道路のを 設 を企圃 し、 一九 S 六を 一巧 現在に 
がて 一一 九 キロが 完成し、 尙】 八 四 ー キロが 現 巧 建設 中で ある。 

政府のを お 事 菜は その 大部み は 巧 訊 聚急事 菜 (NC ミ 旨を ち 一き .ten) であつて、 この 巧 急 巧 策 C 
は 巧 街が 介 及 失 菜保險 局の 援助の 下に 行 はれる。 併し乍ら おな ま 巧の おお 期は 一九 一ー ニ ーー— 四 年で- 
あつて その 巧は ホ 巧に その 載 哟を搞 少した。 一二 五が 十月な 降は お 巧に 互り 失 菜が 巧に 巧る ホ 又は '苗 
夕人 おの 家族の 戶ホ 等な 外に 適用せられ ざるに 至つた のでち る 0 


な 上の かきを ホ ま 菜に よる 失 おなか あは おお 的なる を 妈 巧ので 巧 じめ ては 閒巧 とし 能 ふか も 巧 
れな いが、 化 界る檐 なをの 级を のかき 巧 合 にがては 之 だけでは 到底 自由 ホを 的 時期の ぉかが 烙に 
がて 現 はれる おが 的な を氣 のがを 期待す る 方が 間違つて ゐる〇 

(日) 間を 的が 菜せ か 策 

一九 一一 一一 一一 年 一巧 111 十日な が、 ( 一 ) 一巧 的な 的 削 魚の 促進 バニ〕 か 巧あ修 がに 巧ず る 補 巧を 义 出、 
aiD 補 ホ お 巧を 斩 投資に 對 ずる® 巧の 輕 巧、 の 三 一種の 方策に よつて 巧 府は閒 接 的が 菜 巧 加 巧を 蔚 
じち 而 して 法令は を 等の 方策：^ 改修工事、 改 お、 住宅 连築 等の 巧 力の 强巧 巧き 举 菜に その 目 漂 
を 置く ことを 要求して ゐ る。 一九二 一二 一年 九ち 二十 一日 第二 失業 おみ 法に よ 6、 五 億 マルクの が 助 
金が を 付され 得る こと、 なつた。 

二、 巧 巧 力 供給の 制限 

就 菜 おの おかを 圃 ると 巧に ぶ ボ にがて 巧 はれる かき ホ產の 腐阐じ 巧して 巧 風の 供が を 制限ず る 
必要を 詔め たことは ナチ ス巧 巧の 巧 創 的 見 お V もる。 をに 關 ずる 諸種の 巧が 制限 巧は 勿論 か 巧 政 
巧、 人口 か 巧 等の 諸 巧 家 目的に 妥 する もの でんる けれども、 特に か 上の H 菜 巧 か 力の 制限を 目的 
とする ものである 0 

(ィ) 巧 働 力ので 柔生 をな 外への 巧 束 

(》〕 ラィヒ 巧 か 奉 化 (KeichT 弓 be ご ミき ミ) (巧を 一二 五 •六 • 二ぶ) は 元 ナチ ス巧 巧み 宵の 方 
かに 參 たる ものでぁつて 始め 自爱 的に 十八 お 巧 至 一十 五诺の ホが かを な 的 かを (.か 巧 地を ぉ、 


巧 
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ホ藏 地開冀 ず： > に 巧して 巧みを 巧 供し、 一九ニ ニニ 牢及 一一 一四 おには をの 巧 ニトを 人から ニト 豆 あ 人 
に 達した 〇 之は その 巧 巧と してを 年 巧が 力の 供が 制 おとな 6、 吐 この 巧彻奉 化は 私的 金 菜と 何を 
巧爭關 巧には ホた 均 ものである ことにょ 6、 】 巧の ホ 菜 防止 策と して 作用す る じ 至った 〇 この 巧 
衡奉 化は 一九 111 五 お 六月 二十 六日の 法 ホに て一較 化され mi 强制的 性 巧を 帶び るに ま b 、 ぉおは そ 
の ホ涯の 一を 期 脚を 化ず 公 お 活かの ため 巧 巧 巧が を かすべし とい ふ 巧 則が 巧 立した 0 
(b) 巧 馈奉化 法と ホんで 巧 謂 地方 補助 巧 « ( Landhil 乏法 (111111 •一二 •一二) は エタ 部門の 
か 年 おを 接 菜へ 巧 入し •彼等を してを 菜 巧 働に 巧 おせしめ、 を 小な 中 さ (耕作 面接 八十へ ク 
夕 I ルな 下) に 巧す る 巧 街 力の 按 助を なさし むる こと、 した 〇 とは-九 111111 年 一一 一月 I 二日 巧 働が か 
及 ホち 巧 お 局を の 誌 可に 始ゥ 、そのを 巧め て 急速に 搪张 せられ 111 巧が 及 一二 五 ホには や 均 十 I 萬 五 
平 人の 地方 補 巧 巧務ホ ( J らミ IhclfeO がが 菜す るに 至った (內巧 九 巧 入、 ホ ニを 五 干 人 )0 地方 
が助^$^ホは十六を乃ま11十五おのホじして、 お化巧わは彼すのがなをが證しも 一 巧の巧おを巧 
すしめ、 巧化夕 たるを をには お 化に 巧して 齒 をが 巧を を夕 がする 〇 巧め 期 閒 はや 半を が 刖 とし、 
その 巧 道巧少 くと も 一岡の 巧 おを なすこと が强 制されて ゐ ろ。 この 巧 がをおった ホには ^ : 賠巧 
の 巧街監 巧を (Arbeit さ ミこは 證明審 (r ミ =51 を rhrie を) を 受 巧 する 0 
CC 一を ま 見 巧 (I き-ご ahr ) (巧を 一一 一岡 •一二 •一 一九) は 元來困 巧みを 上の 目的に ょゎ 設けられ. 
た 制 巧で ちって 大巧み の 小を 巧の ネ采 生は ー ホ閒良 巧に て 共同生活を 行 ひ ネムを おおせ しめられ 
る〇 がって 間を 的に 巧 か 供が のが 少に 巧ず ろ もの でんる 0 】 化 一二 五 ザに がけろ なをな 省の 巧 巧 ホ 


yr m 


序 


は 巧 一 ごま 人に 蓮した c 

(口) 巧 か 力の— 巧 巧 ホ 

この 方 巧は おお 獎 » 巧な 金 ホに 巧 會巧お 及 巧 巧を 巧に がける 手 か 巧に より、 ss 巧 巧に 巧 巧 
ろ 巧に が 人の 巧 か 力の 供た を 制 おする もので もる。 おがを® 货 巧を (星 i 一呂 -r ー ミーを® ロレは 
(一 ¥ お の饒乂 にして、 ご 一) 巧 菜に 巧 事す るを、 (一二〕 おがを はおが する ホの _ 一 一條 件を 附 して 巧が 
をな し、 無利子、 一% 巧 おで お 巧し、 丘貨 付は 蒂お 充足 券 (を 化) の 交付に よりて なされる 〇こ 
の貨 付は 一九 三 一六が ホを わ 五十二を 件、 111 值 マ* クに 上つた。 

家事が 用人の がな を 扶助す る 目的を なて を 等に 巧す る 失 柔がお 巧 金が 免ぜられ 、おお 巧 お 巧を 
は 大いに 程 巧せられ、 巧に 彼等を 械 化する サ巧 まに 巧 巧 巧を を稅 する こと、 なつた 〇 この 方 巧に 
よりを ま 巧 巧 人の 失業 巧は 一九 一ー ニニ ホ ニー 巧に がける 二十 一二を 入よ 61 二 五 ザ 末の 五 萬 人に を 巧少す 
るに 至つた 〇 しかも この 五 お 人の 失® たる やまに あ 人、 洗濯 ホ、 搞 おか 等で も 6、 ホが、 化 お 
等の ためす 巧坑 的に 失業が おに もる をで ある。 

(《) 巧 8 力を 地 巧 的に 巧ます る こと 

が 巿へ勞 かぶが 巧 入し、 失菜增 大を來 し、 且を 巧の 巧 力の がまを 結果す るのを 防止す る 方 ほと 
して 勞巧 移入 的 限 法 (ご i 一 •马 • 】を ちご 吕 W 产 > 己 もさ® 己 S で ミ) こ 二 四 •五 •一 五) により、 ぺ 
ル リン、 ハンブルグ、 ブレ ー メン 等への 移住 禁止を 命じ、 な 菜 巧 化 ホが H 菜 部門へは ずるには 巧 
かを 巧官 のみ 萬を 巧す る ものと し、 をが 巿巧 W おの 地方 移住を 1 する 我 巧を おけた。 (な來 巧を 
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官 なの 手に よる 巧 働 力の 計® 的々 がの ことを すべて >rbei さ einnat •とい ふやぅ になつ た o ) 

〇 こ年餘 により 巧 巧す る こと 

化 巧を 慌 による 失 菜ぶ おの 巧 加は 商 お ネに § なお 巧を おへた ので あるが、 このが きを 防と す 
るため特に甫が巧衡ネの就職を南難にし、 二十五お2?下の從業をは成巧く巧働奉化(が巧一、 

巧 働 (が 巧) にな かしめ、 その 化り にれ 年 乃至を 年を を爾贸 する 巧飽 巧を お 制 (Arbei をを ac - 
a 臣 twuscll) を 設けた (々な々 サ おを、 一一 一巧 •八 •一八〕。 

失 菜 お 策に がける その 財 巧を 如何にして 巧 ふかは 通貨 伺 值巧定 政 巧を 巧 則と する ナチ ス にがて 
由* しい 閒題 である 。されば ィンフレ I シ ヨンを 惹起せ ざる かき 逆 おの 方 巧を 採らねば なら 
なかつ た。 巧ち 目的た る 失 菜 事業が 遂行 さる、 と共に 通貨は 永く 經巧 巧に 止まらず して 肖 街が に 
化 偏す る ことが 么巧 であゎ、 そのために ホの かき 諸 補の 信用 券の 妥 巧を 企てた ので もる 0 
( 1 〕 巧 馈巧巧 證券 (Arbeit ま。！！ atsn ミ is 另) 。大巧 大臣が 失業 絞 巧 法 (一ー ニニ •六ム こに お 
いて 國巧巧 働か 成金を 付に 巧つ るた めに 妥行 ずる。 限 巧卜億 マ" ク 。五 年 牌に をが 五み の 一巧 
價 還し 且巧巧 某を を 設ける。 

(一一〕 需巧 充足 お (1 さで dec ご ingHHch 空. ろ 同 法に おき 地方 凶 挽の 化 ふ 失 菜を におす る 特別 手 
巧 及 おが 巧 付 金 ( sh ま ジ5皇 弓 一を* n } の 支 巧に 巧を す。 一定の 贈資 巧に 巧しての み 日常 么お 
おと 引 巧へ に 巧 用し 巧る。 

(111) 巧 K 巧 曲 助成 ま附 をの 巧 巧に 巧し ま 2£巧 券 (spendenHchein 】 をち 巧し さを を W おの 巧找 


1) 巧 




年 

! m 

1 1 ; 

i® 1 IP 1 

化 ! 贷 

巧 ' わ 

あ 巧 : 

指 

ft i を 

1932 

1 

• 1 

100.U ； 100.0 

1933 

92.4 ミ W. 巧！ 

1934 

94.4 101.9 

1935 

99.3 105.4 ■ 

1 1936 

i 

105.0 107.3 j 

1 


の辆 巧の ために 巧 用ず る ことを 許す (同を )0 

(四) 失業を 巧 事 菜 手 お CArheitsbeHnha き n ミ vfM - 了； I 一失 お援 ゎぶ にょり 巧莱お ih を委巧 せら 
れ たるを 菜を にょり 發 行せられ ドィツを 共 事蕃か (一ぎ を已 5 こ esdlHcha ご 『ミな を ミミ h * 
.\ rbeiten ) によ 6 引受けられ、 ライ ヒス バンク 之を 巧 割引す る〇巧 巧は 前述を 働阴巧 證券のを 
巧に よりを を巧涅 ずる 0 

か、 るが 巧义 巧は 通 巧に 封して か 何なる わを もった ん〇巧 なによ ると I を ニニ 年な がの 卸 致 物 
巧と 通货按 をとは ネ のかくな つて ゐる (一九 一ニ ニ 年で 巧 も 巧 i ず、 一二 六 年は j w サ )0 


之は 三 一六 年 一巧 迄は を 最リフ レ I シ ヨンの 爲幽を W で、 在ない ことを 巧活 つて ゐる (Ja す. 
hcch •产を ミ丢 hen wirtsclsft 1 六 二 I 一一 豆 i りな 势 )0 
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G 農業ぶ 農 巧 

き柔巧 巧は 畏巧 ナチ スの 中む 的 經巧巧 巧の 一には 化 へられて ゐ なかつた 〇が彦 巧ぶ 巧を づ 口は フ 

王— ダ， S 孚 年を 経た 一を 110 ホに、 -M ン こに めて 雲せ た •養 輩な タカる て そ 

の « が 巧 現にが 事し、 そのを 菜 巧 制に 關 する ホを は 失 菜 巧 巧と 巧に ナチ ス経巧 ホを のお带 おがみ 

差る に 至つ ち 之を なて 奠覆 がか 何に； K 位 制に 曼な霉 を おへた かを 吾* はなる， 一 

とが 化來 よぅ。 

化 巧る おによりて 巧 逸な 巧 のろけた 大巧が はか 權掌掩 なをの ナチ K かほを， 一て 强巧 策を なら ざ 
るを 巧 ざら しめち 度 産物 巧 格の 下 癸 お 外を をみ 伉が の おを じよる)、 を 家淹化 おの 堆 お、 § 
巧提の 東が、 等の が 因に よゎ、 な 家の 化な は夕 しく 巧 下し •しかも 度 巧は とに 對應 する 巧と して 
な々 耕地を 煤 張し、 集約的 餐 S なし、 な々 生を あおに 管、 自お的 巧 境に 格つ たのは 何 わの g 
にがても をる ところな さ 小 巧 按お產 の 法則で もる 0 

プチ ス のを 菜 巧 制は か、 るす 化が 態から 疫 菜を 巧 ふと 巧に、 ミュンヘンな 菜 巧 巧を す 口にぶ いて 
を 菜 巧 巧を 逆 じて 巧を お 巧の 全 •面 的 復興め 策の 一巧を 巧现 せんとした ものである 〇 その ホ 法は み 
の 一一つ の 目的の 巧现を 期す る ものである 0 
(一〕 を 巧 (ミミ r ミミろ の 維持 あ 强化〇 

(一一〕 良蕉 物の 生 產阪資 のが 制 ホに を 巧 巧への を 巧 供給を 目的と するな 巧 お 巧 (す コ： 占 ミ ngH - 
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wi を ch も t ) の af ホ (とと ホ 巧して 公正 巧が (3 ミ ブを P 3 is ) を 制を し、 巧を 菜 生を を ザ 
進して 巧 働闻爭 (おか) を援 巧ず る ことによ りを 1 入を 防止し 之に 巧 寸る径 转を節 わしを 
を エ菜橡 巧お乂 分に おおけ しむる C ) 

(一) を巧の維^:1^5{强化 

ミュンヘン 巧 昔 にがてを 巧は 巧を 的 ± 地 巧 巧を 巧の ま 巧と して おみの 地位に 置かれ、 おみの 巧 
巧 上の 巧 邊を受 くるに 至 シた〇 その 巧を 的 主 地を 策とは ホの 九 ヶ條の 巧！！ より 巧る ものである 0 

一、 巧 逸 巧 巧の 巧 おし 化 巧す る ± 化 はを 巧を 巧 族の 巧 住と 生存と に 役 ホつべし。 

二、 巧进お 族に 限り 巧 逸の ± 地を がちす る ことを 巧。 

一二、 巧 逸 巧 巧に より 合法的に 巧を せられる 4^ 地は をを 相が 財產 として 巧なず 0 

四、 巧进の ± 地は 金 お 的を おの おを となり 义 はが おおのす 勞 所得の おみと なること を 得ず 0 

五、 巧を の ± 地 利 相の 化な として、 ± 地 所有 ホは 巧稅 義務を あす。 

ム ハ、 小 中を 民 階 巧の 存在は 人口 あ 巧 的 見地より 任め てま 耍な 6 と 設む〇 但し 大規 巧經 巧と 雄 
も 小 中 巧 巧と なをなる 關巧 にもる 限 ゎ その 巧 在を 正當 とす。 

と、 ± 化 巧拽は 一子 相な 制と す。 

へ、 巧 家は 前にを むる 一定の ± 地を 巧な 的に 化 用す る權 利を かす。 

化、 巧 家は 巧內移 おを 巧 ふ。 

ド ■- こ- ゴ -- 一，- ■- 

ft 口 ご f ■，一-三》 三 ゴ 
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か、 るを 巧 巧を にないてる 括 化された 法浄 は先づ 

(イ ，レ 巧逸農巧斩設法 つ产 ュー-ミ I'feuhildunw <121を011ミ ミミ3ミ3で 一二 一二 • 七 • j 巧) で 
あつて、 をに よつて 班 逸 裳 巧は を 巧 民の 生 巧 巧 巧 供が ホで あり、 直 巧 おの 生活と 化が の 汲を でも 
ると いふ 二つの 表務を をは しめられる 0 

バロ〕 をの 義務に お旋 して 巧を な 巧は をく のを 棄大 なるお 巧的特 おが 巧 へられる。 ライヒ 化 巧 
畏地法 ( Kei 已 irbhcf git こ 11111 •九 •二 九) は その 一であつて、 自作を につき、 一家を 菱 ふに 足 
る だけの ± 地の 面 横 ( Aek さ nahr - lng ) を、 遺言 お 分 や 分割が おによ つて かおせられ ず、 冀巧 によ 
つて 喪 ふこと なく、 金淺巧 摧の擔 がと なるこ ともをく をれ しむる ことを 目的と する ものである 0 
而 して か、 る 樵 利を まを する 度 巧とは 一八 00 が 一巧 一日に 迎 るまで その 父方に も 巧 巧に も ユダ 
ャ入爾 あかを 人種の 化々 なぜざる 巧悴の ドイツ人 又は 同種 族 人を 言 ふので もる。 

(ハ〕 之と ホぶ ものは 小作人が 藻を (巧 i 已こ .ごこ 711 ニニ •巧 *1111) であつて、 小作 調が 所 
は 地 まと 小が 人との 関係を み 巧 的 ホ 巧より 小作人 保 誰の 巧 神に より 決定ず る。 ， 

(二〕 巧に を 大 なる 煮 まを をす る ものは 畏柔 上の 强 制な 巧 巧 謹 法 (ニ ミ® で ミミ ー an-hv ミミ h - 
aftlich ミ VC ご HtrecluingHHchuta 一二 一二 • 1 1 •一 阿) でを は 一 較强制 巧 巧の 制 おに 關寸る 法律を 
な 菜じ對 して 巧に 巧张 せる ものであつて、 な 地 及を を じついて 一巧の 時期を 强 制な 行を 一巧 停ム 
するものである〇 卽ち化巧的す巧により i {でたる巧货不故けの巧底をを s ^^り巧謹せんとするも 
のでち り、 巧に ライヒ 化 巧な 巧 ほじよ る 化 巧な 地には 强 制な 巧は おど お 封に 許さね こと、 なつた 


15 巧 
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ので もる。 

强制 執行 巧 謹 法と ホんで ま 巧なる ものは 一 0 五條を かする あ大 なる 畏莱简 巧 關巧谋 制 法 (こ e- 
set 。 NC， 】legelunw 巳 さ lamlwirt 正 cllaftliell®3 sollllld\.nl.hiiltniH8e 】 一二 一一 • 六 . 一 .} てあつて、 

負 倚が 巧 局 (Kn を ch 己一 hin 巧玄 巳 乏 か中ム となつて 活 巧し、 巧 巧笛務 のな 方に 瓦つて 詳 おなる 
調査を なし、 巧 律の 定 むる 巧が にがつて を 巧の 倚摧 について、 各種の 巧 巧 方法を かちす るので も 
る。 その 銷却 法の 內 注目す • 《きは 現を 銷却 巧 巧 お 新 巧 巧 券 (Ahl を ミ gKKC-huld ミ rschreilm ミ )‘ 
にょる 銷却で、 兩 ホは 共に を 巧 お 巧 局の 負 巧と なゎ、 固 家は をに おし 巧を を 巧 おする。 卽 もこの 
耕が 巧 券に ょりを 巧な 巧の 一部は お理 局を 巧て お 巧 固 家が 巧 化 ゎする こと、 なる ので もる。 

( 二) な產 物の ホを 化 巧 並に を閔 巧への を资 ながを 目的と 寸 るを 巧 お 巧の 巧 ホ。 

ライヒ 化 安良 地 法が 巧を ± 巧 制 巧を 巧 ホした ものであるに 巧して、 ライ t を 巧 脚な ( 一ぎ .chT 
niih ミ an<l 一二 一二 •九 • 一 111 ) 巧は な 業お濟 上の 巧按法 でんり、 ±她 制 巧に 對し巿 巧 制度を 巧 ホした 
もので もる。 ライヒを 篇闻抗 は、 をを みの ホを、 かエ 、化貞 をな すすべ ての お 巧ち (使讯 入 巧衡お 
を も 否む) 及 その お 合 巧を 焊巧 なと する 公 巧 入で もつて、 その 宿 巧は 林采 、闻 お、 な 菜、 狩泌 菜に 互 
る。 を 巧 15 ほは 一方 にがてな 束を 産 推 持の た A を 菜を 巧 大臣のを おの 下にな 產 物の 生を の改ち 
胁資巧 巧が のが 制を 行 ふこと を その 巧が とすると 同が じ 巧な 巧 巧に その 牛活 巧な をが 證 し、 を 巧 
を 巧 巧の 力の が 持と 妥 おを 巧る ことを 巧 一一の 巧な とする 0 

このを a 曲 巧は 一 一拓の ま 巧 巧け 顿ち 「人」 (Arils ミ-む 培」 (占 C ご 及 「巧 巧 _ (と ちご) に 
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巧れ、 巧に 么等 のが 據は贿 巧 的に み 割され る〇 なを 物のを をを 化 巧め が 制に 巧して をが のを § 
に提合 令を がて 期稳 をが 沒 する 0 

©為替管理 

n I ザ ンヌお 薄は 巧 逸の おが 货 あの 大部分を 帳消しと したが、 尙么 なかに 巧 逸は 巨が の 巧 外 巧 
務を おして 居 ゎ、 その 元利す がは 大 なる 重荷と なつて ゐ た。 巧る じか 巧 恐 憔の勃 毀な 來謀 巧が 舉 
つて 閱巧降 壁、 爲入巧 巧、 爲替巧 巧、 金 本な お 止 等の 巧 易が 馨 策を 巧 行し 巧を 商品の 瞭岀巧 難と 
なるや、 一九1111年には|8?:^結巧巧務、 三一一一一おには中期及ち巧巧のモラトリアんををしたにもわ 
はず、， 111 のがには 前が をの 出超 (11111 一年 六 億 六 千 マルク) が一 掉 して 二 僚 八 千 萬 マルクの 入超と 
む 6、 その お果 ラィ ヒス バンクの 金 所 お 商は 急 巧に 滅 少して 千 八 萬 マルクと なつて 了つた 。そこ 
でな 府は 「外因 商 愛 輸入は そのす 拂に寞 なる ちちが 存せ ざれば 行は る、 おなし」 の 轟の 下 
にを 巧の 方法で 巧转 節約 (Devi ま nbewi ュ acha ご 一一另) に 巧 力した 0 ( 同 法 一二 五 •二 •阳 巧を 心え' 
卽ち 「シャハトの 新が 巧」 とちは る、 もので (一九 一二 巧が 九月 巧 日み 令) その まなる 手段は 巧替 
證巧制 巧 (を VI ま nbeHcf 3 を 5 ち勒が マルク 及ス クリップ 制 巧 •巧み 雜 が炼定 でぁつて、 な替證 
明 制 巧は 一一 十五 巧の 巧み 巧 巧 巧 (el モミ.； K . ご Ingwtelle ) (それは 一一 十五 種 おの 輸入な 別 こか ナて 
巧 巧を なし、 ラィヒ 巧 濟大お 及 •ヘルリン 巧 巧 巧 巧 局に 化 苗す る〇巧 巧設お 法、 一ー ニー ー •一二 •こ ハ) 

が 巧を 生 ホ 菜に 窒 かくごらざる もの 及 そ 《空に ょゎ 巧 お出が 巧 能なる も Q を 養して 巧 明 


け 巧 
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を 巧 ふる 唯に より 證明 巧と 引換 s ' に 外 閑爲替 をを 巧る 方法 でんる 。原則として お 入な 前に 巧に 傳 
人な をを 巧た おのみが 正常に 総 入し 巧る おにが て 自由なる 外 巧 取引は 大 いなる 制 おを をく る 巧と 
なる 〇巧銳 マルク (sperr S ちご 巧ス クリップ 制 巧 (ぞふ 0 は 前ち は外闽 人が 巧 逸のに 粗十么 
資金を 巧內 にがての み 巧 おする 事を 許ず もの、 ホに 5^ が お 元 巧 金の す拂の 一部に 充る ために 發 
行するお證券 (ス クリップ) であつて、 共に外巧爲をの化用おたらしめんとするも^でんる〇 S 
替淸货 協を はまと して 掛 をが 出超を 有する 諸閔 におして なさる、 もので ちつて、 巧手 网の淸 巧 巧 
關に 巧る 巧 逸の 受巧殘 なより ホが 利 モ支彿 をな さんと する ものである 0 

な 上の かき 諸 施設に よりて 一九 一二 五 ホは 前年の 入超 二 億 八 千 萬 マルクに おし、 一億 一千 萬 マル 
クの m 超に 好 持した 0 

知られて ゐ るかく、 巧み 及 爲转な 策に よる 化 巧 あおの 克服 策は 通 巧な 値 下落 巧と 迪巧 のが 維持 
巧との 双方に よつて 冗 反 封の 武器が 用 ひられた 。前を はな々 その 對外 比率を ち 目的に もち 巧 的に 
も引下げる事により化巧巧みへ の割前を多くしゃぅとし、 後おは^^トー巧隙的巧樵岗でもつてデ 
フレ I シ ョンを 策を 中む とずるな 易 化 縮 策に を 念す る〇巧 かこ、 に巧務 巧に して 旦 その 述 巧な 値 
を お 持 せんと ナる 第一 一一の ヵテゴリ I が發 生した。 上述の なをの 强制的 命令と ち銷的 巧が 制度 
による 巧み 統制 巧た る ドィッは この 第ー ニ頓に 助ず るぶ くの わく 化 巧 巧みの 巧 際 的 巧 巧の おを 投 
戚 巧條款 のかき は旣 にあ 去の ものと なつた) によつて サ巧經 濟は幾 俩のお 巧 領域 〇 ご 
王 riiuns ) に みれ る。 巧 巧と その スタ I リング •ブロック、 お ホに 巧 入し つ、 もる 化 ホの 勢力、 日 

も 一 if 4 すを. 一.‘,.， ' .良 卜 ミ' —— > • …… f 
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本を 强 まとす る おお ブロック —— 巧に 房 巧 巧な 巧を 又は 求な お定 によって おばれて るる ドイッと 
巧柬諸 巧が 新興' 巧 九た らんと して ゐる〇 「ノイエ •プラン」 はかくて 單 なる 强 力なる 巧 替が巧 こよ 
る 巧 易 件 巧-制 卽も巧 巧 巧 借を 巧 あして 入超を 巧ム する ことを 目的と ナろ ものでは なく、 「股ら れた 
ろな 替の 巧な じがって お 大巧 能なる な留 及な 巧を 巧を 巧に 供が する こと」 巧 も 巧 あの 巧 成 その も 
のの 抚 制を 目 巧と する もので ちる 0( 云. ミミ in 《， Del Nels 巧 Ian : 弓 d -lie N 空 一ち drung 气 
ミを ut ま -hen 含 ミ 5 <.宝 至- hnf ご -J ahrh な c}le『 f. Nat. u. St. 呈 • M2 S .ま) 

ナチ ス巧谣 な ホ 巧 謂な 涅紹巧 ( Krsiill コ in ミ' wirtschaft ) に拍 する を 巧 品 巧喊巧 品の お 入が 夫々 一二 
一二％ から 一一 一六％ に 巧な しとに 反して キ巧 eg は 一九％ から ー セ％,、 、完成品は ニニ％ から 八％ にが 
少してゐるのは、 この居を巧巧の息圓を充分に：^巧してゐるものといふべきである〇 (Jllhimcll 
を r Aleut 无 chen Wirt さ-ー ミ ft •ー ミ 7, S . Mo 參 巧) 

正を 融 

ユダヤの 短 巧み 的 金な 巧 本よりの 解が、 巧ず 巧 3 制の 巧 巧を ス a I ガンと ナ 十チス のを 曲 化 

惡 特色は ホ だ 碧 的には ミ 塞 ii 巧 どが 《さへ も 窺 ふ 事は 柴 ない。 議蒙畜 にがて 前 

ぷの喊 巧 的 巧 巧 組な 中に 包を された る 金な 巧 門と して 指 海 お 則 じ 巧って その 巧 制が 巧は る、 巧で. 
ち 6、 現に お 巧 制 巧 巧 をな にがて. ボ まされて ゐ る。 义 ベイ エル、 ザクセン 等の 化の なホ爱 をを 巧 
の 爱巧巧 樵を がが せしめ、 巧が 制 巧の 巧 一を 巧った にすぎない 0( 巧が 江な 正 化、 一二 一一 一人 0 こ 一七 


1 リ 巧 


ホ 


度な ホ タタ 巧 巧を ホ 正 一二 内 • 一二 •五) 

併し乍ら 現在に がける ナチ スを 巧 巧 巧の 中む は 上の やぅな 沒大 (？) な抽巧 的な 目な にもる の 
でな く ョリるな 的な 状が、 卽ち 一巧 お 巧 巧 巧 じ 對應や 巧し、 企谋 によ ゎて をず の 巧 巧の ち 巧を 完 
璧 ならし めんと ずる 化 巧に 迫られて 巧 はれた もので ちつて、 その 目 巧は、 ( 一 ) 彦 巧に めける 私人 
及な お 田 巧 のぶお 巧 巧を 巧 巧せ しむる こと、 ご 〇巧モ ホを 巧に 巧本巿 巧に 於て 巧め る こと、 ご 二〕 
もら ゆるな 本のが みを 活ま寸 る こと、 (巧) 巧た にお 巧した る 巧 本を 巧 巧 巧 巧 的 見地に よつて 巧 導 
する ことの 四 個に 巧 わする ことが 出來る 〇卽も ナチ スをお 巧 制は おな そのを 村 巧 策、 失 菜 おかか 
策、 財な 巧 策と がま 夕 して その 巧 現を 扶 くるた めの 法め て现 t めな 目標に よつて 導かれて ゐるも 
のでち る。 

と 等の 目的 達 巧の ための 化 辯と して ラィ ヒス バンク 紹 巧を まとす る 委貝會 が 一九 一二 一二 年 內が內 
に 鼓 けられ、 ち 巧 證券の 發 巧は 同柔岛 巧の 許可を 巧す る 巧と なつた。 か、 る 資本 妥 行を 制限す る 
方 おは】 九 一二 五 ザに ちつて 巧に 强化 せられ、 巧を 及 地方 阁巧 のち 巧、 巧 おを 巧 藻ず る ホと なつた 
ので ある 〇 ( 公巧投 々法 Anleih まク slcReset ? 一二 四 •一二 •网) 

さ 村の が お 巧 销のお 巧は 前ぷ のを 菜の 部に めける を 夕行 巧 お 理法 ご ニー 子 六こピ よる もので あ 
つて、 レン テン バンク •クレ デット アン シュ タルトの 廷巧 する ほおが 理 證券の 装 巧に よつて 巧た 
る 巧 金を なて をみ 巧 巧を 供 沼ず る ものである。 とに ホんで 市町村 价 なが 巧 法 (一二 一二 •九 •ニー) 
によりて 巿巧 がを 巧 巧が 巧 化を にか 入せ しめた。 巧を 巿巧 巧な 化稱巧 化合 (口 5S ブ已を S ちづ ミ- 
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ご呂。 De ミ 正 ch ミこ* nieinde ミに よゎ お 巧され た 巧 巧が の 短期が 務は 二十 九 億 マルクに 達した 0 
利子 引下 策は 吉五年 一巧 諸 金融 機 關の利 早 引下 法 {: 二. 芭 >. NiirmIgun こ >ei JC ミミ it — 
alten ご一丢 をす 公 巧 利子 引下 法 ( snser ミを 是旨 g bei d . 6 巧 entl . An を he ご 二 五を 二月 お 一 了 
巧モ 引下 法 (を n ご 5 W <1 ミ sankzinsen ) じよつて 證券 利子 四み 五が 迄の 引下が 巧 はれた が、 を 
は 前述の 通 6 所謂 利子な 隸制打 化の 目的に 出づる ものでは なく、 于チス 巧 前よりの 巧 金利 巧 策の 
護に 外なら ない。 化つ て その 意 寒は をと や 巧して 行 はれた 借替操 かにより た 百倍 マルクの お 
靈勞 が併璋 b れ 、巧 芝 利子 節の 巧は I 璧モ萬 マルクに 上つ たと ふ 事に もる。 

巧 本の 源泉 おを 方な としてな 本な 下 法 (一二 阿 • 一二 •二 九 心 (巧ぶ- it 己 旨 lagege ま tz ) 及を お 投資 
法 (一一 一巧 •一二 •四) (A 己 eih ま tockg — ろの 二 法律が 發 おせら わ、 を 等の 法律に よつて 巧 本を 
かじを るみ 年を 襄 がを 六％ ( I をの 條件 じが 了は 八 2 に 制限し •とを おゆる 利潤の 部分は 
を劑引 おた よゎ 望 Q 利な Q たを 雙は ライヒが 證公化 所 かに 違 ミる 、 Q でみ る。 この 

法が は 多くの 速な によつて 凹 避され るか も 知れない (滅們 銷却、 諸 巧の 捣立 等) が、 規巧 制肢に 
よるを 巧の 巧を 化の 巧な のみ にても 意 第を 詔む る 事が 出來 やぅ。 

巧に 之に おする 方策と して 取引所の 改正が あり、 か俏 證券 お 引 法 こ 二 巧. 二 I •阳 )( ニ ミミ N f 
Kcr を 3 W ミ pa 言 rh ミニろ によつ てが 來の 二十 I ヶ 所の お 引 巧は 九ケ 所に 擦を せられ、 ライ 
ヒお巧 大臣の 廉 をのが 一 的 巧 巧の 下に ホつ こと、 なつた 0 
巧を の 巧が 方 巧と しては ライヒ，^ ぉ 法 ご二阳 •一二 •五〕 Q を已ミ g ま。 で ミミ！^ ミミく 巧 S ) 


21 巧 


巧 


は银 巧の 巧を の お 式を 巧 制する ため 白： U 巧 本は 他人な 本の 五み の I なる ホを おがしめ 、直 问 一人 
におす る 貸 出は ーヶ月 お 商ち を マルクと し、 且 五で マルクが 上の お 擔巧巧 付に 對 ては 巧 お まの 
な用狀 態を 公表せ しむる 事、 をを のが 動 化を 維持す るた め 第ー ホが 備を をが をの】 が、 巧 ニ ホ お 
縮 金を 111 創を お 巧と して 保ちすべき 事を 巧め た 0 

F 商 業 

特に この 領域に がて 耍ホ される ナチ ス のを 制 的 活動は 中小 商工 菜 保 連の 巧 神に おく 小資 商保莲 
法 (GeHetN zum 穿 Imtze ま sinslh 旨 ilelK 吉 一二 •五 •一二) となが 巧 巧を 〇 ざ i » ミミ wac — 
hungHges 交 こ 二 一二 •モ •一 五 心を 中む とずる を 種の 巧 巧 及 巧引閱 巧の 規脚 法令で をる 〇 小ち 巧 巧 
謹を はち 巧 店、 述が 店、 均一 商店に 小資 商の 地位を 維持す る 目的を なて、 を闻 にがけ る小資 商の 
新 i 张を寮 止す る ことにょ つて その おを 制限し、 又ち 货店 等に がける 小資 的を 菜を 祭 止す る も 
ので ある。 小ち 商の 百貨店 等に 巧す る巧爭 力を 維持 發展 せしめる ために ま お 巧 ( C を ミ N た 家；— 
sgaheweMell ーニーーー • 五 • ー ニ) 割引法 (Kahhattgestass • 1 1 • ーー五) 等で 中小商エ^^^の 
行 ふせ お 並に 巧 引 乃 ま 双 巧を むしろ 巧历 すると 共に その お 巧、 方法 等を 規 巧した。 

巧が 巧 理法を 中心と ずる 諸々 の 巧が 規制 法令 及 巧 引を 令は 上來 述べ ホつた すチス のが お 法、 諸 
領 巧の 巧 制 法令の 巧ち 的 巧を 棋巧 ずる ものであつて '金说 部門 と共にが の (牛- 產 の) 巧 制に 巧し 
その 貨 がか 側面の H 作と いふ ホが 化 ホる。 をの 格巧续 (で srgebiet ) にみ けられた 8 お试 のの 
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裕巧巧 局 (P3i を ー ミミ chig— ち®) じよ ゎて、 説 巧の w 巧 (巧に ホ 巧 化谦な ホに ホ 巧 必お巧 
巧) の 巧が、 阪資 手を お、 特に その 公共性に 反する やぅな 巧せ を お 义は巧 巧 お 止に よつて 巧 制す 
る。 緒 じて ナチ スの 巧が み 巧は 計 賓控巧 性を 巧び る ものに ホず してを く ナチ ス 特有の 闻值 的自を 
思想 (お 巧 おお 巧) と 中產巧 お巧津 巧び インフレ— シ ヨンを 起さ •、 る ホを 巧 巧の お 巧の 一一 宿 一巧 
の 巧 巧に 巧つて 巧 はれて ゐる ものに 外なら ない 0 化の 巧 巧は 亦 巧 巧 巧吿法 (wir を chaftK ミ 王ミ？ 
ミ genet") にも 現 はれる。 同 法は 巧 巧 的 巧 巧じ關 巧ず るすべ ての 巧 吿の巧 一を か 巧す ると 同時に 
巧 外的には 巧 逸转神 (巧を 巧 おの 巧 神) を 巧 巧 巧吿に 表現し 巧 巧 的には 巧吿 による 路巧 ホの お 巧 
(お 正なる 巧な 力の 誤 安〕、 巧が 公 冗が 則を* 巧 せんとす る もので もる。 また 兼 わて 中小な H 菜 ホ 
の 巧吿を 指導 巧 謹す る まは 云 ふよで もない。 

外 巧な 菜の かお にがては 閱致障 巧、 毎替巧 巧、 なま ダンピングの 化 界め偵 巧に 因由す る 巧を 巧 
おの 爲出巧 寒に 巧す る 方 巧と してが 来も强 力なる 巧替巧 巧が 行 はれ 之が 現在で も そのを なをな し 
てゐ るか、 ナチ スは 爲替巧 巧に よる 間を 的 入 お 巧 止 巧を 巧に 巧 おする と 同時に 巧を 的 巧 入 制限、 
巧 出 促進 策と してが 巧ぶ 半 蓉 g 巧 引 法、 巧を 巧 品 お出が 讓 巧を おけた 〇 こ、 にも 自 おちを 巧 策 (A 
ミ Hrkie) は 消み 的には 外因の 巧が 的 巧 巧 的 あ 巧よりの 巧 ホ、 巧 巧 的には 巧が 的 巧 巧 的なる お锭 
にがけ る自 巧のを おを 目的と ずる ものであると いふ ナチ ス巧 神が 說 かれても る。 それは j つの 圏 
巧强化 巧、 民力 活 菜み ホで あ々、 おが 的 お 巧よ 6 巧に な ホの 化 巧 お 巧な ホへの 满雜 のが 備に 化な 
ら ない。 
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第一 篇 一般的 組織 

I 獨 逸經濟 有機的 機 成 準備 法 こを 二 内 年 1 百 11 ナセ 5 

ナナスは 其 おみの 巧 初から •厢モ めな 巧み 闽 みに 化 ム るに 有 株 的な 閣體巧 架の •巧 现备 を网ず 
ろ もの でんろが、 ネ なは 巧 じ 之が ホ備エ かとして ライヒ お濟 大臣に 巧！ て 捏濟諸 田！ C の 巧を 
がる じ 曲す ろ 放 化な 谋 W も 巧へ ろ もので わる 〇而 して 本 法 じ お ホず ろ轻濟 曲れ とは 企 巧 家 及 
を 策の 巧 濟的巧 ホの おおん 巧が とずろ がか さ 困 巧が じ諸閣 おの わ 合 でんる 0 
0 S ライヒ お 巧 大臣は 巧を 経 巧の 有機的 巧 成 準備の 巧 じみの おおを 巧 巧す。 

一、 が 巧 围悔を 其 粒 巧 部門の 唯一の 代表と 兹 むる こと 

二、 巧巧离 巧を 設立し がが し 又は 相互に お 合する こと 

111、 巧 巧闡括 のぞな 阁巧巧 もを 巧 巧し、 がえ しおに お 巧を 原則を 巧 用す る こと 

四、 経 巧 国 巧の お 海を を 巧を する こと 

五、 か 菜を 及 企 菜を 持 巧 期 巧に か 入せ しむる こと 

巧 巧 風 巧とは をを を 及を 菜の 巧 巧 的 おかの 巧ぶ をを 巧と ずる W 愤反媒 巧也坑 合と す。 

さ I 條 ライヒ 粋巧乂 おは ライヒ 巧な 大臣の M をを 巧て 本を 泡 巧の 毎を ホな 令 及 一 程な 巧が 削 
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をを 布す る ことを 巧、 又 ライヒ 姪 巧 大臣は ライヒ 內巧 大臣の 同 怠を 巧て 補ち 的 內容を 有イる 巧を 
をを 布す る ことを 得® 

き 5 かを 义は进 失 ミり ライヒ 摇巧大 ちが 本を 又は 其の 巧 巧 錫 則に 基き て 妥しミ 命令に 
垄 反せる をは 巧 金 又は 一 おな 下のを 巧に をす 0 

刑の 訴 あは ライヒ 巧 巧 大臣の 吿 致を 俟 つてを を 巧 ふ 0 

» 四條本 法に おく 方策よ 6 生じた る 巧 害に 巧して は 巧宰賠 巧を 巧 ふること なし 0 
g 置 條 ！ 九 一二 巧 年 二月 十六 日附 ライヒを 巧留 巧な 巧 的 巧 巧 第一 一一み 令 第 I 條第 一巧 乃至 ^ 巧 
日に よる 巧 » 員を おき ライヒを ffl 曲を 巧 W 其 喊巧及 ライヒ 义 化み 巧 巧 巧 お貝闻 おは 本 法の 適用を 
受 くる ことなし。 

ライヒを 巧 苗 度 巧を 的 巧 巧 羣ーホ 令 第一が 第一 巧の ま 第 十 巧 口によ る ライヒる 巧 蹲 巧が おな 留巧 
あを 通 曲 おを 巧 巧と する 巧 合に あゎては ライヒ 巧 巧 大臣は！ 50 jjg 專巧 大臣の 同を を おて 第 1 巧 乃を 
第三 一巧の なおを 行使す、 ライヒ 轻巧 大臣は S 巧 門 大臣に 其の 備限 をを 巧す る ことを 巧 0 

二 羯を經 巧 有機的 溝 成 準備 法 施 12 P (島 巧 $ だ 

巧を 巧 巧ち 巧 的 巧 成が 巧 法 巧 一一が にち きみ 令す r 
巧】 節 巧 H おの 巧が 

*1 酱空 柔は專 巧 あ 糞に よ 芝を 巧 含し a つみ？。 空 菜 Q 義巧 公法 的け 表は とる 


み 巧 巧を fB 巧 皮# 1 巧 機巧 濟なあ 》 26 


巧 含 巧 施が IB ホぶ w が jH 巧 巧 IS 分 ae 


宵な 的に 結合す 

«| 一條す 門に よりな エ 菜は 巧 本 巧 巧より 戍るエ 菜 ライヒ 留ほ巧 手工 菜、 巧 菜 お 巧が 段 及 巧 
力 お 巧の ライヒ 幽巧 にを を坑 合す。 エ 菜の 本 闽お及 其 化の 巧エ 菜の ライヒ 留巧 巧に 巧 巧 蝴巧 を設 
置し 化 巧に 應じ么 を 巧 門 阐お及 巧 門下 級蝴 ほに々 刹す。 

第 |二 酱地巧 的に 巧 柔は巧 巧 巧が に 之を 巧 合す。 経 巧销應 、專 巧喊巧 あ堪 門下 級 W 巧は 止む を 
巧ざる 経 巧 的么巧 ある 時は】 お 巧 地域に おし 又は 一 お 巧 地 巧のに めて 一定の お 巧な 門が なの 巧に 
地 巧 的に とを す 扱 巧 括に 分つ ことを 巧、 か 入を が 化 巧と 詔 わる 時は 巧线 組が は 化が 阁 巧を 經巧地 
效に地 巧 下が 询 値を 巧 エ會薄 所 地 线に設 くる ことによ りて をを 棋成 する ことを 巧。 

前 巧の 化 线粗搏 がき ライヒ 團® は ライヒ 酉 巧に 巧 » する 化 巧 幽巧及 化巧留 巧に 巧 姑せ ざる 企 菜 
を 地 巧 田 巧に 巧 合する ことを 巧。 

地 巧® 席は み 局を 設 くる ことを 巧 0 

ライヒ 巧 巧 大臣は 地 巧が 攒の地 巧 下 按巧巧 及 ライヒ 閣 結に よゎ 設けられ たる 地线蝴 粗の 分局が 
巧エ爲||1^と巧をすべきことを命ずるを得。 化巧なにもりては專門巧巧は地线闻巧及化巧留巧み 
局を を處 巧し 地 巧 的 事 巧は 商工 禽ま 巧を を お 巧す。 ライヒ お巧大 おは 巧 あの 分割に 關し 命令す る 
ことを 巧。 

» 凸修 類似の 揺 巧 部門の 用 巧は 巧 傑 巧 同期 巧を 巧戍 ずる ことを 巧。 

> 五條 お 巧 熙巧及 其の 巧 ホ# 門闻 巧、 巧 門下 扱 阐巧あ 地 巧 的稱巧 ホに ライヒ 阁 巧の 地 巧 脚 巧 


は 法人た る 巧が をち ナ〇 

藥巧條 巧宙の 粹巧喊 糖は 巧 能なる おりな 門 的 及 化 巧的闽 巧に 移す ことを がしと にょり 巧規の 
法的 お 巧を 巧 巧す 0 

» セ條 商工 巧の 地 巧 お 煤、 一 お 巧 化 巧の 商工 お ま巧义 手工 審お 巧は が 巧 倉 巧 所 じ 共同の 化 

ぶを？。 空 S ライヒ 震 及畜 塞に 經馨 3 所は ライヒ 經 SSI 所 C 謗 Q 化 表を 章 

巧 二 節 巧 工業 組错の 所馆者 

第八酱 ライヒ 經巧 大臣は 一が 的 命な にょりて 專巧的 お 分の 脚 筋を おめ 直つ 巧が 巧 的巧试 にが 
て 巧 ホに 巧 菜し 又は 巧 ホの 替 菜を 開始す るを 菜夕 あを 巧 (自巧 人 巧 法人) はを をを 謀み 門 期 巧 あ 
地域 阐度 におな ナ 、巧 家 あ 地方 巧を (地方 留箇 おを) の 揺を も 亦 企 菜と 巧 做ナ〇 
外 巧 企 菜の 网內 支店は 巧逸經 巧に 所 おする ものと 巧 化す 〇ぞ 店の 設贸 なくして が训 がに 闽 巧に 
めて 外が 金 菜の 巧に 巧 菜を 巧す を 巧に つきても 亦 问じ〇 

巧 S 節 閣紐指 海を の 巧 命と 巧肤 
* 十- 條 商工 菜のを 喊 巧は お游 おを おしかが 導 ホの ななは 巧眷 巧と す 0 
ライヒ 喊 庶及エ 策本闻 巧の 指 巧 ホは ライヒ お 巧 大臣を を 巧を す 0 

給 巧 西 席の お 巧 ホは ライヒ 阐巧 ( H 巧 本 巧が) の抬導 おのが 案に おそ ライヒ 経 巧 大度を を 巧な 
し ライヒ 阐餘 指導 ホの 意見を お 巧した る 巧 とを 罷免ず。 專門 曲度 及 お 門 ド 巧 脚 巧の 抬 巧を はお 巧 
巧 巧 巧 巧 ネの巧 案に 某き ライヒ 期 巧 (エ菜 本 W ちの 巧 海ホ么 を 巧な し ライヒ 幽巧 巧な の 息 見 
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をち 巧した ろ 巧を を 罷免す。 ライヒ 期 巧の 地巧闻 巧ぶ 化 種 地巧幽 巧の 分局 指導 おは ライヒ 销ほ指 
巧 お 之を 巧を し 地 巧 用 巧 指導 ホは お 巧 汽誘所 指導 おとお 同して 巧 巧 留巧お 巧 ホ 之を 巧を す 0 

« 十 三修 巧 導 ホは 聞 巧の 定が をを 布す。 を 巧は 本 令の 巧定 にを をす るを 巧す。 

?ミ •蹲 おお 巧 おは 化 巧に 應じ 上扱铅 おお 翼の 同を を おて 化 まぶ 及 一ち 若しくは 巧る の 
巧 おお 游 ホを 巧 命し 柔あ抬 巧 ホは 喊巧抬 巧 おの 抬 令に 巧 ひ 日常で 巧を 行 ふ。 

巧 阿 節を お 及を 巧 

» 十ホ酱 商工 菜 期 巧は 巧 巧が 读 にがてが 留 位な にか 令し 旦つ 巧ぶ を 巧 ふること を 巧 チ。 巧 導 
ホは 巧 巧れ ちまぶ 巧みの 意 ホに がて 喊 巧を お 導し 期衍 及が 巧 苗 •レの 巧 件は 巧エ萊 のを 巧 的 利な に 
据も をつ 巧 家 的 利を を 巧 謹して をを 化を 寸る ことを おす。 が 巧 おは 闻 巧の 巧を 的が 巧に 關し幽 巧 
及 上 扱 铁巧お 巧ネに 巧して 巧 任を fi ふ。 

W 巧が* むは 闻巧义 は 商工 采 化を におく 抗巧 ちの おを に 胀が寸 べし。 

折 巧 ホ 及 菜 あ 柄 巧 ネは莱 みを 公 やに 抬 海し 巧 あ 上白 一一の 知 もたる 巧 あ 及が を 上の お 巧を 何人に 
巧しても 守る を おを みす。 

巧 お 節 巧 問な の 巧が 巧が お 

« 十八 酱巧 喊 巧は 巧 閒 巧を おす 〇本 脚が お 海ぶ はエ巧 ライヒ 脚 巧の 巧閒 なを 巧 巧す 0 
ライヒ 喊巧 又は 本 期 ほに 巧 おすろ 巧濟蝴 巧の 抬巧 ホは 化の ライヒ 脚な 巧 エホ 本 聞 巧の が 閒 巧を 巧 
巧す。 巧に ライヒ W 巧の 地读脚 おお 巧 ホれ ライヒ 脚 松の 巧閒 み じがす 。ライヒ WK 及 本 映 巧の お 
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巧 まは ライヒ お濟大 民の M 意を 巧て な 化の 巧 wu を 巧が となす ことを 巧。 

巧 門 的 巧 分に がける 巧を せる 鮮巧 の抬巧 ホは 化-曲 かの 化の 阁 巧の ； g 閒を巧 巧す。 上級 W はの あ 
導を は 地な 的稱巧 指 巧ぶ も ホ 巧 巧に おず る ことを をむ る ことを が。 わ 下扱阁 巧の 巧 叫は 上 巧幽巧 
巧 巧 ホの 同な を 巧て 指導 ネをを 巧 命す る ことを 巧、 お 巧 ホは 上な 脚巧抬 導ぶ の 巧 怠を 巧て 巧 苗 U 
を巧閒 にを 命寸る ことを 巧。 

ライヒ 巧 巧の 化 巧 幽巧巧 巧は ライヒ 幽巧抬 巧者の 同を を 巧て お 巧ぶ をを ななし 地 巧 稱巧巧 巧は 
巧巧お巧销巧み巧曲巧义は巧門下な曲巧の同息を巧て^ホ么を巧おす〇 
«十5 11 閒は會 3 養な 沒转 巧を 毎寸囊 を裙査 する ことを お寸〇 
巧閱は 重大なる 方 ホを 巧め お閒 すべし 0 

巧 六 節® 巧 所 巧 巧な な 

第 II 十 5 留 度が受 二 0 OW な 下の 海け 装 選的赛 並に 知 位の お 下が 農は 羣 I 回 

な 上 巧 •わ 結 巧 まを 開化す る ことを おす 〇 上な M 巧抬巧 ホは 化の 幽 巧に 巧しても 巧 KU おおの 開 惟 
を 命ずる ことを 得 0 

さ I 十三 條養巧 K む會 巧は 護の 活か 及时 巧が 巧に 等る 巧 § のなか 及 討 巧を 目的と す 
巧 七 節 苗 巧の 解な 义 おが 

第 II 十 £ 豐の 解が あおぶ は ライヒ 壽大ち 豐至巧 豐の抬 巧 ホ 巧 蠢‘ ライヒ 销 

ほ抬 巧を (エ ¥ お 合) のな 令に おきてを を 巧 ひ 化 或的强 ほに ち 6 ては が 巧 おを がちのを 見を な 
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ずる ことを 巧す 0 

ぶ 八節經 巧な な 所 

さ I 十 《條経 巧會燕 所は 巧 H 菜の 地 巧 的が 據 、お 巧 地域の 商工 巧 溝 巧を を エ蕃绿 所の 巧 目 
的 化 表と す 0 

第三 十 セな 経 巧會誘 所：： r は ライヒ 阁結及 お巧刚 超の 地域 隅 巧、 お 巧 地 巧の 商工な 義所あ 手 H 
f 蒸 巧と す。 

第一 一十 八條巧 巧汽蒸 所は 巧 お 一ち 及が 表ぶ 二を を 有す。 

第 I 二十 條經 巧爲誘 巧の 巧務 局は ライヒ 經巧大 民のを めた る 商工 贫蕩 所と す。 

ライヒ お 巧 大臣は ライヒ 阁巧地 巧 幽鹿及 地 巧 化 織地 巧 喊隨が 化 商工 食 寒 所と 粘を す y すを をず 
る ことを 5 J 0 

お 巧會講 所に ありて は 尊 門 的 巧® は當 謀が 脚 巧 又は 地 试的阁 巧 若しくは お 巧 化 巧の 共同 的閒逆 
を 巧 H 貪 藻 巧に ょりて 硏兜 ずる ライヒ 闻陆の 提案 じ おき 巧 かされた ろ 化 ま ホと をかナ 。ライヒ 経 
巧 大臣は お 巧 貪 誘 所に 於け るを 巧の 限 巧に つすな 令を 公布す る ことを 巧 0 

お 巧巧荡 巧に 所 姑す る 地域 組絳の 地域 風 巧は 同時に 商工 會潇 所に おなされ たる 地 巧 組 巧の 地 巧. 
下級 阁巧 のち 採を 巧 導す。 

巧 化 節 ライヒが 巧み 逢 所 

第己十三條 ライヒ紹巧巧|<|^^は商エ乗、 巧エ巧巧巧巧*!:^エ策巧88^のザ門的及地巧的が綺の 
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ホ 同 代 まとず。 

»| 二十 IIS ライヒ 經巧 巧な 所の 巧 巧は ライヒ 阁旌及 商工 巧 本闻粧 、紹巧 待 溝 所、 巧 エな绿 巧 
巧手 Hf iiililE とす 0 

第 =1 十四 條 ライヒ 紹巧大 おは お 導ぶ 一ち ぶ ライヒ 經巧乂 段の 巧 命ずる I ぶ 又は あるの 代ぶ ホ 
又は ライヒ 經巧 大臣の 间 息を 巧て 巧な すべさ 一巧 义は數 巧の 策按お 導ぶ を かす 0 

第 己 十五 酱從來 の 紹巧巧 海 ホ 及 巧を 商工 筒を の 策 あ 執行は ライヒ お 巧 大臣の 定 むる 施 巧お刖 
にょり ライヒ 紹 巧を 落 巧ぶ お 巧に をを お 合ナ〇 

第 III 十巧條 ライヒ お 濟會歲 巧は 自 抬巧關 として ライヒ 网 紐、 巧 巧な 络所 巧ず エ 菜を 該 巧の 共 
间 的巧駐 並に 本 令に 葦て 與 へら.；； たる 雑 限の 巧が 巧に 於て ライヒ 經巧 大巧 じょ 〇 雪され たる 
巧あを考巧す〇 ライヒお濟大臣はライヒが巧巧謀2^ライヒ刚隨の巧務のおがに帖し命令を公ホ 
する ことを 巧 0 

»||| 十 化條 ライヒ 經 巧待該 所は とを 法人と 寸〇 

I 二經濟 方萊法 (一を 一品 ぉ セ さ 二日) 

«_條 (一) ライヒ お 巧 大臣に 巧し の 梅 巧の 括阴 >2： にめ て ドイツ お 巧の 促進 ホに お 巧 的 巧 
をの 巧 止 巧 除 ホに け么- 要と ナる 一切の 方策を 巧ず ろ贿 おを おおす 〇方 巧が 化の ライヒ 大臣の なお 
话巧 にも 期がず る媒 合に ありて はを 該 大臣の 同を をが てと を 巧 あ寸〇 


を 巧 ザ 巧な 如 


ご 一〕 第一 巧に おきて 讀 ぜられ たる 方 巧は 巧 巧の 法 巧に 巧 巧す る ことなし 0 
5|酱 ラィヒ 經 《大臣は 昌 《公布# る澳定 S 反せ 4 巧 S 巧」 8 蓄金刑 又は 其の 中 
一を 巧す る、 一とを 雲す る、 一とを 得。 罰金 刑 S な 限度は 么を定 を 0 

誰 i 本 法は を 布の 日ょり 其の かを St 本 法は 一九二 茵年复 一手 夏な て 巧み とす。 

四 濁 逸 手工業 暂定的 構成 法 (1 ホ！ 年卜 一巧 二十 九日) 

ナチ スが手 H まじ ごて 巧 巧 2 ぶ 組 巧 上 如何な， 0 J せみ s てゐ ろか、 及 手工 S 剌ホ 
巧の 一つと して 蓋 じ 如 5： なる を 味 も 持たし みて ゐ るかは 一九 一二 四が 王 巧 二十 モ 日の 主 
公ボ 巧の 巧 一回を 巧 巧手 H 芙ホ乂 をが とに がけろ 巧濟乂 巧シ ：卜 《す おじ おも 明白 じ 現て 
れてゐ ミ卽 ろ々 めかく でんる 0 § 手工？ ぶの ずの 華々 しさ も 失つ ては ゐ ろじしても、 
を 近 じがけ 4 さ ミ おお！.！ 巧す 5 雲 S なお、 S 》 ろな 術 巧 人 S 巧は、 賽 巧を 手 こ 
まじ 巧し 巧た な 巧な 義 し’ ナチ ス致府 出 巧と 化 ハに 巧の 巧 屈は をむ ぜられ 、ヒヴ トラ— の 
「手工 美 A 手 仕 ホは S 葉に ち濟度 S も S も？ して 保ぷ》 らたげ なら 《」 とのす 
菜の かく 十：！！ 拓立お 作 素た S ま 任を sf 幸 S ホ 某び 西 S 濟 《中、 だ 獲 なぜし，？ 

ん とを 夕たも 《で 5、 手 Hf を鬟養 Q 蓋— ¥ じ 手 H 菜が sss なま 

L 、 互じ喊 力し、 發展 ずろ ことん 巧る に 至つ たと 0 

かくして 本 律製哀 S 逸 ホ 8 豐 1 轰 S 5-」 ホ 8 製 門 トニ S 中 巧な 
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の 一が 巧み 巧へ てゐる I とみに 巧 a 手工 ま 巧が の 巧を も 巧す もので わろ 0 
第-酱 (1) ライヒお巧大お及ラすヒ巧拍大巧は巧をでエ菜の巧ぶに關して一が的夕お化を 
及拚 巧者が 則に おき 巧定的 規制を 爲す樵 限を おす 0 
C 1 D 本 法の 息 巧す る 巧を 手工 巧とは 手工 菜ぶ 巧に を 録 せられた る 魚ての お 宵を さむ、 ライヒ 
摇巧 大臣 设 ライヒな 结巧粟 大臣は 相互 的 同 怠を 巧て 巧 則を 公布す。 

第二 酱 巧を 巧 巧 エ條例 第 巧 款及あ 六 款イに 班を 甘る 最高を 菜ち おの 巧 おは 本 法の 公布と 共に 
ライヒ 經巧 大臣に 移る 〇 ライヒ 巧 巧 大臣は 巧の 權 限を お 裔な莱 巧 お 及 技窩な 業な g にな 苗ず るを 
おにを 任ずる ことを 得、 化のを 巧ち りたる ときは が該官 おはれの 時な 降 ライヒ 經巧 大臣のを 巧を 
受けた る 巧の 滿 おを 行使す。 

き |條 巧 逆 手工 菜の 公を 的 職 菜 巧 謹に 慧 化の 梅 菜 化ぶ 奎菜叟 口 蹄 合は ラィヒ お 巧大酉 
の 要求に おきが 備 のな 施 じ 常 6 援 かずる ことを 巧寸〇 
第巧酱 ライヒ 粒 巧 大臣 及 ライヒ 巧 勘 大臣は 手工 萊阁 おの 巧 成 巧 巧 巧の 單 が 化を 計る お 限 並に 
其の 巧 巧 巧 巧 巧を ライヒ、 ランド 巧 地方® 巧の 巧を 關 巧の 斩 巧を にあを せし むる 摧 限、 特に これ 
らの巧 おを 解散し 巧 巧ず る 樵 限を 有す 0 

第 五條 ライヒ お 巧 大臣 巧 ライヒ 巧扣 大臣は 本 法 巧 行の なにを 巧な 令 及 一枚 行政 煤 則を 公布す 
る巧限及巧を手エ^部の|5|^をを巧なするお限を有す0 
第 ホ條本 法に 基く 方策に ょり 生じた る 損害に 對 しては ライヒの 胎 がをお ふること なし 0 
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五 濁 逸 手工業 暫定的 構成 第一 次 令 ご ハ I だ Ms ) 

一 か 三 一 11 お 十一ち 二十 九日 附巧逸 手工業 巧ぶ 的 巧ぶ をを 一が みを 五が に i る 巧 脚に をみ モエ 
ま 者れ 合み 地 お 手工 类 ホな をのせ 機 的 巧ぶ ホに 手工業ち をを 巧 おじ 開，】 左の なをみ 公が す 0 
第- 條 ライヒ お 巧 大臣は ライヒな 宙を菜 大臣との 協 寒を 經て 手工 菜 的に 經 をし 巧る あらゆる 
巧莱 のち 巧を 作 巧す 。ライヒ お 巧 大臣は を 巧を 改正し 特に 手工 菜に 類似の 經巧實 行 及を お ネの秩 
ホ 的を ぶを 示ず を 菜に をを 巧 張す る權 限を 有す 0 

さ 一條 手 i 名 巧に 蠢 ミれ た壽雪 (羣 5 J ) 芝慧響 C 攀せ 4 豐 S 

惡左 Q 巧定に 化 某 令 QS に 学。 本 令 寡け る 望とは 其 S をに めける 累手王 S の 
巧 筋 お (經 を從屬 を〕 とナ。 

窒 I 酱手 HS 組 含は iQ 手 H 菜 部門 又は 類似 Q 手 H 業 部門に‘ お 子る 手 Hss に赏錄 
せられた る總 ての 菜な 巧を おの 地方 巧闻 度と ナ〇 
» 四酱 (一) 手工 菜が をは 手 寒がを してを を剖設 せし む 0 
(一一) お合は手エ^^^ま巧にょる定款作ぶにょりをを卸設す〇 

第 五條 (一^を 手工 菜 部門に 巧 同一 巧巧內 にめ ては 一 化を のみを 创設 する ことを 巧 0 
(二. 巧 似の 手工 菜が 門は 之を 一巧 合に 統をナ る ことを 巧〇か 何なる 手工 菜 部門を なて 巧 化か 
るもの とをかずべ きや巧やは巧を手エを及巧エ— 巧巧^么を定む〇 


g ホ條 (一,) 巧を 化が は 統一的 お巧耶 巧に おみて をを 県 分し かん 巧 ホ 手工 菜 ホ 巧が 有能なる 
協同 闻检 たるに 足 6 組合 貝 も ホが をのが が 及が 辯に 參 かし 巧る ことを 巧す 0 
ご 一) 地 展は晚 則と してが 巿地昭 又は ランド 地が に 一巧せ しむ 0 

ご 云 地 席の 巧 分は 手工を ちま 巧を を 巧ろ 巧る 巧の 命令に 對 して 關巧 化合は 吿知 間な 
巧 じ额逸 手工 菜 巧な エ巧讓 巧 禽薄义 は 巧の 定む るが 關じ巧 藻の 中 ホを 巧す ことを 巧 0 
(四〕 I 手 王菜叟 口の 地賠が 手工 ま 巧の 地賠を 超 ゆべき 變 3 じあむ ては 地 おの おか 及が 合 

の 削 設は璧 nQ 養護と 警サら ゎた嘉 擎 H 蕃該襄 他 G 撲手美 墓所と 協 おの 上 

をを 巧す 0 

* セ 條巧逸 手工 菜 巧 商工 みま 巧は ラィヒ 巧 W 大臣の 同意を 巧て 化を の 创設及 其の 巧 店の 赔み 
に 細 寸る巧 巧 巧定を 公布す。 

« 八條 (1) 巧 合の 設けられ たる 手工 菜を 巧み 手工ず 巧 巧に を錄 された る經を おは 巧て 組合 
にな 入す る 巧 巧を 有す 0 

(一一) 手工ち 巧 巧に をな せられた る H 巧 巧を ホが 其の またる を 菜の 手工 粟の 外に 相巧话 がに 化 
の 手工 菜を も 巧 巧 するとき は 巧の 手工 菜に がき 設けられ たるが なにも 巧 W す〇巧 しま 附 巧な はま 
たる 巧 菜の おする 組合に 巧しての も 存す〇 

C 1 云 巧 ホ 手工 菜を が 巧 W すべきが をの 巧 巧に 脚す るが 爭は销 巧が 合 ご 又は 巧 ホ 手工 菜 ホの 
中 出に ょ 6 手工 菜 6 巧が をを 決を す。 
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麵乂條 (1) なをな たる 巧 巧は 手工 巧ち 巧に 巧錄の 日を なて 始まる 0 巧を の 設けられ たる 手 
エ菜部 §1 の逗过 が 手 H 柔名巧 じ 巧す る 装 募のを 錄 巧に 巧め て 開始され たると さは 叟 nu たるを 
がは 化の 時を なて 始まる 0 

ご 一〕 組合 貸た る 巧が はお 巧ネが 手工 柔を镇 にめ て 巧 おされた る 時を がて おゎ、 お 巧の 手工 菜 
を 同時に 經を する 時に ありて はがを が 設けられ たる 手工 萊巧 巧の 消 巧の 時を がて おる 0 

军 怖： こ 巧 ホ 手 HSQ 塞 §手卫 菜餐を 泉® 又は ホ 寧 Q 疫 人冥巧 にれ て炬 
读 せらる、 時にはが を 貫た る 巧 巧に 基く 權巧溝 巧は 巧 葉權を 除き 寡 お 又は 未成 ホの 巧が 人 又は 其 
の 代理人に 移る 〇 定款に よ 6 ち お 又は 代理人に 巧異 雑を 巧 ふること を 巧 0 

« 十-恼 左に 巧ぐ るみは をを 自强 的が ななと 巧す ことを 巧 0 

1、 ず H ぶ 部 巧に か' 了 街 辜 H 5 として M に 巧 動し をつ 化 Q 重 策 的 巧 助を 巧は ざるぶ 
二、 巧 おエ菜 ホ、 ぶ 巧 エタ ホ、 下葫— 及と にがす る ホ 
一三、 巧酬を 巧て な 菜 又はが エ菜的 おを にお 巧す る 手工 菜を 
巧、 が 業が 巧及專 門を 巧のを 師 

第 十二 酱 三〕 叟口員 は叟 蠢會 を巧戍 す。 組な お贫は 定款の 規定に 化 ひ叟岂 により 運 出 
された る 代を ホより とを 稱成ナ る ことを 巧 0 

亡 一〕 叟ロ ロの 工場に 柄 璧られ る 職工の 利な はまぶ 定款の 拱 巧に が ひ 帷エか 巧 及な のお閒 
な 巧 エ巧閒 巧の 巧 證を受 <0 
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(一 云樹エ をが 及 職工 巧 問 巧は 徒 巧 制度の お 制、 職工. 巧 まぶ 其の 化のを 款 にょりを めら れ たを 
場合に 關 巧せ しむる ことを 巧す。 

第 至 S 三〕 組を はがを 長を を® ず 0 

(二) 組合 おはが 合の 上 化に ある 尊 門 巧 隨の怠 おを 巧した るを 手工 菜會ま 巧を プ V; 巧な す 〇手エ 
菜を 該 所は 巧 逸 巧 谢踩お S 部 著と 協力して 職工 監巧及 職工が 問を 巧な す。 

(三一〕 がをお 及 職工 監替の 巧 命は 何時たり ともとを 巧 消す ことを 巧。 巧 消に 化 ホち 巧 一 一巧 巧 お 
の 部署の 意見を 窗 する ことを 巧す 0 
第 十四 條 ( 一 ) 化を 長 及 職工 監 をは 西閒な とを 巧 巧す 0 
(一一) 組 含 長は 組な 具 中ょり 組を 頃 巧の 稱お をち する 頃 問を 化を す 0 
ご一一} 頭閒の おは 組を 定款に i ゎて とを 定む〇 なのを 期は 一简 年と す 0 
第二 十 III なおを はを 巧 上の 阐撞 とナ〇 
第 巧 十 |二 條 (一〕 が 合のを 務は左 巧の かし 0 

一、 共同 巧 神を 涵 ミし 團 湿の 名を を 保 速す る こと 

二、 (ィ〕 手工 馨溝 巧の 規定に 應 じて 徒 巧 制度を 規制し 徒 ホの 技巧的、 巧 工業 的、 道な 的を 

成を 監巧 する こと 

(口) 巧 ホ 手工 菜ぶ と 其の 徒 巧との 間の 紛爭を 巧 化する こと 
(ハ 挺エ を 査を巧 ふこと 
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111、 (ィ} g 莱 巧が ぶの 技巧的、 商工 菜 的、 道 お 的 塞ぶ を 促進し 特に 媒巧巧 巧を 巧 助し 及 巧を 
し ホに 其の 通 巧に 赃 する 巧を を 公布す る こと 
(口〕 ラィヒ あ ランドの 法 班に 巧 ひ 職業 學 巧のを 巧に を 巧す る こと 
『 (ィ) 手工 菜 部門に 巧 ホつ お 巧が 巧訟 巧に お H 組合を 巧が する こと 

口〕 手工業 部門に 巧 6 ま 巧なる 供が 及が 付の お 同 引受の 施設を みぶ しを つを 共 的 供 お 及 
がが のちのに 際し 巧 わが 關の 求めに 應 じて 助言す る こと 
(ハ〕 經巧 性を なめる 巧に 手 を 所と 協力して 巧 働 方法 あおを の改 黄の 毎の 巧 面を 蘭 
ずる こと 

五、 菜 巧 新聞を 援助す る こと 

六、 (ィ〕 手 H 菜 部門 Q ホ 巧に 關し官 おにを な 及 谋吿を 提出す る こと 
(口〕 手工 菜 性 巧のを 巧を 行に をり をを 巧 助す る こと 

( 〇 手工 菜 外部に がける 巧應曲 巧との お稱を 巧つ こと 
(一一) 組を おおを 巧の 卸設及 其の 法浄關 巧は ラィヒが 換令 による 0 

» 巧 十四 條 (一) 巧 立 手工 菜を 巧 巧の 徒 巧 脚の 巧爭の 討を に 姑す る 1 樓關 として 組を は 同. 
巧の おを § ホ 及 横エ巧 問より 成る をな 會を巧 巧すべし 0 
ご 一) 化の まな 巧の 下した る 巧 かが 一理 脚 W のに 巧 あじよ つて ホ 速せられ ざると きは 巧 か あ 6 
たるを 一巧 削 W 巧に 巧 時 巧 宙巧刮 巧に 巧を 巧 おする ことを 巧〇 巧の 訴 はか 何なる 爹口 にがても を 


沿 令々一 巧ぶ《|が;を田^?エホか1 


貞會の 討 まを 巧る ことを 巧す 0 • 

(一二〕 雪 貪に がて 巧 おされた る 協定 及 巧 巧に よゥ養 された る罢な 含 巧 巧よ ゎ 强制替 なを 
ホず 日 

S 午さ曼 n は 巧 ホ 手 H 菜 ホる 其の 注义 まと 〇储〇 お爭巧 含径拥 寡を を< 言を 巧 0 
»田+ 化條 (一) 巧 合に 關す るを 转は 手工 巧み 巧 巧を をけ ふ。 

こ 一〕 巧を によ ゥお 面され 又は 其のす 持を ク< る巧關 及な 備も亦 手工を 巧强 巧のを 巧に 化す 0 
S 1) 手工ぶ みま 巧は 何時と 誰も おな の ザ 巧 及 巧が の おけを 换 ますぅ 一とを 巧 0 
« 五十 條 (一) 叟長 はを 款 命令 巧 巧 合 おの 痛 お內に 於て 公布 言規 巧に？ る叟口 日のを 
反に 巧し 第五 十九が •を ハ 十が に 巧げ たる 道 ホを おき 秩を 飼を なする ことを 巧 0 
(1C 巧 罚か定 に 巧し が お 巧 ホは をを 巧 一一 遇 脚な 巧に 手工！ ま 巧に 巧 寒の 申立を なすこと を 
巧。 手工ち みま 巧は を おの 巧を を 巧 ナ〇 

窒 十四 條 (一〕 達— 囊巧 含、 華 巧— お曼 口、 巧め 采ぶ 化合 及髮采 ホが 含は ラ 

ィヒを 巧 留巧ホ 仕 局との ちな なる 巧 同活 巧に 巧を する ことを 巧す 0 . 

ご 一) 第一 巧に 巧げ たる 手工 菜な をの 巧 巧は 可及的に 巧 おを 柔扭 をの 蜗 巧に 應 じて. Kg を お々 寸 
べき ものと す 0 

S 1) 第一 巧に おげ たる かを の叟 口ち の 手工 菜曼 口によ る 巧な 巧體 をは ラィヒな 巧抬巧 ホの 闻 

るを？。 
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*置主八條 手てで貪ま所のを.：3る賠巧巧に巧巧する手エ^化をは手エ|歲巧とを化な手 
H 菜 お网抵 にか 入せ しむ。 化の 地 おはが 市 お 巧 又は 地方 お线 ととを 一致せ しむべし。 

» 五十八 條地お 手工ち ぶ闻隨 はとに か 入せ る 組合の 共间的 利な のが 證を巧 おとす 〇地賠 手工 
菜を 閣歷 はか お 組合の 耍 ホに 應 じな の萊 歎な 巧を 引受くべき 旨を 定款に よゎを むる ことを 巧〇お 
に地が手エ^!!^?陶隨はホの任おを有ナ。 

一、 關 係巧定 により 協 如が 巧定 せられ 及は 巧 巧され たると きは 地 お 手工 $ 脚 挺の 熙巧內 の 
手工 萊に關 係 もる 操ての 地方な おの 行政 方策に 付 協力す る こと 
一一、 地酷手エ^巧巧の區巧を^505£展巧とする化の愤萊蹲巧の代表と接巧をがつこと 
111、 巧 お 及 手工 菜的閣 巧に な 見 及 巧を を 提出す る こと 
巧、 手 Hi 該 よりを 巧せられ たる 巧 おを 果ナ こと 
第五 十九 條 組を 貝が 闽挺 のち 券を おけ 又は 共同 精神に 遂巧 したる ときはな 下の 巧 定に從 ふ 0 
»ホ十條 巧にす賴義なる態巧、 す^!^なる巧爭巧巧をの仍晩はがをなに巧し巧网十吉條巧1 
巧を 一 おより おず る ま 巧の 涅 反と 巧 化ナ〇 

S ハ 十 5 (一〕 第五 十九 條及寞 十條に 巧げ たる 種が の逊 誤に 巧して はぶ 吿 、話 巧 又は I 

千 ラィ ヒス マルクが 下の 金 巧秩ザ 罰を 課す。 

» ホ 十巧酱 (一) 手工 策を 寒 所に ち 爸巧判 所を 訟® す。 巧を 巧 判 巧み 務 巧の 巧 あは 手工 菜を 
ま 巧 ホ！ をを 巧 巧す 0 
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ご 一) 巧 巧 裳 巧 巧は がな：： r ! 一一ち む 巧 命に ょ b て 決す。 巧 判 お、 其の 化 巧 人 及 化 お-いの 巧 期は III 
ホと す 〇巧判 おぶ 代理人は ライヒ お巧大 居の 间 意を 巧て ライヒ 詞法大 おを を 巧なず 〇 陪席 U は ラ 
イヒ經 巧 大臣 又は ライヒ 經巧大 民の 巧め たる 部局 之を 巧 命ナ。 

第 巧 十 S 條满判 所 及 其の 代理人は 裁判官た る ことを おす。 陪 ななたり 巧る ぶは ライヒ 巧 巧に 
して 二十 五茂な 上た る ことを 巧す。 特に 黃 良なる 證巧 あゎがが せらる、 濁* 手工 萊ぶ にして 親方 
の 試験を おへた る ホを 任命ず べし 0 

第セ十條 普通戟判巧及巧 の 他 の 官おは{^;:53^巧判巧に對し職お上义殘判上 の 按助を巧す こ と を 

耍ナ。 

» セ 十八 條 (一〕 組合 長に めて 組 含 貝が 苗 链の夕 寄を おけ 又は 巧 同 巧 巧に 違 巧せ る ことを 知 
りたる ときは 實狀 のみ 巧み、 巧に 組合 頁のを 巧を 手工 菜を 濟所 おに 进據 を附 して 吿 巧すべし 0 

(一一) 手 ちは 化 巧 ある 巧 合には 度狀を 巧に-器 査し 且つ 巧吿 におし ちを 巧 判 巧に がて 
巧替 裁判ず なの 採用に 同 息す る や 否やを おおす 0 

第 セ 十た 條 (一) ち 餐巧判 巧のを 巧 おは 巧を 巧 巧 判を のかく 么 巧なる 化の 調 巧を 巧し 又はな 
ずる ことを 巧 0 

(二) を 巧 巧 刹 巧 i おはち 資巧 判す 巧を 不常 又は 巧 由な しとして 巧 下す る ことを 巧 0 

六 獨逸手 H 業 暂定的 機が 第一 一次 令 こ 指^} 


を々 二 第ぶ 巧！} タエ 手み B の 


第 一條 (1) 手工 柔巧ま 巧は お 巧を 原則に よりて 么を §寸0 手工 策 食 ま 巧は ライヒ 巧巧大 
臣の 監督に おす。 

(二) を 頭 及 其 代表を は 巧を 手工 菜ぶな エ さま 所に 話 巧した る 巧 ライヒ 經巧 大臣を を 巧を す 0 
第 I 一條 手工 菜を ま 巧 毎が 會は會 巧、 其の 代表 おおに 貪 頭の 召 巧すべき セを な 下の 義口 及會頭 
の 任命すべき 巧エ ちに よ 6 てを を 巧 ホず 0 

*11 一條 (一) 巧 巧 巧を 部會の 巧閒に 巧へ をを 按助 する 巧に 巧 問 會を巧 巧し 巧閒は 一二 年間の 巧 
巧を なて 會巧 をを 巧 命す 0 

(二〕 巧 巧たち 巧る まは ライヒ 因 民に して 手工 巧に を錄 せられを 徒を をち の資椿 もる まに 
巧る。 

第 四酱夕 巧は 巧 巧、 其の 化の 手工 采ち 巧に 登録せられ たるみ 及な H 中より 專 巧を 頁を を 巧 巧 
しを におして 規則的 又は 巧を 的 巧 巧を まを ナる ことを 巧 0 
»s 幹部を、 巧 問 巧 あ 巧 門委 巧會 の巧歲 にはが 巧を を 出 巧せ しむる ことを 巧 0 
ハ條貪 巧は 手工 f 落 がをお 導し 巧巧卜 •あ 法 巧 かにけ 之を 代ぶ す 0 
» セ ♦ライヒ お 巧 大控は 手工^ ま 巧のを 款 をな 布し 直つ 堪 がす。 

セ カリ 業 法 こ 化 ミミ 年ナ ーー 月よ 日) 

々•'は ドイツ じわりても お发 i 共に 巧 巧な 鑛构巧 巧の 一つに 巧ず る〇 化の 故に 从 じがが の 


がを 巧 リカ 


巧 巧が なげれ 巧 じ 一八 セ 九 ザに*， こンゲ ♦ —卜 《ぶ ホみ みたので みろ が、 ァ 々トサ 主 
'曲の？ じ 化り るな 生を、 身 巧 巧々、 巧 S の 若、 ホ闻じ 巧ず ろ ダ こン グの危 ち？ 
の 供 向が が々 お 巧 i なつた。 化 おじが て 一九 I 0 ザ 巧 闲じ强 力な シン ゲゲ— 卜のお ホと むつ 
たの でんる が、 化 S 合 じ も々， 2 S のか 制に ホ サ のる 取が なく、 一九 一六 年に 至つ て 
始 A て 巧 時 手？ してが 下が 舞 止さた 次いで；； 年内 月 二十四日の 法 巧 じふつ て 社を 
化 巧® と抽斯 して ホ 正が 行 はれ、 巧に 今年 セ H 十八 日の 法 行 令じム つて 巧 下の 锭 がが な 
が 巧 立した ので わる 0 

こた ムれて 力， 《ま？ 巧は々， を まじ 巧し、々， 審審 が々， みまの i 拥 として 
唐せ 上 ミを！* {も 採 助す る ことじな つて ゐミ 而」 て 萎 《を任 じろ 联を監 S もせす る 
ブィ ヒ括濟 大臣は ク みな 0 巧な じ 主て かぶ さわた 2 內典ミ S 力，々 5》 ンゲ ♦_ 
卜 のをち もな 取した 巧 じ 引下げろ 化 化が 巧 へられて ゐた 0 i ころで 一九 一ー ニー ー年 十二月 十八 日 
の 力， 業 法は 大 *5 じがて： 巧 制 SQSI 一義？* 二 i も晶 とす* も 0 で わろ 0 
巧 一節 結 說 

>_ 酱本 法に がて カリ 里とは 左に 巧ぐ る ものを 1 ぷふ〇 

ィ 、カ リウ A 含有み、 カリ 巧 菜 巧よ 6 採 巧され たる 固 お 又は おみせる 巧 物 (カリ 粗 巧) 

口、 ク ni す ミ、 護 カリ、 養 ミ マグネ シヤ 、巧 巧す 肥 おち 並に 述 f リ粗 
留を 牛： 產 される 其の 雙ら ゆる カ リウ A を 有 巧 及れ Q か； をを る カリウム 霎 巧が、 
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二更 巧 輿 及 化 巧 的璧ク B -;"ウ < 及 二重 淸製 及化學 的黛贷 カリ 
ハ、 巧 苗 (イ) 及 巧 逆み (口) の爱 U —— 混な 苗 
もる 生產 物が 第一 巧 Q カリ 强 にお 寸るや 否やに なき 疑問 又は 擊 のをる とさは す 檢査贊 す 
化合のを 見を 没した るを ライヒが 巧 大臣を を かす。 

さ 一隹 カリ 锅粟 所を 薑の聲 にがて 馨 すろ ものは カリ 銷萊所 巧 有み とす。 

カリ 巧 菜 巧が 有 まに ホず して 企 菜 (カリ 銷菜 巧〕 にがて カリ 思を 採取し 又はを 產 する おょ カリ 生 
產 まとす。 

ある 企 案を カリが 柔 巧と 見 かすべき や 否やに 關 して 疑 閒 又は 扮爭 もる ときは カリ 檢査 カリ 
巧 合のを 見を 潰した るを ライヒ お 巧 大臣を を かす 0 

第二 節 カリ 化合 

誰 5 怖 カリ 锅菜 巧が 有 ホは おを お间位 (シンデ ケ ート) にか 入す る ことを 巧す 0 

カ リ ホををは カ リ叟口 の 巧ボ<€ゎた る とそ に限ゎをにか乂ナ る こ と を巧〇 化 の 潘 の 巧求あ ゎ た 
ると きは カリ か. 表 ホは か乂 ずる ことを お寸〇 

» 四酱 カリ 錫莱 所所ち ホに して ライヒ お濟 大臣の 巧定 すべき 時期に カリが なに か 入 甘ず 又は 
旣 巧の カリ 化合が 一定 巧 制を がえ て 巧 巧 甘ら れざ るるれ もる ときは、 ライヒ お 巧 大巧は カリ 化合 
に對 する かん 又は 巧が カリ 化を の 巧 期を かずる ことを 巧 0 
ライヒが 受臣襄 一巧に ょる 護を'. .t 化寸 ると されす がな S 義ぷ養 Jsn のな ホ 
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闡 巧を 規制す る ことを 巧。 . 

ライヒ 經巧 大巧は カリ 巧 菜 巧 巧 有ぶ 巧 カリ 牛轰 ホを カリ 組を にか 入せ しむる ことを 巧。 

第 五條 カリ 缀 をが 所有を 及第 一一 一條を 奇に 某き カリが なに か 入 ナベき カリ 生を ぶは 組合 巧 « 
巧た る 前に ありて は カリ 化合の 同 息 もる 巧な におり 第一 一宗に おする カリ 里のを 付、 化の 涅 のをが 
巧 わの 締結、 カリ おか エの碟 限を 有ナ〇 

» 巧酱 カリが 合は 法 入た る ことを がす 0 

カリが な 及な のがを 貝の 法律 關 巧に 關 しては 本 巧に 別段の 煤定 なき 限りを 律 お まの 規お たる 一 
巧 法規を 適用す。 

カリ 組合の 菜な はなの お 部會 をを 巧 ふ〇 幹部 會 おは ライヒ 經巧 大臣の ホな を おす。 

カリ 組合は 監査役ち を備 ふること を おナ〇 監査役 巧 お 及 巧の 代表者は ライヒ お 巧 大臣に よる 来 
詔を 巧す 0 

第セ酱 カリ 組を 具の 巧 庚 猫は が 合 巧 巧 にがてを を 巧 制す 〇 巧の 巧 票 巧は 潮を を 字 (あ 十 入條一 
にを 致ナる ことを 巧ず。 

ライヒ 巧濟 大臣は 第一 巧 に反してを 巧 お 巧を 巧ぶ ナるお 巧を 用のを ま 又は 巧 止の 巧に 投票箱を 
巧 制する ことを 巧 0 

» 八悔ザ 菜 年 巧は S 巧 巧た るを 巧ず 0 

»化條 カリ 巧 合の 巧 合 巧め 巧 其の 巧 巧は ライヒ 涅濟 大臣の 許可を おす 0 
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» 十條 カリ 組を のがを 員は 其の 採 おし 又は 半-ましたる カリ 苗 度々 リ 化を みを カリ 紐を の 巧み 
に 巧す ことを 巧ず 〇 カリ 組 含は カリ 巧 及 カリ 化な 巧を 自己のを にがてが ムロ 貝の 勘定に がて 販 巧し 
互 巧 巧を かちず 0 

カリが 含は 剤 常 巧 字 及が ムロ巧 わに おさ おおを 巧 制す 0 

* 十- 條巧十 條に云 ふ販寶 とは カリが 含が 化の まに 巧して 巧ナ カリ 苗 及々 リ化 なみの 一切の 
所有 滿ま 巧と す。 

» 十 II 酱 カリ 里、 カリ お產 巧、 カリ 化な 物の お 入 並に カリ 巧の 接 化は カリが 合 じの みとを 許す 

» 十 =1 酱 カリ お 含は カリ 肥 巧と して 巧み 度 菜に がて おを にが 用 さるべき カリ 巧に おして おな 
何 巧を 確を すべし 0 

痛定 したる を 高 巧が はを を ラィヒ 巧 巧 大臣に 巧 示すべし 0 

第 十巧條 カリ 組合は 何が 割引に 關 する 巧を を 設く〇 

第 十五 酱 カリ 組を は 組合 貝に 巧し カリ 菜 お 巧 上の 巧が にがき 巧吿を ホむ る ことを 巧 0 

を 二 節 カリ 檢巧局 

第 十巧條 カリ 檢査 局は 錦 山 技巧的 诚 '巧の 巧 門 智識 ある 常務 抢 巧ぶ とを 指導 ナる ことを 巧す 0 . 
菜 お 指導を はな 巧を 吏た る 巧が を 有する ことを 巧ず。 其の 代 巧 人は 巧の 黄 巧を おする ことを がナ〇 
萃巧抗 導ネ及 其の 代理人は ラィヒ 經巧 大巧の 巧な を おて カリ 組な をを をむ 0 W をな 上の ホ 巧たん 
ゥ ては カリが を カリ お ま 局を 代表す 0 


がを ホリ々 


第 十 セ 任 ヵリ 検査 局 お 巧ぶ 巧 巧の 化 巧 人は 自己の 巧みの お 巧なる をけ には ラィヒ お濟大 居に 
おしてを 巧を な ふ。 ヵリ お查局 巧導ネ 及が の 代理人は ヵリ 巧 P 父は ヵリエ 菜 巧に を かする こと 
なし 〇 ヵリ お査局 指導 ネ及 其の 代理人は 其の 職務に おさ 自己の 知 6 たる 巧 巧に 付きが あを 守る ま 
がをおず 0 ‘ 

第 + 八條 ヵリ おを 局は 總化巧 おに 巧す る ヵリが 策 巧 及々 リエ 菜 巧の 割を 關巧 (潮を お 字) をな 
巧 t 

% 

一ヵ リ總巧 巧の 刹を お 字は を ヵリ 銷ホ 巧の や 均 刹當巧 字の 行々 ホを なて をを か 巧し、 お 販沒巧 
の 千み ホを なて 之を 裘 はす 0 1 ヵリエ— の 制を 巧 字は 總晚 巧が の 千み ホを なて をを 決定す 0 

を ヵリ 躲柔巧 又は ヵリエ 巧が に付きて は 剤な なぞの もを かを す 0 

第 十九 酱 ヵリ 銷菜 巧の 割を お 字に がきて は 巧 化に ょりて 眺妥 された る ヵリ お ぜの巧 削 あ 件 化 
がをお 瞄の作 菜 能カ ホヵリ 绵菜 巧の 採が 事が をな てが ホと 巧寸。 • 

々 リ の 割お巧字か定 に ん り て は絞巧、 設備 の 作萊能力巧 ェ 巧 の 採をホおをな て とお が巧 
とす 0 

ヵリ お ま 局は 巧 一巧 巧 第二 巧の 巧 巧を けの 巧に 刹を かネか 巧の 巧 則を 設 くる こ i を 巧。 化の が 
定は ラィヒ 經濟大 おの 同 怠を 巧す 0 

»|1十酱 割巧巧字をかぞされたるヵリ缀菜所ょ-:^化路の -部か巧れたるときは割巧巧ホをみ 
たに 巧 巧す 0 
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» ll 十- 條本法 巧 行 後に 供 お 能力を 有する に 至りた る カリ 锅 菜が に付きて は 巧 巧に よわて 力 
リ虽 がに 達した る 巧を なの 一一が 間 あ 其の 時を に カリ 苗が 巧 おを 關 がの ホみ なる 敢備が 巧され ざる 
ときは せの 設備 もる を 巧巧 的 劑巧巧 f 與ろ慧 響な 字の 測を は ミ 里 おの 合理的なる 採 巧 
及 設備 畜 能なら」 むる S たら」 むご。 但」 を？ 蠢所 Q ; 基 割 S 字® 5% を 超 ゆる 
ことを 得ず 0 

さ 壬 5 す 苗 おの 養に よわ 本 法 巧 S にがげ たる 種 巧の す？ 供給し 巧ざる すが 

菜 所に 付 カリ 檢查 局は 化の 種が の カリ 苗に 巧 和す る 察さる 割を をな す 一とを- 耍す〇 
ラィヒ お 巧 大臣は 第一 巧の 巧 巧 じ 付が 則を 設 くろこと を 巧 0 
- 第二 巧に よるが 制 あるを はな 來爸 奉され たるが 則を おみすべし。 

き圭 I 《ミ 据壽义 ミ 主 蒙が 供が 能力を 失 ひたる とさは す おを おは 中 出な きと 
きと 雄 も 剤 巧 巧 字の 偏滅 又は 巧 かを を吿 ずる ことを おす。 

化の 巧の かを は 供が 無能力に 陪 りたる をの セケ 巧 日の お 切の 日より み 巧と す。 供給を i りこち 
りたる 日は カリ お董 局を を なぞす 0 

さ I 十四 條巧婪 SQ 採跑 所が？ 苗 採 巧上冀 めに 違せられ ざ ミ 至 わたると きは 力 
リ 《菜 巧は 供が す お (第二 十一 二が、- と 妊 化す ことを おす 0 

カリ 巧 P の 供が 能力が 巧 巧 又は 其の 化の 採 お 巧の 巧を 時将 によりて 中が された ると き 及が ホ 
一の 錶 R よ クカリ® を 巧お寸 べき エ 巧の 能力が みケ 巧な 巧に み 法され ざると さに も 供 おす 能の^^ 


かを < 9 力 


任 巧す？ 

カリ お査 巧は 巧 一巧の 巧 合 にんり ては 潮當數 字の 巧が をを 吿し 第二 巧の 巧 合に もりて は 五 0》 
の 偏が をを 吿す〇 

第二 十 五條 割當お 字の 巧が におり ては カリ お ま 巧は 別 俩の計 巧を 巧 ふこと を おす 0 

さ 王 ハ** リ游震 所有 ホる々" 牛 産を は薑に 許された る 脏資勒 S を 部 又は I 部を 化 
の カリ 巧 菜 巧に 巧 巧す る ことを 巧 0 

カリ 巧 菜が 又は カリエ P がが カリに 巧す る自， J の 巧を 巧の 牛々 な 上を 證巧 せんとが ずると き 
は々 リ おを 局の 巧 巧を おし カリ 檢查 局は 其の 巧を じえ 立ちを 時 巧 山 局と お定 する ことを 巧す 。巧 
巧は 巧が 五ケ 年間を を 巧 ふ 〇閱巧 H 巧の 巧 割を 巧の 訪查 にがては 前年に めける カリ お 合の お販資 
がをお 巧と す。 許可は-巧 方に 止らざる 巧 巧 涅巧的 巧な が 阻 寒され る 場合 にんり ては をを おむ こ 
とを 巧す。 

巧 巧は 巧 山菜が 證に關 巧 ぁる議 义は寞 利を の 產 に 巧り ては 化の 巧 かそ 巧に 鑑みて をを 巧 
ふること を 巧 0 

5-1 ■セ •雲 數 字を なぞされ たるす 巧需义 は ミエ 需が 自己 じ？ れ たる 化を S 

のを部又は 1 巧を化のカリ巧^8^ぞしくはカリエ^に爱巧するときは巧巧せんとするカリ巧菜 
巧 力 y ホ產 ホは！！ 巧 協を 綺 おを 言な 內に四 巧 制を 乐 される 巧吿 にょりて が に 巧し 巧 渡 巧を 
及 カリ 巧の 宙 おを 巧 巧の 時 巧 巧す 巧の 巧 巧を 巧 巧の 時期を ま 巧が ま 巧す 巧 菜 巧,^ 
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巧と 比 ハに を當 する ことを 巧す 0 

讓 巧な 结が讓 渡を 時々 リ銷菜 巧 又は カリエ 菜 巧 じ 巧され たる 版 巧 巧 常 巧の 半み を 巧 ゆると きは 
せの 级 巧は カリ お査 局の 許 巧 も ゎたる 巧を に 限りと をな 巧と ナ〇許 巧の 巧 へられる に ホ ホ も 引を 
カリ 级遂巧 又は カリエ 菜 巧に ょりて 版 資された る カリ 强お をは 巧 幾 巧割當 によを がを せず。 

第三 十八 條 一九 一九 年 セ 旱を附 す 菜が 制 法 施行 巧 則、 一九二 I 军ち子 二日 附 命令 
に 規定^れ たる カリ 紹莱 巧、 特別 工場、 採巧坑 におす る 本 法 施 巧に 當ゎ 適用 さるべき 割 お 巧 字は 
本 法に をめ たる 獲 巧を 除き 一 化 お 一ニ ホ 十二月 一二 十 I 日を をを せ效 とす。 

第三 十九 條 《リ検 ま 局は 第十條 乃至 季四條 、第一 壬 一條 乃至 第二 十の 條 、第二 十六 條巧至 
第 手八條 、謹 十條 、第罕 一條、 第 六十 一條 巧 本 煤定に 基く か定 Q 施 巧を 監規 ず。 

第 III 十條 カリ お査 局は 級 巧の 巧證 におず る 规定を 公布す 0 
を 策 巧に めける 試 巧は 蛾 お ある 試 巧 おを を 行 ふ 0 

さ 二十 5 す 留採巧 S 存在 于る ちら ゆる 錦瞎 並に 旣に 谋吿 された る缀 S をら ゆる 巧 化 
はを を カリ 檢査 局に 巧吿 する ことを 巧す 0 カリ® 胖を巧 巧と する もら ゆる S 巧に ついても 亦 同じ。 

き 一十 15 第 十 一條、 季八條 乃至 第一 一十の 條 、第二 十六 條 、をす 八條 S 含に をて は 

カリ お查 局は 巧の 決定に 化 ホち カリ お査 巧に 稱ぶ さるべき 巧閒會 に詔閒 する ことを 巧ナ〇 巧閒會 
巧のを おは カリ 换査 局：！ ホを を ホね 0 

さ 二十 Is 顆閒 をは 六 人の 巧 問に ょ々 畫 震す。 巧閒 は. p " が 合さを 選出し ラィヒ 經巧大 
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芭〇ホ 巧を 巧 十。 巧閒 は々 リ ちに がける 抗巧的 巧な にぁ， リ てな かしが 殊なム 鉛山义 地な 上のを 巧 
及 カリ 加工 上の 巧 巧 的を 育 じ 化 華す る ことを がす。 

が 巧 巧に 付 代理人を ぞ む。 

» 己 十四 條廣巧 あ 其の 代理人の 巧な は 五ヶ ザと す。 

»||| 十 五條 巧閒及 其の 化 巧 人は 自 ，」 の 寅 おの 施 巧なる ぷ 巧に 付 カリ お 査巧お 海 おに 對 してを 
なをを ふ。 頃閒を 其の 化 巧 人は 自 ，しの 職 お 上 知りた る 事 巧の 巧 おを ホるべき を 巧を 包す。 

«| 二十 六條 カリ 檢查 局は カリが な 及 共の が 合 貸に おし 販資 したる カリ おか、 協を 衍 がをおが 
條 ホ、 錫 巧 巧 お 巧 巧！ がの 他の 菜 巧 上の 方策に 關寸 るな おを お来し、 設備を お 杏し 及销 化に 入 
り ホに 巧 化された る 巧 お ホ 杏の 目的を なて お 翔 巧の 巧 出を 巧 ホす る滿 おを 有す 0 

カリ おを 局は 證巧人 及 お 巧 家を 巧 巧し 巧 薪せ しむる 樵 限を 有ず。 

お 巧 ま貞留 

«| 二十 セ 條第十 一條、 第 十八 條萊 二十 條乃お 第二 十四 條 、を 一一 十六 條 、萊 ニト 八 俺に 基く 力 
リ おを 局の なを 巧 かを じ對 しおが 委 ななに お訴 する ことを 巧。 

111111 十八 修搭 ，がは カリ 格查 局の 決を のをが ちりた るを ーヶ月 閒の 除外 期 閒內に ラィヒが 巧 乂 
臣 にさを 巧す ことを 巧。 ラィヒ お 巧 大臣は 自己に お化され たる お 訴を巧 成すべき 控 巧を U なにを 
?0 

巧の 節 農業を 術々 リ局 
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*1ユ十九條 な菜巧巧カリ局は局ち一 巧ま巧がお十巧にょりてとを溝巧す。 ^ぶけには化巧 
人を をむ 0 

篇 四十 條巧 長を 治 ポ をは ライヒな 巧な 菜大 おの 同な を 巧て ライヒが 巧 大臣と を 巧なず 〇陪お 
ちは ホの かし 0 

ライヒな 巧！？ 随化 おぶ へち、 內貪 巧な 巧 六 巧 及な 巧 化た が 引 ホ 其の 他の 肥な おかの 化 巧を-お 
を 菜なず 專巧巧 巧 巧が 一一を 
な 菜 試 f M 1 る 
々リ 組を 化 表ぶ 一 一一る 

ブイ ヒぶ巧 阁巧及 カリ 巧を にょり 巧 化さるべき 巧 おは 透 出す y そんなの こ惜 巧を なナる ことを 
をナ。 

彦菜巧 巧々 リ 巧の 夕巧巧 巧ぶ はな 莱巧 ホカリ 巧と を迭 出す。 なを 巧 巧 カリ 局 ホ お 巧 巧 ホは 巧定 
巧術饰 にして 直 カリ あお 义 カリ 菜に 巧 巧 ホなる 科 巧 的 ホ じは 巧 的が なを 瓶 ふ ふこと を 巧す。 

第 巧 十- « を 菜 巧 巧 カリ 巧の 巧みけ ホの かし 0 

一、 な 菜 ホ產に 巧す る カリの 巧 巧 性の お 巧 的硏免 ホに ドイツ 度苯 にがけ る ヵリの 使用可能 性 
を 目的と 十る 巧 巧 的 試を 活 助を し 辻 ドイツな 菜に がける カリが 用の 必 おに 關 するな 鋪 
巧 及に 巧ず る こと。 

二、 ライヒ 紹巧 大臣、 ライヒな 巧 巧ぶ 大巧 カリ おを；；^ け々 リ化 なにょ 6 て 巧を さんたるな 


が を タリ々 


巧 上 0 カリが 用に 閒ナる ホ 巧を 巧を する こと 0 
111、 ライヒ お 巧 大臣、 カリ お 査巧义 は カリ 化合の 求めに おじて ドイツな 菜 上 カリ 肥 お供が に 
閱 する 巧定 のを 布に え ホち 巧 門 怠 見を 関 巧す る こと 0 
» 四十 三條 カリが 合は を 菜を* カリ 局が なのな 務 がかに 巧す る 巧 用を 巧违 する ことを 巧す。 
ラィヒ お巧乂 おは カリ 化合のを 見を ち 巧した るを 年が を 巧を す 。局の 巧 巧に 關 して お ザ ライヒを 
没を 菜 大おあ カリ 組合に 巧し 揉 吿を爲 す ことを 巧す 0 

» 巧 主 S を 菜 巧 ホカリ 局は 菜 お 規定を を 布す。 化の 菜 巧 規定は ライヒ お 巧 大臣の 同 栽を 巧 
す 0 

第五 節网 をの 唐を 

» 四 十四 條 ライヒ お 巧 大臣は カリ 菜に 關す るを 高を おを な 巧す 0 
S 十五 g ライヒ 經巧大 居は カリが 含 農 巧 巧に 許可を 巧ろ 堪 おにが すても ホ 同 ミ 
» 巧 十六 酱 ライヒ お 巧 大臣は カリ 局、 を 訴委負 會 、カリ 化合を 替 巧の § 、ホに カリが 合の 
巧技 策を にを なする ことを 巧 0 

ライヒ お 巧 大臣は カリ 巧な 巧 カリ 検査 局が 巧の おおを 疫 ぇ、 法 ホを 犯し 又はを ほの 巧な 若しく 
はを をを を おならしむ るが かきが 合 あ カリ 檢査 局の 方策に 對し ^ を附 して 延期の かまを 有する 
巧 巧を 巧 ふること を 得 0 

* 闺 十セ悔 ライヒ お 巧 大臣は 第 十一 一 一條に おき カリが 含に よりて 巧を された る カリを 高 何が を 
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カリ 巧を のな 見を 巧 巧した る お 巧 化する ことを 巧〇 化の 種の 命令は カリ 化を 留 おがを のか 寒と 巧 
揉の み 力を 有ナ。 

» 田 十八 酱 ライヒ お 巧 大臣は カリ 組合の 期限 巧 了 後に 締結され 又は カリ 巧 業 巧 所有者 及 カリ 
ホを おが カリ 組を に 巧 巧せ ざ 6 し 時期に 締結され たる カリ 里 供が に 脚す るち 約の 巧 行に 閱 する 货 
をを を 付す る ことを 得。 

S 十 さ ライヒ 經勇臣 は 一九 五一 二军 一宣 宇一 日な 降の 時 巧に 對 する 割 養の 規制に 

がする 規定を 公布ず る ことを 巧。 

第 S 十條 ライヒ お 巧 大臣は カリ 檢査 局に 巧し 本 法に 巧 げられ たるな 巧の 外に 副產 物を も 含む 
カリ 業に 關 する 巧務を 委任す る ことを 巧 0 

»五寸 - 條 ライヒお巧大臣が公な上の聚急なる^|^にょ6カリおをの方巧を么巧と敦めたる 
ときは 化の 方 巧を が 合の 決定に を わる ことを 得。 ライヒ お 巧 大臣の ホ堵 にたを せる 決 落が ライヒ 
經巧 大臣の か定 せる 巧 閒內じ 巧され ざると きは 巧の 方 巧を 自分 命令す る ことを 巧 0 t の 命令 i 力 
リ 化合の 巧 席 巧な のか 器と 同な のみ 巧を 有す。 

第五 十三 條 ライヒ お 巧 大臣は カリ 菜に 關巧 ある 紀 てのものに 巧し カリ 莱閲 巧に おする 巧吿を 
巧 求す る ことを 巧。 

第五 十 己條 本 巧のを 巧 巧 巧 施 上 生じた る 巧 用は カリ 巧を をを 巧 » す 0 
望 ハ 巧 お が 
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« 五十 B 酱第卜 一一 一條、 策 十四 條 にお 夕て公 巧され たる 巧が お定 又は 巧 五條、 巧 十 條乃ま 第 十 
がの おおじな 怠に 違反した る おには をを お前 ナ〇 

巧 巧に めて 巧 一巧に よる 遙 反の 判 化を 巧け 判決を 吉 年を が逊せ •さ 么邮に 巧び 化の 進 蚊を 巧した 
るみは をを ー ザが 巧の 孩な におす。 

*五+ 五條 第五 十 巧條の 場を を 除き 本 法の 拱を 义 は 本 法の 径に 公布され おし < は I 巧に 又は 
關巧 ホに おじ 吿 知され たる ラィヒ 綺巧 大巧、 カリ お 査巧义 は カリが をの 行か 規训 にか おにを 反し 
たる ホに おして 第五 十の おにを めら れ たる 刑 巧を 科寸。 

巧 五十 ホ隹お 宵を 菜 ホは， 目， しのを 巧 人、 菜 おお 巧 ホ、 補 巧 人、 又は 其の 化の 自己 從 菜を 若し 
くは 巧 額 巧 お 巧衝ホ ホに 自己の 家族が 第五 卜 の 條 、策 五十 五條に 基き て 生ぜ しめたる 前を 又は 刑 
韵 上の 巧 用を す瓣し 得ざる ときは 巧の 保證を 居す。 

带 七 節 経過 おを 及 あお おを 

第五 十た 條本法 公布の 巧に 巧 在す る カリが をは 本 法に 規定 さる、 化合と 見 化す。 其のち 約は 
な 力を 失 ふこと なし。 本 法に より ホ じたろ 巧 巧は とを 採 巧す る ことを 巧す 0 
第 六十 « 々リ お査 局、 おお ま岛を あな 采巧巧 カリ 巧の 巧 巧 巧は カリ 化を とを 巧 ほす。 カリ 货 
査局 及を 柔 技巧 カリ 局のを 用に 關 しては 每ザ巧 巧を お 巧す。 

.» 六十- 條ホだ 巧 巧 的 又は 巧 W 的 朝を お 字を 有せざる »坑 の 採が 巧を に 巧寸る 51^ 的 巧備ホ 
に 巧 おの 採 か JjW ： はなな をの M によ ゎて 巧 出を 局の 命じた る 巧 巧に 曲せ ざる 肢り 一九 五一 一ー ザ 十 
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こ 巧 一一 一十一 日を とを 巧 ムナ ひ 

巧が のをを が 國巧經 巧 利な じは 一俩 をし くは 6 倘の カリ 巧* の お* 的が 巧 的 巧を たると きは 
ライヒ お 巧 大臣は 巧 一巧に を おされた る 祭 止の 例外を 許可 ナる ことを 巧。 

» ホ 十二 條本 巧に おそて を かされた る ライヒ 巧巧大 お、 カリ お ま お 及を 訴委 な會 のかを はを 
がに おりな < をを 5 とず 0 

理由 

現 時の カリ 莱化 制は お 巧の 宿 巧と 巧 巧み 巧と に閲 してが 囲 ホのを がに 合 巧す る ことなし 〇 現が 
の 法規は 一九 一九 ホ S さ 子 一一 一日の 因 巧を まに よりて かを された るな 食 化を 及が の 直巧阐 巧を 讓 
によりて 巧を された る 一九 一九 ザの 巧 二十四日の カリ 菜が 制 法 化に tt のをが に附 巧して 公布され 
たる 施 巧 規則に お <0 而 して こむらの 規 をは 當 時の お 巧 巧に 化 ひて 化 てられた る々 リ菜協 间經巧 
化 锭を前 巧と す。 卽 も、 カリ 菜の 抬 おはを 時のを 煤に 從ひ カリ おに 關巧 あるを 裙の 利な 觸插及 消 
巧 おによりて 稱 成せられ 且 みお 巧を 巧と せる ライヒ •カリ 禽該 のを 中に おかれたり。 

本 法案は カリ 菜を 新たなる 事 おにを 致せし め、 なて 巧に 巧 巧の おを をが 巧に 規制す る ことを 目 
的と すると 同時に 本 法 業は カリ 菜に 課せら わた 么 拘束の なかは 不可能なる 事 巧より 化發す 。カリ 
菜は 旣に 一九 一 0 ザな 降 お 巧なる 化 的 巧 制 ドに 置かれたり 〇 化の 時な 降 ほが によりて S 行され た 
る カリ 菜の 部のを 稀 利な の飘 巧は 巧 巧 お 巧 上の 蒂を よゎして 必要なる こと 明白に された るの みな 
ら ず、 が にれ の おの 說 巧は § 市 巧 及な をが 巧に が巧乂 なる カリ 菜を なかに お. レし めざる 径 には 


がを 巧 < ♦ 


本 巧ち にかても 巧 則 的に が 持せ ざるべからず。 

本を 案は ライヒ •カリを 該 、カリち 法 お ま 局、 カリ 控 巧な 巧 I 審氣二 審の巧 止を 煤 定す〇 巧の 
種 部局の 巧ぶ 及 それらに 裸せられ たる 巧 おの 残 制 方法が 巧 時代の 巧 念に ネ 巧す るが かなぇ かふ 
るに これら 部局の お 止は カリ 菜が おの 衙單 化に 資す 0 

す お 震 及 曇 霧す 局は をを 存璧」 を ミ 但」 藥多 髮 雪 (を 種 型 護の 代 

表を) にょつ 5 巧せられ、 み髮 にを て 巧？ 毎せ ミ" 檢査 局に 對」 了？ ライヒ •す 
局に 屬 せられた るを 巧を 踩 すると 巧に 指 巧を 原則に をる おがを かへ たり。 巧 定は厮 を カリ お査哥 
指導者の 巧す ところと す〇本 をに をめ たる 場合に ありて は カリ お ま局慧 えは 其の 巧 定こ尤 化ち 

巧 門巧閒 S 養を 鬟十 K ? 曼 ゎと 雖 も® 8 は屢諸 問 cli ずる 囊を 章る 店 ミお閒 

ちは カリち 巧 門を にょりて をを 成 巧す。 

カリ お宜 局の 巧 定に對 して お來 とお も I 定の 場を に 控訴を 巧す も、 該を訴 まな 禽は從 前の カリ 
お巧院 に反してを 巧の ま 員 及 代表者を かへ たるな 設を 其會 にがず して 個別 的 巧が につき お 巧なる 
人 おを なて ライヒ 經濟 大臣の 構成す る ものな ゎ 0 

カリ か-菜に 巧して 其の 經を 指導 上のを をを を 課すべき が则 をな 重して、 本 法案は カリ 菜 利な 巧 
巧を か 公な の 巧 ホに 服すべき ことを 巧を す。 ライヒ 經巧乂 巧は カリ 菜に 關 する 個別 的 閱な巧 制 上 
の巧巧-^:^る權限を相する外、 一糞利害に關ずる裝急なる窒あるときはおに街巧的ミ命令こょ 
々てを た 干が する おおを もおナ るに まれり。 カリが をのを 部を 及を 查を會 おれ ライヒ お巧乂 おめ 
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同を を 巧す。 かふる にず 巧に がて カリが を 巧 部に がける をか關 巧に よる お 力 的 化 化の 澄 用を げム 
すべき ことを 規定す 0 

ライヒ •カリみ 蒸の 麻 止と 巧に 弦 法に めて 「を 菜 巧 巧 お」 に ホ 謁した る 化の！！^ まま 的图 ほに 
巧す る 代表 おを もち 止ず。 なゎと 雖も 今や 谋 巧され たる ライヒを 巧齒歷 におして 巧 ホよりも 巧 巧 
なる 巧 あを を 巧され たる 是柔 巧が カリ 局の 內部 にがて 巧 前に 比し 强 化された る 代ま灌 をみ 訪し且 
之に よ 6 を 菜 上を 大 なる カリ 菜のを 巧に 密 をに をなず る おを を お 一、 たり 。新法に ありても ドイツ 
畏柔上 巧 時を 商 巧が として 限定すべき カリ 粗 合の 股 爱§ と ライヒを 組闽 度に 諸 巧した るを 巧を 
し 得べき 拓 をを 採用せ 6。 かふる に 本 巧 趣に 閱 ずる ライヒ お濟 大臣の 權 おを 巧 張す 0 

化の 種の 外部が 炼の 巧® と共に、 本 法 おは カリ 菜の 巧部鹏 巧に 鹏 する 粟巧規 巧を 含む。 tt の 巧 
曲に つき 本 法案は カリ 菜の 平み にして 恒久が なる 發 おに 巧大 なる 巧 巧を 巧 ふべき ことを 目的と 
す。 化の M よりして 本 法案は 一九 五 S おを ちら ある 劑 をち 宇を 巧を する 巧定を 含む 〇而 してれ 
の 時 巧は 泻 巧に 巧 ひ 巧に 巧 巧 お 字の 大巧み が 規制され たる 時 巧に 巧を 寸〇 同じく カリ の 採 巧 
巧 止は をを 一九 五一 ニ ザを 巧 巧す。 

巧 カリ 法に 含まれた る 巧 かな 我は 本を 案 にがては をを 採用せ ず。 本 巧 巧の 規制は 巧 街を 上の 閒 
ほと して ライヒ お 巧巧衝 大臣との 協を を 巧て な 局に をを をせ ざるべからず。 

八 動力 業 促進 法 (動力 業蔓 ( is 年 十二 旱一 二日) 
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お ホ 巧 巧の あ氣 がちは ブイ ヒ、 ランド、 地方 用が じ i る 巧 公を、 公が ホ 间括巧 给モけ お 巧と W 
巧 巧 主 おも お々 でんり、' ライヒ、 ランドに ふろ 乂 かか 括 巧， 除く ホは 大 なかれ ぶん 一：：：： のとず る 成 
小規巧 姪を でぁつた 〇 かんる じ 乂规巧 括を じんつて けの 其な 力 巧な が 化の 小 お 巧 括 巧に 比し が 
て 低 巧で わつた 巧に 各が ホに お 巧，' て & た 巧 ホの 判ぶ とを じが 巧した。 巧 力轻濟 をけ 正に 化 55 
の 巧み 除 おず ろ 巧に 生れた もので わつて、 W みめに 巧 ffl なを 力备 S 宮じ供 拾 せんとず ろ结旨 ^ 
に 巧た ものでぁる 〇本 法が を夕い ナチ ス担濟 を 巧 やで も 特にを おな もの、 一つに 苗ず る こと 他 
はち 义の本 法 巧め ぶに も 現 はれて ゐる〇 化な じ 化の おじみの がん どを がみ 赛 巧して 西いた 0 

括濟的 化を めち 巧の 虫 巧な ろ處 巧と して 污濟及 公 ホの 化 4 が*! の わら ろ M 巧 巧 力と お 力 
して 巧 力業み が一 的に おみし 公な の ほに な 宙の巧 力 合な 濟 めじぶ ぶし、 巧 力 供 お 上み わら 呼 
ろが かじ 化 巧なる 公 お 的 « 力み 及に L 、 WK な 濟 有を なる を ザの 巧« 合 巧 止し、 ホ 厨ち ？ E 
じ i ろ 合口 的 巧 巧ん 化を し、 かく L て 巧 力 巧 おも 可 A めじな 右 任 巧 化 じがん 巧に、 ライ t 巧 
巧は ホのを 巧みを みおに 之み 公 ボす〇 

第 ■酱 (一〕 巧？ 85 S 力菜盡 お 及 ガス 供が) は ライヒの 監 をに 脂す。 

(一一) ライヒ 巧濟 大臣は を 巧を 行 ひ、 巧に 地方 苗が 巧贿巧 w 巧 巧みの 拟少 "巧が に 關寸る 巧 合に 
一め りて は 自お锅 巧を 朽 せおた る 巧 巧 じがけ る ライヒ 內巧 大巧と 巧 同して を 巧を 行 ふ。 

«二« (一〕 巧 力を 偏とは 巧 お义は ガスの ホを、 巧を をく は拓 たにが もせら るる お備 とす。 


(二) 本 法に 云 ふ 助力 供が を 策とは 法の お 巧 及が を關 巧に 袖 巧な く 他人 じぶ 力 又は ガスを 供が 
し 若く は 巧の 穂の 經を をを 理 する を菜义 はお 转 とす。 部分的 又は 副 巧 的に を 共 的 動 巧が をを む 
を菜义 はお 巧は 其の 巧園內 にがて のん 動力 供む を 菜と す〇 ライヒ お 巧 大臣は を 菜が 本を に 云 ふ 助 
力 供給を 菜なら や 及な の 招 間を かを ナ〇 

第 |二條 ライヒ 經巧 大臣は 本 法の 目的 上么 がなる 巧を にち りて は 動力 供給を 菜に おしてな の 技 
巧 的 巧 お 巧 的蜗係 につきな かを ぶむ る ことを 巧、 ライヒ お巧大 おは 化の 極を 菜に 關し 一定の おお 
的 及 經濟的 事が 及を 狀 につき § 萬務 をな はしむ る ことを 巧。 

« 巧條 (一) 動 がを 莱は 動力 設備の 巧 設巧斩 、猜張 又は 休止に 化 ホ も ラ* T ヒお巧 大朽に 
報吿 ずる 義務を 巧ぶ。 . 

(二〕 ライヒ 経 巧 大巧は 動力 供が か 菜の 動力 設備に 闽ナ る巧設 、がが、 滿張义 はが ム すべき 巧 
吿 ありた る 後ー ヶ月の 期閒內 にがを を 中立 てること を 得。 公な 上の により 化 巧なる ときは ラ 
イヒ經 巧 大度は ちま 申 ホ 後 ニケ 巧の 期限 內 にお 落 ありた る 措 斑を おむ ことを 得。 化の お紀 は巧紀 
手 巧を 化 耍とナ 0 

^:二ご ライヒ経巧大臣は采一巧による巧吿をおの旋脚をぞむ。 ライヒ輕巧大おは巧おのおをホ 
に 期限に 關 ずるが を あ 巧 巧手を をを かす。 ライヒ 巧 巧 大臣は 第二 巧に お げられ たる 拒 おの 巧 おを 
巧 長ナる ことを 巧 0 

(巧〕 ブイ ヒ がが 乂 おは 巧 S 巧に よる 法 带ぶあ 並に 巧 一巧 じよろ 報 化ぶ 换を 動^ 供む 企 策 W み 
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のを 菜 おを に* する 勘 力 設備に も 巧 ぼす ことを 巧。 

» 五條 (一) 動力 巧 給 企 菜に 非ざる を 菜及經 曾が 他人に 巧し 動力 供給を 巧 ふとき はとに 胡し 
て ラィヒ 經巧 大度の 許 巧を 巧す。 

(二〕 巧 菜 おは 自家 發お 設備 あ 自を用 ガス 供が 設備の 新設 义は擴 狼に 先立ちて 化の 設備を 巧す 
ぺき 地域に 動力を 供がず る 巧 力 供が 企 菜 じ おしてを に關し 8 を 巧す ことを 巧す。 

第ホ條 ( 一 〕 動力 供が 企 菜が 一巧 地线に 供が するとき は 一 殺 的 條件及 一肢的 お金を を 吿し旦 
謀條件 あが 金に よりて 個人に おしても 其の 供給 網に 化 入せ しめ 供が する 義務を 負 ふ (一が がか 入 
及 供が 義 お) 

ご 1〕 左に 巧げ たる 場合に もりて は 一が 的 か 入ぶ 供給 茂みは 存在せ ず。 

. 一、 か 入义は 供が が 經巧的 事由に より 旦 巧の* a がか 入 企— 個人に 巧る 場合と 巧 も 供が 企 
菜に 巧し か乂 又は 供給を 要求し 巧ざる 巧 合 
二、 加入 まが 巧 五條 第一 一巧に よる ® をを りたる 場合 

all ) を氣 又は ガスを をの 動力 設備を くは 其の 他の 间一 がすべき 巧 力 設備を 經巧 する ぶは 化の 
設備が 存在す る ± 巧ぶ 化の 設備より 巧が をを ける ± 化に 對 して 巧 一巧に よる 一 股 的な 乂义 供給ぶ 
巧を ま 巧す る ことを 巧す。 但し 化の 動力 供が 企 菜に おして 巧 ホし 巧る 巧 巧あ條 件を なて か 入 及 供 
がを 巧 ホす る ことを 巧。 せの 巧のは 巧 一巧 及第 二 巧 のぶをに 關巧寸 る ことなし。 

(曲) ラィヒ お 巧 大臣は お大 なる 公共が 利蒂の 存在す る 巧 合には 第一 巧 乃至 巧 一一 一巧の 戎定に 反す 
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るな 令を を 布す る ことを 巧、 せの 種のを 令は 巧 判 巧 巧 監§« を 巧ます 0 
W セ條 ライヒ 巧 巧 大臣は 一巧 的 族を 巧 化 別 巧を により 動力 巧が か 巧の I が 的 條ホ巧 一松 的な 
を (巧 六條 第一 巧〕 並に あ 力 巧が ネの 動力 勝 入な をを 巧 巧 的に 巧む る ことを 巧。 ライヒ お 巧 大臣の 
化を は 巧 判 巧 あ 監替官 おを お 巧ず 0 

g 八條 (一〕 热裘 おか 柔が慧 巧む 巧 あ 巧に 本 法に 基き 薑 になせ をた る義 をを 巧ず 
べき 能力な きこと を 対 巧し 旦 其の 供 お 巧 おを 行に つきせ の 巧 力 供 おを 業を 巧ぐ る 巧 菜の 余ぶ じ ホ 
分なる 方 巧を 講じ 得ざる ときは ライヒ 雲 大臣は S お 力 供が 企 菜 C 對」 拒絕 手な 完了 S 其の 
巧を のをが 又は 一巧を 巧 巧す る ことを 得〇 ライヒ 巧 巧 大臣は 巧の 供が 巧 巧の 引を を 化の 助力 供が 
ホ柔に8^し、 巧のま巧につきを律を巧巧することを巧〇 |巧又は巧俩のを共地巧用巧の6々お 
おを 菜の 巧 巧が 巧 待され たる 巧 合に もりて は 他のを 柔 による 巧が 巧務 のを 巧が 含 巧 的 且巧巧 的に 

を 行し 管れ ざる 受 n 之を？ •へく 楚公 義馨 翼に S てへ」。 企 菜に 野 ナるま 住は 巧の 

を柔に 巧」 供が 任務 Q 5； 受を 期待」 得る 2 n に 限る。 を 菜は 委任に おず る ま 巧を？。 ライヒ 巧 
巧 大臣は 巧 お 企 巧な かの 企 菜が f 引受の 巧備み 有する お 合に もりて はせ のか 菜に 巧しても 
をを する ことを 巧。 

ご 一) 巧！！^ を 菜は 巧 が 巧 わによ る 煤 利ぶ おを 巧 巧す 〇 をに 基き おされた る 推 利 おおの 巧 
巧は お爭 ある 巧を にがて 其の おを 巧 巧は ライヒ お 巧 大臣を もけ ふ 0 
(一 ご〕 ライヒ お 巧 大臣は 供^ おのを わ 上么お ある 限り 巧,^ か萊 をして 巧定 的に 助々 設 巧を 
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が 用せ しむる ことを 巧。 巧 力 供給の 巧證 に么- 要なる 設 おの 堪 巧を 巧を 巧 泣 巧に 巧 巧す る ことを 巧 0 
條 (1) ライヒ 經濟 大臣は 巧 入條 により 巧が 巧换の 引を をを 巧され たる か 菜の 中 出に 巧 
きが 於に 巧を する 巧 力 設備 及 ± 地所ち 巧の かがを 巧すべき ことを 命令す る ことを 巧。 巧の 申 化は 
巧 八が によりて 巧を をが 絕 せられた る 企 巧が 巧 期すべき ことを 巧 求した る 巧 合 じあり ては さを 巧 
出す る ことを 巧ず。 

(一一) 化 用 手 巧に 關 しては 本な ホの お 巧に 巧 ひ 本を 巧 一一な の 規定を 遍用 す。 

一、 る 巧なる 賠 巧を 巧 ふること 

二、 腔な は ライヒ ランド •又は 地方 巧な (地方 闻巧 がを) の 巧を におず る 企 お 又は 巧 本の キ巧 
に 上が ライヒ、 ランド 父は 化 亥 巧 方 押 巧が を) に抵お 若しくは 側を に 苗す る 企 菜の 滿 利を 
附 巧され 且 ライヒ、 ランド 又は 巧み 苗 巧 (地方 西 拾が 合) がを かを 巧 ホせ る 巧を に 限 b 化 用 
により 巧な をを くるを 菜に をな せし むる ことによ りて 之を 行 ふこと 

111、 ライヒ お濟 大臣は 化 用 巧 ある 企 策が 化 用 手 巧を 巧は ざる 巧 合に ありて は收 用に 關巧 ある 
企 菜の 申出に よゎ 化 用手货 にがけ る 決 巧を 巧な 上け ふべき ことを 命ずる ことを 巧。 かの 巧 
合に もりて は 化 用 巧 おはか 用 煤を る 企 菜を して 么 巧なる が 備を巧 さしむ る ことを 巧。 

(111) 巧- RC が おわに よる 箱 巧のを 讓巧 第八條 による 巧 刷 許可 じ 巧して は ランドが 用法 肪 巧な 
巧手が 巧 本 巧 巧 行 おお 度に 關 する 热定 によりて 賠 ぶち お 之を か定 す。 • 

» 十隹 固を 巧を 肢 備によ る 巧を 文は ガスの 巧を 巧 さに がする おわの 巧 おは ライヒが 巧 大臣め 
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許 巧を 巧ナ。 

* 十 _ 恼 を 共 動力 供給の 目の 上 留か义 は 化 用に ょる 韦 地所 有ぞ しくは ち 曲の 制 阻を 么 
耍 とすると きは ライヒ 經巧 大臣は 收 用を 許 巧ず 0 

军 Is 動力 供が 企莱 が巧菱 を 種のを 通 組織 利用の 巧に 利用 手數料 又は 其の 化の 餐をぞ 
拂 ふべき 堵 をに ありて は ライヒ 經巧 大臣は 其の 許可 及賠 ながに 關 する I 股が 巧 あ 個別 命令を を 巧 
ずる ことを 巧 0 

第 十己酱 (一〕 巧存 の增設 すべき 巧 力 設備の 維持 並に 助力の 供が に關し 化の 種の 設備 あ 供 お 
が 巧 防の 巧證 に么耍 にして 且を莱 にお 巧なる 場合に ありて は ライら 經巧 大臣は お定あ 命令を 公布 
する ことを 巧。 お 巧 上 適 おなる 限定を 超えて 公 巧が 課せられ たると きは せの か 菜に 對し ライヒ 控 
巧 大臣の 巧む る遼 巧なる お 巧を 巧 ふ。 ライヒ 巧 巧 大臣の 決定は を 判 巧 あ； 付か 官 おを お 束寸〇 

(二). ライヒ お 巧 大臣は 動力 訟備 あが 力が 資裝潭 の 技術的 革 巧、 おを 巧證 、使用 並に 巧の 監督 
に關 する 規定 巧 命令を 公布す。 

« 十凸隹 ライヒ お濟 大臣が 巧の 巧 おを 巧に 常り が 用す るを あ 巧の 助手は が務 上の S をが き 
自己の 巧みの おけに 巧し 知りた る 菜 巧 お 巧 ま おの 知 雜を憔 限に 基かず して 利用し 又はを を 他人に 
§ すべから ず〇 ライヒが 濟 大臣の 巧 用人 巧 巧の 助手は 化の ホ 巧 にっきを を吿 げざる が 巧に を 共 
的 利な 义は閒 巧ぶ のをが の 利な となる 時 tt のが 巧に 闡 しても 化 おを 守る ことを おす C せわを おは 
化 巧ょ ゎの 巧 だ 又は 巧 g の わるに ょゥ てが する ことなし。 
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第 十五 ♦ (1) ライヒ 巧 巧 大臣は 自 d の 命令、 又は 本を におき ライヒが 巧 乂 おにより お 度を 
委 巧され たる 部 巧の 命令を 奉の 爲 にか 菜 あを 菜の 巧 巧 巧 導 ホに 對 しても 制限の 强 制罰义 はおを 强 
制を 加 ふること を 巧。 

第 + ホ酱 (一〕 本 巧に よる かを 及み 令の お 備には ライヒ 經巧 大臣は 動力 菜 ライヒ 脚 隨お游 著 
に 巧して 楠 限を 巧 ふること を 巧。 ライヒ 經巧大 民は 第吉條 及第の 條第 一巧に をく 備 おを 巧 力 菜 ラ 
イヒ阁 おお 導 ネにま 巧す る ことを 得 0 

(二〕 ライヒ 綻巧大 民は 本 法 第吉條 第巧條 第一 巧 及を 一巧 前ち 巧 五が 第一 項 及第 二 一 一條を 一 
巧に よる 煤 限を 下級を 族に ま 巧す る ことを 巧 0 

第 十セ條 (一〕 一九 一九が 十二月 二十 一日 附お氣 菜れ 會 化に 開す る 法 巧 及 一九 ー セ 年 六月 三一 
十日 附 おお ガス ホに 蒸氣 、巧 巧空氣 、お 潰 及 水道に 關 する 吿 知は をを 巧 止す。 一九 一一 一巧 ホ 七月 S 
十日 附 動力 菜 通知 蔑 お 令は ライヒ お 巧 大臣のを むる 時に 其の ホ カを 失 ふ。 

(一 ご 一九 一一 一六 年 II 育二 一十一 日な 降、 一九ニ ニ ホ 六月 十六 日 附軍氣 事 策、 ガス 及 水道 供が にわ 
ける 仲を 巧 判 上の 巧 巧 引 上 令は をを お 巧と す。 

» 十八 條本法 又は 本 法 施巧規 をの 巧 施に 關 する 方策に より 生ずる 巧 害 にっきて は 本 巧が 巧义 
上 化の 規 をみ 巧す 巧 合と おも 之に 賠 巧を 巧 ふること なし 0 

第 十化條 (一) ライヒ お 巧 大臣は 關巧 ライヒ 大臣の 協力を 巧て 本 法の 巧 巧に 必要なる 法令 及 
一巧 行を 戎則 をを ホす。 
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(一一〕 ラィヒ お巧大 民は サの巧 巧 力 供が に 明す る ランド 巧义 ランド 法規を あ 正し 又は お 巧なら 
しめる ことを 巧。 

« 三十 條本 なは 公布の 日より 效 力を 妥 をす 0 

3 宙 

助力 菜 執 2 任務は 因 巧控愛 策 Q 1 I 窗 Q 浪来婆 求 Q 畫に を、 卽 ち、 巧 襄經巧 的なる 
生產 、生 產巧果 の おも 化 巧の なるみ 宙 及が 力 巧が のを 大の巧 巧ぶな り 0 

化の 要求は 先 づ電氣 巧ポス 供が の 巧 巧的棋 巧を 包含す。 巧を の 動力 お牽 あみが の 技巧的 能力の 
水 巧の 巧き ことは 夙に 荣 あなり。 巧に お氣巧 巧 巧に めて 巧 逸は 集中； がの 巧阴 たるに 巧す 〇巧 
迭お氣 ま 菜は 化界 おお 事 菜の 大部分の 剤 造を なり。 技巧的 巧 成に 鑑みる > きは 巧 力 供が は の 
を 的 規則な くして 自由 じ 致 速し 巧たり と 云 ふことは 動力 供が じ 巧り おな なが 合たり しなり 〇もと 
よゎ 改ホ 巧改 をに よる 技巧的 巧 能 巧は 現々 と 巧 も 決して 盡 くる ことなく 化つて お力萊 巧を は ホち 
手段に よりて 發展の 可能性を 阳 ま：： する ことを おくるべく ぞ席 する ことを おず。 が 乍ら ホ 法 巧. ザよ 
助力 菜を 菜の 自由にして 迈ホ的 巧 巧の 巧證 しつつ、 個別 企 菜の 巧 占 的 地位の おおとし てを へらる 
る 助力の 硬 肢に對 して •が 悴に閔 巧經巧 的な 地 にがつて 巧 動す るな おを およりの 巧 抗を討 昔せ し 
める ときお 術 的 作 蘿力畜 おする ことを 巧へ し。 蒙 際 おみ 的 震には 靈 S ち おもを 判 
なる 動力 菜を を 巧を なな 經巧巧 巧よ ゎ 化 づ巧途 せし むべき あらゆる 巧 能なる 梢勞 下にえ 6 て 巧を 
が 力 供が の 確保に 巧す る またる 巧 求に 特に 留 おする ことを 巧寸〇 
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巧 巧の 帝氣义 ガス 巧が は 謀 巧の 特 巧を おすと 巧 も、 亦自曲 じして 急速なる 妥 おによ るが 陷をも 
有ず 〇 個* の 動力 かで 及を 巧の 巧 力 間の 巧爭は 設備の おが 义改茜 ホ じが 金ぶ のが 巧 成の 方面 じめ 
ける 裏なる 巧を 剌 巧を 與 へた. CS 。 しかる 化 方 か、 る 巧爭は 供が 巧に がける す 巧 I にして す 

や 等 ミ 裏 及義窒 ii 爲 か-讚 お晝 誤れる 投資を 誤？、 慧繁秀 is 巧 巧 巧 

的を おぶ は 巧 化 的 進 ホ につきて な 巧 甘ら る、 巧 待に 遙 かに 巧 巧す るに 至る。 巧の 巧 巧 力 菜は 公ち 
的 道 巧 巧ち ホの あお 樵に 巧を する かを なて、 化の 如何なる お 巧 部門に 比づる も、 お 巧 巧を 及 財 巧 
巧 巧は もとより 巧 萬 巧 巧のを 巧を 巧く る こと 大 なる 不利を ちす 〇 かくて 供が 菜は 對が みとして ホ 
一 的 巧 巧を 受 くる ことなくして お 巧 外の 制約の お ホを をけ たり 〇 巧の おおは 經 巧卜； 巧が を 上 誤れ 
る 指 巧と 巧を 及の がの 化資 上の 不統一 並に 供が 巧 巧 上の おしきが おとなれ り。 化し g 力 菜は みめ 
て 少數の 例外を 除きが にを 齒巧线 に 封し おお 文は ガスの 巧 力の 何れ か 一を 供給し、 间 時に 人口 巧 
巧なる 移住 地に 對 して ライヒ、 ランド あ 地方 巧 巧が をのが おの 援助が 附 巧され る ことを 認めざる 
ベから ず。 

本 法は 嵩なる 安度の W 能け をが 證 しつ、 教力 菜餐莫 の 巧 萬 か 塞 巧の 薑 なる タカを し 
て 前記 話 缺陷を 除ます る 上に が 巧を あぼ さしむべき ものと す。 么と间 時に 巧を 巧 力 菜が とこより 
て 装る こと あるべき 個々 のか 菜を の 巧 ホ：： を さへ 苗み ずして をな 的 お濟が 巧// の 意 ホ こおき てぶ 巧 
せる ホ 巧に 合 巧すべし。 電氣 供が 並に ガス 供給を 含む 巧 力 菜 巧 公布に 巧す る 提案は 商工 菜が 煤 か 
力 菜 ライヒ 農指窠 Q ? たると、 一ろ なぇ 契 菜 Q 法鬟秩 がに 巧す る 要求は 「•トイ ッ帝お 
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菜 じがけ るを 註 促進 上么耍 なる 方策」 に關 する ラィヒ お濟大 民のを w にお じたる 巧 門 意を ホに ナ 
チス おかを 中央を 扫會經 巧 か 策 下級 委 な 爲带 氣部會 にょりて をはされ たる 「電氣 菜に 於け る 巧 お 
に付きて」 の審の 結果な り 0 

動力 菜 ホに 電氣 菜に がける 法的げ 制への 巧 力は 遙か戰 前 時代に 巧り 常時 旣に义 献上 巧が なる 巧 
討を 居され たり。 賊爭お 末を に 至り 一九 一九が 十二月 S 十一 R のお氣 菜か會 化に 關 蹄して 法が の 
公布 あり。 巧のを 律は 常時の 有力なる 見が じ應 じて 電姑 供給を 菜を 公共 機關に 移した ことを なて 
目的と せり。 巧る にか t る電游 供給の 巧を 巧 本 ホを 的 巧 成は 现 巧の 經巧的 政治的 事 おにを 致せ 
ず、 おつて 謀 法は ま 巧 的 意 巧を 巧 ホし 巧 ざり き〇謀 をは 巧 巧 巧な の 毎に お 巧 的 機能の 充 貪を 東が 
し 個人 巧 本を 尚を 的が ちに 移寸 ことに 息を を 藻め ざる ナチ ス的お 巧 巧の 根本 思想に 反す 〇 但し 化 
の 巧 誤が 寸 ベから ざるは、 奄氣ち 及 ガス 菜に 對寸る 公 おが 關 のを かは なお 巧に 留保され たる 巧 あ 
巧閒の 巧を とおかす べきに ホず して、 供が 巧 巧の 特巧性 じが 巧ず る ことなり 〇 本を はかの 古き お 
ま 上な ほ巧存 せる 法 がをお 止す る ものな り。 一九ニ ニ ホを 一二 一ー ザ じ電氣 菜に おする 常時の 寒を 制 
巧 じ 依存ず る廣 化なる 巧 巧が 按 ホに 中央な 巧错鹏 とを 設けん とする おお 巧 法 おにつき がまなる 蕃 
落が け はれたり。 本 法に おする かななる が おにょり 巧 門を むみの 巧 計 的を 一巧 經巧的 巧を かなら 
され、 巧 じ お 力なを のす 統一と 巧陷 とがを 明され たり 〇 ホス ヵ I • 7 オン •ミラ ー が】 九 二八- 
二 九 ザラィ ヒ巧濟 大臣のを g をを けて 作 巧した る おお 供が おは お氣 おを 及大 おがのを 目的なる 狩 
ホの ホ苹閒 趣を 巧 巧 ひた 6。 化の 計 巧 おは 巧の 完 巧を 一方には ホ 度に なれたる 所 もり、 化 方には 
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其の 閒に 現れた る不 巧に よわ 暫墓 巧を 失 6 たる？ 巧 c 的 怠 第を 持つ を吗 さわ さ。 ぶ おおを の 
方面に ありて は ライヒが 巧 大臣は 一九二 二 巧 ホ じ 設けられ たる 倒が 巧 巧 ライヒ まな 巧の 巧 勘に あ 
きし 霎 なるお おを S たぇ 而」 5 S 意！？ す辜涉 5 みを 持 0 て」 ては 巧 法 Q 改 ちを 

巧ら すに えみなら ざる ことが 巧ら かにされ たり 〇 かくして I 巧の 前 巧の 巧 巧み じがけ る 巧が 膜な 
力 じ 巧 時電氣 お金を あなせ しむる 目的が 達せられ たるに 止る 0 

これら 巧 巧の 自ら 巧た る經お 並に 前述の 謀 見 佑 及 巧吿は 遠大なる おお 菜 巧 施に より ホの 諸方 策 
を 巧 ふこと が 化 要なる ことに】 致せり 0 

一、 電氣 をを 設備 あとに 附 巧して おが 設瞄 の態設 ま 凡 巧を 么巧 なるお おの 合理的なる おも* 巧 
にして 且つな 巧なる 巧 備により てが 證 し/得る 目的 じ 向 ひて 巧 ふこと 0 
一一、 お氣 巧を をして 消 巧ぶ の お 巧なる 能が におを せしめ、 並に お々 の お 巧化续 巧いて は ライヒ 
を 巧 +1 じがて 巧 巧 的 じ 一な にして 巧 巧 お 巧 上た 目が ならしむべき こと 0 

巧の 二つの 方策は 闷時 じず 巧 並 じが 巧 ホの 狩 來の巧 巧を を 目的に お濟 ずるに 巧すべし 〇义 化の 

二つの ス 策は 薑 C 規管 、ホを 養は 料金 桑が 棋璧 上に 雲を おへ、 料金 襄は 蹇化資 

促進 か 用に よわて ホを 設 おのを き 利用を 可能なら しむ 〇 かくして 同時にな 巧よ ゥ巧 むれで を 菜 的 
ホ 巧 巧 巧、 おお 巧が 巧 巧 巧 ホに お會巧 巧の ち 急なる-を ホの 巧 巧を 巧 前に 比して 遙んに 巧 持す る こ 
とを 巧。 

本が は これらの 巧 巧，： r 俩别 的じネ のかく して 巧さん と寸〇 
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動力 供が を 案は 動力 設備の 化 止、 巧設 、改を 又は お 狼に 化 ホち ライヒ お 巧 大臣に な吿を 巧す ぶ 
巧を 負 ふ (ホ 巧 巧 )0 ライヒ 巧 巧 大臣は 企 菜を 巧の 種の 方 巧に 股せ しむる おおを ちす 〇閱 巧を の 利 
益の 巧 じ ライヒ 巧巧大 おの 決を におして 拒 お 手 おを 設 <0 巧紀 おは 化 人に 供价 をなず 電氣 供給を 
荣及 ガス 供が 企萊 におしての も 之を 附 おす e 

巧吿 おお 巧 巧の 巧 巧を 施 巧 令に ょゎて お 巧 及 行か 上す 巧 缺の範 が じ おおす る こと あるべし 〇自 
己 おを におるな エ 菜を 完 をなる 自 おにな せお 用なる 临 巧を おくる 目的を なて 自己 設備は I 殺に 報 
吿泰務 及 巧 お 樵 じ 服せ しむる ことなし。 化し 化の 極の 自己 設備を おする 企 菜を におして 自 d 設備 
又は 搪张に 先 ホ も 巧蒋供 おか 業に 巧を を 巧すべき お務を 課する こと もるべし 桑 おが〕 〇 化の かじ 
化の 裙の 供給を 業は 巧 巧 上の 過誤を 巧 巧 的に 回避す る 巧に、 自己 敢備が お 黄' し 巧る ょゎ も 有利に 
め萊 家に 供が し 巧る や 巧 やを お讓 すべき 機會を 隨恃巧 ふべ L 。 化の おを 樵に おし 敢力 供給 か萊の 
一般的 加入 及 供給 おおを 對 ホせ しむ 0 ( を 六が) 自己 設備 巧設 前の 巧 巧 企 菜に 對 する 裸 お 寒 おを 
怠りたるお致ネは之にょり動^:^給企菜にょる供お説ホ權を失ふ。 巧水流及附が水が供給間おじ 
關寸 る諸規 おも ホ ー お 的 か 入 及 供給を 莱 とがを なる 關 巧を をす。 

化し ホ 法 ホは 一巧 的 加入 巧 供が 義 おの おぶ 的なる 確を のみを がて 滿をし 巧る ものに ^ 。寧ろ 
立法ぶは巧巧的にも供が條かにを巧を及ばし、なて13^ホ本位の條がを設をすることじょり、供が 
お あの おおの 巧 巧を も 期ナる ことを 巧す 〇 一が 的 巧が 條 件を 抵 示された る帶 おお W 隨は 大巧 かお 
^ちに巧立す。 化の祝能巧者闽ほはとをか巧ぶのお巧的地化のを贿ょゎが进することを裝す〇 
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かが 條け〇 巧 部 的 設定 も 亦を 大 なるお 巧 的を 巧を みす。 贵巧 のが 致は 他方 面に 於て なは 著しき が 
おを を寸る ことを 巧した ゎ。 巧の かにぅ イヒ巧 濟大民 じ 巧して 干 巧 雑み 附巧 せで 一るべからず (巧 
セが レち 路用 手 巧 巧に 關 ずる 巧 おのを 布の が おも ホ、 巧を じ對 する で 巧の 巧 巧 じ 巧す (巧 十一; 巧) 
個個々 のか 業が ち 百の 商務に よる 本- 义は特 巧なる ま 情に お < との 如何み 巧は ず、 ちき 巧 金を ぞ拂 
ひたる こと 又は か 乂义巧 給 任 おを 充ナ ことす 巧 能なる ことの 巧ん なるお 合に 付きても とを 区 正し 
巧ざる 時は 巧 金監诗 ホに 一枝 的な 入 巧 巧が 義 おに 關 する 班 巧は 尙ほ不 ホみ なるべし。 他の 場合に 
あ 6 て も 企 菜が 其の おが 義務を 果さ r る こと あり 巧べ し。 卽ち 例へ ぱ 其の 地 巧の 席 給の 巧 證を怠 
ゎ、 金な 的 能力に 對 ずる ホ 巧 じ 巧して 自ら 巧 薄 せんとみ める 時の 如し。 か、 る 場合に 公な の必お 
が 俯* の 巧 寒に 超越 十る ことは 巧 巧を の巧濟 巧に み致寸 。化の 故に 太 法は (ホ 八が) ち 己の 衍が 
巧 巧み 充し朽 ダる ことを 荫 かにせ る 動力 历 がか 菜に 巧し ライヒ 巧濟大 民が 巧 巧を 拒否し 巧る こと 
を 巧 想ず。 ホに 巧の 地 巧の が がをお 證 する 巧に、 ライヒ 姪 巧 大臣は 適 おなる 供給 協力を 有する 企 
菜 じ 巧し 巧が 巧 巧の 引 巧み 巧し、 且 旣が訴 備み附 巧す る 巧 限み お得ず。 この ことの 可能なる おが 
企 菜 じあり ては 历給 任務を 引を くるべき ライヒ 巧濟 大臣の 渡が にを 巧すべからざる を 巧 求す る 0 
化の 巧を ずる こと あるべき 動 備の收 用は 收 用法の 热を による 適 巧なる 胳巧 によりて をを 巧 ふ 
(巧 九が) 么ホ巧 姑の がを 巧 誰の 巧に 巧に 特別 規定に よりて 化 用の なおを 受けた るを 菜に 巧す る 
を かに 常り 巧の 化 用され たるを 菜が ライヒ、 ランド 又は 地方 巧 巧の 巧 有に おする 時は 賠 なをを < 
る こと A ず 0 
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第 八が 巧 巧 化 條の巧 巧なる 規をの 巧 用々 巧 止ナる 巧に、 巧 巧 お 巧の 拒 巧 じ 巧し 巧 お ホ 巧が 巧 ホ 
すべき ことを 巧 想す 〇藝馨 巧 おに 關 する 雲は、 お 導の 誤れる が— きがが を莱が i おを 
の 拒否に 常り 值销 ホも裴 るべき なおに 据 みて、 襄を早 他人 巧 本 じょる 充分なる な 用 S へられ 
ざる 巧な にが きても がくとを 巧 用す る ことを 巧。 ライヒ お 巧 大臣は 常誅を 菜に け 举巧改 箱の 巧 Q 
あらゆる 化 掌 段を 益」 たる 時に s て ini 己 S 利を 薦寸べ さは 勿 おを とず。 但し 本舆疋 は 
自己の 巧 力生庸 安が 巧 巧 おお 巧の お 力路乂 のがょ 6 もな きネ 菜を 明线し 得べ さ ことを 诏定 せる イ 
ギリス 軍氣 立法と お似 廿る ことを 指摘 ナベき なわ C フランス も ホ お 巧 巧 似の 法 巧を を ザした わ。 

固 防の 巧 § 前に 養 S 佣 Q ホ餐需 装 力を 變创設 21 十る 囊及 命令を 公 

巧す る 一 較的樵 利を ライヒ 巧濟大 民に 附與す (巧 十一 II 巧 策 一巧 ) 0 巧 じ 巧ぶ 並に お 力 潔 巧ぶ 巧 もら 

ゆる 寶璧 S 吏義 十る お驚靈 、餐 哀霉 C 学る 蟹 麦 愛ぶ 義ム 至き を i 

す (策 十ー ニが 巧 一一 一巧) 日 

化の 謀 規定に かて 本 法は か 力 巧が 襄に 到し が 化なる 巧 吿及公 吿ぶ按 をが す (ホー ーーち を 巧 
が ) 0 巧に 本 法は お 力 巧 入に ライヒ 巧 巧 大臣の 间 怠を 么 巧なら しむ (巧卜 巧 ) 0 本 法の 巧 巧 こ 反す 
る ランド 法規、 ラ ご 法は ランド 法に 先立つ 至 一巧 法が 箭に f 塞に そ 盾寸る おわと をな 
止す 〇 化の 外 じ も ライヒ 巧巧大 おは 勤 力が がに 曲す る ランドを 巧 ランド 法が を 改正し 义 t ちみな 

らしむ る 樵 おを 享 (單 九な )0 累累の 巧 證に窒 な ミ 地が？ 冀 する (巧 十一 5 ラ 
イヒ 經勇臣 Q 霞 も喬樣 qb 的に をを S 寸 。吏に を 助力 慕は 之を ライヒ 《馨に 服が せ 
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と (巧 lao 

ライヒ 摇巧 大臣は 本 法に よる 巧を 及$ おおの 巧に 巧 カタ ライヒ 巧 巧 曲 ほお 巧 ホに を 巧を® し 
巧との 規巧 (策 十六が) は 巧に ま 巧な りと ず。 巧ぶ 的 行な 巧 關の巧 巧を おが 件に 回避し 直 おおを 
可及的に 巧 力 的なら しむべく 巧 巧す るは 本 法の 巧 本 巧を に 馬す。 本を は 第一 じめ 力 企 菜が 特記 さ 
れ たるを 巧を 自力に より 解決ず べき 天 巧を 自らな ム ことを なて W 安掛と ナ 。ライヒ お濟 大臣は 巧 
則と して お濟が 自ら ホせられ たる 巧みを 制 巧し 巧ざる 巧を にの もモ ホす る 程 巧に 自己の 巧 限を が 
巧す 0 « に 化の 煩がに よって 助力 おがの 化 止 あか 設をも 亦 許 巧が たらしむ る ことなくして 巧に 巧 
紀 組を 巧 巧す るに 止めた るな 60 

化 巧なる 方 巧の ホ おは 巧 巧 的に 巧濟自 巧に 毎 さしむべし。 巧で な ホに がて 巧を による 組 お まを 
に 巧す るな 巧の 巧を にを ゎ 第一に 考ふぺ きは > め 力 菜 ライヒ 曲 巧は 自あ 苗は たるな H 菜 組 巧に 巧 
備の巧 あを ま 巧し、 之を 推 持し 本 法の 巧 別事 件の 大巧み を授 をなる 方 巧を なて 解決し、 なて ライ 
ヒ巧巧 大臣の 干 ホを す 巧なら しむる にあ 6。 此の お 化の 下に 采巧貪 巧の が 則は 巧 行 令に をを* 
る〇 同時に をみ おおのを なかに 狂く 巧力較 巧の 巧 巧を $ にがて おを すべきな り 0 

化 動力 業 じ 於け る 通知 義務 令 C 1， 的萌 S ) 

一九 一一 一四 ザ 七月 一一 一日 附巧濟 方 巧を におき $ す。 

» - « 巧 力 菜 お 巧 ホは 帝氣及 ガスの 生 產拓が 鼓 おの 技巧的 經濟 的關巧 巧に 料金 及 一 肢的引 巧 
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條 件に 關し巧 工業 組诗の 一 111 留® か披 ホよ々 巧 吿を巧 ホナる ことを 得 〇巧吿 を 巧 ホされ たる 企ま 
には 個人が 報を をな おした ると きは ライヒ 經濟 大臣は 動力 柔 i をの 申出に よゎな 吿を 命ずる こ 
とを 巧 0 

第三 酱 一二 一本 阁 描か 入を は 旣存動 2 備 のか 妾は 新規 動力 設馨設 を 王な に 化の 插設 偏の 
摘 張に 先 ホ も 動力 菜 巧 導 ホに 巧吿 をな ナを 巧す。 

さ I 奋二一 商 抵か入 者は 馆氣 タヵ K Q 料を 及 一松 的 引渡 條 件の をら ゆる 暧 巧に 關 して 爱 まな 
前に 動力 菜 お 巧 ホに 巧が する ことを 巧す。 

«巧條 巧 力 巧 指 巧を は ライヒ 紹濟 大臣の 同を を 巧て 本 令に よりて 與 へられた る權利 義務を 本 
團撞下 巧 局に をを ナる ことを 巧。 

_ 〇 葉卷 煙草 業 機械 使用 制限 法谷鞋 請) 

«_« (一) ち 卷巧草 類 生を の 爲に使 巧 せらる るお树 がは おを 之を 使用 ナる ことを 巧ず 0 

(一一) 化 止せる 巧 I 巧に 巧げ たる お诸 がは 巧び 運は せし むる ことを 巧ず 0 
藥 II 條 (一) 空條を 一巧に 巧げ をた る ぉ械 巧を 巧 用す る 巧 宵は 一九 一ニ ニ芙霊 I 二年會 
ががず 中に お產 したる 热 がな 上を お產 ずる ことを 巧ず、 ホを おの 逆 巧は 之を 巧さず。 

(一一〕 ライヒ お 巧 大臣は ライヒ 大巧 大臣の 同 怠を 巧て 巧すべき 總 巧を 引下げ 直つ 日 削と する こ 
とを 巧 0 
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さ 二 ♦(一) 本 法 施行 0 際を 條を 一巧に 巧げ たる 巧械 がを 巧 用 ナる經 をは 一を 一二 一幸 八月 
十五 日を に ホ 巧稅關 におし 一九 111111 年 八月 十六 日な 降 機械 巧 かを 止め 手工に おるべき 巧を 言明す 
る ことを 得、 化の 巧 合に をり ては 常該 おを は 一九 111111 ザ 八月 十六 日な 降 本を 巧 行の 際 第 一條 第一 
巧に 巧 げられ たる 機巧 巧を 巧 用せ ざ 6 し 巧を と 同様に あ ふべ し。 

(一一〕 巧 曾が 一九 一ー ニニ 年 入 月 十五 日な 降 じがて 一 おの 期 g 機が 授かを 中止し 手工に 移るべき 旨 
を 言明した ると きは ライヒ 大巧 大 おは 其の 時 巧が 降 謀 おを は 第一 一條の 牛： 産制 限に 服さず とを むる 
ことを 得 0 

» 巧 傷 ごご ヴイヒ 大巧 大巧は 第 一條 巧 一巧 じ お げられ たる 巧 類の 巧が 巧を 巧 お 巧 用せ ず义 
はれの. 種の 巧が 巧を をを せ ざろ お 巧に 巧して おが 二 巧 億 ライ ヒス マルクな 下の 補助を お,、 る 瓶 限 
をち す 0 

二 商工 會議巧 令 (一を 一一 異鲁 一一 千日) 

一九二 一巧 年 セ 月 一二 日 附經濟 方策 巧に あき ライヒ お 巧 大臣は ライヒの 務大 おの 同 息を おて ネ 
の 命令を 公 ホナ。 

第 I 條巧エ み P は ライヒ お巧大 民のを 巧に 服寸。 

» 三條巧 H みま 巧、 其の 公法 上の 闻 巧は 指導 ホが 則に おきてを を お 巧す 〇會巧 及が の 
か 巧 人は ライヒ お 巧 大臣を を 巧 そす 0 


をが 》 隹エ巧 7 巧 
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館|二條 (一) を巧は巧の代巧人と共に會ま所の巧巧を巧成ず、貪巧る巧事の^^あ巧助の哲 
に 巧 巧を 巧 巧し、 巧 問は 會頭 をを 巧な し ライヒ 招 巧 大臣 之を ま 巧す 0 

ごで 前 巧の 規 をは 第二 おに 巧げ たる 公を 上の 苗 巧に もを をが 用す。 

二 I 褐炭 業に がける 經巧的 義務 おな 創設 令 

(一九 一二 旧年 九月 二十 八日) 

第- « (一〕 ライヒ 巧 巧 大臣は 巧 栄の巧 巧なる 別 巧の 利用 か 闲夕巧 巧 巧の 爲 せじ 聚 急の 么巧 
もりと 歲め たると きは 裕 架を 採 おし 又は おおの 巧 おを ちす を 菜 若しくは 個人を して 組を をが 巧み 
しめ 又はな 存曲 巧に か 入せ しむる ことを 巧 (お 濟的ま おがを )0 

a 1) ライヒ 巧濟乂 おは 巧 一巧に 巧げ たる 目が にょる 菜な 巧 巧を ちずる 企 巧を ま お 化合に な 入 
せし むる ことを 巧。 

ご 一一〕 まあ 化合の 化を なは 組を 时ホ巧 かち 度 巧に 巧り て 生ずる 化を に 自己の 能力に が じて を 巧 
する ことを 巧。 

»|| 條 ライヒ お濟大 おは 第 一條の 巧 おに 么 おなる 規定を 公が ナ〇 おに ライヒ お濟乂 民は 左に 
巧げ たるを 巧を 毎ナ ことを 巧。 

一、 まみ 化合の 法が 關巧及 化を 長の 推が ま 務を規 おする こと 

二、 巧 お 化合が を 人なる ことを 瑞巧 する こと 



第 III 條ぷ巧 おな は ライヒ 巧濟乂 おの 當巧 におす。 化なる 自曰 のぶみ の 巧 巧 じがて 化な 貞は ラ 
イヒ經 巧 大度の お 示 じ 服が すべし。 ライヒ 巧 巧 大臣は 巧の 煤 限を 代 巧 人に ま 巧す る ことを 得。 

第五 酱 $ におき て 公布せられ たる 規巧 にか 患 又は あ 失に ょゎを 巧した る ホは を お 又は 抗を 
刑に 巧ず。 

第ホ條 ライヒ お 巧 大臣は 本 令の 巧 巧に 么 巧なる を 令 又は 巧を 的規 をを 公布す。 

1111 々 ^ テ^ 令 改正 法 a か 一ー ニニ 年 セち 十五 日) 

ド イブの 力 心 テわ巧 制け 巧に 一九二 旧年 十一月 二日の 力わ テ.： ^ 々、詳しくは 「括濟 力を 用 
巧が々」 じ 初 まる 〇 化し 化の ホ わチわ をは 法が 上では ヵルテ 心 も 巧 則め じ訟 みながら、，」 か 
，一巧み のな 巧は 宰ス不 ぶ 的で わつた。 この ことは 何 ムリ も！！々 巧 八が 巧ち 巧 九 巧 じ 現 はれて 
ゐ る。 卽 ろ、 が 八 巧は 力 心 テ か 加 S ホに 巧して 「巧大 なが 由」 じを く お 巧 巧め のが 除の 述吿 
巧み おへて 居り、 之に i つて 力ゎテ 心の 內な 巧れ 巧が 菊 みられろ とみに、 化 ホでは 巧 九 巧に 
がける 「をな 括 巧 又は 公な も危 がなら しむ/巧 ホ ホの 括濟 的な 巧の 日かん 不 なじが 化する」 
巧の 巧 巧なら ざろ 文 言の せじ かが 的れ なな 制の 手段 t ま L く 制 供され てゐ たので わる 0 
しかるに 力 か デ 心 巧 巧 及 干が 手段が 法 巧と 巧く お化される じ まつた のは 一九 1110 年 セ 月 一一 
十六 日の 力 か テ か 巧を々 じ i つて i - もる 〇 化の 法々 じ i つて 枯 みけ かみて 巧れ むを 巧 的卞ホ 
おも «巧 すると 巧が じ 其の 巧 西が 夕大 された ので わる 0 
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ちじを のか 心 チ かを じを いて 一九 1110 年 八 巧 s 十日には w 巧 か 策の おが々 疑 k こ w ずる 化 
巧規 2； が 力 心 テ 心を をいて 公ボ さた 《いで 1 九 一二 一？ 旱 六日が おがな のがが お 
巧々 J が公ボ せられる じ 及んで、 巧 糸の 干ず 獲は な々 巧 化される におつた 〇化 のかを はを 巧 じ 
一巧 ホの 巧が 引下ん かすろ もので わるが、 巧 年 十二月 八日の 巧が 引 上々、 詳しくは r 巧 濟及か 
巧のを ぞ ホに ホを お 持 巧 巧み 大巧 巧々」 は 協を 巧裕を おじ 互 リサ 巧 1 劑 ホの 引下ん かする と 
ホに、 同々 巧 一一 巧に 基 さ 「巧 W ホ 巧に M ずる 巧 巧」 に ふり 巧が 巧が 長を の 巧を も 巧 求した 0 
々いで 一九 一二 一一 年 ホ 巧 十四日のを 正々— 司法 及 行なの 巧 おじかけ ろ お巧乂 巧が 1 をは、 其 
のる 由 まじ £ れげ 、巧な 的な あ i りして 「力； k テ 心々 化 巧ん ホ おされた るを おのを 巧 及 編 
巧」 のた み公ボ された t ので わつて、 巧に 力 か テ 心 取 巧の 一 一大な 事 ホた る ラィヒな 濟 大臣 i 
々心 チ 心 巧 幻 所との 巧な も ザぶ して ゐる〇 がろ、 これに ムリて 力 か テ i お戍じ M るね 巧的强 
が 手段のを 巧み 大 ならしみ ると 共に、 化 巧 力 心 テ 心 力を 巧の が 化に 留 息した ので わる 0 
とこる で 持濟あ 巧の 激化に i りおが 展な巧 ホを ザに i りおを ホ 巧み 全、 わけても 中 ルを 本 
は 大巧 本に をして 巧る しく 不 がな ホ 巧に 记 かれろ じ まつた 〇 か、 る 事情の 下 じわりて 何ょり 
も 虫 巧され たものは 力わチ 心の ホな 的 統制、 しかも 曲 « が 巧が 旧 入 的 刹 益に i つてみ かされ 
ダる やぅな 制 力 心 チ* の 制な 巧せ じょつて、 其のな 巧みな 化する こ i で わつた 〇 化の 巧 巧 じ 
がへ たもの が ホの 一九 一二 一二 年 セ 巧 十五 日の 巧 制 力 心 チ 心 巧 » 法で わる 0 

本 法 じがて ナチ ス のを » ホ義か 神は# みて 明 於 じ 巧 はれて ゐる〇 かろ、. 政 巧け 「がな じか 
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ずろ 公な の逐 先」 の巧则 から 「巧 巧の 化々 的义 は巧濟 のが ホ i りして、 n かな 巧み 制拟し ft 
つ 巧みが 力 もが 化して」 を阴 W 結 濟の巧 巧 も ホる ことみ 化て 日め i ずろ ので もろが、 この こ 
i はみ してが 本のに 巧ぶ 的 計 在 括 濟の巧 行^ ホ 凶ず る ものでは なく、 を 業け が 人み が おと 仰 
人の 巧 化が の 上に 立た L みられて ゐる 《でんろ。 

かくて 同日 じ公ボ された 力ん チん を あ 法を じ i つて、 えづ 一九二 一一 一年 十一月 二日の 「結 巧 
力を 用に おず ろか々」 みを 正 L て、 力 テ 心 協ぶ 中な ホ 利な じ 有を なる ものに 巧す る お® の 
巧 化 も 力 心 テ 心拽約 所から 結 濟な策 上の ななの 巧 化 ホた ろ ラィヒ 括濟乂 にじ 巧し、々 て、 「强 
制 力 心 チ を」 の 巧 巧み 见る じちつ たので わろ 0 

第- 條 一九 一号 重 ハ 巧 十四日の 司法 香め み 巧 じがけ るな みに 關 する 大が璧 妾 一部 巧 六を 
による 改正を をむ 一九 1 1111 ホ 十一月 二日の 巧 it 的 巧 力を 用 巧 綺令中 ホ おの 通を を 改正す。 

一、 巧の 條第 一巧 巧 一 我は をを 左の かく ホ 正す。 

巧 わ 又は 決 溝のを 部を しくは 一巧を おみなら しめ 义 はなの 特定のを 巧を を 巧 止す る こと 

二、 巧 五條 中 「巧 あ セ お」 はとを 巧 おす。 . 

一二、 巧 六條中 「巧の 條策 一巧を 一號 を 一 寡を しくは 巧 五條の 巧 巧に よりて」 を 「巧 四條又 
は 第 五條に よりて」 じを む 0 
巧、 巧 セが は 之を 左 のれくな 冗寸。 


法 正 巧々 弁 テん 力 泌 


巧 巧 大臣が 巧 巧 又は か 溝の 一部 おみを をした ると きは 巧め 又は 決绿の 他の 部な を お 巧なら L 
むるべき やぶを を 無み ならしむ る 巧 巧 じがを を 巧を する ことを 巧す。 

五、 第 九 條を奇 じ 左の 义 言を 追な す。 

巧 停止 ホの 菜 務が其 巧 莱上么 巧なる な 用を ちせ ざる 人物に ょりて 巧 はれる 巧 合に ありて は經 
巧 巧 風の 宜 由を 不 をに 制限す る ものに 非ず 〇巧 おム ホの 莱お にがて 常設の 商な 又はが がか お 
をの 巧を 並に を 經巧及 公 空に おも 巧 巧 お 巧 上を 詔し 難き 巧が にがて 供が 又は 販資 甘ら れ直化 
の 箱の 個 格 巧 巧の お沒が 巧がず べき ものなる ときは をを すを と 見 化す。 

六、 季セ條 の 括敢內 「第 一條 乃至 望條」 の 項に 「第 四條 第一 巧 第 I 號」 を 挿入す。 

を考の 巧に 改正 前の 條义を 巧げ ると ホの かくに なって ゐる〇 

巧 巧條を I 巧 第 一規 ヵルテル 巧 判 巧に おし 巧の 又は 決まの おみの 宜言义 は 其 S 巧の 貪 巧 方な 
の 祭 止を 說求 ずる こと。 

» 五 酱前條 第一 巧 巧 一巧 巧 第 セ條の 規定に ょる おみのを 言は：： 

第 セ 酱ミテ A 敦判 巧は 第四條 第一 巧 第 SQ ? にめ てを 紹巧 又はな なを？ となめ たる 
ときち 巧の 又は か 譲のを 部 又は 一巧に 對 して お效を をし 又は 其 S をの 巧 施 方 ほを 巧 ルず る こ 
とを 巧、 第 四條策 一巧 第二 巧 所を の お々 をな て ホみ なりと 斑め たると きは ヵルテル 巧 判 所は ホ效 
のを 言 又は 祭 ルに 代って 巧の おみを 巧す ことを 导〇 
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々ルテル 巧 詩が 巧の 又は 決まの I がに 巧し おかを を 言した ると きは 其の 巧みの おかを 巧 ホす 
る や 巧 化の 巧 合に がける 薛圍に 付 巧定を おふる ことを 耍 す。 

» 化條 カルテル 巧 判 所長の 同 息を 得る にがれば 巧 一條に 巧げ たる 種類の 巧の 又は 決義に 巧き 
巧 班 供託物を あみし 巧 お 引が 止 又はな 似のを ホを 有する 不利な する ことを 得ず。 

前 巧の 同を が カルテルの あ窗 がを 紹巧 又はを なをを かすべき 內 巧を をし 又は 巧が 止 おの お 巧 的 
巧 敢の自 曲を 不 をに 制限ず る谭れ あるときは をを 拒 巧す る ものと ず。 

« 十七 悔本 令に 巧き 無效 なるおの 又はみ 謙 (第 一條 乃至 第 S 條 、第 セ條 、巧 九 條巧セ 巧、 第 十 
條 第五 巧、 第二 十 一條) に 故 患に 服し 又は 第巧條 第一 巧 第二 一 お 又は 第 五條、 第九條 第一 項 若く は 
巧 六 巧の 規 をに 反せる ホに おしを 判 巧は ラィヒ 揺 巧 大臣の 申出に ょり 秩序 罰を 課する ことを 得 0 
ホの な 正の お 目は がに 1 1 言した やぅに カルテル 取が の最 なが 化ん 力 テ か 巧が 所から ラ 
ィ t 培濟 大臣に をずに わるが、 この こ t は 同を 正 法の 巧 由 薄に も 巧 白に 現 はれて ゐる〇 
3 由 

な來の カルテル 令 にがては、 カルテル 巧 わ 又は カルテル か络 若く は 其の 一巧の 貪 あ 方法に して 
を おお 巧 又は 公を を危话 ならしむ る 巧 合に ありて は 経 巧 大臣は カルテル 栽 判 巧に 對し 巧の 巧が 又 
は 決を の 無み のを 言 又は 其の 一定の ぎ 巧 方法のを 止を 請 ホナる ことを 巧た る ものにして、 カルテ 
ルを 判 巧 其のみ 巧を 行へ々。 がれ ども 事 巧め てま 乂 なるお 濟巧巧 上の 巧 煙に 關 ずる ことなれば、 
其の 炊 巧は をを お 巧 巧 巧 上の 第一 巧 任 おた る お 巧 大臣に を 任す るを なて 正當 とが 惟ず。 之が 巧む 
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にお 巧 的な 力 涅用巧 締令中 第 四 お、 巧 五條、 巧 六が、 第 セが 巧 第 十 セ條を 改正して 巧を 巧を々* 
テルを 判 巧より 巧た に ラィヒ 經巧 大臣に をナ。 

本 法は なほな 巧ず べきを お 巧 上 健を なる 巧 菜み みの 維持を 計らん とずる お 巧 的 おを を 助 おせん 
とずる ものな り 0 

カルテル 令 第 九條を 一巧の 巧定 によれば、 巧 讚 供託物を 處 みし、 取引 巧 止 又はと とお 似の す 巧な 
をが する 巧 合に ありて は 巧 判 巧 長の 同意を 輿ず る も、 と 等の お 畳 じして を お 巧 又は 公结 をを かし 
又は 巧 停止 ホの 經濟 活動の 自由を す 當に制 おする 巧れ あるとき はえを 拒否す るを おす 。され •主力 
ルテルを 判 巧を は 現 巧を によりて 巧に 巧 停止を、 カルテル あを お濟の 巧に 考 旗す る餘 地を おへ 居 
れゎ 〇卽も カルテル 巧 判 巧ち は 巧に 巧 引 停止 あを に 巧す る おおに 巧して ちを 等が をな 巧 菜み み 
のを 餐及巧 巧を 巧 かすが かき 巧柔上 許ず ベから ざる 人 わに 巧して 巧は るる 巧 合に ありて は 么を闷 
をす るを 巧た ゎ〇巧 巧は 巧の 盛 巧に 進んで ホの かく 琪 巧す 〇卽ち 巧柔上 信用ず ベから ざる 人物に 
よりて を 巧され 又は 巧 巧 巧 巧 上す をなる 巧 巧 巧 か (おが 义は衍 巧が 上〕 じ 巧り て お 巧が じ蒂 赛を潇 
すが かき 經 曾に 巧」 5 ぜられ たる 巧 引 登 巧 分は を 通が 停止 ホ Q 経 《活 助を 不當に 制限す る も 
のと 2 て 化 S 合 にがては す曼る 制限を 禁止ず ベき ことは 勿 お前に 同を 詔なる ホを 3 
てを 柔 上な 用すべからざる をと 見かず かを 巧 巧すべき 時を の 房 話は 巧 来が けたる ところなる も.、 
之を 巧を ナ るに 巧々 ては 個々 の 巧を にが 巧更考 まする を 巧 ナ〇义 如何なる 巧 合を なて 巧 巧 巧 巧 上 
すを なるな 格 揉 作と 見るべき かに 付を を 巧を すべき 房な なく、 法律は 寧ろ 巧 巧 ある 巧が 换 かを 巧 
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制ず るに 常り て 巧 巧 巧を すべ 夕屏巧 巧の ホ 情を 指摘す るに 止めたり 0 

_ 四 强制力 中 ア^ 創設 法 一九 5 ミセ 旱 丑5 

ド イブの 力 わテわ 巧 制の 巧 ホの 巧 巧は 巧ぶ のな くで わるが、 かくして 前 化 力 心 デムを 芭を 
じ £ つて カ シテ心 巧 制のを なお 力の 巧を 合 巧 円に，】 たる 巧に 公 ホ ザら れた ドイツ カ^チ 心の 
を® め 規制に 聞ず る 法規と して 現 はれた t のがみ 巧の 巧が カシ チ* 扣巧巧 でんる 〇而 して 化 
をに 巧 おすべさげ 本を じ 巧して 大 なろ 巧 カホが おへられて & る ことで わつて、 が括濟 じがて 
白 力めに 巧 度から 免れ 巧い 巧 合に 其の 巧州备 見る ので* それぶ じ丰 法は 巧 巧 的 法規た る 巧 巧 
若有ずろじ止リ、 括濟化度がををされ、 おが本法の巧巧も巧せぞる時はあろじ设化さるぺ-*^ 
巧な じ 巧 かれて ゐろこ i で わる 0 

第- 條 (一〕 ライヒ 巧濟大 民は 巧 巧が 制の 目的を なて を 菜を シンデ ケ I 卜、 カルテル、 協 わ 

又は 巧 樵 Q 協定 じ おな」 若く は旣存 SSQ 企 菜幽 板に 塞 苦む る ことを 得。 ちお蔓 は 

か驳 が企柔 ホに を 巧 巧 及を なの 巧を に 巧み 化 おありと 巧 おされる ことを 巧す 0 

(二) 一九 一二 一幸 六旱四 円の 司法 及 巧 巧の 捉 聞に がけるな 思に 關 する 大概が 令 第一 部寞章 
に 示された る 一九二 一一 一年 十一月 二日の お 巧 的が 力 お 巧 解な の通吿 はれの おりに ホず。 

«|1 條 ライヒ お濟 大度は 巧 一條の 巧 巧に 么耍 なる がを をを 布す。 特に ライヒ お 巧 大臣は ホの 
事 巧に 關 する 巧 巧を 有ず。 
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一、 巧廣 なの 襯利 萬務巧 其の 化 留箇の 法的 關 巧を 規 擦す ろ；。 

二、 巧存阐 おに おする か 策 か 入の 場合に ありて は 凰 度な の お利袭 おは 奥 わ 上の 巧 おに 巧 おさる 
る ことなく とを 规 おする こと。 

一二、 定款の 远 がは ライヒ 摇巧大 居の 同惹 ある 瑞 合に のみ 之を 許が すべき ことを 定 むる こと 0 
さ 二條 (一) ライヒ お更 民は 第 一條に おげ をた る闽 粗に 關 しを 監が及 干渉 Q 護襄 
ナ〇 ライヒ 經巧大 おは 巧の 權 限を 化 巧 人じ委 化する ことを 得 0 
ご 一〕 監 巧の 宵 施 上 おじた るを かは ライヒ お 巧 大巧のを むる 細训に 化ひ關 巧者を を 巧据 す。 

畜 《ライヒ お 勇 民は を 條 におく 方策 かを に 蓋 も菱お 示すべき 態に めて 調 婆 ま 

を 巧 ふべき 巧定 むる ことを 巧、 化の 協定 分に 於け る 方法に 鹏 しては ライヒ 經巧大 民は をが お 巧を 
愛 巧す る ことを 巧。 

第 五條 (一) を お濟及 公な におみ お 定経巧 部門の おちなる 必 おありと 思が せらる、 巧を にも 
りて は ライヒ お巧大 おは 常な 巧濟 が門內 部に めける 新規 企 菜の 創設 並に 旣 なを 菜の 萊務 がを 及 作 
菜 能力の 演 張を 一を 期閒 中止し 又は 巧の 巧 息を 么輿 たらしむ る ことを 命ずる ことを 巧〇 ライヒ お 
巧 大臣は 同 巧なる 前 巧の 下にが ける 巧 巧が 宵 巧 用の 昭閒を も おがず る ことを 巧 0 
(二) 化の 規 をはが をに 際し 需巧 の證 明を 條件 として おへらるべき 許 巧を 必が とする エ 菜には . 
をを 巧 用せ ず。 ’ 

•た條 本法にあく方巧にょゥホじたる巧蒂を^5^としてライヒにょる賠度はおへ らるること 



なし • 

» セ條 (1) ライヒ 經巧大 民は 本を に 基き を 布 せらるべき 規 ちに 違反した る おに 巧して カル 
テル 裁判所に より 巧を 罰を 課する ことを 規定す る ことを 巧。 化の 秩が 罰は 罰金 刑と し 其のを 巧 限 
巧は とを 制 おせず。 

(二) ライヒ 經濟大 段は 巧に 第 五條に 基き を 布せられ たる 命令を « 施 する 爲 ランド 巧に 慮 じて 
语察强 制の 適用に 關 ナる規 をを 巧む る ことを 巧。 

第八條 ライヒ 經巧大 おは 本を の 施け 上 化 巧なる 司法 及 巧 巧 命令を 公布ず。 

第た 酱本 法に よゎ 設けられ たる お 限が ライヒな 掛 農菜大 民の 職 おお 剧に閱 巧す る璧 口に あり 
ては ライヒを 巧を 業 大臣 之を 巧 ふ 0 
3 由 

巧 逆 經濟に 重が を かへ つ、 ある 巧 刻なる る 巧は 巧 巧なる 激し さを なて、 ホを 能力が 現下の 販 W 
巧 能け を遙 かに 超 遇せる を菓巧 門を 巧 ひつ、 あり 〇么 等の 經巧部 巧の もる ものに ありて は 巧 巧に 
尖銳 なる 巧节 あとに 附随 甘る 非 採 巧 的なる のが 巧 巧が 闽 巧が 巧と 里 巧なる 企 菜を が 亡の 危お にお 
せしめたり。 巧蒂 を先づ な 瘡 せざる を 巧ざる ものは 么 等の お 巧に 從 ザす る 因 巧 同胞なる べし。 化 
處 にがて かを なを 巧 一として 巧が 的に 于巧 ずる 销 限が 强 巧に 因みに 巧 へられざる ベから ず 〇がり 
とが も 本 法の 么 布は 巧 じて 個別 企 菜 おのが 息と 巧 巧 席に お 巧を 潰く 現在の 巧巧秩 巧を が 本より 巧 
ずし 因を 的 計 喪 留濟を 巧 備 せんとす る 目的を ちす る ものに 非ず 0 
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本 法に 巧め られ たる 媒 能は 巧ら く 巧じ大 なる 抑制を なて 且な巧 巧が 自己の 巧满 にめ て 自助 的に 
を 面の 聞ち より 腊却ナ る 方途を お 見し 巧ざる 巧を じ 限り 發動 せらるべき ものと す。 本 巧に より 公 
布 甘ら る、 がをは 夕 くの 巧を、 袭 示された る摇巧 巧の 希望に おず る ものな ゥ〇 夫は あ 獲 的け 巧を 
帶 ぶる も Q にして、 がて 紹巧が 巧に」 て義 され 琪下 Q か-菜に 巧」 累 なる 案が 巧へ らブ ごや 
をに 撤巧 さるべき ものな ゥ〇 

本 巧は ライヒ お 巧 大臣 及 ライヒな 巧ち 菜 大臣の 短读巧 にがては ライヒを 巧を 菜 大臣に 巧し 
て、 其の 化の 巧 じあ ゥ ては 企-束の 巧 ホ 巧を 制限ず ろ ミな くして を 菜を 巧巧锭 制の おを に刚 おせ 
しむる 樵 限を 附巧 する ものな り〇 化し 之 等の 方 巧は お 合が 企萊 ホに を 巧 巧の 利な 及 公な に纪 もて 
巧 巧 巧 巧上么 おありと 萬め られ たる 巧を に 限り 採用 さるべき ものと す〇 をが 巧ホ務 大臣は 命令の 
痛 行 上 適 ホ さるべき を 巧 猫 あ 十 ホ 巧に 鹏し 巧に 他の お 龄を す 0 巧 の 種の 强制お 合が ぶ ホせ し 
お 合は 勿 説 •おた Q 餐巧策 蚕 Q 他 Q 巿場 がけが 一方的に か采 S 利な に Q み 奉仕す る、 一とな 
く、 ホ 巧れ 制の が 巧を 蒙る 人々、 特に 購入 ホ あ巧努 ホに 巧して 必 巧なる 考 がを 巧 ふべ く留 をず ベ 
さものと す。 强制 ヵルテルの 巧妄 前に ありて は 示談に よる 巧 解の 目的の 巧 巧は 戍を 居るべき 
調が 巧に がて 自巧想 志に よる お 巧の あらゆる 巧 能なる 手段を 試 もるべき ものと す。 

本 法に よゎて 巧め られ たる 第二の お 能は ま務大 おの 巧 巧 ありた る 巧な にあり ては 巧な 經 巧が 巧. 
の 巧 部に がて 巧热企 菜の が設 並に 巧存か 菜の 粟 あ 又は 作柔 能力の 搪大 .を 一巧 巧 脚 お止し 义 はとに 
教 しま 巧 大臣の 同 息を 么巧お 件たら しむる ことを 巧る 找 にあゎ。 化の 巧 巧は ホづ巧 巧を ぶを なて 
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充み巧 巧を 巧 足—' 巧る ことのみ めて 巧 巧なる® 巧に 巧 巧の がが 巧て 义巧 なな 巧の 良に 今や 特に 化 
巧なる 巧 本が お 用され る ことを 巧 巧に 巧 ム寸 ベき 巧 巧 巧 巧 上の 化 菜より 生じた る ものな り。 

一 五 强 和力少 テル 創設 法 施 巧 令 こを 一二 二 年 十月 音} 

»_ 售 ラィヒ 巧濟 大度 又は ラィヒを 巧な 菜大 おが 巧の お 巧せ る巧閒 にがて 孰 お. 器 落と 巧す ベ 
さものと 命じた ると さは 巧な 巧關 じめ ける 手が はな 下の がを による 0 
第 II 條調巧 蘇 蒸の 巧 巧と なる 巧 巧 部門のを 菜玲 なか 巧 俗 局に. 器を の 開催を おまし 又は ま巧大 
臣が 調停 局に 维 寒の 開催を 巧 ホす る ことによ りて 手 巧を 開始す。 

« 己條 (一) 關巧 おの 中 i にはが S 閱巧人 (巧に 巿巧 あなが 關 巧) 及 巿巧秩 巧 招來の 巧の 申 
請 ホの 努力に 關 する 詳細なる を述 ホに 巿 巧が 制の 巧に 提案を 記 化すべき ものと す 0 
(二〕 申 には 巧に おを 又は 加入せ しめんと ずる か 菜 あを 列擧 すべき ものと す 0 

畜 條調詹 は攀韶 巧に 第一 一 一條 第二 巧に 巧げ たる 企業た て 申 雲に をて 代表せ を 

ざる ものに 巧し 態 巧 巧 巧の 巧 中 託® を 通達すべき ものと す 0 
藥 五條 調 お 局は $關 巧の 說 明に 么 巧な りと 或む る 詳細なる お 巧 巧に を 謀經 巧が 門の 巧 巧 及 
資用關 巧に 關 する 中立 的 巧 關义は 人物の おを を 中 薪 ホが 提 化する ことを 條件 として 口 巧 辯 論への 
召 巧 日を 巧む る ことを 得〇 化の 極の 巧 巧を なした ると きは 調停 局は 第 阿 おに 巧げ たる 關巧ホ こお 
しても をを！ as すべし 0 
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» セ條 調停 ホ赛の 結果を ま 巧 大臣に 巧知す ぺし〇 

ニ ハヵ 八 テ 八 關係諸 命令 

な 上の 强制力 瓜 テ 法に 基み な濟 大臣が ヵシ テ* 巧 設义は 其のが 設巧 おもな じたを 菜は ネ 
日を じが だみ を じのに つて ゐる〇 之に 閒 ずろ 法文は 巧が のじ 巧げ る ことは 巧が でも あろし み 
くの おを も認 みられな いせ、 此 おには 巧 示め に 其のぶ おと 思し さもの、 みお おおし i ぅ 0 
化の 涅の丰 法に 巧くな 令は 热て 一ぶ の おまん 採つて 巧り、 これら 諸を をに 付いて 一々 其の 
全文 もな ける ことは 巧の 巧 じかへ な いがめに、 單に 其のな 巧 もみす 巧に ホの 一例に かいてを 
义も 巧げ ろじ 化み る 0 

so ボ^卜な 下の 電巧 生產 制限 ラィヒ 經が 大臣 命々 

(一九 111111 年 十一 さ 一日) 

一を 号 牵セ巧 十五 日 附强制 ヵルテル 卸設 法に おき ラィヒ お 巧 大臣は みのな 令を 公布す。 
»_條 (ー レ ー九 一一 一巧 年 一一 一月 S 十 一 H を ホの 事 巧は をを 祭 止す 0 
ィ 、一一 一〇 ポルトが’ 下の おな ホ 產の径 の 巧 巧を ずを 剣嚴 する こと 
n 、 巧存を 菜の 菜務を so ボルトな 下の おなおを に摘张 する こと 

- r ま 巧とは (あ 一巧) を W し 巧き を 《 ょり 巧々 お 力に ょゎて 虽 ホす る爱ホ 巧を をす る 巧 光 
所 材を云 ふ 
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さ 5 ライヒ 經巧 大臣は 第 ~ 條 Q 制限を 許 巧し 且何 巧を とも 本命 令を お 止す る おお 畜 巧す 

さ S 第 一條 Q 規定に 進？ る も 0 はとを ランド 法に 基 さ# 謹 制に よゎ 了本囊 S 奉を 旨 

巧す る ことを 得。 本 規定に 違 だする ものは ライヒ 經巧 大臣の 雪に より カルテル お 判 巧に 陕ホ 
罰を 科ず る ことを 闻〇 

ま 條 秩序 廚化柄 金 おと」 護 度は. を ちれず 
本が 令は 公 巧の 日より 巧 力を 爱 生す 

な 下 同涅の 命令に ついては 其のを 义は 省な する 0 

化 學的藥 品 的 ザ ラス 器 製造業の 生產 統制 ライヒ 經み大 匹を 

(一を 一呈年 十一月- Hil 日) 

雄 I 儀 ガラス 巧を 原料と す K ? 化學羹 eg 的 ガラス おの 生を 及び 望の 毎の 夏 的 巧 巧の 覆 

時間は 一 奎四軍 一月 一手 日を をを I 迪 四て 時間な 內に制 巧す。 

製 鹽榮巧 巧が 制 ライヒ 經巧 大臣を (一九 ミミ 年 十二 さ 一十一 二日) 

*- 悔 (-) 末 令 巧 巧の 巧 おを にもが をに も ドイツち 宙 なをち お まな 會れ义 は 北部 ドイツ 
ななおを 有限 巧を 食せ 若く は 巧 巧 ドイツ 苗が 巧 巧に 巧 《廿 ざる 巧 苗 お ホは 巧 巧を 疫 巧し 又は 
なま 坦 のか エに 巧して 苗を をを すろ 限り I 化 I 二 0 年 一月 二十-日の ドイツち 9 化合ち 巧 巧 巧 
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貪な の 巧 貫ち 《にな 巧し 本 巧 巧より 巧な 岛じ 巧し ホず べき お 巧る 巧を 巧 ひ a 坑お 巧の 巧には 
化 部 ドイツ 里が 化合 あお 巧 巧會れ にか 盟し 一九 一二 一一 一年 一一 一月 二十 一日の ホ 正を 伴 ふ 一九二 一二 お 
十二月 一二 十日の 留應巧 巧 巧 わよ ゥ叟昌 におし 生ずべき 巧 巧を 巧を 巧 ふこと を 巧す 0 
(二) H 業 苗锅菜 苗の 赔 びか 巧に おする 里の 阪資は 本 巧 制に よる 制 おを 受けて 

四 巧を 網 業 巧 場 統制 ライヒ 經濟 大巧な (一九 一一 亩年 一月 A 日) 

» -條 (一〕 四ち 金が の 生 產ネは 左を 本 令 巧 巧の 巧 巧 巧 金が 組合 (デュッセルドルフ) に 未だ 
巧 苗せ ざるが 合に ありて は 之に か 入せ しむ 0 

(一一〕 組合に か 入せ るを 產 ホは ライヒ 巧巧大 民に 巧 化した るな ホの 一允 一一 一四 年 十月 セ 日 附巧角 
を紀 化合 巧 わより 巧の 當 事を におして ホず る 巧巧秦 おを お得す。 

石 お 製造業 ホ 場 統制 ライヒ 經が 大臣 令 (一九 一 一毫 一巧 章 

條 (こ 巧 一一 一巧に 巧げ たる お麟 おを 物のを を ホは とを ペル リンド イツ 石鮮 巧进萊 化合 
に 所；# せざる 場合に ありて はえに か 入 甘し む。 

ご 一) 組を にか 入せ る 石 おを 產 ホは ライヒ お 巧 大臣に 巧 3.-^ たる 念 巧に がける ベルリン ドイツ 
石 お巧进 菜が 合の が 合 巧 わより 巧の 常 巧者に おして ホず る備利 あおを 巧 巧ナ。 

(三一〕 $ に 云 ふ 石 驗生產 物とは 軟 石ち がお驗 、おお 换 、エ菜 用 石 お、 並に 消 巧が 石货と 
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す 0 

凹面 レンズ 市場が 制 ライヒ 經辨大 がな ( I 九 一二 旧年 二月 十五 日) 

第- 條 (1) 一九二 入 ザ ー巧 一日 乃至 本々 施行の 期閒中 じがて を 一條に 規定せ る M 面 レンズ 
を生產 したる 企 菜は をを 本 令 施行の 際 ドレスデン • アー ニ 巧> ベルン ハルド シユ トラ ー ヤ ーニ 四を 
地 ドイツ 凹面 レンズ 巧 造 業 カルテルに 巧 おせざる 組合に ありて はを にか 入 甘し む 0 
(一一〕 カルテル にか 入せ るを 菜は ドイツ 阿 面 レンズ 巧を 菜 カルテル おわょり 宾 めを 事 者に おし 
て 生ずる お 利 ま おを 巧 巧す。 

時計 及 部み お 生を 制限 ライヒ 經濟大 おか (一九 ミ 四 年 一一! 月 六日) 

第 5 一九二 一 五 ホ 十二月 一手 一日を ライヒ お 勇臣の 許可な くして ホの 事 巧を 毎す ことを を 
止ず。 

(イ) 時計 あ 巧々 品を を產 すべき 新規を 菜を 剣設 する こと 

(口〕 時計 巧 部分品を 生產 する 巧 存企莱 のを 產 能力を 猜狼 する こと 

(() 巧な 企 菜のを 莱巧閒 をが が あがみな の 半を に搪张 する こと 

窒 S 腕時計 巧 部分 愛 半-產 ぇが 巧 的 ホを-を 么耍 とする おり 第 一條の 規 巧に 服ず る ことな 
し 0 


♦かなな W 入 テ 弁々 92 


過 攝尬お 灰生產 工場 速 設紫止 ライヒ 經棘大 お々 巧ユ) 

巧- 條 一九 一一 一六 年 十一 一巧 一一 一十一 日を 夕の事 巧は をを 禁止ず。 

(イ •、> 過巧敌 石灰を を產 ずべき 斩規を 菜を 创設 する こと 
(口 い旣存 を 巧の 巧菜路 巧を 過 巧が 石み お産に おおす る こと 

(ハ) 本 令 施行の 日に 六 ヶ月な 上が 菜せ る 適 巧醉石 巧を 產エ 巧が 巧び 巧 菜す る こと 

葉を 製造 萊轉を 的 ホ 巧 統制 ライヒ 經が 大巧 か 加 巧 

第- 條 (一) 葉 卷お產 ホは ペル リン おを おを 菜 お 巧が 合に 巧 K せ ざろ おり 本 令 巧 巧の 日な を 
がを じか 盟 せし む。 

第四條 (一) 夕 のず 巧は 之を お 止す。 

(イ) おを を おを すべき 巧規を 菜を 创設 する こと 

(口) 末な 巧 巧の 日に ー ニヶ 巧な 上化采 甘ろ 巧を ホを エ 巧が 巧ぴ策 巧を 巧始 する こと 

ラデォ 受信器 生 鹿 制限 ライヒ 籍 が 大 お々 (扛肚 だ 叩 巧 

第 5 一九 一二 六军 二月 一手 一日を ネのザ 巧は をを 祭 李 
つ一 > ス の 半を に閱 する 新規を ちを 節 おする こと 
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(ィ〕 ラ デ オを信 巧 

(こおを お 

(ハ〕 ィ巧 口に 巧げ たるみに 巧 用す るお詞 
ご 一〕 巧 巧 企 菜の 菜務巧 巧を 巧 一巧に 绳 げたる わの 牛： 產じ巧 狙 十る こと 
ご 一一〕 巧 一巧に 巧げ たる ものの 一巧 又は お 巧を 生產 する 巧存を 菜の 柔 おなおを 巧 一巧に 巧げ た 
る もの、 化の 種の 牛を に巧裝 ずろ こと 

煙草 製造業 ホ 場暂を 的が 制 ラィヒ 經が大 お 令 ご ハ^!; J 訓 年) 

*_ 條 (一) 巧を ホを 离が ベルリン 巧 joHgR を 菜 カルテルに 巧* せざる 時は $ 巧 行 日の な 後 
をを カルテル じか 入せ しむ 0 
» 巧條 (一) まの ホ 巧は とを を 止ず。 

(ィ〕 一九 一ー ニニ 年 六月 一日 乃至 一九 S 巧が 五月 一一 一十一 日の 巧閒 中に 合 巧 一 五' 000 ツ ょ ン 
トナ I な 上の 巧 草に 付 巧 巧した る 生を ホは 其 菜 お 巧 困を 巧 張した るお果 I 九 一一 一巧 ホ 六月 一 
日 乃 ま 十一月 111 十日を の 巧 牌 中に 含 計 一九 111111 ホ 六月 乃至 一九 一二 巧 年 五月を にか 巧して 生 

をした るを の 年み な 上 又は ホを 者の 巧 巧に ょゎ 一九 一一 亩年 一二 月 巧 月 五月 中に 巧 巧 

して 牛： をし たるまの 二倍な 上を ホを する に まらし むる こと 0 

(こ 一を麵 六 巧 一日 力ま 一九 一一 養 胃 一手 一星の 巧 間中に 合 か 一 五、 89 ソ * 
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ン トナ I な 下の 規 草を ホ產 したる 牛 茜-ホは 巧の 巧 務巧圍 を巧张 したる 粘 お 一九 s 四 年 六月 
一日 乃至 十一月 S 十日を の期閒 中に 合計 セ、 五 00 ッ 王 ン トナ I な 上の 提 草を お產す るに 
至らし むる こと 0 

自動を 製造業 市場が 制 ラィヒ 終が 大巧 か 其^た 5 巧 

* 三條 (一〕 巧 用 自動 巧 其の 化の 自巧ザ お 巧 作 ホは 案 ロタ あの 日より ヵルル テルに 加入せ し 
む 0 

第 五條 (一〕 左に 巧げ たる 事 巧は をを 禁止ず 0 
(ィ) 第一 一條 巧 一巧に 羯 げたる 種 巧の 自動 ザを 巧 作ず べき 新規 か莱 をを て； 

( D 〕 巧存企 菜を 第一 一條 第一 巧に 巧げ たる 巧 巧の 自巧巧 巧 作に お 巧ず る こと 
.(ハ〕 巧 一一が 第一 巧に 巧げ たる 香 巧の 自巧車 巧 作を 菜と する 巧存企 菜の 能力を 巧 おすぅ ミ 

自然 及 人造を お 加工 統制 ラィヒ 經が 大臣 令に；^ お^ 的 セー 
gin S 妾ィ至 V ふ 外 Q 寡 又は 人變豪 空」 を 望せ」 A る 個人 又はを で 

は 「巧 おか エ莱ホ 巧 巧」 にか 呈 しむ。 太 令 巧 施な 巧に 前 股の ちみす る 巧 まを 閒始寸 る 個人 又ょ 
企 菜は 巧の 巧 巧に か 入す。 
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ガソリン •ステ I シ 3 ン 制限 ライヒ 經が 大臣 か 兵,! 一一 ー ド I 巧 

第 1 條 a ) 一 九111五お六月111十日をライヒ經巧大臣の許巧なくして斩規ガソリンステ1シ 
ヨンの 創設 及旣巧 ガソリン •ステ I シヨン の 能力 猜 張を 禁止す 0 

ネク クイ 材なホ 織 業擴張 禁止 ライヒ 經濟 大臣を に I 馬 巧 

g 一條 一九歷 軍 言 一手 一日を ライヒ 経受臣 Q 同意な く」 て 妻 タイ 貧 布 《菜に め 

て 新規 お 巧を 劑設し 又は 旣存經 をを 新規 絲 巧の 設 思を くは ーヶ がな 卜：化 出せる 巧の 種！！ 货の運 » 
開始に ょ 〇 て 摘 張す る ことは 么を 禁止す。 

第二 條 一九 一二 五 軍 二月 一宇 一日 迄 ライヒ 經巧大 控の问 息な くして ネクタイ 材料 布棋 菜が 自 
己の かエエ 巧を 斩設し 又は 旣が 工場を 斩設 する ことを 祭ム す。 巧存 工場 設備に あゎては ーヶ月 や 
巧 一九 111111 ホ 十月 乃至 一九 一一 一巧が S 巧 迄の ーヶ月 や 均な 上の 備付を 巧ず ことを 巧ず。 

期を 生產 制限 ライヒ 經が 大臣な C 1 九 一二 巧 年 八月 二十 一一 一日) 

第- 條 一九 111 五 年 六月 一二 十日を ホ おの 事 巧は とを お 止ず。 

(イ〕 巧 巧を 牛產し 又は 化工ず べき 斩戎企 菜を 創設 ナる こと 
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(口) 巧存を 菜巧闭 をな 巧の お產义 はな エに巧 巧す る こと 

クご 一九ニ ニニ ホセ 巧 一日な 巧 巧 巧 企を にょ ゎて ホを せられ ダり し 《を 巧の ホ產に 巧手ず る 
こと 

0 こ 銅 巧を ホを し义 はか エナる 巧 存を菜 じめ て 巧を 牛を 能力を 巧 巧ナる こと 
(ホ) $ 巧 巧の 日に 一ニ ヶ月な 上 化 止せる エ 巧が 巧 巧 ホを 文は 化工を 巧び 開始す る こと 
第一 I 條ホ產 ネが 巧错あ 設備の！！ 菜に 化を とし 又は 巧の 巧 お 巧 部の 巧 试を備 をく は 巧が 巧の 連 
巧 用に 向けられ たる！ 一巧の お 產は本 令の 制 おじ 般 さず 0 

»凸 條 ライヒ 經受臣 は 第 I 俺の 巧を Q 例外を 許ず 谋 利を 覆す。 

お 晶ソふ 生蠢限 ラィヒ 經奠臣 か ( j む而設 

第 5 1 九 111 五 年 十二月 一手 一日を 左の 巧 巧は とを 巧 ルす。 

(イ) 結晶 ソ I ダ 及巧ソ ー ダを ホを すべき 新 班を 菜を 削を する こと 
. (0) 巧存 をを の 菜み 巧 巧を お晶ソ ー ダぶ 巧ソ I ダの 生を じ 巧 張す る こと * 
.こ 心 お晶ソ I ダ 及が ソ I ダを ホを する 巧が を 粟の 作 菜 能力を おおす る こと パ 

ごこ 本令奠 s 日に 六 各ち 休止.. 一た る お 品 ソ—ダ 及が ッ ..ダ 牛： を 5 が 巧び 響を 開 •钟 

始 ずる こと 施 
- 令 



巧 お 巧 ホ 場が 制 ラィヒ 経が 大お 々(一を 一一 五 年 一一 巧 十五 日) 

?« (こ 巧 おを なエ して 本 令を 一條に 規ち せろ おなお 及 絶な を おを 巧逛 する 企 菜は まで 
巧行の巧巧わがなじ化入せざるが合にもりてはををチ ユ 1リンゲ ン • ィルメナゥ絕なお巧わが合 
にな 入せ しむ。 

ブーリストビュ1 " 1创な禁止ラ ィ ヒ 經が大お令こ 肚|||が年) 

誰- 條ッ I リスト ビュ 1°1 菜 あを を わが 規企柔 のが 設 並に ッ I リスト ビュ 101 業 巧 企 菜 
巧を におず る 巧存を 巧の 菜 巧 お 巧の 巧 おは さを 一空 一六 年 九月 一二 十日を 祭 止ず。 

ブープストビュー。1剑設舞止第こ次か ご一^だが年) 

一九 一一 三 ハ 年 一月 八日 附ッ I リスト ビユ ー a — 卸 設祭止 ラィヒ 超 巧 大臣 令 第 一條 中 「ッ— リスト 
ビユ I 口 I 栗 巧を をむ」 なる 文 言のを に 「比の 種 企 菜の S 部 巧の 卸設」 なる 义 言を 附 化す 0 

セメント 生を 設備 建設 祭 止 ラィヒ 經巧 大臣 令 ( i ;^ おが 巧 一) 

»- 條 C 1) 一九 一吉 〈ホ 十月 一日 迄は 左に 巧げ る ま 巧は ライヒ お 巧 大臣の 同意を 巧る に 非 ざ 
れば么 をを むこと を 巧ず 0 
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(ィ〕 セメント 生まのを 柔义 はおを をを 設ナる こと 
^£0 巧存 企業が 業 おおを を セメント 生産に 搪お寸 る こと 

C ： へ： セメント 生 5 馨 企業 又は 8 が旣巧 設備 S 力を 猜 遊し 又は 畫 建設す る こと 
〇こ 本 令 施行の 日に 六 ヶ月呈 化 止した る經 替は馨 部門が 巧び 經 をを 開始す る こと 
(一一) ラィヒ 經巧 大臣は 條件付 义は規 がを なて 间 なを 巧 ふべき 稱 限を お保ナ 

才ほ 旣ぷ のかく 本 法は 逊巧 的を 規 たろ 性 巧 上な 巧 化 巧が をを さた 覃本 法のを 動み 化 巧 
と ザ ざろ i さは 直 S じ沒 化さ S Vi 貧 わ y 、 巧つ て 本 法に 基 さて 公布され たかをの かみ も 
《て 護 も 設けられて 屛 り、 其 Q 細 故 Q 結 通じょ つて お化され たも Q も 今日を に 相 巧 冬、 〇巧 
はな ほ 巧义的 じ 取が S 巧ん S 贷 SQ 護 奮？ れたも Q も かくな 多 ホ Q 团こ それん 
巧 示 的 じ おげ ふぅ 0 

なじ お化され たもの . 

ホな が 巧 案 生 あ 制 化を (一九 一二 一二 年 十月 十一 二日) 

巧 W 巧 脚 巧 ホ 巧 巧 制々 (一九 一ー ニニ 年 十月 卜 九日) 

木 巧 5 及 木 巧！ Is 印 則 用れ ホに SS 生を 《巧を 冀 sf ( 一 查 111 幸 十一月 十ー ニ 
日) 

巧を 何 一 おか 生 ホ 和 W 々(一九 ご 一巧 年 一巧 十】 日) 



肺 下 及 手 巧れ 上ず 制限を. (一九 111 巧 年 二月 十一 二日) 

た メント 業 巧 巧 統制々 (一九 一二 巧 年 二月 十 セ 日) 

巧を 巧す 巧を を 朽ち 的 ホ 巧が 制を (一九 一二 四 年 巧ち 卜 九日) 
巧、 巧 巧、々 冷が 巧を を 制 化を (一九 一二 巧 年 五月 十四日 心 
が鐵 生を 制 化を (一九 一二の 年 六月 二十 二日) 

お干の 改正 又け 巧 化 延長 わりた ろ もの 
巧が 引延 化 H 菓ホ巧 制 化 令 (一九 一ー ニニ 年 十月 セ 日) 

1110 がか 卜化 下の 巧 巧 生 走 制限を (一九 ミ ーニ 年 十一月 二日】 
巧 巧な 筑 ち 巿巧巧 制を (一九 111 巧 年 一月 八日) 

石 おおを 凳市巧 統制々 (一九 一二 四 年 一月 九日) 

凹 而ンソ ズ巿巧 巧 制令 (一九 一一 一四 年 二月 十五 日) 

巧 計ち を 制圾を (一九 一二 四 年 一二 巧 六日) 

巧ず 裝 巧を め 市 巧 巧 制を (一九 一二 巧 年 ホち 八日) 

.牛グ タィせ 巧 ボな柔 巧 巧 巧 化を (一九 一二 四 年 八月 卜 六日) 
お品ブ I ダ 生 走 制限々 (一九 一二 四 年 十一ち 二十 一二 日) 

巧 緣巧ボ 巧 統制々 (一九 一二 五 年 二ち 十五 日) 
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第二 編 失業 對策 及勞働 政策 

一 失業 緩和 法 (一空 i 育 一ち 

巧を じがて 失 菜 ホに 巧 まみ 巧へ ると いんを 巧の ホ 菜 勤 巧が ながの 巧 巧を 策と して 巧り とけ 
られ 巧な 的 じ 巧な ザら る、 じちつ たのは 大巧 一九 一二 一年の ななを お^が 巧と すろ お 濟不巧 巧 
がな 巧の ことで わろ、 がろ パ— ペン 巧 巧に がける 所 巧 パ I ペン プ 〇グラ A もを 巧と し々 で ン 
ュブィ< か內巧のゲ》 ン ヶ巧を計«4なリあをじナナス政巧の大巧巧なるホお巧巧じを巧化 
する じちつ たもので わる 0 

化 巧 おが 内閣の 失 おち 巧， tj - 槪 巧ず ろに 所 胡 パ— ペン プ〇グ ラ A はを としてな 巧 負 巧^ 巧 巧 
ずる ことじ i つて 一 おか 界の扳 巧み 促 遊し 巧換 のじ ホ 業を のが かみが つたので わるが 而 もな 
巧 にんつて は闲夕 助な 上 だろ にがお も 巧 行す るに 巧 おな ろ 李 巧が わつた 巧 一九 1 ニニ 年十片 1 
日な-巧 一九 一ー ニニ 年 九月 一二 十日 じちろ 巧が 一ぶ 種 巧の 巧 おみが 付した ろ ホに 巧し おお 巧の も 四 
割にが 巧ず ろな お 巧を なろ もの お 巧 付す る こと、 しが 巧 ホ もして 一九 一二 四 年 巧な 降の 五な 年 
田に 之み サ 巧して あなの 一な じ 代用ず ろ こと 合 許した 〇畢巧 この ことは 一九 一二 四 年 あな 降 五 
箇年阳 巧 巧 巧 巧 ホが な 年 サ巧八 ホに 巧 巧す ろ K 巧ん をけ たこ i もな 味す るの でんる 〇 化の 巧 


101 法な tt 巧 失 



巧 巧 ホの 度 巧な 巧 巧は 一九 一二 一二 年末を じね 十五を ライヒ スマ i クじ 達した とお 算ぜ られて & 
ろ〇义 別に 巧 かを tt ホ. みお ひ乂れ たろ を柔 ホに 巧しても が 加が* ホー 人な リ 年巧訂 ライ t 乂 
マ 瓜 ヴ の巧巧話勞も义かすることじiつて々»篮おのAおvi^計つたが化の方法じiろか巧お 
をの 發巧巧 も わ セな ライヒ スマ. 4 グじ巧 L た〇 其の 化パ I ペン プ〇 グラ A にがては 巧な 活巧 
々街 ホのを じ 比例して 化 用々 街 ホを がの 巧な も 公ぶ 貸な な 下に おむ る ことみ 許し 义が充 的に 
± 木ず 業を も 施行して 失業 巧 巧み 計つた。 

がるに 結濟 ホの 不巧巧 化 じ伴ぴ 其のを じがて t 失芙 ホのを は漸 がの 巧が みを みなかつた の 
で パ— ペン 內閣の 巧み ホけ たシュ ライへ 心 内閣け がの 側 曲 ふ リ失莱 巧ぶ み 話す ろ 化 おみ 班み 
所話ゲ I ンヶ おを 計 巧， 6 巧 立した ので わるが 此のを 查は パ— ペン プ ログ ブム のかく 失 萊巧巧 
の 巧 おも か 巧自 泣の お興じ おく ことなく 公共 用 « おして 各種の ± 未 去 菜み 巧行ぜ しみを おめ 
じ 失策 おじな 業 もがへ， ん とした もので わつた。 卽 ちを おけ 公共 巧 « の 失 莱お濟 ホ 巧に 巧し 六 
億 ライと スマ 心 クも化 巧と して ほ 用な 巧の まじ 化 じたの でんろ 〇巧 ろじ シュライヘ^ 巧 曲は 
其の 戍 立を 巧 巧 日の 問に 冗 建ず ろじ ちつた ほ 化の 計 巧け ナナスな がの 手に i つて お ホが 乂ぜ 
ら る、 ことと なづ たので わろ 0 

ナチ ス がをお も搔 つた 一九 一二 兰 年の 巧 頭に かては 失業 ホの 教 は々 巧が 巧 W へのな を 失を ホ 
のみ にても ホ 巧 巧 人 じ连し ホな を 化 菜 ホ もかん ると さは 巧に セな 巧知 巧ず ろ 化 巧 でんつた a 
化つて 一九 111111 年 i りご 一四 年に 互つての ナチ スを 巧の 轻濟 なぶけ 巧 りお 化 ぜるお 巧の 失 菜 お 
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巧に 止まらす 巧內巧 巧な 巧、 通 巧な 巧，^ 始み巧 巧な 巧、 な 用な 巧 又は 巧 w 巧 巧 化の 化 巧 巧が 
剌巧巧 巧く 経濟牌 をのを サ 巧に 思つて 巧 業 巧 化み 口め とずろ あら 呼ろ 巧々 が 巧 けれた ので わ 
る 其の 巧 力は 漸くを も 葵し 一九 一二 五 年み じは 失を ホのを はな セ 卡巧人 じががず る じ 至つた 0 
ナチ スの失 おお 巧は々 巧 力の 巧 巧 i 其の 供が との 二つの 側！ gi リ巧 をず ろ,；^ 巧と すろ 〇今 
巧 ホに つを 簡巧じ お 巧み 化 へれげ ホづ 々街 力の 需巧 おお 巧 i しては ホが 有の 規巧 じがて 公共 
享 菜み 助戍 L なおめ じ々 働 力の 巧お^ ホを ずると 共に 公 ホを をの 化 化 及を 巧 巧 巧 巧に i ろ闲 
巧 的 需巧巧 お 合 も 巧つた 〇义 々角力の 供が ホ 面 じせて は々 巧 力 瓜 ホを 業め 生ホ进 巧义 はち 濟 
ホが じ 請み する ことに i る々 嶺力 おがの 媒 々巧 i して 例 へげが じな かずべ さ々 « ホれ 制 巧の 
化み がわ リ义 々働 力の みお 内への 巧 人 巧と しては おが 巧曲义 はを 政 お语が ホに 巧ず ろが 巧 等 
がわ リ 巧に々 儀 ホの がが じ i ろ 巧を 制 吸 巧を ん設 くる 摩の ホ 巧が 操 用 ザ ちれた 0 
- な 上の 化く ナナスな 巧の 失柔巧 巧の お 困は 巧る 巧 巧に 互る がな じ 之に M 巧ず るを々 のな ボ 
ぜられ たもの も ホ 巧みて みいが 化な じ 誘 化した が I ホ 失を 巧 巧 法は 巧いて 公 かせられた 巧 二 
ネ失巧 巧 和 法 i 共に 化め 種の 法々 やお もを 丰 的な ホ 位み 占む る もので わつて 公共# まの 巧 
行、 巧 巧 巧 お、々* 力 のぶお、 のを 入、 お 巧 巧 W ホに M ずろ かぶ i りは 立して ゐる〇 

失業 緩 巧 法 (一を 二 一二 年 六月 一日) 

巧】 ちそ 菓救满 
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第幽儀 三〕 ラィヒ-一 <« 大臣は 總巧 十億 ラィ ヒス マルク々 限を として 围巧巧 曲 巧 巧の 巧 特に 
左の 目的の 巧 巧 筋 巧が 證券を 受けす る 雑 限を ち卞。 

1 、 ランド' 巧 方闽お 地方 苗 巧 巧を を 巧の 化の 公法 期 巧の なお おを ホ じ 化 宅が 物、 橋を 巧の 
化の 途 を 物の f ホ じ 補ぶ エホ 

二、 を 柔お转 巧の 巧ち 及柔巧 巧が 物のを 按 、巧 まの々 お 巧 化を じがて 化の 用を じ 供 せらる、 
な 分の 小 お宅への 改を 
ご 一、 巧 外 小 移住 
巧、 まが 移住 

五、 拾 水 

六、 住民に 巧ナる ガス、 水 あ 帝 おの 供が 

セ、 ランド、 地方 W 巧 巧 地方 田 巧 巧な の 地下 工事 (± 木工 事) 

へ、 巧を 津 をに 巧ナる 巧みが お 

ハ ニ) 第一 巧 一、 iir 四、 五、 な 六のを 致に 巧げ たる ホ 菜の 助 巧は 貸付金の をが にょつて とを 
朽ふ〇 巧 巧を 軒 さる x ホ 粟は 凤民巧 濟上讯 値 あゎ 且つ 巧 お ホが 巧 見し 巧る 巧閒 巧に 白 己の 資力を 
なて を 巧し 巧ざる ものに おる 0 

(一二) 第一 巧 二、 セ 及 八のを 巧 じ 巧げ たる 事 菜の 助 巧は 左の おに 巧ず る 巧 助を のをが にょつて 
さを 巧 ふ。 
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一、 巧 I 巧 第一 一巧の 巧 合 にがては 家屋が 有を 

二、 第一 巧 第 セ 號の巧 合 じがて は ランド 地方 巧 借 及 地方 留隨费 を 
三一、 第一 巧を 八 巧の 場合 にがては 地 お 救 謹苗歷 

さ 5 5 條第 一巧 第 セ おに おげ たる 地下 妾 S 奎菱 におす る 補助を Q 交付は 蹇條か 

にが ふ ものと す。 

一、 補助金のを 付を 受け 巧る 事 菜は 闽民經 巧 上 巧 値 もりを つま 菜の 沒當 巧が 巧 見し 巧る 期 脚 
內に 自己のを 力を なて を 行し 巧ざる ものに おる。 

二、 事 菜の 施行は 一九 S111 年 入 月 一日 迄に 着手すべし 0 

111、 を 工事は 巧が 的 補 巧手 段が す巧缺 にして 且つ 人 閒巧働 力に 限を する ことにより 工事を の 
不當の 巧 かを 來 さざる 阻り 人間 巧 働 力に よつてを をを 巧す る ことを 巧す 0 
巧、 H 事の 種類に より 失 菜 者に 非ざる 專門巧 働み の惦 化を 么巧 とせざる 巧り にがて 工事に 採 
用し 巧る ものは 內国失 ままに 限る。 

五、 第 四 巧に おき 採用され たる 失 菜 まに 巧して は 巧が 法に 巧む る 巧® 關巧义 は 規化閱 巧は 設 
巧から る、 ことなし 0 • 

六、 第 四 おに おき 採用せられ たる 失業 まに おしては 左の が 巧を 巧 ふ 0 

(ィ： 失 菜 巧 おの 巧を 歸紀 すべ かりし 失 索 補 巧が 險 による 失莱 扶助、 みな 扶助、 福利 巧 巧。 
(a) 巧完を 巧® 遇每に 二十 五 ラィ ヒス マルクの 手を、# の 手を は ラィヒよ 6 補 巧を とし 
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てま おせらる、 巧 巧 充足が をな てが 巧ず 0 巧 巧 充足 券は 其の 受領の 用を ちる 販資 巧に が 
て ホ お 下を 及を るの 巧 入に 巧 ふること を 巧。 

(《い ま 菜 巧 常を よゎを 巧谢 日に が 一圓の 相 常なる 給を 又は 現を による 相を 巧の 詔が。 
«|| 一條 第 一條 第 八 おに 巧け たるが おは 地 賠お速 勘 粗に おする 需 巧た 足 おのを 付に よってを を 
遂行す 〇地店 お謎阐 度は 需巧ホ 足 券に より 其のを 領の 用を ある 脏巧 所に がて ホ 服 下ち あおる を晚 
乂ナる ことを 巧。 巧 陌あ誰 脚 倍は 巧 お誰ネ におし を 個の 場合に がて 巧の 巧 詔した る おお 淺ネ あを 
と 同 I 化帶に 生活す る 家族の 巧 求に 適合ず る 方法を なて 購入 物品を 分配すべし 0 
館四恼 其の 他の 公共 李 菜は 凶 巧 巧 か 助成 寄附 金 (巧 一二を〕 の 化 入に よる 巧 付 金のを 付に よ々 て 
をを 助 巧す 〇事莱 の 撰 撰は ライヒ 大お 大臣の 同意を 得て ライヒ 勞働 大臣 之を 巧 ふ 0 
第 五條 巧 か 阀巧證 お (巧 一 か) は 一九 一一 一四、 一を 一宝、- 九 一一 一六、 一を 一一 七 さを 二八 會計年 
度に がて それぐ 巧の 五々 の 一を 巧 おす。 ライヒ 大が 大臣は 上 巧 ザ 巧の ライヒ 揀を 中に 化 巧 巧を 
巧 入る、 ことを 巧。 . 

第 ホ 條巧か 巧 巧 證券の 巧 遺を 巧 保す る 巧 ライヒ 特別が 產 としてな 却 お金を お成し ライヒ 乂が 
大臣を を 巧 巧す。 ホの ものは をを 前 巧な 却 某 金 中に お 入る、 ものと す。 

一、 ランド 地方 團 巧、 地方 闻巧 巧た 巧 其の 他の 公法 駐隨が 第一 おに おきを 付せられ たる 貸な 
金に 巧し ライヒに なおし 又はす 拂 ふべき 年 お金 
一一、 巧ち 巧 か 助成の 爲の 巧ち 的を 附を として 化 おせらる 、巧が 證券、 巧 務證當 、登錄 をが (巧 
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一二 巧を 一 A 巧 二 巧 及を 一二* 0 

一一 一、 巧 巧 巧が 助ぶ を附 金に よる 巧な 金より をず る 利子が 及 巧 巧が (ター 巧を 巧 か】 

巧、 第五 章 巧 一條 乃至 巧 一一 一巧に おきを がせられ たる 貸付金の 巧 巧な 
巧 二 章 代替な 調を じ おすろ 巧悅 

» - « 巧 巧 巧を お 巧を 巧 菜 じ 巧す る 巧な 金の 杳 巧に 常り 所得 巧を 第 十六 僚の 闲ホ として 一 化 
三一 一一 一巧 六月 一二 十日な を 一九 一二 五 年 一月 一日を の 巧 期に 巧し 左の 規 巧を お 用ナ〇 
巧 被、 器具 及を にな 似の H 菜 又はを 菜 おお 巧 本に 唐す るみ 品の 稱入义 はおを におす る 巧 用は 左 
の四條 件を る おする 限りに がて 辟入义 はホ產 の 行 はれた る 巧 巧に がて 其の 金 巧を おお するとを 巧 

一、 巧 か 品は 巧 巧を たる こと 

二、 巧 没 まな ホは 鬟 なを 一九 鷹を 六月 111 十日よ々】 九 一二 五 年 一月 一日を に说乂 又は 生產せ 
る こと 

三一 、巧み 品は が來 おず 內 にて 使用せられ たる 同 巧の わなに 代替ず る こと 

『舅 おの 巧 用が 巧 巧義巧 ホの 巧 巧 巧に がける 巧 かぶの 巧 少を來 さ ことの 巧證 ある こと 

巧 己 章 圃お巧 肪助戍 の 巧の 巧 意 的 寄附を (巧が 寄附 金 法 ： I 
第- 條巧巧 巧 化 助 巧の 巧の 巧 お 的 寄附を は 左の 方を により 之を 巧 ふこと を 巧 0 
一、 が 稱 お、 中央 おお 巧 又は 巧 巧 巧に おする 巧を 

一一、 巧 逸 ラィヒ' 巧を ランド、' 地方 闽巧あ 地方 用 巧 巧た のをが 巧勞 又はが 巧證 巧の 引な 利札 巧 
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巧お證 まも 巧巧證 萬と 同が を 引 巧す ことを 巧す 〇を巧 巧 姑は ライ ヒス パンクを 菜 巧 巧 其 
の 化 ライヒ 大巧 大巧の おを ずる 巧が 仲介 蠢 とず 〇引 巧と 同が じ 金巧进 巧ぶ 巧 お雪け、 外に 
利 化 巧 ぞ改證 書) は 巧 働 閣巧證 おぶ 却 基金 (策 一巧を 六が) の 巧ち じがる ものと ナ〇 
111、 巧を ライヒ、 巧を ラン F 、 巧 逸 地方 期な 又は 巧を 地方 阐货 巧を の 巧な な錄滿 にを 錄 甘ら れ 
たる 巧 おのが 巧。 せ 巧は 巧® 巧 巧證夕 « 巧 基を (巧】 巧 巧 六 巧 3 のちに 之を 通を する ことを お 
す 〇通吿 を 巧の 巧 限を ちずる ものは 左の かし 
(イ- 原則として 巧 おを 錄巧巧 巧 お 

(こ 一九 一窒言 一手 日 附巧菱 ま 力 巧 雪 巧 局 的 規制 SQ 蘿 8 争 街 S 慧 

及】 九 一二 0 ホセ 巧 十四日 附 巧を ポ I ランド 巧な 巧を におく 巧蒂お 巧な 巧の 巧の 命令 じ 基 
き ライヒ 倚務巧 錄 巧に 廷錄 せられた るな おに ありて は ライヒ 大巧 大臣が 本 法の 毎 じ妥令 
ずべき 巧 巧 令 中に 定まる 機 牌 

き條 左の ものを なて 巧 息 的を 附 金のを 巧の 巧 じがけ る まなが (受 巧の 毀と 巧 化す 0 
一、 巧 込の 巧を には 巧る 金 巧 

一一、 金が 證券 又は 巧務證 巧の 引渡 及 巧を ライヒ、 巧を ランド、 巧を 巧 方 阁巧义 は 巧を 地方 刚位 
巧 合の 併 巧な 錄 巧に を錄 せられた る 巧 猫の が 巧の 巧を にあり ては 最 巧の お 引 巧 相 巧に ょり 巧 
出した るな 巧、 取引 巧の 公定 相 巧の 巧 てられ ざるを 巧 證券、 巧 お 湿 寒 巧を 錄公 巧の 巧が に閱 
しては 本 法の ちに 安 令 せらるべき 施行 令に がて ライヒ 大お 大臣 么を規 巧す、 
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巧 


第 s 條 - (一) 闽巧巧 働 化成の 巧のを 意 的ま附 金と して 引渡され たるを 有な 物に おき 寄附 おは 
を 領證著 (を附 證券) のを 付を をく。 

(一一) を附 證券には 左の 巧 巧を 記がず。 

一、 巧附 おの 氏名 

一一、 を理 巧が 系 二が) のを 示、 をが 證券 又はが 巧 證舊の 引 巧 及 巧を ライヒ、 班を ランド、 巧 
を 地方 阐隨 又は 巧を 地方 闻照 巧な の 倚 巧な 錄 巧に を錄 せられた る傅總 のか 巧の 巧 合 じがて 
はを 附證 をは 金が 證券な お 誌蒂义 はを 錄公 倚の ち 稱をも 記賊し 且つ 巧の 逆 常の お 別 お 班を 
表示す。 

一二、 奇附 をが を附 金を 自妥 的に 巧 巧 巧 働 助成の 巧に 巧 おした る 旨の 表示 

巧、 を附 金の 巧 供せられ たる 日の 表示 

第五 « 巧 民 巧 巧 助成の 巧の 巧を 的を 附金 による 化 入は ホの 方法に より 之を 使用ず。 

一、 拂込 金が は ライヒの 特別が をを お成しが の 中より 巧 一章 第巧條 による 公共 事 菜の 金活の 
巧の 巧 付を 巧す、 常 謀 特別 W をは ライヒのを 託 ホと して ペル リン 巧 在の 巧ぶ 會お たる 巧を 
を 共ず 莱會社 之を 巧 巧ず 

二、 金が 證券 あがみ 證舞 ホに 巧 逸 ライヒ 巧を ランド 粥を 地方 齒巧义 はお 逸 地方 期 位 巧な の货 
巧な 錄簿 にな 錄 せら わたろ 巧 樵は 巧 働 闲が韻 券な 巧 おを (巧 一贵巧 六な'' 中に をを お 入る。 

»ホ« (一〕 奋 おおは 左に 巧ぐ ろ 夏 巧 中の 一を なて 巧の 寄附 證券を 巧 用す る ことを 巧。 
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一、 寄附 ネ はを 附 證券の 引が の 際を 附 金のを 理 巧が 系 一一ち をを 附 のは 巧ち わたる 没 巧の 巧 
巧よ わ 控除せられ たき 旨を 巧 求す る ことを 巧 

二、 寄奠 はを 附 證券 Q 引 愛 際 割增き 室曼を 含む 寄附 含を SS は 笔條に 巧ぐ 

る® 類の か 巧 C 衔遺 可能の 巧 没な お) を 追® せざる ことを お ホす る ことを 巧 
(一 1 レを 附 證券が 第一 巧を 畜 におげ たる 方法に よわ 巧 用せられ たると きは おに 左の か 果を生 

て ‘ < 

I 、 巧却租 巧を 巧奚 一巧を 一 梦に歸 がする 利子 あお 巧 割 お金は 之を 巧 化せず 
二、 巧 却 巧 能のを 稅な搪 C 巧 セ 巧) に 閱し巧 巧 進た 巧な ありた る 巧 にがてを 稅化 入が おな 租巧 
を 反 行 巧に よわて が 少した るが の少 くと も ザ 巧を が 送した ると きは (巧 I 巧 ホ ニ 巧) とじ お 
ずる 刑を 免除す (を 役 刑のを 除を 含む〕、 刑の 免除 (を 役 刑のを 除を 含む〕 は 巧 巧 巧 反 行ち に 
お 巧した る (例へ ば 共同 正 化を 又はな 犯 おとして〕？ のをに 及ぶ 
(一 云 巧 巧 金 (巧 一巧 巧 二 致) の 巧は 左の かし 

を 怠 的を 附が 一九 sill 年 十月 一日な 前に 巧され たると きは を 巧な 巧 (巧 二が) の 二 巧 五を 
巧 意 巧を 附が 一九 一一 一巧 年 第一 四 年 巧 中に 巧され たると きは 1 受巧 巧が の 一 お 五み 
茶 四 章 姑 人 巧が 力の おお おおへの お 人 
» 麵 條所巧 我 法 中に 左の 巧澳 をを おかし 之を 第五 十六 (ィ) がと す 0 
巧 五十み (ィ) 巧 
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(一) 巧 五十二 お あ 一巧を 苗、 巧 五十一 一一 囊一 一巧 及第 セ 十條策 一一 一巧に 規 おせられ たる 幼 お 
を 控除は® ホの 家 巧に 巧 事ず る おゎに がける 家を がに 巧しても をを を 用す、 但し 同一 雇主 
により 同時に 使役 せらる、 ホに がきて は S 人を 限 巧と ず 
ご 一〕 をな おに 巧ず る おお 請求 巧は 家な おを W 居し 直つ 一巧 月な 內に 化の 家 かおを 短 化せ ざ 
ると きは お 巧す 

第 I 一條 失 菜を 補助 巧 巧を お 除の ま 持 ホ じあ 方® 技の 招 利 負巧輕 巧の 巧の お 置に 閱 する 一九 己 
二 年 六月 十四日 附 ライヒ 大 iSISg 令を S を 5 中 第 S 條に ホの 第 S 巧を 追 かす。 

「一二、 履 まの 家 巧に 巧 ホず る 家 巧 姑の 巧 « 謀酬」 

»| ユ條巧 一條 巧を 一條 竺を垂 巧セ旦 曰ぇ 其のみ 力を を 生す 

巧 五 章 結婚 巧® 

ライヒな 巧は 左の 規 巧に 巧 » しおちを 18® す。 

おお 貸 化 金 

»- 條 (1) 本 法 巧 行なを に 於て お 巧を 巧す 巧进固 巧に おし 申請に よゎ 一千 ライ ヒス マルク 
を お 巧と して お 巧を 付 金を を 付ず る ことを 巧〇お 巧を 付 金に おする 申請は 結婚を 巧すな 前に 巧て 
之を 巧 出す る ことを 巧。 貸付金は 結 おの 貪 巧 ありた るを に 非れば をを を 付せ ず。 おが 貸付の 詔 巧. 
を受 くる 巧には 左の 前 巧を を おする ことを 巧ず。 

(イ： > またるべきな 人は 一九 S 】 ま ハ 月 一日より 一九 吉 111 年 五月 一一 子 I 日を の 間に 少く とも 
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々廚巧 閒田內 にがて 话傭閱 巧に もりた る こと 

(口) 戶巧役おの公示の存ずること巧妻たるべきが人は遲くともおお締おの時巧に^£||夕と 
しての 菜 巧を か巧ナ るか 又は 旣に 申葫巧 化の 時 迄にを を 放 巧した る こと 
ハ 《〕 妻た るべき お 入は 夫た るべき 巧モか 巧巧稅 法の お 巧に がて 月收 一 一一 五 ラィ ヒス マルク 
.が上を有し且つおおを巧金の完濟せられざるおゎ巧び^ネとしての菜おになかざるをお 
を おナる こと 

(ィ) に 巧げ たる 事 貪は をを 證阴卞 る ことを おし、 (口〕 に 巧げ たる 事 貪は 之を 巧言す る ことを 
巧す。 

(一一〕 绿苗親のをな义は涅巧へ のがまは第一 巧(ィ〕の意ホにがける1^||^巧と巧かさず0 
S 1) おお 貨が 金の 交付に 巧す る 申請は 夫た るべき 巧 子が 巧の 巧昭 内に 其の 住所 又は 通常の 居 
巧を ちす る巿 町村 にがてを を 巧 出ず べし。 お 謀巿巧 巧に がて 巧の 申 蘇を 推薦 せんと するとき はを 
を 巧 あるが お 腊に圓 がす。 が おおは 申 說に關 する おを 的 決定を 巧 ふ 0 
(巧 お 巧貨付 金は 夫に を 付す。 W 產 分割の 場合に 巧て はが 偶ネ のを々 にお お貨が 金の キ额を 
交付す。 

さ i (こお お货付 金は 無利子と す。 を 付 金は 貨付 元金の 巧 分の 一 づつを 夫の 巧 巧 没 S 
巧 おおに 月が をな て お 巧す る ことを 巧す 〇巧巧 巧 遺は を 月 十日を 其の 支が 巧 日と ナ〇お 巧を おは 
おお 貨付 金を 付 後一 一一 お 月を なて 開始す。 
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(一一) お 偶 ホは おが 巧 付 金の 返 巧に 付き 迸が 化 お ホと しての 巧 巧を々 ナ。 

巧 I 二條 結が 巧 付を のを 付は 蒂耍そ 足 おを なて たを 巧ず 〇带要 充足 巧は 其のを 巧の W 意 ある 阪 
巧 所に がて あ 其 化 器の 購入 じ 用 ふること を 巧。 带葵 充足 おは 时務 おじが て 脾巧所 じ おし 其の 现を 
巧 還を 爲す〇 

結が 補助 課金 

第 四條第 一條に なく おお 巧 付を のをけ に 化 おなる 巧 金は おお 補助 課金に よつてぶ お 十。 おが 
巧 化 課金は 巧 巧 税法の 恵 巧 じめ ける 收 入を おする 總 ての 巧み ホに 之を 課 ナ〇化 入の 巧 別により お 
おが 助 課金は なお あがが をが ホに もとを 課ナ。 

« 五條 二) 本规巧 じがて 巧み ホとは ホが ホ 及な おな 夫 又はが 巧ぶ にして 子な き ホを なろ 
ご 一〕 左の ホに 對 しては おお 補助 課を をを 除す。 

一、 巧 巧 巧 法を 五十一 一條 巧 五十六 條 第一 一巧 及 巧 セ 十條 により 幼年 ホ 控除を をく る 未 お W 人 
一一、 巧 巧した る 巧 又は 巧闲 なる 兩 巧の 挟を の 径一的 年が 前より がの 巧 巧の 少く とも 六み の 一 
をす 化し 且つ 化の 巧 山 じ 巧き 

(ィ〕 巧 巧 巧の 巧 課を をく る 巧な にがては 其の お 巧の お 巧に 巧り 所 巧 巧 法 あお 十六 條 によ 
. る 巧 巧 巧の 控除を 巧け たる ホ 

(口、 巧 巧 巧の 拭な をを けざる 場合 にがては 巧 巧 巧 法 巧 セ 十五が 巧 一巧に よ 6 を稅 巧が が 
を 引上げられ たる ホ 
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一三、 おお 五十 五を な 上 0 を 

が银 あが 給 か 巧を の おお 補 巧 課金 

第 巧 條貫お 及が が お得 者の おお 補助 巧を はお 條か所 巧 没が がま おを々 し 直つ 巧 巧 稅を第 六十 
九條 乃至 巧 八十 一一が により 巧が よりの 租巧 控除の 巧 定の巧 用を 受 くろ 巧み 者に をを 巧す。 

第セ悔 三) 貧 法 及が がが 巧者の おお 補助 巧を に對 するな 定の お獲は 一九 sill ザ 六月 111 十日 
な 巧の 期間に 巧し 支 おせられ たる 巧 巧 巧 法を S 十六 條第 一巧の 意 巧 じがけ る 巧 巧と す。 

ご 一) 第一 巧に めける 巧 貧とは 巧 巧 負を 言 ふ 所 巧 巧を 第 七十 條を 一巧、 第一 一一 巧 及第 七十 五條に 
巧げ たる 巧 お 巧 巧 除が はなおな 巧が 巧 巧 ホの おお 補助 踩 をのを をに がきて はとを 總巧 巧が よゎを 
除す る ことを 巧ず 巧 一巧 及を 二 巧のを ホに がける 巧贷は 解：® 手 常 及 姑な 閱巧 のがが の 巧す みはる 
、巧 化の 一時を 付を を 含まず。 

第八條 (一〕 贷お及 巧が お 巧者の お 巧 巧 助な をは 巧 巧が 巧が セ 0 ライ ヒス マルク 未 巧なる と 
きは をを 贷 化せず。 

(二) 巧が 及が がが 巧 ホの おが 補助な 金は ホの 巧を をな て 之を 巧す。 

. 巧セ條 巧】 巧 及 巧 二 巧に 巧げ たる 化 入の 月が 七 五 ライ ヒス マルクな 上 一 五 0 ライ ヒス マルク 
ホ 巧は 巧 分の 一 

同 一 五 〇 ライ ヒス マルクな 上 11100 ライ ヒス マルク 未 滿は巧 《の 111 
同 11100 ライ ヒス マルクな 上 五 〇〇 ライ ヒス マルク 未 巧は 百み の 巧 
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巧 冗 00 ブィ ヒス マルクな 上は 巧みの 五 . 

(三一) 一時的 巧 お 巧 巧が 化 入は 巧が あがが 取巧ネ かとを 巧 巧した 巧が 支彿 期み にか 巧すべし 0 

第化條 (一) 貧银及 巧が 巧 巧 ホの 結が 補 か 巧を は 巧 お あがが の 一巧を 留保 ナる ことによ つで 
をを 復 化す 0 

(二) 雇 まは 巧 お 及 巧が 巧 巧 ホの 結 巧 補巧强 をを 巧 お 又はが 給の す 巧 毎に おなし 且つ 巧が がを 
时巧 巧に 別を 巧 付 ナベし。 

(一二) 居 まは 巧 お 及が が お得 ホの おお 補助な をの 巧が 及が 付に がき ラィヒに 巧し 巧な をな ふ 0 

(四) 貧 お 及が が お得 ホの おが 補助 課金は 巧 お 又は 俺が よりの 控除の 方法を なて ほ 巧せられ ざ 
る 限 6 にを て 巧 課の 方法に より^ ホより とを 潰 化する ことを 巧 0 

化视お 課を をく ろを の お 贿補叫 課金 

» 十- 條巧稅 巧 裸を 运 くる ネの おお 祐巧 課金は か 條件巧 巧が 巧 がをおを 有しを つが 巧 巧の 賦 
裸を をく る 巧み まに をを 課す。 

» 十 II 條 (一〕 巧 巧 お 課を まくる ホの おお 補助 課金 のぶをな 挺は 巧 巧よりの 租巧 控除を 巧け 
ざるが 化乂 とす 〇巧收 入より 控除し 巧る ものは 街 化を、 巧み 巧モ •地代 及 おがな 搪 (が 巧 巧な 巧 
十五 巧を 一巧が 一が 及が 一二 巧) に 限る。 化しが 化 入の なをの 巧 之を 控除した ると きは 化の おりに. 
あらず。 お 別が 付 巧を 巧 巧 巧 部み は 之を 控除す る ことを 巧ず 0 

第 ま 一條 巧 巧 賦課を 巧 くるまの お 巧 補助 裸を は 巧 十一 一條に をな 定 せ， T れ たるが 化 入に 封し 
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が收 入が 

セ お 〇 ライヒ スマ 化 クな上 1 一一 一 00 ライ ヒス マルク 未滿 なるとき は 巧々 の 二 
1 ーニ〇〇 ライ ヒス マルクな 上 S 1 〇〇 ライ ヒス マルク ホが なるとき は 巧 かの 111 
III 1 〇〇 ライ ヒス マルクな 上 おお 〇〇 ライ ヒス マルク 未滿 なるとき は 巧 分の 巧 
五 五 00 ライ ヒス マルクな 上なる ときは 巧みの おとす。 

(二) 巧 巧 賦課を をく る ホの 結 お 補助 課を は】 を 呈屏ザ 巧 中 じ 終了す る お 期に 對 しては 其の 
お 潮 巧 おがを 沿 化する に 止む。 

» 十 巧 《 おお 補助 課金は 所得税と 间 時に をを 賦課 ナ〇 

お 結规巧 

»|| 十 5 (一) おお 補 化 課金の 收入 はがら ライヒ じ歸始 す。 

(一一) おお 補助 課金の 收 入が 一を 号畜計 年を にがて 阳 千を ライ ヒス マルクを 超え、 一九二 冠 
年な 降のを な 計 年度に かて 六 千 お ライ ヒス マルクを おゆる とき 巧該化 入は ライヒの 巧 別 5を を お 
成し ライヒ 大が 大臣を を 巧 巧す 0 

巧 六を 施行 义補ホ 

ライヒ 大が 大臣 巧 第一章 巧 巧 條の巧 合 にがては ライ t 巧 働 大臣は ライヒ 大な 大臣の 同な を妈て 
本 法の 施行 巧 補充の 爲法 がな 令 及一投 行か 規定を お 布 ナる樵 限を おす 0 
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二 第二次 失業 緩 巧 法 こ 九 2 牵 化さ 子 一日 一 

. 本を はを 一々 失类巧 巧を の 抓 ホを ともなろ ベみ もので 卽ち ホーネ たお 巧 巧 法に 巧ぶ せろ 公 
ホが 巧が 冬く 戶か 作業なる ほそ ホ じがて じ 化 化ぜら ろ、 が おわる じ 巧み 主 i して そ 季み濟 が 
策の 巧戍 vi- 规ぶ だろ もので、 巧の か S 巧 地 かの 引下、 なで 生を 巧の々 とがの 巧媒 、巧 巧 ル 住 
をみ 円 セに おず ろ免稅 巧に 拥 ずろ 巧 お 合 もを みな 巧 及 中 化な 下の 巧 巧の な 巧み 巧が！ たて 一 
おお 濟 巧の お 巧み 計った もので わる。 

ライヒ 巧府は ホの 法が を 定め 巧に 之を 公布す。 

巧】 巧 嘘 築 物の が 巧 ホ じ 補 おエ李 

0 S ライヒ 大巧 大 民は 本 法 第一 一條の 崩を におき がおかの お按 並に 補ぶ エホの 促進、 化 宅の 
分 巧 巧 巧 宅への なをの 巧に 巧が 五な ライ ヒス マルクを がな とする ぶ 化を 巧す お 限を ホナ〇 
第三 條 (一：} 化 嚷物巧 あ ホに 巧し 左の « 化 金を をがず。 巧 

一、 巧 築 わ 所 おおが 巧 一條 じ 巧げ たる 目 かの 毎に 一九 S 内 年 一二 巧 一二 十ー ロを に 支出 せる こと ^ 
明かなる 巧 用に 對し監 がな おじれて 巧な エホ お 巧 お 巧 ホ 上 巧が ちりと 进め たると きは 補 化. I 
金を を 付ナ。 ^ 

二、 巧樂 わが 巧ぶ か 其のを けされた る ライヒ 補助金を 超ぇて 自己 巧を 又は 借 入 巧を をな てす じ 



がした る 金 巧に 巧して は 年 巧みの 利子を 補が す 0 

(二) 巧 一巧を 畜に媒 巧した る巧モ 巧が は ライヒが 巧 おわ 巧 おみに 巧し 六ち の 利子が 巧夕の 
を 付に よりて 之を ち ナ 。巧モ 補 なおは 利子 補が を まくべき を 巧の 巧みの 巧を 巧 面を 巧と し 一九 111 
四、 一を 二 五、 一九二 一六、 一を 一一 七、 一を 一一 八 さを 一 一壽 計 雲に を」 ライヒを をな 遇す 0 

第二 巧な 莱巧 巧の 巧が 

» - « a ) 良ち (良 菜、 林 柔及葡 巧 お 巧を 含む 阐爱の 巧な は 一九 11111 幸 十月 一日な 降 年が 
一值 ライ ヒス マルクを 巧が としてを を 巧 被す。 ライヒ 大が 大臣は を ランドの 巧 巧すべき 巧 巧が 
(« 致が〕 を 巧 定す〇 

(二) ランドを 府は ライヒ 大« 大臣の 許可を 巧て 巧 一巧に 規巧 せる 地を 傍 巧の 貪 お 方法を 決を 
す。 巧 巧 巧は 先づ ランドの 巧 巧 巧を にち をし « をち ると きは 巧 义曲括 (巧义 W 巧 巧を) の 巧 巧 おが 
に ホ 常すべし。 

» 三 條巧規 巧は 一九 一二 一一 幸 十月 I 日より 一を 宝 S 豆 一子 一日を の 期間 每月 十五 日に 月劑 
をな て ライヒより ランドに 交付す 0 

さ ||條 ± 巧 巧ち を か 何なる 程度を を 菜と 巧 做 すべさ か Q 巧定 は十站 法に 化 Q 巧 別に ig する 煤 
巧 もる ときは この 巧定 にが ひ、 ± 地 巧の 热を なき 巧を にがては 一九 一ー ニ 年 一月 一日な】 巧な の 巧 
にお へられた る 決を に 巧 ふ。 

莖二章 農業 じ 巧す ろ資上 巧の おお 
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第 5 一九 一一 一一 一年 I 巧 一手 日附資 卜：規 法を 左の かく 改亞 す。 

一、 第 十一 一 一條 第一 一項の 文 言を 左の かくが 正す。 

「(一一) 左の 品目の 引渡しの 際の 稅 率を 百み の】 に 引下ぐ 0 
一、 巧 巧の 農業 経を 內 にがて ホ 產 せられた る 物品に して 巧の 引渡しが 常 謀 物品の ホ產 おによ 
り 巧 さる、 もの 

一一、 熟 物、 おめ 類 あを によりが 造した る短捏 が、 化の 衝の 物に 付きて は 巧 一 おに 热げ たるが 
かは とを 缺 くこと を 巧 

ラィヒ 大が 大臣は 本 巧の 補充 規定を 定 むる ことを 巧。」 

二、 一條 第一 一 一巧 じめ ける 「千分の ニニ •五」 を 「巧 分の 一 •五」 と 改正し 「第一 一巧」 なる 
語のを にを 「二」 の 語を 括 入す。 

第 I 一條を 一條の 規 をは！ 九 111 一二 年 十月 一日より 其の 巧 力を 發 牛： す〇 化しを 領 したる 巧が によ 
る 既稅の 巧 合に がて お酬 のを 巧が 义 給が による 踩 巧の 巧 合 にがてが がが 一を 呈を 十月 一日な 前 
なるとき はお 來の规 おに 定められ たるが 拐 寒 巧を なおす る ものと ず。 裸 巧 巧 別の 房 巧は 一九 I 一三 II 
ホ 九月 一 R にがて 巧稅 萬な ホに おしあ 用せられ たる ものを なて す。 

«|二 條が なが 本 法 公布 日が 前に 統お せられた る 巧 約 じ 巧く ときは ホの 規 ちを 適用す 0 

(ィ) 巧卜： 我が 巧 一條 及を 一條に より 一九 一ー ニニ ザ 十月】 日な 前に あ 用せられ たる 巧 ホより 巧 
き 我がを なて 巧 巧 せらるべき 巧を にがては か 菜 家 化が がを 巧者に 巧し 巧 酬の孩 巧を ホ 巧す 
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べき 義務を おナ 。化の 滅 がは 巧 一條の 期を におき て 生ずる 巧 上 巧の 轄 なに 相 巧ず る ものと 
ず。 本 お定に 反する お 巧は をを 無な とす。 

(こ 巧 上 おが 巧 一條 及を 一條に ょり 一を 一二 一牵 十月 一日な 前に 適用せられ たる 稅 がょり 巧 
き稅 ホを なて 賦課 さるべき 場を にあり ては がが 巧が ホは お 別の 協を なき おり 企業 ネに對 し 
報酬の 巧 巧を ホな すべき 惠お をかず。 化の 巧が は 巧 I 條の 規定に おきて ホず る 巧 A 稅の引 
下に相巧するものとナ〇 巧が巧が义は巧がおがはが^東の巧由とならず〇 

巧 お築 ル隻及 毫じ對 すろ 巧稅 .... 
第 5 1 九 一一 一四 年 一二 月罕 一日な な 2 は 一 九歷お年中に巧が〇完成したる芝は一九ーニ 
巧 年 五月 一二 十一 日な な) に 受渡しの 完了すべき 小 住宅 及自 をに 對し 左の が定 になき 所 巧 巧、 け 産 
巧、 ランドの 地 巧 及 地方 闽 巧の 地 巧の 竿が をを 除す 0 
一、 左に 巧ぐ る ものに 巧し を 被を 適用す 0 
(ィ： 一皇巧 さ 九 量を 計が 度 中に 巧 巧の 完了すべき 小 住宅 

(口〕 一九 一一 一巧 巧 計が 5 り 一九 一二 八み S 囊の閒 に 震の 完了すべき ち 宅 

一九 S 巧 時 年中 じ 丹が 完成し 一九 一二 五が 五月 一一 一十一 円を にを 渡のを 了すべき 小 住宅 及自 
宅は 一九 S 巧みが ホ 巧 中に 巧 巧の 完了した る ものと 巧 化す 〇本规 定は巧 一巧に 巧げ たる 
厢 巧の 結ての 巧が か 巧に とを お 用す 0 
こ、 免 巧 巧 削 
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ヘィ〕 小な 宅に がきて は 一九 s 八 年 巧 巧 巧 又は 同を か 年度の た 了を 
(口) 自宅 じがき ては 一九 巧 111 ザを 巧 期 又は 间會計 年 巧の お 了を 
一二、 小 住宅とは おみ 住宅 面捣 をな セ 0 ホ方メ I トルを おえざる 巧 宅を 昔ふ〇 なみ 化 宅 面 巧と 
は附觸 謀を のがさが 地方 的 巧 巧に 巧 巧せ る 巧な じがて は屏 を、 なを 及 巧 巧 巧の 面 おとす 0 
前 巧 面 巧を 超 ゆる こと 輕 巧なる 住宅は 左の 巧を にがてを を 小 住宅と 巧 化ナ〇 
(ィ) 述 結せ るが 策を にあり ては 一 住宅の 平均 面 巧が 規 をの 揉 巧を 超えざる 巧 合 
(口〕 超掛面 巧が おが 上必 巧なる 巧 築 面 巧の 設 なおえに ょり 制約され たる 巧を 
(ハ) ラィヒ 家宅 义はモ ホみ き 家族の 住宅 巧 別の 巧悄 (特に 旧舍 じがけ る やお 巧 菜) あると 
きは おみ 住宅 面 巧 か 第一 お 及第 一一 おの 制限を 超 ゆる 住宅 も ホを を 小 住宅と 巧 做す 
四、 自宅とは 左の こ條 ホの 一を 具備 寸る 住を 巧 策を 苗 ふ。 

(ィ) れ巧 化‘ 宅 面 巧は 一 五 0 や方メ I トルを おゆる ことを 巧ず。 有み 化を 面 巧とは 附 » 説 
室の がさが 地方 的が おに 相 {みする 場を じがて は 居室、 おを 及 巧 巧 瑞の面 巧を 苗 ふ 
つ‘口) 所有 ホは 家 おのを 部 义は少 くと もがの 半を 自己の 居住に 巧知す る ことを 巧す、 二 個 
な 上の 化 宅を 含む 住ち 巧 篆は本 化に 言 ふ 自宅に 姑せ ず 

お市 住宅地 巧の 巧 巧 又は 外部に 化設 せらる、 自宅には 粒 巧 巧 巧に 化 嬰なる 巧 巧 あがの 他 
の巧設 巧を かふ 0 

I い地巧 私が 法 巧 十 巧條巧 一巧 巧 二 號乃ま 巧 w 號及巧 一 一巧 乃ず： 巧 W 巧 (一九 1110 が 十二月 一 
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日附 大巧 巧 令 巧 巧 巧 第一 韋) は 之を 巧 用す。 

巧ま夕 居所を ぶに おする 地 巧 引下 

ライヒ 大巧 大臣は おが 五モ ライ ヒス マルクを 眼 まとして 一九二 巧を 巧 ホ 巧より 一九 1110 をが 年が 
をに 巧 巧の 完了せ る 住宅を 巧の 巧 巧 引下の 巧す 出を 巧すな 限を おナ〇 

莖 ハを 一 お規を 

« - 條 ライヒ 大巧 大臣 及 ライヒ 巧® 大臣は 本 法の 施行 あ 補えの 巧 法 巧な 令 巧 一が 行な 規 巧を 
爱布ナ る 巧 おを 有す 0 

さ一條 本 法は 公布の 日 (九 0： 二十 二日〕 よゎ 其のみ 力を 發 をす。 

I 二 騰買力 維持 及 增進法 こを 二 旧年 ミ H1 す 因ち 

本を 立法 巧 由に 巧れ げ 公法 上の れ团及 公法人に ホ f ろ 組合み 曲枯 のる かずる 巧を の やには 
巧々 じして を 率じ逊 ぐる ものが わり 而も かくの 化み； な 率な ろ 巧な 合を 化する に 至った 巧 因は 
をを の S 率 的なる 需 、袭巧 巧の 過ちを 本 集 巧の 巧 ホ 摩に がすろ ことが 塞ろ。 このが 
巧は 一面に がて 困巧大 ホの 货巧 をが 其の 化の 巧 巧の 中 ムリ 巧の 過大なる がか もる かさる、 こ 
よで わる とな 巧に、 化 面 か < して 巧 かぜら る、 闻巧所 巧ん 巧巧大 ホの 手に 巧し 其の 生活 么巧 
なに おする ま 化に ホ なぜし わる 巧を じ 比して 均 ほな 濟上 不利な なおみん* す ものと 昔ム こと 
がれ ホる 〇 ホ 拾 ホに 巧 巧を 巧 ホが 其の 巧す る W 業な を 其の 化の 苗 巧に 巧かず る 巧を 巧が 大れ 
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れげ大 なる 巧 巧 摩の 巧 巧な はな々 しおって 义 生活 必 巧な の 巧 入に 使用し 巧るな 巧は 接み も ホ‘ 
すので わろ 〇化 上の 丰惊 はお 厨网 巧ち 巧の 取引な、 巧 巧 所得 及せ 祝 化 入み 化下ぜ しわろ と ホ 
に失柔 ホのを 及 失萊捕 助の 巧の 巧め 巧 巧 もみ 大ぜ しわる こと、 なる 〇卽 ろかくの かさ 化 患は 
巧 巧を*! の 一 お 的が なじ 反ず る もので わり がって 义 化の 涅の化 態,^ 巧 正す る ことは 公 ホ 巧 巧 
じを ム所 巧で わる。 

本 法 巧 一を じがて 公法人に 巧し 巧 巧 的 且お濟 めなる 巧な 方 か,^ 煤 用 すべさ 旨み 班を し 又を 
人の か 政 計* 力な 金み « をの 巧を じ 麻し ライヒ 大巧 乂臣の 認可 も おすろ こ i 其の 化に 抽 する 
« 巧な ろを ち 規を也 おけた のは 化のを 旨に 化で たる もの じかなら ない 〇窗本 法は 其のを ニ ザ 
じがて 巧を 的ず 附 をに 舟ず ろ 規をも おけて ゐ るが 其の 目的と すると こる 口 巧 一を の規 をと 大 
« 其の 規か 一に 才 る。 

更に 田巧大 ♦の 巧 買 力の が 持 及が おも 計ろ ほと はれを 其の 化な 因 巧の 巧を じ 制 巧ん かへ る 
だけでは ホサ でな く 巧 化 公 巧の 6 な も 巧ん む 巧 わりと して 本 法を 兰 をは 失策が 助 巧を に 3|ず_ 

ろ 班を も 巧け お 來一か 1111 一年 六月 十四日 附 及を 大巧が 令 じを さて 化 行 ザら れてゐ た失柔 が 助 
巧を のが 巧に ホ 正み かへ 巧な 所 巧 月 巧 巧 ライ t スマ； k ク化 下の ホ、 所得 巧を に i リ兰 人な 上 
の 巧 年 ホ じを ずろ 巧が,^ まくる ホは 一人 又け 二人の 巧 年 者を おみ まくろ ホに して 月が 五 〇〇 • 
ブイ， U ゾマ ゎク化 下の 巧み 所得 わる ホに 巧して 或を も おお ザる 外を おじ 互り 巧を のが もな 正 
した 〇 此の 結果 » をの « 巧は »巧111 あ ライ t スマ i ク じを ずる ものと ホな されて ゐる〇 之み 
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巧才 ろじ 本 化は なお 的には 典 巧 力の お 持が 化み かり 間 巧 的に 失ぶ 巧 巧の 一助たら しむろ こと 
も 口 的と する もので、. ナチ ス巧 がの 巧 巧 巧 巧 力ま 失 巧 巧 策に 閒 ずろ ホ 巧 法 巧の I じ 巧す る 0 

ラィヒ 政 おは 左の 法 巧を 巧め 巧に をを 公布ず 0 

巧】 を 公法 上の 法人 並 じ 之と 巧 似の 組合 义阐 おのが 政 
サか (課金な) 

g _ 條 をを 上の 法人 (か 巧が 喊及 巧逛 物) は 節め 的 丘つ 巧濟 的なる 时巧方 かを 採用す るぶ あ 
を 有ず。 を 巧 上の 法人は 巧の 网推 具の が 付 能力を 化 進せ しむる がかき が 巧を 巧ず ことを 巧す 0 
第三 修 (一) 法人の 理事 巧 义は慧 化の囊 執行 巧關 はを 巧堯 巧の 開始に 化 ホ？ 奪なる 
が 期 にがてが 巧 計 巧を 巧を ずる ことを 巧ず。 巧 巧が 巧な 巧は を 計 巧を 巧 じがて 巧 期せら る、 化ん 
义支 化を s 的 別 巧 巧 巨 別に — 1*1^ 示しな Q 均 巧を 巧し むる ことを 巧す 嚴が なる ホを を おて 
法律 又は 定 をに ょゎを 人に 巧せられ たろ 巧 巧の 巧巧 じ 化 巧と せられた るす 出に おりを を时 巧が 巧 
中に 巧 入る、 ことを 巧。 

(一一) 巧 時 ラィヒ 大臣は 財 巧が 巧は 巧の 巧を にえ ホ も 之を 法人の 一巧 閒の協 まに 付す ぺき 旨を 
命令ず る ことを 巧。 

第 Is 法人が 蹇 幕 具ょり 巧菱は 巧を を巧擎 るが 限を？ ると きは 巧 《葵 巧に 巧す 

る 森を 又は 巧を の ホは がを 巧 K のな 巧と 巧が にと を 巧 巧す る ことを おナ〇 
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第四裔 (1) おか 計 巧 並に 巧を あ 巧 金の 巧 おは 巧 時 ライヒ 大居 かな 巧を 巧く る ことを 巧す か 
課金 巧 11 をのな 巧は 別に ライヒ 大が大 民の 同を を 巧る ことを： みす 〇财 政が お ホに 課を 及 巧 金の 巧 
定 は巧轄 ライヒ 大臣のを むる 時期 巧し おくと も 巧 巧が が 巧の 閒始前 一巧 巧の 刖に所 巧 ライヒ 大臣 
あ ライヒ 大巧 大臣に をを 報を す ぺし〇 財 巧 計 巧 並に 課を あおを は！ 一時に 非れば をを 巧 施す る こと 
を 得ず 0 

。ご ライヒ 財 か 條例第 九；^ 條第九 2； 條は前 巧の 規定に ょゎが の效 力を 巧げ ず 0 
巧 二を ぷ附 金の 巧收 (寄附 金 法) 

»_ 條 本章に 規定す るを 附 金とは 一切の 種 巧の 巧な 的 課金を： 昔 ふ 0 : 瞄巧保 维じ關 する 一九 j 
セを 一月 十五 日附吿 示に 規巧 せらる I お薛 的を W 金な お 巧の 集金は をを 除外す。 

第 I 一條 (こを 附 をのな 收は巧 巧 か 巧 ま 寒風を 巧 働游§ の 化を ホが ライヒ 大が 大臣の 网な 
を V 诏て おふる 認可を 受 くる ことを お 寸〇な 巧拖は 他の 機 脚に とを 委任す る ことを 得ず 0 

ハー ー) 本 法 施行の 時期に がて 潰お寸 べきを 附 金は 至を 其のな 巧を 說 求すべし。 

さ S (ごな 巧 巧は おにを 脚 金の 浦が、 化を、 潰 化 おが 及を 附潰鞭 詔 可 期 1! を 明示し 直つ 
寄附を に關 する おがを おがす。 る ことを 巧すな 巧 苗に 記載 せら ^ たる おが じ おず るを 权は ライヒ 
大が大朽の同恵を冯て巧巧お衍ホ萬組を巧働お^〇:^の化をみのおふる明雜なる间なを巧ることを 
巧 t - 

(二) ライヒ 大が 大臣は ライヒ 财政條 例 巧 八十 八 條 を巧附 金に おし 適用すべき 巧を 巧を 寸る 
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ことを 得。 

巧巧條 ライヒが 府は 本草の あ 巧ぶ 補充に 必要なる 法が 命令 あ 行か 班ち を 巧 布す 0 
が S を ホ お 補助 課金 (失業 補助 課金な) 

» -條 (一) 失 菜 ホを 进の 目的の 巧 課金を な 化す。 課を 化 入は 第一 六條 にがて 別段の 規 をを 
定めざる 限りに がて ライヒな 業 おか 失 巧 保 お 局 お 官に歸 » す 0 
( II ) ライヒ 職 菜が 介 失 菜が お 局ち 官は ライヒ 職 菜が 介 失 萊巧お 局の 受理す る 課金 化 入を がの 
が 政に 化 入れ 且つ ライヒ 政府の 指示に 巧 ひ 之を 巧理し 使用す る ものと す 0 
» 三 條三心 課金は 一九 一二 四が 四月 一日より 一九 111 五 ザ S 月 一一 一十一 日を の 期 問に す拂 はれた 
る 貫 およゎを を货收 す。 一 凹 限りの 所 巧 にがては 巧 金は 化の 期閒 にぶ 媒 はれた る 金が によりを を 
巧定 す。 な 定の基 巧は 總巧 おとす。 本を のを 巧に がける 貧 おは おが 手を、 お 巧手を 及 其の 化 姑 化 
閱 なのが 除に おきてす 巧は る I 一時的 巧酬を 含まず 0 
(一一〕 巧 付 萬な 著は 左に 巧ぐ るを とナ。 

一、 所 巧 巧な のがを により お 條か巧 巧ぶ おを 有する お 

二、 巧 巧に 住所 又は 通常の 居所を ちせ ざるが f 巧 巧 法の 巧 巧に よゎ 貨 おに 關し 制限 的 巧 巧 
義 おを 有する ホ 

第 |||條 左のを におして は 失 菜 補助 踩 金を 巧 除ず 0 

一、 貧が 巧の か 何た わらず 巧 巧 巧な によ々 S 人 又れ 111 人 お 上の か 年 ホ 控除を 受 くる か税 ぶな 
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を 

二、 巧 得 巧を により 一人 又は 二人の 巧 巧 ホを がを をく る 巧 視ま巧 ホに しで 巧の 巧织 月が 五 0 

0 ライ ヒス マルクを おえざる ホ 

111> 巧 が 巧が 一 00 ライ ヒス マルクを 超えざる 巧の 他 一切の 巧稅奈 おお 
«凸《 巧 金の 巧 

一、 巧 巧 巧 法に よる 巧が ホ お 除を 受けざる 巧 巧 巧な ホに ありて は 受巧巧 おの 

(イ〕 巧を 月 巧 1 00 ライ ヒス マルクな 上に して 一 五 0 ライ ヒス マルクを 超えざる ときけ 
巧みの 一 •五 

(口) 巧 巧ち 巧 一 五 0 ライ ヒス マルクな 上に して 11100 ライ ヒス マルクを 巧えざる ときは 
巧みの 一一 •五 

(《) 巧 银月巧 11100 ライ ヒス マルクな 上に して セ 00 ライ ヒス マルクを 巧えざる ときは 
を 巧の 11100 ライ ヒス マルクに 巧し 巧みの 二 •お、 巧が じ 巧し 巧みの 五 •セ 五 
(二) 巧が 月が セ 00 ライ ヒス マルクな 上に して 一二、 000 ライ ヒス マルクを 巧えざる と 
きは 巧みの 五 •セ 五 

(ホー 巧 巧 巧が llrooo ライ ヒス マルクを な ゆると きは 百み の 六 •五 ■ 

二、 ' 巧 巧 巧 法に より 一入 又は！ 一人の 巧 年 ホ 控除を さくる 巧 段 まみ ホに もりて はを 巧す 巧の 
(イ) 巧 巧 月が セ 00 ライ ヒス マルクな 上 じして 吉、 000 ライ t ス マルクを 巧えざる と 
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さは 巧みの 巧 

(ハ〕 巧 お 巧が llrooo ラィ ヒス マルクを なける とすは 巧みの 五 
第 五條 (一) 巧银 がが 巧 切 下命 令 じより 切 下げを 适 くべき ものな りしと きは ホで 補助 課を は 
巧 おの 円みの 一 •五と ず。 巧 一一 一條に がげ たる 限 巧を おえざる ときはな をを 巧 化せず。 

第 セ 《 (一) 本 法の 息 ホ じがけ る 巧 鉛と 巧 化寸 べき ホは 巧 巧 お 巧の 規定 じより ぶを 決 おす。 
a 一) 頑 主は 巧 おがが の 支 巧に 巧し 課を を 巧が しとを W が おに 別を 巧付寸 べし。 巧が 稅の 巧が 
に關 ずる 巧 巧 巧 法の 規巧巧 巧巧规 巧は 化の 巧な とを ザ 用す。 

ハー云 を 一巧の 方法に よゎす 巧 はれざる 限りに がて 巧を 巧 M あ# よりお 課の 方法に よりえを 
讶 化する ことを 巧 0 

第八條 ラィヒ 大巧 大臣は 本章の 巧 行 及 補ち じ 化 おなる 法げ 命令 あ 巧 巧 巧 巧を 發 布す。 

四 結婚 獎勵 法改正 法 三を 二 旧年 ミ さ 一十- < ち 

なじ おが 巧 曲 法 i 呼げ れてゐ るのは 一九 一ー ニニ 年 六月 一日 附义巧 巧が 法の 巧で なみな すと こ 
ろの おが 巧 財に 网 ずるが おも 指ず もので、 がち 本 法は 失 束 巧が 化のを 正 もむな 寸ろ t ので わ 
る 0 

巧】 節 

お 婚獎历 法 (一九 111111 お 六月 一日 附 失で 結 巧 法 第五 寧) 巧 一條 巧 一巧 (ハ) の 文 言を 左の か < 
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改正す 0 

「(ハ) 妻 又は 妻た るべき 爲 人は ホ 又は 夫た るべき 巧 子が 失 菜 扶助のを 付に 關 する 規定のを 巧 
にがけ る 巧 扶助を と 或め られず 吐つ おお 巧け 金の お 巧せられ ざる おゎ 巧 化 おとしての 菜 巧に 
就かざる 義務を 有する こと OJ . • . 

を 一條 第一 巧の 戎 ちは 結 お 貸付金に おする 申請が 本 法 施行 前にが て 巧され たる 限りを を お 用せ 
ず 0 . • * • ■ :• :* 

巧 二 節 

結据 i 法 (一九 111111 年 六月 一日 附失菜 沒巧法 巧五韋 W 第二 十 一條 第二 巧の 义 言を 左の かくな 冗 
す。 

「(二) 結 お 補助 課金の 化 入が 一九二 1111 會計ザ 巧 じめ て 千 一音 萬 ライ ヒス マルクを 超ぇ 谋 をの 
るを 計が 巧に がて 千 五 巧 萬 ライ ヒス マルクを 超け る どきは 常該化 入は ライヒの 特別が 巧を お 
巧し ライヒ 大巧 大お をを 巧 巧す 〇」 

が 一二 節 

本 法は 一九 111 巧が 一一 一月 二 一十一 日ょり 其のみ 力を 發 生す。 

五 結婚 獎勵法 第二次 改正 法 こ 九 一二 五 年 一月 二十 四ち 

ライヒ 巧 巧は 左の 法 巧を 巧め なにを を 公 巧す 0 
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巧 一節 

» ■酱 一九 一一 亩年 一一ち 二十 八曰附 おお 巧 S 巧 お 正 法に ょゎ 改正せられ たる 一を 一 一吉 年々 巧 一 
日 附失菜 沒か法 第五 章 (結婚 獎 g ) を 左の かく お 正ず。 

( 1 ) 第 一條の 义 言を 左の かく 改正す。 

「(こ 巧を 闻 巧に 巧し 申 おにょり 一千 ラィ ヒス マルクを 限を として お 巧 巧が をを 交が する こ 
とを V 得。 お 巧 貸付金に 巧す る 中 請は 戶お巧 巧の 公示 委巧 あゎたる 巧に 非れば 么を巧 化する こ 
とを 巧ず。 直つ 結 巧を 巧すな 前にと を 提出す る ことを 巧す。 結 お 巧が 金は お 巧の 宙巧 ありた 
るみに 非れば をを 交付せ ず。 おが 货が 金のを 付を をく る 毎には 左の 前提を を備 する ことを お 
する。 

(ィ〕 妻た るべき が 人は 申請 巧 出前 二 巧 年間に 少 くと も九茵 月間 巧內 にがて® II 閱巧 にもり 
たる こと 

(こまたる べきが 人が 巧 化ぶ としての 菜 おを 申 説 提出の 時が にがてな 巧し 居らざる ときは 
お 巧 貸付金の まがな 前にを をせ 巧ず る こと 

(ハ、 またるべきな 人は 夫が 失 菜 扶助のを 付に 閱 ずるが 巧の 息 ホに 於け る ま 扶助を と 萬 めら 
れず をつ お巧貨 なをの 完 巧せられ ざる おり 舊ホ としての 菜が じな かざる おおを おする こ 
と 

(二) 巧 族 親の 家 巧 又は 巧 巧への 巧 巧は この 柔務 のか 巧の 結果 化の 巧 8 をが 巧な 的 じ おが せら 
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れ たる 巧を におり をを 巧 一巧 > イ) に 規定す るな 化 巧 s と 吾 化す 0 

SI ) 鞋お货 が 金のを 付 ナる申 載は ホた ミき 巧 子が 其の 地 巧內に 其のを 巧 又は 通常の を 
をす る巿 巧け にがてを を 提出す ぺし〇 巧な 巿巧 巧は 一切の 前提の る おす S たる 巧を じがて 
はを を を 有する 財み 廳に巧 付 ナ〇が おおは 中 巧じ閱 する お 巧 的 決を を お ふ 0 

(四) お 巧 巧 付を は ホに をな す 〇が產 みおの 巧 合 にがては 拓巧 ホのを* にお 巧 巧な をの キ 巧を 
をが す。」 

(一一) 第二 一條に 左の 第 巧 段を 巧 そ寸。 

『爾 巧 ホぶ 券は をを 巧 巧す る ことを 巧ず、 をつ 貨け をを 巧者に もりても 巧資 巧に あゎても をを 
巧 保に 供す る ことを 巧ず 0 し 

51 條 本節の 規定は 一九 一一 一 五 ホー 月 一日ょり 巧の# 力を 爱ホナ 0 
巧 二 節 

*5 一を 一一 睾置ミ 日 附お霉 S 養 正 法 ミ 言に がける 一を 一一 一二 年 六月 一日 叟 

おなかを 巧 五 章 (結 巧ち g ) あ 二十 一條 第二 巧の 义 言を 左の かく ホ 正す 0 

「ご 一〕 おお 補助 巧 金の 化 入が； 吉一一 支 一を 一一 巧 《計 ホ 巧 じがて で 音な ライ ヒス マルクを 
巧 ゆると きは をな 化 入は ライト-の 特別 財産を お 巧し ライヒ 乂が 大臣を をを 巧寸 0 j 九 一二 五 ザ. 
一巧な 蜂 にがては 巧 巧 我 中の ライヒ 録 K をょ ゥ 月が 千 二 巧 五十を ライヒ K マルクを 分離し 
をを お削がを にお 入る、 ことを 巧す」 
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第 =« 本節 巧 一條は 一九 一一 一巧 年 一一 一月 一一 一十一 日よ ゎ 其のみ 力を 另 生す。 巧 巧に 一九 s 巧 年 三 一巧 
二十 入日の お 囊历巧 改正 巧を 一節は なのみ 力を 失 ふ。 

ホ 農業よりの 巧 働 力 需要の 充足 じ關 する 法 維 

(一九 一二ぶ を 一巧 二十 六日) 

ラィヒ かなは 左の 法 巧を 定め 兹 にを をを がす。 一九 111 巧が 五月 十五 日附巧 か 履 化 煤 制 巧 第三 一條 
の义 言を ホの かく 改正す。 

「巧 一一 一條 ( 一 ) ラィヒな 案が 介み 菜な お 局 おを はな 巧よりの 巧 慟力裙 要の 充足の 巧$ 么ポ前 
にがけ る 一定 期閒內 にな 莱に從 巧した る こと ある も 命な 巧 ホの 時 じが' ては を 菜が •外の 經巧 
又はが 菜に 從事 せる 巧 かお 义 はが 用人は を 菜ぶ (短 ま にがてと を 其の 經巧 よゎ おがす ベす 
巧を 命令 ナる ことを 巧。 

こ 一) 中央を 蓮 巧の 巧がん る 巧を に 限り 解の 吿 巧を 巧し 巧る ちを 巧を せる おての 法 班は なの 
か 力を がげ ず」 

セ 國民巧 働 秩序 法 (一を 一一 凹 年 一 さ ーナ且 

本 巧は ナチ ス巧 巧の々 巧 立法の 板 お 知 巧す もので わって、 ナナス 巧が 巧ぶ なじめけ ろ 各 巧 
の逊 巧め 法 巧み 策乂 ホず る と共にが 來の 立を じ 巧す る 巧も据 へたと ころの すけで 巧 巧の 巧々 
•逆を ともおず ぺ をを 巧 法規で わる 〇 化て 本 法の なをん 化る、 思 おは 所 沉を巧 的 W ぶ 巧で わ 
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け そ 心は ホの かさ 本を のがを となつて 具現され てゐ る〇卽 ちを 一に 企業 ホと々 働 ホとの 拥係 
はが 來の 巧れ 的な々 巧に 立脚ず る おな 閣巧 として 規 ぶせられ す、 兩ホ はわ 互の 信 招の 上に ホ 
つて 結 巧 共同 « も巧戍 し企袭 ホは おお おとして々 街 ホの おがに 巧 力ず る i かじが 巧 ホた る々 
働 ホは 待 巧 ホ 岡 おじ 巧ず る 忠巧も かるべ さを 巧 か 有ず る ものと 巧を ぜられ て ゐる〇 巧 二に 巧 
货化 件に 化ても やを 脚 ホの が 關 むる々 働かを のがが ぜられ たる お 巧々 曲が 件の 巧 一め 巧 W め 
規制は を ルザら れ各洁 巧の 內が じがて 其の 時 巧が じあを せろ 側 別め み定 がれ はれる こと、 な 
つた。 

を 一二 じ 掉巧內 なのな 巧に かては 指み ホ 戊な 化 協 藻を お中必 とすろ 日 ホの 速を 古主と ずろ と 
同が じ闻》 をを むろ々 « 巧 巧を じ强 力た るが 吸ん 换 みずる ことじ ふつて 巧 巧共网 巧のを 巧め 
巧なん 捷 まぜし みて ゐる〇 

ラィヒを 巧は 左の 法律を おめ 巧に 之を 公布 ナ〇 

. 巧 一を おを の 指導を 及 信任 協議を 

» -條 巧巧內 じがて を 菜 ホは おを の お 導# として 巧 用人 あ 巧 か ホは が K おとして 輕巧 目的の 
促進 ホに 固 民 及 巧 家の 共同 利 さの 芭に 共同して 街く ものと す。 

第三 儀 (一〕 お 巧の 指導 ホは 本 巧に 巧 制せら る、 限りに がて 粧 ての 粒を ホ 巧に 閱し從 R ホに 
巧して 決 巧を 巧 ふ。 
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Cl 一) 経を の 指導 ホは が w ぶの 顧せ にがむ る ことを おす、 な w ホは お 巧ぶ におし がを ホ网 ほに 
巧 ホされ たるを 巧を 巧 持す る ことを 巧す 0 

第 己 條 こ) 法人 及 人的 留巧 にあり ては 法を 代 巧 人を お 巧の 指導 おとす。 

(一一〕 企莱ホ 又はを 人 及 其の 化の 人的® 巧に がける 法定代理人は 巧 宵 巧 理に巧 巧を なて 閱 巧ず 
る ホに 巧し 代 巧を 委任 寸る ことを 巧。 か 菜 ホ 及 巧ち 代 巧 人が 自ら 経 巧のを 巧に おらざる ときは 化 
ずれの を 巧 ふこと を 巧す。 を 巧なら ざる 事 巧に 付て は 其の 化の ホに 巧しても を 巧す る ことを 
00 

|:1云 おをのお巧をが窒子1<條にあき名春栽判巧の巧を巧判により^^|^おたる巧がをが巧か 
られ たると きは 化の 抬導 ホを 邁巧 する ことを 巧す 0 

第巧條 (一〕 巧な も 亦を を 本 法に 言 ふ 巧を とお 化す。 

(一一) またる 巧 巧と 共通の 巧 巧に よ 6 おを せられた る斯 《 おを 巧 おを 巧 巧は またる 巧を より 沒 
陌の 地に ちる 巧 合に 限りを を 巧 ホの 巧 巧と 巧な す。 

(一 云 本を の 煤を は 第二 一十一 一條 及第 S 十 111 おを なく 外 お 上、 河川 及 化を 運 巧の 化舶 並に 其の ホ 
負には をを 巧 用せ ず。 

第 五條 三) 常時 一一〇 るな 上の がま 負を 巧す る 巧 巧の お 巧者に おしては 巧}* ホ 中より だ 巧 塞 
なを 化して 巧の 詩 巧に なぜし む。 なをを なは 抬巧 ホの おがの 下に 巧を な 巧な 巧 巧を 巧ぶ す 0 

(二) をみ エ柔を 巧む おにして まとして 同一 お 巧の 巧に 巧 巧 又は 家族と 共に 巧 働す るを も ホな 


法巧朽 134 


巧煤赛 會に閱 する 規定の 息 巧に がける 巧屬 ホに 苗す。 

第巧條 (一〕 な 巧紹 巧を は 巧 巧 お 同 ほみ 巧に 於け る 相互 的な 巧を 巧むべき ぷ 巧を 有す。 

(二〕 な 巧協證 巧は 巧 巧が がの 改 萬、 一 肢巧街 條か特 じ粧巧 規則の お戍 ホに 巧 巧、 おを 巧 謹の* 
巧 及ホ菩 、總 ての 巧を 巧 再 ホ 相互 間 ホに お 巧との おを の 强化及 共同 ほのを 貨の 招かに 役立つ 一切 
の お 话に付 巧 誘す る ことを 其の 巧な とす。 信 巧 協 费會は 巧に 姪資 共同は 內 部に がける 一切の 爭寒 
の 調停に 巧 カナべき ものと ず。 な 巧棋器 巧は 経 巧 規則に よる 賠巧 をの 巧を に 先 ホち をを ち おする 
ことを-を ナ〇 

(111〕 信 巧 協 薄 巧は 巧のを 個の 巧 おを 巧定の 信を 委 貝に 委任ず る ことを 巧。 


第セ條 (一〕 信な 委 なの 巧は 左の かし。 

從菜な の お 一一 0 をな 上 巧 九® 下の 巧 巧 一一を 

• • * 五 〇 名な 上 九九ち な 下の 巧を 一二 名 

• • , 1 〇〇 名が 上 一九 九 名が での おを 巧ち 

• * ，二 00 るな 上 111 九九 名な 下の 巧を 五名 


ハ ニ) 信任 委貨 のかは 巧に 巧 菜 貝 11100 名を 巧す おに 一ち を かへ を 商 十る とす。 

(ご一) 同 巧の 代 巧 人を ががず る ことを 巧す。 

(四) なを 委 なの 運 巧に 巧 6 ては が 用人 巧 曲み 及 家み エ菜經 巧 ホを あ 常に 考 巧すべし。 

» 八條信 巧を 貝は 巧 二十 五 まな 上に して 少く とも 一巧 ザが おを 又は 企を に 巧 《 し をつ 少< と 
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も 二® ホ 間 同一 义 はなな のな 菜 部門を くは を 菜 部門に が ホした る ホに 限る ベ さものと す〇信 巧を 
員は 公 巧 おを 有し 巧 孤 巧に 巧 苗し 巧 巧 的 人 がをおへ 且つが 時た 6 とも 巧 巧す ると ころな く 
國民國 をを 巧 蓮すべき 旨の 巧證を 供す る ことを 叟 す。 本 法炮巧 巧 おな に 行は る、 な 巧を なの おを 
に 付て は 一 简ホ問 おを に 巧 巧せ る ことを 巧す る 旨の が 件は とを か 除す る ことを 巧。 

* 九條 (一) お 巧の 巧游 おは 毎年 一一 育 ナチ ス経巧 か 胞組錢 の 首を の 同ち を 巧て な 巧 まな 巧な 
の 代理人のを 巧を か 巧す。 なお ネ はな もに おおち 巧 祟に ょり 名 巧に 巧す る 巧 巧を かを ずる ことを 
巧す。 - ■ . 

ご 一) おを の 指 謀 ホと ナチ スお巧 細胞 化綻の 首を との 間に お 藤すべき だな まな 巧 其の 代理人に 
.姑し お 見の 一致を 見ざる か、 又は 其の 化の 理由に ょり 信 巧 協 義會の 成立せ ざる 堵 合、 巧に 從 M ホ 
が 名簿を ホ敦サ ざる 巧 含 にがては 巧 街 巧 おちは 么巧 おのな 巧 まち 及 其の 代理人を 任命す る ことを 
巧 0 

第十條 三) 信な 協 ま 禽の成 貝は 巧が 巧 街 日 (五月 一ち じ從苗 ホの 面前に かてが のが 務 のな 
巧に 瞭し 自己の 利な をの 制し 巧ら 巧 巧 及 共同 抵の福 化に 素 化し 且つ 其の 巧が 巧 巧 あのを 巧 上 巧 巧 
巧 K ネの巧 巧た るべき ちを 齢满 にを 巧す る ものと す 0 

(一一) おを に 於て 信を 協 薄 會範活 の お 件が 第九條 第一 巧に おむ る 時が なをに 生じた ると きは 信 
巧を具の巧な (第九條) 巧倍をな薄なの^^は直もによを巧すことを巧す〇 

<十 _ 條お 巧按該 食の 巧 おはを 巧 終了 巧に 始ま 6 しが 則と して 五 巧 I 日 おぉ 巧 月 一二 十日 
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を 巧て 巧 了す 0 

露 十 I 一條 信 巧裕巧 會は必 巧に 麻 じ 巧を お 巧を さを 召集す ぺ きものと ず。 召 巧は 侣巧を 貞半數 
の 申請 あるときは 之を 巧す ことを 耍す〇 

.誰 十 Is (こ 倍 巧を なの 蹄な はち 餐巧 としが の 巧 おのな 行に 巧し ミ 語 酬をぞ がす K> こと 
を 巧ず 〇巧務 のをけ 上必巧 なる 巧 か 時刖 のを 失に 巧して は 通を の資 おを ぞ巧 ふこと を 巧す 〇么巧 
なる 資用 はおを 巧 巧 巧より 巧濟 すべし。 

ごご 信 巧な 薄 巧に 巧せられ たる 巧 おの 秩を 的を 巧に おおなる 設備 及 事み 用品は お 巧 巧 巧 逆よ 
ゥま辨 すべし、 巧 巧の お 巧 ホは 信を ま 貝に 巧し 巧の 巧 巧のを 巧に 必巧 なる 巧吿を 毎すべき 蒙 あを 
ちす。 

« 十田條 (1) 信 巧 ま 負の 巧みは 自爱 的が 巧を 巧と して 經 をよりの おおと 共に おな す 0 信 巧 
ま 員の 话«閱 巧の W わ 吿 巧は 巧を の 化 止 义は經 をみ 朝の おお 么 巧と なりたる 巧を 若く は 保 わ吿知 
期間のを ザを 巧せ ずして 解れ 吿 巧を 巧し 巧べき 巧 由に 巧 < に 非れば をを 巧す ことを 得ず。 

ご 一) 巧 働を a 官は 事柄 及 人み 上の する 巧の 巧を なて 信任を 員を 解 巧寸る ことを 巧。 解な せら 
れ たる 信 巧を なのな 巧は 巧 « 巧理官 のか 定 がな 巧 協る 巧に 巧し を 面を なて 通连 せらる、 と 巧 時に 
巧なず 0 

(一一で 信 巧を 貸の 輯 あは 巧に 第一 手 八が を 一巧 巧 至 第五 巧の 巧の ち* 1 巧 対が による 判 巧な 定と 
巧に 巧 W す。 
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藥十五條 お巧し义は 一 #^11}すを生じたる信巧をなの巧化は巧お名巧にを绿せる巧化にがひ化 
巧 人巧充 貝と してな 巧す 〇 補ち 負 巧に 存 せざる ときはな 巧な をを の 巧な 巧 巧に 巧し 巧 働な a をに 
がて 巧な 巧を 貞を 巧な す。 

第 十六 條 一巧 巧® 條ホ巧 じ 巧ず 規則の お 巧に 關 する 經 巧の 指 巧 おの 決を が 巧 巧の 巧 濟的义 は 
お會的 巧が に 巧 合せざる ものと 或 めら る、 巧を じがて はを に 巧し 倍を® ま 會のあ 半 巧を なて 巧 巧 
なく 巧 かを 巧官に 書面を なて 巧を 巧 おする ことを 巧。 巧を の 指導者の 決 巧の ホ カは 訴の 巧を にょ 
り 巧 げらる、 ことなし 0 

» 十 セ悔疫 巧 t 又はを 術 上 同種 巧なる か 又は おさ 目的 上 巧 曲冉卞 るみ 巧の 巧 巧が 一を 菜 おの 
巧 有に 》 すると きは 巧な 企 柔お义 は 企 菜 者 自ら 企 菜を 巧 巧せ ざる 巧 合には 其の 巧 命 甘る 企 菜の 巧 
導を はなを 的 事 巧に 曲す る 諸 巧の 毎 <¢15 の 巧 巧の 倍を 巧§ ょり 一名 づ つの 巧 巧を 巧 命す る こと 
を 巧す 0 

巧 二 巧 巧が を 巧を 

第 十八 « C 1) ライヒ 巧 « 大臣が ライヒ 姪 巧 大臣 及 ライヒ 內巧 大臣の 同を を 巧て 其の® 巧を 
巧 おすべき 大巧 巧 巧试に 巧し 巧 « 巧 巧を をを 命す。 巧 働を 埋官は ライヒを 巧に して ライヒ 巧働大 
臣の おちに 服す。 巧 働 巧 巧 巧の な 在 地は ライヒ 経濟 大臣の 同 度を 得て ライヒ 巧 働 大臣と を 巧む 0 

(1 で. 巧 街を 理官は ライヒ 巧 巧の 巧 刖及お 令の 巧 まを をく る ものと ず？ 

■ » 十九 >.( 1 ) 巧 働巧埋 をは 巧 度 や 巧の 維持に 巧 力す ぺし 。巧の 巧みのを 巧の 毎 巧® 巧理を 


を巧扶 巧— 1 況 


は 左の 諸 巧を 執行 ナベし 0 . 

一、 信な 協 誤 待の 巧 成 巧 巧 おの 執行を 黑 巧し 直 つ爭該 に付き 決定を 巧 ふこと 

二、 第 九條を 一巧、 巧 十四 條莖 一巧 あ 巧 十 五條に 從ひ おを の 信 巧を なを 巧を する こと 

ご 一、 第 十六 條 にょる 信 巧巧歲 待の 訴 に付き 巧 巧を 巧 ふこと、 巧 街を 巧を はおを の お 巧を のみ 
定を お毁し 自ら 必 巧なる 規制を 定 むる ことを 巧 

四、 策 一.1 十條 におき 申 吿 せられた る お 馬に 付き 決定を 巧 ふこと 

五、 経を 規則に 關ナる 規定 (第二 十六 俺な 下) の艮 行を お朽 する こと 

六、 第一 一一 十一 一條に おむ る條 件に 從 ひが 則 あ 負が 規則を 巧ち し 且つ 其の B 行を おちす る こと 
セ、 第一 一一 十 五條な 下にょ る お 巧 的な 眷 裁判の あ 行に を與 ずる こと 

八、 ライヒ 巧 働 大民及 ライヒ お 巧 大臣の お 目的 訓令に おひ おみ 政策 的發 おに 付き 常に ライヒ 
• ■巧 巧に 巧吿 ずる こと 

(一一) ライヒ 巧 働 大臣 及 ライヒ 経濟 大臣は 法が の 巧 巧 外にが て 巧 巧を 巧 官に對 し 其の 化の 巧 巧 
を委 化する ことを 巧 0 

.(一二〕 あ 働を 寶 目は 5 巧窒 蚕に 巧げ たる 事 巧の. 當 巧を 專門 家を なう を 壬 二條窒 一巧) に. 
をな ナる ことを 巧。 化し 巧の 巧 定は巧 働 巧 巧を 之を 巧 ふ ものと す。 

»|| 十 條 (一) 経 巧のを 菜 ホは ホの 場合 にがては 巧め 巧 巧巧理 をに 巧し 常 面を なて 申 吿を島 
すべきを おを 有す。 
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(ィレ 常時 巧るな 下の 巧を なを おする 経を にがて 九 名な 上む 巧 菜な 

(口) 常時 百 名な 上 クが采 巧を おず る おを にめ て 経を にを 時化 事す るが 菜 負ち ちに がき 十ち 
又は 五十ち な 上の 巧 業 員を 巧 週間な 內 にが 短 せんと するとき 
(一一) 第一 項に より 巧め 申吿を 巧ず る 解視は 中吿が 巧钢を 巧官の 下に 到達した る 巧 巧 遇 間を お 
過せ ざる 間は 巧 巧 巧 巧な の 許 巧を 得た る 場を におり 有 かとず 巧 働 巧 巧官は 其の 許可 じ 溯 及 力を お 
巧す る ことを 巧 巧 働を 巧ち は 中吿巧 化を 商 月を 限を とする 巧 間を 経過す るに 非れば が 放は なの 
巧 力を をせ ざる 旨を 命令す る ことを 巧、 が 盾が 第 I 段 及を 二 おの 規 おにより 有 巧と なりたる 時よ 
ゥ四 遇閒な 巧に 度 行せられ ざる おゎに がて 申吿は 毎され ざら しものと 巧かず 期閒 のをめ なき 解 度 
におす る おがは とを かげず 0 

<:1 云 企 菜 ホが 巧 菜 貸を を 一巧に 定めた る 期日を を 時間 巧 働せ しめ 巧き ときは 巧 巧を はを 菜 家 
におし 化の 期間 其の 辉を內 じ 巧が が 削の 短縮 (巧 かの 猜 が) を S 化する ことを 許 巧す る ことを 巧 
但し 化の 巧ん ロー 從菜 貝の 遇巧衡 時制は とを 二十 四時 閒な 下に 巧 下せし むる ことを 巧ず、 か i は 
巧か搪 がの 璧 口にが ては 巧 かが 制を 短縮せられ たるが 菜な の資お 又はが がを をに おじて 引下ぐ る 
ことを 巧、 但し 引 ドは 一松 法が 規定 又は 巧の 上のを による 巧か關 巧の わ 了を に 非れば 其のみ 力を 

爱 を享。 

(四〕 通常 特定の 季節に 巧 かの 巧 だとな 义ホ節 的お寶 又は 逆 巧一窗 ホの 室畜 月な 上 巧 かせ 
ざる おを (一を 巧お复 じがて はおを の 巧の 特性に なく 佑 柏 にっきて は 第一 巧 巧ぎ 第一 一一 巧の が 巧を 
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通用せ て 

第二 十 _條 'ライヒ 巧 巧 大臣は々 かを 巧を のを 時す る お濟地 巧の 乂 さぶ 特 ホの 巧 巧 ホ おによ 6 
化 巧なる 限り じがて 巧 か 巧 巧を の 下に 代理ち を 面 < ことを 巧。 ライヒ 巧が 乂お义 は 巧 街 巧 巧. だは 
巧のを あのを 巧义は 一巧を 一定 地 巧 又は 一定を 業 部門に 付す 化 巧を に委 巧す る ことを 巧。 代巧官 
は ライヒ 巧が 大臣 义巧働 巧 巧 巧の 指な おおを を <0 

さ I 十 15 三) 巧 お 巧 巧 巧が 其' の 巧 おの 葵け の 巧 受 する 巧 面に よる 一枝 的な 令に 巧し 巧 お 
し 巧を じ 違反した る ホは 罰金に がナ 。巧が おにを そ 巧を には 巧を に 化へ 又はを と 同時に 巧が にな 
する ことを 巧。 刑の 巧 おは 巧 働を 巧ち の吿 がを 俟 つてと を 巧 ふ。 

(二) を 刑に 處 せらるべき 巧 島に 巧す る 公 刑の 判決は 常な 行なに 巧す るれ 會的 巧餐巧 巧と して 
のが 迫を 巧げ ず 0 

さ ミ S (こ 巧 かを 埋官は 巧の 巧 轄地绒 の 一 投的义 はお 本 的 問題の 詩閒の 毎な の 地试の 
を 巧 お 巧 部門より ザ 門ぶ 巧 巧 巧を 巧 ホす。 巧 門を の 巧みの 一二は 巧 逸 巧 か 孤 おの 推薦ち 巧の 中より 
透 巧すべき ものと し 巧を々 働 破 おはを 裙巧莱 脚な 及經濟 部門を 考 がした る 上 先づ巧 巧を のな 转化 
巧みの 經 をに がける 信 巧 協 まを 所 货のお 巧を を お 平を をな て推据 する ことを 巧ナ 。お 巧の お 巧 若. 
及な 巧峯 なは 略 同 巧を 名 巧に おおす る ことを 巧す。 么 巧なる 尊 巧 家の 凹みの 一は 巧 巧を にがて 其 
の！： お內の 他の あ 巧 ホ 中より 巧 命ずろ ことを 巧 0 

(二) ライヒ 巧 巧の 法 巧に よゎが 巧の 曲を 的が 巧が 巧 あせられ たる おり にがては 巧 逸々 馈 孤が 



は 巧の 巧を すべき 專巧 家を 曲 ほの 同 唐を 巧て 推 おする ことを 巧す 0 
<:1二〕 巧 働 巧 巧 巧は 葛の 巧を にがて 巧に 專 巧を 巧な 巧を 召がず ろ 一とを 巧 0 
露 II 十凸* 巧 巧 家は 其の 巧み おけの 開始に ホ ホ も、 巧 街な 巧 巧と にを 巧を 巧は しむる ことを 
巧す 〇巧門 家は 其のを むに 巧 ひか 何なる 巧 巧 利 巧を も 求めず 巧ら 囲 巧 共同 巧の 巧 化に ホ 化すべき 
育を を 香 ナベし、 を 巧に 付きて は 巧 事 訴をま 第 四な 入 十 一條の 規定を 巧 用す 0 
»| 一十 五條 巧 A 巧 巧を 及 其の 化の 巧を なおは 其のな 限內 にがて 本 法の お 巧の 巧 巧 互にな お 上 
の 援助を 島ず べきを 巧を 有ナ〇 

巧 一二を おを 規則 义巧率 規則 

第 I 王 ハ •巧 時 二十を なま 使用人 及 巧 A ホを 使用す る 巧を にがては 巧 宵の お 巧 ホは 輕 をの 
巧用ネ (第一が). の 爲に巧 巧 規則を 萬 面を なて 爱布卞 る ことを 巧す 0 
»|| 十 セ悔 (1) 巧ず 規則は 左の 巧か條 かを 記載す る ことを 巧す 0 
一、 I 日の 通 巧 巧 か 時間 巧 化 おの 関わ 巧 終了 
一一、 巧 か巧酬 すがの 時 巧 方法 

三一、 巧を にがて 化 來高拂 巧 か 又は 請な 巧 かの 行は る、 限り じがて 化來 商み 巧か义 はおな 巧 か 
の 巧 巧の おお 

四、 お « をの 定め あるとき はが 種が' 巧 巧® 化に 閱 する 規定 

ち吿基 制の 薑寸 なくして 巧 館 巧の 解の 吿 知を 毎し 巧べ さ盡 、回しを 蹇 S こょる 
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ものに 付きて は 巧の おりに 巧らず 

々、法が 規定の 巧围內 にがて 巧を 規則 又は 巧谢 巧め じがて 巧谢關 巧の 違を 的 おのに 巧 卞る賠 
« 金の 巧め あるときは 街 化せられ たる 脂な 金が 使を 

a ご 化のを 巧 又はが 令 やに 巧钢 規則の 强制 的規 巧に 付き 来條第 一巧の 規定は 巧の 巧 力を 巧 持 
すを を 超 ゆる 規定ち ると きは 巧な 規 巧は 其の 效 力を 保持す。 

^:三一) お巧規則にち 法ホのおむる規定の外巧巧巧酬の巧及巧化の巧が條かに關する規定並に 
おを の 快を、 巧を 內 にがけ るが 巧 具の 行 巧 巧 お 蒂の巧 止に 閱 ずる 規をを おくる ことを 巧。 

篇二 十八 «( 一) 巧菜貞 に 巧す る お 巧は 巧を の 秩が义 はを をに 巧す る 進 反に 付きての みとに 
巧す る ことを 巧。 金 庭に ょる 賠價 はや 巧 一日 巧 働 巧 巧の 牛 巧を 超 ゆる ことを 巧ず。 但し 巧に 巧ぐ 
べきを 大 なる 巧 反に 巧して は 平均 一日 勞働巧 巧のを 巧を の睹 價を定 むる ことを 巧。 お « をの 巧を 
は ライヒ 巧 度 大臣 之を 決定す。 

(二) 賠 巧 金の 巧 没は な 巧 協巧會 (奉 ハ 巧の 存 ずると きは 其の 巧 おを おて お ホの i ネ 又は 其 
の 代理人 之を 行 ふ。 . 

(三 一)？ 巧 巧を 一巧の 規定は 涅ず のをめ なき 巧を にがけ る 巧 巧 巧 約に ょる 賠 なのな 货 に. 
がきても とを 適用す。 

(巧) 巧 そ！ 8^ のをめ もる 巧ず にがては 解 巧 话吿 巧が のな 守な くして 巧 « 曲がの 解わ吿 知を 貧 
し巧ぺき巧巧|^を巧8巧わにょゥ巧强し义は增化することを巧ず0 
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第 II 十九 « 巧 宵 f にがて 巧 働々 又はが 用人に おず る 巧 曲 巧酬を 巧む る 場合 にがては を俩の 
おを 所 «ネ の 給が に應 じて 谏が をす がし 巧る 餘 地の 巧す るかき 擦が をが て抬但 ホを 定 むる ことを 
巧ず 〇 巧の 化 お 別の 給付に おし 適當 なる 巧酬 をす がし 巧る なぞ 推を 拂ふ ことを 巧す 0 
な III 十 條経巧 規則の 規定は 經を所 助 おじ おし お巧條 かとして をが 的 巧 巧 力を あす 0 
第 古 I 十- 條 '(一〕 経を 規則 巧 其 経を に適稱 せらる、 貧率热 則の 巧 刷 物は 経 巧のを 巧に がて 超 
を 巧が ホの 見易き 適當 なる 場所に 巧 示ず べし 0 

(一一〕 おを？^ は 巧の 中に 他の 期日を をめ ざる 限り 巧の 巧 示の お 日ょりか 力を 受 生す 〇薛 ホを 
ると きは お 宵 巧 菜 貝に おし 経 巧 規則の 巧 刷 わを をがず る ことを 巧す 0 

き 一十 15 ( こ 巧 街 巧理ち は 巧 門家委 M うを 子 111 條笔二 巧〕 の おおを 巧て 巧を が 训巧個 

別 1 巧め じ 巧 ナる巧 則を 定 むる ことを 巧。 - 
(一一〕 巧 街な 巧を はなの 巧 持 地 巧 內の一 陶の巧 巧の 巧 菜な 巧进 のな 巧谢腳 巧 規制の 毎の お巧條 
かを をむべき 聚 急の 必要 あるときは 巧 門を まな 食 (巧 二十 S 條第 一一 一巧： > の 協 藻を おて 專 面を なて 
巧が 規則を 發布 する ことを 巧。 化の 巧な 巧 一一 十九が はさを 巧 用す。 巧が 戏 則の 班定は 其の 適用を 
受 くる 巧街關 巧に 巧し お巧條 件と して 法が 的 巧 束 力を 有ナ〇 之に 反する お 巧 i の規 をは 巧效と 
す。 巧が ぜ理 ちは 巧 ホ 戎训じ 巧 ひ 規定 せらる、 巧 か 脚が 又は お あ 脚 巧ょり 生ずる 巧 ザ 巧を ホ ホに 
付き 巧ず 谋則 じがて 巧 働 巧 判 巧 法に おき 巧ず 巧の あず ホに おし 巧 おなる 巧 巧に がて 巧 働 巧 巧 ㈱ を 
ホ おする ことを 巧。 
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(IILV 巧 則 巧 巧 ホ i は 巧衡巧 巧を ぶを 公示 寸 べし 0 

さ 手 i 二) 巧 巧 巧の 巧抬地 巧を ましくな ゆる 舊 護に 互り 望 十二 條巧 一巧に 巧く 
ホ 則 又は 貧が 規巧 をち 布ず る 化-おを ると きは ライヒ 巧 働 大臣は 其の 巧 制の 巧 特別 巧 働 巧 巧 官を巧 
む。 巧に ライヒ 1 大臣は 特 をを おの 巧 巧の 巧 特別を 巧を をを 命す る ことを 巧。 

ご 一〕 特別 巧霉巧 巧に 巧して は 季入條 を 苗、 を 子 一 一條 •第二 十ー ニ條 を二 ち 第 こ 十四 
僚、 を 平 五條 巧 第二 一十一 一條を 巧 用ず。 

(I 云 巧 か 巧 巧 巧は 特別が 巧を の赛布 占る 巧 則 巧 巧お戏 則の 其の 地 巧 巧に がける 巧 巧に 付き 
監 がする ことを 巧す。 巧し 特別の 巧な じがて ライヒ 巧 巧 大臣が 巧のを おを も 巧 別 巧 巧 入に まなし 
たると きは 巧の 限り じ 在らず 0 

さ I 十凸 * 毒 填® 又は 巧の 家な 巧 二 貪 下の 達人と 共に 巧擎 る家呈 菜が をを におし 
ては 其の 注文 まとの 關巧 になき 窒王 一憔を 一巧 巧萃 一巧 並に 第一 一 壬 一 療の巧 巧を 巧 用す 〇 ライ 
ヒ巧働大巧又は巧か巧巧朽は其化の夕巧エ菜お枉ネ仲かホ巧が化の^ぶお似のホを其の控巧的 
じ 成 ホ 性を ち廿 ざる おを なて 前 巧 家 巧 H 菜 巧 巧 ホと 同一に 巧技 ふこと を 巧 0 

巧 阿が 化み 的 あが 栽 判 

藥 I 二十 5 酱 巧を 共同 巧のを 巧 g 者は 巧を 共同 お內 部に がける 其の 巧な におず る 塞 おを なむが 
じ 度 巧 ナベき 黃 巧を おす、 を 巧 » おはがを 巧网货 にがけ る 其の 巧 化に 伴 ふ 巧が にがす る ことを 集 
のけ 巧に ょゎ 巧す ことを おず。 おにを 所 « ホは 常に 巧の 巧 巧を 自 R して お 巧の 巧務に 其のを 力を 
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巧け 共同の 結 化の 巧と を 沒が寸 る ことを がす 0 

第 己 十六 條 (こ 巧を 共间 なじ おくが 會的蒂 おじ 巧す る宝乂 なる 違反は かを 的ち 巧の お 反と 
してを* 判 巧を を おがす。 左の 巧を には か會 的を あに 巧す るま大 なる を 反 も 6 たる ものと 
す。 

一、 企 ipr 巧を の 巧 巧を 又は 其 化のを 宵を が 巧 巧に がける がの « 力 的 巧 化を 巧 用し 巧 意を 
なて 巧 g をの 巧！® 力を 巧 巧し 又はが おみの ち 巧を 致 巧した ると き 

二、 巧 おネ にがす る おが 巧 « ぶを 拍動し おを 巧に がける 巧 街 平 巧を 危 くした ると き、 おにな 
巧委 おとして かおに おを のを だに 許すべからざる 干 ホを かへ 又は おを 共同 巧內 巧の 共同 持 
神を お 巧 的 惡息的 じ巧亂 したる とき 

•一三、 經巧 共同 旌 の所篇 ホが 巧 曲 巧 巧官に 對し扶 おし 理由な きが 吿 又は 申 化を 輕ネ に提 化しを 
< は 巧 働な 巧ち の齊 面に ょる 命令 じ巧强 じを 反した ると き 
巧、 なな 協 缘會の 巧 貝が 其のが 歎の 勤行の 巧知り をつ 其のが 巧なる ことを 示された る 巧 巧、 
巧を 又はを お 上の 格 おを 煤 股な くして 公表した ると き 
(二〕 巧ち 巧が 人は かを 的を 爸 裁判に 服さず。 

>111+ セ « 巧 111 十六 條じ 拐げ たるれ 會 的を# のを だに 封才 るを*! 教判 所の 訴 おは 其のが 效巧 
閒 を】 爲ホ とず。 • 

» 己 十八 修お巧 巧 判 所の 刑莉は 左の かし 0 
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1" か當 

二、 謡 寅 

ご 1、 1 茜 ラィ ヒス マルクが 下の 剖を 

巧、 巧 巧の 巧 導ち たる 巧が (巧 一條 乃 ま 第一 一 一條) 又は 佔巧 をな の 職み 執行の かが 尧 五條な 
下) の剝 お. - 

五、 巧 來の巧 巧 巧 巧ょりの 巧を、 化の 巧 合 名 餐巧判 巧は 法お义 はおを おわ 巧吿巧 削と 巧る 巧 
間を 定 むる ことを 巧 0 

»||| 十た 條 ( 一 ) お 巧が 再 おに 巧し 剂 せらるべき 巧ち に付き 訴の 巧を あ々 たると きは 同一 单 
寅 じを く 名 ホ 巧 判 手 巧は 之を 中 化すべし。 

(一一) 刑事 手 巧 にがてみ 巧の 刮巧 もりた ると きは 其の 手 巧 にがてを 巧せられ たるが 貪が 共れ 宜 
巧 じがて 丘つ 刑法 じ 規定 せらる 主け 巧の 语 成％ « と 巧 立 じみ 巧 巧 判じょ る お 罰の 巧 巧と なる 限 6 
にがての もち 判モ 巧を 行 ふ 0 

ご二〕 刑 巧手が にがて 判 巧の 巧 はれた ろと きは お 巧を 巧 おはる# 巧 判 手 巧を 執 巧 ナるや 巧 やを 
ホ おすべし 0 

第 四十が な 下の 規 ちじ 别 ほのを めな きとき は ランド 巧 判 巧の 巧 巧 巧 じ 曲す る 巧 ザみ ホの 手 W に 
關 する 刑事訴訟 令の 規定 あな 判 巧 巧 巧を 巧な 五十 五條 第一 一巧 •巧げ セ 十六が、 第ち 八十 w 條乃ま 
巧肯 九十 入 條の戏 をはと を 巧# 巧 判 ホが にが 用す。 お 事の み问 はとを 巧は ず 0 
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s 十 I 《 cl) 會 的ち# の 寒 反に がさて は 巧 g 巧 巧な s 莱 におき 其のを 地 おじ 活かる 
ベす お# 巧 判 巧と を 巧 定す〇 、 

ご 一) を 曾 巧 巧 所は ラィヒ 巧 ホ 大臣の 同 息を 巧て ラィヒ 司巧畜 の 巧なず る 司 巧を 一る をみ 判 

ちとし •控 客 衍舅一 お 器な S 1 るを 陪璧 と て畫お 掌。 奪 Q 指冀舊 巧 香 

はを 壬 一 療の巧 巧に 巧 ひ 巧 巧 巧衝吸 おの 作 巧せ る 巧 巧ち 巧の 中より を 者 巧 判 対 お をを 
す 0 § はを 巧の おが 巧 化に 巧 ふこと を おす 。巧し 巧 能なる おり 巧 巧 人と 间 一のを 菜 部門に W ナ 
る ホを 選ぶべき ものと す 0 

第 田 十 5 巧 判ち は巧璧 をして 其 S 巧试 行に えま 其の 巧務を 良、 む 的に を 巧すべき 旨を 
をを せし むる ことを 巧す。 

第ち 己條 巧を S ホに よるれ 巧 的ち 餐 のを 反 じ 巧ず る お 黄は 进な咨 を 附し邊 面に よゎを 

な 響 Q 雲 巧に お」 とを？、 一とを 季 。巧 穿 忌 S 义は 蓋® 塞 こより 
巧を 的ち S 勇なる ぷ反 をす たると さは 5 に ザ 寅を 響」 特寡 QS 蓋を 詔し 圧つ 
あ 雲 判 所に 吿訴す •へさ や 否やを 雲す ご。 S 巧は 巧# 巧 約手 窺始 Q 葫求 Q 巧慧 巧した 

る 巧 査の括 おを が附 する ことを 巧ナ〇 

» 田 十四 條巧稱 巧 判 おは 巧 化 化-要なる 巧 まを 自ら 行ひ义 はとを な々 すべし 0 

S 十 ま 巧# 巧筹巧 3 は 巧 9 議お奠 某を 護な さも ミ」 5 下す る こと 
0 ■沒〇 々 SS ち ミ 菜を 巧 下せられ たると さは 却下 雲 Q 達 A ゎたる 後一 逛 質のに を 
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を 巧 判 所 じがけ る 公判を 謀 ホナる ことを 巧。 

»四+ さ (一〕 あ 餐み譯 菊判 おは 巧寶 呂の說 求を 巧 由 ありと なめた ると さはが 吿 、雲 
义は巧 ライ ヒス マルク W 下の 罰金を を 吿ナる ことを 巧 。巧 巧 巧 あ 巧 街 巧 巧を は 化の 巧を に 巧し 巧 

定の瞧 おゎた るを 一週間 诗 にを囊 判 所に 巧し 謡に ょゎ 又は 蠢課 Q 記錄 島てお巧を 申 

化つ る ことを 巧。 

0 一〕 法定 巧 制 巧 じあ 落の 申 ホち りたる ときは ち 脊巧判 巧のを 判に 附す〇 巧し 其の 開始 前に 申 
よの 巧 下 ありた ると きは 化の 限りに 在らず 0 

第 5 セ* (こち 雲 判 所 费判お 自ら S を與 へざる ときは 桑 巧 十六が 第 1 巧 第一 段) 
巧 判ち はを 爸巧判 巧の 口頭 辯 論の 期 R を かを すべし 0 

(二) 名 者 巧 判 巧は 口頭 公開 辯 論の おおじ おき 自お 巧な をな て 判 かを 巧 ふ 〇を眷 巧 判 所は！！^ 
又はが 權に 基き 證入 及專門 家を を 巧の 上審 巧し 互つ 其 化の 恐が 物件の 巧 集を 命令す f 一とを 巧 0 
ち 净巧判 一^ 判 おは 辯 論のを 開を 禁 ルナる ことを 巧 0 
« n 十八 條 (一) 巧 街を 巧官は 公判に ホ 會ひ中 ホを 得十滿 利を 有ナ〇 
三 一) 巧吿 入は を 判じが て蕃 おにょりを おを をな せろ お 速 人を なて 化 巧せ しむる ことを 巧。 

» 四十た 條 (一 裁判 巧の 判 巧に おしては 巧衡巧 巧ち はか 何なる 巧を じがても 控訴す る こ 
とを 巧べ く 巧 巧 人は 巧 ライ ヒス マルクな 上の 削を 又は 巧 S 十八 條巧四 巧 及第 五 おに 巧げ たる 刑の 
巧を をを けたる 巧な じ 股む 控 がする ことを 巧〇 おがに 關 する 判み は クイ ヒ を# 菊判 巧と を 巧 ふ 0 
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ご 一) をが はち#: 巧 判 愛 判決の 送违 をた るを 一遇 削；^ 巧に み 面に ょゎ 义は薑 課の 紀錄を 
がて をを 巧ナ ことを 要す 〇 控訴は 執； 行 延期の 巧 力を おず 0 

第五 十條 ライヒを 番栽判 巧は と ミル リン じ 班く 〇 ライヒぶ 替巧 判は ラ ご 巧 か 大臣の 问怠 
を 得て ラィヒ 司を 大臣 GIJ 上な 司法を 二ち 中 一名を i おと 化 Q I 名を お寶 としが に 
巧を の 指導 ホな 任 雪 及 ライヒ 富 Q 巧季る ホを 一る をお寶 とする 養る 了 判決を， .了え 
第 巧 十 一條 第一 巧を 一一 段は とを ホ 用ナ〇 

第五 十 _酱 (一) ラィヒを 巧 巧 判 巧は あ 爸巧判 巧の 決定を 其のを 巧閒 にがき 巧. 法理すべし。 
ライヒ お 餐教判 所は ちを 巧 判 所の 決定に 巧 ませら る^こと なく a つ異 薄申亢 もりた るかを を 自白 
巧毋 をな て 獲 逝す る ことを 巧 0 

(二) あ蠢判 所の 手 巧に がさて は畜 十一 一條、 策 四十 巧條 、第の 十 セ 寡 一一 巧な 富て 條 
を 巧 用ず。 

第五 十一 I 酱巧 働— 巧は あ 赛巧判 i 判 おの 決定な 前 又は 空 ホ 判 巧 のづ〔巧ム る 前にが て ホ 
あ 吞巧判 所に おナる 化 菜を 巧 下ぐ る ことを 巧。 

gw 十 Is (一〕 S としてが 付 せらる 4 巧は ライヒ 巧 契ち が 他の S をを めざる 阻り 
をを 巧が じ送附 すべし 0 

(二) 罰を 刑を を吿 せる 決定の 铁 巧は 刑み を吿 せる 巧 判 巧の 邊 おのを 付す るな 巧 笛 巧 巧が がり 

或 巧 判な S 本莫ミ 巧 事 i 事廷 めける 遺 S 巧 じ學る 規定に がひ需 35 をが 
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ふ。 

» 五十田！！ 巧 巧の 巧 巧 ホ 父は 信 巧を 貞 たるが 巧の が 舞 若く はが ホの 巧 街み 巧よりの 巧 蓮のを 
吿 あゎたる とさは 巧 巧 巧 巧な は 巧の 約 巧の な 巧を をが ナる ことを 巧す 0 
» 去 十玄條 (一.」 を餐巧 判 巧 及 ラィヒ 巧 巧 巧 判 巧の お 的 ホに 人的 筑 用は ラィヒの な 巧と す。 
(二) •巧 対 手 巧の 巧 用は 巧のを 巧 又は 一巧を ち 罪 判 かを をけ たる ホに 巧 巧せ しむる ことを 巧 0’ 
巧 五 章 解約 吿知 保護 

»五+ ホ條 (1} 巧 用人 又は 巧 働 ホが 同】 巧を 又は 同一 か 巧に 一简 おか 上 柄 傭せられ たるみ 
おわ 吿 知を 受けた ると きは 其の 摇 巧が 巧を 一十 あな 上の 巧 菜貞を おしを つ なわ 吿 知が 不巧じ § 
にして をつ 招 巧阴 巧の 化 巧に よりたる ものなら ざる 巧を にはを 該巧 用人 又は 巧 働 ホは g わ吿 かの. 
到達を 一一 巧 間な 巧に 巧 か 巧 判 巧に 巧し 解 わ 吿知巧 消の 訴を 巧を する ことを 巧。 

(一一) おを 巧に な 巧な 谋 みの 設け あるときは 吿訴の 巧 相 化 沿 巧に 閒 する 協を 待の 協 巧が す おお 
にわ 6 たる 旨の 信を 協 巧 巧の 證明 萬を 巧附 ずる ことを 巧す。 佑わ吿 知を 受けた る ホが がわ 吿 巧の 

到達 望 貴 《得 任 協 壽 S 訴」 たる も SSI 壽が壽 望 易 內 に證冀 を 交付せ ざり 

し 巧を 證阴 したる ときは 巧 明 苗の 巧 出を を おする ことを 巧 0 
* 至 十セ條 こ： > 巧 巧 巧は おわ 吿 巧の おおを 宜吿 する 巧 合に かては 巧 樵を なて 令 巧# が 巧 お 
を 拒 巧した る 巧 合の 巧蒂お 巧を 判 巧 中に 巧定 する ことを 巧す。 

ごで. か 巧ぶ は 巧 A 巧 判 巧 法を ハ 十 一一が 至 巧を 一段に よゎ 判 かの 假み 巧が 抹を ゥれ ダる おり‘ 
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にがて、 巧 愛— をた る— 易 內ド 房れ 吿慧義 及 巧 ss 中：！ ：れを 法ぶ かを# 薑 

巧を 受け る ホに 巧」 通节へ L 。 ホ期閒 S か萊 ホが# Q 通吿を 巧 さ r ると きは 捉お盼 R を 巧 

巧した る も Q と S 寸 。•審 窺は 蹇亨 が蓄に 技 葦る こと ミ ゎ 5 著ら る。 を審 

はお わ 吿知 Q 累を透 f たる、 一とに ミ 約 決に 巧す る 控訴 sf 巧 げら？ ことなし、 を 巧 
じがて 巧の 巧 却ち. S ' たると きは せの がを なて 解れ 吿 知の 累は菱 み 力 奚ふ〇 

ご 云 轻訴蒙 絮 にが 了 f を じ寸 る巧养 裳が 決定 せおた ると さは 窒写 C 規 蹇られ 
たる 巧 削は 控訴 約 蒙 i も 若る 時よ ゎ 巧に 進¥る ものと.,^。 

窒 十八 條 損酱賠 なのかを じを りて は 解わ吿 知を をけ たる ホの 巧濟 がを ホ じ 春の お濟 かた 
なお 力に 付さ賽 なる 考诺を 巧 ふこと を？。 囊惡 は雲繁 S 资閒に ミて 畫霎 
す 損蒂お 巧は おおの ザ 巧 か 巧 巧罕 二み の 六を おゆる ことを 巧ず 〇解 わ吿 巧が をな ホに ミ、 
與 なる 巧みる て籌 巧の 努葉 位— 用に よつ て 行 はれた る こと 明を ると きは 巧^^ 
おの 年 巧 か 巧 巧のを 巧を 巧蒂 おな を 巧 定ナる ことを 巧 0 
第五 十を 解薑 知を 取消」 たる 受 ac をて は 企 S 化 解約 吿著 受けた るみに おし W 苗 
よ々 再 財！！ 迄の 窺に 巧」 貧 筵 又はを がを すが 寸ベ きお# を おす。 S 第 六 罩五囊 一展 
を 準用す。 か： S は 巧 じ解替 なをを けたる ネが慧 請 巧に 失 菜 あ 濟蔓は 八矣お 藻々 中より 
支が せら ゎたる 公 重 Q が 付を を お」 A つ 其 Q を 猫を が 付 麓に お濟 する ことを おす。 

第 《 S 解の 吿な をを けたる ホは、 巧の 制 にがてが かが 化み わを 締お したる ときは 裹 の卜- 
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菜 ホの 下にが ける i の お 巧を 拒 おする お 利を をす 0 w わ吿 がを をけ たる ホは 此の おにが き 第五 
十セ條 第一 一項 巧を 111 巧に 规定 せられた るか 菜 おの 通吿 をを 領 したる 後 お 巧な く 化し おくと も 一二 日 
な 內に口 巧 又はを 面に より 企 菜 家に おし 逆 吿を爲 ず ことを おす。 化の 通吿を なさ r ると きは 巧絕 
の灌 利を 失 ふ ものと す。 解の 吿 知を 受けた る おか 其の 巧絕 煤を 巧 使した ると きは 解 原よ ゎ 斩規雇 
化賊 巧に 入りた る 日 迄の 期間に おしての も 貸 綻义は 化が を 支が すべき ものと ず〇 第五 十九條 第二 
段义巧 一一 一段は をを 巧 用寸。 

» 巧 十- 條 (一一が わ吿が 期間の お ザな き 解の 吿 知を 受けた る 巧 巧 ホ 又は 巧 用人は 吐の 解 わ 
吿 知の おみを 主 おする 訴訟 手が にがて 許 巧され 巧る ホの 吿知 期日に おしを 謀吿 知が S とお 化さ 
る、 巧 合に おし 第五 十六 條 におき との 吿知 のが 消の 訴を 同時に 巧を する ことを 巧〇 吐の 訴は 一審 
口 巧 辯 論の 終了 前に 限りを を 薪す。 化の おが お § 知の ありた るみ 一 一理 制な 內に 巧ち せられた る 
ときは 第五 十六 條第 一巧に 規定 甘る 巧 制のを 守 ありた る ものと 巧 化す 〇第 五十六 條 第一 一巧の 規定 
はれの 巧 合を を お 用せ ず。 

(一一) 第一 巧の 巧を にがて W の吿知 おおの 訴が 或め られ たると きは 巧 五十 セ條 により 決を せら 
れ たる 巧蒂胳 巧は 解の 吿 知の 巧^ 妄牛 をの 巧 制に 巧す ろ 巧お谋 求な を 巧げ ず 0 

ハ 十三 隹第 五十一が 乃至を 六十 一條は 法が 又は 貧が 規則に をめ られ たるを 務に 基く 
巧に なきて はを を 巧 用せ ず 0 

巧 六が 公が じがけ ろ 巧が 
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ま ハ圭 5 ライヒ、 ランド、 ライ ヒス •ハンク、— フィ ヒ透 なが 「ラィヒ 円 助 ザ靈會 化」 M 
地方 煩 巧 (地方 團餘曼 じ 巧惹の 公な トーの が 脚、 W 蝴 、賞 山 物の 巧 か 並 こ 綻をこ ホが する、 
使用人 巧 巧 働ネ におして は 本 法 第 i 乃至 第 呈芝規 をはと を 適用せ ず。 化の おも こを 巧 
制は 特别 巧に よゎを を 行 ふ。 - 

巧 七 巧を おおを 及 経過 おを . .が 
2 ハ吉條 (一) 賣巧働 巧 ホ 巧は 慧施 巧の 巧の 舊 及第 六十 巧條 、あ セ十條 、第 革 
條の おお i 讀定 に付きて は堯 Q H を •巧 革 I 一 孫 Q 巧定 にがき ては 室 一员義 月 一’ 日 
よゎ 蹇み 为を爱 筆。 惹楚 雲は 奚十漏 乃 i 宰九條 苗 雪る 蘿寒 命令 のお 

正と 共に ライヒ 巧 か 大臣が ラ ご 妈巧大 民の 同 f 得て 別の 期日を 定めざる 

雲 月 I 日 ミ 施行す。 * がご 力-一因 

(一 D •ライヒ 巧寞 居は ラ ミな 濟 大臣の 间養本 法 第 六を に付きて は ライヒ 大巧 含を フイ 
ヒ巧巧 大臣 Q 同？ も 得て 董 S 行 ホ じ 辅菱巧 8命< 基 I 程 寡 命令を 妥 が」 a つ 共 
合 現行 巧が 規定と 巧る 窺 巧を をむ る お 限を をす。 . - , ち 

ま ハ 十五* ホのを 謹に 命令は 畫巧 ルす 0 

一、 巧 巧 S 寒 巧 巧 及：！： S 基 そ發 ミれ たる 愛 是巧训 

二、 】 九 一二が 二月 五日 附巧巧 巧 借 巧 おお 巧 化な かぶ 表に 鹏 する 巧が 

111、 一 化 ニニ 年 I 巧 十五 日附 巧巧裕 巧な をむ 中よ 6 をを 巧み： 2 盞 W じ關 する 巧が 巧理巧 巧が 


巧、】 化 11111 ー ザ 巧 月 巧 日 咐巧巧 化 おみ 輯濟 w 巧に 期す るを 巧 中 巧 111 诗及巧 五 其を おきた る も 
の 巧 巧止規 をの 爲に發 せられた るな 令 

五、 一九 一一 三 一年 九月 二十 六日 附巧巧 代を 及巧濟 W 巧 法 ホ 正を 

六、 ちが 協 お 令 巧 巧の な 令に おき 揉せられ たる 規ち 

セ、 一を 二一 軍十皇 一十 曰 的 調停 制 巧 令ぶ 一を 111 畢 十一 百 一一 十九 曰附 調停 制 巧 令 拳 ー ホ 度 
. 巧令 

入 、 I 九 一ー ニニが 五月 十九 日附巧 « 巧 巧 法 巧 一九 111111 巧 六月 十 S 日 W 巧 行 令 ホに 一九 111111 ザ セ 
巧 二十日 附巧お 巧の 巧が 巧 おの 巧 働を 巧を への 委證 に關 ずる 法律 
が、 一九 111111 ホ 五月 十八 日附巧 働を^、 調停 巧 お、 家の 巧か專 門を a 貧の 陪席 貴に 關 ずる 
法律 •但し 第一 節 第 巧條は 之を 除く 

十、】 を 一一 一幸 十月 十五 日附 巧を 化 化 巧 巧 かお 散に 關ナ るな 令の 义言 にょる I 九 110 年 十】 
月 八日 附 おを が转巧 巧を 化 止 お S に關 ずる か 令 •‘， • 
十】、 I 九 二 0 が 十一月 十日 附 ガス 水道 おおの 供が にがみす るが 巧の 化 止に 關 する 命令 

第 六十 六 お 乃 ま 巧 セ 十一 一 一條が 

八 夕働 手帳 採用を (一を S を 一月 一一ょ ハ 日〕 
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か# ホ 使用人 ホ S 人 £5 わが も s 吾 s じな" ミことは 失 菜裹其 化 《《♦巧 
ぉじ 巧り 有さろ 手引 合 5 ,0 ことは 百を もない。 蓋は 化のを 巧の 下 じ 制を せられた も 
ので 5 巧 一巧 じかて 「巧 这な濟 にがけ る 《勇 5 貧 的なる サ面み 養す る B 的 ミて々 
《手 佑み 巧 用ず」 i 规を》 られ てゐミ ナナ Ks 蓋 中 於たん 5 も S 1 つと！ て 注目に 
巧す る ものと むする 0 

奠 をに かては 一九 5 年 五月 十六 忌を て 其 S 化 行なが 巧々》 たて ゐ るので 之ん も 
併 ザ 巧 ホして 泣いた 0 

ライヒ 政府は 左の 法が を定 A なに 之を 公布す。 

gl 恼 (こ 巧を おを かける 巧 巧 力の 會的 なる 分が を保證 する 目的を なて 巧 か 手 おを 巧 
用す ゥ 

ご 一) 雲 S の讀 をを くべき ホの 範两な 巧の 時爱雲 手 巧の お 態に 關 する 細 3 さ フイ b 
巧衝大 民を をみ 巧ず 0 

さ 悔 ？ 條にミ 巧羣巧 S 用を さくる 巧 寞及驚 人は ライヒ 雲 大臣 Q 巧む る 巧 日 
が巧しがてはで まに發巧サ^^^れたる巧か手巧襄享る變口じおゎ賄化せ ら^^ 、 ことを巧。 

第云條 (一.) 《羣 巧は 雲 豪 巧と を妥 巧す 0 

ご 一') 化の 横關は 特別の 巧が 巧 おにょり 除外例を なめら わざる 限 ゎ 巧 曲 ホ 又は 化か 入の がが 又 
はが 化の 巧 S か营 か？ •へさ 巧擎雙 はとに 類似 0 霸 苗を 妥？ る ことを 巧ず 0 
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第巧條 (一) 巧 一 一條の 规 おじ 遼 反して 巧 街ぶ 又は 化 用人を： g 化し 又は 巧 8 ぶ 又は 巧 用人と し 
て抗 がせられ たる ネは 巧が 及 剖な 又はな の 一を 課ず。 

(二) か 怠に 巧 一一 一條の 規 おじ 逆 W し 巧 働 手 巧 又はと にが 似の 證明 海を 妥巧 したる ホは 姨编 及が 
を 又は 其み 一を 課す。 

第 五條 ライヒ 巧 か 大巧は 本 法の 巧け 巧 補充の 爲 法な 命令 及 一巧 巧 巧 規定を 黄 布ず る 期 おを お 
す。 お 謀 命令に 於て ライヒ 巧 か 大 おは 其の 爱 したる 規定に 巧す るを おに 巧し 第 巧 條に規 巧せ る 刑 
を 適用ず V き 旨 及 巧の 適用 痛 巧じ關 しなな する ことを 巧 0 

第 六條本 法は 一九二 一 五 ザ 四月 一日ょり をを 施行す。 施行 巧 巧 ホ 煤定は 本を 巧 行 前に かても を 
を 巧 布す る ことを 巧 0 

ライヒ 巧働舉 化のを 化 期間ぶ 脚 貝 おじ 脚す る おが 兼 ラ 

イヒ總 巧 大陌の 巧が (一九 一二 五 年 六月 二十 セ 日) 

一九 一二 五 ホ 六ち 一十 六日が フイ ヒ巧 ホ ホ 化を 一 揉に 閱し 左の かく々 令す。 

ライヒ 巧衡 奉仕の 奉 化 巧 問は 巧 分の 閒 之を 半な 年と ず。 

ライヒみ お乂 ちは ライヒ 巧が 乂 居の 同 怠を 巧て 迫 巧 期の 側 お 巧ぶ お ホの 巧を 挣に 巧し 巧 か 准 化 
ぶ 巧のを 部 又は 一巧を ホ 除す る 煤 限を みす。 

ライヒ々 か ホ 化の W な數 は】 九； 二 五 ホ 十月 一日ょり 一九二 一六 年 十月】 日を の 巧 削に 巧し 蒋 巧を 


な 7 法 用 巧 ff 手 


を A て 平ち 二十 若人と をむ 0 

化 巧 働 手帳 採用を 施 巧 令 (一九 一二 五 年 五月 十六 日〕 

一を 二 尹 至 一月 二美 日 附巧曲 手 梅 採用 法 第 一條 及第 i じ おさ 左 S く— す〇 
«|酱 ( こ— お 苗を をむ 巧奠 •化夕 は巧挈 f が 掌る ものと す 0 た 左の § 

一、 月な ー モラ ご ス マルクを 超 ゆる 巧囊酬 巧の もる 板 化 

二、 がか 巧 組な としての 祕化 

111、 外 巧に 住が をち する 巧みみ 巧が 用人の 抗化 

巧、！ 九 言 年 一二 月 一 壬 一一 日 附家內 雲 法 巧 八 おにょ る 報 W 进明萬 S 出を 塞 とする ホ S 
巧 街への 賄 

ち賣を 巧の 遠 おもる おを のが 化 

ライヒ 職 萊結介 失 柔巧お 局 お官は 3 イヒ巧 ミ 曼网 f 巧 5 巧® も 0 なかの 例外を ぶむ る 

(二 〕 S の 器に 付き 巧 掌 巧の 巧 持を 窒 とする やを やじ 付ネ 、巧 あると そは お 琴 
を かの 所在地 §は 巧 働 S 更を か季 。共 《塞は 巧 対 巧に 巧 おお 力を おず。 

さ 儀 三) 雲 手が は 巧 化 多は 化 用人の 中が じょ もとを 琴む す。 中說 のお菱 ヴが じ W 
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する 轴 目は ラィヒが 巧が 介 失 巧 保 おなおを とを か 巧す。 申泌 のがは 中锦 提出ぶ がちを 巧た 巧 化を 
巧した る 旨の 巧 方设： 巧を の 豁お辦 をが 附寸る ことを お 寸〇巧 察 巧の 請 明. 涛れ 巧を 及 巧が 巧を をな 
す。 . 

(一一) 巧 御ず 帳妥 巧の 樵 限は 中 説 提出 ホが 沒：を おへの 脚 出を 巧した ぶ 巧 おの 巧 働讓お 所に が寸 
さ 二 《中 請 巧 W ホは 自己の 人物 及 巧 菜経歷 にがき 巧 ホせ ふる、 陳述を 冗な ぶつ 完全に 巧 ふこ 
とを 耍ず〇 

«四« 三〕 巧 働 手 巧は ライヒ 巧 曲 大臣の ちむ る 様式を 採用すべし 0 

(1 D ライヒ 巧 菜が 介 失 菜が お 局 おちは 巧 働 手帳に 化へ 共のを むるな まに 從ふ 假證巧 書を 致 巧 
し 巧べき 巧を な 令す る ことを 巧。 該證巧 帯は 其のを むる 期 削 中 巧 働 手帳と しての 效 力を 有す 0 . 

all ) ライヒ 職 菜が か 失業が お 局 お 巧は 巧 働 事務所に ょる 巧 働 手 姥のお 巧 あ 補えに 關 するな 則 
を おむ。 失 菜が お 巧 お 巧は 企 菜を (経 巧义は 行政の 抬 導ぶ、 家 かおが) じ おし 巧 做み 又は 巧 用人. 
の 住 巧 又は 化 宅の 巧 動を 巧 働 手 おに 記入し 且つが の 記入に 付き 巧 働 ま お 所に 屆化づ べき 旨を 命令 
する ことを 巧 0 

(巧) 巧が 手帳の 發 巧は 巧 おとす 〇巧 失し 又はが 用に 礎ぇざる じ まれろ 巧 働 手帳の 補充の 巧の. 
巧かず 帳の 發けじ おしては ライヒ 職萊 が々 失 菜が お：；^ お 巧は 手 おおのな 化を 命令す る ことを 巧、 
巧 謀手數 巧は 巧巧强 制ず 巧 じょり えを 巧 化する ことを 巧、 

»友隹 (一) 巧 做み 父は 化 用人は が蛛 のが 其の 巧侦手 おを が淹 なく か i にを がすべし。 企 
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令 巧 施を 巧 巧 IS f 蠢> い W 


を^ 奪 ご D 奪屋— 《 I 《管 雪蠢器 

、一 r : た M "」 は ミ ヒ晚乘 お 介 失ち 巧お 局 おを にを」 をじ必 巧なる 囊を おむ 0 

f 賦化お了の隐巧巧蔓は驚人にお涅すご。 を菜ホは雲手巧の 
唐壽季 ベ! ^0 こ"^ なし。 か 菜 ホは 囊を 受けた ると きは— ホ 又は 幕 人に おし 巧銜手 巧の 閱 

巧 J 一？ 入 (し 一宜〕 っ 開 f i まの！ i!i なく—! 

，巧が^ 入し 宜つ とを 訪 明す へし、 同時に か 卿は 一切の 記入に がき ラィヒ— が 
も の定 むる 用紙を おて 摇 貧行蔓 はを 政の 巧を 地のを 特雲 8 巧に 属化づ ご。 

了—— におを 

'か は opgp 手す i ——。 

dr 巧 一 用人の— 案す i — r 文は 其の— お ス；; p ’ y ;:。。 靡は 
を 基 ii — si — を か？ 

巧囊襄 が 巧 掌 輩に でみ 至 票 又は S せらた る 記入が 巧 はれ 雲 《お 


义は 記入の すなけ もる ことを 巧 巧した ると きは 巧 w ザ 巧 所は 其の 訂正に 付きが* すべし 0 
第 A 條巧 かネ 又は 化 用人は 巧 巧手 巧を 自 巧 持す るが わが まに をを 巧 管すべし。 

第 十 條 ライヒ 職菜紹 々失 菜 巧 お 巧 おちは 左の な 令を おする ことを 巧。 

( 一 〕 巧® ホ 又は 巧 用人は 失 菜の 巧な 巧み 手 巧を 巧 か ホな 巧に 提 化すべき こと 
C 1 1) 巧 働 手 巧は 巧を の 前提の 下にめ て 巧 巧 事な 巧に をを お 巧すべき こと 
露 十 I 隹巧 巧手 巧は 巧 ホを をけ たると きは 何時と 雖も么 を 巧 街 ホ お 巧に 巧 化し 又は 送 巧す ベ 
し〇他 のを おの 巧 求 ありた ると きは 巧衝手 巧の § を 許 巧すべし 0 
第 十 II 酱巧か 巧な 巧は 巧 か 手 板に がき ヵー ド ま 索引を かぶすべし 〇 かがは ライヒな 菜 紹介 失 
菜 保 お 局を なと を 定む〇 

» 十 III 修ちお •なな 巧 おを 擔 ホ、 技法 供 巧 巧ず 代裘 、巧 濟妈巧 巧を 巧 ホは 本な 令の 巧 巧に せ 
き ライヒ 巧 菜が 介 失 巧が お 巧の 巧 求え わたると きは 么 におず べき ま おを おず。 巧 求は 巧* の 場合 
の 外一較 的な 进 に付きても をを 巧す ことを 巧。 を おの 證 巧は 巧を 及 巧が 巧を を 除ず。 

第 十四 悔 ( 一 ) 巧 か 手 おは 一九 S 五が 六月 一 R ょわと を 採用す。 採用の が ザは ライヒが 菜が 
介 失 菜 保 お 局 おを をを かおす。 

ご 一) ライヒ 巧 菜 おか 失 菜が お 局 おおは 巧 か 手が の 巧 あに 幽し 巧 巧ホ務 巧の M 2 に付き 巧 一一が 
の 巧ち とちる 規制を 行 ふこと を 巧。 ライヒが 菜 おか 失 菜巧險 局を をは 义巧 か 手 巧の 受 巧に 贼 する 
巧 あ 手 巧を 規巧 する ことを 巧。 巧 か ホ 及 化 用人は ライヒが 菜が々 失 菜が お 局を をのな 令 じょ わ 巧 
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働 手 巧の 妥 けを 申 おす V きま 巧を 有す 0 

aiD 巧に 巧 街に 巧みす る 巧 働 ホ あ 化か 人は 巧が 手 巧を お 巧な くを 莱者 にを がすべし 0 
蘭 十 五條 ラィヒな 菜が 介 失 菜 おお 巧を 官は 本を じよ ゎ おおせられ たるな 股を ランド 巧な 摩な 
局ち ち 及 巧 伍 巧みが おにを 巧す る ことを 巧。 

_0 ラィヒ 巧 働 奉仕 法 a を 二 玉 重 ハ 巧 二王 ハ 日) 

々僱 奉仕 ぉ 度 i は靑 年み 召 おし、 お W じ 巧ず る R 巧なる 規 巧の 下に 函柏 生活 告巧 ましみ、 
巧 化の 閉巧 、巧" のな 策、 冀 、ホを 巧 立 ホの 公な 的々 働に お 事 ぜ_ ，むる もので あつて、 其 
の 嵩と ず S とこる は S に 念靑年 S 不安 iw 落み s」s 家、 養へ Q 蓋 《星み お 
し 《ち？ 屋？？ み乐寡 て 2 な 5 人 S 巧 巧 直* と ホに 其 0 行ム で 
闻 .堇 SK じ lEf y ち 《じ」 て旦 つ； iiQ 制度み 助け，^ 借 4 * 非れ げを行 S れ受を ； gQ もの こ 
化を する ことじよ つてが ち濟 i のか あみを びかく して 巧 働が おのが みに i る 失を 巧 巧み なら 
ム とずる じ わる 〇其 化々 働 笨化曲 具が たも 軍な のか At 巧が なろ 巧 巧と 巧 巧との 下に 抑な ザら 

れてゐ 巧堇玄 器に がて 4 大ミ霎 著ず， <5 も 《で 5。 かく 《如く々 窒 
仕ぉ 巧 は賽 、 •ボ囊ミ畜じが'5溫置2.^な5を5有」舌なホの化 

目ん おいて ゐ ろ。 

化の がな はネ くより 一: 巧 か 2 巧 ホ じと つて ま お》 をて ゐ たもので わるが 化の せ 若の 巧 
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现も化 盤した も、 の！^, 不化巧 化に 苛^^^ ^ 艺 ；！？一; 的. • « 巧 
も齋 ずに まつた 车 巧で わる 。其のな 初 じがて は 本 制 巧は 自巧 的を 加を 私ち 巧して ゐ たが 
一九 一ー ニニ 年 及 一九 一一 一巧 年の 間 じがて 常に 二十 巧 乃至 二十 五 巧の ザ 年が々 働が 化に 從 ♦して ゐ 
た〇 其が 一 かご 一 五 年 六月 二十み 日 じ 至りな じ 話 化した ライヒ々 働 弟 仕な が 制ぶ せられが ホの 
巧 お的夕 化が 巧は 巧 制 的 巧み 制 巧に 巧 巧 ザら れ 十八 巧 i リニ 十五 巧を の 巧を 巧 年は 巧 則 i し 
て 其の 生涯の】 ぶ 巧 旧み 公を のな じ 肉 巧め々 « みなて 巧 おじ 奉仕ず ベみ 巧 巧み 課ぜら る、 こ 
it なつた ので わる 〇 々で 閒月 二十 セ 日 W みなて 獲ボ だら れた锭 巧ボ吿 はを サの阳 々働 ホ 化 
巧阳 みホ箇 年と し 且つ 巧ム ー箇年 じがけ ろが なを も 二十 萬 人と ちみた 0 
ライヒ 巧府は 左の 法律を ちめ 巧に をを を 布す。 

巧】 韋 ラィヒ 巧 嫩奉化 

雄- 條 (1) ライヒ 巧 働 奉仕は 巧 逆 巧 巧の 名を 勤 おとす。 

C 11) おての 巧を 宵が 巧々 は ライヒ 巧 御 奉け にがて 其の 巧 巧に 奉仕す る おおを ちす 0 
C ；11 D ライヒ 巧 か 奉仕は 巧を 背 ザ 巧 ホを ば 巧 巧 お 巧 ホ おの 巧 神に おき 巧 巧 共、 同 巧な 巧の 巧馈巧 
が 中 手工 巧 巧 じ おする 至當 なるな 巧を 目標と して お 巧すべき ものと す 0 
(巧) ライヒ 巧 か 奉 化は をな 事 菜のを 行を 巧みと ず 0 

«1|條 ( 1 ) ライヒ 巧か蒂 化は ライヒ 內お乂 おを をを 巧す 0 ライヒ 巧衝 巧な ホは ライヒ 巧が 
乂 おの！ 下 じ 苗し ライヒ 巧 か ホ 化に 關す るか 令 巧を 巧 巧す 0 
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(一一〕 ライヒ 巧 働 巧が ホは 巧做苹 化のを 阴 おがの 總 神と す。 ライヒ 巧侧 巧が ホは が 綺を 定め 巧 
働が 役を 規制し 訓が あ敎 なを お 巧す。 

巧 二を 靑 年男 子の 巧附舉 化義お 

第 I ユ條 (一) 總統巧 ライヒ 總巧大 民は 毎年 巧 集すべき ホけ 泰 巧者の 巧を 巧れ 且つを 仕 巧 制を か 
をす 日 

ご 一〕 奉仕 義 巧は 早くと も滿 十八を に违 したる をに 始まり 遲 くと も滿二 十五な に 達した る 時を 
なて お 了す。 

(三一) 巧樹苯 化お務 ホは 喊训 として 满 十九な に 速した る府 年に 於て ライヒ 帘曲お 化に 之を 召集 
ず〇 ホの 時期 じ 先 ホち 自赛的 じ ライヒ 巧 働 ホ 化 じを か寸る ことを 巧。 

(巧) 巧み 奉れ 歲務ネ 及 自黄的 巧 働を 化 ネは第 十六 條 により ライヒ 巧 化 奉仕より 除 猪せられ ざ 
る おり S 十日が 上の 巧锅 刑は 巧 働 奉 化 お 了を とに 胀 すべし。 

第凸條 巧か窄 かお 務 ホは ライヒ 巧 谢奉化 巧 ホ巧務 巧を を 役 巧す 0 
第 五條 (1〕 左の ネは ライヒ々 谢 奉仕に をな する ことを 巧ず。 

(イ〕 を 巧 刑に おせられ たるを 
(口) 公 巧 猫を 有せざる ぶ 

(ハ) 刑法 巧 2： 十ニ イ條 による 巧ぶ 巧 想 巧の なかに 股した るぶ。 

(二) 巧 巧 おみ ホぶ 巧进 巧か黨 よゎ 巧 巧强 巧け 巧 じより 巧ち がられた るぶ 
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(ホ 心 反 巧 余の 巧 巧 じょ ゎ 巧 巧 じ： り 刑に おせられ たる ホ 

(一一〕 ラィヒ 巧務大 段は 巧 一巧 (ハ) ぶ (ホ) の 例外を なむる ことを 巧。 

( IID ふなな 巧 巧 巧が々 のな がを 巧け たる 巧 働 奉 化お務 ホは 巧が 巧 刑の 判 かに 定められ たる 期 
脚の おおみに 非れば とを 巧 巧ナる ことを 巧ず 0 
« ホ條 (こ ライヒ 巧霉佳 を： く不 迫を なる ぶは 畫 ライヒ 巧 街 奉 化に 囊享。 

ご C 外 巧に ホ 巧し 又は お 期 制 じ 互り ホ 固に 行かん とする 巧 巧 奉 かま おおは 二 巧 年を 限度と し 
をつ 例廷 場合 にがては 引 巧き 巧 街 奉化義 s けを 免除ず る ことみ 毎。 但し か 闽雲證 を お 
大 限度と す 0 

*セ條 ( 一〕 7 — リア 巧 族 W 廷 民族に おする 堇はア I リア 民族を の 巧 族に 学る をと 
おおした る ホに おしては ライヒ 巧衡奉 化に を かする ことを 許さず 0 ア1 リア 民族 W かの 民族に お 
卞る ホと 巧 化すべき をは 一九 111111 ホ 八月 八 RW ライヒな 巧な 巧 一一 一章 第ー ィ條 に關 ずる ライヒ 巧 お 
大臣の ザ 刖に從 ひとを かおす。 

ご 一) ア ー リア 人に 非ざる ホに して 巧 巧 法 巧 一一を 第 十 五條に ょり 兵役 巧が をな めら る、 ホは ラ 
イヒ 巧が ホ 化に もを をを かすし むる ことを 巧。 化し ライヒ 巧慟ホ 化に がける 上級 ホた る ことを 巧 
ず 0 

度 八！！ 一巧 働 奉 化 藻 稱 ぶは 二 巧 ザを 眼 巧と して ラィヒ やか ホ 化への 召 巧 お 巧を 受 くる ことを 巧 
止む をなざる 帷萊 上の もる 卜 さは 五 胸が をが 巧と する ことを 巧。 
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巧 s 巧 巧 年 女子の 巧が 令れ 萬が 

ま條霉 ホモの 巧霎 S 巧に 關 する 巧定は 別に お 別の 達 S てを をを む。 

巧阳巧 ライヒ々 おおか 所蜗 をのを 巧 义樣利 

藥十條 (一い ホの ホ 岛て ライヒ 巧 か ホ 化 所 W 朵 とナ。 

7〕 巧 部 

(口〕 召集を 巧け たる 巧谢苯 化ぶ 務ホ 

(ハ) 自安的 巧 か 奉仕ぶ 

ご 一) 巧 巧 巧 おにが ける 特定を 巧 瘡的ネ を綺化 巧のに よゎ 碧せ しむる ことを 巧。 

第ご條 (一) 幹部は 計 巧 拚冀委 琴-巧 蓋に 累 のお 補葦岛 てと を 宿 掌 〇霉旨 
冀桑琴 巧 ホは 職 巧と して ライヒ 巧馈 奉仕に が 葦る ものと す。 

ごご 巧 巧 ホ わ 補 ホは 分 闻計巧 抱 巧を への 昇進に 蓋 も 寒 面に よゎ.^ くと も 十 年間 巧 
f 巧す へき 抒 を餐が し 且つて ジ 7 巧 族た る こと 票进 する 二と 臺ず 。指導 ホ 候補を よ 巧に 任 
煤に がける 現役 塞 おを な 了した るを たる ことを 巧ず 0 ‘ 

ご 云 計 賓指巧 委事衰 り 巧 ホは 窺と して 一巧の 制 おお 鈴に 违し たると きは おがす る ものと 
ず 0 

(网) 化 Q 行か 部門 0 裏にして ライヒ 巧 襄化じ W 任」 たる ホは 巧 
S 上— 朱？ 引が さ 舅す。 ： h Li もザプ も 
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^ お〕 緒げ 兼 ライヒ 結巧大 おは 巧 かお 巧ぶな 上の 巧 級に 紀寸る ライヒ 巧が 奉け 巧な おを 巧 巧す 
其 化のを 部所 お： 2 は ライヒ 巧 巧拆導 ホの 提案に なき ライヒの 巧大民 之を 巧 免す。 ライヒ 內お 大臣 
はかの 樵 限を ライヒ 巧 働お譜 ぶじ 委 なする ことを 巧。 

第 十 I 一條 (こ 計を 衍導ネ 又は 杂務巧 巧 ホは ホの 巧 合 にがては 何時と 巧 もとを おを 寸る こと 
を 巧。 

(イ) 巧 由 もる 巧を にがて 本人の 請が あるとき 

(口) 其のが おのを 行に 必 おなる 肉な 力 又は 税 お 力を 有せざる に 至 ゎ 且つ 巧 街 奉仕 巧が 巧な 
の彭 筋に よゎ 一巧 年が 巧に 其の 勤 お 能力の おがすべき 巧 込な きとき 

(ハ： > 上 扱抬巧 ホの 判 巧に より 巧の 巧 おにな かしむ るに 化 巧なる 能力を 巧 失せる ものと なめ 
られ たると き 

(一一) 巧に至ゎ巧五條又は巧七條によるライヒ巧かホ化をか巧化^^^の巧蔑せられたるときは 
罷免を 行 ふこと を 叟ず〇 . 

^:一云 ホ巧は巧一巧(こあ(ハ) の受りにがて五煩年な上巧なせる持部巧がホじおしては兰 
巧 月な 前 其 他の ホ 巧 巧 W ホに 巧して は 一巧 巧 W 前にな の 巧 由を 附 してと を 巧が 寸 べし、 共 化の 巧 
合 にがては 結て 珠が巧 脚を 巧 ふること をを せず。 

«主1酱 ライヒ 巧！！ ホ 化への 所 《 はか 入 文は 巧 集の 日® 巧 日) よ々 巧 化の 円の お 了を のが 
ずる ものと ずり 
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ま s ラ ご 雲を 化への 巧 苗は 巧输 巧— 謀ぶ が 令 あ 1 條 のを 巧に をる 巧爵係 s , 
はおが 關 巧を ホぜ しむる ごとな し 0 

第 十五 酱 ライヒ 巧 曲 奉け 听 W ぶは ラィヒを 働 ホ 化 服 お赔お 令に 服す。 

5§ (ー レ 巧 巧 奉 化を 糞 及 自發的 雲 華 仕を は 左の？ にがては 滿 期な 前にを を ライ 
ヒ巧働 奉仕より 除 薪す る ことを 巧 0 

(イ〕 召集な なじめて 第八條 による 召集 お 巧 現 由を 牛た 互つ 本人の 申請ち ると さ 
(口〕 を 化を 巧に 化 おなる 巧 巧 的 並に 持 神 的 能力を 有せ •さるに 至ゥ たると き 
(一一) をに まり 窒條 又は 巧セ條 による ライヒ 巧み 奉 化を かお 止 蕾の 巧 蔑せ をた 

ると きは 

巧 か 奉化義 巧み 巧 自發的 巧 巧 ホ 化 ネの巧 期 前 除籍を 巧 ふこと を 巧ず 0 

重 セ條 (こ 巧 巧な を ホを 巧を 巧 おが じがす る ライヒ 巧 か 奉 寡 おみは 巧 又は 其のす 巧の 
巧 巧 じ 巧 事す る ことを 巧ず 0 

(二) ライヒ 巧 街を 化 巧が ぶは 巧ての 巧 巧の おおの W ななが の 巧 巧 又は 其の 巧が 並に ライヒ 巧 
か 奉 化〇壽 及 か 部 ii をる おな S 巧に 付 さ 一」 は專み .まぐ る 二と を¥ 。賣 社 巧 まま 巧 巧 
々働 巧への 巧 苗 巧 巧の お 巧には 巧 巧を 巧く る ことを 巧がず。 

5 八條 ライヒ 巧 《畫 所寞 はお 巧を？ 巧には 專を？ る ことを？。 

«十 九 酱 ライヒ 巧 佑 葬が 寞は昌 巧 慧化靈 の 毎 巧 巧の がを を 引を けを くは 巧 酬をか 

ふ 巧 菜を 引を < る 毎 じは 巧 巧を をく る ことを 巧す。 
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» 二十條 (一) ライヒ 巧 樹お化 巧 お ホは 巧 見入、 後を 監が 人、 巧 速ぶ、 補が 人の 巧な 父は ブ 
イヒ 、ランド、 地方 闻隨 おくは がの 勒巧 にかけ るち 巧 職 的 巧 巧の 引を を 拒絶す る ことを 巧 0 

ご 一 ) 化 種の 馈 巧を 引を くる 爲 には 許 巧を をく る ことを 巧す。 止む を 巧ざる 受口 のか 巧 巧を 拒 
巧す る ことを 巧ず。 

第三 十- 條 ライヒを 御 奉け 所 おおは おが 及災 第の 巧 お 巧の 規 をに 化 ひ おが 謗が 及 おが 巧 誰を 
請求す る 樵 巧を ちす 0 

» 一一 十 1 1 酱 ラ イ ヒ 巧彻奉仕所おホ の 給が は ラ イ ヒ 巧が奉^給令 のをむるところにょる〇 

第 II 十 |ユ 儀 ( 一〕 ライヒを 働 奉仕への 所 巧ょり おず る 財を 權 上の 請米權 に付きて は ライヒち 
吏 じ 適用 せらる、 規 おを 巧 用す。 右 規定の 意 ホに がける おな 巧 化は ライヒ 巧谢巧 巧を とす。 

a 1 〕 編入 ( を 五條、 策六條 、を セ條) なが お 巧 ( 巧 入條 ) 及 除 薪 ( 巧 十二 條ぶ萊 十六 條) に 
關 する ライヒ 巧 働 奉 化々 脚本 巧の かおは 裁判所に 對 しお 束 力を ちす。 假 免除に 關 する かちに 付 亦 
同じ 0 

第 = 十巧條 動が h の お 搞ホあ 十简が W 上の 勘 がをおえ てお槐 せる 幹部 ホに な 族 じ 巧す る 扶助 
は ライヒ 巧 か 奉 化 扶助 巧のを むる ところ じょる。 . 

第三 十 五條 (一) 總が兼 ライヒ 結が 大悼义 はがの 鞭 股を を 巧 ザら むた る 巧關は ライヒ 常馈ホ 
化の お跑所 おおに おしが がし 巧べき 條 けを W て ライヒ 巧做聲 化の 制服を 着用し 巧る 佛が をが おす 
る ことを 得 0 ’ 
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(一一〕 前 巧 Q 幫は箭 として ぞ とも 十 霍 s 巧なる 勒み期 削を 終へ たる 巧に 非れば f 
^?與 せず。 

巧 五を 終結 規お 

き 十 さ ライヒ 內巧 大臣は 本 法の 跑巧あ 補充に 化 f る 法が 戒お义 巧巧規 をを 敎 布す。 

第一 I 十 ま (一) 本 法は 籌の 日を が て巧 のみ 力を 妥 をす 

(10 ライヒ S 畜は本 法 Q 個； 囊じ付 さ 其 Q 施行を i 子る 樵 限を 享〇 

M 巧 働廢備 規制を (一を 112： 年 五月 十五 日) 

ナナスの 大 養な ろ失籌 糞 S 枯 望菜畜 S 羡 態は S に薰さ t ろ やぅに， ょ 
つたが 之と sli 度 村人 S 堯 ホへ S 卸が 巧 送 f なつて 來ゎ 。これが？ 大ぶ をこ 
巧け ろ 失— 致 ss それに 比」 5 寒 S が 巧 役是 ぶ. M— 畜 じがて はなか^ 
じは 巧に々 寡 宗 5 安ろ に 至つ た。 本 法は かく 《か 4 信 5 巧 寞の展 葉 規制 
.し 之に 至て 巧货力 S 萬囊 蓄サ QS 蓋らん とす 5 语 S て 制ぶ ザら 

•でんる 0 I 
ライヒ 巧府は ホの 法 化を 定めな じと をを 布ナ〇 

ラ r ヒ鬟巧 介 失 菜が 驚 お 巧は 失策 S さ 地 巧に 巧し みなの み 力 黄 菱ち右 唯が 
产化 f も 言る みは 巧め ライヒ 雙賴奚 策が 裕 W の聲を 巧る に ホれ ぱ を— がみ 又は 化 
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用人と して 橘 化し 巧 ダる 巧を ななず る ことを 巧 0 

第 I 一條 ライヒが でが かみ 策が 検局お 巧は 巧の な 令の 巧 力 黄 ホの R にがてな をに がが する タタ 
は 其の 岛刖 111 廚ホ 閒に泛 策に 巧 巧した る ホは •巧め ライヒ 巧 巧が か 失 菜が 険局ぉ S 許可を 巧る 
に 非れば をを 食采 なかの 巧 巧 又はが を にがてを 巧が 外の 巧 かの 泻じ柄 化し 巧ざる 巧を な々 ずる こ 
とを 巧 0 

55 二) 一を 二 内 ザ 巧に 巧す るを 菜よ ゎの 巧 衡力帝 巧の 充足の 巧のを 一が による 愛での 
適用を をく る 経を のか 菜ぶ (巧ち) は ライヒな 菜 おか 失 菜 保 お 局を をのな 令に なき $ 公布 前に 
於け るを 近の 一一 一巧 年間に 巧 菜に 巧を したる 巧 働 ホ 又はが 用人を 解巧 すべき 巧 巧を 有ず。 

ご 一〕 中央を 津 巧の 許可 もる 巧を におゎ 解の 吿 知を 巧し 巧る 挣を規 おせる 巧ての 法 法は 其の 教 
力を がげ ずゥ 

第 田 條巧度 持 化 規制の 巧 ライド 巧 菜 巧 か 失 束が お 局ち をは ライヒな 巧 紹介 失 巧 巧 お 巧が 巧ぶ 
おか 並に 失 菜 保 おに 閒 する 法が 第ち 一二 十九 條 により 巧が 金 又は 補助金を すがすべき 事を に付き 巧 
になの 助 巧を ホ 寄せる 巧を と 巧 も 巧の 助 巧に 貼し ホの なかを 附 する ことを 巧 C 

一、 i の 開始を 巧 巧し 又は 其の 巧 » を 一時 中 化する こと 

二、 ホ 菜の 一部の みを 巧け ずる こと 

ご 一、 ： fjyg ホの おを 巧が する こと、 吐の 巧な にがては 巧を の 巧け 巧 間を 巧が する ことを 巧 

巧、 巧 历ホあ 巧 用人を 失 巧 ホ ネき巧 巧より 献 値する こと 


171 がか 众 flW 賴 t 



第 5 ライヒ 巧 i 介 蠢がお 局 お 官は策 I が义 は 第二が に、 ミ 誤の 許 巧み. 巧し 第 H がに 
よるが 姑の 命令 巧 第 巧が による ホ 產的ホ 菜 お 巧が 萊 について のみ 令を 兹 する 锥 おを ランド々 か 巧 
巧 局 お 又は 巧 おが あ 巧 おにを 巧す る ことを 巧 0 

第 さ 第一が 乃至 雲が に 巧く ろ イヒ巧 巧 お 介 失 柔巧お 局 お官 Q 蓉は 巧进 巧を 巧る て 公 
巧し 且つ ライヒ 巧 か 公 巧に をを 公吿 する ことを 巧す 〇な 令は を 巧に よるを 布の 日を がて 其のみ 力 
を妥 集す。 

g 十 Is ( 一 ) 5 が 力ま 望が にち きて をせられ たるを 令に おちに を 反して 他人を 巧ホネ 
さ 達人と して 採用し 又は 露 たる ホは 巧を 又は I 二廚 月な 下の 譲に おす。 空條 乃至 望 

條に 某き 爱 せられた るな 令に な 恵に 巧 反して 巧 か ネ义は 巧 用人と して 採用 又はが 度せられ たるを 
に 付 亦 同じ 0 

ごご あ 失に よりを 反 巧 巧を 巧した る おは I 五 0 ライ ヒス マルクが 下の 拘 をに 巧す 0 
» 十四 條本 巧の 化 わ 及 補充の 9 イヒ巧 か 大臣は 巧 律な 令 ホに S 巧を 热？ お ホす る こと 
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璧一編 媛藥な 農民 

-獨逸 農民 新設 法 ミ 雞セ早 巧 日) 

*5 ライヒを 領萬 じがけ る 養 移 攘に裝 業 地の 创設は ライヒの 化な とする。 ライヒは 
とに 關し强 占 的 ザ 法權を 有ず 0 

さ S 化 任務を 行 S ライヒは ラン •主 接を 睹を 利用す る？ 巧。 ラン 玉 参— は ライヒ 
の 指示に 服從 すべし。 ， 

さ I 悔 ライヒ 畜は所 巧 W に關」 本讓 巧に 蓋なる な 令を け 養 則 公布® 觸 限を 章 

ニ ライヒ 食 穏蘭體 暂を的 構が 及農產 物の 市場 並 
に價格 統制 方策 法 (一九 111111 年 九月 十一 二日〕 

玉は 度 ホ 寡に 義 SS 護なら お、 臺 化》」 む 至 育 的と ず ミ かくて ギ. 
巧 スライ ヒ食巧 生 ホ ホ 袋 《中に 法人 冀じ て 法 巧 《力に ムろ度 能 裏 的 

だ 巧 S 茜葦柔 S 更 S 品 S 慕み 巧-、 s 《 s な 4 寞 器な 裹 
も 空 業に 管」 巧 己基なら」 $ も S で ミ。 隻合 巧を 蠢菱 養に® して 卒に 


け 3 法 没 厮初找 ■巧** 


巧^ じ i 蠢 ifii 香 了 •璧 t 通》 養 臺」 さる-; 
r も 法 化^れ t ミ ヒ—響 ダン 《置 会—— h 同ち 

畫も 法人， ち享 S こと！.： 至て、 寶舅義 i みお i 巧から S 0i がち 

一が 巧に 雲 ミ 萬」 §ミ s<— 望霎 i 董 
I に^じ; 課— 童に— が 

的 illi ) 限 yii は ii ほ (ライヒ i 堅 i に 草 窒 
菜 一 r 一功^を^ 臺 を#— 囊赛 眉を も 含む。 曇 協—— 産物 贊巧 

菜 ホ (卸 及づ S 及 着-物 SS に 空 菜 f ホ ライヒ 食 巧 農 にがおず 0 
き條 ライヒぶ 巧を 莱 大臣は ライヒ i 嵩 又は^^^^^^^ 一^^^^^^^^^^^^ 
巧^-^ 1 る— 

ホ 一み^ 菜 g は— 巧の 利な 及 公な じ おみ、 塞 あゎとな さる 接ち 産物の 
豪 化寶 ホ* 何 格及增 衍を霸 する S ライヒへ 送 農 S 農 寡 S 並 
脏資ナ る 蓋の 企 采及巧 設をお 合し 又は 巧 S 奪の がを にか 入せ しむ—^ 巧。 f 
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» 五條 ライヒを 篇 なを 大 おは 第二が 乃を 巧内條 にょり 自ピ にがお 寸る滿 限を 巧 合に お ドて 化 
お 人に 巧-巧す る 事を 巧。 

» ホ條本 法に おきて 毎され たる お あにょ々 て 生じた る 巧を におして ライヒは 賠 巧を 巧 ふるこ 
となし 0 、 

» セ 酱良產 わの 巧 巧 又は 化工 若しくは 巧 かエに 巧り て 巧ら れ たる 失 産みに して ライヒを 没な 
菜大臣の^^8£に巧«ずるものと雖も么を本をの意巧するな產巧とお巧す0 

» 八條 一九 吉〇年 十二月 一日の 巧濟 及が 巧を を 大巧 巧 令 巧 八 巧 第五 巧、 一九 11111 一年 セ 月 十五 
日の 强制 カルテル 創設を 及 一九 111111 年 セ 月 二十日の ミルク 法 巧 ニ ホな 正 巧に 示された る ミルク 法 
巧 一一 一 十八 條の巧 巧は 之を 巧を せず。 

« 化條 (1〕 ライヒを 巧な 菜 大臣は 本 巧に おきてを 布せられ たる 規 巧に 逆 反した る ものに 巧 
して 资巧及 1 0 ま ライ ヒス マルクな 下の 巧を 叉は 其 何れ かを 泮 ずる 巧を 巧む る ことを 巧。 

ごで ライヒを 菜 大臣は 巧に 本 巧に おきてを 布せられ たる おおに を 反せる のかを なて 法 巧 
上 刑のを おを 巧け たるが はお 巧の 巧 巧を 巧 化し 巧る 巧を 巧む る ことを 巧。 

第十悔 (一) ライヒを 巧を 菜 大臣は 本を 施行 上 化 おなる 司を 及 一 肢巧巧 規則を を 巧ず る 巧を. 
巧〇 ライヒを 巧を 菜 大臣は 又 補則を 公布す る ことを 巧 0 

(一 C ライヒを 巧な 萊大 巧は を 一條 凡 ま 巧の 條 にぶ そて 公布せられ たるな なを 紀巧 する 巧 ラン 
ドを 巧のを むる ところに 巧 ひ 巧を 强 制の 巧 化に 脚す るかを をを むる ことを 巧。 


ミ ライヒ 食 偽 H 體哲定 の 憐成施 斤 令. (為 21^ 巧 

-九 巧が 月 十一 一一 曰附 ライヒを® 销巧 巧を 的 巧 巧 及を 產 物の 市 巧 ホに のがが 制 方 巧 法 巧 十が 
策 一巧に おき ホの 命令を を 巧ナ〇 

»_條 (一) ライヒを 活脚 挺は 巧 速な 菜 ホ 巧な 采 協同が を、 巧 莱巧引 菜 (卸 あ 小資) 並に な產 
物 か H 莱ネを 含む 巧を な 菜の 代表と ず 0 

(二) ライヒを 巧 W 隨は 之を を 法 上の 自あ巧 巧 脚な とす 〇 ライヒを 巧阁 巧は ライヒ 巧 巧 指 巧 ホ 
にょる 化の 规酱 あるを は ベルリン (化 林： > じ 本部を かす 0 

«15 (一) ライと を巧喊 巧は 拱 逸聞 巧の 組ぶ 維持 及强 化の 巧の ホ 活力 もる す 持を 巧すべき 
國 巧及閔 家に おず る 巧 巧 上 其が おむ を お 合すべき 巧 あを おす 0 
おに ライヒを 辑脚 糖は ホの 巧 巧を 巧す。 

.( イ〕 巧 迹良巧 ホ 及な 菜、 を荣 協同が 合、 を 莱巧引 並に を 產物 かエ菜 ホを 獎拓 する 事 
(口) 1^3^巧0: 閒に がける お 巧 的 巧れ 巧的閒 駐を規 おする こと 

ご) ライヒな 扭刚隨 におを された る 諸 巧 力の お 力の 間に 公な じ 役 ホつ 甜 かを 巧ら す こと 
〇一 〕 ライヒを 巧陶 巧に 關巧 ある おての 閒 趣に 際し 巧に 息な の 閒陳及 典 巧を のをな にょつて 
も 巧 おを 援助 ナる こと 

a D ライヒな 巧な 菜 大巧は ライヒな 巧蝴 巧に 對 して 巧 巧なる なおを 委巧 する ことを 巧。 
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第 I ユ條 ライヒを 巧幽 巧は 巧 巧 w 貸の み 分 惜巧的 名 巻を を おする まみを 有す ゥ .り 
X 田條 ライ e を巧闻 巧は ホ じがぐ る ものを 包含 寸。 

一、 を 菜を 的 又は 農莱的 おを の 所有ぶ、 巧 持 ホ、 所ち 煤ぶ、 利用 ネ 、巧 貸 人、 小作人 又はを 
•巧 巧働ネ 、がか 入 若しくは 巧萊 上の 巧 巧と して 巧 逸 巧のに がての がが に 巧 巧す る滅 ての 者 
巧 ± おを 冀巧わ 又は ± 地を をに 縣 がんるな おかお 約ょ ^ 牛. ずる 説 求 麻を おするな 地の 巧 所 
あ ホ 及 巧 利用 ネ 

一一、 第九條 にが ひて 分類され たる 巧關 

111、 ち 菜 協同 化合、 巧し 巧 か 入 期 仿及其 化の 機關を もさむ 

巧 •巧を 巧內 にがてを 萊巧引 (卸 あ 小資) 又はを 產 物の かエ をを む 緒ての 自が 人ぶ 巧 入 
» 五條 本 令に がける 畏 菜^は ± 化 おを 巧 植巧搜 巧を 目的と する ± 地 利用に 關巧 ある 牧畜 おに 
が作、 牧畜、 林菜、 两冀菜、 满箱^^、 河沼及がお漁菜、 を巧おを及狩がを含む〇 
5 ハ條 ライヒを 巧销 おは 巧 逸を 會 、プロ シヤ巧 巧がん 各 巧 公を 的 さ 菜 代 ま (度ち 巧 巧を 心 
に 代ゎて 其 巧 利を 巧みす 日 

第セ酱 (一-ライヒを 活 W 巧の 稱巧 巧を 巧を 腑 巧なら しむる 巧に 巧 巧 的 尊 門 的 巧 巧 神 的！^. 
ホに を 菜 又は 巧 巧が 巧 一巧に 巧げ たる ライヒを が 供 巧 巧 Bw の 利な 度 誰を 目的と する 巧 合 及 供 巧 
は、 其 法的 お 巧の 如何に 拘らず ライヒを おお 巧 ホの ななに ょりて ライヒ 巧が W ほに をを な 入せ し 
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(一一〕 前 巧の 化按 にが^」 w 巧と なるやの 巧を あるが は ライヒを 巧 度菜大 おを を か寸〇 
‘(111) 加入は ホの 巧果を おす 〇が捣 はを をが おす。 其 財產 はが 權巧 巧を 含み 特 則が 產 として ラ 
イヒ を糧闻 巧に おず 〇か 入阐 巧の 奈 おな あ 巧 莱貞が ライヒな お W 粗に ょって 引受られざる 巧 含に 
巧が がは W 化關 巧の が 巧を ライヒを 销脚 巧を をす 拂ふ〇 化し 一九 一二の ザ 十二月 一二 十一 日を おぎる 
事を 巧ず。 おを 的な 巧の 爲 にお 分し 巧べき 現な は ライヒな 巧！^ おとを おを 的 巧 巧に 巧 資する 巧 
を 巧。 巧し 巧 別 时產の 巧務關 巧が 巧の 巧 じ 巧資が 禁止され たる 場合に あゎては 現品は 之を 退巧寸 
べき 義 おを 負 ふ ホを 巧す 〇 特別が をの 巧理は ライヒを 巧 § ホ をを 行 ふ〇巧 巧の お 巧 目的に 巧寸 
る需巧なき時はライヒを巧^^^ぶは同巧のお資目的を巧むることを巧〇 
» 八條 ライ t をち ホは 巧 七 條に 巧げ たる 留 巧を 解 おする ことを 巧 〇化巧 合に も々 ては 巧 
なは 一巧 法 巧に 巧 ふ 0 

» が條 ライヒ S 巧 お 巧 ホは な 乂义は 解 巧が 特巧 の举 山に ょ 6 す 巧 おとぶ 惟され る 時は 巧 セが 
じ 巧げ たる 闻 巧を ライヒを 98 脚 巧に 化ん せし むる 事を 巧。 せ 巧 合に もりて は ライヒを 巧 お 海 者は 
含ち巧ホ巧を^^巧ホにぞが人の巧をを巧ホすることを巧〇 
誰十條 ( I 〕 ライヒな 巧 指が ホは ライヒを 宙曲 巧に して 宜巧律 上の 代表を とす。 ライヒ 農民 
巧 巧 ホは ライヒが 巧 大臣 之を 巧なず。 

(二) ライヒ さ 巧 指 巧 ホは ライヒを 88 曲 巧の 內巧巧 « をが 巧 寸〇 

(一二) ラ V ヒな巧 指 巧 ホは 巧 供 お 度 W 取 まを のをな を 下 巧悅閱 じを 巧す る ことを 巧 0 
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第 十- 條 ライヒな 巧蝴 巧は とを 化 巧 的に ランドを 巧 曲® クライ ズ を 巧留 ほる 么巧 におす オル 
卜を 巧闽陆 におみ す〇 ランド 巧 巧 期 巧の 巧 巧 ホは ランド さ 巧 指導ぶ、 クライ ズ を民试 ほのお 巧ぶ 
は クライ ズ なち 指導 ホ、 ナルトな 巧留 巧の お 巧 ホは オルトな 巧 お 巧ぶ とす 0 
第 十一 一條 ライヒ 貪 巧 刚陆は ライヒを 巧が 海 ホの 公布すべき ま附 規定に おき 其團巧 員より ま附 
を 得 化ず 。寄附 規定は ライヒな 巧な 莱大 おの 用を を 巧寸。 . 
篇十 IIS ライヒを 巧 阐隨は 巧 設備の 利用に 巧して 手 巧 巧を 潰 化す K ? ことを 得。 

» 十四 « ライヒを® 一巧は ライヒを 民 指導 まに よりて 詔 巧され たる 巧な 案を 每ホ 作成す る こ 
とを 要す 0 

第 十 五條 ライヒを 巧间 粧じ對 する 巧を 監 おは ライヒを 链な菜 大臣を々 巧 ふ。 

» 十ホ酱 (一) ライヒを 巧が 巧 ホは 定 なによりて > マイ ヒをお 脚 促の 內巧閲 巧を 巧 解す。 

三 D 巧铁は ライヒ 食 斑疫菜 大巧の 同な を 要ず。 

.四 農業の 職能 閣體 の 構が 規則に 綱ず る クイ ヒ權 

限 法 (一九 111111 年 セ 月 十五 日') 

篇-條 ライヒは ドイツ 度 巧が 能 闻結满 巧の 斩 規制に 關し 巧ち 的 ホな 推を おナ〇 
巧 巧の ランド 法 煤は ライヒ 法 煤 制定まで ホ 巧な- = 'とす。 

«||« ライヒな 巧な 菜大 おは 倘 々の 化 おの じめ て 斩巧训 が 倘遂 わを 特诏の 化 巧 人 じを 巧す る 


斯 おを 有す。 巧 巧の 公法 的スは 白山なる 採 巧 かお 晚菜 代ぶ、 な 菜 組な 强馈 及な 萊巧引 化 まは ホ 備 
寅 巧に を ゎ ライヒ 貪 巧 畏莱乂 段の 巧 ホに ょゎな 助すべし 0 

五 ライヒ 世襲 農地法 (一九 111111 お化け 二十 九日.- 

本 法は 一巧 じがて ナチ ス± 化 政 巧み ま 巧た ろと 化 ハに、 化 曲 じかて 乂巧 ホ问ち 巧の おの ホ お 
お 可な ならし わろ ほじ、 ぶ 巧ち 巧のを 巧た る 「ぶを」 の お 持，^ 目め とする 巧 巧の； 巧な 巧 
じ 立つ もので わつ て、 を も ナチ ス 的を がに 巧みろ ホ規の 一つ でんろ 〇こ みことは々 のか さ 本 
巧 巧 巧 まじが けろ か 巧 的な 义 巧に 巧 けれて ゐろ〇 

「ブイ ヒな巧 ハせ キ巧巧 巧 巧 お 巧 ク下二 •なほ チ ドイツ 巧巧ク 化， 巧を トン テ 維 巧た ソト 
なス〇 さお 地 ハ 巧 巧 ク巧過 巧 ノ負巧 トサ 巧卜 力ぅ 巧进 サン、 永久 二 一巧 ク 巧が W を トン テ自 
巧ナ 心を 巧 ク手二 稚持サ か V ツ」 

巧の 巧 本 思 おけ ホの かくで わろ 0 

「 S 巧夕か 値々 チが 乂かホ こが 巧乂 かなぶ 川地ク 、巧 7 ぶを 巧が こ么逛 + 心 晒が チを 小幽 
トン、 一二 五へ ヴ た— ろ チ 玻乂化 トツ テ 么チ化 巧な 地 トス 0 

化 巧を 巧ノ所 ザぶ ハ 之 チを W 卜稱 乂〇巧 巧 タリ 巧 心 ホ ハ どいつ 巧 巧 ニツデ どいつ 巧 巧义ハ 
閒 一理 巧 こ •おシ a 人裕ァ かぶ 一一 故 シ〇化 巧な 化 ハす サが チな チ 相 巧 人 二 お ホ 七 ツム 0 

化 クホ问 巧 巧 \ ノな刊 ハ W がク抽 ホ， i ニノ ミが おノ； 化 巧な 巧/相が 入な ホ クホ巧 ハ ま 
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おノ 能カ ニが ジデな をを 巧 チ巧ヶ >1^ ン瓦巧 ホを な チ 典 < ラゎ〇 其ノま 二が スイ ヵラ ザ 心车由 
一ー ヨ 4 巧 巧 二 格 か トキ ハが 巧 ク煤刹 チ おへぅ 心 0 
巧 巧た 地ノ 巧な 巧 ハる 音な サニ ョツデ 巧化义 、ク制 化 チを ク心 コト ナダ 0 
ホ 巧な 地い 巧 則 トツ テ 法が お ナク义 ななお カ ナジ OJ 

巧 一節 化 巧な 地 

«; 巧を 

(1 〕 ホに 巧げ たる 場合 じがて る 林 菜に 利用 せられる ホ-地 时 をはを を 世が な 地と す 0 
一、 あ 二 お 及第 111 がの 巧 求に を 致す る面税 をな し 
一一、 お菜 ホの 完を 所せ じおナ ると そ 
(一一〕 巧 じ 貸貨を 目的と するな 巧は 世が な 巧に 非ず。 

( 111 ) を おは 化 巧 食 巧を 化 おを 地 ホ おじを 錄す日 
第 II 傷 お 小面 按 

(一一 化 » を 巧は 少く ともを 巧扶 をの 面 約を 巧すべし 0 

(一一) な 菜 巧を とは 巿媒を 一お經 巧が 巧に ょ b 巧ぶ にを 巧に ホ 巧を 供し、 ホ じ 世 おな 巧の な 巧. 
巧を を 推 持す るに 化 巧なる 卡 ，地な を 云 ふ。 

第 |||售 投 なお 巧 

(一〕 化 巧を 地は 巧 二十 五へ クタ I ルを 巧 ゆる ことを 巧ず 0 
■ ♦ 
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(二) 世 巧な 巧は み 良 巧を 巧す る ことほ •、一な 地所に よる 招 巧を 巧 能なら しむる ことを 巧す。 
» 四條み 割によ ろせ 巧を 巧の 生 巧 

大 +: 袖 巧 ホ分劑 による 巧 巧の 世 巧を 地の がをは ホの 巧 合に をを 巧 巧す。 

一、 を 世 おな 巧が 第一が 乃ち 第一 一 一條の 巧 求に な 致せる とき 

ir 巧 おおのの おお 巧が 分 巧すべき 所有地に 巧す る わ 的な 提を 含ろ 分 巧皂刖 にな 定 された 
るが 巧 巧の 1110% をな えざる とき 
第五* 特別の 許 巧に よる 世 輿な 巧の 生ぶ 

( 一 ) ライヒを 诗を菜 大臣は 巧 K な 巧 お 巧者 及 ランドを おお 海 者に お 巧した るを あ 一二 がの 巧 求 
よ々 例 かを 許 巧す る ことを 巧。 

ご 一) 巧し 巧 一一 十五へ クター ルを な ゆる 面 巧は 通常 ネの巧 合に 限り 之を 巧 巧す 0 

一、 . 地 巧 又は 氣 おに おも 么 巧と まめら れ たると き 

二、 巧ら かにち 五十 年な 巧 さ 民族の 巧 おじ 》 し 巧を 上 包含され、 自 d の 巧ち 巧の 一部を 巧す 
、 な 地に 關 するとき - 

三 一、 ドイツ 巧 民のを 幸藉 におに 巧な ある ドイツ人 ちみ 又は 其のず 孫を 巧 巧すべき とき 
内、 巧 二十 五へ クタ I ルな 下のを 地面 巧 じ もりて は、 其の お 持 上 充分なる お 巧 的 基 巧な そこ 
とを 知 ゎたるを 地に をを せる 血族が な 巧に がて 巧が (例へ ば おか 上 又は 义 化を 上ち 巧を き 
..巧 ホ 物) を 創を したる とき 
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clll ) 世 巧ち 巧は みを 巧な き 一な 巧 巧の もを を 巧 巧し 巧を 刖提の 例 かは 鬟 なる 巧 宵 上み ち 巧 
を 化 巧と する 巧 合に 巧る、 

» ホ • wi 、 •巧 巧 及！ 

(一) 第 一條 乃至 巧 五條の 戎 巧は 1、 巧 巧 及 巧 貪 栽培に よりて 巧 用せられ る ± 巧 にも 亦 之を 
巧 用す。. - 

(二) 巧 お 栽 巧に ちりて は 栽 巧に よる 生產が 家を のが 持に 足る 經 をはを ず扶 まと 見かず。 
(111) 巧 巧 及 巧 巧 f にあゎて は 利用せ る 巧 巧 地が 他 棟の 沒萊 利用に 獲 巧され たる 場合に あゎ 

て もを 一條を 一巧に 規 をせ るを 菜扶 菜と 見 化さむ る 粒を はえを 農萊扶 をと す。 

第 古條 世 巧投地 

(こ 世 巧 度 地に がする は 農民の 巧 あに 巧し 规則 的に を 巧 巧 じより て おを せられる 總 ての セ 巧 
巧び 蒼 巧の 巧ち におす る附が 物と す。 

(一一〕 一時的なる 貧貨义 はな 居み のかき はな 地の 一部の 闷樣 なる 巧を 的 利用は を地附 K 物た る 
寅 巧を 失は しむる ことなし 0 
» 八酱 個々 の 度 地 附« 物 

(一〕 S 地附巧 かは 特に おを 上な 化に 巧が する をを、 おな 布を もを む。 お 巧る 及が を、 ホに な 
巧、 现お肥 巧 及 經ぞ上 利用 せられる 貯 巧を を 巧を 含む 0 
(一一) 其の 化な 地 附《 巧に W する ものは を 地に 關 する おな •鶴 時化の 家族の 素' 及 お ほす ベ 
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き 巧な ある 境ち、 鹿 巧 巧え におの なが ホに を 化に 巧 住せる 度 巧 家族に 關 する おが 材 おとす 0 
篇化條 巧 險が權 、巧が 巧を 

蠢及 其の 附苗 物に がきす 巧 はれた るが おがに 之に おきて ま拂 はれた る 巧み 巧に ょる 裏 巧ぶ 
地が 巧の 巧が の 巧に 集められ たる 巧を も 亦 世 巧を 地に おナ〇 

军條奠 度地資 巧に 關 する 相 巧 巧 判 愛 決を 

を 地を 化 巧を 地と 見 かす ことの 巧 巧に 付 巧 ひの 巧を するとき は 巧 有 ま 又は 地 巧を 氏 巧 巧者の 申 
化に ょり 相 巧 巧 判 巧を を 巧を す 0 

を 一節 度 巧 

ぶ ； Hg な 念 

.(こを ちと 稱ナ るは 化 巧を 地の 巧み ホ 又は 所持者に 限る。 

ご 一) 化の 良が 萊に 利用せられ を 地 財産の 巧 襄义は 巧 持 ホは をを お 夫と？® 

S 1) 奪 菜に 利用され 至 地け 定 .の 巧 賣义は 巧 持 ホに お ナる援 ち おはを を 許さず® 
貪完睾 巧 上の 巧 雲の 職ち は 術み をを おを に 巧が する ことを？。 

* 十 1111 ドイツ 巧 巧た る么巧 

(一) 度 巧たり 巧る ホは ドイツ 巧 巧の 巧 がをおす るネじ 限る 0 

ご 一) 父方 又は 巧 方の ホ 巧 中に ユダヤ 又は お 色の 化裝 をち する ホは ドイツ 义は同 巧の 化 巧を S 
する ホに ホず。 
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C ! 三 一) 第一 累 前提 巧 在に 巧す る 日時は 之を 一八 8 年 一巧 一日と ず。 巧 一巧の 前爱 なをに 
が資ひ あるときは 巧ち ホ 又は 巧！ i なお 巧な ホの 申出に より 相 W 巧 判が をを 巧 巧す 0 

« 十 田條祭 おを による 除か 

祭 治產の 宜吿を 受けた るを はを 满の訴 がを 巧に よりて 巧 巧せられ 又は 法を 期間 中に 採用され ざ 
る菱 C にあり ては S 民た る ことを 巧ず。 

誰 十 五條を 民のを 餐 と 巧が 

(】) 農民は を« に值 する ことを 巧す。 を 民は な 化の 合法が 的なる おを を 巧す 一とを 巧す。 年 
巧のををは妨げ巧^^^になることなし〇 

(一一) 第一 巧の 前 巧が 欠け 又はを 巧が 自己の 巧務の お 巧を を 法則 的なる 経を によりて 巧 おなる 
にもおらず、 巧さざるときは相が巧判巧はラ ンドを巧^|9^ちの申化によゥ化製良地のを巧巧利用 
を巧3*^§义は巧時を巧のが偶を义はな巧巧亡の巧の巧巧撫者にを證することを得。 

(一 云庶 巧を 又は 相が 人が が 在せ ず 又はな 巧た るな がを 有せざる 時は が 巧 巧 判 巧は 化 巧を 地 財 
をを ライヒを 民抢 導を の 中 化に よゎ ライヒな 巧衍游 ホの 推が すべきな 巧 巧が をに 委泌 する ことを 
巧。 ライヒを 巧 巧 導を はを 民の 抱を なるお 巧な 在ず ると きは がの 一人を 巧が する ことを おす。 . 

« 十 ホ條巧 巧が 巧 巧た る 巧 巧を 巧 失の み果 

農民が ち 巧た る 巧 がをお 失した ると きは 巧を 白ら な 巧と する ことを 巧ず 0 

第 十セ隹 おみ W を。 法人 
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(一-) 化 巧な 巧は をを 夫婦 共 おがを になへ 又は 其の 化の 數 人の 共 お 財を になへ る ことを 巧ず 0 
(一一) か g ちがは をを 法 入に 所屬 かしむ る ことを 巧ず。 . 

« 十八 條 ま巧資 がに 助ナる 相な 巧斜 巧の 決を 0 

長 巧た る 安が の おおに 肪 しては 巧 ひ 存在 するとき は 其の 申出 又れ 地 E お 民 巧 巧を の 申 化に よ 6 
相な 巧 約が をを 決 巧す 0 

第ー ニ 廚巧巧 後に よろ 巧 《 

.第 十九 《 化 巧を 巧 巧 g 

( 一 ) を巧の巧亡じおし化巧な地はを律上の相な及巧度巧產分《に關して巧«が產の§^ 
を 巧 巧す 0 

(二〕 世 巧 農地は を 律に よりす 巧 分に 相な 人に をる 0 

11.11 十 條 巧 » 巧な 

相ぶ 乂 たる ものは ネの巧 位に な ふ 0 

. 1、 巧 巧な 人の 巧モ 、其の 巧 亡した ときは 其の 巧モ 又は 其の 巧 子の 巧 子 
二、 被 相 巧 人の 父 

111、 被が 巧 人の 兄 お、 其の 巧 亡した ると きは 巧の 巧 モ义は 其の 巧 子の 巧 子 
凹、 巧 相が 人の ホモ、 其の-死亡し たると きは 其の 巧 モ义は 其の 巧 子の 巧モ 
五、 巧巧&人の^|:|^、 其の巧亡したるときは巧のおモ义は巧の巧モのおぞ 
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K 、 巧 巧 巧 人の 卑が ホモ 又は 前 四 おに 定めた る 巧 かかの 子孫 〇巧 相货 人の 巧 系に 近き ものは 
澳 きものじ 巧 化す。 化の 巧に あわては 巧 巧を 化に す 0 
>11 十-傷が が 順化に おする 個別 规定 

(一) を 巧の 巧が なきものは 相 巧 人た る ことを 辭退卞 る ものと す。 化 典 良 地は 化 のぶお まが 巧 
巧の 時に 生 巧せ ざり しものと せぱ相 おすべき まに 歸拍 す。 

(一一) 親 おは 前記の 晒 化に 潭 かれざる 巧な は 巧 巧 人たら しめられる ことなし 0 
(一一 一) 同頓 位に ありて は 其の 地方に 巧 はれる 巧 普に 從 ひ、 ち 子 又は ホモ 巧な 巧に^ わて をを 決 
をす 〇巧 留の存 せざる ときは 末子 巧が 樵を 採用 ナ〇巧 留の不 巧なる ときは 關係 をの 申出に ょりが 
巧を 判 巧と を かを す。 . 
(四) 巧モ 間にち わて はお 初の まの 巧モ 他の 巧 子に 巧 先す 〇 兄弟 又は 姉 巧に ち 6 ては 貪 兄 ホ、 

巧 父 巧 兄 おに 值先 寸。 

(五〕 巧 Q お姻に ょわ 萬 知 ミれ たる 子は おおな に產れ たる 子と 同 瓜 位に つ。 父 S 出を 吿 
をを けたる モは巧 一頓 化に ありて は 拍子に ホぐ 〇巧 のな 生 子は 摘出 子に ホぐ。 

(六) 巧 子は 相な 滿 ぶす る ことなし。 . 

第 II 十 ||« 化 巧を 地のを 換 

( 一 ) 巧 巧 人が 巧に 一 化 典を 地を 巧ち するとき はがが 人た る ことを おおす る ものと す。 
tt の 化典运 地は# の 巧 おちが 相* の 時 ホ 巧廿ず とせば 巧な すべ か々 しまに tt す。 
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こ 一) 巧し がが 人が なをに が 知りた る お 六 週が が 巧に 相 沒巧判 巧に おしてを な 力ち る おぶ にょ 
ゎ 义は成^^!!5事務なな巧の證明を得て巧相巧さ地を引巧ぐべさをの宜言を巧_^たるときは吐の龄 
りに 非ず 0 

(一 一一〕 第一 一巧の 巧 合に もりて は 巧 没入の 巧 有を 地の 巧 巧 巧は 巧が 上 被 巧な 人に を も 近き 相な 人 
に歸 す。 

這〕 相 巧を 判 巧は かの 巧績 人に 最も f 巧 角 人が 巧 » 人の 巧を 巧續 菜み 堇 おすべき を 巧の 
程 巧を おむ。 

«= 十己酱 かおの 化 巧を 地 

(一) 爲が幫 幕 震 地を 进」 たると さは 装冀は SSQ 頂 ホに 從 ひ、 一個 香 g 

巧 地を 運 巧す る ことを 巧。 巧に 何人も I 俩な 上の 化 巧な 化を が 巧す る ことなし 0 

(二) 連 iS は 巧讓判 所に 巧」 含 力 ぉる お ま义 任薑 2 取 お 愛 霞を 巧了羣 する こと 
を 巧す 0 

«= 十 を 奇 口 

( 一 ) 巧 相夕は 護法に 上る 装 援を 婪5 上 ゎ資」 义化 制限 十 ぅ 一とを 學〇 

第三 叶 ぷ條巧 相な 人に ょる 巧な 入の か定 

( 一 〕 左 じ おぶ る菱 ：： じを ては 巧が 夕は 5 巧 萬に がて 装 人を 決季る ことを 巧。 

一、 本 巧 あ 巧の 除 其の 地方に が 货法上 巧 巧な きとき 


法々 »■«!： イラ 



二、 本を 巧 巧の 巧 其の 地方に な 巧に ょる 目 巧なる 巧 おが 巧 巧と なれる とき 

ーーー、 蹇雙受 U にも ゎ 了は 寞 なる 雷 《巧 在す ると さは 梢 璧判所 0 塞に ょる。 

(二〕 囊 の毋モ 又は 巧 味が 存在せ ざる 2 口に ありて はがが 巧な 巧囊判 巧の 问 怠を おて 自 
己の 巧モ たる 未 巧 巧 子 か 相 巧 人た る ことを 巧む る ことを 得。 化® 法定に 葉-も ランド 巧が 巧 判が 
は ランドを 巧 指導 ホに 話 閒ナる ことを 舆す〇 

(一一 一) が相沒 人は 相 巧を 判 所の 巧 おを おて 奮 順化の おが、 第一 晒 位の ぶを 雨 化の ぶ 又は 第 
111 順化の ネ に® 先して 巧 巧 人た る ことを をむ る ことを 巧〇巧 巧を 判 所は 重大なる 事由の 存在 ナる 
巧 合には 同意を 巧 ふること を 巧ナ〇 

(四) 第二 順實下 0 晒窜 にめ 了は 巧相沒 人は 誤 人を 定 むる 二と を 巧。 化 S 合に もりて 
は 巧 巧が 人は 巧な 巧 判 巧の 同な をが て 一個 又はち 個の 巧 なをみぐ ことを 巧。 

第二 十六 « 巧が 人の 父 巧 又は 巧の 巧 巧ぶ 利用 

巧 相な 人は 巧が 人が 二十 五 巧に 達する をを 地の 巧 巧 巧 利用を 巧が 人の 父 又は 巧の 巧 巧たら しむ 
る ことを なず るを 得 0 け 

第二 十 セ« 巧 地名の 巧 用 - W 

巧 相沒な 巧が 人が 其の 娩ち にを かしてを 地名を な ふること を おむ るを 巧。 W 

第 II +<條 巧 巧が 人の 命令 おぶ ，， 

巧 巧* 人 寡 手 五條 巧 至を 一十と 條 ii 規定 さ -5^ たる 命な を？ は霉 〔又は 相试が 巧に 限る 。 I 


gfl 十九 酱 おお 

(こが 沒-< は 他 S をの 相な をが 巧す る ことなくして か！！ 奋 地の が 巧を 巧絕 する ことを 巧。 
(二) 巧の 拒絕 はがが 巧 判 巧 じせ 吿ナる ことを 巧す 0 
第 古 I 十條巧 相が 入の モ 巧の 巧 寒。 歸が 避難 

(こ. 巧 相 巧 人？ 深は 藉相巧 多寡 舅權 雲ミ受 ちを ミ慧 霉に季 るを 

な 地に がて 適を なる 扶 をな かを を 巧く。 

(一一). 巧巧紛 人の モ巧 はな 地の 2 許す 限りを 地の が 班に おじた るを をを をけ、 其の 巧 ホ こち 
し 2 を 受け、 享は 共の お 助に 際し 婚 なを も受 くる ことを 嬰す。 特に 化の 2 はお 住 巧 襲 S 
巧 巧 おに 常 わても ホを を 巧 おする ことを 得。 ... 

( 二 一 ) 巧 護人 Q 子孫 か 自 d S に 上らて 了闲爱 おわた ると さ 莫 S と 雖も抱 常なる 巧 
働投 助を 琴 代た 蠢に 8 をむ る 二と 募。 8 が 避 8 援錢は 巧 i 八© 資謗ぉ 

巧 人 又は 通 お 分拖利 者た ると きに も ホを を 斑む 0 :. 

前 S 十-!! が 偶 ホの 瞬が 分 

巧 相が 人® 蹇放偶 者が 謗 相 巧 入 又はぶ 留み 猫利ネ にして 圧ぶ 產 におず る宣 の？ の備リ 
も義 ると さは 薑 QW を じ 上 〇 生計を 巧み 吗急受 U じん わ 了は 相 W 人に ぉ」 て 生 おも 
の關巧 上簽 にがけ &墓0生 計を 萎 寸る ことを 巧。 

さ I 十三 條巧爭 S 則 
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第一) 一十 條 巧び 巧 111 卜！ 條ょり 牛： ずろ 紛爭 じん h ては がが 巧 判 所は を 事 ホの 巧怡 をを かにみ をし 
て 化 巧なる 巧 則を 巧寸〇 
* ミミ I •其の 他の 巧產 

.を 巧の 化 巧な 化が 外 じが 巧す る M をは 一巧な 巧に なきて とを 巧 巧せ しむ。 
y : . -ぃ 第 四 節. 世巧搜 化の 譲が 及 巧 入の 制限 (お 制處 か) 

誰 |二 十 セ 條か吳 を 巧の 巧 巧 及 巧 入 

( 1 ) •巧！！ を 地は お 則と して 之を 巧 巧し 又は 巧 巧に 供ず る ことを 得ず。 

(二〕 巧一^ 対 巧は ま大 なる 李 由 巧 巧 するとき は爱巧 又は 巧 入に 同を する ことを 巧 • 

第 乙 十八 條强 制な 行 

( I 〕 化 巧な 地に もりて はを 巧が 巧を ザ 由と して 强 制な 行を け ふこ 卜を 巧ず。 

(二) 巧 典な 化に がて 生を された るを 產巧 にん 6 て もを 巧 巧が のかに 强 制が わを 巧 ふこと を 巧 
ず。. 

第 5 十た 條を法 上のを 巧 巧 描に ょる 强制 巧け 

(一〕 を 巧、 なをな 巧 じょる 巧ホ艾 はがの 化の 公法 上のを 巧 巧 おを ザ 巧と するとき は 化 巧 さ 雌 
にがて 生を された るな を かは 巧な 沒を 物が W 苗 わに 戍廿 ず、 を 巧 巧 其 ホ 族の ネ巧化 巧を の 巧を に 
必耍 なら f る IK " に 限りと を 强制巧 巧の H 的たら しむる ことを 巧 0 
. 巧ぶ 節 相 待官拦 
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藥 B +« 巧 則 

三〕 本 巧の 特建稱 葵 行の 巧 相 g 巧 判 巧 化 雲 地 巧 巧 巧 巧 ラィヒ 化 巧な 地 巧 対 巧を を <0 

(二) 末法 じょ 6 てが 巧な おに 巧の み定 をを 巧され たるが ホに ぁりて は 通 巧 巧 判 巧に 之を 巧 ふ 
る ことを 巧ず。 

第 田 十- 條巧巧 巧 判が 

(一〕 巧 巧 巧 判 所は ランド 司を K にょ ゎ 曲 巧 判 巧 お试 にっき お 巧 判 巧に 巧戍 せらる 〇ブン 
ドの 司を 廳は 巧の 巧 巧を おむ る ことを 巧 0 

(一 D 巧 巧 巧 判 巧は 巧 巧 巧 判官 一ち 巧を 巧 二ち を 化 命して 巧を す 0 
» 四 +1 一條 相 g 巧 判 巧の 地域 宵 時 巧 

巧 15^ 巧 巧は 化 gs 巧 局の 巧 在す る 巧 或 にっき § 035 ^ 巧を 有卞〇 

»凸 十 115 化 g を 诉巧対 巧 

( 一 ) •ランド 司法 K はを ランドに 付 自己のを むぺ きお 髙 ランド 巧 約 巧に 化 巧 畏地巧 巧 巧を 巧ぶ 
す〇數 巧の ランドに が關巧 ランドは お 巧が 巧 巧が 巧 判 巧を 巧ぶ ずろ ことを 巧。 I ランドに 巧 巧の 
か 巧 さ 地 巧 判 巧を 巧 巧寸る ことを 巧 0 

(二) か 巧な 地 巧 判 巧は 巧 巧 巧 巧を 一ろ 巧刊皂 一ち、 S 巧一吝 をな 命して 決を 寸〇 
» 田 十田條 さ 巧 巧 ホな のがな 

巧 g 巧 巧 巧の なお 悦ホ灼 は ランド さお 抬タ ホの 提案に 巧夕 、化が 巧 地 巧 判 巧の 巧 巧 お.# な i ラ 
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イヒを 巧 巧 巧 ホの 巧 ホに 某き て ランド 司法 お 之を 巧な す。 • 

第 巧 十 セ « ライヒ 化 巧な 地 巧 判 巧 

ライヒせ 巧を 地 巧 判 巧の 創設、 ホな 及 巧が は ライヒ 司な 大臣 あび ライヒを 巧ち 菜 大臣 令に よ々 
てを を 規制す。 

ホ 穀物 業 秩序 法 (一空 亩寞月 手 セち 

第 _ 條 ライヒを 巧を 業大 おはち の ザ 巧に 關ナる 方を 及範 園を 指 ホす る權 限を お 巧ナ〇 

(一 ) 巧 內大が 及 巧 巧 ルが の生窜 ホは 乂閒扶 をの 目的 上 化 種の 巧 巧を 巧定價 巧を なて 引渡す こ 
とを 耍す〇 

'.一一) が 合 小が 人 及 巧 化の がが 者は 大を及 小 巧を 人間 扶 寒の 目的を なて 巧 巧し 又は 販 資する こ 
とを 要ナ〇 

(111) 製め 莱ホあ 其 化の 加工 菜 者は 大お及 小 あを 人間 巧 寒の 目的を なて 巧 巧し 又は か H し 若し 
くは 加工せ ざるが 態を なて 化 資すべ し。 . 

第 I 一條 一ち の時定 2： にがて 人 閒扶菜 ま 带お蹇 に 供が を 窒とナ る‘ ハンが 料 おかの 總 がは. 
とを ライヒ ホと 小 あとに 分って な 巧す。 ライヒな 粗な 莱大 おがを めた る 供が 化 巧に 關 ずる 供が 巧 
は 化な 定 におず る ことを 巧し 生產 ホを とに K みす 〇巧巧 合に も ゎて は 供が 巧 巧 及 生産 ホに 巧す る 
供 おがの 巧 定に當 b おを ホ 自身の 正當 なるお 巧 及 供が が 巧が におを ホの 巧 ホの おがに あおなる お 
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巧を なすを 巧 十 か 

第 I 二な 人閒扶 をの g 的を なて 消势 さるべき 大を及 小 ホに 關 する 規定は 技術的 目的に 消终 さる 
べき 大が及 小を にもを を 適用す。 

第 五條 ハー〕 ライヒな おな 巧大 おは 柏 毅じ關 する 規定 及 ライヒの お 大 おと 協力して 椅巧 おを 
をに 關寸る 規定を を 布ず る 樵 おを 取 巧ナ。 

(二〕 ライヒを 巧 投菜大 おは ライヒを おな 萊乂 巧のを めた る ライヒ 局に 限り 毅のあ 躲物生 痒み 
を お 引し 巧べき ことを 规 おする 樵 おを 巧 巧す。 

第六條 三) ライヒ 大が 大巧 及 ライヒを おな 萊大 おは 萊 一條 乃 ま 第 五條に 萬く 規 巧の 目め 上 
化耍 なるとき は 關稅法 及 給 W 韻 券に 閱 ずる 法热を 改正 ナる椒 限を が 巧ず 0 

(1 ご ライヒを 巧 農 菜 大臣は 巧み 小が の 巧教お 物が 格の 維持 及 製め 菜を のが 合に 關 する 法規な 
に 末 おを 法の 規 巧が 策 一が 乃至 第 五條に 茲く 招を の 目的 上么裝 なる 堵 合には をを 改正ず る 樵 限を 
巧 巧ナ。 ^ 

« セ條 (1〕 ライヒを 巧な 菜 大區は 必要 あるときは ライヒ 大巧 大臣 及 ライヒ 巧 あ 大臣の 同を 
を おて 本を におき 公布され たるな 令に 違た したる ぶに おして 滋役及 十 萬 ライ ヒス マルクが 下の 柄 
を 又は 其 一を 巧し 特に 重き 場合には 沒巧 及を おに 制限な き 罰金、 あ 失に ょる 遙 反の 巧 合には 一: 年 
W •巧の 沒巧及 罰を 又はが 一を 巧ず ろ ことを おむ る ことを 巧。 

第八條 三) ライヒを 粗な 菜乂 おは 化 おもる ときは ラ f ヒ大が 乂お巧 ライヒ 內お乂 おの 时宏 
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を 巧で 本 法 巧け 及 補足に 么巧 なるな 巧が 則 あけせ 巧 則を 公 化す c . 

(二〕 ライヒを 巧な 菜大 おは 本 法に おすな 布され たるみ 令 巧け の 島に ライヒ 法に おひ ぞ窝强 制 
力 巧 用に 關 する 巧定 をを 巧す る ことを 巧。 

セ 穀物 業 秩序 令 こ空亩 年ち ぶろ 

巧 一節 巧 逸 巧 物莱の 結合 

» -條 (一) 巧 わち 巧に がける 供給 並に 巧 わ (ライタ 垄 、大ち 巧が)、 巧 わ 生を 巧 パ 
ン 、其 化の パン 巧、 あ 垣 巧の 販巧 巧な エホに のが 及の が 巧 引劑增 のが 制の ちに ホに 巧げ たる 巧を 
は 之を 巧 物莱 組を にか 入せ しむ。 

一、 巧內巧 物を 生を ずる 招を 

一一、 巧 巧を かエし 又は 巧 物を 産みを 生蕉 する 巧を 

一二、 パン 又は 化の パン 巧を お裙 する 巧を 

四、 毎 巧を ホ 痒す る 巧を 

五、 巧 物、 巧み 生涛 巧、 パン、 共 化の パン 巧 又は « なをが がする 巧を 
(一一) 巧み、 飼な 巧 其 化の なを 物 ライヒ 巧は 化な がぶ じ關 巧す る ことなし。 

«=隹 巧 物で 化合は 巧 互に 巧进 おわぶ 化 介 中央 待を 巧ぶ す。 

««隹 巧み 菜が な あ 中央 會 はとを 法人と 寸。 
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裔大ホ 及 かが 巧 巧 菜な をは 遍 用み をく ベタ 法規 じれ げられ る ことなく ホ ホを にぶ 入す。 

» セ條 (一) 中央 會 じな 入せ る 巧ての M ほは^ をの 指示に 版 巧す。 中央を は 期 巧の な令义 
其 化の 方 巧を 巧 止し 又は 其 g 巧を 拒む ことを 巧。 

(二) 第一 巧の 規 ちは 巧の 巧を に關 する 巧を じんって は大が 巧-^ 巧 巧ち おを にはを を あ 用せ 
ず 0 

誰八條 ラィヒを 巧を 菜 大臣は 巧 合の 法的 化 ま 者の 申 化に おじ 巧睹 » お 巧に おし 化 巧 もる 巧 合 
にを 疫强制 力を 巧 巧して 組合の 巧 おみ にがてを 布され たる 命令の ホ わを 巧がず る ことを ホむ る こ 
とを 巧。 

誰 十條巧 格 及 低が 巧 引 巧 巧の 巧を じ關 する 巧を のな 令は ラィヒを 8 WK 菜 大臣の 同 息を 巧ナ〇 

第 十- 條 (一〕 巧 I 條巧 一鼓 力ま 巧 五 巧に 巧げ たる 種 巧の 巧を の巧設 及巧當 期間 化 止された 
るれ 巧 巧を のが 活は許 巧を 巧ず。 巧 巧的必 おもる 巧を には 許 巧を 巧 ふること を 巧す 0 

(一一) 比み 定は第 一條 第一 一巧、 巧 巧 巧 及第 五規じ 巧げ たる 巧 おの おを (巧みを 除く) じあ 6 ては 
中央 會 のを 持に 馬し、 巧 一條 第二 一巧た 巧げ たる 巧 巧の おを じあ 6 ては 巧 物 菜 お 含の に W す。 

合一〕 中央 會は 第一が を 一鼓、 第 巧 巧 及第 五 巧に 洪 げたる 巧 おの 巧を の會 曲® じ關 して 許 巧 
の灌 巧を 巧み 莱化 をに i する ことを 巧 0 

(巧) 巧 巧を 拒み 又は 條件 付の 下に 巧 巧を 巧すべき 決定に 巧して は關巧 ホは 決 巧を 巧した る 曲 
ほのか 巧* 判を ホむ る ことを 巧。 
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(五) 巧 一巧 及第 一一 巧 じょり 化 巧なる 巧 w なくして 經 をを 設け 义 はお 活 したる 合 巧に あ b ては 
ランドを 族は ランド 法に ぶき 化 お ある 場な にはが： 巧 ル强制 力を 巧が してと を妨 ぐる ことを 巧す 
(六〕 巧の 菜に 巧して はお 別の 規 をに 塞る。 

巧 二 節閉巧 大巧ぶ 两巧 小での 引が 

» 十- 1 條 ライヒぶ 巧浸莱 大臣は 巧 巧 大ホ及 巧の 小が にがき 別個に 人間 巧 塞の 目的 巧 技術的 目 
的に 關 する 需巧ホ 足の 巧を 化 おが 巧に 化 巧なる 练 巧みみ をず 〇 他の もの I 引 巧に も ゎて は 巧 一節 
の 規定に ぶきて 稱 巧され たる 曲旌 にっきを を 規制す。 

第ー ニ 節 閣巧小 ぞの生 產を販 が 巧 格 

- ••HIS (一〕 因內大 あ、 巧 巧* 閔巧飼 科 ライが 巧 国み 飼料 满 がの 生を 者に ょる 胺資は 
附則に 某き 巧定 巧が をな をす。 

誰 + 田條 生を ホは 引渡を 巧すべき 月 割にな 巧され たる 何が におず る ことを 巧す 0 

篇十 5 條 生を ホは 伺が 巧读の ながに 應 ずる ことを 巧す。 化しな 巧 巧を の进 巧は S 者の 負 巧 

とて . 

第 十た 儀 巧み 菜が 合は ライヒを 巧な 策 大巧 巧 中々 をの 间 をを 泣て 胺巧 促進の 巧 本部の 規 ぶを 
離れて 巧を 巧 巧 じ 巧して 巧 測の 巧 引を 巧が する ことを 巧。 

g = 十條 (ご 木 節に がて 巧を された るの がを 殖 おすべさ 一を 巧 間 內の巧 巧 引 巧に 閒 して 巧 
された る 巧內巧 わに 喊 する 巧 約は 巧を 巧が なかの 巧が が W {化さ わたる 巧 合に 等しくな 巧が 巧を な 
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で 巧 おされた る ものと 見かず。 中央 會は ラィヒを 沿な 菜大 段の 同 息を 絡て 例 かを 許ナ ことを 巧。 

(二)：^ 一巧の あ 用を お外し 又は 制限す る 協を はとを おみと ナ〇 本が をに 巧 席せ ずと お 他の 方 
をを なて 巧を 巧 格の す おを 巧ぐ るか かさ 協定 じん りても ホ 同じ 0 

藥 II 十 III 條奠會 は ラ ご 毫囊大 民の 阿 患を おて 巧內大 が、 閑の 金 、閑の ラィが 及齒 

巧 巧が のか エ及化 用に が 規定を 設 くる ことを 巧 0 

’ 巧の 節 画 巧大ぞ 後一: 巧 小ぞの 製粉 萊雌入 巧 格 
» = 十ホ條 巧が 菜に よる 巧の 大 を及闊 巧. の瞄 入に W 丰節中 左に 巧げ たる 規 巧を 適用す 0 
W 三十 セ g {: ご大蹇 蓋 一 0 貴下 S 塘館 力を お」 又は 塞 及 小が 製粉 萊叟 C により 
て大 菱类 をな 一 五 8 買 下 Q 囊譽 をな 定さ たる 累莱に 限 ゎ 特別 Q 許可な くして 生 

をネ より 哄乂 する ことを 巧。 巧 時 巧 物 菜な 合は おみの お 巧 的 ザ 由 おに 他の 製粉 莱 との 巧 爭を華 由 
として 生を ネ よりの 瞧 入の 巧 巧を 巧の 巧 ホより が ホす る ことを 巧 0 
(一一〕. 大ホあ 小を I 0 なな 上の なお 巧 能力を 有し 乂があ 製 お菜 化合 じよ ゥ乂が あ 小が 合計 
一 五 OOK な 卜：二 100 寶 下の あを おを をな 定 された る 巧 わ おは 巧睹 巧み 菜 組合に よりて 巧 巧せ 
られ たる 巧 合 じ 限り ホを ホより 路乂 ずる ことを 巧 0 

(一二) 大ホ 小が 一 0 實ま霞 護 力を ち」 大菱垄 巧 襄叟 n によ ゎて 大菱小 ま 口 巧 

SOOO な wh のち 语巧 おを 巧定 された る 巧 巧 策に 巧 L 、 巧わ莱 巧を はを 產 ホ；^ 巧め 巧に 巧して 
巧 來乂が 及-^ を ホと L て 生を ホより 路乂 したる 巧 明を 爲し A つ 許 巧 か 生を ホの 利 3 こた 致す る 


み ザ# 業 か 《 198 - 



ことを 證 巧した ろ 巧 合に ちゥ ては、 中央 會の 巧な を 巧て 生產 ホよ ゎ 的 入す る ことの 許 巧を 毎ず こ 
とを 巧 0 

(四〕 なお 巧 能力とは 一一 四時 間な 內 にがけ る 能力と ず。 

(五) 巧 巧には 條 ホを 附 ずる ことを 巧。 

誰 II 十八 悔 (一) 巧め 菜が 生產 ホより 巧 貝せ ざる 巧 含に もりて はを 巧 巧 巧 菜の 存巧 ずる 巧 俺 
お 巧の 第 十三 一條に よるな 定巧 巧を 巧 巧 巧が として ぞ巧 ふこと を 巧ず 。化し 左の 規準に よりて おわ 
菜が 合の 巧ち すべき 巧を かずす。 

(一一) 第五 巧の 規 をに おも か定 化た る 協定ぶ ホせ る 巧 合に 巧 品が 到 寿した る 巧には 巧 巧され た 
る おがを 規 巧と ず。 組合 中々 をは ラィヒを 巧な 菜 大臣の 同 息を おて とに おる 規制を 毎す ことを 
身。 

(三一) のがは 巧を も 含ん 引 巧の 時の ぞ拂に 巧る。 

ハ 四) 巧に 何が は貨ザ おがの 巧の 屍の 引 巧のは 巧め 巧に おも 近き 陡 上場 若しくは 巧 巧 おがの が 
巧 巧の か 渡に をる。 

(五〕 前 祐の巧 巧な かの 引渡は とを 許 巧# ス 組合 中 义會は ラィヒを 巧な 巧乂 おの 同 息を 巧て. 
么に 巧る 規制を 爲す ことを 巧 0 

t : 六〕 のがは 巧 化 巧 時の モも 的が 化 下の お 巧を 燥せ る 商品に 付と を 巧む。 巧め 巧の が 巧す る 地 
方の ずち 的が 巧を 巧 巧と 寸。 
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(セ：； 巧み 菜 化を には 中央を の 同 患を 巧て 特 みの ホ冉 にょりが 別 的に 策 I 巧 力 至 策 五 巧の 例外 
を 許 巧ナる ことを 巧 0 

さ 十を ( n を 一す 條 S 重 わ 事 S 鬟送 & 罰 寡" g がを 一十 八 條第六 巧に 

ょわ 巧定 された るが 況じ 劣る ことを 示した ると きじ おりを を 許可す。 

(一二〕 製 板 菜は 囊萊 組合 S 来 ii 應 じて 罰 又は 倒增 S 霍な わ」 ことを 證 明寸る ことを g 
す 0 

第 乙十條 巧物證 合は ラィヒを 进疫菜 大お巧 中央 なの 巧？？ 岗莫 寶闲內 小が に 巧し 
巧 巧 菜の 購貝巧 巧に 關し 化の 拱 制を なすこと を 巧 0 

第 111+ |悔 (こ 蠢 じがて 確定され たる 巧 格を 適用 寸べき 時 巧に がける 教み 引渡に 關 して 

巧され る 胃 大愛胃 小 愛 醫義ち 楚羅鬟 ん&受 "とお もを 一十 八條乃 ま望卜 

おの 規巧 じちき てす 巧 ふべき 巧が をな て締 おされた る ものと 見 掌。 

(二) 巧-巧の お 用を 除かし 又は 制限 甘る お 巧は をを お 巧と す 0 

篇 I 二十 三 條 製 雲が 生產 5 わ 麟季る 2 た あわては 賛 器と」 了窒 一節 S をに がて 

巧定 された る 巧が をす 拂ふ ことを 巧す 0 

(一 ご敎 類— 合は ラ ご <富 業大養 某を §著？ 鬟 S と S に 養が をす 

巧 ふべ さ、 一とを S る ミを 得。 其が は i 證をき 定臺わ i 合に々 付 十る 二と を？ 0 
さ 二十 1S (n 器 萊グ巧 庭 引を 善む 巧を にん わて は 舅が 引 琴’ を y 的と して 第二 
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十 セな におき おを ホより お 入され たる 闻巧乂 ホ あ 巧 巧*^ は、 之を 巧め 巧に がて か H する ことを 
巧ず 〇 第二 十七 條 におき 製 か 菜に おして おを ホよりの お 入が 許さ’ れ ざる 巧を にあり ては 化 巧の 巧 
が おを の範閔 巧に がて 瞒 入され たる 巧 內乂を 及 巧 巧 小 あは 巧め 巧に がて 化エ ナる ことを 巧。 巧し 
かぶ おを 教物菜 化合に を 付ず る ことを おし 其 巧は 器 か 菜が なをを 巧む。 

(一一) 取引 おを は 別 傾の 巧 巧を 備 へたる 特別の 巧を 部門に がて 之を 巧 ふこと を 巧す。 吐 巧の 巧 
引 巧を の あ巧內 にめ て 煤 入せられ たる 巧 內大が 及 巧 巧-^ におして はを 一十 六條力 至を 一一 十一 一條 
の規 巧を 適用せ ず。 

第 S 十 H 條現 みを 巧ホ义 はお 异 がを 巧が ホよ 6 巧 入す る 巧 合 も 亦 本節の 典を する 生を おより 
の！！ 入と 見 化す 0 

»||| 十 五條 第一 一十 一條の 規 をはと を 巧 用す。 

露 一二 + 巧條 (一) ライヒ 局 お 本が 巧を 援用して 巧 求した ると きは 總 ての 巧め 菜は ライヒ 局に 
よる 巧 巧 大ホ巧 闲巧小 ホの 巧 粉ずに おする 化 資中么 を 引を くる ベタぶ 巧を な ふ。 

(一一) ライヒ 局は 化中么 にがて 巧 わ 引 巧に よる 反 巧が けを 巧すべき ことを 巧 巧す るを 巧。 

»||1十セ悔 中央會はライヒ巧巧な巧大おの巧おを巧て巧巧采に非るかエ<^!^による闲巧大ぷ 
及 W 巧 小が の M 巧に 脚して をす 六が 乃 まを 一一 十六な にがを ずる 巧を をを 布す る ことを 巧。 

藥 111+ 八 條 ライヒ 巧は 闲巧大 ホ 巧 巧 巧 小 ホの 化 巧に をり ライヒな 巧な 東大 おの 同ち をが てな 
ぞ された るの がに よら •さる ことを 巧 0 
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巧ぶ 節 巧の ラィず 及 巧內戚 がの の 格 刹 引が じ 判が 
第 互 寸化酱 中央 巧は ラィヒを 巧な 萊大 おの 巧 息を 巧て 商人 お 合、 おな 的 お ホを ネ 又は 閑內ラ 
イ菜 若しくは 巧 巧 お ホを かエし 又は 其 牛； を 物を 生産す る おを にょる 資巧 にを ゎ 併が 巧 巧に 閱寸る 
細則を 常く る ことを 巧 0 

巧 六 節 巧 記規を (省が) 

巧 セ 節を を 规定义 巧が 巧 

S 十 ま 巧 物菜叟 口は 其賽 ホに を お 巧？ 箱が 本蔓は 化のを 令に ょりて 他の 霞に 巧 

巧せられ， ざる 巧を にあり ては よ 令の 巧を 巧 持を お 巧ナ〇 

隹凸 十 さ (一) 舅 菜 巧合 はを 一子 一二 雲 一一 巧 前 巧 义は寞 節の S にを なしを とな わ 

たる 巧 乂义 はお 巧に 巧して ー ホに 付 一千 ライ ヒス マルクな 下の 巧を 巧を がナる ことを 巧。 

巧 八 節 前 則 

S 十を (一) か 怠に 左に 巧げ たる ホ 巧を 犯した る ホは 之を 養军？ イ ヒス マルクな 
下の 巧を 又は 其 一に 巧す 0 

一、 国巧大 ホ、 巧 巧 ライが 又は 巧內 みがに が 本 令 中 又は 本を にお さてな 定 された るの がと 装 
れる價 巧の 中 化、 わ ホ、 要求を なし •わ毫 しめ、 引を け 又は 化の 方法に ょゎ 巧を 送の 
ま 巧を 巧げ たる ホ 0 

.二、？ 十 セ 條巧望 十四が の 巧を に反して 窝大蔓 は阴の 小が を 生 5、 巧 わ 巧が ネ义 
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、..はがみ ザを を 巧 ホょ か 巧 入した るネな ！ 

ご 一、 第一 一一 十 S 條第 一項 前段の 規お に反して 巧み 大が义 はが 內ル がをお お 巧に がて 加工した る 
ネ〇 

.四、 を 一一 十二 一條 巧 一巧 巧 巧の 規 おに 把— て かぶが をを 付せ ざり し 時。 

.五、 を 產ネが 引渡すべき 巧 お 巧 か 又は 巧みな が 及 制 引 割が の 確を、 お 物の か H 、 巧 物、 パン 
，其 他の パン 類、 巧 類の 生 產に關 t 巧 一條 乃 ま 第 巧 おの 規定に 拱げ たる 脚 挺の 命令に を し 
たる ホ 0 

r 、 一一) 特に 帝' き 場合には 落が 及 罰金を がし 罰を の おな 限は をを おめ ず。 

第 置 十條 巧の 十九 條を 一巧 じ报 げたる け 巧を 過失に ょりて 犯した る ホは 一が な 下の 葱 巧 あお 
み 又は 其 一に 族す。 

» 五十 I 一條 第 四十 九が の娩定 になき 刑韵 を宜吿 せられた ると きは おな ランドを お 又は おな ラ 
ンド官 おの おわた るち 腊は 第一が を義 乃至 第五 おの 規定に 斯 げたる 巧 巧の 經 をの 錢 巧の 巧 おお 
族 酌 手 巧 にがてを 吿 されざる おた にんり ては をを 巧む ことを 巧。 

窒 圭|條 一九 一二 一二 年查 一十 音 附殺物 値が をを 法香條 にがけ る規 をはを を讀 せず。 
巧乂節 おが お定 

第五 十 五條 ラィヒを おな 巧大 おは 巧 一條の 至 巧 十八 おの 化 巧 期を おむ、 が 化の 命令は 一九 S 
四が セ 月 十六 円を W て お 巧と す。 


撕 令げ gx わ 巧 


八 穀物 價 格安を 法 (一九 一ー ニニ 年 九月 二十 六日) 

この 巧 巧は まとして 两内 生を 者の 利な のた みの 巧が お 持 法 でんつて、 を闻 知を 巧の 「巧 ホ 
ホ 城」 じサろ ホ々 巧 方の 巧 化じ滋 した 巧 巧 也 設ぶ卞 る もので もる 〇 例へ げ乂麥 じがて は束プ 
日 ィたン ァラン デン ブル グ 、ォ I パー シュン ジェン 巧 化は 門 巧 格が 巧に 巧し I 网 0^ の 巧 格 
も附 せられ、 ベ 少 S ン 巧、 こ— グ— シュン ジェン、 パン ノ — ファ I が 化は W 巧 巧が 城 こ 巧-一 

巧 セ g の 巧が も斯 ぜられ る。 二ち ぉ) この プラィ ニ ビ—卜 は堇及 ルを じがて 夫と 巧つ て 
ゐミ この 襄の 目的、 及敎巧 SS 巧襄じ 掌る ことけ、 施が々 じがて、 施 巧の 時 ムリ 
お々 じ 萬み まず こと もを てゐ 互から おを L 巧る。 卽ち ルタ じな ては 一九 2 年 一 0 月 

じがけ る お 巧の 巧ぶ 巧 巧 i リ、 II ニニ 年 1 I 月 じは I マ心ク ，一二 月には ニ マ心ク といん 風に 

巧增 li- 表、 一二 阳奚 月の 一 I 二 こ クを規 ぶして ゐる 0( 一九 量 年 ホ さ】 九日 施が 令を 一ち 
»_ 條 度 莱ま宙 大臣は 致® 格を 巧定 する お 限を みす 0 

さ 5 (一) れ讓 碧を 固內 にて 生を した— 物の 生ま まとの 間にな 養 巧より i なる 
巧 格を がて 巧 お」 たる 照 人ち わは 度 雲 餐乂臣 によ ゎ 巧 5 れ たる 衔 格る 了 綺 お」 たる ものと 
見 化ナ。 

(一一) 5 巧の 喬を抹 除 又は 制限 せんとす る 協定は お 巧と ナ〇前 費 かの 塞に よゎ、 巧 ,， J 
惡 たよ々 て 生ずる キ； を ホに 巧寸る 巧な を 阻蒂寸 べき お 巧を 巧ら すが かき 按巧も ホ 巧 だ。 
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さ i | •(一) か 息を なて 前 條の沒 巧に ぉした る ホは* s 及び 十を ラミス マルクな 下の 街を 
を 巧ず。 

(一 ご 巧が 馬き おはを 巧 巧び 釣を を 巧す。 罰を には おな 限を 附 せず。 

。ミ 怠 巧に ょゎを 反せる おは ー ザな 下の 祭 お 及 又は 巧を を 科す。 

誰凸悔 罰則 中に 巧 判 致 用は 進 反 ホの 巧 用た るべき 蒂を 規定す る 事を 巧。 

IIH ハ 傷な 菜を 巧 大臣は 巧 法が 巧 巧の 巧め 化 巧なる 巧 制® を設 くる ホを 巧。 

化 農業 促進 令 こを 号牵 一一 さ 重 百) 

ライヒ « 巧 第 八が 第一 一巧に 巧り 左の かく 命令す。 . 
巧 一を 教物 使用の 促進 

巧みの 巧 用を 促進す るた A 、 ライヒ 大巧 大臣は 六 千を ライ ヒス マルクに 達する までが 巧を 巧ム 
る ことを 巧。 

巧 二を 两產 をな 巧が の 促進 

»-條 (1) 巧莱巧 a 大臣は 乾 巧の 巧を になし 巧を 视巧 巧に 巧る 巧 巧に して •巧 おのを 
をを 巧む る ことを V 得 0 

第一 I 條度 菜を 巧 大臣は 巧 おの 品 巧、 おる 及を なを おむ る ことを 巧。 

第 II 一條を 菜 巧 a 大 おは 本を の お 巧に 必 おなる を 令な 一 おけ か战 おを をむ る ことを 巧。 な 菜ぶ 
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稱乂 段は 第一が 巧 一巧に おちされ たる 巧 ホが 本草に おきて おせられ たる 規お におを せる や； を やを 
巧查し •お 査のお 巧に つき 化のを おを 利用す る ことを 巧 0 

« 玄條 な 菜を 巧乂 おは 本を におき て おせられ たる 规定 にか お 又は あ 失に ょりを おせる ネに巧 
し 十を マルクが 下の 拘 をを 巧す る ことを 巧 0 . 

巧 一二 章 ホ ブプ讲 作規を 

.第 _ 條 な 菜ぶ 巧 大臣は ホブプ 拼か谢 域の 巧闽を 限を する ことを 巧 0 
ち 菜な 巧 大臣は 左のを 號の備 おを おす 0 - 

一、 ホップ 耕 か 化 满の期 査を巧 ひ、 耕作に 閱巧 もる ホを してな 吿を 提出せ しむる こと 
二、 毎年 ホの 耕作が 巧に がける ホブブ 耕作地 城を 巧を々 配す る こと 
111、 を 商 ランド 巧 おじ 巧 巧せられ たる 耕作 唯 域を み 巧す る 猫 限を おふる こと 
巧、 最前の 耕作 ザ 巧に がて 化な を 集ず ベ そ ホブプ 巧な きとき はを を 新設す る ことを 巧る もち 
の 巧 合には S をな の 許可を 巧べき ことを 規定ず る こと 

五、 ホブプ 耕作を】 時 又は 永久に おが 甘ん と寸 るみは その 旨を を转官 « に 申化づ べき ことを 
をむ る こと 

六、 一號 乃至 五 おの 戎定の 巧 施に 必巧 なる 補 训を定 むる こと 

. SI 條 ホ ヴプ耕 か 地 巧の 股を にょりて 生じた 諸種の 制 おに 巧して はとを お 化せず® 
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lo 小作人 保護 法 (一聖 呈が 田を 一 壬 百)‘ 

本 をげ 小作人の 小作 上の おがみ 保 迸ず ろな じ 公 ホされ たる もので わる 〇化巧 旨は お まが 一 
方 的に ル 作關係 もがが し 巧ざる 點 にわり、 巧ず るに 巧 後の 住を 巧綻 巧の ホ お 巧 お 策と してが 
用 ぜられ た 思 あと 乂 をな みもので わつて、 巧 時に お時應 急が 化 上に 巧で れいら のでけ わるが 
これに i つて ナチ スのル 作 入が 速の 思 おん 巧 取ず る こ i が 化 ホ やぅ 0 
第- 條 (一) な 菜、 果樹#^ 又はを 菜 的 阁藝に 利用すべき ± 地の 貸 貸 人が 小作 關 巧の おもを 
巧が したる ときは 小 か 人の 中 説に より 小作 調 俗 局は 化 巧 當をお 巧と 巧を 寸る ことを 得。 此 申請は 
小作人に より 巧 巧 的なる 紹 巧の おおが 贿夕 ならず とお 巧され たると きには 之を 巧 下すべし。 

(一云 小作 謁が巧 か 小作人の 申 講じ 间意 したる ときは 小作人が 決定な をに 期 おの 到來 せる 小作 
巧を お 巧した ると さ 父は 巧 巧 人が かおな をに 生じた る 巧 化の お 大 なる ism により 小作 關 巧の お沒 
に 同 息せ ざる 場合に 限 〇 1 九 111111 年 十二月 S 十一 日な 前に 斩規 にが 約の 吿 知を 巧す ことを 巧。 

第一 I 條 三) 第 一條 じがげ たる 巧 巧の 小が 關係 か吿 知な くして 一九 111 一二が 十月 ご 平 一日を に 
まきる ときは 小作 調が 巧は 小作人の 中藉 により 巧 小作 關 巧を ー ヶ年閒 延期ず る ことを かを する こ. 
とを 巧 〇化申 謀は 小作人に よる おを の 秩序 的 巧が がな 巧なら ずと ち 化され 又は 貸 巧 人が ± 地を自 
己の 巧濟が 巧に 巧 用 せんとす ると 夕 はとを が 下す。 

(1 ご 巧な 入が 强制 おが 法 巧 五十 セ條 (ィ) によむ 一九 S 巧が 一巧 一日な 前に 吿知 したる とき 
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は 小作 調 巧 巧は 小作人の ホ 謀に おき 巧知の 巧 おを I ヶザ間 延期ず る ことを 巧。 化 中 葫は小 か、 こ 
よる お 巧の 秩が的 おおが お 巧なら ずと 巧 化された ると きは とを が 下す。 

第 |ユ條 を條 巧を 一條の 窺を はたや なぞ 4^ にが 用せられ 至 地 及 漁 菜 巧 巧が 約 こもぶ を 
巧 用す。 - 

第四條 (ご-一九 S 111 ホ 六月 十五 日が 前に 巧が 又は 期限 到 ホに より 消が せんとす る 小作 關巧 
は 小作人の 中 請に おき 小作 諷巧局 お 巧の 命令に よりて 小作人に よる おを の 秩が的 おがが 巧 巧なる 
ことが 下 沒模群 巧 おの 證巧 又は 其 化の 巧 法に よ 〇 なじ 巧べき ときは 一九 I 一二 二が 十月 I 二十 I 日を と 
を 巧 期す 〇巧巧 人は 化 巧 おに 服が すべし 〇 小作 鹏 がか 期限の 紹 過に よゎ おがし 見 貸 巧 人が 其 ホ 地 • 
を薑 Q 經濟お 巧に 使用 寸る忘 ホを 明かた たると さは 廷 期は 么を 命ずる、 一とを 巧ず。 

(二〕 ちを Q 決定は とに 抗？ るを 學 。長官が S を 命！^ たると そは 小作 護 局は おみの ぉ 
みが 之を 巧を ならしめ たると きに 旧り 一垄 一二 幸 十月 一一 壬 日这刖 にと を 停止す る ことを 身。 
g 六 條貧巧 人 又は 巧贸 入は 小作人に 巧し 申 現を 巧す ために 巧 曲を なて II 遲 間の 期日を® くこ 

とを 得。 背 ss を 一」 は冀 Hs 定が本 達 従 ふ 管 中 葫は畫 ？ ことを 得ず。 

第セ條 小作 巧 お 局の 巧ず g は 小作が 巧 關巧瘦 則に おさて をを おむ 0 
第八條 (一) 本 法の 規 をは 公布の 日よ 6 をを ち 効と ず 0 

い 一一) 本 巧の 巧 巧は 巧貨 人文れ 巧 巧 人が 化の 贷 巧を 巧した ると きは をを 巧 巧せ ず., 
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_ _ 小作人 保護 法改正 法 (一九 ゴー ーニ 年 六 さ 一十一 一一 日) 

- 、 巧セ條 におして ホの 新谋定 をを 一節 巧を II 節と して あかず 0 
- 、 手56のお巧たる±地が巧巧のラ ンドじが巧するときは十-地の大^|^をちするラ ンド小作 
調停局之が|^::3£,短を有す0 巧小作調巧局は化のラ ンドに巧巧する±巧の§につ いても化 
ブンドのを 巧を 適用すべし 0 

■二、 小作 調停 局 お 在せ ざると きは 巧 判 巧と に 代ろ 手 巧の 巧を たる ± 巧を を 巧 又は 其 大巧み 
を 含む 地 おのを 判 巧が 巧 絶を 有す 0 
二、 巧八條 のみに ネの巧 班を を 第八條 (ィ) として 追 かす。 

.« 八條ィ 、(一) 小作人が な ± 地 明 渡に 巧し 共を がのを 部 又は 大部分を かおす るの 止 わなき 
ときは 巧 巧 人が 丈 巧を 自己の お 巧に 化 用 せんとず ると にあゎても ランド お 巧な 巧は 巧 一 一條 巧 一巧 

巧 一一 ほ 巧 第四條 第】 巧 第 S ほの 規 をに 肢 して 迎及 力を なて 小 か巧怜 巧に ょろ 小作 關 巧の 延期を 許 
す ことを 视〇 

(二) 小作 關巧 はお 急なる 公共 的 巧な か现 はれ 又は 巧 巧 人に が 玉 地の秉 にお 十る お 愛る. 
化 巧の が 巧し、 引渡 巧き ために 常る しきすな 冗を ホず ると さは 巧 期せざる ものと 寸〇 

二 I 農業な 倩關巧 規制 法 (一を ミ 卒ムハ 月 一ち 
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本 沾は前 巧の 强 制な がな 巧 法々 と 相 がつて ドィッな お vi - 負 化の 巧 II からを ひ 其のち 生ん 企 
网 すろ もの でんる 〇 もと •んリ 化の 法 巧は 巧 思 かじが てに 么 すし も ナチ ス のか 菜 じか、 る もの 
とは まへ す、 た ホ 巧ぶ 巧闲 じめ てが はれた もの も ナナスが 紀 一して 其の 手 巧和銜 みならし み 
闻家卞 ホの 巧 巧み 巧 大した もので わるが、 さ 巧 負巧閣 巧の お 巧に 閒 ずる ナナスの 巧る しいな 
みなが 巧 取 ぜられ ろ おじ ネ 化の 特色がん る。 かくて 化 法 巧に ふつて ナチ スの おのを 巧 巧 課な 
巧の 成 巧が 巧 ぜられ る ものと されて ゐる (巧 お 巧、 ナチ ス のがが、 10 巧な) 

本を はな ホ箇 がの お大な 法が とを ホの 巧 化な 化む 法と から 戍 立つて 巧り、 其のを 文ん 譯化 
ずる ことは 巧 おの 明 係から 闽 巧なる が 故に、 化 おじは 本 化の 巧 巧が 义 のみ^ 巧げ る ことじす 
る〇 本文は 餘リ じを 义じ 育ろ が 巧に 便せ 上が 巧 旨ん 摘 化 すれげ ホの かくで わる 0 
自ら 負 巧み 巧 巧し 得 ざろ 度 巧は ちが 巧 所 じを 巧を 巧手 巧の 閒 おみ 申 巧し、 おな 約 所は 巧が 
ホの 不 誠が 其 化 一ぶ の车 かんろ 巧を み 除ろ 材手沒 の 巧れ みを 吿 してを 巧を 巧 財 も かを ずる 0 
負 巧を 巧な はなな 巧務 ホのを 巧 おを おして 其 巧 椎备中 化しみ、 巧 巧 ホのを ホ カを 莱化 巧も說 
ホし、 法 巧のを むろ 巧 唯に おつて 夫々 の 巧 おにつ み 巧を ぶ 巧 •巧な 巧 巧 巧 おに i るぶ 巧、 年 
賦巧滋 をの 巧が 方法 おかぶす る。 

化を 合が る 及 元本に ついても 一切の 切 ホん 巧ぴ 巧る 。化を 巧 案は おな 約 所の 进 可に ふつて 
ぶ 立ず ろの でんろが、 を 巧 W の 一力の 巧 おみ 巧し 巧ざる 獲を じは 巧悦拍 ホの 巧 半を の时 おに 
ムる强 制が なの 手が 私 も 寡 じがる。 
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巧 も 巧 巧 的と 巧 みられろ のは 巧な 巧 巧 及の 巧 巧 巧 巧を じ i るぶ 巧が を 巧 « の 負な じがて は 
される のみなら す、 巧 巧 ホの 巧进な 力と 巧な ホの 正な なろ 巧 ホとの 合 なぜ ざろ とさは 巧理 W 
がが つてが 濟 みはず こと も进々 られろ ことで わる 〇お材 巧を 巧は 公の 信用 巧設 もして な 巧の 
負 巧みが がぜんと ずろ ところに 巧ぶ 的な 制の 巧な がな はれる のでん る 0 

巧】 巧を 潰 償却 

第- 條良莱 林莱阁 赛莱お 巧の 巧 巧 ホに して 自己の 巧を にょり 資 化を 巧 却し 巧ざる ときは 
巧 判 所に おし 化 おな 巧ず がの 開始の 中 説を 巧し 巧ろ は 一九 111内 ザ 六月 I 二十日 迄と す 0 
化 巧 巧が 手 巧は 巧 巧なる 限度に 漸ス 巧がず 拂の前 巧を 設く べし 0 
さ二條 三} ホの 巧な には 巧が 巧 巧手 巧の 開始は 之を 拒 おす。 

ィ 、お 巧 巧 巧 ホの W をに 關し 聘產手 巧が 開始され たると き 
日、 巧 巧 巧 かぶが ち 己の 巧 産を なて 巧務巧 巧を 巧し 巧る とき 

ハ、 巧 巧 巧 巧 ホ かな 巧の 巧手 巧を 耕ぶ すべきな 志の 下に 巧 巧を を 搪 したる とき 〇 かお にっき 
詩 あるときは 本 法 公布 巧に がて 巧 搪 したるな 化は をを 巧 巧の 巧 化と 巧 かす 0 
二、 巧 巧 所 ホ ホの 人が 巧が 巧 方法が 手 巧の ホ 巧なる を 行の が 巧たら ざると き 
ホ、 负 化の 却が 東部 お 巧が 试 にがて 迫 用 せらる る规 巧に なきて 巧 はれ、 又は 巧 九十 七 條 乃至 
九十 九が に 巧 ひて 巧は るべき とき 若しくは 化 巧 化 却が 本 法の 規定に ちきて 巧 はれた ると そ 
へ、 お 巧 所 あぶが 巧 巧 五條に 巧 さ W 務巧 巧を 巧を したる とき 
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(二) ずがの 削 おを が お 甘る かを じ 巧し 紹 巧が お ホは 卽時上 吿ナる ことを 巧。 

含條中 謀が 適時に 巧 出さ.；； 化し 望 一條の 弦の 事由 おきと さは 巧 判 巧は 化お衔 ザず 巧を 鮮 
巧し 的が 巧が 巧を なかす 0 

第五 « 巧 化 巧 却 巧は ライヒを がな 巧 大巧 及 ライ t 大巧 大巧の HR 命な におき な 共 的な 用巧關 
又は 巧 家の 監が下 じがる お 所 巧關が 化な 中央を 蒙 巧 じ 巧り 巧 巧せ るを ホ 巧を おじ 其 化の 侣用 
設備 おしく は 公な 的が 巧み おかを に 巧る がを 巧 0 

第 巧！！ 化務ネ によ 〇 あおなる； 3 が 巧 關が負 W 巧が 局と なるべき 思 志 あるを 明が 巧ら された る 
とさは 化侣用 稚閱は 化 おがが 局に 巧ぜら るべ し 0 

巧 化の 受：： に 巧 もては 巧 判 かがな 化な 巧 おを 逆 提ナ〇 巧の ながなが 村の 透 おにえ ホち 化務 ホの 
なみを 辑 する がをおす。 

ライヒを 讲 な荣大 おは 化 巧の 巧 巧 五 巧に 巧げ たる 巧 巧の：； 5 用 巧閱に 巧し 巧 巧 巧の 巧 来に よ 6 を 
巧な が 局のを おを 引受るべき おな をなず る ことを 巧 0 

第 セ條手 巧の 閒餐浸 巧 却 おのが 稱 はを 塞 示す 〇巧 巧は 控 巧巧寞 巧び 巧 おなが 局に を 
がす 〇巧じ 決定は ± 地 巧 おによ ゎかり 巧べき 巧 樵 ホに をを をがず 0 
*八條 § 巧羣 巧の 開始は が 養 襄に琴 るか 定 のを かを がて 桑と なる 0 

« 九酱 化な 巧が は ホの 方法に よ ^ をを 巧 ふこと を 巧 0 
イ 、む 化 お 巧 义は仍 が 
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口、 ホ 巧 引渡 、 

ハ、 巧が 藉义は S と 基 引 巧の 巧な 

二、 +! 销 引渡 じよる ft 化な がは 巧 巧者 か 提案し 瓦つ巧 化が 巧な 又はな 化會 なと 么じ關 しおを 

あるを じ Q み成孚 。们」 盡引 がに 上品 精 碧に 封」 了 有利な ろ衰籌 案の 巧 

ザ ゎ 能 ミ さは 巧 价お 巧： 局は 孟引 がをお ホ ナろ樵 利を ち」 且つ ホす る ことを 巧す。 
ま 酱替が 巧手 紛に皆 手 紀閒が S 化 お ホに 巧して 窝 又は 一 羹 ホを をる おての 傑 
樵ぶ 么じ關 おす 日 

第ご條 (一〕 遊 者は 巧 判 所の 定 むる 期 削 巧 じがの 併 滿を中 おしんつ 其のが 持す をお證 

サ 、を 巧が 所に 資ミ」 。審 馨は 重を 字で。 造 ま 中吿期 S を 巧を なゎ 

瓦 化 巧 由に よむ 化 權が範 巧 おにめ て考 がせられ ざる 時は、 ± 地專 帳に より 知り 巧ざる 化 巧に おし 
ては、 化 種の が 煤の なにを お 巧 巧 お ホの 丈 地 ホに 想 かなる 半洁 に化妥 なる 家具 及 おを 所 お ネのお 
巧 上 ホ じたる 化贿じ おし 强制執 巧を 巧を 支 毎ざる か 51^ 臺 ずる ものと す。 

本規 おは盡 護 I 努 H 封 十る 寞を持 言 S 議か 婆せ ざ &销利 在 ミ 豪-適用 

甘ず。 

第 十一 一條 (一〕 〇 化 お 巧 巧 かな 价お 巧を 巧 行し 巧 ごと 进め たる 特は巧 化 乾 現 案を 巧て 巧 判 
所の 斑 巧を 中 詔す •へし 0 

V 二 ) f も お 巧 一5 か强 ぉぉ 晰の方 巧 じよつて のん 化 おながを 巧 巧し 巧 •へしと 化 化した ると きよ 
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綺轉所 おおの 同な を 巧て 巧 判 巧に おし 强制 かが 巧 任の 樵 おを 求むべし。 ‘ 

(一 ご) 巧 巧 彼 巧 局が 强制 かおの 方 巧に よりても 巧が お 巧を 巧 巧し 巧ず と 見 化した ると きは 巧 お 
巧 化 お 巧手が の晦 止を 巧 おすべし 0 - 

を 十六 條 及び 第 十セ條 にお < ながな 却を お ホし 巧る 紀 ての 化 滿ネが 巧の 巧が 憤が をむ 化を 巧 局 
におして 放棄した ると きは、 巧が お 巧 局は 巧が お 巧の 不可能を を吿 しを つ强制 かがを 巧 案す ベ わ 
ら ず。 負 俾軟理 局 又は 第 S ホが 手が 期卽 にがて 併 確を 引ずけ たると きは 引を 人は 巧 化な 巧のは 巧 
を宜吿 する ことを 巧。 

第 十 5 酱巧巧 お 巧 案には 化 销ネを 表示した る おを 所ち をの 總巧 が巧网 化ホ濟 おがを 含む 巧を 
がを 化錄 すべし。 、- 

第 十四 « 化權が I 九 111 一年 セ 月 十一 二日 zf 前に 生じ 且つ 巧を 巧 證の限 巧のに 在る おがに よるが 
詔な きとき はを 化 お 巧 案に 於け る巧拂 巧が 湛じ閱 し ホの 煤 定を設 くべ し。 

一 •利 巧は (不時の 巧 待な 巧を 割前 巧を 含み) 巧み 五 《 とす •化し (法が 上の 利子 引下を ちが 
せる) なお ホを 超 ゆるべ わらず 0 

一一、 巧が お 巧 菜の 巧 致 おを 初の S ヶホ閒 はが 樵 ホは 別に 员化巧 巧な よゎ 年 ホに がて 協を 利子 
(法が 上の 巧モ 引下を 考 がせる) と 巧み 五 度 乃 ま 一分の 利子との 差 巧の 追 ホ 巧を 巧く、 但し 化み 
ネは 巧の 差が に閱し 第】 號の戎 巧な くして 化 お ホに 巧し 巧 求 巧を 存ナる ことを 巧 明す る 事を* 
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In 、 が襄が 樵 おさ 低驾； I 蓋に 非 5 違は ws が 樵 おさ 度 却 I 莱滿 に菱巧 葦。 化 種の 

葫求湛 にあり ては 巧 ホの みおな 塞は 巧 煤ネの 勘を にれ てなが 巧 却 巧に 巧 込む ものと す 〇化璧 

がを 蠢 、幫 、公を ま W 受は 巧を 物 若く は 信用 養なる とさは 分惡 霧は 畫化 媒ネに 
す 典 ふ ものと す。 巧の々 劑巧義 の ホは 重 庙乃ま 五み の 間にが て 浸な 巧 局 豪」 奪 所 お ホと 
なをすべし 0 

協を 成 ホせ ざる 時は 化み 巧が 局の 申 おによ わを 判 巧を が お 後 巧 巧を 巧 ふ。 巧 判 巧は み 割な おお 
をを 高 一一々 にを むる ことを 巧 0 なお 巧虽 ホは え，^ 貧 化お 巧 案 中に 囊 すべし 〇间援 又は 巧 巧た 
の 巧 巧 ホは 塞に お<震 によ わ 其 Q 煤 利が 径 《的に 校 5 ら る、 も Q と遷 - J たるが はみ 劑な 
迅 巧の囊 に 反 5 る 二と 夕妈 。反 巧ち わた &時 は義墓 58 に 巧」 - N に學 るかを をな 
すへ し。 み 巧な 涅 巧が 巧が 巧 巧 局に み 泣 まれた ると きは 巧 巧な 却 局は 化 巧の 巧 巧 おり 巧 おもに 化 
巧を におし 仿 おのす 巧を 毎す ことを 巧す 0 

ラィヒを 巧な 萊 大臣は 巧ち 期の 巧 分の I な 上を 巧 おした る 時は 化 お 償が 巧は 巧 虽わ了 前にが て 

袋を に 巧し 其 Q 中 窺に 某 ま 巧 ホ值 塞に 相擎る 暴を 巧」 巧る 旨 《命令を 泉す る ことを 巧 0 

巧 巧の 貸け の 利子は 五み を おゆる ことを 巧ず 0 

重5 (一〕 蓋に 閱十 る備 巧に よわ 了巧證 サられ ざる 袋は 同 拒 Q 賽を坂 もがな よ 
き 巧に な 記す る ことによ わて が證 する ことを 巧ナ 、〇 

(一 D 藝おが^|!5化瓶 Q 巧《たる *-地 Q 巧制巧巧 g お兵 》寸 とさ化献化がが化么を化煤ホ 
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に 引 巧す ことを 巧す。 なは ホ 巧の 巧 巧が はが お ホを をな 巧に wjg ホに ぞ媒 ふこと を 巧す 0 
重さ ( I ) 化 推が 始めて 直つ 化转 Q 方法に 化らず して 一九ニ ニ ホセ 巧 十二 H 基に 雲 
したる 時は 巧 巧 及 巧 巧は 化 巧 ホが 一巧 期が のに 巧 十巧條 、巧 十五 慷に定 むるな 巧に 代へ てが 巧の 

現金な 涅を S サ f 受 に管 罕 E ： ち 季五营 なを Q と寸 。晝 S 又は 蓋の 雲 

巧 おにん りて はを 巧 閒始の 日に 巧ず ろ 痛切 巧な の 一九 一二】 ホセ 月 十 S 日な 前のを お 結 切 巧 巧に 巧 
ナる超 適 巧は】 九 己一が セ 巧 十一 一日な 巧に 成立せ る ものと お 巧す 〇手お 巧 おの 巧 ホに 付きて は 手 
おの 愛行 曰を 房が とす 0 

と 一) 巧 巧 ホが 巧 猫の 巧 巧を-を ホした ると そは 巧 化 巧 巧 巧は とに 巧し 其の 透 採に おきな 化あ理 
案の 巧 誌み 卽 が 又は】 窗年 をに 元本 巧辉お 利子を まが ふ ものと す 0 

(111) 巧の 場合が 五み を おゆる 利子 (利子と 问 ななる 手 巧 巧を ると きは 之を をむ) を附 ずる こ 
とを 巧ず 〇巧巧 ホが をを おゆる 利子を 巧が したろ ときは 超掛 がは 其の 化 猫よ 6 控除すべし 0 
巧に 一巧 力ま 一一 劑を愤 お (瓜 化に 化り) より 控除すべし。 これに 化つて 化が ホが 現金す みの 巧 
含に 巧巧寸 るを がは 巧 化 儀 巧 策に 菜 巧すべし 0 
を 除 巧は ラィヒの なが 巧 巧手 街關 おの 化 巧と してな W 巧が 巧よ 6 巧 巧に 巧 巧すべし 0 

ミセ 條 ( 一 ) 一空 一一 幸 一 一宣 子 一貴 おにを たろ 2 襄が遣 ホに 轰 施行 前に 生 

じだる 手 H 莱ホ及 親な 入 併 樵は 化 煤 ネの巧 ホな くして なに 現を をが てまが ふ 巧を 巧す 〇巧 十六 條 
巧 一二 巧に よるを 除は を W 無 ホの 同な を 巧た る 巧 合に 限 b とを 巧 ふ ものと ず 0 


をれ がな R 面 巧で 3 21« 



(一一) ラ V ヒを 雲策乂 民を フイ ヒ乂寞 だは 化の 化 雑を もの 權 糸の 中 請に ぇがのを がには 
一部み を 現金を がて 辦 巧すべき ことを ぶを する ことを 巧。 

(ニー〕 公 やの 塞に お丰ら 化お瑰 巧が 雌 巧を 么妥と 化 化 _ J た，^ 化 樵は が撫 ホの 巧 求に おき 带卜 
六條に 巧げ たる 併 滞と 问埼 なるお 巧み 房す ことみ 巧す。 - 

g 十八 條 C 1 : 焉 S 情に 化 ss 解か赛 樵な さ绩 黛； 爹を累 に 期 巧し 
吗さる ときはな S 趣 案に がて 獲 意を 蔓は I fi 鬟馨 るて 豐 す‘ へす、 一とを を 

むる ことを 巧。 

(二) 巧 S 十 條萊セ 號の捉 がに がける が 价化樵 じん もては 化權 ホが 侣州 稍關に 非ず、 且 巧が こ 

が ひ 謹# じ 墓 S 雲 じ 上 4 養 も 期待 さわ •1 とさは 黛 菱菱莫 さ CS 巧 旨を 

十六 條 による 現を 巧 遇を 定 むる ことを 得 0 

*十 を (ごを 侨が巧 局 か 現な 义 はなお 的務 愛を がて 化 冀を滿 を せしめた ると きよが 
煤は 巧が S 畐 ホ； g 媒利 (巧な 巧 四 C 3 一條) 及 華 - rfi 條第 一巧に よゎを 託す';; さおが と共に 巧 化 巧 
巧 局に がる。 

''二) 化 お 患化销 におして 四み お 贿の 利子を 支 巧 ひ & 現金ぶ 拂 ならざる 雙り にけ きむ がが 巧 
ち 又は 强 制巧铃 にがてを めら れ たるな 沼 率を て 巧 巧寸る ことを 巧す 0 
(一二) 巧 侦を巧 局 Q 自 一 一巧 金に る 巧 遺が 行 はれ V 」 ろ瑞 合に ムゎ 了は 巧：： お 巧が に 巧寸 
る裝 求に よゎ レン テン ごク 、クレディ トア ンシユ タルトの 巧に S を篮を さわた る ものと 蟲 
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す。 巧な 猫は 巧 化 お 巧 局の 耍 米に 巧き 十' 娜賓 帳に 巧 おす。 . 

第一 一十 條 を 依 お 巧 おは 棋避判 所に よる 諮 明を 要す。 化證 明は 巧 十の 俯 乃至 第 十八 條の 規定に 
違せ せる ときに のみを をが がする ことを 巧。 巧 俾軟巧 おは 巧 八十 I 二條 乃至 第 八十 五條 じな き 確 巧 
なる 巧が の堪 巧を も 明白 じする を 巧す 0 

第一 I 十 5 ( こ； 3： 化儀理 案の 證 明を がて 巧 化が-巧手が はおろ 

(一一〕 を 巧な 巧手 巧は 徑 巧の 巧 化が 强制 調が の义 法に よる もす 可能なる ことか 判明した ると き 
には 他の 事 おより おを の 維持が が 巧なら ずと おな せられた ると きに もな 化お理 局の 申請に よりお 
了ナ〇 

( 111 ) 負が お理手 おは 巧 お ホ か 中 出を おがし 父は 巧九條 第二 巧 巧 巧に よる ± お 引渡に おするな 
巧 お 巧 局の 巧 米に 應ぜ •さると きは をを 中止す 0 

S 壬 5 讚を 粗 巧し 手 がをお 了し 又は 里 すべさ かを に對 して 萊 二十 條 、を 一十 一條 第 
一一 巧の 巧な にもり ては 仍 おおを 一十 條の變 a にんり て はれ 化 お巧綺 もホ卽 時上吿 ずぅ ミを 巧 0 

第 II 十 S 酱 (一) 负化 嚴理ず 巧の 街 止には 中ん は 公 かナろ ことを が寸。 

(一一〕 負が お理手 巧の 開始に 關 する おおは お 巧 判が の お 求に より 止 巧る 巧より をを 抹 おすべ 
し 0 

巧 二 節 強制 調停 

»= 十四 條な併 お 巧 巧が たがが 巧手が はお 制 巧が の 巧 ホの 巧に のみ 巧 巧され 巧る ものと なめ 
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且つ ¥11 が 第 巧 巧に ょる 把 巧 ホ 由な きとき はな 併を 巧 局は 巧を 巧 巧 ホの 同を を 巧て 曲 巧 巧が に 
巧し 强が巧 停 巧 結の 巧 限を 求む る ことを 巧す 0 

第 II 十 五條 巧 二十 巧條の 前提が 存在 するとき じは お 巧^は 其 おおを おへ 旦 つな 巧が 理 局に 
巧して 調停 案を 巧 出す ぺ きこと をを 巧す る ことを 巧。 

誰 II 十六 酱拖 限の おおは 巧に ホの 效 ぉを かす 0 

ィ 、金 巧が おに 巧く お 巧 巧ち をに 對す る强 制な 行 ホに 巧を に 巧 ホつ ± 地の 附お 巧、 巧 巧 巧々 
又はを 產 おの 引 巧を 求む る 巧の 强 制な 巧は をを 巧さず 0 
日、 巧が かの 利用は 巧 法の お 定に巧 ひ 化を が 閱巧攸 お ホの 巧に 供託され たる 璧り にの もを を 
許可 ナ。 

ハ、 巧產 手が 又はを 判 上の 調 巧手 巧の 閲始の 巧 求じ關 する か {化は 之を 中止す 0 
1 1、 併 巧 ホが 巧 巧の 完 をなる 支 拂を其 巧が 權 をが 巧した るかの 引 巧を 目的と する 强制巧 巧は 
上物が おを の 巧 巧に 义く ベから ざろ 巧を じあ 〇 て じ をみ 許さず 0 
»= 十モ酱 (こな 价幣理 局は 化務 ホの 莱務 巧辉 巧を 巧を 監巧 する ことを がナ〇 をが 较巧局 
口が 巧 ホ 巧 其み 族の 適を なる 生計を な 巧ず 0 
(一 ご 巧 化な 巧 局は おを 化な の 化 用に 閱 しなおを 樹立ず る ことを おす 0 

第 II 十八 « なが お 巧 局は 調が おを 提出す る ことを おす 〇化瑞 なに ありて は 巧 おが 巧 局は お 曾 
のがな におき 且つ 經を巧 ホぶ として 合理的なる 紹 巧を 巧 じょり 廊 素なる 生計 巧の ぞ樂 及が 化 おを 
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に巧わせる化巧の巧巧ホに价巧を巧能な • ，： ^ しめるやぅ併巧をを巧すろことを巧す o 
さ f 十た g s な 巧なる 巧 巧に よゎて を滿 をが 雪れ たるが' 贿 はを を 切 下げる ことを 巧ず 
二、 化の 化 樵は 化滿 ホの 问な なくして 据 巧： 立 巧を 切 下げる ことを 巧。 

三一、 一 部が巧巧なるな巧じよ.=>て巧涩さわたム化滿は巧巧なる範附のじんろ低がをお過せる 
猫の ザ寶 下に 3 ゎを を 切 下げる 二と を 巧。 提か据 がに 零 藉壽 を發 だ」 たる 十 •地 
倍 用 巧閱じ おし 又は 8 靈 制が 除 S 奪 じ 学る とさは 耗 備は贿 巧なる 巧 脚を 夢' 
るが のをが をと を 切 下げる ホを 巧 0 

(二、 確 巧な ろ巧网 みじんる 巧俩 の 四 喉 化 じんる おがは 么ミ 扶ナる ザを 巧す。 これ こおき 
をが じ對」 て 事 •へさ 切 下 S 閉は As 檐がじ W をが じ 巧 十ろ 其 瓶 S なじよ る。 

(吉) 結 巧の 化な 能力 恢 おのな 巧 巧の 現が じ從 ひて 切 •下ぐべき 化務 じんり ては こわ じより がみ 
案じ 對ナる 權爱留 か 巧ら るべ さとき は 切 下を 行は ずして 巧に 利子® 引下 父は 餐 かな 粒に 
巧え 巧る も Q と 巧め 巧る 粋 巧を 巧 谓及利 桃 S 期を 爲す ことみ 巧 0 

^ 巧〕 純お义 はか 巧の 巧が じぶ-く 化 樵を 除 さ 巧が の 巧を せる 化憔 はとを ライヒ スマ" ク仿 ぉこ 
へへ る ことを 巧。： nj つ 其の おがの 裙 がを 巧は ず餐 巧襄 かの 赖を 引な けたる 際の 化 樵 又け 給が 
の 巧 値に 應ず べき ライヒ K こクが 迄を 切 下げる ことを 巧。 五 刹を 超 ゆる 切 下は とを 巧 辜〇ラ 
イヒ を拽義 -K 民 ライヒ 大寞悍 及 ライヒ 司法 畜は演 S 定言 化 樵に おそ 璧なら わたる 
ぉ 務諸巧 に 巧」 們 价 Q 望せ る艇 《巧 芝；： 致に せし むる に S なる がを を公孽 る ことを 巧。 
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» 乙十條 (ご ホに 狼げ たる もの につきて は 元本 切 下は をを 巧さず 6 

一、 一竺 一ニ ザ ー巧 ニ トー 11円 春を 施肥 巧 あ 塊モ供 もが 巧 お曼口 5 條さ九 S 11 牵 一巧 九 R 

附 肥が 磊モ 供給が 巧聚愛 煮 一條に おく： 耍裘に 明た に i 二 蚕 ハを 罕口 なをの 

揺 巧 巧 ホを の爲 めじ 巧，、 ら わたる お 讯义は 明 も かじ 一九 S j ザ 六月 S 十 円な 巧に お 宵の 巧 
じな さわた る 引 波な 化の 給付よ ^ ホ じたる 化撫〇 
二、 が 巧 又は 粒を じ臟巧 もる W 隨萊 巧の 巧 巧の 爲贴巧 又は 巧な 關 巧に ホつ# の 巧な 巧 用、 乂 
は 化の 巧酬に 巧す ろ-嬰ち 巧し 化の 報酬は 一九-ご ，壬へ 巧 1 S 具 巧に ホ じたろ ものなる 
を 巧ナ〇 

一二、 招 巧 巧 ホぶ じ 巧す るが な：： r と （ての 巧 請 又は 追媒ぶ 稱 じぶ くが なのぶ ホ谢 及が 巧 所 お々 
じ對 する 十一 化を 错 化な (駱 出が を销 化な) の お 用 巧關か 入ぶ として 生ずる ぶ おに お < 巧 巧 
C 3 が 巧關 の站宋 樵。 

の、 闲內化 おぶ の外阳 じを」 異 巧せられ たる 价巧巧 巧の おがに をぶ つが 楠、 巧し 狩 巧の 維持 
上 化 巧 じして 曲つ 巧な 的 務盈啦 パより 牛： ずるぶ 按が W 摇 との 諷げ义 は 示な じより て 引下げら 
れ ざるを 巧す 0 

五、 な 价お 巧手 巧 閒始の 巧が 巧 巧 おぶ の 技巧 じよ ゎて 未だ 完全 じが 巧され ダる 巧む よゎ 生ず 
る 葫ホ撫 0 

つ 巧が お？ 諸 抬の巧 价備ホ おが 巧 所 お 5 化が と舊し 巧た を储〇 
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と、 巧がされたる併顧^ 但し化增钓かをマルクがの二割五分を超へず、 义はが面巧がをマル 
ク巧 として 巧 巧の 基 おたらしめ ダる とさに 限る 0 
へ、 巧稅 及な 他の 公課、 失 莱な險 を も 含むな 會巧 おの 巧の 巧 金 及 其 他の がけを もを む 。但し 
化 巧は 一九 S 111 年 一巧 S 十一 日が 後に 期 お到來 せる ものなる ことを 巧す 0 
九、 +! 地の 維持 义は么 巧なる 改 萬の 巧の 支 化に 對 する 强 制を 巧を 巧 ふが 巧 ホの 贈な 趙求 猫、 
化しれ 强 制を 巧は 第ニ ト九 おに お < 樵 限の ま 巧を おがした る ことを 巧す 0 
(1 ご ラィヒ 大が 大臣は 巧の 化 お ホの 外が にがて 黄 行せられ たるが 務證卡 ：：提 巧 じ 役 ホつ 化 施に 
M して 巧 巧な 巧の 恩の 巧が がな 巧なる 巧を に 限 〇 元が 巧 迫に 補助を おふる 销 おを おす 〇化 補助は 
巧 巧 度 巧 案 作 巧の 巧考 なする ことを 巧す。 

さ 二十 15 ( こ 粒を 上问 種の 化 おはな 化 お 坪 おにを」 化 ホる おり：！： なおな ふこと を 巧す。 
(一一) 巧 巧と 同 巧の の 巧とは 其赛 生が 期 巧髮 生杂 由が おる し < 巧 似せる 化 巧を 云 ふ 0 
S 1) 元本 併 おを 切 下げるべき 巧を にち ゎて はを 化の 巧な にを 大 なる 把 巧 巧 由な きがは 第一に 
巧 巧に 關巧 なき 併 笛が 閒が となる 〇 特に 巧 迪の巧 巧を 超へ たる お 巧 巧 か ホ 及な のぶ 族む か 巧より 
生じた るが 巧 並に 巧モ巧 化の 資を調 速 巧の お 巧に よりて 增 かした る 元本が 推を が 巧じ關 巧な そ彷 
おとす 0 

(巧い 巧 煤な 保 eg をが 又は 化 通に よゎて 巧 巧せられ たるが 巧は* え 的に とを が 巧 ふべ し 0 
gll 十 |二 隹 化み ホ 义は巧 銜が巧 巧に 巧々 てを 巧を るが 巧は な 化が 巧 おじめて 巧な なさ と 
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间 巧に をを おな ふこと を 巧す 〇巧化 お 巧 おにん りて は 化 巧の 巧 猫の 化 樵ぶ かが 詔す •へき 转巧巧 巧 
の 方法み 規 をすべし 0 

»|二 十四 條お巧 巧 有 ホ かがを 載に けき 巧を 卜- 手お价 おを 有すろ じちり たると きは 調げ ちじが 
て 談義 おに 閱 して おめ られ たる 巧が はおを 巧 有 ホの 手 お 併 巧に も 及ぶ 0 

第 III 十 五條が 巧の 巧 下げは 共同 化 巧 ホ 巧が 證 人が 价權 ホに 巧 十る が 濟の隙 じ おを 所 お ホじ對 
して おな 請 ホ備を おする 場合 じ 限む 共同が 巧 ホ 及が 證人 にも 巧み 巧 か 巧ぶ ものと す。 

篇吉 十六 條確 巧なる ほ 保 じょり てが 證 せられざる 化權 の利拂 、な 還、 巧說巧 巧が はを を 切 下 
ぐべき 巧を にあ りても 巧 十 巧條第 十九 條の巧 巧に がず。 

»| 二十 セ 條調铃 案のを 化に をり 巧 化 お 巧 局は が拖 のが 雑 か 調が 巧に 巧が する おりじが て 第 十 
六 條乃ま 巧 十八 條の 限を 巧 じがて をを 巧 却すべき 義務を 巧 ふこと を 巧す 0 

第 S 十八 條 席を 判 巧は 調停 おを 關巧 併賴ホ じを かすろ ことを 巧す 〇 化の 場合 じあり ては が お 
まに おしれ 案に 巧 ナる反 封を お起し 巧る 期 削を おむろ ことを 嬰す 〇反お 期 制は 十日 か 上た る こと 
を 巧ナ〇 

*1 二十 化條 (一〕 調停 おは 常 該の確 巧なる 限度を 超 ゆるが 猫の 华 がな 上の 併撫 ホが おおす る 
ときは をを 巧を ナ〇 

» 田十條 (一) ラィヒ、 ランド 地方 阐巧及 地方 間 燃が なは 其 化 おを 最もを く 打 巧を 受けた る 
巧 ザ なる 巧 巧に ょる 保 請な そが 樵と 间巧 巧に 切 下ぐべき お 則に 反 お i ろ ことを 巧ず 〇お 稅价 おの 
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切 下げに ありて はが 滿ネ が化務 ホの w 巧の なに 一九 一一 ニ ザ ー巧 一一 一十一 日な 巧 じ 期限 到來 せる がに 
かき 同を したる 赔滅 をを 酌す る ことを をず 〇巧 巧が おが 炼 巧の 拖供 によるが 語ち ると きは 併 樵 切 
下の 巧 能 性は 巧が かを < 確 巧なる わ 又は 一巧 巧 巧なる 範岡 にあろ か 若しくはを 巧 痛 巧なら ざ ろん 
によって 之を 決ず 0 

(一一〕 公共 闽 挺の 併 權は化 巧な にがても 第 S 十九 條 のを ホ にがてと におし 十一 地よりの す 拂を求 
むる 礁 利の なする 巧な にも 巧に 巧を なる 窥閒 ホに もる ものと 巧 化す 0 
誰 B 十- 條 (一) む 化 お 巧 巧が が 樵を 取 巧した ると さは 化が 楠の 爲に巧 一二 十九 條 によろ 反 お 
を 巧 起す る灌 限を あする はな 併 お 巧 巧の みとす 0 
( 一 一 y 化 巧 ホに おしなが お 巧 おによ ゎて 生じた るの 巧の がな として ラィヒの な錄么 化が 化 樵ぶ 
に歸 おする ときは 巧 111 十入條 による 反 おを 巧ず 雑 限を かする はね 价お巧 巧の みとす 0 
»巧 十 II 條 (こ 調げ おがが おされた ろ 巧な にもり ては 巧の お 巧 巧は 强 制な 行を 巧 ふべき 樵 
おが 存在せ ず、 义は辉 巧を 巧に 鑑みて 公布され たる 强 制約 巧が 进じ關 する 巧 {化か 巧 巧を 巧ず る媒 
なに あゎても な 化 お 巧 巧の 巧 巧した るが おを ザ 由と して お 巧 判 巧の 巧 巧を 巧て 調が 案を す 公正と 
お化さ •、ると きに のる 巧 巧を 巧 ふること を おす 0 

(二) 巧 巧を 巧 局が 圾商乂 化 ホなる ときは 巧が お 巧が 巧が お (な 的 お 巧 お) に 巧き てな さるべ 
き條 かを なて 落 化を が 來の所 おネに 巧して ち ふること を 巧す 0 

(111) ラィヒ 司ほ乂 おは 前 おの 煤を にお さてけ はる、 强制 爲資ず 货に關 して 法定 期 糊を 短縮す 
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る ことを 巧 0 

香 十 Is (ご 護が襄 された る 變：： にち わ ミ § 判愛證 明を-葦。 反 巧なる 化 巧 

ホの 併 巧が 貧が お 巧の 目的 到 清に 么巧 なる 巧を を おへで 切 下げら るべき とさ 义は 調停 か 化の すを 
正を 含む ときは 證 明を 巧 絕 する ことを 巧 0 

二 ご お 巧 判 巧が 證 明を 拒 巧 せんと するとき は 巧 化 乾 巧 局に 巧 L て 巧 意見を 附 して 其 巧を 巧吿 
する ことを 巧 ナ〇な 化 お 巧 局が 巧 巧 巧のを をを 巧 かせざる 旨を をが したる 巧に ホれ ぶ 之を おお ナ 
么 ことを 巧ず。 

S 1) な 化お理 局が 巧 判 巧のを ちを 夕か すべき ことを を ：；， r たると きは 巧 化 お 巧 局は を 子* 
條 乃至 巧 111 十セ條 のが 定 にが ひて 巧 巧の 巧が 案を 作 巧し 巧 111 卜 九が じよる 价偏夕 の 採 巧を 巧た る 
みお 巧 判 巧 じ 巧 明を 求める ことを おす 0 

S 十凸 • ( I ) 强制 s § 整 S 養 S 冀を學 强勢お S をおム す。 

(二) 巧 巧の 負 併 お祥： のす 巧 おなる ことか 巧らん にむ わたる 巧な 又は 化の ホ 由よ わが 巧の 適を 
なるお 巧 巧が 持の 保を なしと ぶちせ..； 'れる 煤な にん もても な衍お 巧手 拍 はな 化 お 巧 局ん 中 化に ょ 
りて をを 说 止す。 

黎田十 五條 ホに 巧け たる 巧た にえり 一、 けな 化を 巧を 巧は とを 中ん 寸 t 

一、 价巧 ホが 强制 巧铃手 巧に おして 向を を 巧 巧した ふと ネ 

二、 な 化が 巧 向が 申出 (巧 二十 w が-をが 巧した ると き 
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三 一、 が あ ホが 貞仿お 巧 巧の み 令 (を 二十 セが： > に 故を になは ざると き 又はな 巧に 本 法に よりて 
巧せられ たるを おにを 反した ると き 

巧、 巧 判 巧のを めた るが 瞄內 にがて 孰が 案が 巧 出されざる とま 

» 四十 ホ 酱强制 調停の 巧 巧を 巧 巧し 又は 負 化 お 巧手 巧を お止し 又は 巧の 十五 おを 一一 一巧 巧 巧 巧 
の 巧 合には 負 巧な 巧 局 も ホが 時 お 巧を 申 ホ てること を 巧。 

第 四十 セ酱 (一) た 伉 お理手 巧の 法的な 力 もるな 止 又は 中止は をを 公示す る ことを- 实 す。 

(一一い をが お 巧手が 開始に 閱 する 杞脖は 巧 巧 判 巧の ホ A によ 6± 化を 巧よ 6 巧衍 する ことを 巧 
す 0 

を韋- 板規を 

» 田 十八 條 三-巧を 判 巧は 其の 適を なゎと なむる 一切の 詞査を 巧す ことを 巧。 巧 巧 判 巧は 
特に 併 巧を がを ちに 代へ て 其巧吿 をが 證 する ことを 巧 ホす る ことを 巧。 

» 四十た 條 巧ち 性 お界は 巧】 のぶに 基き て 計 巧す 〇 ライヒを 巧を 萊 大臣、 ライヒ 大お 大臣、 
ライヒ 司法大臣は 託！！ なる 規 おを 公布す 0 

» 五十酱 二」 巧 致 判 巧の か 巧に 反寸る 法が 手段は 本を に 規定 せられる 巧 合に 度 6 存在 寸〇 

(一一 ご 卽時お 薄は ランド 巧 判 巧 巧睾 巧を を 巧す。 陪審 巧の 化 ゎにな 萊义は 手工 菜の ち 許な 菜 代 
表 及 農莱巧 許 i 代表に よりて 巧な された るを 一ち のをむ をに を かす。 

« 五十 _條 三) 證明 もるな 化 お 巧 お 义は强 制 調停は 其 中に お 巧せられ たるが ての 關 巧が 销 
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をに おして 乾 巧 お 又は 就み に 咬 巧した る 巧を にあわても 其 ホ カを 及 ぽナ。 

C 1 D 證 明 もる 負が 豁巧案 义は强 制認は 幻が i モ巧の 開始が みお 又は 巧爸 お化され とる 
併 猫ネの 巧を 相 巧 人となり たるぶ じ もせ、 か 力を 及ぼず。 

(一 云證巧 あるを が 搔巧案 义は證 明 ある 强制諷 お よわ 生ずる おを 巧 杖 おは ±地巧 巧のを の 倍 巧 
維持の 爲を錄 ずるを •要せず。 

» 五十二 條 (一〕 證明 あるを 併 整理 お 又は 詔 巧ち る强制 調停 お f : は 其が をの 冗 本に 基 そが 
巧 判 巧は 十一 巧 ま お 役所に おして 負 巧 お 巧 おな をに がける 十： 地の 物 碟的巧 巧の 除去 父は 巧 巧を なお 
し、 負 巧を 巧手 沒义 は强制 調停 手 おの 開始の 記 おを 巧 消し、 巧 巧な ± 地 かを 併 椿 巧 お 巧に おする 
ことを を 記す る ことを ホむ る ものと す。 

(二) 十一 地 ま 帳に おするな 載は ホめ に應 じて 之を 巧 ふ 尊を 輿す 0 

誰 五十 乙條 (一) 物 樵の 除去 又は 礎 巧を 巧 記す る瑞ム C にあり ては 巧 巧 證尝* ± 巧 負 ほ 證專 ， V 
はを 期 ±地を 沒證 おの 巧 一 术を耍 せず。 

(1 ご 證 善が 提示せられ ダる ときは ホ 地を 巧な 巧は 證舊の 巧 持 人に 巧して 携 示を 惟吿し 巧に 證 
ま 面に 巧 記事 巧を 記載し 又は 證 書を おかなら しむる ことを 巧す。 

窒十 S 葛 儀 巧 お 又は 强制 S に 某く ± 地 巧 巧に おする 巧 記の 巧に おち 巧を 若—. くは 
公證 人よ わ 中 出に よわ \」樵 利 ホに 與ふ •へさ 相 3 g 蔓は蠢 SS を 塞と すると さは 負 悅お巧 
局は 巧 利 ホに 代々 て 其を 附を巧 求す る ことを 巧 0 
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第五 十 五條な 价お巧 束 又は 强制調 巧に 巧 さわ 猫の お出 父は 礎が を 十； 咐每 巧に 巧 おすべき と* 
をに 關し關 係ぶ お h 即夕 帳じ巧 記せられ 朽ら •さる 場を じんり ては 化の 備巧ネ を 巧め 巧 記ず る こ 
とを 巧せ ず 0 

» 五十六 條 裁判所 巧 巧な 官 おはな 侦お巧 巧の ホめ に應 じて 巧 的 巧 助を 巧す ぷ おを ち寸〇 
第五 十 セ 條負侦 お 巧 巧 强制調 お 手 お 巧 十- 吼爲 帳に 巧ナ るを 記 ホに 强 制な 巧手 おに 付きて 策 巧 
十一 一條の 巧 合に ありて は手數 巧を 樹 せず。 

» 五十八 條負巧 椿 巧の 巧 施に 關巧 もる 總 ての 機關及 人は 自 d の 服お關 巧が 解かれぶ は 巧 巧 巧 
が おゎた ると きと 雖も 自己に 11^ された る 樵 限の 巧が にを りて 却 b たる W 棄關 巧みち 及が 猫 
に關 し化默 をず り 日' つ 策 巧 巧 巧 巧 上の 巧 巧の 巧 お 又はが 巧を 愼む ことを 巧す。 

第五 十た 條 (一) ¢3： 伉 お 巧 巧は 巧 八十 條じ規 なせる 貨化粮 巧が 转の 巧へ クタ — A に付き 巧 相 
補助と して ライヒを が- - V ゎ义 々かき 巧 階 的の がの ぶが をで く。 

一、 巧を にけ さお かの 二 五 (クタ— ル じ w 一へ クター 化 常 111 . OG ライ ヒス、 但し 巧 ほ 五 
0、 00 ライヒ スマ かク とす。 

ちを 超 ゆる 拼 巧に ちりて は 一一 五 巧ち 直 0 へ クター 化に け 一へ クター ル當 一一、 00 ライヒ K 

マルク 0 

ちを 超 ゆる 饼化 にもり ては 五 〇 巧 至 1 00 へ クタ— 化に け 一へ クタ ルを 一、 QQ ライスた 

マ 舟ク〇 
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一 00 へクク I ホを な ゆる 拼巧 にんり ては 一へ クター ルを 0 •五 0 ライ ヒス マルク 》 

(t 一) 負巧が-巧局が現を义は倚^^仿み證勞る了巧沿十么受3にんゎて はラ イヒ じ巧し巧お巧 
の 五み に 巧を ナる危 お 巧 巧を の义 みを 求む る 巧 利を 巧-. 

(一云 賠复 を霸增 金は 其を 浦 及 お まじ 付き ライヒを 養 寞養 ライヒ 大寞臣 化の 方を 
とを なて をを 巧 定ナる ことを 巧。 

藥 ■! ハ十酱 ライヒ 大巧 大臣は 化 §關^2 よる 巧を 巧備 C 巧 けら わる 二と なく 負 併 お 巧手 巧の 巧 
复併推 Q 現を すみ Qsss に ライヒ 巧？ がて 一 凡 四〇 お 乃至 一九 巧 車 迄を ザ I 值 ラィヒ 
ス マルクを 組 入れ 且つ 其 時を ドイツ レン テン ごク 、クレ ディヴ トこシ ユタ パトに 巧 L て聞イ 
巧 巧 證券を 交 かする 猫 限を 巧す。 詳 おなる 條 ホ、 巧 じれを 金の 瓣 巧に 關 しては-方 ラィヒ 大が乂 
巧 巧 ライヒを 巧を 菜夕臣 と 化 方 レン テ ごンク 、クレディ ットア ご ユタ 化卜 との 荀二 協定を 霉 
す ものと す 0 

2 ハ 王 條 こ テ V ハンク、 こ デ* ごこ シ ユタ； は 寞十條 にお さ sds 巧に を 
せられた る S Q 荫 胃に が了焉 霉 局に 巧」 出來る だけ 府蒙 苗を 2 る、 一とを 葦 0 * 
の受 n にを ゥ 了は 巧す 追 かによ る不 常なる 利子 引 ま 防某浸 お 巧 局 Q 白賽 金を 柴る ぉり 
支 化ず る ことの 巧历 につき 巧 意す る ことを 巧す 0 

さ ハ 十 15 ドイツ 地 化 お 巧は 一一 一倍 ライヒ スマ" クを 限が として 巧 分利 か 度 遇が 巧 淀 背を 致 巧 
しもつ をを 季 八が による 們惡進 e 葛を なて S 霉 局に 引が さ 葵す る 巧に ドイツ こ テ 
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ン バンク、 クレデ < ブト アン シユ クルトの 巧 巧に まするな 限を 有す 0 
篇 六十 II 一條 ライヒを 稱な巧 大臣 及 ライヒ 大が 大臣は 巧 巧を 巧され たる 現を (第 六十 條) 及が 
お併お巧茜 (巧六十二が) の巧湛方法及せ巧合におがすべき巧失^^^及巧巧巧をのが用方法並に 
損失の 危お 及第 十九 お 第一 一一 巧に ょりおを に 供せられ る价 おとな 進 併 お證當 との 利 鞠を ドイツ 巧 化 
あ 行 信用 巧 關あ負 巧を 巧 局閒に K みする 方法を ちむ 0 
第 ホ 十 巧酱德 ての ライヒ 及シユ ク—卜 部局、 ライヒ 巧 ランドの 巧 造み お 留に紹 てのを 法 苗 位 
及 其す 拓 下に あるを 造 物及菌 巧は 本 法の 命ずる 巧 菜な 併の 巧 還が 巧への 巧が に 同意せ る ことを な 
言す るを おを 負 ふ 〇前紀 部局の 1 にょりて 中閒 部局を 経て 巧 へられた る侣 用に 關 しては を 該 部な 
は « 忍 期間 中中 間 部局の 巧に 其の 巧 巧を 中止 ナろ ミを 巧す。 

» 六十 五條 三) 巧を、 ± 巧を 化、 を 巧 ± 地を 据义 はがが けな 巧に なさて 化お證 苗を 發 行し 
たる ± お 信 巧お關 ホに 巧 家 的 强制保 おの おを をに 巧して ライヒは 巧 二十 九條巧 一巧、 第 巧 巧に お 
きて おがな おにつき 蒸るべき 巧 蕾 巧に 巧 常す る 四 分利が を錄な 化を 與 ふべ し。 

(二) 巧 失を 蒸り たる 併 樵が が遼倚 おならざる ときは 化が 權が第 八十 四條 '巧 八十 五條に おき 
て 解の 巧吿巧 なき 化な に 巧ち せられる 場合に おり 登錄公 併を 巧 ふ 0 
n 云巧遼 巧は 登な を 巧の 巧 面 巧が 其 時を にぞ拂 はれた る 四々 の 利子と 共に ライヒに 巧 巧され 
るを はを を « おにが 用す る ことなく ライヒ じ 引渡す ことを 巧す 0 
fiw ライヒ 大が 大臣は なな 公 併の 發行 巧を けに か詳抽 なる 烘 巧を 定わ〇 
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つ 五： > 帳 巧が おはを をが お證 審の擔 巧に 利用す る ことを 巧〇倚 巧證 萬が ラィヒ スマ： i クの 表示 
ならざる ちな も 亦 同じ 0 

巧 四 節 ± 地捉供 じよろ をを 整理 あ 農業を 住巧樹 

<1 六 + ホ 條な佈 椿 •巧手が 上の 中 化 人が 移住に 適を なる 裝 地を 巧 物の ホ おじ おらず 自己の 巧 お 
より 無し 又は 化の 巧 お ホとの 協定 じより 巧 お 巧を 委 巧した ときはな 併 お 巧 局 じ おして 常該度 巧の 
農 菜 併 おな 還の 目的に よる 引受を 中 出る ことを 巧〇 なが お 巧 巧は な 衔お 巧手 賴 じがて を 巧を を も 
引を ける ことを 巧。 

iiH ハ 十 セ 條化來 巧る 限り ± 化 お供を 巧 行ず る 巧 梭化會 お 及 ランド 朽お咕 を 巧の 補助金を 負货 
お 巧 局に 供 巧ず る ことを 巧ず。 

特にが 化會 なは ラィヒ 其 化に よる 信用 巧 巧に よゎ 化 用—' 巧る 資金の 痛 巧 巧 じがて - H 地 推 供に よ 
る 巧 併が 巧 じ 族 力し 巧る やぅを 備 せらる。 

«六+ 八條 引を けられた る-！^ 地 じ おして 出 ホる 限り 現を す 揉を 巧は ず 旦つ员 のはが 巧 引を け 
によ ゎて 巧 巧すべし 0 

を侦を巧手巧及巧化ホ巧中 の 及么をが巧 とす る：一用がわ巧吿ホ にを化が巧 に よ るを巧巧巧 の ラ 
ィヒ义 は ランドに 巧す る お W 巧の お 用 おの 巧 おは 巧 巧なる 化 おじ もりて は I 巧に をを 巧 巧せ ず。 
化し 不巧 « なる 化 巧に もりて は 巧が ホが 第 十六が、 巧 十セ條 におき て 現を ぞ 巧を 巧 ホし 巧る 巧を 
にの も 之を 許 巧す。 
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重 +酱 ± 地 巧 供に -H わて 巧 ふべ さ 策が 及 お 奚 にお 十るな 記が じ 十 相 巧 巧に おするな 記に 
あ 6 ては 巧 用 •巧 巧 巧 巧が はを をを 除す 0 

第 セ 十 i 孟 提供に を もては 霞す ベ 至 地の 詳 がは 協を によりて さを 巧ろ 
詳 巧は 第一に 府來の 巧 住 ホ か 巧 巧の 元 巧を 巧 遇し 巧べき が 巧 にんるべき ことを 考 がして 巧え 
但し 巧 巧に も わて は 巧 菜の か 巧なら ダる 現 がをお 巧たら しむる ことな わ、 や 巧 的お濟 がが をち も 
たらしむ ベー。 巧 巧の が おな 化の 招 巧を 個人に 某く 亲由 じより や 巧的經 巧が 巧 じ 達せ •さる 端を に 

をて は 雪 地が 差 f 移 達を 得ざる 受た限 わ S 衾は 罵 小作人たら」 &、 巧餘 化の な 

巧は をを 巧 巧す 日 

» セ 十 II 條 クン ドを 有 巧を 巧に 舒 おすべき 丈 地の 巧 巧は 現在 巧將來 おじ お 住に 迫な ならし A 
直つ 持來 じがて 巧を 中小を 萊 生計の 斩巧剣 設及巧 大を巧 館なら しむべき 大 出巧劑 をの 目的に がは 
しむる ことを 巧す 0 

ま 十 III •ラィヒを 雲 菜 大臣は 寞 十六が 乃麵 革二條 S 巧に 寞 なる 規定を 公 ホ 

す 0 

第 セ 十 S 移な に賽 にして 且つ孟 引 巧 還を 9な定 後に' 寞 なる 化 務を 負 ひ 本 法に よ. る 
負 化 お 巧 か 見込な さ 力 义は归 化 巧 巧手 巧 がを 仿 お！ 巧お为 C 上 わ 巧 止され 且 第，^ 十八 僚に よるを 
がち 巧手 巧 0 巧 活が許 巧され ざるな 菜 及 廷巧巧 じちり ては ホ Q 巧を を渔 用ず 0 
誰 セ 十 5裔 ± 地 引 巧が 合は ラィヒ 巧 巧な 菜乂臣 によりて 巧 おを 與 へられた る 公な 的 巧を 企を 
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の 同 息を 巧て 公共 信用 巧關 又は 巧 家を 朽下 にある 倍 用 巧 關及巧 家 的强制 巧抬の 巧巧ネ におして « 
をに 属する ± 巧の 强制巧 資を巧 おし 資 行すべき 巧 求を 提出す る ことを 巧。 

g セ 十六 條巧植 ホお關 (策 セ 十 五條) は 何分 かの 巧を ホ じが 锭 された る强制 巧め 巧に 巧す る 
お 憤が 巧 へられた ると きは ホ 化 引 巧し 巧な の 巧 ホに 麽 ずる ことを 巧す。 

巧蒂 におす る賠 巧は 煤 利の 巧 进か化 葉され ざる 眼 ゎに ありて は 巧 常を を俩 のが 巧 時に々 がする 
ことによ りても をを 求む る ことを 巧。 

» セ 十セ條 第 七十 五條に よる 耍 ホが 提 化された ると きは 强 制な 巧が 进に關 する 規定は 第 セ 十 
四條 にあげた る お 巧に とを 適用せ ず。 

W セ 十八 條第セ 十 五條、 策 セ 十六 條 による 强制教 巧か耍 水せられ る瑞 介に ありて は强 制を 夕 
期日の かを と 巧 期日との 閒じ六 週 制な 上を 履く ことを 巧ず 0 

»セ+ 化條 ラィヒを 街な 菜大 おは 主 地 引渡 巧が をに 巧し 本を によりて 與 へられた る備 限を 一 
定 猜閱內 にがて 巧 巧すべき 巧の 命令を 發 する ことを 吗な併 お 巧の 許 巧 巧 巧 セ 十四 條乃ま 巧 セト 
八 條に定 むる 巧窗 のが 巧は 終宵 所有ぶ かを 化 目的の 巧 其のが 有 化の I 巧資 却に 關し 公な 的が 住會 
おと 和 協し、 注つ をに より 巧が お 巧 能力を 恢 おする か 巧 かとに よゎて とを 化する ことを 巧。 

巧 五節な 倩 整 巧經を のをが 細が 

» 八 十條本 法に まふな 价 が 巧辉 巧とは 巧 化が 巧手が 又は 强制 謝铃手 巧が な 化 お 巧 来 又は 强制 
調停の 巧 謀までを 行され たる ものを 云 ふ 0 
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g 八十- 條 (一) 巧 化^ •理手 巧 义は强 制 調 お 手が の 巧 巧な さ 蹲な にん りても 畏萊 がが、 山な 
經夕 巧び 阁酱 おを の 巧を おは 自 d の おを をな 併携巧 おを とを 言す る ことを (自己 負 併 お 巧) 中 化 
る ことを 得 0 

ハ ーー) 巧を 判 所は 化 申 W を 巧 定ず〇 を 一 一條 第一 巧窒 誘、 第 四 巧 及を ハ おの 前 巧お存 巧す ると 
さには 化の 中 出は とを 拒む ことを 巧ず 〇 化の 變口じ もりて は 經を巧 有 ホ か 自己の おを にがて 巧窗 
なる 範 巧を 超へ ては 元利 巧 還には 第 十四 條の巧 求を 巧すべき が 猫の もを む擔 ずる ことを 巧 巧した 
ると きは 右の 提案を 許 巧す 〇巧 裁判 巧は 么巧 あるときは 第 九 條に报 げたる 巧 おの.- 呂 用機關 におし 
を 屡 巧 策 S 巧の 前 巧の 存 巧の 調査を 霍ナる ことを 巧ず。 

藥 八十 I 一條 第！ <十11 一條 乃至 巧 八十 セ 條巧九 4 .一條、 巧ち 第 九十 巧條の 規定は をを を 巧な 巧 匪 
をに 適用す。 

» 八十 II 一條 確 巧なる 範圃 にある お 巧に よるが 趣を なし 且つ 一九 S 1 ホセ 月 十一 一一 円な 前にを じ 
たる 解約 巧を 巧な きな 遇が 猫 じ 巧す るが 拂は 法定 巧モ 引下に おみ 巧みな 上なる ときは 四々 にと を 
引下ぐ。 巧 子 Q 外 5 資 用は 協定 成 星る 雙： 又は 巧 革 四 條窒离 にょる 達が 巧 葛 猫發巧 
によりて 引を けられた る 巧 合には 九 おな 下を 巧 化する ことを 巧。 

第 八十 巧 條胳わ 巧吿憔 なきな 涅侦 煤に ホず； Hi つ 一九 一ー ニ ホセち 十 I 二日な 前に 生じた るが がな 
る搪 巧みの 保證 である 化備 はとを 左に 掛 げたる 條 かじょる 解の 樵な きが 遇ぶ 雑に 巧が す。 

一、 巧 拂は四 分と て 化し 協定 巧 伞を超 ゆる 事を 巧ず。 なをが がが す るん、 又は 窒一读 こょ 
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るが 摧が巧 おが 樵 愛行に よ b て 引受けられ たろ ときは 巧での かじ 化 店な ドの 巧 巧 巧 巧を な 
化する ことを 巧。 

二、 巧濟 は々 割 巧 退の 方法に よりて 之を 巧 ふ。 巧 十 巧條第 S 號の活 をはえ をが 用寸 〇 « 涅が 
はが 五 煩な 上と をむ る ことを 巧ず 0 

I 气化 お ホは 何時たり とも 巧 巧が おお 行 お 關じ對 し 巧 八十 八條 におげ たる 種類の 化 巧 器 おと 
引 巧へ に自 r しのが おを 化 券 巧 面 巧を がて 引を ける ことを 巧 ホす る こ i を 得。 ラィヒを 巧を 
菜 大臣 及 ラィヒ 大お大 おはが お證 巧の 巧のに 巧し 特別なる 條 ホを 附卞る ことみ 巧 0 
» 八十 五條 始めて を 併な 巧が の 方を によらず して 一九 一二 ー ザ 七月 十二 日な 後に 生じた るが 巧 
に 巧して は 俄 巧 ホが 么 じつき お 用 さるべき 班 則に よらず して 一が 期が 巧に 自己の 併 偏の 現を 巧涅 
を 巧 求す る ことなき ときには 巧 八十 一一 一條 あ 入 十八が に 揉げ たる ± 巧な 用 巧關 じお寸 ると きは 之を 
巧 出す ろ ミを 巧ず。 化の 巧 合に もりて は 化 おおは 自己の な 化 乾 巧手 « 义は强 制 巧み 手沒 を* 巧 
し 又は 化の 方法に よりな 巧の が 備も るを 巧 かにした るな 化な 巧 局に 巧しての もが 巧の 巧 巧を お 求 
する ことを 巧。 

» 八十 ホ •巧な お 巧 又は ± 巧が 供に おきおわ 又は 巧な により 公法 的义 はな 法的な 用 巧關巧 其 
他の 巧 六十 巧條 にがげ たる 巧 巧 ホに おする W わ 巧吿 楠は 之を 巧 巧す る ことを 巧ず 0 
*八十セ條 巧傑が 一 ^|^^のも巧巧なる巧巧によりてが證サられたる巧合には巧おホの巧求に 
よ々 巧 來の搪 がの が 巧^ 及す 巧 奇なる § につ さを* お 巧なる 巧 おを おがを If てな おす & こと 
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を 巧す 0 

* 八十 八 •(こを 柔巧 をに ぶきて 巧務證 '苗を 受 巧した る +1 巧 お 用 巧 關は借 巧に ょりて な 巧 
巧 苗 巧 子を 巧み じ 巧 下す る 巧に 巧 力寸る ことを 巧す。 

* 八十た 酱 巧み 级涛の 巧 おか 一九二 一巧 ザ 十月 一日を にぎ 巧せられ ず 圧つ 巧 時を に 巧み 汾 •茜に 
巧して 特別 巧定が 設けられ ダる 巧を じち ゎて は 巧が 證 茜の 巧 ホと 及が 巧 お 巧 わの 巧牢 との 差 巧の 
巧 達は 一九二 一四 ホ 十 巧 一日な 前の ライヒ 巧 巧に 巧す る 特別 規定に ょりて 法制すべし 0 
« た十條 おおを が、 なお 巧關 、保 除か 菜 ホ 巧 ホろ を 巧を か寸 るな 化の 公 お 巧關若 L くは 巧 家 
を 巧 下にん る 巧關 が 巧 巧を 又は 自 ， J のな 巧 中を 巧 お i の 巧 化に 伴 ひ 巧な する 一定— を 第へ 卜 
八條に 巧げ たる 宿 おの 巧務證 ちにち 巧す ベタを の 巧け 巧 則を 公 ホ寸る ことを 巧寸。 

» 化 十- 悔 ± 巧 又は ± 地の 一部に 巧し 巧 寅なる 巧 的み におり 圧つ ザ お 巧ぶ ホ 五 煩が 上 & 解の 
巧吿 巧な きな 巧 街 雑を なて する 巧を に 限り 巧 巧 じれ 巧せ しむる ことを 巧 0 
g 化 十 15 (一一) 巧 巧なる 捉搏 巧を お S 、 て据 がが なおせ お 又は 季 五が？ 巧に あきて 巧 
記せら るべき ときは 巧 おが にんり ては 巧 K なる 巧 曲を 超，^、 る 限を につき 巧 お ホ生堆 なな 义 は 巧を 
ネ巧 をは 巧 ホせ しむる ものと す C 

g 九十 Is 孟 SS なる 範韵を 超へ たる 巧が じな 堯抵蔓 は 罕九條 ？ 巧に をて を 

おすべき 巧を を附 せらむ ざる 巧 合に ありて は レン テン バンク、 クレディ ブト アン シユタ 凡 卜の毎 
に巧證 巧を を扫 おせる ものと 化かす 0 
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第 化 十 凸« 巧 巧 お 巧材は 地方 的を な s 梭化食 社の なに 化な 權 をがず。 

巧 倚が 巧蒂莱 じよる +- 地 改巧及 排水、 お 用 引を はな 仿お理 が 巧 上な 价媛巧 巧の 許 巧を 巧す C 
巧 六 節 策 部 お 巧 化 ホ じがけ ろを おお 现 のが 施 

g 化 十 S 條 策が あ 巧' 巧 おの 巧に 制を せられた る 特殊な がは I 九 ホ 4-1 一巧 St 一日を に - \ 
をが 散すべし 0 

ラィヒな 巧な 莱 大臣は 一九ニ ニニ 年 十二月 S 十一 円现 をに がかみ 巧 化を 巧手 おに 關ナ る诲 面を 定 
む 0 

« 化 十巧條 東部 お濟 地方に もりても 斩巧が 儀 巧 おを 設 くる ことを 巧。 

第た 十セ條 ( I ) 東部 お 巧 地方に あ b ては を 菜な 併が 巧は 本 法 施む に附帶 せるな 化が 巧手が 
並に 巧 九十 八條 及第 九十 九 條に謀 巧ず る おを には 從來 おがな 巧 地方に 迫 用せられ たる 特ホ规 をに 
巧き てを を 巧 施ず 0 

« 化 十八 條 (こ 東部 お濟 地方の 巧 化 度 巧 案が 本を 施 巧に 巧り 巧を さむた ると さは 一九二 一吉 
ホセ 巧 一日が 前に 巧 巧 巧お卷 によりて 抵策 甘ら れ たるな 化 お 巧ず がを 巧 採 かする ことを 巧す 0 

(一一〕 ^5551!?をおが負がお理手巧-み採ザおを巧巧したるがよ^巧化に關するぷ化迄义はお理おの . 
巧 巧され たる 巧な にあり ては： 巧 巧 用 おに 關 する ぶかを 一九 南 一一 巧 十の 日附 巧を 上の 强 制な 巧 
巧 薄 ラィヒ 大巧 巧の 規を及 么に附 巧して 公 ホ さ n る跑行 規則は とを 本聲 巧に お 用ず。 

第ち 隹柬巧 お 巧 地方 じを 讯ず •へさが をに よゎて 粒 巧の な价が 巧を 巧す 巧を にはな 八卜- 一條、 
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第 八十 巧條 、第车 五條、 第 九十 一條、 巧 九壬療 •巧 九十 一一 一條、 の 巧 おを お 用ず 0 

巧 セ 節 おお お定 

第 苗 II 條董 Q 囊を 利用」 了 置 又は 他人を 富ま」 むる 5$ にす 正 雲を 謀 じたる まは をを 
六 V 巧な 下のを 役 及 剖が 又は 巧 1 にお ナ〇 

第 苗 Is 霄一磊 る 受；： を 除 さ 遺蔓は 墓 ホ か 冀鬻义 はな 墓 巧 局に f 

て 化 權の が 在を しくは なが ホに 其 化のを 化 乾 巧を 巧すべき が 巧の お 巧 李 お > 其が 巧 おしく は がを 

に關 しか おにす 正 又はで 完 をなる 報吿を 巧した る ホは 之を 六 ヶ月な 下のを 役 及 酌を 又はな 一に お 
す 0 

«5 五條 三) 經巧巧 あ ホは 棋巧判 所に おして 巧が を理 をせ まずる ことを 巧 0 化せ 巧のを 言 
は 裳 判 上の 證 巧を 巧寸〇 

ハ 1 0 略 巧 判 巧は お 巧 巧 巧者 及 巧 巧なる 巧な を あずる 其の 化の ホに おしてせ 巧に 關 する おがの 
證 巧を 巧 ふること を 巧す。 

< niD せ 棄は巧 巧な 巧手 巧の 開始を 許享 を 経 巧を 巧に 關 して 公布され たる 强制執 巧が 謹の が 
をの お 用な からしむ るみ 巧を 有す。 

备さ s 塞は 一窒 一一 牵六罕 五 R ょ々 其 寞を爱 生す 0 

(二〕 ラィヒ かおは 本 法 巧 巧じ必 おなる ラィヒな 及 一が 巧 か 巧 削を 公布す る備 おを お 巧す 0 
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I I 二 鳥 巧 取引 法 (一空 一ー ニ 年す 一 さ 革 5 

誰 5 (一) 閱巧 碧舅內 じがて 集せ を 义は關 我 巧 巧 S かより お至られ たるな が 
は ライヒ 巧 養 策 大臣 S 髮 せる ラ ご 局に 限 わを を義 碧 S 內 にがて お 引せ」 むる ことを 
巧 0 

(一一) 暴 - R ライヒ 局に よわ 5 引 苦 《おる に？ たると さは 贿囊を 《制 おを 受ける こ 

となし 0 t 

さ 5 (一) 本を に玄ふ おがとは み 巧 及 S のがと す。 

:云 ライヒ 含羹— は 籌蔓は 巧蔓繁 制限に を f は 一部 豐 ざるな 卵の 讓を 

定 むる、 一とみ 毎。 ライヒを 巧良采 乂 臣は 巧に i - 委消 巧者 閒 ごを Q お 商な ss 襄引ド 
本 巧の 制限に 服せ ざる ことを 規巧 する ことを 巧。 

さ 一條 {: 二義 碧冀內 じが 了 集-せられた る窠と 攫 碧 § たが し 又は 
關巧 碧囊 かよわ SK 」 たる 暴を 需 通' 蹇富じ 巧 引 せんと J ホは ラ ご 弓 一 其 腐を 

中化づ べし。 

(一一〕 蟲 關稅盞 をの 置 巧 引は ライヒ 巧の 引を 後に がて かめて 之を 許？。 

>巧條 (一) ライヒ 巧は 中 出られた るた がを 引受ける 巧 巧を がせず 0 ライヒ 巧 巧な 策 乂臣は 
ライヒ 局に より 引 巧け 巧るな 卵の おお 捉 をな 定 する ことを 巧。 


の y な 引 度 W A 


こ 一) ライヒ局が引を1^^巧絕したるがは巧巧巧闲は魄巧巧巧賠巧のじがて么を取引すろがを巧 

ず 0 

« 五條 ライヒを 巧 泛柔大 民は 引を 巧が 及 引 巧 巧 格を 決定す 0 
誰 セ條 ライヒ 局は ライヒを 巧な 菜 乂 おの 監 ちじ おす 0 

藥八條 關巧施 巧お鸿 外より 族 入した るな がの 引を ぶ 引 巧より ホず る ライヒ 巧の 巧餘 をはと を 
巧 巧に 收 巧す。 ライヒ 局の 巧 化の 巧が をの 巧 用は ライヒ 大巧 大 おの 同を を朽て ~r イヒを 巧を で 太 
おを を概 制す。 

« 化條 ライヒを 巧な 菜乂 お及必 巧なる 阻り ライヒ 大が大 民は 本 法 施行 上化裝 なる 化 巧 愛 P 巧 
巧 巧 規刖を 公布す る 事を 巧 0 

第 牛 條本法 巧 巧 上の お 巧より 出 じたる 热养の 補衔じ 巧き 巧 巧 上の 請 ホ おを おず るぶな し 0 
« 十 5 S 5 が 望條巧 一ち 第网條 第二 巧 のが定 じか 蔓は掛 失を なて をな したる 
ぶは 一が なすの 活巧 义は筑 金に お寸〇 

(一一) あ 韵の外 じ 進 反 ホ じ おせ* さるが と雖も お前 さるべき 巧 巧に 關 する ザ 伴 じを 化— たる もの 
をを がする 事を 巧 0 

, ■四 同上 施す 令 こ 空 111 一年 トニ さート ー日' 

*~條 ベルリン になが ライヒ 局を 剣 設寸〇 ライヒを 苗 度柔大 おは おおを 巧な し 其 代 巧 人を 巧 


ホ 巧 > 卜 •扣 



ro 

さ 5 ライヒ 局は とを 巧 人と ず。 ライヒ 巧は がき 巧 又は s 化 巧ん 客との 囊 こょりと 
を 代表す (- 

第 i 囊 施行は ラィヒ 囊な菜 苗 Q 巧" じが ふが 審 とを なえ 

巧 S ライヒ 巧の 財産は 其 解な の 變口じ もりて は ライヒ じ 絲学〇 乾 巧は ライヒを 
をを を规 制ず。 

ミ條闕 稅襄た ある 牛： S 餐ょゎ S に消霎 C 引 巧され る 卵は 臺 《制限を をけ ず 

"五 閱內油 種 使用 令 (一九 一二 一二 年 二月 ニト w 日い 

2條 (一; 巧 逸關悅 施行 昭が 培を る總 ての 巧 油 巧は 一九 一ニ ニーザ 各 ~ 日な 降 一巧 難 
化 期 關定空 ミれ る 油 巧霜榮 I 轟な は 段 加械を 茂す ご。 ライヒな 拽囊 大臣 丈 

ライヒ 経濟乂 おとの 協定を おてれ 期閒あ 剤な を 巧む 0 

(二〕 ライヒな 巧義大 巧は ライヒ 巧 勇 悼., J の 協 あを 粒 ご定條 ホの 下 じ 第一 巧の 成を の 例 
外に 同 煮す る 艰を巧 0 

さ I 酱巧 逸援冀 舅 侵 塞す る 霜 所 Q 所莫义 は抢 S は ライヒ <3 義大 田 1 

ラィヒな 巧 襄 大臣の S る 巧 削に 巧し舊 お 及 所在 並 じ 援藉濟 M 勇を 記 化して 每 字— 
を 巧す。 巧 雪は 支是饱 じ 巧し 琶が がする 鞋巧 じを ては 一九ニ ニニ ザ 胃 主 基、 後に 開 
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始 せる お 巧 にんり ては 閒始巧 追 時を を巧寸 華を 巧ず 0 
« 己條 三) 巧 畑巧較 查を委 巧せられ たる ホは 巧を 關巧施 巧昭试 巧に をを 寸る總 ての 巧灿所 
の 菜務及 巧を 巧 じ 入り 换 をを 巧 ひ お査の 目的を なて な 撰 巧に おひ 證明 帯を 交付して 加插 、化ち 
加の 試験を 巧 求し 又は 引受ける 無限を 巧 巧す。 

(二) 巧に 檢査を § された る ネは巧 入 及 かエし 又は せんとす る 油 巧 又は 化 巧な 及 化 巧し 又は 
せんと ナる油 おを 明示ず る もら ゆる 艾お 用が 及 巧 巧を 抬を寸 る 樵 限を が 巧寸〇 
« 六條 巧を 關 我が 巧 お 巧內に 巧を ホる もら ゆる 巧 油 巧は 一九 S 111 ザ 八月 一日な 降 巧 巧を 巧讯 
する 事を 巧ナ〇 

« セ條 第一 一 一條に 巧げ たる 巧 巧 訟備巧 それにが ホず るが 巧 巧 菜 あお 巧 お ホに 監朽は 検査を f 
された る ホの 拖限巧 巧を 援助ず る 事を 巧す 0 

■ホ 國內獸 脂る 國內 飼が 使用 促進 第二次 令 

巧 一節 ホ 脂 お 引 

» -酱 二) 關巧 巧け 换 が 巧に 巧て をを され 又は 關巧箭 巧お读 かょりを 入され る 化 おは ライ 
ヒを 巧授菜 大臣の 巧め たる ライヒ 局に おり 之を 關巧巧 巧 巧 巧み じがて お 引す る ことを 巧 0 
(二) ライヒ 局が 一巧 油脂を 巧 引す るに まりた ると きは 巧 油脂 及な ホを 化は 巧を 本節の 制 故を 
をけ ず 0 


令 次 二 巧を 巧 用® も 巧の 田及陌 » 巧 均 24? 
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第 云 任 三〕 關巧碧 地巧內 じめ て 集され たる 油脂を 關巧碧 地线內 じがて 巧 引し 义は關 
悅饭巧 陌巧 かょり 惊 入され たる 油脂を 巧閱迪 おを 自由 じ 巧 引 せんとす る ホは ライヒ 局に 巧して と 
が麟 入を ホめ る ことを 巧ナ 。目 d の おずに がて ホを したる 加 脂を 關巧施 巧 お巧內 じがて 巧 菜 的に 
か H せんとず る 者 も 亦 同じ 0 

(一 C 油脂の お 關逆過 巧 自由なる 巧 引は ライヒ 局に ょる 引 巧を とを 巧 巧す 0 
S 酱 C 1〕 ライヒ 巧は 逆な 中 出 あえる 加 脂に 限りと を 引受ける ことを おず 0 

ライヒ 局は 

引を のを 巧を をす る ことなし 0 

ライヒ 巧は 例外の 巧を じ 限り 自らが 脂を 振 入す る ことを 巧。 ライヒを がな 巧乂 民は ライヒ 局が 
灿 脂を 引 巧くべき お乂 なを おむ る ことを 巧。 

(一 1 ) ラ イ ヒ 巧が を拒お し た る と き は をな巧な は關巧施行が巧み にが て 巧引し 义 は ラ イ ヒ 

W じ 中 込 ミる ホ S 宵 じが ミを 空」 桑 璧か羁 を 引 上ぐ る 行 音？ ことを 學。 

第 五條 ライヒ 食巧囊 大巧は 引を 及 引渡の 格を 確？ 0 
第ホ條 ライヒ 局は 油脂を 何人に おしても 販 資する 義 巧を おす 0 
g 化條 ライヒ 局は ライヒを 巧な 菜大 おの 監 巧に 服ナ〇 

第 十 « ライヒ 局の 巧餘 金は をを ライヒ 金に 巧 入ず 〇 ライヒ 巧 巧は をが 化 用を 決 おす 0 化が 餘 
金は 巧に ミルク 粒 巧の 巧 g 及び 本節の 巧 巧に 么お 巧るべき 用途 じが W す 0 
» 十- 條 ライヒ 巧のは 本 法 巧 あじ 么 おなる 法 化な 令 巧一較 むかが 训 をを ホす 0 


巧 二 節 行 お 义機樹 あを じがけ ろ 巧 巧が 加の 使 州 

一空 一二が 壬 百 二十 S 円 附尚內 啟脂及 闲巧飼 巧が W 巧！ ー ライヒ 乂巧領 令 巧 一節は ホの 如くを 
を改 冗す。 

一、 第 一條 第一 巧 「化 用の 前 C 「及が お 及 域 おの 牛淹 じがり 巧議稅 施巧冀 にが 巧ず る總 
ての おお 巧 巧 巧 工場に がて 巧みが 油を 使用すべし」 を あかす。 

一一、 を S 條第 一巧 中 「生產 物」 の 巧に 「ホに おお 及お掛 工場に ょりて 化 用され る 巧みが 油の 刹 
な」 を 迫 かす。 

一二、 をセ條 第一 一巧 中 「マル ガリン エ場」 を 「マル ガリン、 おお 及 增巧エ 巧」 に茵巧 ふ。 

を 二 節 マル ダリン 生を 統制 

一九 一二 一宗 壬 育 一子 一言 附 巧み 獸油及 閑の 關巧化 川 巧の ライ t 乂統 が々 巧 一節 中 巧 I 節 中 巧 
五條に みの 二 巧を 斩 にを がす。 

(一一) ライヒ か 巧は マル ガリン 生淹 上の もら ゆる 巧羯 の人逛 バタ ー 巧 巧 巧 染巧ホ じ 辟が 巧の ホ 
用 巧 マル ガリンの 巧 巧じ關 する お 巧を 設 くろこと を 巧 0 ; 史じ ライヒ か 巧は 第 I 節 中 上述が なの 
菜 上 及な 萊 上の 経 巧に がける 化 用に 闕 すろ おおを 設 くる ことを 巧 0 

(一云 ライヒが 巧は マル ガリンの 一巧 穂が じお り、 が 寡 的に 生産し 且つ 巧 引す •へさ.- とを かず 
る ことを 巧〇 巧に ライヒが 巧は 化 巧のを 萊 的を 產の巧 脚を 巧 制しが 巧が ホ じが 引手の おを 巧定し 
巧 迫せ る 入 巧げ の 巧に 一を 釉 がの 强制引 巧を 命ずる ことを 巧 0 
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■セ マ^ボ リン 製造 巧る 拷池 巧のを を 物の 營業 

巧 生を 令 (一九： 一一 一一-ザ ーー-月 一-トー r 日‘、 

條 一八 九 セ芙巧 十五 日 附ジ， • T ズ 、黙脫 巧が 化 用な じ關 する 法が の 巧 おせる マ 
ルガ リン 人逛 巧が 脂れ 又はが 致 ホ じ おけら わたる 巧が 加 植わ フ よヴト 若しくはが お 加を 巧で 的に 
牛： をす る 巧を 腳巧 あ： 行が 巧內じ 巧が する 寸 ベての 紋 巧は 一九 sill が 一一 一巧 二十 セ 曰 乃 お 六巧吉 十日 
をの 巧 制 上記 牛： を 物の おて じけ 一九 吉 一宗 十月 十 H 乃至 十二月 二子 一 R 迄の 期閒に 牛： をした る 巧 
鼓の 五 割を を 牛！ をす ろ ことを 巧。 

C 一一〕 ラィヒを 巧な お乂 おはち 急なる 么巧 じよる 中 出 じ 巧し 巧 一巧の 戎 おの 例外に 问 おする こ 
とを 巧。 

( 111 〕 巧 一巧に 設けられ たる 巧 制 巧 巧 一一 巧に より 同 怠すべき 例外に より 巧 一巧に おおされた 生 
を 物の 生を はな 轴 じがて とを 一九 111 一幸 十月 一円 乃至 壬 百 二 一十一 日を の 巧 削 じがけ る ホを の 六 
刹 じ 達せし むる ことを 巧。 

» 三條 一八 九 セ 年 六月 十五 日の •ハク I 、 チ I ズ 、おお 巧が 代 巧な じ 關ナる 法 巧の 班 お 甘る マ 
ルガ リン 人を 巧が おれ 又はが 巧ぶ じ 向けられ たるな 巧 油 祐巧フ ユット 若しくはが 巧 油を 巧 巧 的 じ 
ホを する 巧を 脚 巧 巧け 巧 巧 巧 じな 巧ず る 巧 巧の 巧を ホ 又は 巧 巧 ホは ラィヒ 巧が 巧 巧 大臣 じより て 
巧め られ たる 巧關じ 巧して 巧 巧 及 共 所在地、 ホを された る ホを わの 祝 巧 ホに が 宵 お 巧の 巧 巧 ホを 


一を 号 幸闽巧 十五 H なじな 街すべし。 巧 おの 塔が は卽時 じと を 巧が する ことを 叟 す。 

さ 二條 ラィヒを 料を 菜 大巧 及が かを したる 機關じ おし ミを 條を巧 じ おおせる がを の檢 
をを ま 巧す 0 

誰四條 こ) おを の お 査をま 巧され たる ホは 巧访 時間 巧ず 换が 間中 じ 巧 菜 媒巧巧 摇巧巧 巧に 
ホ 入り てを おし 且證巧 络と引 巧に 其 遇 巧に 巧 ひ おを の 目の じょり なが 巧が 巧な の吟 巧を お 求し 义 
は 引を ける 煤 巧を 巧 巧す。 

(二) 巧 じ お 査をま 巧され たる ホは 路乂巧 か エし义 はせんと する がが 巧な 及脏 巧し 又は せんと 
する 製 おの 巧な を 明示す る 巧 お W 紙 及 巧 巧を お寬 ずる 煤 限を せず 0 

-八 同上 第二次 令 (一を ミ 革ぶ さす 一日) 

« -條 三〕 一入 九 セ 年 六月 十五 目の バタ ー、 チ I ズ •巧 昕及其 代用 おに 閱 する 巧 巧の 規を 
せる マル ガリン 人を をな 脂 晚义は 巧 巧者に 向けられ たるを 巧 油な わ フユ ブト 若しくはが お 加を を 
菜 的に ホを する 巧を 脚 巧 巧け お 巧闲 じが 巧す るすべ ての 奴 •巧は 上 建 おを 物のを 巧に 付 一九 S111 お 
セ 月 一日 乃 ま 九月 111 十日を の 期 制 一九 S 11 ザ 十 巧 十 H 乃至 十二月 一一 一十 一 口 迄に 生を したる 巧を の 
五 割を を 牛： 庚す る ことを 巧 0 

(一一〕 ラィヒぶ 巧を 菜 大臣は 巧な の 巧 山 じょり 中 化に 巧き 巧 一巧 のぶをの 例 かじ 同を する こと 
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(一 一一) 第一 巧に 設けられ たる 統制 及第 二 巧に ょり：！ 怠す •へき 例外に ょりち 一巧に 巧 げられ たる 
生產 巧の 生產は 緒を にがて】 九 二 一二 年 十月 一日 乃至 十二月 一一 子 一日を の 期閒の 生産の 六 潮に 達せ 
しむる ことを 巧 0 

第三 條本 令の 規ぜ せる 消資 品は 製造所が のがを フ H ット稅 を 課せられざる 小 巧で ぶの 巧ぶ 所 
を 除き 總 ての 剤 巧を 含もツ H ン トナ I を S 11 ライ ヒス マルクな 下と 決定した る マル ガリンと す。 

»|二 條を莱 的に マル ガリンを 生 犀ず る 巧な 關稅 巧巧惧 巧の じがな する 經巧 はすべ てを 巧 月に 
めける 其 割當の 窥閔巧 じがて 少く とも 一九 S ニ ホ 十月 一日 乃 ま 十一 一巧 一二 十！ R をの 期間の 總お產 
にっき 一九 S 111 年 一月 ライヒを か 農萊大 民に をが された る 凹 巧が じ おず るが 巧に おき マル ガリン 
をツ H ン トナ I を 一一 五 ライ ヒス マルクが 下を がて 生産した ると 同 ホを 巧を 時 巧に 總 生を がの 一一 動 
の 外少く ともお 生產の 一一 一湖を ホを すべし ゥ 

»凸 條消資 おを 赃資义 はが 化の おがを 巧す 毎の 巧 器 巧には 明らかな ぷも みきお 馈を なて 見み 
きが 所に 「が 巧な」 なる タタを なて 記 化寸る ことを 巧す。 

» 五條 第】 條 、を 一 一條、 巧の 條の おおに 進 おした る ホは とを 十 萬 ライ ヒス マルクな 下の 韵お 

に 度す。 

_ 化 油脂 ライヒが 設置 令 こ i 军内恩 日〕 

隹 油脂 ライヒ 巧を 設 おす。 油脂 ライヒ 巧の 所在地は ペル リンと す〇 ライヒ 巧 巧な 巧 大巧 
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は ラ^ヒ 巧 幹部を を 巧みし 共 化ぶ を规 制す。 

第 II 酱 - マイト •对は をを 法人と す 0 

さ S 菜な を 施は 幹が 巧の 樵 限に がしが 部 巧は ライヒぶ がな ぶ 大巧の 巧 命を をけ てを 動す る 
事を 巧す 。ライヒ 巧の が 絳及萊 お 巧 巧は ライヒな 钻投莱 大巧の 公 かせる 業 あお おにょり てを をが 
制す。 

第四條 ライヒ 局の M をは 蓄 おの 際 ライヒ じ 輔学〇 霧の 1; は ライヒな 巧な 菜大 5 を 
煤 制す。 

第 六條 (ご ライヒ 局は 加 脂を ホを し 又は かエ する お 巧に 付 何時たり とも 帳 翔 檢査义 はおず 
檢 まを 巧ず 樵 限を なす 0 

(二〕 化 巧な に 巧り 化 巧の おを の 巧 おみ 巧が 巧 命せ るが 巧 ホに 菜 お 柄 導 ホ 巧監巧 ホは ラィヒ 巧 
の § ホを 援助し 巧に お 适に么 おなる す 持を 巧し 互 巧 ホ ぁりた る 巧が を 巧す 讓を叟 す 0 
g セ條經 をの おを を！！^ された る ホは 巧を お查 をを 巧され ざる おを と雖 も職扮 上の 報が 巧を 

をの 摘 發を除 さ 績及響 雙 Q 巧に 管た る S 及組锐 に關」 謹を 守 ゎ パ 講及響 まな 
がの 语お 巧が 巧を 巧 制する 黨務 をな ふ 0 

* 八 條第六 條じ烘 げたる 種が の おを を銷 おし 义は 引受た る ホは ラィヒ 巧に おし 湛 くも 開始で 
は 引での 巧 巧 面を：：？ て 巧岀る ことを 巧ず 0 

第化條 を ハが を 一巧 巧入條 の媒定 にな 怠 又は 道 失に ょゎを 反した る ホは 對 をに 巧す 0 
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二 〇 マ^ ゲリン 製造 巧な 掩 油が 生を 物 お 引 令 

(一九 一二 一二 年内 月 トー ーー 日、 

»| 條 旅館 菜 かお 萊义 はお 巧 菜を しくは バン お 逛入义 はお バン 巧を 巧モの おお 人の 小 沒巧引 
にめ て、 マ a ガリン 人を を お フユ ブト 好な 巧 加 仿わフ ょヴト (挪 子巧フ H クト 巧) 又はが お 油を 
巧 用して ホを しおし くは 期 巧した るを おおを 阪巧 する 時は 巧 巧な 巧 おじょり 上記 加 脂の 化 用され 
たる 巧を 表示す る ホを 巧す 〇れ 巧が は 巧を そみ にしが 致ぶ じ 巧が じを め 巧る 付ける ことを お 
寸 。消 巧 ホに 巧して 表示は 巧进語 じして 沿 もみき 巧 巧に 巧义 字を なて する ことを 巧す 〇同 巧なる 
を乐を 巧を 語を なて 巧 巧に 萬め 巧る 巧 巧に 明白 じを め 巧 巧みに なめ 巧る 义字 をな てメ 衍巧表 
に 記 聘ナる ことを 巧す 0 

K 三酱 マ ルガ y ン 人な 巧が フょ ，卜破 巧 巧 油が わフ 1 ブト (挪モ 巧フ王 ブト) 义 はがを がを 
販巧し 又は 其 化の 方法で 巧 引ずる 巧の 巧 器 巧には 巧进 語を なて 巧みき 俩巧じ 巧 ほに なめ 巧 おもみ 
き义 字に てが おとして 巧が された るを 個の 沛脂 のが 成 朝な を 示す ことを： おす 0 

第ー ニ條巧 一條 巧 第二 僚の 拱を じめ 息 又は あ 失に ょりて を权 したる ネは をを I を ラィヒ スマ" 
クな 下の 抗 をに 换す〇 

二 ー ミルク 養 正 令 (一を 一二 一 一年 一一 一月 二日) 

-九 so が セ 月 111+ 日の ミ a ク法だ ホの かくを を改 吊ず。 


】 、ミルク 法を 一子 入 旅を 一一 巧は ネの义 言を をむ 0 
ご云 技巧 ランドを おは 特に 

一、 閣巧 なの 煤 利を お 其 化の 巧 巧のを 的閱 巧は 么を定 なによ ゎ 規制し をつ 强 巧は 巧 人た る 
ものと 巧む 0 

二、 曲 巧のを な 义 はな 巧 巧の 巧に 設けられ たる お 定に進 反した る閣巧 巧に 封して 巧が 柄を 
な定し 巧る 事を 拽 おす 0 

• |气 同 おが 巧の 巧を 幽 ほに 巧を を か乂サ しめ 同時に 巧 巧 a の 拖利お 歎を も おの 上の 巧定を 
無れ て 規制す。 

二、 第 S 十八 條 第五 巧に 左の 第二！ ほを あかす 〇團 位に よりか お ミ パク ホを 巧 格が 巧定 された る 
巧は をな ランド 官 おは ラィヒ 巧 巧との 協調に よりか 、巧すべき 期轉巧 巧に 巧が ミな ク及 みな ミ パク 
を 除く か 巧 ミルクの 巧 引手 巧 巧を 規制す る ことを 巧 0 

ニニ ミ^ク 法改正 第一 次 法 (一九 三 ニニ 年 五月 十一 日】 

一九 ザ ご 一月 二日の 义 言に がける 一九 1110 お セち 二 一十一 日附 ミ* ク 法を 左の かく 改正す 0 
一、 第一 一一 十八 條に 左のを セ 巧を 迫 かす 0 

(セ) ラィヒ 大臣は ミ" ク巧 ミルク ホーを おのか H 及 化 巧が 制の 爲生產 ホ おを ホ ド 加工が 
をを 居を サ しむる こ- V ； を 巧。 
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二 一ニ ミ八ク 法改正 第二次 法 (一丸 一言 幸 セち ミ 日 一 

巧 一節 一九 1110 ザ セを 手 I 日の ミルク 讓 一手 八條は I 九 層 年 一一 一巧 二日の ラィヒ 大統巧 
令ぶ 一九 111111 年 五月 十一 日の 法律の 文 言に ホの 义 言を 含む。 

»||| 十八 條ハ ー) ライヒを お 農菜大 民は 牛： を ホ 授巧及 ミルク 又は ミ 凡 ク生產 物を ホ產し 又は 
かエ ずる 炫を ホに ミルク 又は ミルク ホ 産物を 巧 引す る 粒を を ミ 《 ク 巧 ミルク ホ產 物の 加工 化に 販 
資が 制の 爲 にお 合せし むる ことを 巧。 

(二) 化 巧 合に がて ライヒを 巧 農 菜 大臣は 最大の 辉巧的 利な に 巧 怠し 且を お濟及 公な の 化 萬を 
巧ぐ る ことを 要す。 

SD ライヒを 巧 農 菜 大臣は 特に ホのを おに 該當 ずる 佛 限を をす。 

. 一 •がを なの 锥 利ぶ お 及 其 他の 法が 閱 巧を 定 なにょ ゎて お 制しを 闻陆 がを 人た る ことを おむ 
る こと 0 

二、 巧 巧のを 铁巧 巧な 施の 巧に をが さわた る おを に堪权 したる がを 員に おして 快ザ掛 をが ぜ 
し 巧る ことを 巧む る こと 0 

111、 同 巧が 巧の 巧が $ 巧に 招を をな 入せ しめ 旦化堪 をに あゎては がを 打の お 巧 巧みを がわ 上 
の 協 巧に おおされる ことなく とを 規制す る こと 0 
(巧) ライヒ ま 巧な 巧大 おはがに ミ a ク巧 ミルク おを 物の か エ巧化 巧が 制の 巧に 巧ぶ せられた 
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る幽 推を 巧 巧に おを せし^る ことみ 巧 r 

C 五} ライ t を摧襄 大臣は が 終 的應潭 の 講ぜられ るに 先 ホ も ミ； 巧、'、" ク 生を 物の 望ぶ 
販資 統制を： m 的と する 巧 一巧 乃 お 第 巧 巧に よる 墓 的 命令 堇 がする ことを 巧。 

C ム〇 巧に ライヒな 没な 菜 大巧は 巧 一巧 巧ち 巧 五 項に よゎて 巧 へられた る 施 限を 化が. 八に をが 
する ことを 巧 0 

(セ：} ライヒ お囊畜 が聖胃 まを ハ 巧に 巧げ たたる 楠 限を 溝 言る ホ，^ おな ラン 
ドを-おかお 限を 保有す 0 

ハ A ) 空 巧 及第 四 巧に 巧き て 巧 成された る烟 ほが ミルク さ、、 ル クホ產 物の 巧が ホに 取引 手を 
巧を 巧享 べき 受口 にあり ては 粋 巧 的じ餐 巧な S 巧が 巧が 引手 お 巧 8 の 隙奠ナ •へさ 們が S 
をを にを かナる ことを 巧す 0 

(を 第 I 巧 力ま 巧 セ 巧に 規蹇る 方策に よゥて 生じた る 巧 寒を 事由と する ライヒ 又は ランド 
による お 巧は 么を與 ふこと なし 0 

を 一節 二) おな ランド 巧ち は f 空 ニニを 言 二日 附 ライヒ 大巧が 令瑣 在の ミルク 巧窒子 
八 條を五 項 窒层 に？ 法 舅 前 H 公布され たる 命令は 8 S 令を 布 さむた る 地方の 護 
じよら かが ミルクの の 格 巧手 巧が 巧 巧され たる 巧 合に もりて はとを お 巧と す 0 
ごご 期な によりて かお ミルクの ホを ホ 巧が がな 巧され たる 時は 本を あ 巧 ホ おな ランドを おげ 
フイ ヒ を-巧な 采 大臣の 協力を がて 2 V そ 期 削 巧が ミルク 巧餐 な、、、 J も 除き かお、、 、"ク 手 巧が 
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を 班 制ず ろ ことを 得 0 

二 四 ミ； 半 產物お 引 巧 M S 丢个 1 百 1' トロ： 

第- 條 ( 一 ) 關巧 あけ お 巧み じを」 ホを せられ 父は 關稅巧 巧 お 巧 ホょり お 乂サら れろミ A 
生産物は ライヒを 没な 菜大 民の 巧め たる ライヒ 局に おゎを を關稅 巧け お 巧 巧に がて 取引す る こ 
を 巧 0 

C 1 1 ) ライヒ 巧に ょり ミルク 生を 物が お 引 せらる、 じち 〇 たる 場を にもり ては をな ミルク 生產 
巧 及 巧 ホを 物は が 巧 本 法の 制 おを 巧く る ことなし 〇 ライヒを 巧な 策乂 おは 本晚 則の 例外を 定 むる 
を 巧 0 

第 II 酱 ライヒを おな 菜 大巧け 3 确の ミルク ホを みに がさ 其 一巧 又はを 部を お 巧 的义は 一佔的 
じ 本 法の 制限 じ 服せ ざる ことを おむ る ことを 巧。 がに ライヒな 巧な 菜 大臣は お乂 をのを めんる が 
引 巧 牛： 產 みお 巧者 間の 的が 引かよ 法の 制限に 服せ ダる ことを 規を 十ろ ことを 巧 0 

窒 1酱 ( 一 : 關稅 施け お巧內 じがて ホ產 せらむ たる ミ" ク か-痒 物を 關巧姑 巧が 巧. 2： にがてが 
引し 又は 關巧あ 行昭巧 外ょり 係 入せられ たる ミルク ホ 産物を 稅關 迪逊後 自由にが 引せ しめんと す 
るを は ライヒ 巧に 巧し 照 入を 米 わる ことを 巧す。 

' J ご 自由が 引を 目的と する ミルク おを 物の 稅關迪 あは ライヒ W の 引夕後 じかめ てと を 巧巧寸 

« 巧條 (1) ライヒ 材 はが 出された る ミルク ホを 物 引 巧のを 務 をた ふこと なし。 ライヒな 巧 
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み ク 


巧菜乂 おは ライヒ 局が ミルク ホを 巧を 引を けるべき おな なを 巧定 する ことを 巧 = 

(一一) ライヒ 局が 引を を 拒 もたる がは 常該 商品は をを 關巧お 巧 W 巧み じがて 巧 引す る ホを 巧ず 

第 五條 ライヒを 巧 良莱大 民は 引を 及 供が のがを 巧 おす。 

まハ條 ライヒを 巧を 萊 大臣は 第 S を奇 後段を 一條 第の 條巧 一巧を 巧 第 五條に よ 6 附 おさ 
れ たる 樵 限を 代理人に をなず る ことを 巧 0 . 

第セ隹 ライヒ 局は ライヒを 巧 農 菜 大臣の 監 おに 服す 0 

第 八 酱闕稅 施行 賠巧 かより 輸入した るホ產 物の 引を 巧 供が によりを ずる ライヒ 巧の がが をは 
闽 巧の 化 入と ナ〇其 他の ライヒ 局の 巧餘 をのす をは ライヒを 巧を 菜 大臣 ライヒ 大が 大臣の 巧 息を 
おて をを 巧 制す。 

二五獸 類な 獸類 生產物 取引 法 (一九 111 W ザ ーー ー月 一一 十一 二日) 

第- 酱 三？ 關巧 施行 晦巧內 じがて 生產 せられ 义は關 巧 施行 昭 城外より お 入され たる 巧 一 一條 
第一 巧に 巧ぐ る裙巧 (巧 略) の獸 巧及獸 類生產 物は ライヒを おを 策大 民の 定めた る ライヒ 局に よ 
りての みえを お 引 甘し む。 

(一 1〕 獸 巧及獸 が 生 產物か 取引 せらる、. に まりた る 時は 衡を本 法の 制限に 服す る ことなし 0 

き |條 (こ 關稅 施け 陌巧 -2： じがて 生產 せ' t , れ たる 獸が义 は 關巧ぁ 巧 お巧內 にがて 曾れ た 
るが 巧 ホを 物を が 引し 若しくは 關我 施行が がかより 掠 入され たる 歐巧反 お 巧 ホを 物を 稅關 通沮坟 
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自お にお 引 せんと ナる おにして 本を の 適用を 巧く る ホは ライヒ 局 じが 瞒 入を 中 化る ことを 巧す ひ 
自家 おを 上 搂られ たる 獸巧 お產 巧を 關稅巧 巧の じがて 巧 菜 上 加工 せんとす るみ も 亦 同じ。 

(11) 自由 巧 引を 目的と する おが 义 はおが 生産物の 關巧逝 適は ライヒ 局の 引を もりた るを なめ 
てを を 許 巧ナ。 

第巧條 (1) ライヒ 局は 申出 ありた る獸 お及啟 热生產 巧を 引を ける 義務を なは ず 。ライヒを 
巧を 菜 大臣は ライヒ 局が 引受くべき 巧が 巧敦 巧生產 かの お 商な を定 むる ことを 巧。 

(二い ライヒ 局 お 引を を 拒 もたる 時は 巧 謀 商品を 關巧お 巧が 读內 にがて 巧 引し 父は ライヒ 局に 
申出を なした る お巧內 じがて か H する ことを 巧ず。 

« 五條 ライヒな 巧な 莱大 おは 引を 巧 化 巧の がを 巧定寸 C 

第 ホ 條す巧 お 巧 行を 目的と するな 巧より 生じた る 巧 蒂の於 巧は 法律上の 詰 求 巧を ちす る こと 
なし 0 

第セ條 三) ライヒ 局は ライヒ 巧な な 巧乂 ちのを 巧に 服す 0 ライヒを おな 菜 大臣は がが 煤 及 
を 巧を 規制す。 

第 八 酱關巧 巧 巧巧读 外より お 入され たる 献巧 及找巧 ホを 拘の 引を 巧 化 巧より ホ じたる ライヒ. 
简巧餘 をはえ を 巧 巧の 化 入と す。 

*化條 ライヒを 巧を 菜 大巧 及 化 巧 もる ときは ライヒ 大お 大臣は 本 法の 巧け 巧 補足に 必要なる 
を 津規を 巧 行か 热 則を 公が する ことを 巧。 
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第十酱 s ラィヒな おな 委捏は 本 巧の 馈巧 巧補累 巧に 巧 s 獸が牛 産 巧の が s 制 お 
則を を 布し 巧に 該 商品に 巧寸る 巧が あ手數 巧を 巧を ずる ことを 巧。 

ニ ホ 屠 畜お弓 統制を (一九 一二 四 年 六 巧 九日い 

第 5 (一) 麻 畜肪資 及な ま 巧训の 巧を 一が じ 化げ たる 璋‘の 薑巿堪 にもり ては が 萬 
巧に を」 お 畜を肢 巧 又は ホエ する お 巧は をを W を かエ巿 巧叟り (巧 お 化な) じか 入せ しむ。 

(一一) 本なにがけるお苗とは巧をもを^^:牛ほ苹とず〇 

>1 一條 (一) 本 令 じがけ る； Sf 畜市 巧とは ホに がぐ る 巧 巧を 一呂 ふ (がな )0 

.J 1 ) 巧 ま 巧 引が 化の 於 畜市巧 にがてを め 制 おに 踞 するとき だれ お 畜巿巧 も ホよ 令に 云 ふ W ま 
巿巧 とす 0 

さ S ( I ) 第一 一巧 じ 巧け たる 地方 じがて 覆の W 畜巿 巧が 奪 するとき はせ 地方の 巿巧ぉ 
をは おきか エ地 おがな (巧 お 組を) じか 入すべし 0 
ご D 第一 巧に 云 ふ 地方と け 左の かし (が ) C 

ハ巧) 牛 ミルクぶ fs 王 ブト 菜 ラ すヒ2 (ラィヒ 塞な) はが 巧的么 巧ん る 巧には ミ 化ク萊 化合 
の 巧が 獲 巧と 巧 ホ じ もを 奇じ 巧け たる 地方の 巧が を 巧 巧す う ミを 巧 0 
g 四酱地 おか エ 組を はおを か エ 組を ホ央な じか 入す。 

* 五條 中央な、 巧 K 組を 及 巧 巧が なは をを を 人と す 0 
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g セ條 ( 一 〕 中央 會は地 巧 組な 巧 市 巧が をに 指を を 資する ことを 巧。 中央 會 はおを のな 令 巧 化 
の 方 巧を 巧 止し 又は 巧 施行を 拒な する ことを 巧。 

(一 ご 巧 巧 組合の！ £< P におして はを か 第！ 巧 じ 巧げ たる ホ 央會の お 令に 反せざる 限りれ 化 巧が 
合に 巧层ナ る巿巧 組合は 服從 のま 巧を ホす 0 

館 十至條 (一」 化 含は ライヒを なの 監 巧に 服ず 0 ライヒを なは を 巧 巧 巧 公 ホの 利な をが 速し 
且 化合の 事件を 法が 及定 をに ょり 巧 巧すべく おがず るを 巧ナ〇 ライヒを なは 特にが なのが 餘及方 
巧が をを 若しくは 正 まに 反し 又は 法 巧 若しくはを 铁に遠 巧 するとき はとを おみと し 又は 其 あ 行を 
巧ぐ る 巧 おを ちナ〇 

(一一) ライヒ 委 貞は 地 お 組を 巧巿巧 組を にお ナる觸 おの 行使に をり 通な 中 ホを を 利用し 中央を 
はライヒま貸の；^{^に應ザべ し〇 おなの埃をにもゥてはラ イヒまなは地おあ市瑞がをじ巧する喘 
限を なをに 行使 寸る ことを 巧。 

* 十凸悔 C 1) ライヒ 委員は 監巧 及ぶ 化の 本な 及を 铁 にょ 6 與 へられた る碟 おの 巧 巧に 巧 6 
ては ライヒを 巧な 業大 おに 服し 其 に從 ふべ し。 

» 十化條 (一} ライヒを 貨は ライヒ 地 巧 又は ライヒ 地 巧の 一が におし W 畜 々お 畜 ホを 物の が. 
巧 上適當 なる 巧が 巧手 巧 おを な定 する ことを 得〇 ライヒ 委 なは 化 雑 おを 巧 地方 又は 地方の 一部の 
代理人に する ことを 巧。 ライト-を 切 ホに 巧 お 及 巿堵代 巧 人の 方策が 法的 巧 おを 發 ホす るには 
大臣の 同意を 巧す 0 
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(一一) ライヒを む 巧 ライヒを なが 滞 限を 地 お あが 锡 代理人に ま 巧した る 巧な じ もりて は 地赔及 
巧 場 代理人は 第一 巧に 基き て雑定 したる 做が 及 手 おおに 遠 おした る ライ C を お幽粒 所が ネに對 し 
ー ホに 付 一千 ライヒ スマ ル. ク W 下の 秩を 剖を 科ず る ことを 巧。 

第 II 十條 ( 一 ) ライヒ 委具 又は 地惧 若しくは 巿場 代理人が 第 十九 條第 一巧の 滞 限を 巧 巧せ ざ 
りし 場合に ありて は、 巧 場 代理人は 俩が 決を 委な會 の 息 見を 聴取— たるを お畜が 場の 巧 巧を かお 
す。 價格 決ち 委な おは 同數 のな 巧 巧 人 及 おお ホを がて 之を 棋 ぶす。 を. 白の 數は 市場 化 巧 人を を か 
定す〇 巧 場 代理人は 委其蚁 六 名を 超へ しむる を 巧ず 〇を委 巧 每じ化 巧 入を 住命ナ るを おす。 

(四： 一巧が のみを i 畜の 等級 決定は ライヒを お度萊 大臣のを おせる 俏格決 お 規則に おきてを 
を 行 ふ 0 

第三 十- 條 (一) 家畜の 贴巧人 巧 版が 仲介 人は お畜巿 場に 加 A 寸る ことを 嬰す。 家畜 販資人 
及胺賣 仲介 人が 本 令 公布の 巧旣じ 荣務を 開始せ る 於畜巿 巧に ありて 巧 菜せ る 巧 合 にんり ては 化 お 
き巿 場に 加入 廿る ものと 見 化す 0 

(一一〕 お畜巿 場に おする か 入は 左の 原則に 從 ふ。 

- 、 申出 人は 逆が お 常なる 家畜 お 引莱义 はぶき かエ 糾合 じ もりて 111 ヶホ 活動せ る ことを 进明 
し且巧 活動に がて 侣巧 すべ かりし ことを 證 明した る ことを 要す〇 
二、 巧 語 無き をは 巧 逸 族なる 場合に 限り 之を か 入せ しむる ことを 巧 0 

二 一 •巧濟 が 巧が 不安の が 巧 もる おはな 入ナる ことを 巧ず。 一定の W 產の證 巧は 化 巧と# ず。 
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巧、 中 化 人は 巧 巧を なて w 蔚巧蹲 じがけ る自 d のが 巧 k 巧 か 牛 約 11100 父は 巧の 五 CIO 文は 
麻 約 1000 、又は ホの 1100 に连 したる ことを 巧 巧 する ことを 巧ず。 がみ 化 巧 人は 巧 お 
巧 巧 所の 同意を 經 てが 資上 巧を 资口 する ことを 巧 0 

五、 申出 人は 宵 菜 巧を お ま巿巧 又は 其 近 巧に ちす る ことを 巧す。 

六、 申 山人は 巧を なる 記 巧を お 示す る ことを 巧す 0 

セ、 前 巧ぶ 巧が ホ 巧 内 巧 運 巧の 巧に 特に ま 力せ しみは 化 入に 巧し とを 巧 遇す。 

(一二) を蓄 市な じか 入せ しめられろ おはな 菜 的 おが 巧の ろと 寸。 

第三 十一 I 條 (一) か 入の 申 化に 閒 しては 市 巧な 巧 巧の なおを 腔が したる 巧巿 場代 巧 人と を か 
す 〇化巧 巧は 申 山人 及巿 巧を 巧 巧 じ 巧し 巧 面を なて 報がず べし。 

(二) 申阳 入は 拒紀 された る 巧な じは 巧を のん ゎたる お】 ヶ月な のに 許 巧 巧 じ 巧へ を巧ナ こと 
を 巧。 

( 111 ) おての お畜市 巧に 許可 巧を 巧 巧す。 

(四) おての 許可 巧は 巧 お 巧巿巧 代理人 ホ じ 巿巧巧 巧 巧のを 一 お 巧 巧な 甘る 二ち の 巧 •ポ 入に ょ 
り 之を 巧 巧ず 0 

.» 三十 四酱 (一〕 ライヒ 委巧 はお 畜巧巧 巧 巧 開 巧 週日を 巧诺寸 。ライヒを おか 化備 限を 巧 使 
せざる 巧を にあり ては 巧 巧 ランド 巧 巧 文は 定めた る 巧 巧の 拖限 じが ナ。 

(一 ご 巧 一巧に お < ライヒを なのな 令は ライヒを 巧 段 菜 大度の 村 怠を 粒る を： をす。 


2 な < 々お « 引 ®* fil 


さ I 十 左 g (I レ ライヒ ま：！ は 中々 會お の问 なを 巧た る 巧な に のん 華 j 條巧二 巧に をる 化 
方ょり 他の 地 スじ诉 まを を附し 巧る ことを お 令ナる ことを 巧。 ライヒを むが 化碟 故を け 化せる を 
は 本が 合ち はお まのを 巧 巧 巧を 巧 巧す る ことを 巧。 

ニ セ獨逸 漁業 おな 令 つ！ 九 一二ぶ おの 巧 ¥、- 

»|條 ホの 經巧 はとを 「ドイツ 漁 f を 中央 食」 じか 入せ しむ 0 
~ 、途 i 菜 
二、 巧 お 巧 菜 

一二、 內お 漁で、 夕漁 巧を 含む 
巧、 を 
五、 みがか エ巧 
ホ、 でんぶ 巧 造 巧 卸 巧ち 

セ、 魚 巧 巧み 镇生產 お 卸が 菜、 でんぶ ホに み 巧小資 巧を なく 

さ I 條 中央 S 具 塞 寒漁委 S 蕃芝 が資 及廷為 § に 霉及惡 おを.^ 

並に か 鼓 お 及が の 生を 物の 獲 巧、 な エ巧お 巧を ドイツ 漁莱 のがな 促進に 作 ひんら ゆる 關 巧の おを 
だょ々、 巧々 上 含理的 巧が たが 制しな て お々 ホに 供が をが 記す るに も 々0 


♦をが; •でろ る 鶴 2 i 4) 



二八 濁なビー八釀造業結な令 こを二票の月卜んち 

-?s ビ ，ル 奪 3 の岛 的を sf て お 引 さむる 乂 ホを 小が 牛-をち ホ ブプホ 産ぶ ホに がを 製な ぶ 
巧ビ ー ル 旗 造 菜 及 ホップ 巧が 芽 お引莱 ホに ビ ー 化 卸を 菜は をを ビ I パ 缺进萊 がな (が 巧が 合) に 
ぶんせ しむ 0 

さ S 經 巧が 合は をを ドィツ •ビ 1 ルが 迪巧 がな 中ち窗 じか 入サ し.， け。 

» 五條 网餘の 巧按は ホップ、 あず 及ビー 化の ホを、 贴巧 ホに 巧 格 制 か 刺 かの が 制 じょり 巧み 
を 維持 ナる にあゎ。 

二 化 農業 强制 執行が 護 令 ハー 空 一一 5 一一 月卜 皆、 

を萊 巧巧告 最も 巧 巧な か 策の 一とず る ナチ スの 特色は 前 化の か 巧な 站法咬 後 じ 巧げ るな 巧 
な 巧を 巧 法 i 化 ハ じみを じ も ホ 接ん て 明 随じ现 けむて ゐ ろ〇卽 ち ト トスは 一 お 巧な ホ，^ 保 巧ず 
るた みに おち 二十 六日の 「强 制な 巧义 巧を」 じ i つて 巧ぶ 的ながら 卸 ホめ 强制 なけに おして 
乂なろ削圾 v ^^化 へ たのでんろが、 皮巧負巧の巧合じ口巧の化巧.5巧巧口をかに乂でん つ てな 
地 ホ 度み じつみ 施む々 のぶむ ろ 巧 か，.^ 除 さ、 一九 一一! 一二 年 トー-月ち 卜- 日を 强剌 巧む 屯 一切 巧 
化した ので わろ 。巧し 本々 は 元が 一九 一二 一ニ ザの 化なん-前 じして お 巧の な 氏み 化 巧ず ろと いん 
おを の 巧 巧た ろ おおみ 有すろ じ 化つた のでを じ 同年 十二月 二十 セ 日の 巧 一; ホ 江 じがて おみて 


2 巧 1 を を 逆 拾 巧ち ルー ピぞ審 


巧 則 的 法 s 雲ん 真た S マ t。 何：- 化 SI 1 ホ 浅 遺 s も 主む s 终と V- る ものな 

るが 故に 化 おじは おげ ない 0 

巧 一節 

巧 一條 巧 逸 摸 業更菱 巧に 採 かする 方策を 强制施 巧手 巧に ょりて 惹 尝を话 かさる、 經替 
の 巧 おぶ 巧び が權 ホに おりても かかなら しむる 巧に 旣 がの 强 制な 行が 譜 はお 時 左の おおに おきて 
之を 摘 張す。 

一、 を 菜、 林 養阐搜 用地の 强制蘇 巧は 施け 規則 じ 糞 すべさ 例外を 除き 一を ニニ 牵十を 手 
一日を の 巧 制を をを 行す る ことを 巧ず 0 

二、 裳 菜林莱 义は阁 輿の お 巧 じ 利用 すられ、 义は巧 巧 巧が ホ 及 其のみ 族 じがす る 動を を 目的と 
する を链街 樵に ょる 强制 執行は 執行 巧 则じ规 おすべさ 例外を 除き 一九 111111 ザ 十月 一二 十一 日 迄の 期 
削 么を實 行す る ことを 巧ず 0 

第一 I 條 ライヒ 政府は 巧 一條 巧 巧の 巧に をが 命令を 公が すろ 撫限 をが 巧ず 〇 ライヒ 巧 巧は 補充 
巧定を 公布 寸る ことを 巧 〇巧じ ライヒ か 巧は を 菜 及 巧 搜巧化 巧 渡し じ 巧 ナる强 制 訝 巧を 一九ニ ニニ 
年 十月 一一 一十一 日を 禁止し 又は 制限 付に 限り 許 巧すべき ことを をむ るを 巧。 

巧 二 節 

一 皇一革 杳丰セ HS 寡 手ち 强制堯 及を 人 保 芝 等 桑曼 "中を 囊 一條 

巧 十 巧に 左の 义 言を おかす 0 
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負 傳お巧 能力を 义く爲 に 保證手 巧を 巧 化すべき 事 おはな 巧 乾 巧 局が を 巧 乾 理手巧 あ： 冉 おのが 
おを 巧 解の ホ 巧 中のを 併抚 制が 可能た る お 込 ある ことを 證 明した ると きは み 解手按 開始を 巧げ 
ず 0 

I 二 〇 同上 施行 令 ハ； 号 一幸 一一 月ぶ 5 
巧 一節 强制赫 質の おお 的み 止 

第- 條 (こを 菜、 な 巧 及圍费 用地の 强 制を 锭を 目的と する 總 ての 手 巧は 强 制な 巧の な 令が 
ずを 巧 巧の 前を たるを 巧 じず、 巧 巧に よりえを 一九 111111 が 十月 一 二十 一日 迄 中止す。 

ハ ーー) 本 令 痛 行の 時 落札ち りたる ときと 雖も 未だ 法的 效 力を 生ぜ ざ ゎし 場を も ホ 同じ 0 
第一 一條 三い すが 産 巧常撫 又は 第一 順化に もり 若しくはな 菜が 合、 4^ 地 巧 巧 お 行、 公 ホ 巧 ま 
金 巧 又は 法規を し < は阁 家を 巧 巧 おの 許可に よゎて 么 布され たるを なによ ゎて お 期な 相 おおに 關 
巧 ある 其の 化の お關の 有するな の 化の 聚 をなる 碟利 にん ゎて 强制巧 資が爲 される ときは 化 お 者が 
本 令 施行の 瞭 巧が 給け に反しては 巧 巧し 且 化の 時期が を あかがを も 巧 流す ろ 巧 合に ありて はが お 
ネは手 續の卽 刻 •がわを 中 化る ことを 得 0 

(一 ご巧務 みか 天 おすを 家畜の 巧 巧 又は 同 巧なる 化來 巧に よる 巧 おなる 巧 失 若しくは 一較 物の 
を啟 因と する おを 收 巧巧收 入の 巧 おによ ゥぶ拂 を 巧し/得-さる 時は 手 巧の がけを 姐 巧す る ことを 耍 
ず。 が 務ネ にして 小作人 お前が めホ怡 じよ 、其の 小 かがと 拂ぶ務 を おし 巧 •さりし な 义佛す 化に 


2 化 { な 巧 推 上 巧 


なりたる とき もが 同じ 0 

さ 二 條强制 廣資お 一を 一一 1 寞巧 一二 十日な を じがて 援 M 資襄の 巧 じ おへられ たる 化 用 こを 
< 巧お义 は-化 S i ザム ハ 月 I 二十 R なをに 巧 巧 上 生じた る 供が 其の 化の がが じよる 化 箱を ザ 由と す 

ると きは 化 巧 ホが 藝閱巧 Q 牛； たる 巧に 爱畫 るを 療を 写に 器た る棵 類の 壽 によりて 
まし 巧 •さる 墙 なじ 限りが 權 ホの 中 出 じ おき 手が をが 巧す る こ.,^ を おす。 

第四悔 手が お 行に 關 ずるが 權ネの 中 出は 巧 判 巧が 下が 巧 かお おに 諮閒 したる 巧 化 巧 迄のを 巧 
的なる おを が 校を 者に 期待され ざる ことを 巧侣 したろ とそ じもとを 巧 巧す。 

窒條 (一; 篡菱審 に學襄 撃が が 浸が 苗す 能を 蕾と」 了累さ S る 巧に 

お 制 教資が 命ぜられ たると きは 左の 巧 巧を 追 用す レ 

一、 本 令 施 巧 前 じが擎 巧が 雲され たると さ 强制 なち ホ 巧货巧 S 求は 第一 一條に がて 之 
が爲 にを めら れ たる 前巧爸 在し 又はを 化 お巧埼 •んが おじより て 巧を にを 化な 巧の 見込な し 
と證 巧した ると きは をを 許可す る ことを 巧す 0 

一一 巧證手 巧 か 丰を施 巧 後に がて な A ておム さわる ときは 巧 I 條 空 巧に よる 强制巧 巧の 巧 
巧が 中 ルを なナ ことなし 0 

2 ハ條巧 S 串 出に 關十 るか 定に蓋 反 某 ホ 《お 見 も沒寸 る’ 一とを 巧す。 

第二 節 動を の 強制執行 

を* (n 第 <條 乃 ま季條 Q 雲を 條 ホと」 SS 囊おぞ 又は 菱附巧 的劑莱 をし 
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くは を 巧 おを 除きが 巧 巧 有 者 及な のを 族の みる じ おする 巧產 上の 金 泣が 碟 による 强 制な》 は j 九 
SS ホ 十月 S 十一 日を をを 許 巧せ ず。 自 d のお咨 上の ホを 物資が じよる 併務 ぶじ 苗す るが 滿ホじ 
現を あ資 巧を が 依 おおに 巧り、 お 巧のを 巧 的 巧け 又は 其の 丈 地のを 擔 たる 歲お 若しくは 其の かか 
巧 ぞ拂義 なを おず 上に 必耍 なるおを にも りても 前段の 規定を 蹈 かす 0 
» 八條 左に 巧け たる 請 ホ 媒を带 由と する 强制執 巧は 第 セ條の 煤定の 適用を をく る ことなし C 

一、 一九 1111 一年 十二月 一一 一十-日 なをに 期限の 到來 せる 法定 牛 活扶巧 满ホ滿 

二、 伉務 をの 家計 又は お 巧 挫 巧ち しくは それ じ おする 就 菜 上： 诏化贼 巧に もり、 义 はか、 る视 
巧を 有せし ホの 巧 お 手を 又はが の 化の お 化 化 入に 關 するな ホ 巧 

二 一、 A 地 あ 姪 巧 ホに 家計 じがす る 動を のが おを 目的と する 本 令 巧 巧な を 巧 限の 到來 せる が お 
ちわに よる プレミアム 葫ホ巧 

巧、】 九 sll 年 一巧 二十 S 日付を ホ 巧 化 及が 子供 給が 證お急 令 第一が ホに 一九ニ ニニ 年 一巧 十 
九日 附 肥な 巧が で 供給が 巧 裝急令 巧 一條に よる 請ぶ 巧 

« 化酱 (一) ホに 巧げ たる 森 ホ 巧を する 强 制み 巧は ま 二ぷに 規定せ る 制 おを さくる こ 
となし 0 

- 、 一空 一二 S1 月 一一 一十一 日な 巧に めて 巧な したる 巧 巧 あ 其の 化の 公が 
二、 本々 巧 巧な ホ 期限の 巧 ホせ るを 一が 巧 一巧 じ 巧げ たる 巧 巧の 巧 巧の 巧を をが 
二 一、 巧 八が 巧 巧货じ 《 せざる 一九 S 1 ザ 六月 一二 十日な 巧 じな 巧 巧す 辨の 巧に おへ， T ゎたる 佔 


の 巧 みお It ： b 巧 


用 又は 引 巧 其の 他の 給付に よるが 巧 

(一一) 第 セ條に 巧げ たる 種類の 物の 强制 執行は 下な 装 2 が强制 執む によ 益 お ホに がりて 
-九 S 111 年の 化 巧を の 巧を 巧 巧に 义く ベから ざる 資金を 化おネ よりが ホせられ る ことを 證 明し a 
つ併灌 ホが 化の 資金を 巧を のな 巧 的 巧 巧 じ 巧かず る ことを 巧證 した 二と きは をを 巧 止す 〇巧判 巧 
は强制 執行の 巧 ルに 付 化 おおが 監朽じ 服すべき 條 かを が寸る ことを 巧 0 

巧 己 節 お 化を じ 巧 卞ろお 制 執行、 強制 規ぶ 
篇十 II 酱 一九 一九 ザ 八 巧 十一 日附 ラィヒ 巧 化 法 じがを せる 移住 地じ码 化せろ 巧 化ぶ におす る 
强^行にはホの特別巧ををお用寸。 

一、 を 一條 第一 巧の 受：： にも わて はお 住 ホの おながの 巧 浦が が 本 令 あけ お 期限 到來 せる 巧を 
お 付の 年 巧を 超えた ると さに おり 化 お ホは 强 制な .w 手 巧の 卽哀 巧を 申出る ことを 巧 0 

二、 巧 巧條の 場合に あわては 下 巧 巧 巧を おの 代わに お 化を おのを 見を 潰す ふこと を 巧す 。化 
の 下 巧 お 化を おは 巧 九が 巧 二 巧に 規定せ る證 明の 巧 與をも 巧を ナ〇 

一二、】 九 一九が 八ち 十一 日 ラィヒな 住 法に 煤を 廿る巧 住 地 じ 巧 化しが 巧时 诸を搜 巧せ ざり し 
移住 ネ におす る 移住が 明 巧に 阴寸る 対決は 一九 SS ザ 十月 S 十一 H 迄は 强 制な： 某 判 巧に 
より 强制 執行が 許 巧せられ たる 巧 合 じ 限りを をな 巧す 0 

1111 農業 强制執 斤が 護 第一 次 法 (一九 一二 一二 年+ ちす 玉 5 
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I 力 ss ボニ巧 十の 日 附巧萊 上の 强制 執行 巧 蔑 ラィヒ 乂巧巧 令 巧 一九 ご 一一 一ー ザ 十月 吉十 一日を の 
とが 附帶 施行規則は 一九 ザ 十二月 一二 十 1 日 迄ち 巧と す 0 

. I ニニ 濁 逸 砂糖 業 結合 令 こ 空 一网年 4-1 早ち 

が 脚 鸦妍閒 粒、 獨逸 砂齡經 がま 架 聯合 

>1 條二) 甜菜糖 (が 莱) 砂糖 巧 其 他 G が 巧 糖 牛 祐 .物の 生產 、が 用、 賊お 、巧が 巧 ホ 巧が 
のが 制の ため 甜囊 第、 砂 望 巧、 か 巧爾抗 みはが おが 巧 農を お 導。 

(1D す 令 じ 詔 ふ砂满 とはが 巧 义は藝 ょゎ 製 おる 砂撕 じして 巧 城、 お 巧 用が 销 、巧 ホヒ 
十を 2? 上の シ？ ソプを 部 ふ 0 

(二) ぶ 令に をる 製 望 場とは が巧 加 5 、税 糖エ瑞 、及 城 我脫巧 葦」 部え 

き酱 (一; 紋讀援 題 蒙 讓賀襄 を お 巧ず。 

(一一) が 巧闽惊 ホに 中央 おな はな 的 能力を おす 0 

第一 S ( I 、 本を 斩 粹巧网 位み 提成ナ 〇お濟 農の 地域は 一を 一二 望月 二十 七日が 襄 
お 合 令に 某き 巧め られ たる 昭 巧と 一致す 0 

(二) 紹巧上 必要 もる ときは 中 ホ 巧な は 給が 网 結の 寡を 獲が する 寶泻 〇化璋 がは ラ ごな 
萊を没 大臣の 幹 巧を 經、 ^12# に 公か寸 るを 巧す 0 

巧 款 
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» 四條 中央 巧な 巧 約 巧 期 巧の がた をの 巧が、 ぁ憔 巧靠務 ホに 本 結合の 其 化の 法が 關 巧は を款 
にょって をを 巧む 0 

從黄關 巧 

» 五條 (一) 巧 巧 駐隨は 中 かが 合の お 示に 服寸。 

C 1 ご 中央 硫 なは 化 巧なる 場を にがてが 巧闽 巧のを を おにが 巧 タタに 巧し が 接 お 令ず る 事を 巧 
中央が をはを 款の規 おじが ひが 巧阐 巧のを 貝を がを じ 巧 縛すべき 巧爲 をな す 事を 巧。 

監 哲 

さ ハ M (一) お 合は ラィヒ 農莱 をお大 おのを おに 服す 0 同大 おは 

一、 おな の帳领 、記錄 、を 計を 査閱 し、 おな の 機關を 通じて おを のを 菜のを 巧 巧 おを の資用 
をが て檢閱 し’ 

一一、 中央が なの 機 關の諸 問に を 巧し 之 じ 化 表ぶ を おし、 會凑 時日の 巧 巧 巧 一を 事 巧 じ おする 
決 誘を 巧 ホし、 

二 一、 傍 含の 行 ひたるな 令 か 读を廢 ルし 又は その 姑 巧を 巧絕 する ことを 巧。 化し 化 場合には 吐 
等の 命令 巧 誤 かを なお 巧 又は 公な をを し. 义 はを 個の か 策の が 巧 的が 巧 性を す 持 巧 的に 制 
おし 又はを 款に遙 把ず る 端な に 限る。 

(二) 一 較的巧 巧を おする 命令 又は 巧 まは とを ぜ巧 なく ラィヒを 菜を 巧乂 ちに 巧 おすべし 〇ぅ 
ィヒ を 菜を 巧 大巧は 二遇閒 Zf みの 巧 制 じがて とじが まし 又は その 巧 巧に 巧って 巧 巧すべき ホを 巧 
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ホナる ホを 巧ゥ 

» 七 條 おな はを 巧のを 用を 負 想し、 巧 巧 巧は ライヒな ちを 宙乂 括と を 巧む 0 

な 收 

W 八條 本な 又は 定款 じ夕 、時 巧、 ホを が 及 巧が 罰は ライヒ 巧 巧 法の 煤 おじ なって おた の 巧 お 
にょ々 之を 诗 化ず べし 0 

お企柔 のな な 

雄化酱 (一) 巧巧エ 巧の 巧設夕 乂乂的 お 巧の： 冉閱は 中央 稱 なの 来 請を 巧す 0 巧が ぶに がても 
ホ 同じ 〇 巧し 小資 巧は とを 除く 0 

(一一) 策 一巧の々 巧な くして 巧 設义は 巧 開を なした るネ はを お ランド 巧 おは ランドを こぉ； C , 色 
巧なる 巧 合には 巧 察な 乃を W てと にを まを 申 左る ホを 巧 0 

_三|| マ 八 ゲリン 及 人造 バタ ー 製造業 結な 令 

g - 酱 ( 一 い マル ガリン、 人逛 バタ ー、 倘れフ ユット 、破 巧な が 加 巧 破 巧 お 油のを ホ、 惦巧 

及 巧格喬 S 人間 巧 f 嵩と」 了 ドイツ 1 碧寞内 S 巧は 畫 8 にお さがな におな. 

かしむ。 

cll) 本が をは 「マル ガリン 及 人を •ハタ I 巧を ぶが 巧规 .な」 とおす。 本が をはと を 法人と す 0 
羣 15 三〕 化合 貝の 巧が ホに がな なの 祐 がぶ お 巧が 濟が なの 其の 化の 法が 巧柔ょ おを こょり 


2か< クか巧 f る 震一々， わ 占 人度ン 9 ポ >1^ マ 


てを を 巧む 》 - 

い一 こ おを の 改正は ぅイヒ な 巧な 菜大 民の 巧な を 巧す e 

ち S (こ 巧濟 化合は ライヒな 巧な 巧 乂 民のを 巧に 服す" 

C 1 1) 一 板 的け 巧を 寧る 方策 (巧" 袭受 はとの お 巧な く ライヒを 巧な 莱乂 なに 報吿 する 
ことを 巧す 〇 化の 方策は 二 遇 間を お滋 した ふ 巧 法的 巧 力を 避 ホす 〇 巧し ライヒを が乂 おが 其のを 
巧 確を 巧が する を 巧な きこと を 巧め なかした る 巧 合 じ おろ 0 

S 1) 経 巧が 合は ライヒな 巧な 菜 大臣の 巧む る 監巧巧 かを なおす。 

第凸條 (一〕 ライヒな おな 萊乂 おは 本み じ おきての がのを めら わたる 補 おのを を' 物 化 お 手を 
巧を 定 むる ことを 巧 0 

» 五條 巧を じ 某き 巧め られ たる 奋附を 手 おか 巧 株を 罰は 経 巧が 合の 中 出に ょゎ、 ライヒ 巧 巧 
法規に 某き が お 巧 おを をな 收 す。 

第六條 a ) 第 I 巧 じ おげ たる 稍 巧の 経を の 新設 あが お 期！！ 化 止せる 化の 稚お をの 佚が はお 
濟 化合の お 巧を 耍す〇 化の 種の 許可は 粒 巧 的が おょ.^ 必 おな ゎと 詔 めら れる瑞 合に 限 〇 とを 巧 ふ 
る ことを 巧す。 

ご 一) 巧 I 巧 じ おき 必巧 なる 許 巧む V 、 して 粒 巧を 巧設し 义は恢 煤した る媒 なじ ありて は^: ラ 
ンドだ おは ランド 法 じ おき 么藥 もら ば 巧 巧け 巧 樵を 巧 化して 么を防 ルす る ことを 巧ず。 
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II 西 馬 鈴蔡業 結合 令 こ 允一 一-- 丑年な て s 

第 5 ホの おを はを を 馬 鈴 巧 組を (經巧 組を じ 加入せ しむ 0 

一、 馬 鈴 善 ホ產ホ (生産 闽隨) 

二、 ぁらゆる 種類の 馬 § が エ阁检 

111、 おの 巧 おのが エお產 物を 生産す る 綺梓巧 米を 加工す る経窗 (お 巧 蝴隨) 

四、 食が 用 米を 除き 巧 一斑 乃至を S おにが げたる ホ 産物を 巧 引す る經を 

第 15 經巧阐 隨は豪 」 ドィッ 馬 雲 組合 中央を にが 入せ お。 

巧 巧條阐 健の 巧 おは 馬 鈴 萬 及 おめ 萊巧 にがてな 巧 巧 米を 除 さ、 第 一條に 巧げ たる 朱產 巧の 生 
を、 販資 並に 俩が巧 割 巧 刹 引の 統制 じょり 巧 巧 巧が を 維 巧す る じぁ 〇〇 

一二 五 獨逸 ミ^ク 業 結な 令 こ 九 ミ ハ 年 凹 早たち 

第 _ 隹 左に 巧ぐ る 招を はとを ミルク 菜が 合 (粋が 化合) にか 入せ しむ 0 
I 、 ミルクを 生産す る おを (を 產ホ 期隨) 

二、 ミルクに か H し 又は ミルク ホ產 物を お産し 若しくは か エ寸る おを (か エホ W 位い 
|气 ミルクを 產 みを 历 がする 経 巧 C 酣が ホ闻 儘) 

* 三酱 (1) お 巧 巧な はを を ドィッ ミルク 莱 がた 中央な じ 加入せ しむ 0 


で 1 令な たお f 巧 巧 


Cl 一) 巧 巧が な 巧 中央 會は をを 法人と す 0 

» 四 酱留庶 の 巧 おは ミルク 菜が にがけ ろ巿巧 巧が の 維持 巧が 巧みの 供 紛巧證 にあゎと す C が 
巧 巧 巧の 維持に おりて は 法が 巧 おな にが ひ 公な 及を お の 利な じ据 みてとを 巧 ふこと をが す 0 
» 五條 末 令に をく 方策が か 入 お 宵の ま乂 なるお 巧が 棋蒂 となりた る 巧を にはを 铁 中に おおな 
る お 巧を お ふべき ことを 規定す 〇賠 巧は な乂が 巧の 巧 貨 人に もを を 巧 ふること を 巧 0 
(一一) 重大なる 巧蒂は 通な 辉 巧が 休止せ しめられ、 又は 其のが 巧が 不可能 若しくは おおなら し 
めら れ たる 瑞 合に 存在す 0 

» ホ條 (こ 経 巧 組を は 中央を の お 示に 服 化すべし 0 中央を はお 巧が 合の 方策を 巧 止し 又は 
其の 施行を 巧げ る ことを 巧。 

(一 ご 中央 會は必 巧 ある 場合に 巧 巧が 合 か 拱 ホを 庶接 にみ ホすべき 命令を な 布ず，？ ことを 巧。 
g セ酱 ラィヒを 巧を 莱大巧 は 中央を の 中 化に ょり、 巧矜 ザち 巧 おに 巧して 化 巧 ある 巧 合 じは 
香ち 强制 力を 巧 用して 苗 巧の お 限 巧に がて 化された るな 令の 巧 巧が 巧を ホむ る ことを 巧。 

g 化條 (一〕 な エホ 曲 巧の 巧 巧 又は 巧資人 巧を の 新設 若しくは 化の 蘭の 巧 お巧閒 停止せ るが 
をの 巧 巧 並に S ルク S 愛は 空 設備 Q 跑設は 毀： 斬 含 輛じ おさ 許可を 葦。 粒 巧 的么巧 
あるな 合には 許 巧は とを 巧 ふること を 巧ず 0 

I 云 ハ 果實み 野菜 加工業 結 なをこ 允 i 年 +1 星ち 
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第- 條 二) 央 々巧が 巧な T 巧は ぞ なに 某 さが 合 之を おを す。 

(一 ご 本 期 巧は 巧を 巧 度が 菜 化工を 授濟 がを (巧濟 が 合 i とおす. > 

*1 二條 巧濟 がをは 本 令ぶ 定お におき 巧內巧 おのが 泣、 巧み 巧 巧の 巧 巧、 爲 出の 促進を 巧す A - 
ホに 巧 巧が 巧かエ 菜の ホを 及 化 巧 ホに tt んホを わの 巧が 及 手 巧 巧を 巧 制し、 をに ょりお 貪が ホ 化 
エ 菜の 生產 能力を が 持す ると M 時に 巧 逆む ホ お 中に わけろ ぉ 巧が 巧な エ 巧の お 位の あを なるおと 
を 目 あずを がて ち おと 寸〇 

» H 條 C 1) お 巧が なの 化な おはがを 中の 巧 巧が ホな H 巧と す。 

(二、 巧が 只を 中止せ る 巧 巧が なの おな むは 中ム巧 時の ホ 巧が 巧 ホに 粋 巧 化を を脫 おす 0 
» ホ條 (-) 提巧 化合は ライヒを おな 萊 大臣の 監 おじ 服す 0 ライヒな 巧な 菜大 居は なの 備阻 
を 個々 の 巧 合に 代理人に する ことを 巧〇 ライヒを おを 巧 乂時及 其 5 代理人は ホの ホ 巧を 爲ナ 
ことを 巧 0 * 

’ 一 、 経 巧 組な の 巧 巧 記な なかを お ま— 又は 化 郡 入を L て檢査 せしめ 柱つ 擠巧 化を の傅鹏 にお 
しお 巧が なの 一切ので 務 上の ホ 巧に 閱 する 巧 かを 来.：： る こと C 
二、 ライヒ 巧が な菜大 おが あ畔巧 おを をく ベ さ 脚 隨巧關 の 決 寡に 代を ホを がぶ し 谷 巧 及 I 巧. 
の 巧 項に 關す るか 誤を お宋 し、 ホ じ 採 巧が なの 巧 かを なて が 門 家に ょりて お査 をを さしむ 
る こと 0 

I 二、 控 巧が なの お 關 のかな 义は方 おがを が 巧 父は 公な を的养 すろ が 向 あると さ义は 個別が 濟 
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の自 曲な 巧 巧 巧 巧を す 巧に おおしを しくけ なが 又は 巧濟 がた のぞ 铁 じな するとき はを を お 
みとし 又は 巧の 巧 施を 巧 止ず る こと 0 

(二) のが 及 手 巧 巧の 巧 定に關 する お 巧が なのか 巧は お 巧な くを を ライヒを 巧な 巧乂 おはれの 
決定に 閲 ずる 報吿 をを けたる 巧 二 遇 閒な內 じ お恣を 差し おむ ことを 巧〇 せの か該は 右の 期限が 道 
を 又は ライヒを 涅な萊 大臣が ち 薪 巧を だが せず とを 苗した ると きをを おかと す〇お 溝は 巧 藻を お 
みとす 0 , 

» セ條 (一) 巧 寅が 巧な エ 菜の 斩設义 はか 菜 中の 巧 巧が 巧かエ 菜の 按巧 はが 巧 化合 お 事の 同 
意を 巧す。 

: 二〕 巧轄 ランド 官胺は 巧！ 巧に おき 化 巧なる 巧を なくして 経を が创設 され、 又は 恢 なされた 
る 事ち を 知りた ると きは 卽時 ランド 法 じょり 必 おあら. ば 巧： 祭 行か 碟 をな てを を 巧 止す る ことを 巧 
す 0 

一ニ セ 製稅業 結合 法/' 一を ニー ニ 年音ナ 音〕 

第 _條 (1〕 ライヒを 巧搂業 大臣は 閔內 ライ あ 又は 小が の 利用げ 制の 爲 ライ 巧 又は 小 あを 化 
エ する 製の 工場を 結合せ しむる ことを 巧。 

(一一) ライヒを 巧な 菜 大臣は 左のを おに 關 ずる 規 巧を 公布ず る ことを 巧 0 
一、 製め 工場 おを の 詔 巧が が 
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二、 製が 工場の 斩設义 は 巧が おめ H 巧の 巧 お 若しくは お庸- 能力の 摘 おの 謀 巧條ホ 
一二、 巧 成 おの エ 巧の 利用 筋 尚の げか 方法 

(111) 一九 S 二が 六月 十四日 附 行政の 腐闽 じがけ る 巧 巧に 對 する 大巧 巧 令 及 一九 111111 ザ t 巧 卜 
五日 附 ヵルテ" 令改冗 法に 示された る 一九 一ー ニニが 十 I 巧 二日 附が濟 的拖力 濫用 巧 緒な はとを 右の 
お 合に が 用す。 巧し 问令 策八條 にょる 巧 約が 除の 姐 かは 化の おりじ ホず 0 
第三 條 (一) ライヒを がな 菜は 本を 质け卜 '化 おなる 司 巧 巧 行かな 令を 公布す 〇 ライヒを 巧な 
巧 大臣は 又 補充 窺 則 もな 布す る ことを 巧。 

、一 ご ライヒ ま 稱な莱 大臣は 巧 じちの 樵 限を あ寸〇 

一、 か 巧 ホの 樵 巧ぶ 務及 おた の 其の 化のを 化關 巧を 規 巧し、 を おを は 法け 能力 もる ものた る 
ことを 規巧 する こと 

二、 巧 巧を 问種巧 巧の 巧が おな にな 盟 せし： C 、 任 巧の 伤 かおぶ の贿 がぶ 務も 巧のに ょる 巧を 
に反して 巧定 する こと 

111、 巧 物 巧 引に 関 巧 ある 其の 化の 粒濟 部門を おなか 化 巧ず ベネ-ゃ 度 化 おの 方を を巧定 す/ご 
と _ 

巧、 化* の 巧 巧 H 巧が 一を 巧倘中 じがて 钓内ぅ 1 が 文は 小 巧を 贿 U しか エ する 巧な 及 ライ ホ 
又は 小が に 巧して 支 媒ふバ そのが が おず る こと 
五、 化* の 巧の H 巧が ライを 又は 小 ホを 巧 おと 寸么牛 巧 わを 肚 巧す ふに 巧り 守る ベタな 巧を 
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規を する こと 

き I 條 (一) 空 條 じがを したる 浦 煩の おなじ 關 しては 乾が 季 巧の 滿 限は ライヒ 巧が 囊 
大臣に がす。 - 

(一一) を 時の 巧 施 上 生じた る 巧 巧は ライヒ 巧 巧な ホ乂 おの 巧 わる 細則 じが ひ 脚 巧みと を 巧の 
す。 

第四恼 (こ ライヒ 貧-愛 菜 大臣は 本を に 某-き 蓋され たる 語に を おした る ホに 懲 役を 
萬 ライ ヒス マルクな 下の 前を 又は その 一を 巧す る ことを 巧む るを 巧。 

(二) ライヒを 巧な 采大 おは 本 法に おきてを 布 さむる 規をじ 巧す る 渔歧を 巧 由と して おおを を 
をされ たると きは 経 替の巧 巧を 拒む こと あるべき をを むる ことを 巧 0 
(111) ライヒ 食 巧运采 大臣は がに 第- 條巧二 巧 じ おさて 公 巧され たるみな 巧 巧の 島に ランド 法 
に 裳き 巧： 巧 お 制 迫 用じ臟 する 規定を なおず る ことを 巧。 

篇五酱 本 法に 某く 處话 にょりて を じたる 巧を を して ライ おな をろ くる ことなし 0 
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第 四 編爲替 管理 及 金融 

- 外 國爲を 管理 法 ■一九 ご 一 五 年 一 一片 巧 日'} 

一九 一二 一年み 太が じがけ る こ 尹， ット • 7 ンン ユタ ルト SS 葵と してやみ な锅み 
巧つ た— 恐 巧は 等」 望に 戍籌 S 巧 1 じ ホ乂 して ゐた 短期 外 舅 ミ 会 引 描 也 お 
ホした 〇 化の 巧 時各蜗 金融 市 巧 にがては 巧 逸の な 本 化げ ルは ホ どが ぶ 的 £ お 測され てゐ たが 
大巧み？ リ巧巧 じかけ ての ィン フン ィシ ョンの ま 髮巧が ぜろ 巧を 賀 のこ ク で 巧に 9 
する 反 姐と 巨大なる おか 巧が，^ 負 巧ぜろ 巧な じかつて は マルクの 下 おけ 化の 巧 外角 巧の 巧が 
も ホす こと、 じ i つてな にな 本な 制の 巧 ルけ 巧 なぜら れ す、 之に 代つて かを 戊 巧闲な 本の 逃 
ぶ 巧 化の ほのおぶ なろ 巧蒋巧 巧が 姑が ぜら ろ、 こと、 なつた 0 
巧 巧 巧 巧に 關 ずろ 法々 は 一九 一二 一年 八片 一日 外闻ほ 巧な 巧に 輔 ずろ 巧な々 の おか W 宋一化 
一一の 年 il 月を じ 二つの 巧な か々 と 十二の 施む々 と；5 殘 なみ 巧た が、 これ ホロ-九 S1; ザ 氏 H 
二十 一一! 日 附か巧 巧 巧 巧 巧々 戍向 施むな ホに 问 ザ 六 H 二十 吉日 附み 闽投巧 巧が や 叫に ふつて が 
巧な かぜら いた。 ‘ 

こ^らの 法々 じ 王つ てむ 巧 巧 巧の 乂 巧ん がふに、 か 闲巧朽 5 か 引け 化 則と I てぶ— ょぅ ィヒ 
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スパン グ にを 中し 旦つ ホ闲巧 巧が 巧材 のを ザみ 巧ず ろ こと、 L 、 外 巧ぶ 示の 巧 ホ 义けか 田 人 
の 所せ ずる 巧 券の 資巧 、なの 取が 及 おか、 か 尚 人に おすろ 内闻义 が 手 巧 又はを の 文化、 内 ホ 
まが 手段、 有倘 挺を、 なぶ 化の 巧な 睹の曲 外.、 のを 附义は 持 參も间 がが： T 私 巧す る こ i 、 し 
てを 本 逃 おの 巧 化ん 計つた。 义 巧が 巧との が 扣協义 じ 含まれ ざるが 视外 をの 中】 九 S 1 年 セ 
片 十六 日な 前 じぶ 立した る 所 訊 巧な おけ 引扮 もな 化し 又は ホ ザ も 巧ず る こと、 した 〇 がつて 
一九 吉 一年 セ 月 十五 日な 巧に 成立 ぜ ろ外闲 人の 巧 巧 ま 示 巧が に 巧 則と して 円か おか 知 許され 
る も •が 巧椎ぶ 立の がおか 何に 化り ては がの おかに が W お 巧 ずる ものみ もぶ もた 〇义か M 义 
拂 手段、 か 巧 おみが 烘 みな 化 化のを な 曲の 取引は ほ 巧 公ぶ 巧 巧 もな てが ム ベみ 巧 私ぶ みた 0 
其、 かお 記の 巧 巧 ホ 法ん 中、 むと ずろ 評 巧なる 班ぶ 瓜 設け、 化て はを 巧 巧の なをなる 逃 州ん 视し 
たの でんろ 〇 巧を 巧 巧は 其な も 多くの 法々 の おなじ i つて 巧化輸 ホせられ たが 一九 一ーニ ー年に 
至り 巧び お ホの 法々 け お乂戍 ぜられ 二月の 日附も 化て か 曲 巧を 巧埋法 及材巧 一み 化 わを ホに 
ホ W 巧 巧を 巧が 則が なか だら れ た。 此 おじ 誘 巧した ものは 前 二 あで わつて か 巧 巧を 巧 巧 ホ 肋 
は 採み て 巧 巧な ろ 法が たる ことは すん を もない が、 がりに かおな ろが 故に 止む, 得すが 巧才 
る こと、 した 〇ほ砖 巧 巧の 阀 かなる をむ のは じげ 化れ 力 W 巧 化に おじて を 速 じ 法々 のな 正 抓 お 
vi - 巧ず ろ こ i は 言 ふを もない。 こむ が ほ 其 巧 じがても 巧に なみじな ろか 闻ほ 特化が々 とが 貼 
を 正を が 公 ホせ らいて ゐる〇 化 おにけ 化む々 中 S 1 P 二ん 化ぜ巧 出ず るに 止みた 0 ‘ 

巧 一を か闽爲 巧が 现 おお、 巧を がを 
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誰- 條 (こか 巧 巧ち 巧 巧の が 巧 じがけ る ライヒ 巧巧大 居の 巧 務及備 おは ライヒ か 巧 这替巧 
巧 局を を 行使す 0 

(二〕 ライヒ お巧乂 障は 巧 持 ライヒ 大度の 问 息を 巧て、 ライヒ 外 巧な 宵な 巧 局のを 化關 巧を 担 
制し 旦つ 巧の 局 おを 巧み ナ。 

( 111 ) ライヒ 外 巧 巧ち 巧 巧 巧は 本な 及 巧の 巧 巧の 巧 巧せられ たるみ 令に おき 巧 へられた る滿迟 
及 巧みの か I 九 11111 牽セ月 九日 附お外 义巧ま おに 關 するな がに おそ ライヒが 巧大 民に おする 煤 お 
を も 行 巧ナ〇 

(巧い ライ t 外 巧 巧 诗巧巧 局は ライ ヒス バンク 巧 巧な の 巧 念を 巧て 特巧の 人に 巧し 本を 巧 巧 巧 
令の 巧む る 制限 及 お 化のを 部 又は I 巧を ホ おする ことを 巧 0 

さ i (一) なさ 巧 巧の 巧 巧は か 两巧巧 ザ 巧 巧と を 巧ろ ホ 巧毎替 おな 巧は ランド 財 あおと 
す 0 

a 1 〕 か 巧毎替 ホみ 巧は ライヒ 外 巧 巧 ま 巧 巧 巧が ライヒ 巧 巧 大巧 ライヒ 大巧 大巧 巧 ライヒ 巧な 

な 菜 大巧 《同？ 得 5 むろ 講 ii 從 SS 巧累？ 行 ふ。 巧 奏 則は 本 璧期裹 例外を 

をめ 直つ 外 巧 巧き 巧 巧 巧に 巧して 化 巧の 例外を 巧 巧すべき 巧 限を 巧 ふること を 巧。 

(一二〕 おは 巧を 中 詔 ホが なの 化 巧、 通 巧の 居 巧 巧ず 巧を おする 地 巧の 外 巧 巧 宵 ザ 巧 巧に W 
.す。 前段の 巧 巧に 巧 ふとき 外 巧 毎 拝 事み 巧に 巧睹 巧の 巧 W 甘ざる 巧な にがては おは ペル リン 
ランド W お 度に « する ものと す。 ライヒ か 巧な 替巧巧 おは ライヒ 乂お乂 おの W をを 巧て か 巧な ま 
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巧 あ巧 の 喘或的^¢:: jt "お じ 關 ，乏 と 巧 る 班 ぜ を設く る こ と を 码) 巧き巧巧 の巧あじ關しては巧な巧 
がじ關 十る 限り じがて 一九 一一; 四が 九月 巧日附 巧な 巧 引 令 及 ま 施け S に 5 られ たるな. サ にぶ 
きな 巧ず るを 巧が 關もホ ライヒ 外 闲爲替 巧 巧な のが 則 じな ひ 其の 樵 おを かす 〇东 二條 第一 一巧の お 
巧は をを 黄 用す 0 

第凸條 (1) か 巧が 傭ぶ みみ 巧が 惟 ホの 闻 ほが ライ ヒス バンクの な 巧を 巧て をな 闯 巧を かお 
閒じ戍 ホせ るが おの 取な じ 關し巧 おせる 協を の 巧 巧は ライ ヒス バンク 义は 其の おむ る傑關 のをを 
をを く。 巧 巧の 巧 巧 じ 脚 辟して 本を 义 はがの 廚 けの なじ 發 せられた るな なじ おき 許可を 巧く る こ 
とを 巧す る JUt を 化 巧と 寸る 巧を じがて は 許 巧の 巧 限は 外 巧 毎替ホ あがに 代り ライ ヒス バンク 么 
を 有す 0 

C 11〕 巧 一巧の 巧 巧は ホの 巧を にを を 巧 用寸〇 

一、 巧 一巧 じ 巧げ たる 巧 巧の のぞの 巧 巧と なわる 化 務に閒 巧を かする 巧 巧织巧 及な のの ほ 化 
巧ネ 做の 法 巧關巧 

二、 巧 一巧 じ 巧 M たる 巧 巧の 協せ の 巧 巧と なわる 外 巧が 错ネ あの 巧が おお 間の 法が 關 なにし 
て關 がか 巧 化 巧 ホが 協を におし 同を を 表明 廿 ざるな を 0 

第 五條 かを のみ 力は 巧が を 巧機關 又は ライ ヒス バンクに 巧す るに 巧らず か 巧巧替 おなが 
が 之を 巧へ る ことじょ つて 其のみ 力を 巧 けらる、 ことなし。 

ミ修 9 案じが てぞ羣 ほとは を 巧 巧が (がち 絮 、织巧 券 等) 巧ち 巧斑證 お' 
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小切手 及モ おを 言 ふ ひ 本 法 じがて ライヒ スマ パクが がとは クイ ヒス ベン クタ 》 レ ン户ン ベン ク海 
巧な の 巧け をを 言 ふ。 

い 一一〕 本 法に がて 外 巧 ま 示 化 樵とは が撫ホ かがみなる 外阴 貨幣に ょろ 支 巧を 諧 水し 巧る 化權を 
一吕 ふ。 外闲 おが 證券 じ 巧 化せられ たるが 權は 外な お ホ 化 權と巧 化さず 0 

ご 二) 本な に 於て 外 巧お倪 證券とは 外闽人 (巧 六 巧： > の發 けした る おが 證券を つ口 ふ。 內 巧が 巧 
谋券义 はが 巧證齊 じ おき 外閔 受託 ホの 發 巧した ろ 持み 證券は 內 巧ち 巧 證券と 巧 做す。 姐た 有倘班 
巧 寄託に 巧 ナる蓉 に關 しか 网巧託 ネの發 巧した る蓉 證夕 (例へ ばが を侣 託證雙 はを を か 巧 
ち 巧證勞 とを 化ず。 

(巧：'- 本を じがて をとは お貨 となれ る 金 巧、 ホ 义はザ 製な としての がを 及 金を をを 言 ふ 0 

(五) 本を にがて 巧 金 巧とは お 引との 通常が 態に がける プラチナ 、プラチナ 金 站を言 ふ 0 

(六) 本 巧 じがて 外 巧 人とは 外蝴 じ、 み 巧 入とは み 巧に 其の 化 所 通な の两巧 又はな 巧の 巧 巧を 
ちずる ホを 言 ふ。 本な にがて 巧 化ぶ とは 1 化 一ー ニ 巧 八を 二日が 巧に がて 外的 入と 成りた る 自巧人 
を 言 ふ。 ライヒ 外 巧 爲き巧 巧 お あ 外聞な 替单お 所は 個人 かの 巧 人なる や外闊 入なる やに 關 しおま 
力 もるな 巧を なナ ことを 巧。 

、セ) 本を にかて 有の 語络莱 ぶとは を 巧と してち 巧 巧 おを が 巧し 父は おが 證券が 引を 巧ん 义は 
とを がかす る ホを 言 ふ。 

(ヘレ 本 法 じがて 爲替銀 巧とは ライ ヒス •ハンクょ ゎ あ 一ー ト九條 巧 二 巧に 巧げ たろ 俯 利を おおせ 
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られ たる 侣巧機 閱を言 ふな 

K 七 條 (こ 强制巧 巧の ぶな じよる 巧 巧 も ホ とを 本 巧に 一， 口 ふが 巧と 巧 化す 〇强制 執行 又はを 
巧な 行の 方法 じよる 處分も ホと を 本を じょ 〔ふ お々 と 巧 做す。 

(一一〕 お 們器券 《引が 請ぶ 權の S ホ じ 巧 券 勘を におす る 舅 記入の 方法に よる お 巧 も 望を 

塞に 言 ふ漫囊 QS と 巧 掌。 高雰 の 引 器莱權 S 波 殊に 請 券期定 におす る 貨方記 

入の 方を によ 么恶巧 も ホを を 本を じ 昔 ふかな 證券の お 分と 巧 化す 0 

»な (一) 3? 下にを る 蓋 Q 蟹 及蓉 令に 蔓幫 とは 羹ミ萝 は內董 よゎ 別 

のを ホ じが 博 ナベ さ 場な を 除き 外 闲爲を 巧 お 巧の 苗 面 じよる 巧 巧を 昔 ふ 0 
0 D 本を 又は 施行 令の 規定 じ ミ替を 巧く るに 非な が おぶ にがて 其の 給が を 巧し 巧ざる 
受 口にが ては 巧谣 ぶも裘 お急がけ に么 おなる 曾の 中 説を？ ことを 巧。 

巧 二を 許が を逛 ずろ 巧爲 

第九條 (一) 蓉を 巧く るじ菲 ば 爵ぞ羣 段を 基と」 了 か 聞 ぞ羣巧 义は外 巧 表示が 

猫を お 巧す る ことを 巧ず 0 

(一一) 第一 巧の 雲に -H ら ごてが 巧した る ホ 巧 支羣巧 又は 外貨 案 化 猫は 巧 巧を でく るに 
非れば とを お々 する ことを 巧ず 〇 化しな なお 衍 物を ラィ ヒス バンク 又は 巧を お 巧に 灌巧 する 巧を 
は 巧の お々 に 在らず 0 

館 十條 をの 巧 巧 巧を のぶみ は 巧が を 巧く る ことを 巧す 0 
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» 十 l « (一 一巧 巧を を < るに ホれば 巧 肉 入は 內巧ぞ み 手 巧 又は 金を ホ 巧 人 又は ホ 巧 人の 巧 
に巧茵 にある 巧！ E 人に をが する ことを 巧ず 0 

(一一} 許 巧を をく るに ホれば ラィ ヒス マルク 又は 金 マ化ク 表示の 化 巧を か 巧 入の 赁 にお々 する 
ことを 得ず 0 

» 十一 一條 許可を を < る じ ホれば 現を 巧 込、 が 巧 又はが 化の 巧 巧に 某く ラィヒ スマ パクを がを 
巧团な 巧お關 にがけ るか 巧 人の 巧 定に货 方と して 記入す る ことを 巧ず 〇巧巧 小切手 局 も 亦を を丰 
規 をに がける 信用 お 關と巧 化す。 

» 十 III 酱 (一) す 巧手 段、 おの 巧 券. 金 及 巧を W は 巧が をる くるに 非れば をを 外齒に 义は內 
巧より パ I デンが 巧 お 巧に 送 附し义 は 持を する ことを 巧ず。 

(一 1) 第一 巧の 規 おに 巧ず るを 反け 巧は 巧な 巧 毎が あ 失 じよる 雙 C とが もを を 巧 强賊巧 法の お 
塞に がける 違反と 巧 化す 0 

(一二〕 を 巧巧幣 、を 巧 巧を 拍は郵 化に よって 外 巧 じ 又はみ 巧より •ハー デンが 巧 お读に 送が する 
ことを 得ず 0 

C 巧〕 あ 一一 一巧の 戏定は 策 一巧の 巧を じ 拘らず 左の 巧な にがては をを 適 相せ ず。 

一、 のが 表記ち お郵化 

二、 稅關の 検査を 提 たる 巧 巧 闕の封 巧を なて 巧が せられた る 巧 沼が 使 
十四 酱 (一: 許 巧を をく るに 非 わば佔 用を 外が 人 じ 供 おする ことを 巧才〇 


Ml ホ扣巧 巧 SWW 


01) 外 肉れ 痛ま 5 おが ホ じ 巧巧至 装 巧 《囊 はと 5 鎮與と 巧 掌 c 

0 二、 ホを のす 拂に 巧ず る おの 巧 券 又は 巧な の 引 巧 葫乂樵 父は 巧が 筑求棉 の 許が (罔け ホを、 
資が ホを 二を 进巧倍 巧 巧 引} もがを を 倍 用の 巧 巧と 巧 化寸〇 
军 五條 一九二 二 年 七 軍 六日な 前に か巧 人の なじ 成 かした S イヒ こか ク义 はな マ" ク 
ま 示の 化 雑を 處みナ る 場を には 許可を 巧く る ことを 輿す 〇 ライヒ スマれ ク义 はを マ" ク荣乐 の お 
住 者の 伉 組に して 其の 侈 住 お 刖に 費せ る も 《にがき ホ问 じ。 

¥さ 3 誇に 在る 外 閑人 Q 內雙攀 替更 C よゎ 乂け 

.口'、 外 巧よりの ライ ヒス マルク 巧巧勞 又は 巧 巧 補 巧 巧が の 送 かによ ゎ 

か 民人の 巧に 巧.！；： J - したる 內因な 用 構 脚に 巧す る ライヒ スマな ク .又はを マ" クお 示の 化 がをおみ 
する 場を には 許可を をく る ことを 巧 ナ〇巧 便 小 切ず 巧 も ホ 本 規定に クロ ふ侣 W 機 關と巧 化す。 
.誰ち* 二」 內网 にがけ る W 産みに 十： 地 又は 巧紀 M にが 寸ろ 物が の 巧 巧 じよぶ 阴 人の 
巧に 巧 ホ」 たる ライヒ K さ ミ； 棄 sf お 孚る變 "には 許 巧を かくる ことを 
みす 0 . 

(二). 化 巧に よ 6外 巧 乂に締 がした る 支 巧手 巧に W きか 问じ〇 

第 十八 條： ご-九 ニニ 年 八月 一言が をに がて 外闽 入の 巧に 成 ごた る ライト；，" ク义は 
金： ク奉惡 的が にして 蒙 奪-后し ホ鬟替 囊更は ライヒ； ンク が寫を おがした 

る もの. (おが 斯 巧心 を お 巧す る媒 なには 許が をを く，^ ご, とを 巧す。 


化 巧 巧 巧 OW か 284 



(二〕 許 巧を をく るに ホれば おみし 巧ざる ず 巧を なて 取得した る +1 地は 外 巧 爲ち巧 お 所 又は ラ 
ィ ヒス バンクが を 巧の 訂 巧に 巧し がの 許が を 巧が したる 瑞 なにが ては なの おかに がても ホ 巧 巧を 
巧く る ことを 巧ず 0 

(一 云 第一 巧 巧を 苗 じよる おみ 制限は とを 十请巧 帳への な 記 巧 巧より 除外す 〇 化し 旣にな お 
を 終へ たると きは 巧の 限に 巧らず 0 

第 十九 條 (一〕 I 九 ザ 六 巧 九日 附巧外 义媒ぶ 巧に 關 する 法 化の 適 相を々 くる 外聞 人の 化 
楠を お々 する 場な じは 許が を 巧く る ことを 巧す。 

三 一) 外 巧 入の 巧に ホ 化 又は 巧な がな 訝卡 パの ぶが も 巧ナ媒 なには 巧 巧を々 くる ことを 巧 寸〇 

» 三十 條ハ ー) をの 强 券の 巧 却 又は 巧ぶ により 外阴 人の なにぶ ホした ろ ラィヒ スマ 化 ク义は 
を マルク 表示の 化 雑を おみす る 場な には 許 巧を を くろこと を おす 0 
:〇 1) 巧 一巧の 巧 おじ 在りて は 巧錄公 化は とを かの 巧 券と 巧 化す。 

第三 十- 條 ( 一 ) 巧进が 引 巧 じ 上場 廿られ ざろ 外闲 かが 巧 券の かなが 巧を 每 すには 巧 巧を 巧 
くる ことを 巧ナ 。巧 巧の かの 巧 券を おみ ナる瑞 なには 巧 W を々 くる ことを おす。 化し ラィヒ スバ 
ンク义 は巧替 がけ じ沒巧 するな 合は 巧の おじ 巧らず 0 
(一一) 巧 巧を をく るに 非れば の 巧 人は 巧进 がが がに 上み せらる、 外 巧々 巧 巧 券 も外阴 入よ。 わ 
巧 的に が 巧す る ことを 巧ず 〇ホ闲 人 巧の 地 人より 巧る 巧 入が 化 稀の おの お 券を お W かがに わて が 
巧す る 場な に 付 ホ：！： じ (化な、 シン ジケ— 卜巧么 に 巧 化の 巧な) 
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(ご一〕 お 宵 お 巧 菜が 巧が 門 苗 逸 銀な あな 人が け ぞ莱中 かがな さに めける を 定相媒 のが てら 
れ ざる ホの 巧の 巧 引が 巧に 闕 するな おを-レの 所巧範 図に 入る かの 證お はおを が 引 巧に 上瑞 せらる 
る 巧巧說 巧と 巧 做す。 

»= 十 I 一條 (一) 尊ら 又は 理掩的 じ 外 巧を W てぶ ぶせられ 且つ 强逸お 引 所に 上場 せらわざる 
內巧お 巧 請 ホの かな 巧 巧を 巧す 巧な には 巧 巧を 巧く る ことを 巧ず。 巧 巧を をく るに 非れば 化 種の 
をの 證券を おみ ナる ことち 巧ず 〇 化しと も ラィ ヒス バンク 又は 巧 巧 お 巧に 巧 巧す る瑞 をは 化の 股 
に 巧らず。 

ご 一) 巧 巧 人が がら か 巧に がける 化 資巧巧 引を 目的と したる ラィ ヒス マルク 又は 金 マルク 表示 
のの 闻巧 巧證巧 と 外 巧 人ょり お 巧のに 巧け する 瑞 たとは 巧 巧を 巧く る ことを-おす 〇策 一段の 规定 
の 迫 用を をく る 巧 あ 巧' 巧の 裙 がは 巧を 聞 だ 巧に めける 吿が にょ 6 か 巧 巧 择巧巧 局み 柬力 あるかを 
を 行ろ 策 二十 一條を 一巧を 良の 谋定 はを をが 所ナ。 

第 II 十 |二 條 巧を 巧 か 巧 お 巧な ながが 巧のを 款 にお さ髮 巧した ろ お 利 モ仿務 湿 海ぶ K ク リヴ プ 
こ 巧 利子が なお 雪：！ (を 巧 巧 S ホに 巧な をが にがけ る 巧 方な おのかな お得を ちす お 合には 巧 
巧を 巧く る ことを 巧 寸〇化 巧の 巧 按巧ホ 巧 お 巧 か': 义巧方 期定を おみす る 巧を には 許 巧を 受 くる こ 
とを 巧す 0 

第 II +巧 條外 巧 をが 义は闻 巧に 巧す る 持み 拖 のちな お 巧を 巧す 巧な にはな 巧を をく る ことを 
巧寸 〇か风 入の なにを ホ 义は阁 はに 巧ず る 持々 描を がみす るには 許可を をく ろ 一とを 巧す 〇 をな 
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又は 阁 挺に おする 持々 箱が お巧設 おにな 化せら れんる ときは をに 關 すろ 烘 をを 蹈 用す 0 
第二 十去酱 (一) 巧 巧银巧 じ ホざる の 巧 人は 許可を をく るに ホれば をの 进 巧を 外 巧 人より お 
巧 的に 巧 巧— 又は 巧みに ある 外阳 人の がぶ じがて 巧が する ことを 巧ず 〇巧拜 お行か 仲 巧 人と して 
巧 巧を 仲介 ナる 場合の お 巧には 許 巧を をく る ことを 巧せ ず 0 
ご 一〕 外 巧 人に よわの 网 人の 房に 巧 さる t ちの 證券への 据保憔 又は 巧を 所有の 訟定は 許 巧を を 
くる ことを 嬰寸〇 

(一 云を 一十 一條 乃至を 壬 一 療の麗 おは 其のな 力を 失は ず 0 • 

(四〕 許 巧を をく るに ホれば の 巧 人は 外が 人より おの 證券を す拂 として 巧 巧す る ことを 巧ず 0 
(五〕 巧 一巧 第二 巧第网 巧の 煤 おにあわて はを 錄巧 化は 之を を巧證 おと 巧 化す 0 

第三 + さ (一〕 內閔 人は 許可を 受 くるに 非れば 有 价囊莱 蒙た がける 外阴 人の 巧 期を 
にち 巧 證券を 巧け 入る-ことを 巧ず 0 

ご 一〕 內巧 人は 許 巧を 巧く るに 非れば 自己 又は 化の 巧 閑人 又は お 化 ホの 巧に 外 巧に がける 巧 期 
定 にもる おな 證券を 外 巧に がて 引渡し 又は 化の 巧 巧を にを さしむ る ことを 巧ず。 

(一二) 有 巧 請 券 お ネは許 巧を をく るに 非れば あの 證 がを 巧みに めける 外 巧 入の 巧期定 より 引が 

し 又は 內网 人 s § にお」 若く は外閔 よわ 賈 义は餐 こたる 幕 部 券を 菌人 Q 巧 期 巧に 巧 
け 入る、 ことを 巧ず 0 

(巧) 巧 期を のち 巧 お 巧 集 巧 巧 期 お 持み の涩渡 巧韶夕 おおじが ける 巧た 記入は をを 巧 勘定への 
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巧 託 又は 巧 託 おと 巧 做す 0 . 

第三 十セ條 (一) み 巧 巧 券 ホ おにが ざるよ 义 はおな 进券苯 者に して おか 巧への 出入を 许 さわ 
さるを が 巧 巧に めて を倒韶 券を を 巧 話 券莱ネ にを けずる 巧を にを しは 有巧韶 券の 引渡 又は 巧 託 巧 
ホに 有俩 證券のを だ 伴 ふが がは 許 巧を をく る ことを 巧ず。 ライヒ 7 こ ハンク がを 一巧 二ょ る巧吿 
にあき 無危 險の證 明を おへた ると きは 許可を 巧く る ことを 巧せ ず 0 
(一 ご 有 巧 詔 券 莱ネは 巧 一巧に おき 交け せら わたる お 巧 證券を 詔み の ホ 號ク忖 入の 巧 お 巧 巧 あ 
を附 して 一遇 質のに ライヒ K ごク义 はなな 駕 S 培 權を孚 る外闽 爲巧蹇 巧に 巧 面を け 
て巧吿ナべネ弟跨も ち寸〇 巧吿ホはホスじ關寸る記おの巧夏ろ； 5?ろこ、 5ず0 
第一 巧 及を 一巧に ょゎ 有 巧 お 券ぶ ネに逸 W せらる 品 限 及ぶ おは おお おが 巧 巧 蒂义は 株 
まを 發巧 したる ホに お， •了 も藝お 記 お 黛證蔓 は 株ぶ 及 繁利蔓 は 巧な 擊盈 海に 闕し么 
を 適用ず C 

51 十八 條 (-1) 第 九 條巧十 一條 巧 十一 一條 巧 十呈條 巧-巧 あ 第 十 阳條の 制 おはを 倘の 巧な に 
け 其の 俩が 一 〇 ライヒ K : クを 超過 サダる 支攀巧 化 煤、 有 衔囊义 は 霞 (富 お 塞に 
おしては をを 適用せ ず〇 化の 場合 前 ほの 制限に 服す る I 倾 人に 付 さ I お 月のに ホ じたる M 裙の杂 
巧は をを 一简の 巧な と 巧 化す 0 
C 11.、 ホの 巧な には 自由 限 巧を 適わせず。 

- 、 ライ ヒス マルクが 巧勞 父は み 巧を 巧の 外聞への 义 は內阴 ょり バ I デンが 巧お试 への おお 
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又は 持參 

二、 一九 111 一年 セ 月 十六 日な 前に 巧 ホした るか 巧 人の 化 おの お々 

三 一、 外資 ま 示 おおおわに おくが お 巧 わぶ のがが 

巧 有 巧 證券 巧 得の 巧 外 巧 人义 はか 闽 人の 巧に 內找人 にお L て 巧 さる-* 支み のが 付 

(一二) ライヒ か 閔巧拝 管理局は ま 阴內复 & 住所 义は裝 《《酉 所を を 寸るぉ W ズは 巧轄碧 
i ® 察を S 雲に 上 ゥ化行 Q お 急なる 么が S 5 られ たると さは 專 なく」 了 富 限を をを ぇ 
て 五 0 ライヒ K : ク學 Q 巧 因が 暮蔓 はを 種 外 S 巧に がける 菱讀を 外 巧に 持を し 巧 
へき 旨を I お 的に 許可す る ことを 巧。 ライヒ 外 巧 巧を 巧 巧 局は 聚急么 巧に おする 置 巧 蕾の 下附を 
化の 搏關 におしても 11^」 且つ 聚急必 巧に おする 證明 萬を 要せ 一。 る 例 かを 巧 巧す る、 一とを 巧。 

負 ライヒ か两 8 墓 局は 白 由 限度を 巧 求す る 巧 合には 8 义は 其® 援證明 善に 蒙す 
る ことを 巧ず る替 をが 令ず る ことを 得 0 

(五，) 巧 巧地试 のを 通に 付て は ライヒ か 巧 巧を W は授和 規定を 發巧 する ことを 巧 0 

巧 云を がの 他の 寒 巧みを ル 

さ 一十を (一) か 拽ま攀 段る 外は 表示 違は ライヒ スごク にがて 《み 又は 其の 仲介を 
招ての み 巧 巧す 揉 手 巧を 巧 巧と してを をが 巧し 义は夕 巧す ろ 一とを な 0 

(二〕 ライ ヒス バンクは か 巧す み ホ 巧 又は 外 巧 表示 化 巧を ライ ヒス バンク 又は 自己の 計 巧に な 
て 巧巧 し 又は： け 却す る 護を 化の 震 槐鹏 にを 巧す/一 ことを 巧 (巧转 が 巧)。 第 九が 第一 巧の S 
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に 爲替お 巧に がて 又は 其の 仲 かを おて 巧 おする 巧な じと をが おす。 化し 巧 巧を がちを お 巧に して 
A つ 巧の 行 巧が ライ ヒス バンクよ ゥ委 巧せられ たる 巧 おの あ 巧に « する 巧 合は 巧の 限に 在らず 0 

(一二〕 ライ ヒス •ハンクは 第一 巧の 規定の 例外を 許 巧ず ぅ ミを 巧 0 

ISI 二十 條 (一) 內团 支み 手段を 巧な とする 外 巧す み 手段 又は 外貨 表示 倪 おの 巧が お 引は をを 
祭 止す 。但し ライ ヒス •ハンク 又は 其の 指 巧した る 樓關の 仲々 により 又は 外因 毎替 事み 巧 也 許が を 
得て ライ ヒス バンク 又は 巧を お 巧と をを 括 おする 巧 合は 巧の 限に 在らず 0 
と 一) 內齒 支み 手段を 巧のと する を 又は 巧を W のぞ 期 巧 引は をを 禁止ず。 

篇 III 十- 條 (一ー ペル リン 巧 引 巧に がて 公を 相 おの 推 てらる、 外掛す 巧手 お 及 外貨 ま 示が 巧 
は 內齒支 巧手 おを 巧な として ペル y ン巧引 巧に がける お 近の お 相 巧より 巧き 巧 巧を なて 巧 巧し 文 
は 巧 巧す る ことを 巧ず 0 

ell ) を 巧 巧が に 巧し 公定 巧 巧のを めら れ ざる 巧を には 支が に 付ての 相 巧は 之を を «貨 巧の 巧 
引に せても 巧の 療 がと す〇 特別の 相 巧のを めら れ たる 瑞合 にがては をな 相 巧は を窗货 巧の 巧 引に 
付ての み 之を 逆用す 0 

clll ) か岗 巧を 事 巧 巧は あ 一巧 及を 一巧の 規 巧の 例外を 巧 巧す る ことを 得〇 

第 |二 十二 酱 (一〕 ベルリン 巧 引 巧に がける 公を 巧 端の 巧 てられざる 外聞 支が 手段 及 外 巧 表示 
化 巧は 內 巧す 巧手 段を 巧のと して ベルリンを 巧 通 券が 引條 かおを 化合のを 貞會に 巧り 資が 巧と し 
てな 誌せられ をつ 斩巧 巧に 公表せられ たる お 近の 巧 巧より 商き 巧 巧を なて とを お得し 义は資 巧す 
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る ことを 巧ず 0 

.(こ ソ ..•ヘルリン 巧 引 巧に かける を おが 巧 も 巧たず 义第 一巧に 化る 巧墙の 巧認及 公表 も 巧 はれ V ,, 
る 外が ぞ 巧手 段ぶ 外な 表示 併 權は內 巧 ぞ拂ホ 巧を 對巧 として 一方 內 巧ぶ 巧手 巧の 外 巧に 於け るを 
あの 黃巧 場と 他方 外 阅が引 巧 所在地の 通 巧の ペル リン 巧 引 巧に がける お 近の な定賣 巧 場 又は 第 1 
巧に おき 滿歲 せられた る寶巧 巧と を基掩 として 教 出せる 相 巧より 巧き 巧 巧を なて をを 取 巧し 又は 
ち 却ず る ことを 巧ず。 ライ ヒス バンクの 巧む る 相場は をを 本 規定の 意 寒に がけるな 定巧 巧と 巧 化 

す。 

ご一 ご ホ 巧な 替まお 巧は 空 巧々 を 奇の規 蒙 例外を 許す 一とを 得 0 

二圭 一條 か閔ぞ 巧ず 巧の 巧 閉じが ける 巧瑞 としては ペル リン 巧 引 巧のを お 巧 巧 又はを に！}^ 
ずる 相場 (第一 一一 壬 一條 第 r 項) のみを 公表ず る ことを 巧。 

第 111 十巧條 (一」 ライヒ お巧大 段、 ライヒ か 巧 巧 替巧巧 局、 ホ 闊巧替 事 巧 所 巧 ライ ヒス バン 
クは 何人に 對」 了姜法 又は 壁容 によ ゥ键岁 は 制限を 穿る 8 又は S に關于 る報吿 をを 
ホす る ことを 巧。 化の 巧な 帳 湖の 巧 本 巧 其の 他の 請 巧を も 要求す る ことを 巧。 

ご 一) ライヒ 経 巧 大臣 外 巧 巧を 巧 巧 養 外 巧 巧を 事 お 巧は 自己に 對 する 第一 巧 じよる 巧ち ラ 
イ节ス バンク 巧 まは ライ ヒス バンク 巧 巧 ライ ヒス バンクを 莱 巧に 巧 寸る策 一巧に よる 巧 かの 
度ぶな ろ ことを 巧ち にけ，、 てが 詔すべき けを 驳求 する ことを 巧。 

ご 一一). 一九 ミ 幸 セ 巧 主 Inw 巧 かを おに 贼 ずる 命令は 其の お 力を 巧イら る、 ことなし。 
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第 己 十 五條 (一) ライヒ 巧 巧は 特 おの 有 巧 物を 巧の お 4: る 巧 削 內に中 巧し 义は ライ ヒス バン 
クに 其の 巧菜條 かに 從 ひて 提供し をつ 其の 巧 ホに よりを をが 却し 潔 巧すべき 旨を を 令す る ことを 
得。 第一. 一十 九條 第二 巧 第一 段の 規定は をを ホ 用ず 0 
ご 一〕 ライヒ 政府は 命令を 巧す に 巧し 巧の 巧 用を 受 くる ものの 巧 巧を 巧の 巧 巧に より 決定す る 
ことを 得 。中を 又は 巧 供を 季る 物件 0 所有 ホの 2 ま 務は常 謀 物件を 自己に がする ものと して 
暑し、 又は 痛 ホ 若く は S 雲を 通じ 又は 其 他 Q 方法る； 餐咨 Q お 達を S する ホ 

も ホ 同 巧に をを な 巧す る ことを 巧す。 ライヒ 公課 戏刖の 規定 ホに 策な 一二 條な 下によ ゎ巧稅 ぶな ホ 
のま 巧を 良 行すべき 者は ライヒ か府の 命令に 基く ぶみ を もな 行ず る ことを 巧ず 〇 ライヒ か 巧は 其 
化$ の 適用を をく るち. 衍 物を 通 巧、 を 個の 巧 おの fi ほ 巧 巧 又は 巧 他 か 巧の 適を とおむ る おな こ 
よりおを する ことを 导〇 

»|ユ 十巧條 ライヒ 巧 巧が 有な 巧を ライ ヒス バンクに 巧 供すべき 旨を 命な したる 場な にがて 
(窒平 五條) 其の お 巧 巧を 閒巧お 巧 上の 公正なる 目的の 巧に 么裝 とする 義お ホは^^ 期 削內こ 
其の 理由を 說 巧した る 寒 面を なて ライ ヒス バンク Q 決定を 申請す る ことを 巧。 ライ ヒス V ノクが 

其の 目的を S 巧 姪 巧 至 夏ゥと S たると をは 冀 S 著 巧？。 其 Q 雙受 D にがては 背 
巧みは お 巧な くを をが 供ず べし 0 

¢11 十 セ 條 外 巧巧替 ザみ 巧 又は 監が 巧關 より 一を の 巧 换义は 一を 種 巧の 策 巧に 巧し 外词 巧な 
巧 上の ぷ 巧を 下斯し 巧. さる 巧の 堪面 による 迪吿 をを け、 义 なぶ 巧の が 付 ぞくは 巧 化の I をの 菜み 
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に 助す る 巧 巧を 巧す る 巧 巧を 巧す 巧の 一 較の巧 巧を お ホせられ たるみ 巧 入は 化の 菜み 又は to ® 
の采 おに 賊 しなの 反 巧に 外 巧 巧替巧 上の 許 巧を 巧す るかき 菜 巧を 巧 おする ことを 巧ず 0 

第 四 章扶法 及が 杂訴を じ 細す ろ規を 

第 |二 十八 條 第 九が 第一 一巧、 華 一巧、 華 二ち 季 四が 乃至を 壬 ハち 巧 二十 セ條第 I 
巧 及第 一一 晏 、第一 一子 條霎 第一 手 二ち を 一子 セが に 進？ るが 引は をを 無み とナ 。化 巧なる 許 
巧が をに まり 巧 へられた ると きは 巧な お 引は 其のな めょり ホ效 なる ものと す。 おみは 左の まの 不 
利な のちに をを ま おする ことを 巧ず 0 

(ィ〕 巧 引の 綺 おに 巧し 佑み のが 巧た るべき 巧 おを 知ら ざり しお 又は 
(日) か 巧に 定住せ るみ、 化し お 引の おみを 知 ゎたると きは 巧の おに 在らず 0 
藥 I 二十た 條 (一〕 巧 巧を 娶 する をが 并果の 巧ち りたる 巧な にがては を まを の j 方の 申請 ある 
ときは 外国 巧 待 巧 務巧义 はを 巧 巧關 のか 定 あるを お茲手 巧を 中 巧すべし 0 

(二〕 巧 ホ 訴訟 令 第 セち 一一 十二 條 、巧 セち 二十 吉條に 煤を ずるな 巧 対 かの 附與ザ もの 訴 にが ホ 
同じ 0 

(一二〕 申請は 巧 專に記 おする ことを 巧、 中 访の巧 巧は 巧を 口頭 辯 筑を輕 ずして 之を 巧す ことを 
巧 0 

S + 條 化み ぶが 仲 巧 8 又は 仲 巧々 対 所に がて 締お せられた るか 解に 基き 尊を？ るが 

付のを 務を餐 」 たる受 "にが 了窠 が馨擎 芋 二 巧？ g ；4 •早條 にょる おけ おのか 诺 
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は 化が なる 許可の ありた る 巧に がての みを を 巧す ことを 巧 0 
第 四十- 條化お ホが むがを 爲す 巧に 許 巧を をく る ことを 巧す るみな にがては 許可の 巧 へられ 
たる 後に 非れば 强 行を 行 ふこと を 巧ず 0 

巧 六 巧を おおを 

巧 五 +巧條 本 法の 制限 及 疑を ライヒ スごク 、姐を 金 劑引织 巧 及 巧を 雲蹇 がに 
巧して は 么を垣 おせず (一九 1111 一室 ハ 月を 巧 外 支 巧 ま 務に關 する を谁を 一條 )0 
第五 十至條 ライヒ 巧 巧は 本を 巧け の巧必 巧なる 巧が 命令 巧 一が だか 煤を を赛 布す る おおを が 
す。 ライヒ 巧 巧は 本な の 目的 速 巧の 巧么 輿と なむる 限り じがて 巧に 制限 及 祭 止に 關 する 巧 定をお 
布す る ことを 巧。 ライヒな 巧は あに 其の お 布した る 巧 巧の 渔 反に 巧し 第 四十 一 一條 乃至 巧 四十 セ條 
に 巧む る 刑 お 及 其の 化の お贾を 適用し 且か 何なる 巧闽 にがてを を 適用す るかを 命令す ろ ミを 巧 
第五 十六 條 (一〕 季六條 の 規定は 一九 吉一垂 互 一十 日な 前 及 《固 補助 巧のを $ :の堵 合に 
がて は 一九 一一 一四 年 六月 十 f 日な 前に 戍 ホせ る倪 おに 對 しては をを あ 用せ ず 0 

(二〕 ¥ セ條 第一 巧の 巧を は 一九 一二 一一 年 二月 二十日な 前に 成 ホせ る化權 、第 十 セ 條巧二 巧の 
巧 巧は】 九 一一 一二 年 二月 二十日が 前に 歸 なせる 义巧 手段に おしては をを お 用せ ず。 

(ニー〕 巧 二十 係の がをは 一九二 一 U 毕十 一巧 十一 一日が 前に 巧 ホせ るが 推に おしては 么 をを 用せ ず 
第五 十 セ條巧 一み 布吿 になく ホ 國支拂 手段 等の 義務に 脚して は 一九 一ーニ お セ 月 十八 日 附を本 
巧租积 述遐に 脚寸る ライヒ 大巧が 令に 關 する 施 巧 令は 其の か 力を 巧 げらる、 ことなし 0 
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二 外 國爲替 管理 法 第一 次 施行 令っ 一を £ き 一月 巧 5 
巧 一章 

第 一條 (一) 闽 巧に 住 巧 又は 通常の 居所を ちずる 自が人 巧が 內に 所在地、 巧 巧の 巧 巧を をす 
る 

一、 株ま會 社、 株 ま 合巧會 社、 •おお 會 社、 錫 菜を おを する お 巧 能力 ある 會社巧 お 利 能力な き 
巧 菜 組合、 有限 巧 巧會 社、 產莱巧 合、 相互 巧お會 社、 抵巧お 行、 化が 货付銀 巧 

二、 樵 巧 能力 ある 义 はお 利 能力な きお 围 、を 遣 巧財產 、其の 化の 目的 財を 及第 一 おに 巧せ 
ざる 民を 上の 巧 ほ 

三 一、 合名會 社、 を資會 な、 及 社 負が 企 策 者 奚同企 SB ?) と 萬 めら るべき 巧 似の 會か 
巧、 を 法 上の 團粗 及を な 物 

は外閔 S 事務所 Q 書面 H ょる 專に蒙 て 5 得」 又は 巧受 許可が 後に f 露と な 若 
るを 一巧に 巧ぐ る 種 巧の 有の おの お 巧を 二日な 內 ちを 奇巧窒 责〕 場所 的 巧 時 おを おする ラィ 
ヒス バンク 巧ず 巧に (直を 又は 巧 巧 お 巧の 忡 かを 經 て〕 巧 供し 包つ 巧 ホに おじを を 巧が 又は 巧 巧す. 
る ことを 巧す。 本規 巧は 有の おの 德 巧が 一 まみ ホに 付き 自由が 巧に 達せざる 巧乂 "とが もを 巧と 
す 0 

( ID 巧 一巧に おく お 巧は 左の ちの 物に 關 して 發 生ナ。 
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- 、 ホ 巧 义拂ず 巧 巧 巧 巧ぶ 示が 備 

ニ ホ 巧 入に おする 巧 巧 拳 器 船 及 化の 郁の 巧 滞に 巧し •お出され たる 手 お あ 小切手 

S、 巧 逸が 引 所に 上璧を ’1 完か i 券 ま 巧 素 房 菊 雲 
W 外 阳茜箭 券が じ .i が 引 巧 じ 上み 廿られ -I ホ 巧 秦內閑 爱節券 0 支黨般 到 ホせ 
る 巧れ 又はが な 塞 請け 巧な 巧 期 《判 ホ 甘る 元本 巧み 

五、 望號に 55 げたる も s.s わ 等" 勞た 了榮務 ホが 外阳ん ょゎ おな を學取 巧した ろ 

六、 を 

第 巧堯畜 貧ち ゎて は 空 巧に？ 華 おは 巧 巧 萬 物 S 窺 又は i 期® 蒙した る 

とき じ發 おナ。 

(二 一い 巧 一巧に おく i はが S 專が 巧に f ホせ を ゎたるを 援に 付て はおみ とな 6 た 
N き冨 限度」 脚す S 蒙 ホが 巧 持 巧 養を 一十 八 お) C 茫さ 器」 たろ かの 巧 にがては 隻 
莫 か巧賽 们 わを 尙ほ 所持 サる おむ じがて が 巧 巧 I 衛巧 をち」 雲す。 f : 

(巧) SQ 委- サる需 居 おろ ホ 糞 K 違！ 2 靈を 5 質 度 芝ぶ fw 行 寸るこ 

(五〕 巧 一巧 ホー 養 望 巧に 巧げ たる 會 巧は 拉 《上 か 巧 か 菜の すかと 訟 わらる べさ受 口と が 
も 其の 索務 をが む寸る ことを 藥寸〇 
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さ 5 (一) 內闲 入と なろ 巧は 楚時ミ 十 口な のに 慧 時に 巧が せる 巧 一條 巧 二 巧を 一巧 
力ま 巧の お 巧 巧 六 巧の かの かを み 巧 的巧特 笛を かする ライ ヒス バンク 巧 巧 巧に (がを 义は巧 巧 お 
巧の かかを おて) 巧 供し： nj つ 其のを 求じ應 じて 巧 巧し 逆波す る ことを 巧ず 〇 巧し 巧な 有の かの 热 
がが 一 ま おぶ じ 付きち 由 お 巧を 超過 甘ざる 巧を は 巧の 限に 在らず。 巧 化 溝 巧は 巧 じ 巧の 巧 のぶお 
ぶの 所有に 巧る 一切のを 巧 詔 券 巧ぶ 務 ホが 內巧 入と なる 前にが ては 巧 W をを くるに ホれば をを お 
々し 巧 ざり し內聞 人に 巧 ナムぶ 憔 になても 亦發 生す る ものと す。 助 巧 ホ ホに 兩戟及 幼 ホ ホは I 九 
一二 阿 ザ 十月 十六 日附 所得 没を 第二 十六が > 巧 二十 セ條 にあき おな 赋踩 をを くる おり にがてを を 本 
ホ 巧に 巧む ろ 巧 巧 ホと 巧がず。 

ハ ーー) 巧 一巧の 義務は 巧 一條 巧 二 巧 巧 一二 號に斯 ぐる 巧 柄物に 幽して は 萬 あぶが 巧該 巧が 證券を 
-九 111 1 ホセ 月 十二 日な 後ち を療巧 一巧 巧 二 段に 巧ぐ るお倘 わに 贼 しては ま 務 ホが をを 一九 
111111 年 十二月 一一 一十】 日な 巧に 巧 巧した る瑞 合に 限り 發ホ寸 0 

c ： l 云 ま務發 生の 瞭外 巧に ある 義務ぶ はか 巧ょ 〇 おおのを 一 简 巧な 內 にぶおを 议巧ナ る ことを 
巧す。 

さ S 三) 巧 一條、 を 一條に 基き フイ ヒス バンクに 巧し 未だす 拂 期の 到 ホせ ざるち 巧 物の 
巧 供 ありた ると きは ライ ヒス バンクは 差を ゎ 卽時巧 巧の 巧 求を 巧 化しぶ 货ホ におし 巧 巧 的 速に を 
該 あの 物の す彿 期限を 到 ホせ しむべき 旨を-を' 米ず る ことを 巧。 化の 苗な にがては 萬 巧ぶ ょ 支媒巧 
日に がける 外 巧を W てす るが 巧を を ライ ヒス バンクに 化 供し 直つ 其の 巧 ホに 應 じて •が 却し 灌 巧す 
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る ことを 巧寸 。巧 巧 おが 內巧逆 巧を がて 回 化せら る 巧を にがて 第 十九 條 による 語吿 のま 巧な き 
ときは 一一 一日な 內に をを ライ ヒス •ハンクに 申吿 すべし 0 
(二〕 ライ ヒス バンク 又はち 待 お 巧が 第 一條 巧を 二條に 基き 巧 供せられ たるち 巧 物の 買 入を が 
せざる ときは ま教寒 計な にがて 巧 謀 あな おを 巧に が 5 却し 义は資 却せ しむる ことを 巧、 資 
が お得を は資 巧ち 何物と 代位 ナ 。ライス バンクが 化の お 巧を 行使せ ざると きは 惠 おぶ はな 巧 規定 
の 旋阅內 にがて 苗該 巧の 物に 巧す る 他 0 巧な 方法を 講ずう ミを 巧 〇塞務 をが 化の お 巧 巧 巧を 講 
ぜ ざると さ 法慧溝 お 患 迪愛營 菜に がて 累な 5 巧裹 任と S 巧 •へさ 適切なる 時期に めて 

場 巧 的 S 灌 をち する ライ ヒス •ハンク 替菜 巧に おし (直接 又はな 待 お 巧の 仲介を がて) をな 物を 
巧 ホの 巧に 提供し 且つ 巧の 嬰 ホに よゎを を 蜜 渡す る ことを 巧. す。 ライ ヒス マルクに よゎ 對 巧ので 
巧に お ナる溝 おぶ の 請求 樵は 本 巧 巧を の 愛 口にを」 も ライ ヒス バンクの 1 投的 萊お條 かにより 么 
を 決定す (か 巧 爲替巧 理法 第一 一一 十 五條 )0 
含 條奢 をに 對 しては ち 一條 第一 巧の 寒務堇 除す 0 

一、 一 殺 阅隙法 ま 煩 則に 等、 相互 條件 によ 义的租 雲 除の 請 ホ 雑を 有する お 0 

二、 專巧 官史 たる 巧が 巧 其の 從が なおに して あ 巧 人 巧に して 巧を 的 猪を おせず 直つ 其の 職み 义 
はお 務な 外に 閔巧 にがて 何等の 職萊 をぶ 巧な 化の 利な を 巧くべき}^ を 巧 さぐる ぶ 0 

篇 五條 三〕 內巧 人に 對 する ホ 货奉ボ 巧權は 內图だ 用機關 にがけ る 逆は 勘を におく が莱 雑を 
徐さ をを 本 令 第 一條に がける か 巧 ま 示 巧 おと 巧 化さず 0 
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(二) 巧 廣巧义 はがな 換 巧に 對 ずる 請 ホ 滿巧保 お 巧 わ 又は お 巧 お 契 わに おく 其の 他の 巧 滞に し 
て ホ だ支拂 期の 到來 せざる もの 0 

第巧條 (一〕 ライ ヒス バンクを 菜 巧は おおのを 理 (第 一條 第一 巧、 を 一條 空 巧ピ閒 しては 
遲裙 なく 外 巧 居替巧 理法を 一一 十六 條 におく 申請に 關 しては 十日な 巧に か 巧を 巧すべし 0 

ご 一〕 ライ ヒス バンクは 第 一條 第一 巧 及第 阳巧 ホに 策 一條 第 I 巧 及第 一二 巧に がを せられた る 期 
卽を寒 お ホ 及 有 巧 巧の 一を 集 齒に對 しお 長す る ことを 巧。 

(111) か 巧 巧 替を理 巧 第 ill 十六 おに 巧く 中 請 じは ライ ヒス， ハンク 巧 巧 巧银 巧に ょりお 巧に てを 
付ず る 用 巧を 巧 用すべし 0 

(四) 當 巧は 二通を 作製して お出すべし。 一通は ライ ヒス バンクの 巧を を附 して 中 吿ぷ巧 ホに 
返付ず。 

第 セ 酱外巧 毎诗巧 理法 第 巧 壬一餘 、巧 巧 十六 條 、巧 四十 セ 巧に 巧む る 刑罰 巧 其の 化の 度 霞は 
本 令 第一 一一 おの 遼 反に 巧しても をを 垣 用す。 

第八條 (一) ライ ヒス， ハンクは 第一な 第一 一巧 巧 巧のを 巧 巧 中の 一を 巧 巧は をを 巧 供す る こと 
を 巧 せざる 巧を な 令す る ことを 巧〇 ライ ヒス バンクは か 巧 爲转巧 巧を 巧 111 十六 おにょ 6 其の 煤 限 
にがせ しめられ たるな 巧を 化の 巧魄に 委任す る ことを 巧 0 

(二) ライ ヒス， ハンクは ぶ 巧 方に 巧し 一を 期倘內 にお 巧した る 巧 一條を 苗 巧 巧の 巧 巧の ちの 
なの 使用に 關 ずる 正 法の 巧 吿を巧 求ず る ことを 留〇 
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第二を 

第 化 恼 〇) 巧を お 巧 地 巧よ ゎ. お出 甘ら ろ、 巧 おはか 巧 毎 巧 巧 巧の 目的の なじを を申吿 する 
を 巧卞〇 

Q 1〕 巧を 粒濟地 31? の 巧が かに 化づる ものは をを お 化と 巧 化す 0 

(一二) 木 章に 言 ふ 巧を お 《地 巧とは バ— デン 巧 巧 地 巧 及へ ル •コラン ドな を 除く ラィヒが がを 包 
括ナる ものと す 〇巧に 巧 太 巧 地方 巧 巧 ユング ホルツ 巧ミッ テル ベルク も ホ 巧 逸 お 巧 地 巧に 巧す 0 
第十酱 (一) 通あち易巧中閒巧みの方なじよる貨わのおか(间巧瞄巧な巧吉がレはをを^巧 
おより 除かす 0 

(二〕 巧に 左の 場合に 巧しても 巧が 蓮務 をを おす 0 

一、 化 巧に がける 巧 化 

二、 小が 巧 巧 巧 引に がける お 化 
一二、 巧 巧に 巧る 地 巧の 巧 物が 引 
巧、 爱 がおかの がち 用 巧 かの お 化 

五、 お 萬を なて 又は 巧 刷 物と して 蚕 付す る 巧 お 
C 1 云 ラィヒ ホ W 爲朽 巧珠 局は 菱 化の 例外 又は 巧吿 方法の 較满 をな 巧す る ことを 巧 0 
第 十 5 ( こ 巧 吿は與 ぶ ホ ー じより ィ巧巧 口 巧 ご 一策よ ゎが 出 巧を 巧が 蒂の お出に ぇで 
をを 径ず ご。 S は惊 出な 巧 我 かを S 米す ろ畫 Q みがに 直る、 一とを ¥0 


令 巧 施 ♦一 > 法 マ 巧 巧 BWW :! 00 



(二) 爲化爲 替巧お 道は 爆 化 巧 おを おする 货 巧の お出 ホ にがてと を 提出す る ことを 巧す 0 
三一 一〕 ライ ヒス バンクは 兴ぶ第 I を 巧 巧す る ことを 得 0 
» 十 |1« つ 一) 巧 出 ホとは 左の ホを 言 ふ。 

(イ) 貨 おを をを 又はの 聞の 仲介ぶ を おて ホ 巧 人に 巧が したる お、 同一 企 菜の み 巧す 店と ホ 
巧す 店との 間の 貨物. お 引は 本规巧 じがけ ろが 巧と 朽 化す 0 
(口い 自己の 計な にがて 外 巧 人に なわの 化 巧販巧 (委託 敝貸 一を ま 託し 父は 見本、 峡な 、一時 
的 使用 又は 見本 巿及 市場に •おがず ろな じ 送け ナ ふぶ。 

(ハ. 一 貨物を 自， J の 計算に がて 外阅 人を して か H せし むる 者 0 

(二〕 外闽人 所有の 巧 物を 巧な 外が 人の 計 巧 じがて か H したる お。 I 
(ホ) 郵便に よる 辕 化の 場合に がける 疑を 人。 

(一一) 第一 巧に 巧げ たるな 外の 巧 因に よゎ 輸出の 行 はれた る 場合に めて は ホ 网向巧 巧 堪送巧 約 
を 巧 ま 人 (船 审 ちを 入〕 と 締結した ろを 爲化 ぶと 巧 化す。 巧 送 萊務の 存在せ ざると きは 巧 十 叫條よ 
にる 巧 吿ま巧 ホを 巧 化 おと 君 化す。 

(三 ご 本 令に がて 外 巧とは 巧を お 巧 地 巧な 外の 地 巧を 言 ふ 0 

«ま|條 (一) お出 巧みな 吿 善の ィ巧 による お 吿の義 巧は とを 協 化 ホに なす。 巧 お 满は巧 わ 
妥 を 巧 一一 一日が 內に當 謀爲出 ホに 對 する 巧が 的 冥" 谁を 将卡る ラィ ヒス バンクを 莱巧 におが 巧が じ 
て 送が すべし。 
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(二〕 巧吿 により 炼出 おは 爲 山に よゎ おず るが 勞の お供ぶ が： 本な 巧 一條 一を 问 巧に tt けした る 
ものと す〇絞 出に より 提供 袭お ある 支 巧手 巧 (を 極 巧が、 巧を、 ぶ拂 お闽當 、小切手 あ 手 お〕 を お 
巧した ると きは 特に ラィ ヒス バンクに をを 巧 巧ず べし 0 
» 十四條 (一) 巧出爲 雲吿審 の口號 による 報 吿の塞 巧は をを 左のを に 課す 0 
(ィ〕 郵便に よる 爲出 にあり ては 爱送人 

(口) 巧規地 巧よりの 贷 物の お上爲 化に がて 爱送 人が を 謀 巧稅地 巧に がける 巧 吿巧關 の 所を 
地、 其の 住が 又はを 菜 巧を 有する 巧を にがては 發送 人、 爱送 人が 巧の 地に 住が 父は を荣所 
を 有せず 巧の 運送人が 之を 有ず ると きは 報吿 義務は 運送人に 思す。 

(ハ〕 巧の 化の 場合に あ 6 ては 運送人 (おが 巧 巧 人) 又は 運送 莱お のがが せざる ときは 其の 化 
のを 律關 巧に 基 さ 巧吿を 巧ず べき 時に がて 巧 巧の 占有 またる ホ 0 
(一一〕 ラィヒ か 离巧替 巧 巧 局は 本規 巧に 反して お 巧の 場合に 付 さなの 化の 報吿 まみを おを ずる 
ことを 得 0 

第 十 五條 (こお 出爲を 巧吿著 n 巧 桑 十 一條 一は 法吿 おに 之を をが すべし 0 
(一一〕 §おとしての|&=^捕を有するものはホのかし0 
(ィ) 關我領 巧より 直 おか 巧に 送られ 又は お 卜：お 送 せらる、 巧 物の 中吿 にがては】 股に 巧 巧 
巧關 

(口】 巧稅 地域を おて 痕上僚 送 せらる t 巧 物の 申吿 にけ ては 化 巧 地域の 巧拽 
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(ハ〕 おを 魚を によ ゎ « 出せら る、 なわの 申吿 になて は满行 巧に がける 巧说 

(二〕 ハンブル ダ 自由港よ りお 卜： おを せらる、 巧 物の 申吿に 付て は ハンブルグ 巧采巧 計 巧 

っ ホ) お 巧を なて 外 巧 じ お 送ず る 巧みに 付て は 差 化が 巧 局 

» 十六 條 (一) お 化 毎を 巧が 萬 n 受 による 巧吿 (巧 十 一條) は 巧 吿お巧 巧 巧に がて お 送が 巧は 
れ又 同地に がて 外 巧 人への お 送の 巧 じ お 巧せられ たろ 巧 お 巧な くと を 巧す ことを 巧寸〇 

(二) 巧 我 地 巧よ b 巧 わの 海上 お 化の 巧 合 じがて はを 吿は 巧みの 巧る 後 十四日な 內に をを 巧す 
ことを 巧ず 0 

第 十セ條 おは お化爲 替巧吿 巧の 口 巧を 巧吿 蒂じ东 された る ライ ヒス バンク 巧莱 巧に 卽時 
まなず べしり 

» 十八 條 ( 一 ) 巧 送 人 (お ザ 貧 巧とは 化 巧な ろ 按出巧 脊巧吿 苗 口お轰 十一 凌を 入手した 
るを に 非れば ホ 巧 向 お 送を 巧し 义は巧 巧の 化 巧え か ホ 聞なる ことを お 送 中に 知りた る 巧 合には 弦 
蚕を 巧搜 する ことを 巧ず。 

ご 一) ライヒ か闻 巧を 巧 巧 局は 本 我 巧の 巧 かを 許 巧す る ことを 巧 0 

第 十化酱 (一〕 お出 ホ (第 十二 巧) は每月 十日、 二十 百 巧 末日に 書 ま 菜 二を なて 巧 巧 巧 外貨に. 
よる 提出 代金 回 化 おを 巧 所 的 巧を 有ず る ライ ヒス バンク 巧 巧 巧 じ 巧吿し 且つ 巧 ホ こ 左の 巧吿 
を 毎寸萬 あを ちず 0 

(イ) 巧 供ぶ みちるを が い本令 第一 條ピ かては 篇 化ぶ がを をを けした るな 替お 行文は を 除を 
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さけた る ライ ヒス パンク 巧 巧 巧 

(こ ライ ヒス マルクのを 巧 にがては をを を領 したる お 巧 (小 巧手、 夕 みお 闻巧 茜ず) 

(一〇 ライ ヒス バンクは 著ぶ 巧 二を 巧 巧す る ことを 巧。 

さ 1+條 か 固 毎 5 U 理法 第 四 主療 、巧 四十 六條 をむ る刑筑 及が 化 Q お 面は 本 令 第 十 S 

季 一二 條季 3 が、 を 十 M ち季 六が、 季< が、 季九お 反 C 對」 了 もを を お 用ず。 

巧 己 嘴 外闽島 巧を 理法が 十 S 條の 施行 じ關 すろ 規巧 
き 十 |條 ( I 〕 ライヒ 關巧 巧の 巧な はか 闽运待 墓 法 第 十ー ニ 條の 施行を を 巧す ご 0 
ごで ライヒ 公な 令 第ち 八十 八慷巧 I 巧 第一 按の规 をは 么 をが 用す 0 

き 十三 酱 (一) 外聞に 壁れ する ホは 巧 求を 受けた ると きは ま 手 巧 わさ まが 行に 用 ふ 

る 運 お 雲 S 其楚 塞る 5 み 雲、 有霉 装、 菱は SW を Ig ? る や 否やを 申吿寸 

で、 手 荷み 及 狸 お 手段は をを 抬を する ことを 巧。 旅行ぶ は 巧 Qy 的の 巧に 其 Q 手が お 蚕の 也 
のを おを 関 かし 其の 內 巧を 示し 直つ 一切の 方法に ょる お 查に巧 力すべし 0 
(一 1〕 巧！ 巧の 煤を は 化 巧を の 同伴 ネじ 巧し とを 巧 用す 0 

第一. 壬 S (一〕 各插 のが 便 かを 託送し 又は 巧 道、 船 巧、 お 空 其の 化の 運 おがを なて 巧巧乂 
は 手 巧 わを か 巧に 向け 託を する ホは 巧 ホを をけ たると きは 送 か 巧 中に す# ホ 巧、 お 巧 證券、 を 又 
は 巧を 巧の 存在ず る や 否やを 申吿 ずべ し、 を 壬療を 展あ窒 屡の 巧を はを をが 用寸 〇お査 
は 送け 物の がを 中と 雖も をを 行 ふこと を 巧 0 
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(二〕 申吿の 受理 巧 お 査の權 おは 第一 一十 一條に 基き 監督を 命ぜられ たるち の 外 巧 巧 局、 獨をぅ 
イ t 资 道ぶ 其の 他所を ライヒ 大臣の 指令に 從ふ 公共 爲 .送 機關 、巧 逸 ライヒが 道を お 中央 局、 又は 
所管 ランドを 商官 おにが ける 送が 物の 引を 及 おを に從 事す る 職な もがを を 有ず 窠 二十 五條 )0 前 
おな 貝は 申吿 又は 檢査の おおかが 爲转巧 理法 巧卜 111 おに 巧す る 遙权の 疑 あるときは 蓮 反の おんる 
送 か 物を 巧を し 且つ 遲淹 なく 第二 十 一條が ちの お义 はお 巧 的 總を おする を 巧 及 保安官に おが 
寸 べし 0 

第 = 十四 酱持居 貨物の かが 巧爲 をを 委託 せんとす るぶ は 巧 造 巧 巧みの 日を おし おくと も 111 日 
お前に 巧 巧規關 に申吿 すべし 〇お關 は荷进 及な 込の 間 お 奄を巧 ふ 愧肢を おす。 を lltl 一條 第二 一段 
の規 をはを をが 用 チ。 

第一 I 十 五條 第一 一十 一條 巧 至 第ニ ト阳條 の あけに 化' 史 なるお 令は 巧を 単 巧に 付て は ライヒ 大が 
大臣の 同 息を 巧て ライヒ 巧が 大 民、 ライヒを 盛大 巧、 巧を ライヒ 錢道會 が 中央 局 又は 巧 巧 ランピ 
をな なお 之を 發し 其の 化の 巧を には ライヒ 乂お 大臣を を 發ず〇 

さ 王 ハ 條か拽 舅 巧 理法 第 §： 十一 一 一條、 巧 w 十六 旗に S ろ 刑罰る 其の 化 S 巧は 化の なけ 
がが に 軍き 刑 剖を 定めざる お， リ じがて 本を の規 おじ 對す るを 皮に も 之を を： 5 す。 

第五 章 

窒一 十五 g (一) 一九 三 一二 年 一 さ 子 六日 附巧外 化お冨 ち訟 巧に 關 する 命 八" はおの 教を 
巧？。 . 
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ご 一) か 闻ぞ拂 手段 等のを 一み 布 おじ おく 溝 游に關 しては 一九 111 1 ザ 八 さ j 十 丸 円 窒ーホ 避け 
令 第一章 あ 一九ニ ニ ホ 九月 巧 日附第 w み 施行 令、 か 巧ぶ 媒ホ段 等のを 111 ホ 布吿に 基く 菜 あに 關し 
ては 一九 一二 一年 十ち 百附を ハみ 蠻 な 令 第一章 あ 一九ニ ニ 畢二巧 十八 日附第 十み 施行 令を 哀の 
規 巧は 其のみ 力を 妨げず。 

第 云 十六 g SSS 法羣 一十 八囊 二變莫 一 揉 羣黃 窒展 QS に菱 して 行は 

れ 、旦つ 一九 11111 お 五月 二十日な 前にが て 法律上を かとな りたる 裁判上の 決を は 其の 效 力を 巧げ 
ず 0 

III 外 國爲替 を 巧 法 第一 一ー ホ 施 巧 令 一を 5 年 壬 1 H 1 日) 

巧 一黄 

一九 一一 宝を 一月 四日 附ホ 閔賽巧 理法 (外 闽巧養 巧 五十 五條に おき 左の かくを 葦。 

第- 條 (一〕 ラィ ヒス マルク 巧 行 券 r 外 巧 巧 替法巧 六條巧 一巧〕 は 許 巧を をく るに ホ^ば か阁 
义はバ I デン 保 巧 お 巧ょ 6 內岗に 送 附し义 は 持を する ことを 巧ず 〇 巧し ラィヒ スマ 化 クお行 券が 
ホ 巧 人の 毎に 巧 巧 期 巧の 巧 方に お 入すべき 巧の 抱 巧の 下にの 巧侣用 巧閒じ 送が せられた る 巧を は 
巧の おに 巧らず。 巧 便 小切手 材も 亦と を 本烘定 にがけ る侣 用巧關 とあかす 0 
(二〕 巧 一巧の 規 をは 同巧關 巧な にを 4' るが 入 巧 止を 含む 〇本 規定に 巧す る 空 反は をな 行 巧が 
お 失に ょる 巧 合と 巧 もとを 禁制を 反と 巧なず 〇 巧し 巧 入 おかか 巧乂 にして をつ 化 巧 おとして 法 
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券を 持る したる 巧 含の 外お乂 ホは 同 巧 關巧巧 巧 巧 111 十九 條 による お 入 ライ ヒス マルク おけ 券の お 
巧を 巧 ホす る ことを 巧ず 0 

(一二) 巧 一巧の 旅 巧のを 巧 じ 巧ず る 稱關は 太 規定に 違反して 外 巧 人 又は バ— デン 巧 没地媒 より 
送付 又は 持を せられた る ライ ヒス マルク 银行 券を 巧 化せず してを を ライヒ 外 网巧育 巧 巧 局の 指定 
せる お閱 じがけ る 供託 期 巧に 巧を むこと を 巧。 

第 I 一條 (一) 巧 一條 巧 一巧の 巧 止に 違な して 外 巧 又は， ハ I デン 巧 視巧读 より 送け せられた る 
ライ ヒス マルク お 行 券の ま 取 人は 巧 巧を 受 くるに 非れば 自 d 又は 他人の 巧に 巧 痛の 皮け 又は 巧が 
貨 付、 贈與 として 又は 其の 他の 巧が 的 巧 由に おいてを をを 巧す る ことを 巧ず。 

( 1 1 ) 受取人は 受送 人の 巧 巧巧署 ちを 知りた る 場を にはを を附 して I 二日 なみじ お 巧 夕の巧 巧を 
所^ 閑 巧 巧 巧 巧 巧に 巧吿 すべし。 外が 巧 转巧巧 巧は 銀行券を 巧收 せず して お 送し 又はみ 閑 お 用 

巧腳 にがけ る； W 勘定 又は ライヒ か 闽房锋 巧 巧 時の 巧ぞ せる 樓關 にがけ る 供託 勘を にお 込む こと 
を 得 0 

011) 銀行 おの 受取人 又は お 巧緣 のを 巧 人が 持 タタのを 巧に より 夕拂を 房した ふ ホが お 斤 券の 
•外が より 持參 せられた る ものなる ことを 知り 又は 知り 巧べき 带が にもり たると きは 巧 I 巧 巧 巧 二 
巧の 規定は 持を せられた る ライ ヒス マルク お 巧 券に 對 しても をを ザ 巧す 〇第 一條 巧 一巧の 規 巧に 
把し 內 巧に ちる 外 約乂に 巧て 送付せられ たる ライヒ スマ" ク銀巧 夕 も ホ 本 法の 息 巧 こがけ る 持を 
せられた る ものと 巧 化す 0 
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«l 二條 ライヒ 巧 巧 逸 ライヒ 巧 巧 巧な の ホ 按巧關 は 許 巧を をく るに ホれば ホ gr 及バ— デン 巧 巧 
地 巧 じがて が 巧义 はがの 他の 巧 か 巧 山 じ おさ ライ ヒス マルク お巧夕 を々 巧ず る ことを 巧ず 0 
第巧條 巧 一 一條 巧 一巧 じ おむ る鸿 なじな ては ホ 巧 巧 待 法 巧 一二 十八 條の規 巧を ホ 用す 〇么に 反し 
•を 療窒 奇巧窒 一條の おおは お 引の み 力を 巧げ ず。 

第 五條 ( 一 〕 外闲 巧を 巧 巧 巧 十二 條 、巧 阿 星陳 、巧 阿 十み 慷 、巧の 十セ條 にを むる 刑 飼 其 
の 他の 處贸は 本々 第一が 巧 巧 一 一條の 違反 じ おしても をを 適用 寸〇 
(二〕 巧 一條のに 對 す〇渔 皮の S 口にけ ては 外 巧 爲锋巧 巧阿卜 五條を 一巧 窒属 、巧 巧 巧 及第 
五十一 一條 巧？： 巧の 規 おを をに 巧 用す 0 

巧 二が 

第ホ條 (ご 內巧 入が 巧の 住 巧 又は 通常の 巧 所を 外 巧に 巧 巧した る 巧 含に がても 巧に 外 巧 毎 
き法义 はお 行規 巧に おそ 巧な 巧 閑人に 適用 せらろ、 制 お 及錶ム はを 佳 刖 にがて 常な 制限 巧 巧 止の 
適用 ありた る 有 巧 物に 關 しては が 巧ず る ものと す。 化の 巧の 有な 巧の 货巧 お得を 又は 化替 なに 關 
しても 亦 同じ。 制限 及 巧 化は は 化ぶ が 移住の 阴に めて 巧ち し义 はが 化の 隙 巧が したる 商な 巧 
を 菜 上の 巧巧權 にも 之を 巧ぽ す。 外が 巧替 おお 巧は 個々 の# に對 しれの がの 卿 限 あお 止のを 巧 又 
は 一部を 免除 ナる ことを 巧。 

(二) 巧 一巧の 規 巧は 總 のが 一千 ライ ヒス マルクを 超えざる 冀 巧ぶ のをの 物に 對 しては とを 蹈 
用せ ず。 一九 一一 一 五を す w 日 群が 爲宮巧 端な 施行 令を 一條 第一 巧 望 一段の 規巧 はを をが 用す 0 


♦巧!*々 ミ*! ホ 巧 SW ベ 308 



30 り 々巧 法 巧 If 巧 


巧 一巧の 規 巧は 巧に 移な ホ 其の 家族 又は あ 化 前 おな ホと お 同の 世 巧を をみ たる ホの お M 巧 巧 及が 
の 化の 自夕用 巧が^ じ對 しても 么 をを 用せ ず。 

巧 セ 條か巧 巧 替法第 阿 壬 一條、 巧 四十 五條、 巧 四十 セ 俺に 定 むる 刑莉 其の 化の お 置は 本 令 巧 
六 俺のを おに 封しても をを 適 巧ナ〇 

巧 S 巧 

第 八條本 令は 一九 一二 五が 十二月 六日ょり 其のみ 力を 安 ホす 0 

四 外閨爲替管巧法第四次施巧令 (,品一；巧|^け) 

一九 111 五 ザ ニ月 W 日 附か巧 巧 おを 理法 五卜 五條に 基き 左の かく 命令す 0 
巧- 條 外聞 巧 梓を 理法 じ關 する 一九 111 五 年 十二月 一 曰附を 一ー ネ施巧 令を 八 條を屋 としてを 
の煤ぞ をが 補す 0 

「第二 韋の巧 おは 一九 111 五 年 セ 巧 一日な をに がて 巧の 住所 义は迪 巧の 居所を か找 にお w したる 
ぶじ 巧しても とを あ 用ず」 

« 三酱本 令は 公布と 同時にが のな 力を 虽 生す 0 

五 外 剧爲替 管理 法 第五 次 施行 令 ( i ;1 巧 詰 ミー 

一九 ill 五 ザ ニち 内 日 附外阳 巧 待な 巧 法 巧 五十 五が にお さおの かくな なす。 


第 5 外 巧 爲诗管 巧 法‘ に關 する 一九 一二 五 ザ 十二月 一 R 附 巧ーニ ネ 施け 令な 一條 乃至 巧 五條の お 
をはみ 聞補閒 ながに 對 しても とを が 用す 0 

第三 條か阅 巧辟墓 法に 關 する 一九 111 五が 十二月 一日 附窒 ーネ 施行 令 第一章 及 本へ 冕 一條に 
基き ライヒ 外 巧 毎 替巧巧 切 巧 巧の 樓閱 にがけ る 供託 勘を じ 振 込まれた る ライ ヒス バンク おけ 券 巧 
內闻 補助 巧が の 利用に 關 しては ライヒ 大巧 大 おの 巧を を 巧て ライヒ 外 尚 巧 冉巧巧 局を を規 をす 0 
第 1-1 條 ライヒ 外聞 毎替 巧理 局は 自み胆 巧 C か 尚 巧ち 巧を 一一 十八 お 3 を-をの 法が 行爲 使用 目的 
人め 範巧巧 巧 巧 地 巧に 巧し を用廿 ざる 旨を 命令 ナろ ことを 巧。 

巧四條 其のを 巧 又は 一部を を 又はせ を おを なて 装を したる 卞巧品 又は 製 おにして 通を 化の 種 
の 金 放ょり 製を せられざる もの も 亦を を ホ 巧 巧を 巧 巧 法 巧 十 S 巧に がけるな あがを 苗と 巧 かす 0 
« 五條 (一〕 內尚 人が 巧の 住が 义は迪 巧の 居所を か 阁に移 W したる ときは か 巧 爲替巧 又は 巧 
行 令の 制限 巧 祭 止は 巧 住の 時 移住 おにがし たるま 作が 又は 肢 樵の 巧 巧が 巧を 巧 化な 金に もを を 及 
ぼず、 著作 おとは 一九 一 0 重さ 壬 一日 附 法が Q 喜に をる タザ 及 昔 お 作囊作 おに 關 する 

一九 0 1 年 六月 十九 日附 をが におく 拖巧 ホに 一九- 0 年 五 巧 二十 二日 附 法が の义言 にがけ るを お 
美 巧 及な な 作品 巧 作 おに 鹏 する； 0 セが 一男 日附 をが に 基く 義を昔 ふ。 版？ は 1 九 1 0 
お 五月 二十 二日 附 法律の 义 言に かける 一九 0 1 年 六月 十九 日附 おおを のを 用を をく る出肢 がわ ホ 
に發巧 人が 代理人た る 出が 巧れ に 基く お 利を 首 ふ 0 
ご 一) 巧】 巧の 巧 巧は 結の 巧 一千 ライ ヒス マルクを おえざる まなおの ち 巧 おこ 巧して ょを を 巧 
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用せ て 善 巧 ネが外 巧ち 替管 巧を に閲 する 一九 111 五が 十二月 一日 附窒ー ス宛复 票 六 僚を 苗 第 
一段の 規 ちに 基き 免除を 要求 ナる倚 額は をを 前 巧 一千 ラィ ヒス マルクの 中 じを 入すべし 0 1 九 =1 
五を 一月の 日 赞巧爲 转巧斑 法に 關 する 施行 令を 療第 一項 第一 一展の 規定は をを ザ 巧す 0 
第 さ 外网爲 转巧秀 十一 一條、 巧 軍 五條、 巧 巧美條 、巧 四十 セ おにを むる 刑抗及 其の 他 
のが 窗は本 令 巧 五條の 違反に 對 しても をを お 用ナ。 

第 セ酱本 令は 一九 S 六が 六月 一日ょり 其のが 力を を 生す。 

ムハ 巧當 貸付 利子 法 こを 一 H ハ 年 セ さ 一日〕 

ネ 法は 一九 一二 五 年 一月 二十四日 附な州 巧 期が 子 引下が 化 法々 同年 二月 二十 セ 日附な 巧が 子 
引下 巧 化を の 適用 お 巧 かじ わりた ろ お 的 巧 巧 巧 付の が 子 引下 規定した もので わる 0 

一九 一二 五 年 一月 二十 巧 日附 ホに 一一 巧 二十 セ日附 法が にち きを 巧せられ たる 巧 息 的巧モ 引下の 進 
巧に が ひ 長期 A 地を あのが 痛閒に 貢って 利モは 現下の お巧悄 おに 適應 せる 遊な ホに を 巧 下せられ 
た。 かふる にみ 數 伉滿ネ 就中を か 巧を 造 物は 其の 担 お 巧が の 巧 子方を を 法 維に 巧む る おが 迄ち 爱 
的に 一; 滅 せしめた 〇 ラィヒ 巧 巧は 未だ 其の 巧を 貧が 利子を 引下げざる 伉權ネ に對し 化の 化 樵ネの 
例に 從 ふべき 旨を 窜吿 す〇お まぶ 11 に 適を 利子に 關 する 意見の 一巧を 見ざる 巧 合に がても 公正な 
る 利子 期 制を 可能なら しむべく 常事 ホに 巧し 巧 判 巧の おわ 巧ぶ 手 おを 供 巧す 〇 この 巧 由に おさ ラ 
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ィヒ巧 巧は々 の 法 巧を をめ おに 之を 公 化ず。 

第-巧 協を による か モ粹が 

V .1 : 本 法 施行の 際 巧みの 十； 地に 巧す る 巧 巧销を 3? て おが せら H たるが 補の が 巧みは 巧 一二 

が あ 策 巧條の 特別 煤 をを 例外と して —— 巧の 巧按 ホとの 協を によ も 利で を-が お 巧が おあみ 佩の 
場合の 特ホホ 怡 にお 合廿 るが 迄 引下ぐべき 義務を おす 0 

こ D 策 一項の 規ぞは ± 地を据 によ^を が 甘ら る、 俄 雑 あ 十-巧 負 巧に をを 巧 用す 0 

第 I 一條 裁判を の 巧の 助を 

(一.;- お當 なる 利子に 關し 常事 者 間に 寂 見の 一巧を 見出し 巧ざる ときは を 判ち は 中 請に よゎ 巧 
定を 仲介ず 0 

ハ ニ〕 協を が 巧 判を の 助成に よる も尙ぶ ホせ ざると きは 巧 判を は 本 巧の 施行 せらる、 おりに が 
て价權 ホの 利子 請 ホの おな 限 巧た るべき 適を 巧モを 決を すゥ 

S 一い 巧 判を の 決を は 中 説 提出を の 期 牌に 巧し 义巧 はる V き 利子 巧のを 準た るべ さものと して 
が モぞ拂 期日に おはる ことなし 。みお 巧での】 なの もが 中說巧 出を の 巧！！ じがて 巧 巧と なるお 合 
とが も 巧 判ち のか 定 はを みお 巧に 巧し おみと す 0 
さ 二 •例外 

(一〕 巧 一巧 巧を 療 のがが は ホの 巧な にがては をを 迫 用せ ず。 

一、 を 巧 ± 地を 常巧 付を 目的と せざる な 律 巧 毎に をく 巧が 及 ± 地 なお 
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二、 ホ ほ 擔がじ 供せられ たる ほお 及 セ 化な 巧 

ご 1、 一 九 一二 五が 一月 二十四日 刺 ホ じ 二月 ニト ヒ目附 法が 及 一九 sfi ホと 月 十七 日附 命令に 基 
き 其の 巧を 巧け 巧 モを粹 巧した る侣 用が 湖の 衍 箱を - R 唯 負 巧 
巧、 巧の 化のを 菜に して 巧が 巧を 款 じぞめら れ たるが の 化 おの 巧 巧み にがてを 期 お 用を 供 巧. 

し 且つ 巧 おのを をに 化する もの、 巧が 及 十 •巧な 巧 
五、 ラィヒ、 ランド、 化 方 巧 巧 及 地方 苗な « なの 巧が 及 +! 地る 持 
ご 一) 巧 一巧 巧 一巧 巧 巧 五 巧に 巧げ たるが 巧 ホに もりて は 巧 巧 利子の 引下の よだ 貪 巧せられ ざ 
る 限り じがて をを 本 法の 現を に 從ひお 巧すべき 育の 監巧官 おのが 證を化 巧と す。 

藥四條 巧 巧が 猫に 巧す る 特別 規則 

(1 ) おの 巧 おぶ ホ 化な 沿に 巧す る丰 巧の 巧 用は を ホに、 ん f ' を A られ たるが 巧 巧が をな ゆる 利 
子を 巧の 利 ホを 引下ぐ る 巧な に 限りを を 追 用す 。巧し 巧の 巧た とお も ほおぶ の 巧 ゎたる 資本 規失 
に 巧み 係を なが 利子を 巧を ならしむ る お圳の 公正 巧 もんる ときは 利子 輯 がをお 求す る ことを 巧 
ず 0 

(二〕 る 個の 變 口にめ て 巧に 通み ホを 巧 呼る 巧の ホの 毎が みぶ じ 巧す る巧モ 引下の か絕 がす 常. 
に 巧を なる 巧 合に 限 ゎ 巧 一 おにを むろ 巧が のがの 巧 推の 巧ぞ はを がの 巧む る 巧 巧 利子な 下に 引下 
ぐる ことを 巧 0 
第五 酱中藉 の 巧 化 
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こ〕 巧 判を の 巧の 助成に 巧す る 申 おを 提出し 巧る ネ はが あを 巧 据 せる ± 地の 巧な ぶ、 人的が 
巧を 又は 巧な ホと す。 

(一一) 巧轄權 は囊判 所に W す。 中 おは巧 をに 供 ミれ たる ± 地に 對 する 孟巧 S 備‘ 、もる 

濃の 费判所 ii 畫證 すご。 霧篡 にを 一」 はお おに 襄堇 けたる お 致 判 巧は 述巧 @ を 

わかたる ± 地に がきても ホ 巧の® 煤を ちす 0 - 

» セ 條上吿 

( r ) 囊判所 Q 決定に 巧」 了は 黨 上吿 にょ 6 識 中を？ ことを 巧。 寶上吿 じ 袖す る 
決を 遙 方致鬻 之を？。 吏 ii 上 賛幫へ 2 度 重 巧享〇 

第 十 I •法定代理人、 巧託董 公共' 翼 

(こ 巧權 おの 法を 代理人、 他人 お產 のを 託菱其 化の 管理人 並に 巧を 人は 巧モ をな なに 適を 
牢 にを 引下ぐ る ことにょり 蹇囊 にを だナる ことなし。 

(二) ラィヒ、 ランド、 地方 豐 、地方 護 巧た 晏の 化の 公を 上の 留隨 はが モ 引下に 關 する 
巧を 協定を 成立せ しむろ 爲么に 反ず ろを が 法 上の 規 おにを 反する ことを 3 « 

美 十三 條反對 巧を 

( 一 〕 本を 15^ 一 適用み ざる 旨を をめ たる 巧 前の 協を は 之を おみと す 0 

ご 一) 巧 子 引下が 巧 巧 ホに 巧 萬を 巧 ふろが かき 協を は 本 法に あく 利子 巧 巧に 封して ホと を 巧 H 

享〇 - 
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第 十乙條 確を 判決 及 巧が 手が に 對寸る お 巧 
(一) 確を 判決は 本 法の 適用を 巧げ ず。 

こ 一〕 倚務 おか 本 法 巧 五條に ょる 申請を 据 川した ると きは 巧な 手 おの 終了 迄お沒 中の 訴訟 义强 
制 執行は 五々 を 超 ゆる 利子 請求に 關ナる 限りを をが 止す る ことを 巧 0 
第 十 巧條本 法の 施け 期 倘あ施 巧 

(一) 本 法は 一九 111 九が セ 月 一日を がて か 力を 失 ふ。 

a 1) ライヒ 司法大臣は 關巧 ライヒ 大 民の 同を を 巧て 本 法の 巧け 巧 補充に 必耍 なる 法律 命々 及 
行政命令 並に 巧に 適を 利モの ホに 闕す るが 則を 妥 布す。 化の 場合 關巧 ライヒ 大臣が 必耍と 斑む る 
ときは 本を の姨 をに 違反す る ことを 巧。 

セ 公 倩 利子 引下實 施 法 (一を S 年 一一 さ革モ S 

ライヒ 政府は 左の 法律を 巧め 巧に をを 公布 ナ。 

第- 酱 (一〕 ランド、 巧 方 闻巧研 合、 地方 齒隨及 目的 化合 (例へ ば 上部 シュヮ I ベンな 為 巧 
菜が 巧が 合、 H ム シュルを 巧紀 を、 シュ レス ゥィヒ •ホル シュタイン 巧氣巧 合、 ル ー ル 巧 巧地昭 
移： M 合) 發 行の 六み 上の 利子 か 巧 お 證蒂及 巧 券の おお ネに 巧し 一九二 一で ザ 円 月 一日な 巧 其の 
利を をが 巧み 五が に 引下ぐべき ことを なにが 巧ぶ に 巧寸 るみ 巧 力を W て提 おす。 

(二) 巧一巧のを巧にがけるおあ證巧には巧與貧付1^^¥<ず。 
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ill 一條 巧 案は 左に 巧ぐ る ものに 巧ばず 0 
(ィ) 巧 巧が 務 f;I . 

(〇 外闽じ 於て 受け せら.；：； たる W お馨 、外 巧の 义赛 •庭を ぶ 示し 又は 巧 本 巧で 巧を ホが せ 
ら る、 驚霉 は外閔 にが 5 巧 せら.；：； たる も e と 巧 掌。 斯叢解 S 公 取引 卜苗を 許され ざ 

る 憤務證 おはか 巧 じがて 發 巧せられ たる ものと 巧 化さず。 

(〇 妥巧未 併ぷ黛 Q を 部 又は 五 割 Sf 上が I 九二丢 、 ~ 九 II 一六 さ 九 I ニ セ ザ 曆¥ に 巧 期と 
なわ 又はす 拂養協 累期製 過に よわ！ 九 二 一八 辭 年中に 遺 期 Q 到 來寸る 化 巧 巧 3 进 券。 

〇〇 巧を 地方 闽巧 借替闻 巧、‘ 一九 n ニニが 化 巧 二十 一日 附化义 W 随 借ち 巧) の 化 お 證蒂/ の借宮 
おおの 巧 巧せられ たる ランド、 地义 幽惊稅 なを 地で 视 巧の 化お 巧が 巧說 巧、 化の 巧の i 霜 巧 及 
ぶ-巧に おしては 特別のを が 規制を 施行 ナろ こと あろべ し。 . 

(ホ) 本 法 施行 巧 日を に抽 巧の おお 一九 兰 五が ザ 中に 巧虽 せらる I こと I な もたる 化 巧タホ f 巧 
證券 

第吉條 W 撫ホが 十日の 巧閒 《に 巧 案み-絶せ ざろ ときは 巧 案の ホな をた る ものと 打 化ず。 
巧 巧のを 巧は ラィヒ 法令を 巧に よる 本 法を 布の 絮日 よわ 始まる ものと す 0 
第四條 巧 舅は 巧 おを 汝諾 甘る 化が ホに 巧し 化稱霉 のが 面の 二み に 巧 字る 一時が なをを 

义巧 ふこと を 葦。 をな 巧 fs 達 一奎 五莫 5 子 易 •を S - た襄護 S か寸る 

巧 化と 共に 现 ホを w て轻ナ ことを 巧す 0 
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第至锋 ほ巧證 苗の 巧 巧 ホが 巧 子の 一な のぶ 巧を 巧 巧した ると そは、 をな 支靖巧 巧 協を は 巧 お 
(5 條) を ホな せる 巧稱 ぶじ 巧して は 一九 一二 五が 四月 一日が. をの 期閒 にけ きす 瑞はミ ま 巧 子 
に關 しては 其のみ 力を 失 ふ〇类 おを ホな せる ほ備 ホは 一九 S ぶ ボ巧月 一日な 巧の 期 削に 巧み 五が 
の 巧モ巧 巧四條 による 一時 巧 巧を をを くる ものと す。 

第ホ條 (一) 提案の ホ 巧は が 巧 器 巧 又は 巧 券を 供託した る卜 ：化货 ぶじ 巧し 化销 ホの 巧 面に よ 
么逆吿 じよつて 居さる I 場合に 限りが みとす。 ポ '絕 の； 化吿は 侦巧进 .巧 文は 巧 券の お號 (窗 巧、 化 
及が 鼓) を 記が 寸る ことを： 要す。 

(一一〕 拒 巧の 逝吿 及が 務證巧 义は活 券の 受領 じ蝴 しては を 謀 併 栽證巧 义は 證券を 爱 巧した る拽 
關其のおおを有ず。 但しバィエ ル ン±化関藥定期を化なじ去。てはバィエ ル ン±化閒0;^ち巧を巧 
關 、目的 組合に ちりて は 組を 自ら 巧の 谋 限を あす。 

all ) 通吿あ 供託 ナベき 使稱 證茜义 は？！^ を 期！ 1 ( 望 一矮內 にが 巧を なて 妥送 したる とさは 拒 
お 巧 制の 進 守ち りたる ものと 巧 化す。 

(四〕 外 巧 じ 居住す る併換 ホは 巧 速 巧の お ホな 巧 外交 巧 又は 巧が 巧 じ 巧し' 巧 面 じよる 迪吿を 巧 
扣し 瓦つ 巧 お 證巧义 は 巧 券を おけに 供託し とを 巧 謀 £1^ 宵の 爲 じが 巧せ しむ ふこと によ ゎても ホ 
巧 案を 拒 巧す る ことを 巧、 化の 浦の 巧 雑ぶ の 提お拒 お 期 糊は ほ椎 ぶが 歐 巧円义 は 地中 おにが する 
巧に 住所を 有する ときは 一ー ト日 巧の 化の 巧な にがては 級て 四十 日と す。 

篇セ條 巧な ホのを お 代 巧 入 及 他人の 巧產 のを 巧入义 はが 巧 人 又は 其の 化のを 巧 ホは おおを 巧 
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おせざる ことによ ゎて 其の ま 巧に を 反する ことなし 0 
第な 倍 用 谋 脚が 巧 お 巧-., 巧 お 券の 手が をを 巧ち 出 地む 巧の 琴れ 巧 公を 迸 化に 巧す るが ぉ 
の 憂の 毎に 第した— なに かては 裏— 證お is 利モ 節約が の 驚に 關 してけ ラ^ヒ 
結寞 おが 所？ ィヒ 乂おの村 蔥を 巧て 特別 おちを お 布ち さ， S 。 一九 一二 睾 一月 ニト巧 日が ぶ 
用 お 關利モ 引下 度 施— セ 雙蹇蟹 基に 補菱 毎に 曼甚ら ミ— 巧^ 
を S 用 t 

第を 三) 憤 i 裏を 巧盈 券の 公の お 引への 上場に 閱 する 巧 護 謎の 許 巧は を—お 
證黃巧 金庫囊 に對」 巧 蒙 5 をた ると さは 期 閒窒二 獲の お 適 妾に？® 引下げら た 
る值護 2$ 囊に 封」 S 舅を を季。 

を ィヒ f 大臣は ラィヒ 大 寞含问 f 琴利モ 引下 葵 0 謹ち 6 たる 鬟證萬 巧 
み库 證券 囊に關 十る 蘭を S る 證を章 0 

ご 云 利率が 本 法に よる 宴を なて 引下げら る 直， J にがて 巧 法 輩 九 六條の 規定は 畫 おち 
せて 

军條— 人は 本 法に よる— 關 巧の 巧ぶ により 其の 巧巧堇 かる 亡 一とな し。 回し 慧巧 
巧は 巧モ霎 に應 じて 銘巧 する ものと ナ 。巧賓 其の 他の おがに 付きが 间ミ 

¥5 提案 S 部に おく 併巧进 け：： 文は をが 證券の 利囊 がに 巧して は ラィヒ、 ランド々 车 
の 化の 公法 護に よゎ 租巧及 含 沒警？ る ことな」。 M お金 桑 四條) には 覆 巧を が課廿 
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ず。 吐の 隨 必要と なりたる 4^ .地ち おを 記に 對 しては 手 あ 巧を 巧 化せず 0 

第 十三 條 (一) 巧 一條に よる 巧 おは 六 分な 上の 利子を 附 したる ランド •地力 啤巧巧 地方 W ほ 
蹄 合の 登錄を 巧に 及ぶ。 

(二) 巧 一 一條 乃至 巧 十 一條の 規定は 巧の 種のを 錄 公が じを を 準用す。 

第 ま S a ) 一を 一八 ザーー 号 手 日附魄 爭棋ホ おお 法 さを 110 年 セ巧卜 四日 附ポ 1 フン 
ド 巧 害 令に 基き 巧 化を 錄簿 にを 錄 せられ 瓦つ 一九 一ニ セ 年 十二月 S 十】 日な をに 滿期 となる ライヒ 
を錄を 巧の 巧 巧者に 封し 一九 一一 一 五 年 巧 月 一日よ 6 巧み 五 鹿に 引下ぐべき 巧を 巧 おす。 巧 おは 煤 巧 
巧 巧を (賊 爭巧蒂 おおを 巧 五條を 一巧) じ 及ばず。 一九 1 0 年 五月 一一 一十一 日附吿 知の 义言 にがけ 
る ライヒを 錄公巧 法 第二 十一 慷は 之を 適用せ ず。 

(一一) 巧 案を ホ諾 せる 巧 おぶ (巧 一巧〕 は 一九 一二 五 年 四月 十五 日に を 錄を巧 お 面の 二分に 相を す 
る 補な 金の 現金す 拂を 巧く 0 

(111) ライヒ 補な 梓 お 义はポ I ランド 巧 華 まな 會の巧 ホに よゎ 巧ぶな 錄 巧に 補 巧が のな- 錄を受 
けたる 巧 補な ネ にして 引が きえを 巧 有する ホは 巧 おを ホ 巧せ る おりじが て申葫 により 一九 一二 五 年 
巧 月 一日 巧を なの 巧を の 巧が 中 一時 補な 金 桑 一一 巧) に 代へ 年 一み 五 厘の 附か巧 モを受 くる ものと 
ず 0 

(巧) 提案の 拒 巧は 巧が 巧 巧 局に 巧し 巧が 巧錄 巧に 巧録 甘ら れ たる おがを の 害 面に よる 逆吿に 
より 爲 さる > .巧な におり ち效 とす 〇巧练 巧 嵌 巧が 引のを 託ぶ の 任に 巧る 巧闲巧 閱卽も ペル リンを 
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庸 巧を 銀行 ハン ブ凡グ 巧 巧を 巧 巧 フランクフルト お 巧は 巧 おを 巧紀 する ことを 巧ず。 比 等搏關 り 

るに がて 闽衔圓 《に 難 ミれ たる讓 に 學る義 は 碧ま寶 ホ Q 摸を 巧け に 巧す る 

薄 面に よる 通吿 じよ ゎ 且つ 闲餐巧 局 巧し 期間 f 望 I 條 、寞囊 巧勇內 に巧贿 を粹濟 上の 滿 
利 ホの ち 儀に 移は する 巧 正規の 申 親を 巧すべき 條 件の 下に 巧 さる I 殘合 におゎち 效とナ 0 

(ち 期 制 (巧 一一 一條) 巧 あを にがては 利子 引下の 巧 おありた る 巧 巧を な 巧な なほ 巧の お替巧 引は 
をを 祭ず。 

(六) 前記 説巧自 のか 巧 一一 一條 乃ち 第 十 一條の がを をが 用す 0 

第 十四 條 (一) ライヒ 大寞 民は 巧を ライヒ 大臣の 问 をを 巧て 本 法の あ 巧 及 璧の毎 法樂命 
令 巧 一巧け 政 震を をを がする が 限を おす 〇 おに ライヒ 乂な乂 おは 巧が ライヒ 大臣の 巧 怠を 巧て J 
九一一一五年一 月11十四日附結待器で；^:下蓋法及本法に基く巧子引下2お臺により資力乏 
しき 夕の受 くる 打 巧を なみす る 毎の お 巧を 講ずる 巧 おを 巧す 0 
ごご 本 法の 目的を 行の 毎 化 巧と 萬む ると きは ライヒ 大巧 大臣は ライヒ 辉濟 大臣の 同意を 巧て 
本 巧 巧 一條 巧 巧 壬 一條 ホ じ 一九 一二 五 年 一 さ 一十 内 日 附法巧 空 巧を 奇じ 巧げ たる 巧 巧に 巧 化す 
る 佑み 巧 為を 巧 巧 券 巧な 錄巧 おに 巧し 巧モ 引下が おじ 闡 する 巧 一が 乃ち 巧 十一 揉の が 巧を ザ 用す 
べき 巧を を； 言す るお肢 をち す〇 化の 巧な にもむ ては 巧 一二 巧に 巧ぞ せる 巧 做の 巧 あは 巧を ライヒな 
なに 巧 おのを 示ち 6 たる 聚 日よ b 閒抬寸 0 
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八を 倩 資を法 施 斤な 補充 令 (一を s 年 一一 さ 一卞セ 5 

一た 一一 一巧 ザ 十二月 巧 日附巧 本を かじが ける 利を® ぉに 關 ずる 法 巧 公 巧 巧を 變 第十條 になき ホ 
の 如く 命令ず。 

第- 條 をが かおが 戍じ關 ずる 巧を は ホの ものに をを 巧 用す。 

(イー ー九二 五 ホセ 片 十み 日 附增巧 法 巧 S トセ 慷 W 下にょり 妥 巧せられ たる ものを 除き 純な み 
がに を 加す る 利な をを 謂 券。 

(口〕 巧を 利子の ホ巧務 ホに がける 巧な 班 巧の なに 應じ てを めら るべき 咐 かが 子の 巧が 惟を 巧 
めら れ たる 憤 巧證萬 じして 巧な 咐 化の お 裝一简 が 間の 支 彿巧モ か 巧が 第ー ニ慷 にを A られ たるが を 
超過ず る 場合。 

第 |1« C 1) 本 法は 會が巧 本 十 萬 ライ ヒス マルクを 超えざる 會 かに 對 しては 之を 適用せ ず。 
脅が を 本が 本な お 巧を に 於て 十 萬 ライ ヒス マルクが 下 じ 切 下げられ たると きは 前段の 規 をは ライ 
ピ經巧 大臣が ライヒ 大お乂 おの 问 なを 巧て な 巧を 巧へ たる 場合に 限 〇 有み とす 0 

cr i 菜 ホ 巧に 配を せを たる 利な がが 込 巧 本の 一定 定達 せざる 端 合に けき 本盞爵 
にがて 裝約 せる 利な に 巧ず るす 足が をが 巧の 事 策が ぶの 利な 中ょり 追な すがを 巧すべき 旨を か 負 
に 巧 約せ ると きは 常な 追加 拂 にいて は 本 巧を 適 化せず。 本を の 適用を 巧く る 巧莱ザ 巧に おする 追 
加が に 付て はみ を 巧 111 がの おおを がかす。 
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(三一) 巧本會 かか 本 巧：^ け 前にぶ ホせ るぶ 巧 じな さ の繳 判な を 第 llj ぶじを 付した ると きは 本 
巧を 適 おせず 〇 ライヒ 紹巧 大臣ぶ ライヒ 乂が 大巧の W おを 巧て 本な 施 巧を に 巧 おせる 化の 巧の ぶ 
巧に 關 しても ホ 间じ〇 

き I 條 三) 內 巧が 本を 社が 化の 巧 本を 社の 會か巧 本の 二 剤五贫 上の 持々 をを すると そは 
巧 巧會 おが 其の 持み を獨 逸を 刹 引 おけ 义 はがの 问 なを 巧て 化の 傑關 にさ 託し たる 限り じがて 巧 ホ 

審 かは 持み ii § 言 も 蓋に ょゎ § 裹を 掌れ V ミ 利な 部 ミ墮蠢 引攀 な、 の壽 

をな 巧せ ざる ことを 巧。 持 分のを 託は 寄託 持 分の お 遇が 么化 巧を の々 がんりた るを 又は 持々 じ對 
する巧な部分が羯迹金刹引おたを託ずおた&場なにがて^^分寶喪於了も么を許すべ き旨 
の條 がの 下に- K ! を？ ベ さも Q とす。 含せ 權 S 巧は 巧 装 分 《誰 託に ょつ て 巧 げらる、 ことな 
し〇持 分の な 託が す 巧 能なる ときは 巧を を 剤 引 お 巧义は 巧の 问 をを 巧て 化の 機關 をを 託ぶ として 
之を 讓 渡すべし。 

(一 ご ライヒ、 ランて 地方 留促义 は 地方 農ち：： かな 寨 せに 參望 ると そは 蒙 持 分が 禽 

せ 資本の 二割 五み 未が の 巧を にがても 第一 巧の 戎 をを 準用ず 〇 ライヒ お巧乂 障は ライヒ 大 が乂呈 
及 監巧碟 を 有ず る ライヒ 大 おの 间 息を 巧て 巧の 化の 公法 上の 闻馈 、巧 进 物 、 M 阁に對 しても 本規 
定を 適用すべき 巧を 布 お 寸る備 限を 有ず 0 

»巧條 (一) ホな にがおす る说 なを (を 巧 第 一條では 巧 巧 ザ 巧の 巧な をな てす るか 又は 巧 ホ 
を ぞくは 巧 往年 巧の お 越 利を をな てナ るかを 巧は ずな 貞 (巧 ま 貪ち 巧ぶ 合資 巧れ の 株ち を お 
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ま巧會 巧* 員、 組合員 等) じ 巧し 巧 さる、 一切の 棟 巧の なをを 靑ふ〇 
(一一) 巧 お 巧を 課せら る、 がが 巧な はがの々 班を をむ るが 則が 公が 巧資法 施行 前にが て 巧に 巧 
施せられ をつ をに 關し义 苗に よる 淸巧 又は 巧れ か ぷ巧關 のを ホ錄が 常時よ わが 巧す るに 非れば、 
をを 純な をと 巧 化す。 

(一 云 巧 菜な 上の 巧山髮 口の み 巧す るかな は 紐を なの 巧 巧 お 巧に 巧り 巧巧棋 又は 巧れ 巧の 巧け 
溝 お ある 巧 巧と 萬 めら る、 巧な じがて はとを 利な お 巧と 巧 化す。 巧の 巧な 一九 一一 函巧 十月 十六 日 
附會か 現 法 巧九條 第一 巧は をを お 用せ ず。 

(巧〕 巧な ま 巧 基ず あ 巧 券 及 之に 巧 化の 椎 巧は 其の 虽 けの 法が 巧 力を 巧げ ざる も ラィヒ お巧大 
臣の或 巧を 巧た る 巧 合に おりを を お 巧す る ことを 巧 0 
第 五條 a ) 熟 山 巧を 巧な 定夕れ 巧 本の 定 なき 化の 巧 本な かじ も わて は 一九 一二 五 年 一巧 一日 
挂刖 にがけ るを 近の 巧ぶ 日に がける W を おお 課の ぶ ホた るが をを なて なれ 巧 本と 巧 化ず 〇が資 を 
の 巧值に 巧し 一九 111 一巧 五 さ 一十 二日 附 ラィヒ 巧な 法 第の 十六 條をハ 十一 一 一條 及第 六十 六條の 巧を 
は 之を る 用せ ず。 前段に 巧げ たる 巧 巧の 巧が にして 貧 借 巧 照 まを かおず る ものに あわては 巧巧產 
より 同一み 巧 日 じがけ るを 借 對照ま 所がのを 表 巧 ホを を 控除すべし。 问一か 巧 日に 巧 借 巧 照 表の 
作 巧な きとき はお 近の 巧が 日に かおせられ たる 貨借巧 お まを W てを に 代 ふ 0 
(一一) 巧 一巧に 巧げ たるみれ なかの 巧な じして 其の 巧れ 巧 本が 巧 一巧に よる 巧が がに 比し 小が 
なる 巧を にがては が 謀 ちれは をが 巧を 法の 目め に 巧し 巧 一巧に よるな がが をな てみ 拓 すべきが 巧 
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なの 計を 巧 おとな ナ ことみ 巧。 みか 持々 か 巧を が 引 巧に がける 公の が 引を 許され 又は 自由 巧 引の 
巧み おとなる をな に 巧して は 前段の 班 巧は 之を 適用せ ず。 

第ホ條 一 ま 菜が 巧の 期瞄か 十一 一巧 巧未滿 又は 十二 简月 分が •上なる ときは 十二 巧 月に 巧 常す る 
がをは 比例を なて 巧 定す〇 

第セ條 (一) 公が 巧を 法 巧 一一 一條 巧 一一 一巧の がをはが 本な 少 におき 資本が が おに 巧 おされ 又は 杜 
なかみを苗：行義おをを除甘られたる巧なじがてはをを適用せず。 巧本孩少が自己巧ぶ义は一!!!1^持 
みの 间化 によつて 行 はれた ると きは を 化 巧を を 策 111 がに よる K を ホの 計を にを 6 株 ま 又は 持 分の 
が 巧の 巧に 支 化した るを 巧は をを ちがせ ず 0 

(二) 巧莱法 上の 巧 山 組合に ちりて はお 本巧定 のがみ がが な：： r への 巧 本み 巧 又は 組合 貝に 巧す 
る 化 巧を 巧を 番お のをな によつて 巧され ざる 限 〇 じがて さを 巧 本； {少と 巧 化す 0 

第八條 (一) 會 なは 自己 持み に付きても 化の 巧 合れ 具にが がしを つを 化 巧 金 法 第一 一一が によ ゎ 
巧金历 をを 許されざる 巧な-巧を 掛 をを 刹引级 巧に な 託する ことを 巧す 〇 巧の 眼り にがて 巧 法を 一一 
旦 子六條 第五 巧は をを 適用せ ず。 

(一一) なれは 持み のを 託 巧 其のす 可能なる ときは 讓 巧に よつてを 巧 引 おわへの が 託を ホ かる I 
ことを 5^0 第二 一條 巧 一巧の 規定は 左を が 用ナ〇 

Sr 一 協を におき 巧な 苗な をを けざる 慧に 巧して は 空 巧みを 一巧を が 用す 0 

第化售 公が 巧 金 法 巧 阳條を 一一 巧に 巧を せらる、 巧 合に 賊 しを 款會杜 が 巧る 巧 株ぶ の 外に 一巧 
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义 は巧淨 のみ 速 米 巧 株ぶ を發 巧せ る ホ まを かなる ときは 现 なぞ 拂の爲 されざる 純な 部み を么 がを 
金の お 成 ii 化へ て食裝 本 0 拂込 に充寧 •へさ や 否やに 学る 決 萬 持ては 璧未巧 株 まの 株 ま 
におゎ 其の 罐 限を をす。 

第ご條 C 1) 巧を 金 剖 引 銀行は 信用 巿場 のが 巧を 參酌 したる 上 其のな 託を をけ たる 黃を义 
はを 巧 巧 金の 巧に おみし 巧る 巧の 他の 巧 金を 何時 立つ か 何なる 巧 類の 適が ちな 證券に お 巧すべき 

かを 霍 す。 金 剤 温 行は S がに 巧」 公雲 含 5 を 託のを 入を 靈」 妻 所 巧 W 梦ピ じ對し 
闷な 奪す る ことを' 安ず。 金 剤 引 お 行は じ會 かじ 對 しを 託 金を 養した る 方法を 報吿 する こと 
を' 藥 ず。 金 孰 引が 巧は 投 巧に 關寸る 一切の 義 をを 化に 巧 おすべし。 

ごご 巧 巧 及 保 巧の なお 巧の 支 化した る 巧 用、 咬 其の 巧 稱に對 ずるず 巧 巧は 公が 巧 金の む檐と 
ず。 れ巧 金は 會 かに 巧吿 する ことを おナ。 

*十|5 S かは 毎が 巧 《巧 菜 ザ 度ぶ にが 5 を § s にぶ 託；- たろ 嘉 、を 託 期を 巧な 人 
塞 逸を 辄 引を 行の 裕 託を 巧を 方法に 關し 巧の 囊報吿 にを」 馨 すべし。— 巧吿 のか 製な き 
巧な じは 曾 社の 巧 吿巧關 たる 巧閒巧 じょる 巧が 又はを 姑 曰 及 公が 巧 金の 巧の ぷ託衡 をのち お 入に 
巧す る 通吿を W てを を 爲すぺ し。 

t ラィヒ信用制を法こを一亩年壬一巧^^日) 

十チ ス巧府1を巧制が改ザの巧がと1'て 一 九ーーニニ年九月银れががおホみも巧巧！てホぶも 
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おみて ゐ たが 一九 一二の 年 十一月 じちり 其の 巧吿を がをお ザら れた〇 ながは 此の お吿 巧の お见 
もを ど 其の 化 巧 用して が 年 十一 一巧 五日 附も なて なじ 譯 おせる ライ t 倍 用 制 巧 法み 公 ホし 翌年 
一月 一日 i リ 施行ず る こと、 なつた 〇を义 五十八 お i リ ぶる 龙大 なを 作で わるが 此 おじは K 
の や 比較的 亞巧 と認 みら ろ、 が 巧も拔 巧ず ろに 化み た 0 
ライヒ 政府は 左のを 律を 巧め なにを を 公布す 0 

巧 一章 一 お規ま 

第- 條 (こ 本 法の 煤を は 巧 巧に を」 おけ 又は 辟 お金 康 巧が をが 3 1 切のを を S 用巧豐 
に 巧ぶ 〇綻巧 又は 貯游お 巧業按 とは 特に ホに がぐ る ものを 言 ふ。 

(イ； 一利 モを附 すると 巧と を 巧は ずを 錢 のを 乂及巧 化 

(口) 化 人の 巧の 有の 證券の 巧 入 あ資巧 

(ハ) 化 人の 巧の 有な 證券の 巧を 及 巧 巧 (巧を 菜 お) 

(-0 巧 111 ホの 巧の ま 巧 及 保證の 引を、 化し 巧 お 企 菜に ょりて ままる、 巧 合を 除く 
(二) お肆を 巧、 お替 組合、 中央 おを 巧 あ 其 化 巧 おお 引に 化 ふ機閱 もが 信用 巧關に 曲す 0 
(111〕 ライヒ かなは 前 謀 巧に 巧ぐ る ものな ホの 菜 巧を をむ 企 菜を 本 巧に 巧 口 ふな W 機關 として お 
巧ず る ことを 巧 0 

(go を 菜を 信用が 關と 巧かず べき やを やじ 疑 もる ときは ライヒ だ 巧 制を お査を (ライヒ お ま 
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を) をを 巧 巧す。 ライヒ お ま官は ライヒみ 巧の 同を を 巧て を 巧の 巧を 又は 一巧 種 巧の 菜 おに 巧し 
例外を 萬む る ことを 巧。 お 杏官の 決を は 巧 対 巧 及 行政ち おに 巧！ 拘束力を ちす。 

第二 條 (一) 本を の規 をは ホに がぐ る もの じ 巧して はとを お 用せ ず。 

(イ) ライ ヒス バンク 

(日) 巧を 金 巧 引 巧 巧 
(ハ) 巧を 哟巧便 及 其の 樓關 

(二〕 一九 1110 军 二月 一日 附巧濟 W 寡を に する 大巧 領令巧 セ 部 望を に？ 住宅 企を 
(ホ) 抵を 巧け 巧 巧を をむ をを 

ごこ 巧し 前 巧 (二) 及 (ホ〕 に 巧げ たる か 策に 巧して は 巧 巧のを 巧が 其の 岡ち の莱 おのか 巧 一條 
にあげた る 巧 類のを 巧を 巧む 限 〇 にがて 本 巧の 規 をを 適用す 〇が 巧を 菜に 本な の規 巧を 適用 寸 
ぺきや 巧 やにが き 巧 ある 巧 合は ライヒ 巧濟乂 おとを 決 巧す。 

巧 五を 信用 萊 おぶ 流動せ 

巧 十 5 (こ 

(イ) 預金 
(日) 府金 

(ハ) 廣 客ょりの 交互 計を 巧り 巧 商 
〇〇 巧みの 巧化织 巧ょり 借 入 
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(ホ) を 方 口な 巧 ‘ 

(へ) i ず おの 引 5 奠手ぞ ホに ちま 手 おの お 化 (手 おのが 通ず る胜ゥ にめ て 一 
右じ巧げたる謙巧巨ょゎ受潭蠢《8倚ょゎ季六お5 巧奚二巧這 むるホ巧巧巧 
を 控除 甘る 巧 商は 薑委 じ對」 了馨§定 むる 51 を 超 ゆる 二と S ず。 

第 +15 ( 一 ) 一 だ 巧議 か间 S 用 お 冀じ與 ふるな 巧は 白 d 巧 本に 巧 f 養 巧のを むる 

一を 割合を 超えざる ことを 巧す。 

(一一〕 を わられた る おおを 超 ゆる お 用は お 巧が 引の な 化み 巧を 巧げ ざる もを 巧 事 ホの 问 なを 区 
巧と す〇 化の 種の な 用は ライヒ 檢查 行に 控化づ る ことを 叟寸〇 

»十|||酱 同一 侣 用お冀 に 巧し 結が 五 千 ライヒ スマ； を おゆる 襄が倚 用を 供 望ん と卜 
る 巧 合には 倚 用 機關は 信用 S ホに 巧 L 其のが 巧げ 蒙 公表 さ 芝 货借對 照 表 s ' 杏を 巧 ホす 
べき 赛 巧を 有す 0 

ライヒ お 書は 一 お 蔓は特 ホめ に 空 巧に 毫た るが—' なる 制 おを をむ る、 一とを 巧。 
军四條 二) 霄お關 の 菜 巧 執 舅、 蹇役 さが 締役及 估 巧獲關 にがおす るが 用 入 じ 巧 
しては S な 行ネ貪 の 滿場 ~ 致 《巧 寒に 某 さを つ監查 役巧乂 はが 綺役 S 明瞭なる 问息も 巧る 

に 非れ僖 用を 雙畫 > 一とを 學 。巧 蓋 菱 はす 蒙 - s 壽賽 者、— 役 又は S 望 

巧 用人 f 巧しても す 紀か莱 《業 お 勒巧ホ 含の 滿墙 一致の 巧を にお さ 圧つ をを 巧を 又は 巧 綺お會 
の 巧 巧なる 同を を 巧る に ホれば 巧 用を 供 巧す る ことを 巧ず 0 
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(二) 巧 用人に 巧ず る：； 5 用な 前 巧に して 其の 一巧 巧の 特 t を 超えざる ものに w さては 前 巧の 巧 
巧を 適用せ ず。 

(三一〕 巧 一巧の がをは 莱務 執行 若、 監を巧 又はみ 締巧巧 化 用人の が 偶 ホスは ホが ザ 了 ホに お寸 
るな 用に 付きても をを 姐 用す。 化 等の おの 期を をが 化 ふ 巧-三を に賊 しても ホ问 じ。 

(の： > 信用 機 閱の菜 巧 執け ホが お 用を 受 くる 企 菜に 巧の 菜務 なけ ホ 又はみ の 化の 機 脚の 一 お > 
して 所 おする 巧 合に めて はな 用の 供 巧は 莱巧钓 巧ぶ 全な の满 巧！ 巧の 決該巧 監査役 お 又はが 緒 巧 
貪の 巧 巧なる 同 患を 化を とす 〇 信用を まくべき 企 菜の 菜 お 執行ぶ が 信用を 巧 おすべさ 侣用 巧關に 
其の 萊！ 巧 ホ 又は 其の 他の 機 閱の一 貝と して 巧 おする 巧た じがても ホ间 じ。 

(五) 巧 一巧 乃 ま 巧 巧 巧の 規を にを 反し 一」 供與 せられた ム 信用は 反 お 巧 わの 巧みを 巧は ず駕 
をを あ濟 する ことを 巧ナ〇 但しを に 至 ゎ 信用 供 おじ 么 巧な ろ決讓 も'^ たると さは 化の 限 b に 在ら 
ず 0 

(六) 巧 部 巧 菜 巧な 巧者が 策】 巧 乃 まを 2： 巧の 規 おにを おして 侣 用を 供 お一 たる ときはな 該巧 
部 巧 菜み 執行 ホは 腹 巧の 寒 巧を を ふ。 な 用が お ま 巧 又は 巧 巧 役のを 巧に ょゎ a つがの 巧 巧 申出な 
くして 第一 巧 乃至 巧 巧 巧の 規 巧に お I 供 おせられた ふと さはを 註を ま巧义 はお 巧 巧は 賠 巧の 巧 栽. 
を 有す 〇 信用 巧瞄の 议辕者 もが 常 巧 お 用. 巧閱ょ b 掌 巧を をけ 巧ざる 限^に がて 抬化お ホを 巧化寸 
る ことを 巧 0 

^ セ) を 一巧 及 ホ ーニ 巧に 巧け た ふぶ じ 巧す 么だ用 お 其の ホ 化ん のな を 超 ゆると 夕 はな もに をを 


329 を 度 か 巧 巧 t イタ 


ラィヒ おを 官 にな 吿 ずべ し。 巧 s 項に 班を せる 倍 用に 關 しては な 用巧鹏 に巧務 せる 拓 偶ぶ 义 は乂 

巧の 業を 蹇 とす。 馨 局は た用挣 f は 其 S 留 S 」 をが 例外 班 定を定 むる 霞を をす 0 
ス) 馨局 はだ 用 蘆の 菜 巧寶奚 巧 達人の 證券 巧 引の 毎の 倍 用 巧 得を 热 制する 8 をを 
ホず る權 おを 有す 〇を該 巧 巧は 信用 巧 引の ほが を 力を がげ ず 0 
第 十 五條 (一) を 菜 利 さの 中を 巧 ま、 合ち をれ せ貞义 は 合資 會 巧の お 限 寅 巧な なに 非ざる 倍 
みお 閱の 菜務 執行 ネ 又は 文 巧の 菜 おな 巧ぶ じがが すべき 拓 をは 其のを がを 拂が卞 ことを 巧ず。 を 
祕權を 有ず るを におす る おおは をが 巧のを むる 率に 巧 おする 部々 を 留保すべし 〇を該 巧 おがは を 
巧 箱を 章る をの ホ 巧に ょりを 見 財を 巧 巧 巧 おちる 畜も におを する ことを 巧。 留保 ホは 受領を 
がまに 巧す る S をの 牛 ばを 巧 ゆる ことを 巧ず 0 

(二〕 留保な 霎 のな S は 受讀を 有ず る 者に おする 信用 養の I 切の 賠な 請求に まを しを 
遷 S 震 巧 及 其 §任 農 巧に」 了 退 S 最竺谊 年を 控章 るに 非れば 么を をが 雲に を 

けナる ことを 巧ず 0 

军 《條 ( 一 ) な 用 霸は琪 着 要は ラィヒ スパン ク 巧を 巧 巧を 巧が 小 巧手 局斯 おょゎ 巧 
る ホな f 保 章 ご。 獲 おは 季 一條 第} 巧 (ィ X ハ X 二 X ホ X このを 巧に？ るな ほに 
をし 少 くと も霉 S 巧む る f 受 、一とを 要す - j S 受むお 巧 器を 靈§ お 二 巧し おな 
る苹 をを むる ことを 學 。監お 局は 輩 I お 5 巧 S に 学るな 依を 比爱 おを Q 巧 寶寸る 
ことを 許 巧寸る ことを 哥〇 
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こ 一) 信用 楼賊は 巧 十 一條 巧 一巧 (ィ X ハ x - lx ホ X このを 巧に をむ ろ 巧が じ おし 監巧 局の 
を わる ホを がて 期限 九卜 日な 巧の 巧 莱手お 巧 クィ ヒス バンクょり ロンバルド 巧 引を 許され 又は ホ 
され 巧べ* 有の 說券 をが 巧す る ことを 巧す 〇れの 巧 合 だ 巧機關 のを 爾巧 又は おに 巧し 巧なる ホを 
をむ る ことを 巧。 巧し か 何なる 巧を にがても S 剖が •上と をむ る ことを 巧ず、 を 巧 巧は 巧 十 一條 巧 
一巧 ホ號 じお寸 るな 巧を 比 ホの なをの 巧 除外す る こと 巧 巧 一巧に 巧げ たろ 投資が-ホの ものを 比が 
中に 巧 人す る ことを 許が する ことを 巧。 

(ご一) 監巧 局は な 用 機 閱の巧 巧に ょり 空 巧 及を 苗の 規定のを 部 又は 一な を 抱 用せ ざる 旨を 
規定ず る ことを 巧。 化の 巧な 監巧 巧は 巧別規 巧を 發布 ずる ことを 巧 0 

» 十 セ 任 (一〕 お W 機 脚の 株ぶ、 永乂 的る かを 除く 銷策 持み 巧 獨逸お 引 所に めける が 引を 許 
されざる 巧巧證 巧の 所 おむ は 巧 十 一條 巧-巧 (ィ X ハ x - lx ホ X へ) にを. るを 伉に おし 監巧巧 
の定 むる ホを 超 ゆる ことを 巧ず。 化の 場合 個々 の 種類の な 用 機關に 適用 せらる、 上热 有の 物の 巧 
泻を续 止 又は 制 股す る 特別 規 をは 其のみ 力を 巧げ ず。 侣用巧 関の 個々 の 巧 類 又は おじ おしち なる 
がを 巧む る ことを 巧、 化し 如何なる 巧を にがても 五み な 下と 定 むる ことを 巧ず 〇監巧 局は 巧 逸 巧 
引 所に がける お 引を 巧され ざる 一巧 穂 類の 巧お證 茜に おし 第一 項の 巧を を 適用せ ダる 旨を 巧定す 
る ことを 得。 

(一一〕 +； 地、 延わ及 永久 的を かへの な 用 機 關の總 お 巧が は 巧 化封昭 おに 記が せられた るな 巧に 
がて お該 信用 機關の 自己資本 がを 超過せ ざる ことを 巧寸〇 
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誰 十な ライヒ 馨ぜ は？ 一條、 で 二が、 罕襄及 軍 七條に S 5 《られ たる 制 
おを進守ち5る馬横護3;^」萎委、 雲期度？ろ望預咨富を雲夏巧むるホ 

を 超えて 爲 すを 巧ざる 旨を 命ずる ことを 巧。 をな 命な じ 反する 巧を は 其の 限りに がて 無 巧と す 0 

牽を _7 イヒ 検査を は壽 にょを 用 機闕に 對し季 一條、— 巧 十二 僚、 季六條 i トセ 

條の規 をの】 巧 的不が 巧を 許可す る ことを 巧 0 

巧 丸 巧 監 お 

* 己 十 g (一) 內 尚な 用樓闕 巧な のぞ 巧 化に 巧みに めける 外阴た 用が 關 のま 店は おて ライヒ 

ス バンク じ設潭 された る侣用 制を 瓷が 巧の お 巧に 服す 0 

(二) 験が 巧の 役；：！： は 左の かし 0 

(イ) ：： 長と して ライ ヒス バンク 热矮 

(> 一局 長 巧 巧 だとして ライ ヒス バンク 副 保 巧 

、.，、一 采を 巧のを みすろ お】 ち 

(二) ライヒ 火が 巧 巧ち 

(ホ〕 ラ f ヒ經 巧が 時ち 

(へ ー ライヒを 巧な 莱巧巧 長 一ち 

(トー ライヒの 巧 あ 局長 I る 

aio ぅイ ヒお适 をはを 巧 局の-切の なま々 巧 遂にが 閒 としてる おする 饰 限を 有., ^0 
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き ミ s a ) を お 局の 決を 及 其の 化のを 度は 監符 巧の 化の 巧 白との 協 まを 巧て 局長を を 
巧 ふ。 疑 ある 瑞 合は ライヒ 政 おのかを を俟 つてを を 巧 ふ。 

巧 III 十三 條 (一) をが 局は 本 法に がて 巧 じ 課せられ たる 事 おの 外 一 板 お 用 《 お 巧 政策 にがけ 
么 共同 巧 巧 的 見地の な 巧 及^ 用 制度に 牛； ずるが 蒂の除 まに 巧む る 任務を おす。 た 用巧閱 がな おに 
防り 又は 巧の あれちる ときは 監お 局は をを なるお 帯を 謀ず る ことを 巧。 准 巧 局は 更に 一切の 倍 曲 
巧幽に 巧’- がの ザを ホ 決 巧に 期し 掛ホ せる 構關の おを を さくべき 策務を 課する ことを 考 がすべし 

CID をが 拭は 一巧 をげ 煤を とが 俩に俟 巧の がが 及 お 査な吿 み 内を に 巧 十ムホ 則を をむ る こと 
ち 巧。 

(一二) をが 巧は 用 巧说の 菜お勒 巧の 原則を 定 むる ことを 巧。 

( W ) をが 局は ライヒ 檢査 巧の 巧 巧 執行 じ對 ずるが 刖をぞ むる ことを 巧。 

第 1-1 十乙條 ( 1 ) ライヒ 拾査 おは ライヒ 巧ち とし 之を ペル リンに 贸く〇 

こご ライヒ 検 まだは ライ ヒス バンク 巧 あの 詩閒を おて ホ 首相を を 巧な す 0 

(ご一) ライヒ 檢 をを はか 吞 局のを むる が 則に おひ 本 巧 あ 巧に 巧 力すべき ものと 卞。 

(の；】 ライヒ お查 なは 本 法の 巧を と 別 巧に ライヒ お 巧 大臣に なおす。 

度 III 十四 酱 ライヒ おを おは 左の 賴 限を ちす。 

('{) をが 下にち る 用 巧械に 巧し 巧 借 巧 照を 及 巧な がで をの 拍出 をぶ わる こもれの 巧 合な 
巧の 巧が 日に 巧 ナる巧 おを も 巧 求寸る ことを 巧。 侣用巧 3、 なのが おお 及 巧 助に 巧し 一巧のを 菜 
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辛 巧 r 讲 する 巧吿を ホ 省 用議 s 巧 達を 谋閱」 岛つ菱 任 お 簿に窒 となむ る 一切の お 

査を なわ」 又は 巧 巧せ しむる、 一と。 お査 おは 其 《賓を 倍 用績 Q 黨义は 共 《役员 及 おお 推岛 
が官廳 の 特別 i 巧に 船す る？ には 寡霉ぞ おに 巧しても 通吿 する ことを 巧。 

(こ 琴 kQ 璧 貪" 及 福错费 巧— f 襲」 旦つ妥 1 る こも 検査？ 巧の 楠 限 

を 代 巧 甘し むる ことを 巧。 

(〇 お會惹 化の 會 合の 召集、 巧霞變 は i ®, のな 蒸 巧 曰の 望、 巧囊累 通吿を 

(二〕 住 巧 居更は § 地を 質に ちす る 一巧のを 菜 ミに 巧し を 該を莱 及 人を 用 菜 おを 
をまざる 受 a と f 其 《住所、 居 更は外 坊爲耗 墓 法に 定む るを 護を S に 享る企 菜 あ、 
じちす る籌霧 及す 器 S 現在な に 脚」 馨を 求む る こも 
(ホ〕 危— 切迫せ S 合 じがて は監 f めの 拳 打の 毎 巧を め 命令を？ る こと。 
gs 卡 なつ 一) 塞は 一丸 二 一 丑 ザ ー月 一日ょ 《巧の 勞， 妄 生す。 

一〇僖 用機縣 利子 引下 黃施法 

ハ-九 一二 五 年 一月 二十四日) 

巧 養 か il 1 空 111 幸を 一日 附—巧 話な 班 制 菱向年 九 片手 一日 W 地み 曲 巧 8 

法に •ム つて 半げ 强制 的に S 及 碧 農 S 期 とが 子 引下 義 行」 たが 其の後 も 
引 おさ 化な 刹裹じ i しを 二 段 0 利子 引 了、 《蓋蓋ら なかつ た卽ら 一九 5 年て 
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二十 七日には 巧け 法のを 正ん け ひぅ イ ヒス バソク のがぶ 利 附有巧 巧を 巧 巧の がな^ 巧 典し 之 
じふって 所 前オー プンマ ー ケ ヴトオ A ン I シヨソ も 可な ならしみ 巧 巧のを 丰市 巧に 巧ず るが 
制 力も强 化し ホで 巧 本 巧を 法度 公 巧 巧を 法 もを ボ して 公 巧 消化 力 知 高々 其の か 巧の が 梓，^ 計 
れろ かさは 此の 日 的に 化で たろ もの i 音ム ことが 巧 ホろ 0 

かくの かく 巧 巧のを 二々 利子 引下 巧 施に 巧ず ろ带備 工作は ぶ々 として 遊 めら れてゐ たが 一 
九 一二 五 年に ちりな 用が 閒巧モ 引下 巧 施を み 公な 利子 引下 巧 施 法が 巧々 で强 ホせられ 化 度に 化 
金利を 巧の 巧 行は 一段の 巧 盤み 遂げろ こと、 なった 〇化宰 の 巧が じ 某 さが モ 引下の 行 はれた 
有 巧 證券は 德お百 巧 ライ t スマ かクも 超え、； i に ふる 一箇年の 利モ饰 わがは わ 一 化ぶ 干 巧 ラ 
イ t スマ かク じを ずろ ものと す はれ、 其の かを 行 巧 化 利率の 化 下に i る 怖め 巧は か 千 巧 ライ 
t スマ か クと推 巧 ザら れてゐ る 0 

ライヒ 巧 巧は 左の 法 巧を 定めを にを を 公 巧す。 

第 ■條 (こ た 用 巧關が 其の 發巧 にか、 る 六 分な 上の 巧す 削 巧巧證 苗の 所ち ぶに 對し本 法 巧 
二條 になき 白 己と 巧 巧證巧 巧ち ホとの 閒 じは ホせ る 法が 關 巧の 獲 巧の お 类を爲 す 巧 合には， 的務. 
进 1 有 ホが 其の 巧 おを 十日の 巧問內 にち 絕 せざる ときは をを ホ諾 した ものと 巧 かすべき 旨の 條 
かを なて 該巧 案を 巧し 巧る お 限を 常 謀 信 巧な 關 にな 興す。 

(二) 本 法に 巧お證 巧とは 一八 九九 ホセ 月 十 S 日附 巧な 巧け 巧、 一九ニ セ 年 十二月 二十 一日 W 
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々共け 南樓關 € 巧 常が 券ぶ をに 馈 似の 舅 馨じ關 する を 蔓は呈 ニー ー軍 八月 十 w 日 附船璧 
緣倚券 法 (遊攀 な 變 の-適用 をを くる もの 又は 巧 常舉 なを 需卜 •五條を 奇 こち 

機 關の妥 行—, 一た る も？ 言 ふ。 寫 g — ま 閑に が 5 け」 た;; 霧證 i は,^ を 除〜^ 
义掌 段を 表 f 支は 惹利ミ W さ 資本 利子 愛簽 みを？ 戸ぶ 雲 雲な 聞 じがて き 
巧され たる も Q と 覆 t 西 逸が 引 所 《公 《取引に i を蔓れ たる 街 巧 雪は 外 胃が ておけ 
された る ものと 巧 化さず 0 . 

さ S 提 ちを 巧す 巧な じがて は 巧務雷 •： 巧— じ對し 一九 涯望さ 手 一貫を お 初 じ 支 
佛 期の 到來す ベネ 巧 化と 共に 現を 支 溝 巧 證费碧 金 巧の 二を 想 字る 一時 凛 f 誌む る條 
かを なて 一九 量 年理 I 具 窩ぞ ホ— 巧み 五？ 引下ぐ ベ* 旨 4 季 るを 耍す〇 
さ I 條提 ちは 塞 巧 雄を 五 口の 期 閒巧じ ラィヒな 巧に よる 拿 真て をを 發 すご。 巧閒 
(巧 一條： > の 進行は を 吿の敢 日よ ゎ 始まる。 

藥四酱 巧 f 9 る 護は 臺倍 用機闕 《菜賽 違を 有する 議に W 」 讓 又は 震のを 

めち る 巧な と 雑 も 化の 谋视 との 共 间を必 巧と せず 0 
第 五條 (一〕 囊の巧 絶は 仿務 證巧 を 供託した る 上 囊を妥 したを 用機關 におし 所持 人の 
邊面 じよる 通 葦な て 巧は る、 巧な じ 限.^ 寡と て 巧 おの 通吿は 巧巧證 巧の お 就 (巧留 、紀巧 
あ 號) を 記 化する ことを 巧す 0 

(二〕 逆 望 烘 託すべき 巧稱湿 巧を 期搜に (巧} 條) 巧 使を がて 靈 したる ときは 拒 巧 期が 
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の3!|{|^もゎたるものと巧巧す0 

(一二) ホ 巧に 居住せ るが お 證萬巧 持 人は 巧を 的の な 外が 巧 外を 官 又はが ち 巧に 巧し 寄 面に よる 
を 吿を巧 化し 直つ 巧お證 巧を お 巧に お託しを をを 巧が 到な の 巧 じが 管せ しむる ことによ りても ホ 
提案を 巧 巧す る ことを 巧。 化の 巧の 巧 持 人の 提案 拒絕期 做は 巧 持 人が な 巧 だ 又は 地中 おに 面する 
巧に 住所を 有ナ ると きは 二十日、 なの 化の 瑞合 じは 巧て 阿 十日と す。 

« ホ 條化巧 ホの 法を 代 巧 人 及 他人の 財 產の巧 巧 人 又はが 巧 人を くは がの 他のを 巧ぶ はを おを 
巧 巧せ ざる ことによ ゎが のぶおに お 反する ことなし 0 

第セ酱 (こ 巧 策 ホな によつて 半ず るを；； ：5 用 巧關の 利子 節 わがは ラィヒが 巧 大臣の 巧む るか 
則に な ひを 信用 巧關の お寸る 巧を 巧 付、 A 巧む 巧 及 公法 W 巧に 對 する 化傕 のが 子 引下に ホを すべ 
し。 巧 巧が お、 一九 S 1 ザ 十二月 八 H 附大れ が 令 巧 二部 巧 一を 巧 S 條 によるみ 巧 巧 巧ぶ 化 樵 及み 
阐 にがて 妥 巧した る 仿巧巧 巧の 擔 がに 供せられ たるが 巧に 巧して は 本 淀 ホを お 用せ ず。 

ご 一〕 利子 轉 がは 一九 111 五 ザ 十月 一日より 始まむ おな ザ ー分半と す 〇化巧 請' 巧の が ホが 六々 を 
超 ゆると きは 從 ホの 利 ホが 六み を 超げ る がをおが と （てと を 前が 一 分 中の 粹巧 ホに 附 かす。 

利モ 引下を をけ たるが おの 化務 ホは を 一條に よゎが お ホに ぶが ふべ さ磬 なをを めて 自 
d のな 将 する 利子 粋 彼の 巧 用を； E 用 機 關に瓣 巧すべし。 化し 總が にがて 化務の 二分 半を おゆる こ 
とを 巧ず。 化 巧證 巧の 利ず 瞬 巧が 一九 S 五 年内 巧 一日よ ゎ 巧 能なる にれ らず 一九 S おが 九を 一一 十 
日を 舊 利率に よる 利子 巧 おの お續 する ことによつて ホず る 利子の 差が は 右が 巧撕 よりを 除すべし 
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(巧〕 巧 巧 ホの 缉巧 すべ' き 金 巧が 直 もに 現を をな て 支 巧 はれざる 受口 及ぞ巧 巧期义 はみ 巧ぞホ 
の 合な ありた る 巧 合に おり 巧 S 巧に あきお 用な 關 にぶが ふべき を 巧の ホを か 巧に かかす る お 用を 
脚のを を調违 巧を を 黃寸る ことを 得 0 

(五) 第二 一巧 及第 四 巧に よる 费 化な 巧は を 巧 おちの 巧を お査に 服す。 

* 八酱 (一) 巧巧證 善の 公 取引 上場に 脚寸る 巧を が 引 巧の 巧 巧は 當謀化 歎 巧 基に 巧し 從 おの 
爱 せられた ると きは 巧閒 (5 優 Q お 逝と 共に 利子 Q 引下げられ たる 伉 務證链 に 巧し 其の 努 
を發 をず る ものと ず 0 

(一一〕 ライヒ お 巧 大臣は 利子 引下が おの 拒絶 あらたる 巧 お 謝 萬の 表示に 關 する 化 則を 巧む るが 
おを 有す 0 

(一二〕 巧 率が 本を による 合な をな て 引下げられ たろ おわに がて 巧を 第 セけ 九十 六 陡の规 をはを 
を 適用せ ず 0 

» 化 條巧證 人は 本 法に よるが 務熙 巧の 巧が によ わなの 巧が をを かる、 ことなし 〇 巧し 巧のを 
巧は 巧 子 巧が に應 じて 辟 巧す ろ ものと ず。 抵巧 及が の 他の がが に パき 亦 同じ。 

第 十 《本を により 發 せられた ろを 策に 基く 巧 砖餓慧 利が 巧 をに 巧して は ライヒ、 こ ド々 

赛他 Q 蓋豐 ii よ 6 異 S 金 S 收を受 くる ことな」、 碧を (第二 授に寡 巧 巧を が 
課せず。 慧膀 必要と をた る 壺專霉 詔に おしては 手 巧 おを 搏 化せて 
巧 十 5 ライヒが 勇臣は ライヒ 大寞 おの 鬟及囊 議に臟 する 限 わにが ては ライヒを 


ホぶ 6 .管下 かみが 顏觀 巧。 ぶが 
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釉 を菜大 おの 同 おを も 巧て 本 法の あけ 巧 補充の 唐 法 ホみ 令を 一肢 巧政規 をを 受布 する 猫 限を ち寸 

_ _ 資本 舒社公 倩 資金 形成 法 (資本 投資 法) 

一九 一二 一年の な® 巧 慌な來 巧を はか 巧み 巧が 相々 でな みな 制 も か 索せ ろ 巧に あつてが ホと 
巧 も 巧 もな 本 化 制 も お ホし 战巧 なろ 巧を 巧理も 施行す る ことじ i つて 巧 巧に 调很 せろ な嘴備 
の 下に キム じて マ* ク 巧のを サ巧 もま 持して 來た 0 1 方困內 にめ てけ 失業を 濟巧巧 其. の 他に 
巧ず ろ 困ぶ 支 化の ながに i りみ 種の がすの 下に 居が の ホ 字 公 巧み 巧 行す ろの 止むな みが 巧に 
わつた 。かくの かくな ネ化 制の お 持と がみ ィソ フン I ション といん 二つの ffl 互に ネ巧 ずるを 
巧み 併用ず ろが ほには 何 i リも公 巧 巧 巧み 稚持 がり 化の ホ 巧が 化 力，^ が 火せ しむろ 么 巧の 
存 ずろ ことは な ムを もない 〇本 巧は 化の 巧な じ i つて 终ボ ぜられ たもので 其の ま 眼 i ずろ と 
こる はを なのが なお 巧に 制 化み 巧け 现 なみな てす ろな 巧は 一を 率な 下と ぶ々 之 もな ゆろ 巧は 
ラィ じ、 ランド 及 巧の 化の 地方が 巧の 公 巧に 投を ザし むろ こと、 し、 之に i つて 巧 巧 地方な 
の お 化 力みな め 其の 市が vi - お 待し お巧ィ フン ー シ ョンの 巧 止に 费ず ろと ホに 一巧 忠巧制 阻 
の お 巧と して 生す ろ 巧ぶ 利 おの 化 下，^ 述 じて 一ね な 刹 水 ザの 化 下み 化 おしなて 巧內の お濟巧 
の 巧# がらんと すろ じんろ 〇丰 化は 巧に 一九 一一 一巧が トニ H 阳日附 の 公 巧 力な 巧に i つて 補 
ホな 正 ぜられ たが 巧 ホに 巧ぶ ぜられ ざる 故り じがて はな ほ 化め タカ 知せ ずる こ i 、 されて ゐ 
るが ホに なじげ お 者み 併 ザ ま 出して せいた 〇 年々 赤字 公 巧の* 巧ん-ぶつ、 ある 巧 巧の 巧 化に 


« み 化 円 じがず ろ 法 巧 i なめられろ 0 
ラィヒ 巧 巧は ホの 巧げ を 巧め なに 之を 公 化す。 

第 一條 (ご 巧本會 をを 療〕 は ホの 巧 合 にがては 公 巧 巧を をが ぶす る ことを おす。 

一、 - 九 一二 一ニ ザト巧 一日ょり 一九 一二 阿 ホ トニ 巧 一二 十一 日に まる 期間 內 におです る 巧 菜 巧 巧 じ 
がて：！ frS を 本を におず る 巧を 拓 ぶが 前 ザを じ 比しな ホなる とき 

二、 巧な がを が 巧 込 巧 本を のみみ を おゆる とそ 

ご 一) 前 ザ 巧に がける 利を が 常が 六み 又は 六み なると そは 前年 巧に 巧ず る 短 あ 巧を 巧 巧す 
ぺ し。 前が 巧に めける 利な ななおみ 巧なる とさは 出 常が 六み を おゆる 巧を W て 巧 巧が とす 0 
01 一) あち 一二 常莱ザ 巧の 制に 巧 丰被少 が 巧 はれと にょって のみ 丰 をを かの 前 巧が 與 一、 られ たる 
媒 なにが ては 本 法を 適用せ ずぶな 巧け 前が なみが に關 ずろ かまの 巧に 巧され たる 變口も ホ 时じ〇 
»=酱 巧 本 巧れ とは 巧に 先にが ぐろ ものを；： 貞ム〇 
ホ 式會が 
巧 ま 含 巧され 
な 巧會が 

巧 巧 法 上の 巧 山 組な 
ち お 巧 巧會れ 

• Ml 條 なをを をはが をみ K に 期す るみぶ もりた る ホ遅淹 なく ラィヒ •クン ド •地 巧 用 巧 (か】 


fgg か 本* f 化ぶ お金 が a ： が々 ：! か 



341 (な 巧投丰 A ) 法ぶ がを 巧 ほな せ 6 本 S 


方 视巧巧 合 心の 公 化を 5 •て おぶ すべし。 公が は 巧 お 巧 子を がし 巧 巧に がての もぶ 巧 はれを つ 巧を 
巧 引 巧に がける 取引を 許された る ものた る ことを 巧す。 

第巧條 をが 巧を に 巧ず るを 化の お 巧な 巧 又はな 漫も ゎたると きは 巧 巧が はお 巧な くが び龙 一三 
條に 巧ぐ る 巧 巧の 公が におを すべし。 

第 五條を お 寅を は 貨借お 巧 菜に がて 現 ホ 巧 目と して 資產の 部に 記な する ことを 巧す 0 
さハ條 一空 三 ハ， 里 一 互ず 一日を 公 ほ 巧を お 巧は 會 かか 解散し 又は 芝が 產に關 しがを 文は 
抛を 巧 止の 巧の み 端 手 おの 閒が せらる、 に 非れば 法が けなと して 之を お々 する ことを 巧ず 0 
» セ條巧 一條の 巧を は 化の 法律 巧ぶ 又はけ か规を にょり W 產の公 巧への お改ぶ 巧を 巧せられ 
たる 墙 合には をを 適用せ ず。 

« 八條巧 一條を 一 一條 巧 w 條义は 宰ハ條 の 巧 巧に 違反せ るぶ は 锭期巧 巧を 刑 又は 其の 一を 巧す 
«化條 ライヒ 經巧 大巧は ライヒ 词法乂 巧 及 ライヒ 乂が 大臣の！！： をを 得て 
(イい 本を の あ： 行义補 ホの 巧 法 巧な な 及 一 股け か 巧 巧を 蟹が 寸る こと 

(口.) 個々 の媒 なにが て おに 失策を 巧の H 的を なて 本な におき 愛を ナ ろぶ おの 例 ホを 泌 むる 

こと 

の權 限を ちず。 

二 I 資本を 社 利益 配 常な': 公 倩 資を巧 ( i ;^ 齡 


本 法は 一 か 一一 一四 年 一二 巧 二十 九日 附巧 本投を 法のを 正 法で わつて、 を 正の 主 なろおは を 本 巧 
々法に わつて はみ 社 白み もして 公 巧むな に 巧ら し A てゐ たの じ 巧し 丰 法に かては 公ぶ じ 巧な 
ずべ さ 巧を は先づ 之み 巧 逸な 割引な 行に ず なぜし め间行 もして 公が 巧な の 化 じがら しみて ゐ 
.ろ點 で わろ 0 

ラィヒ 政府は ホの 巧 化を をめ 巧に とを 公布す 0 

第- 酱巧 本會社 (第一 一條〕 は 其の 社な に 藍み する 純な をの 中ょり 左の 規定に ょゎを 化 巧を (巧 
巧 俺) を 形ぶ する ことを 輿す 0 

藥三條 本 法に な本會 おとは 株ぶ を お、 株式 合な をが、 植 W 巧 か、 總莱法 上の 銷 山が 合 巧な の 
化を 利を H 的と し、 直つ 社 貝が 法人 財 產に對 ずろ 持み を 第一 一ー ホに 讓 嫂し 巧べき をな 法 上の 法人を 
言 ふ。 化しを 錄產莱 組合、 相互 巧 おを な 及 其の 他の 樵 巧 能力 ある 閣 粗を 除く。 

さ 二條 5 莱 年度に 封し 现 金を W て 配を し 巧る 利益は 拂込 資本金 Q 六 分を おゆる ことを 學 
前年度に がて 六 分を 超 ゆる 利な の爾巧 せられた る 巧を には 前 ホ 巧と 间ホ 迄の 巧な をが 巧す る こと 
を巧〇 但し 化の 巧な にがても 现を配 常は 八み をを ゆる ことを 巧て 巧な おがの 巧は る i が 巧 又は 
其の 前 一幸を じがて 巧 本のが 少 あ.^ たると そは がを 率は 巧 本が 少 がを 考 厳した る 上を をぶ 定す〇 
第 四條 (一〕 純を 中 おな に 歸擎る も 現金； g 警 巧され ざる 部み は 巧を 敢设 に關 する か 藻ち 

芝る 篷 愛く @璧 ミ； 苗 在 S を蠢温 行に 壽寸 る、 一とを？。 Igi 剤引级 

巧は を 託を 巧け たる 金滿を 巧ち ち聲 SS に ラィヒ < を にお 巧」 (公攀 金) 且つ 公が 資 をを 


(法を •。公が* ffia 巧せ 6 丰， 342 
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巧 託 ホと して おな の 巧に 巧 巧寸る ことを 巧す 〇純 なの 中 お 行に 寄託せられ たる 部々 巧 公 巧 巧を に 
おしては 强制 執行を 爲ず ことを 巧ず 〇义 をれ ホに がな はを を お々 する ことを 巧ず。 

(一一〕 ライヒが 利子ぶ 拂を 巧證し 又はず がぶ おじが てな 巧 あゎたる 巧 合 ライヒに がて 巧 巧话巧 
の 巧 巧に 化 巧なる 巧 金を 公が 巧 巧 ホに をけ すべき 公が は ライヒを 巧に ホず る ものと す 0 

(111〕 會か巧 本を のをが 拂込未 巧の 巧 おを ぶは 巧な； g をに 閱 する か歲に 席し 純な の 中 お 貝に 说 
が 寸るも 現金が おを 巧され ざる 部み をを 仿巧 金の おぶ に 代へ をれ 巧 本 金の 巧を に ホ おすべさ 旨を 
巧定 する ことを 巧 0 

第 五條 公が 巧を におす る 公が の 袖* 巧涅义 はな 還 もりた ると そは 巧を 金 巧 引 お 巧は を 該巧涅 
金を お 巧な く 巧び 公が 巧 金の 径 じち 巧すべし 〇 をぶ 巧を の 巧ず 化 入に 關 しても 亦 网じ〇 

第ホ條 (こ 本 法る 用 期 巧 巧 十 一條) 巧 あなの お 巧の 年度 ホみ 巧に 巧ナる 利な 爱枯の みまも 
りたる 後は 一切の 公 巧 巧 金は ライヒ 巧濟乂 おの おむ る 細則に が ひ 巧な 拓 巧に 縣 ずる 巧な のをな に 
より 常時に がて 巧な をが 權を おする 社：：！ にか； 8 する ことを 巧す。 

(二) をな がが をし 又は 其の 化の 方を によ b 解が する 巧 合には 公说 巧を は 巧 一巧に よる 巧 化 巧 
間 お あ 前と おも 之を々 がする ことを 巧、 巧の 巧 合 にがては 會 ながが のかを は ライヒ お巧大 おのな 
巧 ありた る 巧 合に おゎち 效 とす 0 

第 七 酱 (一) な 扫は本 法の 巧 巧に 反して 現を を W てす 巧を 巧け たる 利を 部 みのおぶ 萬 おを を 
す 0 


ご 0 巧本會 おの 巧を 代表み じして 本 巧に より 巧せられ たるぶ 巧に を权寸 るけ 这ん りたる ホは 
巧 姑に おしを が 巧に ホ じたる 巧 巧を お 巧すべき 巧 巧を ホず。 

第八條 一を の S 累を巧 證サろ 巧 約の 孽 K } 璧 口と 巧 も 利な の 現を 拓 巧に 代へ 巧 巧が によ 
る 巧 逸を 割目 お 行への を 託 あ 6 たる 限りを 巧 巧 わに おく 巧 巧を 主 おする ことを 巧ず。 

第 5 (一〕 巧 本 おれの 法を 代表 ホに して 望磅巧 巧 内が の 巧を に S したる ネは敎 锅あ巧 
お 又は 其の 一を なて お前 ナ〇 

こ 一〕 刑の 訴 あは ライヒな 巧 大臣の 吿受 を 巧って をを ちす 0 

« 十條 ライヒ 巧 巧 大臣は ホに 巧ぐ るが 限を おナ〇 

(イ〕 ライヒ 司法 乂お及 ライヒ 大巧 乂 おの 同を を 巧て 本 巧の あわ 巧 端ち の爲 をが をな 及 一肢巧 
巧热 巧を 爱ボ する こと 〇 ライヒ お巧大 おは 巧な 法が をな 及】 がわを 規巧 にかて がの 癸した る 巧を 
に 遠 反せる む 巧に 閱し巧 九が に 巧む ろ 巧の 逆用 巧 其の 適用 お 田を 巧ぞ する ことを 朽 C 

.口〕 ライヒ 大な乂 おの 问 息を 巧て を俩 のみな に付きが に 失荣を 巧の 目め をが て 本 法の 巧を の 
例外を をむ る こと 0 

第 十- « 本 なは 本を 巧 巧 巧 巧 おもる 巧れ 巧 おによ も 巧な せらる I おわの ホな 末 巧 巧 巧を お 巧 
十二® 巧の 巧倘を おする とに おく 一一を 菜が 巧の か货 にと をを 用す 0 本 巧の お 用 巧 巧 巧 にがては 一 
九 一二 阳年 一一 百 二十 九日 附巧本 巧 か 法は とを 巧 用せ ず 0 
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第五 編 商 業 

- 小賣商 保護 法 (一聖 一ー ニ 窒月王 弓 

政ぶ 巧 热の稱 お 屯 其のな 本と ずろ 結濟巧 かじけ 現が のを 裳の 巧 まぶぶ が 化 巧で わる 〇ル 《 
商 巧 津法も 化の 口 的 じが 達ず るむ々 に、 中 ホ 巧みのを 業に 生ぜな 若がん ろと ころの 施設で わ 
ろ〇 巧じ化の化がにめてけ 「を本と持濟げ巧し-^苗ぶじめて人巧に奉仕ず」 なるナチスの稱 
神の 巧 本 法 则が現 はれて ゐろ 〇卽ろ 巧し みを 本の 投下は 巧 おのな をな ろを お 合 サ かず t の だ 
から 之 もみく ともが 制 W に ホず 事は 化 ホの ので わろ 〇ぶ法 あは 化の 目的の たみに 巧 一 かにめ 
て 一巧 じすべ ての 販巧 巧の 巧 巧知 林-ル じたので わつて' 巧に 巧 巧 お、 叉は 之と 巧 化の 店の 巧 巧 
合 巧 化した のでは 中を 巧れ の ル資 巧の なまじは おめ て不化 おで わろ 〇 まし 巧貨 店の がを 規ぶ 
は 揉みて 巧が たろ もので 之み 巧 化しても ま 席 制 巧に i ろ大 かおを じ i つて か « 巧げ み W 如が 
》らろ 、ホはな い のでわろ〇 :史にル巧お円みが逊夕にんるとまム事がかも巧乂なをホ^^^もつ 
からぶ W ホは 化 下の かみ 括め てが 化な 巧两 じちり、 巧 荣« 巧の 巧 化 もな 行した ので わる 〇巧 
つて 巧を 化 巧を じ 巧を すろ 化さ ホタ 括のを ホがない 巧 合には 巧が 巧設巧 止の 例 ホが おみられ 
ろので わろ 0 


345 法 B 巧宙 <1 ホ 


み 囊巧法 i ホんで 巧 じれた ナナスの 化み 巧 巧は 中小 重を ち 卽ち中 墓 鼓の 結 濟巧巧 

化 おでみ つた。 卽 ち 星 商、 手 5、 ぶ 雲 をろ §及 促 逝 でんろ。 併 t 雙 

は 同時 じが ホを として 困 S 巧に 霎な惹 S そし、 且 それの みなら スーが おみ おのぶ 

に乘る 時期は 養遲 いから、 や 達 お sss といん ホは 祝な 長さ 巧閲心 待たね げ不ザ 
能な ことで わる 0 / 

本 法 t ム / 巧 巧 楽の 囊 は 巧 度は 詳ザホ 巧と な 4、 其® 許 ザは 基 者の 蕃 的が 巧 
やが ホの 巧奠じ M つて 富され ミル 巧 商は i 0 不正？ から S ぜら れミ词 、げ割 
引、 お穀 蓋、 瑶ま、 n 動 寡 的贩夕 をの 纺制 、協同な ち窒 商人 ホの 巧— 巧^ 卽 
ち ホ じ 再 巧奠 が證に 巧 言 十 ナノ' 田 S は 之で んミ 巧に 百 S 0 望 法 《 S な 
し、 店内に がけ 其 料 農、 全 當小衰 空 案 寡 はを t 送 さ容護 ミて ル 巧 

巧に 封して S 託 可され た 义小急 $ 法に i ろ锭制 《日 的と J と ニス 皆な だ 义て句 
一巧 店から 手 Hi 菜 及 百 巧 店 じがけ S 凡て S 貿 gss 義品 装な も 引 さ拔み 叉け 
が 巧 地を おの 脊 通の 跟資を 制 彼ず ろじを る 0 

かくの か 4 巧は 含 舅の 立？ 名て 明芭不 ななり とず 票？ 脚く がか、 る 為 

の f はな § みせ f と、 ミ でん ミ 立を S 神 S 解す ろと、、 ろな くして 露が 芝 お 
へたる— みする ことは 不 なじ 法 2 巧ぶ 2 す、 S 巧に 卸 2 お お任，」 むろ もので。 

る 立法の お 神 じな して 不巧 なが 制な の餐 おじょ つて わ 巧の 自めも おする ミ お 《ホ お 神 こ 
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化ず ろ 〇す巧 巧 夕の大 をでは み 巧の がが を 巧 ホ ホ ぴ巧働 ホに 巧ん、 巧ず ろ t ので わって、 么夕 
のか巧のが持ん不巧じ曲巧ずるがかさス トラィヴ、 サ が 夕 > ク H 其'化の巧巧 (巧 へ げプ ブ ブ 
ク ，ストの 巧 巧、 化 入れ 巧 じがけ るが 殺、 货 便に i る々 を、 巧 巧 ホの な 巧 公示に i ろ 制な 巧) 
口 之 も 巧 止す ろ 0 

小 資商保 謹 法- (一九き 二 年 丑 a 王 一日) 

ラィヒな 府 は* 巧の 現在の お 巧め 巧 乏を救 巧ず る たれ、 がの お 巧 的あ設 として、 小 巧 巧ずに 
がける 中を 巧 扱め 巧 巧の 現が をが 持ナる 毎に みのを 巧を 公が す。 

第一を 

第- 條お巧 まを に關 する 聚急令 窒磊第 一條 巧 一巧 三 九 一一 一二 年 ご 一巧 九ち 一九 111 一幸 十二 
月 二十 一一 一日 お 巧 巧び W 巧に 關 ずる 巧 急 令 巧 一爲策 一條〕 「一九 ill 四が 巧 巧 一日を の 期間」 のが 除 0 
问 條の規 巧に がける 巧 一の が 巧ず のを ホ 巧 おあび 巧 巧の 獲. i ：! がをは 無期限と す。 

第 II 條 一、 商品を 肢資ナ る 目め をち する 脏寶 巧は 一九 一二 一一 一が 十一月 I 日 迄を を斩 鼓す る こと 
を 巧ず 0 

二、 旣存の お 巧 巧を 巧 巧し、 之を 闷一 町村の の 他の 化 巧に 移 巧せ しむる 巧な は 左を 斩設と 見 化 
さず 0 

さ 15 ホの 各號の 場合は をを 第一 窜を 一條に 巧を せる 巧訟 とお 做す 0 
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一、 が ホ 巧 用せられ y ゎし 化 巧 巧の 巧 張が かの 巧が 巧 巧を 時の 乂 さの 十々 の I な 上なる とき 0 
二、 み 巧の 胁巧 巧を 巧が する 企 菜が 阪巧 巧を 引る けたる とき C 

己、 收資 巧を 化 入が 引を けたる とさ 〇 化し 化の 引 巧に ょゎて 巧を 方法を、 特 こな 巧 S 、 巧 巧 
店、 等に 巧が したる 瑞な 又はの 格 巧 誌に 特は ある 方法を なて 巧を せられた る 巧 合。 

四、 商 祭、 ポスタ— 、霎 か 巧に がて 巧惡設 の特誘 方を に 巧 おし 父は 一を の 媒質 蠢 にょ 
る 巧 お 仕 入に 巧 巧す る ことを を かした る 鴻な〇 

五、 襄阪資 巧のを 部 又は 其の 大巧 分を 日用品 巧を 脊 § をの 商愛販 巧に モ てた る化資 巧が 
がの 日用品 あを 巧 お 化を が 分を お化した ると き 0 

第 四 條を療 及びを 一 療の班 巧は 奚 かた 累巧 做が 合 麻 巧 愛 和むな 關め設 た 巧しても 
之を 適用す。 

第 五條を 一、 111、 内、 條の 塞は ラィヒ 巧府 Q 設 くる 僚 巧に な ひ 例外を 設 くる f 巧 0 

藥 さを 一、 一二、 巧、 おの 规ぞ廷 器、 巧 おにが けるな 愛阪を、 巧 巧みに がける 巧 換巧貪 
じがけ る 物品の 版 巧 巧び 巧 巧には 之を あ 用 甘ず。 

第モ條 (ごエ 菜を を 一節 巧 一 0 巧慷に 巧を せる 巧 ホ 手工 累ち巧 巧 店、 巧 I 商店、 ホ 巧 
虞 其の 化 霧 お設に をる 特色を 章る 屬 、が 巧叟 n の 販巧巧 又は 《幕のに 馨 する こ 
とを 學。 5 巧 s 立手秦 所が 芝 法化璧 舊旣に 上記 Q 得に 設阻 せられた ると きは ラ 
ィヒめ 庭 其 《巧 罕る條 かにが つて 之を 閉 がせ L むる ことを 巧。 
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(二〕 おな ランドを おは 化のを ホぶ 巧な 前にが ては 巧 巧、 巧 巧 义は小 巧 商の 化の 惦資 巧に がけ 
る 巧 店の おを に 醜して 其を 巧 又は 一巧の 許 巧を 巧 おしあび が货巧 •商店、 又は 小資 商の 化の 贴替 
巧に がける を 堂を を 部 又は 一部 续ム する 事を 巧。 化し 巧 店 又はを 堂の お转に 巧す る お 巧が 巧 在せ 
ず、 巧店^^至を堂のお山に依てをを菜が化蒂せられざるザを巧す〇 

第 八酱を 一、 一二、 阿を 條の規 をに 反して 化 資听义 はがが W を設 ホし、 又は 带セ條 の 煤 巧に 巧 
し：！： 樣に規 をせ るを 菜內 にがて、 巧 ホ 手工 策 巧 菜を 設立ず ると きは、 酱を とを 閑が せし む。 巧な 
巧 巧は 喫茶 おあびが 巧！^ 巧 セ 條を奇 の 巧 巧を がが された る 時は 之を 巧が す。 

« 化條 か忘义 はお 失に 化り 巧 二、 一二、 巧、 セ 條の规 おの 一に 反した る ものは おがに おす。 

»十« 巧 一一、 一一 一、 巧、 七 條に 巧る 聞銷义 はを セ條 ( 一 ) 巧 二 巧 父は (二) にお づ くが をに 化 
々ホ じたる 巧蒂 はとを 胎巧 甘ず 0 

萊二章 

エ莱 巧は 左の かく ホむ 

I 、 巧 一二 五が (ィーに 巧 111 五條 (n) として ホの 戏 をを 附 かす。-. 

「許 巧 又は 化 人の なをの 刑を 上の な 蒂に依 6 巧 はれた るを 莱じ巧 十る 别 巧ょり 安を し 义は不 ぶ. 
巧で をに 巧ナる 重大なる 巧 用に 巧り 行 はれた る 判 かょゎ 發 おかる 日を 么淹 品の 版資 わなは をを 食 
化する ことを 巧 0 

ランド 中 ホを 廳义は 其 おを せる 官 K は 前 巧の 巧 止な 後ー ザな 上が 沮 せる 時は を 菜の •冉 関を 訝 巧 
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する ことを 巧」 

小賣が 保蘿法 施行 か (一九 一二 111 年 五 fl よ 言) 

第 I 條、 小 賣商保 藻を 巧 一草を 一條に 找 巧せ る販 を 所 新設 巧 止の 例外は 第 お 條の戏 巧に なさ 
巧 別の が 化の 下にが ての みとを 許す。 特別の 怡巧 はが 下を 號に 巧め たる ものを 巧 ふ。 

ィ 、新開 住宅地 巧に 胺資 巧を 新設す る 巧な 
口、 新開 巧莱巧 巧に 化資 所を 新設す る 巧 合 

《、お 蓋、 おを 地、 に肪沒 所を 新設す る變 n 、 义 外聞 おを のを 迪 みなる 選に 販巧 巧を か 
巧 旅客の 带 巧を ホた す 目的を なて 斩訟 したる 場合 
二、 巧の 法げ 施行が 前に 化 黄 巧を ホの 目的を がて 化が 俩 所の 巧 巧 又は 化 ホが 十 1 地の お理 をな し 
たるまを 霞した る 巧 合は 巧 菜を I 九 II ニニ 年畜 一日な 前に 開抬 したる 瑞 なと 雖 もを 一、 一二、 リ 
巧の 祭 止は 獻則 としてを を お 用せ ず 0 

三 一、 (ィ ：窒療 第一 巧の 巧 止に 巧す る 例外は、 面 巧の 巧距が 法が 巧け 巧 時に がける 咚 香の 
面 巧の 四々 の 一を おぇず、 且巧聘 巧が 所が 從 おの 化 巧 所と 的 巧に お 巧せ る 巧 合に 限る 〇巧鼓 3 ホ 

がが ホの 脏資所 面 § 四 分 Q 1 を 超 文、 又はと と鬟 にお 店せ ざると さはと をが 寞 ss とな 
化 t 一一 

(ロレを 一一が の 二、 111、 巧に 巧を せる 巧 止 じ 巧す ろ 例外れ 人口 II 盃 人を おぇざる 巧 村 こぶ ホる 
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化？ の 巧設じ 巧して は 之を 巧 巧せ ず。 入口 111 ま 人を 超 ゆる 巧が にがては 板* 一^の 化 巧、. 巧 斑、 

化 ホの 胺寶 所ょ ゎの が 巧、 巧 おのが 巧め が 巧 及が 巧ょ 6 する 巧 ホの お 果たる 巧 合に がての み 例外 
を 許可す。 

二 貫 格 管 巧な (一九 ご ニニ 年 七月 十五 日) 

ナナスの 巧 巧を ホは おが i りの 巧 巧な 巧 法 ( 一 化 一二 一年 十二月 八日) の 巧 巧，.^ 巧 巧 ザろ もの 
で わろ が、 かほ ホの 一一 义 かにが て 之 も 巧 お ザろ ものと まん ぞ がか 化ろ 0 

1 、 一 九 一一 一巧 年 九月 四日 巧な 巧 引を じ i つて か 巧の 卸さと 巧 巧の が 制に 巧す るは 沒 め巧理 
の蒂 巧が 巧 へられた。 

一一、 一九 一二 巧 年 トニ 月 四日の 巧な 理を U 巧 巧 巧 おを に i り、 倚 巧な 巧の お 因 も 「日常 生 巧 
なおな や 日を 需巧 ホぶ も 目の i ずろ か «」 i リすぺ ての か 巧 及々 巧 (巧 煤 もがく) じ « おぜら 
れたゥ 

化を の おを じ i つて、 巧 巧 巧 戍の各 巧 巧が ホし く (卽ち 巧 巧の 年 ホ 化 度 ) お 制されろ ザと 
なつた ’0 ほし か、 ろ 巧 制は を 巧の 巧 濟化稱 じ 巧して 焰 巧に 化 巧な 巧 合に のみ 行 はれろ 〇卽 ち. 
巧 へげな 菜の お 持、 巧 巧の 巧 行か 田 巧みの 巧 速 戍ぴホ 巧る 巧の おな 巧 化の 巧 合 之で わろ 0 
W 巧な 巧の 巧 化 じがて は ホの 一二 姑 じ ホ 巧な 方法が ホず ろ。 

一、 巧 巧が 巧 及 巧 巧の おぶ、 をな がが、 巧 ホ 巧 巧' 巧ぶ 巧が、 が 化が 巧、 か 巧が 巧の 巧ぶ 


が 1 を 巧 巧 お 田 


口 之 じ 巧し、 a 么に讲 巧 L てを 量 (生 ホ、 化 巧、 が 巧の) じ M すろ み々 ホ鮮 巧な 巧を も 巧ム〇 
な巧巧巧化止八" 牛；ホ么帝§じかけ ろ巧合父はか合じ ^5わ巧巧化义お化手を巧巧冀ぶを 
工業ぶ 巧 戊 牛が：： i 取引 法夕げ 之じ拓 ずろ 0 

二、 巧 おの 巧巧拘 おの お 化、 义は 巧が、 巧 用 円ぶ 巧 巧 化 進に 巧ず るが 巧 0 
一二、 巧 上 一 一個 S 巧 的な* 衍 黛 お 8 和袭 じ？ て阳薦 蓋が わ ミ卽ち 巧が 明 巧 
ホじ员 巧 性に 關 ずる 方 巧 でんろ。 间 へげ 巧 巧ぶ 記、 33 裝 等；^ 脚ず るを 令が それでん ろ、 之 巧 
は 主として 巧 巧 巧讓も 目のと ずろ 0 

巧 巧の 巧 制は、 一 おお 濟裹 じがて、 晦巧 力の がな、 な 用の 巧ち 巧 級の 引と ホ々 巧 巧 件 

のを 霎 Q 舅 isi 慧ぷ袭 為 W ず 轄 に菱？ ごら f もの でん 

る 皮が の 說お巧 じょつて 巧濟活 勒が托 巧と なれげ、 ィン フン— シ ョンの 巧 巧みを ぴ .こ,5,^ 向が 
現 はれろ 〇卽 ろな がの 化述速 養が 加、、 む 巧 的な ろみ？ ぞ想タ ロ 之 でんつ て、 援巧巧 巧 

妾は W 巧 巧 S 設は之 惡巧寒 寡 防ず 5# も 其 《委な S 巧蓉 一と」 て ゐる〇 
巧 巧 致 管 於て 致脾 がか 闷 せろ ちた ろ枉 地は 含， 一岳 苗わず る累化 ホろ。 

一、 巧 巧の 動 さは 尖を お 巧の 哉 おぶ の 巧艰も 巧ぐ もので もつては > ょ. つの 0 
11 、 各個の 巧 巧は 和 互 じ 巧を なろ W 巧，^ 巧つて ほられて なら 〇〇 

巧が 水ち か 上 巧す？ ぇ菱 S 替 、失 S 8 な 《ホ裝 が 相？ れ ろ》 マみ ミし 
かも 化 ホ じがて、 二、 一二の H 菜、 手 H 莱、 巧 じな 菜に めけろ 倘化水 ホ のぶをは 之ん 引上げ ざ 
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れげ 、之 巧の ななのを 巧 化 巧 告あぴ 巧 ざろ 有な であつた ので わろ 〇 なじ 巧 巧な 巧の 巧 巧は、 
を«の巧巧水审のをぶみ巧つ やぅじこの二つの巧ホ1^^ぶをザしむべく、 各活の巧巧の巧巧も 
巧 巧ず ると いん、 巧ろ 困 巧な も かとな つたので わる。 

巧 巧の 引下げは 巧 巧 及を 戍 なじを して 行 はれ、 一九二 八 年み 100 とずる 指を にがて、 エ 
巧 巧 巧な にがては 一九 11111 一年 かじ セ 九、 七に、 一九 一一 一巧 年ぶ じかて セ 七 •二に 下 巧した 0 之 
跨の 價巧 引下げげ その 大巧 ザは ブィ t 巧濟 大臣が 估が ホな との 協を に i つて 〇 がめ じ 巧 はれ 
た 0 ( 巧へ に々*、 セ メゾト 、巧 子) 义强 制のに 引下げ 行した 巧 合も耗 巧ず ろ (巧へ ぶ 
パィ H - ik ン じがけ ろ 魚 巧# 茜、 ビ 1^00 

« 巧の 引上げは 巧 じさ 芙 じがて 化を i ぜられ たと こる で わつて、 度 巧 にがては 、エホの 化 
く间 ぶを 本の 能率の 巧 化に i つてが 用 率 もな め、 巧ぶ 巧の なみじ i るが なの 增 火み 巧ろ i い 
ム 事が 不可能 だから、 巧 巧 人 具合が かずろ こ i にょつて ホの 安丰を 率み なめる# は 不可能で 
わつた 〇 巧に ft 柔 のれ 巧のを 巧は 度が 引 上み 措いて 化に そ へられなかつた 〇 油脂 か 巧、 お 入 
巧 制、 ホ 巧 巧が (巧を « 巧 のがが 巧) じ i つて ま 持され る このな 巧 引 上な ホけ、 失を 巧が 法に 
ム つて 镇 お》 られ たる 巧エ柔 のか 巧 力. <5 -ま 程な 迄 巧 かし、 化 方 じがて エ巧 おなじ 巧ず る 巧 巧 
のな 大 となつて 現 はれる ので わる 0( 例へ に 巧を 巧計材 a ホ じょれ 任 一九 一二 一二 —— 四 年 じがて 
は そのが 年の i リ もを 巧 資上 をは セに 八 千 巧 マゎク のが 化み 示した 0) 

なし 乍ら 值 巧な 巧の 正*! は 不正な 供 巧の 巧 上ん 巧 ルず る ホ じが ホず るのは ま ムをも かい 0 
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巧が なをの 巧 向け 一方に がける 失 8 和を な 用 蓋 巧 巧を 入制拟 等の 径ホ裝 興 蒙 おを 化 
がのに 生じた もので わつて、 之み 巧 巧ず ろ ホは おみて 大 なろ 巧 力ん 巧ず ろ 0 1 九 S 五 年な ホが 
巧な 巧は ラィヒ お濟巧 じがて 巧 巧のに 巧 行され 例へ げか 苗 ホ 巧 じかろ 巧 巧の 巧を わる じ ホ ざ 
れげ巧 ホ 時の 伤巧 i りな 上に 巧 品が 巧 も 巧 上げる ホ も 業 i ぜられ た (巧 朽巧巧 巧を 巧 止なず^ 
巧が 巧ち 法は そのを 巧 じ 巧れ げ ナナスの が おぜる もので なく、 を 巧を ベた 化く 一九 一二 1 年 
の 巧を を みじめて おわて 規 をされ たもので わるが、 この 巧るな をが まとして 目 巧のを 巧じ留 
られて 巧が 引下み 化て その 主眼と ぜる じな し、 之 も 1 の 巧 ホみ ろれ 巧に おがし、 巧巧濟 制が 
の 巧 則の 一にまで 巧 化する ホは ナナス 巧な じム つて わめて なしを げられ たの でんる 0 
卽ち單 なる 巧 巧 引下げを でな く、 1 の巧乂 めな 巧が 巧 理法は その 巧 巧 じめ ては 化 人 主み め 
を 制、 がろ 巧 菜が エ柔 のさ 由、 巧 わの 日 かの なをみ 含む もので わつて、 か、 る 巧 制 法のは 立 
巧みく とも 巧め 〇 由の 巧 則の がサ の 巧 止、 卽 ちちめ 巧 ホ ホは 巧 わじが てを 巧の がな 巧を のた 
々じ 行 巧ず へさで わると いん 李が 一つの なをの 通を t なるとい ム 典が か投 されれ げ むらす、 
之が ナナスの 赴々 なをに ホなら わの でんろ 0 

この法をが 】 巧め巧巧引下げん目的とするものじホ^^るこ4は巧じそれが不巧な價巧吊上 
イも巧 ルす るの みならす、 不 巧な 巧 引,， ホが 止し、 又す 巧なる « 量、 巧の 化 下、 その他め 
サ— ビスの お 引 巧み も 併》 巧 じて ゐろ なじめて 明らかで わる 0 
ホ そのた A 、 巧が 巧 巧 法な 巧の 大巧 巧々 も 左 じがけ ろ 0 
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財な 終 巧の 巧を 並に 网內が 巧 維が じ 削ず る 第 旧 大統領な 

(一九 一二 一年 十二月 八日) 

巧】 章價 格ぶ 利子 引下 
萃 一が 巧 格 引 上 裳 止 

第 5 ( I ) 曰 雲-巧の 必银品 並に 县牛活 に么耍 なる 8 の 巧 格 引 上を 巧 李る ため 個が 
巧 巧 ライヒ 委 貸を 設窗ず べし、 巧が 巧 巧 ライヒ 委員は ライヒ 總巧大 おに あおし、 化 林 じ その 所在 
を わく 0 

ご一〕 敌府は ライヒの 格 巧 巧を 目の お 結 期間を 巧む 0 

ホ ー巧 註择 

一、 「日が 生 巧の 么巧 な 及 日が 生 巧に 必巧 なろ 巧を」 の 窓を 〇 この 概 をけ 巧が あな 巧 巧 法度 
巧が 吊 上 林： ル 止 令 (一九二 一二 年セ片 十一 一一 日) じ调 おする もので わつて、 おお 閣に 互ろ 人 氏の 日々 
巧 巧ず るか 巧 又は々 務 におら ろ、 ものして ホ のらのは 之 i リ 除かせら る〇卽 ろ述 常の 取引 お 
を にがてを 巧 品と 見 かされ、 之 おくしても 巧 述の生 巧みを むじ 弟 まへ な，.,， もので わる 〇 みが 
なの 範 曲は 廣 くが 巧ぜら るべ しバ ー九 一一 一四 年 五 片十セ 日結濟 大臣 班 W 心中 か 巧が 巧 巧材じ i 
つて 巧ぶ せらろ 〇 かほ 巧が 巧 巧の 巧みが 巧が じ 及ぶ お 巧、 手工 お 的 巧な も そのな 巧の 下に わ 
かろ、 ホと なる 0 巧！ 一を 細工、 上 巧 トランクが 作、 マニキュアの 如 さみ 巧 的々 路 はが かさろ 0 
二、 M 巧、 巧 巧の 巧 巧 i は 旧々 のちめ じつみ 化々 の 巧な も その 巧 象 i ずる もので なく、 词 
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へげ わる 商品の 巧が じ 巧して その 巧が，^ 一括 ホが！： 又け】 巧 巧 ホに 巧して 一が のに 巧を し、 
之 じを なぜる 巧な じじ-間 則、 碎巧 林： ルル その他の 强制 おがん め 巧で わる 0 

第 II 條 ライヒ 委 なは 巧 一條 煤 おのの 格 ホに その おか、 巧に を 終 巧 段階に がて ホず る 巧 倒を お 
えず 監 放すべし 。ライヒを 貫が のが ホに 巧俩が 過な なりと 改めた る瑞 合は ライヒを 貝は おもに そ 
の 引下 處潭 を講 すべき ものと ず。 

さ - S ( 一 ) ライヒ か 府は巧 一巧を 一節に おきて 規お すべき 韵 則を 巧む。 

ご 一) 前 則が 巧め られ ざる 場合 にがては、 ランド お 巧 巧 巧は 政 巧の 架 米に ょ 〇 避： 巧を 巧を して 
第一章 第一 一節に 基いて 一 股に 热 巧せられ たる お潭を 執り 圧つ 么 輿の 場合には ランドな に 依る 强制 
手段を 講ぜし む。 

第 四 條な錢 道、 粹巧媒 逝、 ホに かを はを 呂會 の' 耍求 におき 述爲 視法バ ー九二 六が 六月 二十 化 
日) にょる 運絞規 のを 部 又は 一部を をず。 

ライヒが 格な 理 をな 職 巧 梅 限 移が 化 こ 九 111 巧 ホセ 月 卜 五日'」 

第 ■條 W 巧綺巧 あを ホに 巧みが をが 持に 關ナる 第 巧み 化が 八"、.！ 九 111 ! 巧 十一 一巧 八日) にめ て 
規 巧され たる 巧が 巧 巧 ライヒ 委 巧の 靖巧法 限は、 その ライヒ 摇巧 大巧の 愤 おに 關す るみは をを ラ 
イヒ巧 巧 大臣に、 その ライヒを 巧な 菜 大臣の 横 あに 關す ろかは をを ライヒな 巧な 菜 大臣に 夫* な 
巧す。 
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巧が を 巧を ななの 巧 限 巧を こ 叫；！ 一一 如が 巧^ 巧 

» 一條の 巧 巧 巧み 昭ま 貞は 日 巧 か 巧の 化 淹なホ じ 日な ホ 活じ化 おなる 雾の 巧が じ 削す る 班 
ち、 おにを が 巧 段睹じ ホず るち 巧 巧 割を に閱 する 热 巧を 設 くる ホを 巧。 を 巧 巧は 自爱的 引下を おお 
し 又は 上述の 煤を によって 引下を なし、 直 巧を によらざる 巧な によって 巧を にと をけ ふ 巧を 巧 0 
前 巧に よって 芭 された るを 巧 おの 規巧 にを 反した る 時は 巧 お、 义 はお 巧を 巧寸 るを を 巧。 おが 
の おはを を お 制限に なむる 巧を 巧が 
巧 一巧な 巧 

一、 巧が 巧 巧の ホ 法、 巧 巧な 巧の ホ 法は ホの 化 - r 、 巧を じ おがし 巧る。 

7、 巧 巧、 常 巧に 期す ろ 一な のかぶ 

口、 が 巧め な 化が 化 制が も 巧が 巧 巧 W の 来ぶ 合 K からしむ る こと 
，、巧が かたに W してな 巧を U み i 巧 タホ闽 じ 円 贫め谢 ぶ 私なず 事 

二、 巧が 公 叨じ閒 ずる 巧ぶ、 (化か 巧、 な裝 ず) 

ご 一、 罚 則' 上に 化ぶ すろ 连 反げ 巧 姐が 法のを おじが けろ' 所 前が 法 上の 巧 巧たら ざる ぺ から. 
す〇化 にこの 罰は ホを 巧' 又は々 を 胡 巧ち その 化の がみ！ 进 ではない 0 

内、 巧の 铅闲 、巧が、 一日 方 おお 年 •な 役 •一日 巧ち 六巧閒 、巧が、 制战 なし 0 

商品な 引か (一を 一亩年 九月の 日) 
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巧 巧規た 

第 5 ライヒ お濟大 民は 巧 品が 引を 巧に その 巧进 、累 、時 ザ 賊巧巧 巧 巧を 巧 if 0 

さ 5 ライヒが 濟 大臣は 商 梟 引 Qi 及 義に寞 なる 管、 雲 1、 た 貪 筑の里 

示に 閱し 命令を 發 する ホを 巧 0 

第 古 I 酱を巧 巧 

三い ライヒが 濟 大臣は 第一が 巧を 療の權 お 一部 又はを 部を 雪し、 この 目的の 毎に を理局 
を設坦 する 事を 巧 0 

ご 一〕 靈 局は 巧 人と ず 0 霜 局は 巧 まがを を 有し、 震に 巧が 享® 

ライヒを 横を 村 

第凸酱 ( 一 ) ライヒ 籌 大臣は 霉局に 一人の 全偏寶 を 巧 命し、 を 煤賛ょ 一八 又ょ 巧、 
を お 委員 代 まを 谭く〇 

a 1〕 ライヒを 權ま 貝は 司を 上 及 司法な かに 巧辑： 局を 代ます 0 

* 五條 ライヒ 全 猫を 巧は 巧 巧 おを お 導す 〇 ライヒを おを なは ライヒ お 巧 大巧の お 令に 服す。 

を 巧 巧 設置々 (一を 二 田 年 九月 四日) 

一九 吉巧 ザ 九月 w 日 巧な お 引を におき 左の 化 < 命令す 0 
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第 一條 (一) 巧 品 巧 引の 脊巧及 規制の 毎、 左の 巧 巧 局を 設 くひ 

一、 木が 管理局、 ペル リン 所在。 

二、 阁孽 お產 品、 飲な 其 化 お活巧 巧巧理 お、 ベルリン 巧を。 
111、 お获あ 里巧理 局、 ベルリン 所在。 

巧、 巧 油を S 局、 ベルリン 所在。 

五、 化舉 製品を 理局 、ベルリン 巧 在 0 

六、 絹、 人絹、 ボ販 巧を 巧 局、 ペル リン 所在 0 
セ、 煩を 巧 品を 理局 。ベルリン 巧 巧。 

八、 巧を 理 局、 ペル リン 所在。 

九、 エ菜 巧な 巧理 局、 ペル リンが を。 

十、 雜 お巧理 局、 ペル リン 所在 0 

(一 1) 左の 部局を なて をに 委任せられ たるが なの 巧 巧 巧と す e 

一、 ライヒ おげ、 飼な、 其 化な を お 局、 •ヘルリン 巧を。 

二、 ライヒ R 巧 及献類 半を お 局、 ベルリン 所在 0 
ご 一、 ライヒ ミルク 巧な、 油脂、 ペル リン 所を。 

内、 ライヒ 巧が 局、 ペル リンが 巧 0 

第二 條 左のを 理 局は をを ががず。 
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1、 巧巧巧巧局、 ブ ‘レ ー メ ン巧在〇 
二、 H 巧 的 油脂 巧な 巧理巧 、•ヘルリン 所在 0 
一三、 臺其 化敦モ 巧を 局-，. ペル リン 巧ち 
巧、 統化 管理局、 ペル リン 巧 在。 

五、 木 巧を 理巧 、ベルリン 所在 0 
ム ハ、 樹皮 巧 物を 巧 IT ペル リンが 在。 

セ、 巧 ぞあモ 巧を 巧 局、 ベルリン 所在 0 

八、 ゴ A 巧 アスベスト 巧 巧 局、 ベルリン 巧 在 0 

九、 巧ち 巧 巧 巧、 ペル リン 0 

十、 キ を® を 巧 局、 ペル リン 巧 在 0 
十】、 巧！！ 巧 巧 局、 ペル リン 巧 在 0 

巧が を 巧を U 怯 化 馈張ホ (一九 ミの 年 十二月 四日) 

惡巧理 を 負を かな (一九 一一 丙？ 一呈 ちに ょ •。惡 S 蕾に 巧 2 られ たる 護 ミ 
財を 及 巧 か Q 凡ゆる 種 巧に をを なお 追 用寸。 2 巧が S 墓に 閱 するな 令 ホに 特に 闲巧巧 化の 
が 巧 法の 巧ぞ はを を 巧 巧 サず〇 
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巧が 拘束ぶ 必編 ながが 引 上 防止を (一九 一二 四 年 壬 百 十一 日) 
(一九二 一巧 年 十一月 十二 日 同 令の 改正 令」 

第 _ 條 公を 上 及が 法 上の 諸 留巧あ 其 化の 時 合は ライヒ おがの ホ 詰 又は 總 巧の 委任せ るを なの 
承諾な くして 巧が、 を 巧 か H 手 巧 巧、 お 巧 化 巧手 お 巧、 おな 巧 引を 決を 巧 かし 又はが 巧 ホの 不利な 
を 巧ず がかき 巧 巧を なすが を 巧ず。 巧 命令を 布を の 上がけ 泛は 上がの ホ諾 なきと きは おみと す 0 

第三 « 生產ホ 又は 卸商は 內巧 取引の 商品 又はぶ 巧の 小 巧の が、 小 お 手 巧が、 小 巧 おな 刹 引、 
•6* おな 割 巧は ライヒ 結統 のを 諾 によらず して 巧を 又は 新 協を を 巧 ひ、 又は 小 巧 菜 おのな なにが 
てを を 巧 巧す る まを 得ず 0 

«|| 條イ 、第 一條 巧を I 一條の がをは 巧が 巧が がには 適用せ ず 〇闽民 巧 おおが 法の 煤を は 化 命 
令と 關巧 なし。 

さ 二 •ホ 産ぶ よりが 碧に 至るな 品の お述掛 转は闊 おお 濟 上す 必要なる 中間 ほ 巧に よゎを を 
因 難なら しめ、 をを 巧 期し、 又は 巧の ならしむ る 事を 巧ず 〇中閒 段階が 巧 巧 巧 巧 卜： 不么- 輿な り や 
巧 やは ライヒ 総が のか おになる。 

第 ホ* (一一〕 一九 111 阿 年 五 罕音餐 路さ桌 一條 累 一一 一條 はとを が 化す。 

何 ぉが 束 中を ( j 曾 I 幹 •一一 だ^ 间 をな 正} . 


3 の な 巧 巧 巧 n 


第. 一條 (一) 巧が の なぞ、 協を、 あ吿 、ホに 圾 化か エ お、 化 货手巧 おにして 左のを 巧に 巧を 
する だのは 一九 巧 十二 巧 S 十一 日を じ. 衍格巧 巧 ラ < ヒ をむ 么申お 十べ し。 

(イ) 一九 ホみ 月！ 日な 後 巧 おの もの 0 

(口) 一奎 H 幸-! ハ 巧 一日 S が奚 《巧を にがて 巧が 甘 ぉた ろ もの。 前記の 期 島 前に 
成 ホせ る 巧が わ 巧 じして 诺巧 さゎざる ものに お ^ トーの 规 策は 適用せ ず 0 
UIX イー ー九 一二 一二が 九月 十 吉日を 產 物の 格が 制 巧を なによ る 巧 格 巧 巧、 

(口) 一九歷 が 九月 二 上 一日 ライヒ 父化餐 Q 璧 によるの 格襄 QI 1 瑶 がに 限 ゎ ライヒ 
霞 宙阁巧 ホに ライヒ 文化§ を 巧を 似 巧を 巧を なに 巧 かす。 

«| 一條 第 一條 第一 巧の 中 かとは ホのを 賊を ぶふ 07 . ) がち 協 ぞ及勸 おの 巧は ゎたる 物の 裙が 
( n ) 巧定 、おを、 巧 かを 巧 ふを 菜の 旋削 
(《〇 巧を、 協を、 おかを 監 おする 部局 

き |條 中吿萃 舅は を凉 ( C の監巧 ホと ず。 を 巧ネが 聯な义 はお 合なる 時は その 代表 ま 
を 申 吿義巧 ホと す。 

选巧必 廉お化 引に 於け る 聯な义 はが かじよ る お 化侦ぉ 
‘避巧 巧な 手 數背蓋 禁止 かこ 九 三 一二 年 六月 十 言み S 

ライヒ 搜 業を 桃 巧 一九 一二 一二 年 十ニ パ 十二り 命 かこ 九 ミ 

一年 十二月 八日 巧 巧 巧 巧な を 一が、 ホ 阳が及 ホセ 化に i るかを) 
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第- 條 (一) 團憧义 は 蹄を の資 固す る 牛 活化帶 おお 引に がて か 何なる 巧が の お 巧 巧が、 鼓 巧 
巧 引手 增巧及 お但割 巧と 雖も 何が 巧 巧を 貝の ホ 訊な くして 巧を 又は おぞ する がを 巧ず。 このみ 巧 
なき 简 格の 協を 又はな をは 之を おみと す。 

(二〕 一九歷 雲 月 一宇 一日な ち 塞 お 巧な 前にな された る 炼ぞ义 は 巧定は 一を 垂寞 

月末 日に ホ諾を 巧ざる ときは ホ 巧を なて おかと なる 0 
;:二一) 第一 巧の 規定は ライヒを 宙期 巧义は その 髮 口を 貞が 一を ニニ 畢 九月ち 一 旧 公布 ライヒ 食 
稱一粗 巧を 巧 獲を をを 菜 おを 巧 巧 巧が 制 义化あ 規定な を 一條に 基き 巧 能を 巧 へられた るの 格 及が 
引增 巧に 封して はとを 適用せ ず。 とを ホ 巧 一一 一條 又は 一九 _11二一 お セ 月 ニト日 牛乳を 第ニ ホ 冗な 一二 A 
がに ょる 協 巧に ょり 定められ たる- 讯が 又は 巧 引 巧 併に 巧しても ホ 同じ。 

第み 條 第一 慷ぶ第 S がの 巧 巧に を 反せる ものは 装 巧 あ 巧な 又は 其の-をが イ， ■ 

エ裳 腺巧义 半製品 取引な (一ろ 一-- 阳年ミ H ニ トニ ミ 

«_條 ライヒ 巧濟 大臣は H 裘巧 な 没 半 巧な の 巧 引 •巧に その 巧涅 、がが、 時が、 化夕 、消 巧 
をを 巧 —— 煤 制 ナる撫 限を お 十。 

第 |1« (一) ライヒが 巧 大臣は この 目的の ために 一を 巧 お 巧 巧に 巧寸る 特別を 巧 局を 設 くる 
事を 巧。 

ごこ を巧巧局はを«を白の|^*^じおし、 ライヒ巧濟大民とををなす。 


みな な 9 巧な 《 


(三一) ライヒ お 巧 大臣は をを 滿を曰 おに I 人 又はみ くの 化 まま 貝を 巧み卞- 

(巧〕 ライヒが 巧 大巧は 關巧お 巧 地 巧 じ 巧す るが なにょり 羣局 のが 巧を 調 违ナる ザを 巧。 

窒 一條を を 樵 霞 じ 雲を— f 。 ライヒ 冥畜 はを 5 巧を 夏、 葦 S お 霧 巧 地が 
ょ 6 を 命す 0 

第一 施 巧な (一九 一一 一四 年 一二 月 二十四日'. 

第 5 第 I 療に 巧を 言 題の S は、 哄固巧 わの巧お のを 時 巧に な 在 t ものを 除き こ 
れを 祭ず® II 夏 W 法楚 a 裏 W 堂空亩 ザ 五月-音 迄ち みと 寸 ぶ」 迪をゴ みは 化 ぉこ ホず。 

第 15 菜 一條の 巧を 關巧表 二十 入 及 w 巧 一手 八 花、 府巧人 ホ豬化 及留巧 I 二て お 
を 百 四十 二赛问 巧ち 四は 四十 巧或呈 S 芙 巧ち 凹？ 一二 巧 霎网巧 美 巧 羊 モ及啟 巧、 
同一 子 八 S , 皂十蚕 巧 セト ー謗援 ホ S 寶お賓 料に とを お 用す 0 

巧 二 施 巧な (一九 一一 一四 年 一一 百 一 壬 ハ 日) 

2 條 ホのを 巧は 一九二 一四 ホ 胃 音を をを 巧 ムナ 0 

(一) 持義 ( S 巧 及 巧が 8 の 養。 巧し S お 入を を おする ものに 旧る。 

J 一) を 苗 中 巧な エお及 その 巧 舅との 間に 巧 及 S ちを の や 巧 お (洋银 を 含む) お 引の 
巧 巧む を おぶ こと 0 


ホ 巧 巧 巧 « .{H4 



巧 s 施け な こ 空 一巧 年 一一 互 ミち 

一を 一一 四 お 111 さ 子 六日 施行 令 第 一條に を 一巧と して ホの 事 巧を かふ。 

前項に 規 おせる 商品の お赞 ぶか か 閑人に して 巧な が 一九 一一 一四 年 ご 一巧 二十 W 日な 巧 始めて 巧ん 
せられた ると き 巧 辟 巧 0 

第 四 施 巧 か (一を 一 亩年巧 H 九日) 

第- 條を療 におを 寸る 商品の 賭 巧は とを 祭ず 〇化然 止は 赌 なか 約を が 凶のに 存在した る 巧 
品、 义は購 巧 巧 約を 時 尚 ホに 存在した るな なにして 化かな 公布な 前に 巧 じ闽內 にが 入せられ たも 
のには 之を 適用せ ず。 

第一 一條に 規巧 したる 巧 品の 購巧祭 止は、 が資 おが 外 閑人に して 化 命令 公布な を 閑 巧に 巧 入 せら 
れ たる ものに もを をを 用す 0 

第三 條第 一條の 禁止は 巧を 蝴巧 表ち 五十一 一一 號の 毛ぶ 巧ぶ 革に 之を 適用す。 

皮革 業 巧が 勝な 防止な (一九 ゴ亩 年四旦 一十 日) 

第 1 條 一、 巧 逸 關巧表 弟 一雪 誘 記 おの 巧ず 巧 その 半 巧な 並に を署 §、 その 應用 製品は 赃巧 
巧が 一九 一一 一巧 年 一一 一巧 十 セ 日ょりの 月 十 w 日に まる 期間 內に附 し 义は附 せしめた るの がょ ゎななを 


かほ な 狂 « 巧 n 


その 種類、 養、 巧 まの 比較し 巧べ く且同 j なる 商品に 封して 附ナる ことを 巧ず® 

が 下の 規 巧は 前 出 巧 物巧斯 が 巧 防止 令に 巧ず 0 

娥維 工業 品價格 引上妨 止み (一九 一二 巧 年. 巧 H 卜 九日) 

一を S 年 壬す 入日 伺 格を 理委ぉ 會の 權限規 巧に 基き みの かく 命令ず。 

第 5 (一) 巧維餐 同 半 製要完 ぶ ぉ裘に その 應用 製品の 聞內胁 資に暖 して、 一を 一画 

年 吉月 一 日ょり 十一 日に S 期閒 にがて 陋巧 ぶが 搂 巧」 巧 至籌し 心る 俩がツ 上の お 借を 耍 求し 
巧 ひは 獲得す るを 祭ず。 

(云が 巧に おめ たる 鬻じ めて、 對照寸 パき 么吿 巧 至 約を 無き 巧 合に ち其简 がょ 一九二 画 
重 一 さ 平 I 日の 巿況じ 想み す。 物を 超 ゆるまを 巧 0 

ごちを 一巧に をめ たる 巧 格は が 維 餐の胁 巧に 對 しては、 供が 义は 販贸の 時に がける S だ 
巧の 原篇 格が 一九二 因 重 一月 二十 I たを る闽篡 がに 超 ゆるが だけ 引 、 
な累 ぶ曹 g に 巧しても ホ 巧 じ。 . ： ィィを 

貨网— 羊累公 S が 了は、 一九 i を 二月 手 二日 《会— 凄 兵， ける 瀑 るて 
さ 5 第 一條の 祭 止に 違反 廿る ホは が顯 又は 罰金を 巧す 0 
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壁紙 取引々 (一を ー ミ 至片卜 5 
一九 一ー ニが 十二 巧 八日 併が 巧 巧 ライヒを 巧の 權 限に 閒 するな 令に おく 0 

第-任 壁紙が 引 にがては ェ巧 おのまの のがに 巧ず る おな 肋 巧手を 巧は 左の かく これを 巧む 


る 0 

一を の锐入 ながに けき 

0 •一 五 ライ ヒス マルク 迄 が 硕 

0 •一六 乃を 0 •一九 六 0 % 

? 二 0 ， ？ 11111 八 〇% 

0 •二 四， 0 •二 六 100 % 

0 •ニ セ， 0-111 巧 一二 〇% 

0-111五，0.五0 1 一一 一ぶ％ 

?五0 ち 一 五 0% 


第一 一條を 見本 巧に 巧が まを 附し义 ちを お 巧 じが 巧ぶ 巧が をを ホナ ベネ、 巧と； 

ミ S を療に 化む て 巧定 したる 衍格 Q 潮が は 消 巧者に 巧し お 巧ず るに ちた ゎれれ を 巧 ふ ザ 
を 巧ず 0 

化しを お 及 巧 ホ 菜 ホに 巧して は 化 限 ゎに ちらず。 れ巧 なじが： はお 引は 二 おを かれを 巧 ふ 巧を 
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巧 0 

第四酱 s 馨を またる 霧と ザ さる 巧囊た 了 雲を 雙 十る ホに 巧」 了は 左 s 引 ホ 

を あ 用 ナム 事を 巧 0 

見本に 化り 雲を 供が する お (代理 $ I Is 、 蓋の ネ (巧な 人) 5% 

バンな 格 おな 巧と 巧 

ご 巧が 榮だ 巧ず ろ 手段と して ラィ t 香々 は 法々 じ 化る 芭 ちと ホんで 當なミ 巧つ 
た〇 がち 巧 逸が ご § 「ゲ -i マ 1;J や々 SAJ の璧 じが： I 九 一二 I 年 十二月 二十 一二 
日) 「ゲか マニア」 や ホ 聞 巧に 其 化合 A じ 左の かさ お吿も 巧した 0 

「巧々 はの 巧 巧 巧を A か 合協阅 して 巧が 引下 如 曲 行ず ろ 化、 なを 巧 来 利 巧 及を おじを する 
華み、 卽 ろが パン 利益 も述巧 計な じがて 一 ほじ 巧し 一巧 ペン ニヴヒ じ卽ら 一、 五 ペン ニヴヒ 
たけ 引下げろ ホ，， ^ホ認 した 〇 巧々 け 巧く して ホの 满俗 ぶの 巧 行に 巧つ てを A をと 「ゲか マ- _ 
ア」 閒 巧との 協 巧み ホ 巧す る 0 
(1〕 一 おじ 巧が 益は 一 〇% 引下げら ろ 可 さで わろ 0 

(二) 一九 一ニ ニ 年 一巧 一日な 巧は パソ 巧が かなは 一巧 一巧 ペン 三 クヒな 上の 巧が な .A ぶて 
巧 さろ、 ホ も 巧ない 0 

011〕 化 巧 巧 空は 车巧 上窩 みられた ろち 巧みを お々 又は、 其 指定 ザろ 巧 所に 化 巧した る 時 
にこれ も裔 むる 车^巧 0 
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(四〕 巧 利益とは 巧 巧小麥 「四み ノ ーニな」 の おバソ 上に 巧ず ろ 巧 巧が 上の 巧 巧と 巧 おじか 
ける バゾー ほの 販《 巧 巧との 弟が かまん。 

ル 十を 賴增 がな： を- 亩年セ H ミ 十一 日) 

第- 條 (一) 內阴 卑金戚 の陋货 にがき 一を 一一 四 年 一一 一月 一日 乃至 二十 六日の 期間に がて 赃贸せ 
る 商品の 閒巧同 現 にっき、 をょ ゎなき 巧が をな て阪 資する ことを 巧ず。 

(一一) 右の 期 削に がて 比 校の 材 おた るべき 化資 をな さ ごる ときは、 右の 巧 格は 一九 一二 巧 年 一一 一巧 
二十 六日 現在の 市のを 超 ゆる 事を 巧ず。 

第 II 條 (1) 第 一條に 煤を せる 最高 巧が は 同な 间 をの 商品の 外巧巿 巧に がける 供給 又は 販お 
時の 巧が が 一九 111 巧が S 巧 二十 六日の のがを 超過 するとき、 其の お温み だけ 巧の せし むる ことを 
巧。 卑を苗 巧 格を 巧 局は 外 巧 市場の 擦が 巧が を 公示す。 - 

(一 D 前條に 威を せる おな のがは 一九 一一 一四 年 111 を 手 六日な を 止む を吗 さる 事 おにょり ホぜる 
資 用の 巧 かに 限り 其 巧 加 分に 限り 引 上ぐ る ホを 巧。 

»||| 酱 特別の 理由 もる ときは 卑を 苗が 巧 局は 例外を 进 むる がを 巧。 

第巧條 (一) ネを « 巧 巧 巧は 內巧毕 を おお 引に 巧し 標巧倒 巧を をむ。 巧が 巧が は 巧 逸を 巧に 
をを 公示す。 

(二) 巧みに がける 毕を苗 化 巧に 巧し 前 巧に 規巧 せる 巧が 巧 巧を 附 する 卑 なおの 化 におして 


36 ^ を 度 巧 お 0 


は 第一 條乃ぞ 第一 一 一條の 規 巧は をを お 用せ ず 0 - 
第 五條 本 令に を」 毕を 巧とは 左の 物を お稱 す〇ア 化ぶ ニ ユーム 、> ン チを 二—、 を、 クロー 
ム、 n ご卜 、お、 マグネシウム、 マンガン、 モリブデン、 ニプ ケル、 水热 、ミチ こ、 ご 
ジウム 、疗 ホ々 フラム、 錫、 亞鉛及 吐 等の 物の 合金 並に 欣 化物。 

费用 自家 計算 促進 か (一九 一二 四 年 十 1 H 卜 五ち： 

5 酱 現行法に 上る 衍格お 束は- N! を 謀 零 •へからざる も Q なる を晏 、化 《差に を间採 
み ホを 巧 はんとず る 行動 も ホ萬定 すべから ず。 巧に 叟 n、 巧 合、 又は その 代 まを、 S をが 資用 
々巧 巧の 巧を を 書乂れ たる 沒用計 巧壺 をを 附 する ことれ をを 禁ず 0 
巧 用 巧 計 巧 書の 受 行は をを 許す 0 

藥一 一條 第 一條の 規巧 にか 息 又は あ 失に ょ 6 蛋反サ るぶ 又は 捕 おせる もの ゴ祭お 及 お 巧に 處 
す 0 

I 二經濟 的對外 報復 方策 適用 法 1 を - 181 年 セ H ミち 

條 (一) ライヒ お 巧 大臣 ライヒ 食 得を 荣 大屋 及 ライヒ 大が 大臣は を自 其の 巧 お 巧 巧に ホ 
巧を との 音 叢 引 巧 支み 巧 引を 他聞の 巧 引に 比し 不利な なる 條 ホの 下に 巧く あらゆる 齒に 封し 一 
わ 的 規定を 巧れ てるを' 尚と 0 曾 g 巧 引 及ぶ ホ 巧が を 規制 十， へさ 巧 巧ず 段を！！ ずる 備堂 をす。 
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a 1) 巧の 方策は 巧復の 向けられ たるに 巧して 巧 巧なる 巧ぶ 的 乂は阴 巧的喊 巧み 右す る闽 家ぶ 
が ± に をを 及ぼす ことを 得。 

»|| 條本 法は を 巧の 日を 巧て 其 ホ カを ち ホす。 

四 减價法 一割 引 法) こを ニー ー幸 i ちす 音) 

巧 品 取引 じがけ ろが 巧 义は巧 引は 自 かを ホに めけろ を爭 手段 i して 接み てせ々 で わろ と ホ 
じ、 度々 有を なお 巧 もを をす W おおがん ろ 0 レが 制 下の ナチ ス轻濟 じがて はがの 一 おの S 
巧 じがて 之み 一つの 不正を 爭とぞ へて 抹を ザら る、 に ちつた。 . 

巧し 乍ら 本 法 にがてが 巧な ろ 行 ほみ 認 A 之み t ホ 巧が ぜんとし たのは ナチ ス巧濟 巧 巧の 特 
巧た ろ 中小 商工 菜な まな 巧 じを く。 がろ 巧 巧 巧 其の 化の 大 みお 巧 菜の ホし さを 化に 巧して 之 
ホの 巧 立を を ホ も 巧 譲し を ホに おぇし わるな 巧の 一巧と して 本 法の 规 ぶの 巧 巧 巧 じがけ るな 
« も認 みた もので わつて、 ルタ 商 巧 ま 法、 るな 法と 时 一の ホが じ拓 ずる もの じかなら の 0 

滅價を 鳥 引 法と 鸣 ilKUT 忘で 巧 

巧 一搞媒 何 

第- 條 (一) 巧が 引 じがて おおが 货ぶ にお 寸 る小沒 でに て肪巧 せらる、 巧な 义 はなお 消資ホ 
に 巧す る 日な 需巧 のを 菜 上の 巧 巧を 巧 巧の 目的を ち、 巧 巧 (巧 引 心する 巧た にがては みの 煤 巧に 
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がつ てと を 巧 ふこと を 整ず。 

(二) をの 巧が にがけ る 巧な とはを 菜 ホの が 示し 义け 巧く 巧 巧ず る 何が の 巧 ル 又は I 巧の 消々 
ホの 筋 巧、 蹄 菜、 がな 又は 巧を じ 巧して 許 巧ず る おみ-の 巧を 云 ふ 0 

巧 一巧 現金が 仍 

ぶ 15 現を すみに 巧す るが の (現金 巧の) は 商 お 巧が 又は 給 か 巧が のな 分の jjj を 超 ゆる 单を 
巧ず 。がのは 商品の 供が 又は 職莱 上の がが の 施 巧を 巧 もに 权 巧が 付か 現金 ぞ拂 により 又は 現を 支 
巧に 维 ずる 方な、 おに 小切手の 引 被 又は 巧 為によ ゎ、 於 もに なされた る 時に おりを を 巧 ふ ホを 巧 C 

第己條 反對 給付 ご 嘉問 S 朔壽叟 はが 付が お供 せらた る 時は、 化の 請が I ヶ巧 
を 超過せ ざる 場を に 限り、 期 牌が 過 後 現を ぞ拂 かなされ たる 巧を、 巧を 巧们を なすこと を 巧。 策 
二條の おちは 化の 巧を に 遊 用す。 

第四條 (一) 現を 支 拂を吿 知せ る 弁は 巧 もじ 巧 格よ ゎ滅衍 巧を 控除 ナ るん をし くは 現を 巧 巧 
さるべき 證券 (時蓄 マ パク、 現金 票、 义巧 萬： 一を 發 巧すべし 0 

證緣 の巧戾 にがて 商な 又はが 付との 交 巧は 五十 ラィヒ スマな ク を超媪 する ことを 巧ず 0 

(二〕 が 巧 巧 菜 ホが 合 (お 引 お 合 食 乃 まを に 類寸る もの) によ ゎ 巧が をな すべき 證券ち 蹄な 
が 毎年 巧 門 索の 巧 ホせ る お 查を經 るに ホ ざれば 么を敎 巧す る 事を 巧ず 0 

第 五條 巧を 組な が 巧の 利な をが をな の解貿 巧に 應 じて みが ナる變 口に あつては (拂 8 其の 
割を は 巧みの 一二を 超 ゆる おを 巧ず 0 
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巧 ホ 條円巧 お、 巧 一巧 格 店、 小が 巧が お、 巧が 店、 及びを に 巧す る 巧が 方を によりて お 
色 ある 巧 萊を巧 ふ もの。 巧が 組合 及を お ホが 筑 化合は 現 ホが 巧を 巧 ふこと を 巧ず。 

巧 二 巧 おを 割引 

» セ條 (一〕 巧货劑 引とは み 供が 每に 巧な の巧數 ホに あなを 巧 かして 化 巧す る ものを 謂 ふ。 
软 を 刹 引の 巧が、 範 お、 胁黃の 巧 巧 及 巧 かは 巧が 巧に よりて あを と茲 めら れ たる ものなる ことを 
お寸 日 

(二) おお 割引は 化 黄 商品の 一を 巧な の 引渡に よる か 又は 巧のに よる か 何れ かの 方な による 单 
を 得 0 

望賣 特殊が 價 

»化條 お 別 巧の 又は 巧 ホの 巧は ホの 巧を につ さとを なす ザを 巧。 

( 一 〕 巧な 义 はが 付を 其の 巧ず 卜：义 はを 巧 上の 巧 巧に 巧 用ナる ものに なす 巧 合。 巧し 化の 巧な 
な 其の 巧 お 及 巧が につき* H 地ち 巧 又は 巧ち 巧に をを せる ものた るを： 史 す。 

滅巧法 (割引 法) 施 巧な (一九 ミ 四 年 二ち 手 一日」 

一九 111111 ザ 十一月 二十 五日 巧の な^ セな により ホの 施 巧な を 公布す。 

巧 一巧 现を がの 
一、 巧な 券み 巧 
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*5 現を 巧 們が靑 g 券 s 巧に ょゥ てな さる、 巧 含 じがて は、 营葵 はが 巧を む ふ 雲ぶ 
乂は潮 引 法 巧四條 を； 巧 第一 S 息ぶ じを る 其 《組合 じが 一」 拼戾 をな 寸 •へき も S とす。 組な 自 
は 常な がのを 行 ふを 巧 ホた るを 巧す 0 

巧 二を 特殊が 巧 . 

第 十二 條 ライヒ、 ランド、 ドイツ 巧 迫會 なのを 葛、 ライ ヒス バンク 乂は十 巧 人.^ 去 もち 
を 章る 巧 村に 對 する 供が じがて は特ホ § 低 又は お 引が 寶お 第二 巧に ょる 特琴 がち 供が 
が 所轄 供 お 巧 S 化 甘るな ホの 下に 巧は る.， 受：： にがても とを 附 ずる ことを 巧。 

「十 お 人を の 住 巧を 掌る 巧が， はを に r 地議 位」 に 改めら る S 餐 第二 碧な、 ~ 
九 S おが 一 一巧 十九 日を 一條) 

(一一) 特別の 供が 义 はがけ 契 わに 基き 晋 g 又はが 付を、 乂蠢入 ホと おかさるべき おる こがて 
巧 貧す る ネに胺 資する 巧を 0 

(一 云 商品 又はが 付が 企惡 雲、 麗人、 蓋 人、 代表 蓋に 芝が 偶ぶ、 モホさ 其の 寒 
族の 帝 用 Q たた 集 巧に が： お 5 を さ 巧 かさ プご 巧な。 

を焉お 括 おを 

第 十 5 差の 巧 巧を か 息に 巧ず ホは 科料を 巧て 莉す〇 本を 養の 巧 巧 ホは 類 刑を 巧ず る 
ことを 巧 0 

誰 十 Is 1 皇 二 年 一二 男 日 粒 巧# ぶ 聚急襄 二襄 一條に 巧を せる f 蓄爭き 一十 セ お、 
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(ィ) にを めた る 調を 官は本 法に 上りて 生ぜる 巧 ま訴 誌に 指を する 事を 巧。 

» 十巧條 a 〕 本 法は 一九 111 巧が 二月 一日を を 巧 おす。 

(一一) 從前巧 行せられ たるが 低を 萊 はを をが 潭 す。 但しが の發 巧せ る 潮引盈 券は 一を 一一 四 年 一三 
巧 一日を をを 呈示すべき ものと す。 

減 偵 法 (割引 法} 立 法理 お (ラィ t 姪 濟ち楽 お) 

巧 巧 ホ 巧を をを、 ホ資 じがけ ろが 巧 取引は 其の 範困 おがろ 巧大 し、 V 心 リゾ巧 菜 巧を 所の 
巧査 にょれげ 一九 一二 一年中 じがけ ろが 巧 ルザ お 引は 六八值 マかク 、がな 巧は 二位 五 千 巧 マ* 
クに 建せ リ〇爾 巧 化の 巧 向は を々 な 化し わろ もな て おじ 本 法に i リ 其のが 吿も 除去 ぜんとず 
ろに まれ リ〇 

か、 ろ お まは、 夕 くの 巧 巧が をな 巧 巧 上の がな 計 巧に 相な すろ 程が じ大 なろ 巧 じを リ〇其 
の 冬く は 二％ 及 一 〇% の 割引 李 も 示し、 之 じが じ剧 引の たみ じな された ろが が 巧 心 加がず わ 
^:^おク巧巧み超過ずろじちろべし〇巧じ巧をマ-^^ク (割引マかク) の巧巧の目的^^いておし 
さが 巧ん' 打ぴ 、而 してな 日に がけろ 其の 巧 おはす 巧 巧なる もの 多し 〇 之に 化ん るに 一九 一ニ ミ. 
年 五 H 十二 日 法げ 扶品法 じと リ货 品の 措 おも 裝 化された ろ巧萊 ホは が 巧に i つて 之 お 傑 和ず 
ろじち れリ〇 

丰法 けれして ががん あ'、 巧 ルザん とずる もの じかす。 むしろ 其の 合理的な 巧、 かち 「なお 


375 (を 引 曲) を 曲 W 


お'^ なけれ が 巧 巧な L 」 の 巧 則の t に 之、 巧 制 ザん とみずろ もの じして、 が 巧げ 之 备中ホ 巧 
お一 巧ず ろ巧聚 々用 ひて 消 巧 か 合の 割 巧に おする 巧 ホ 巧と なすこ とみ 巧〇巧 じな 巧 巧 じ ip 
ずる 巧 お 巧と しても 望ま L さもの たるみ 失は す〇 之^ 巧ず ろじ 本 法は 巧濟計 巧の 許 寸铅巧 内 

じがて は寫 婆に 反 おす？ 《じ 輩， 0 な 4。 史 li 粹簽階 間 《蔥 取引に がける 巧述の 

な 巧は、 ル 巧 巧の が 巧 ホに 巧ず ろ W のとは が 本め じ 巧な も おじず る もみなる も 化て 之 もがか 
L たり 0 ( ホ ーが 疗萊 ホの 稱 巧に 閒 ずろ 班ぶ^ 

5 條 1 巧。 一を 巧势 ホの 霸 、職 菜、 叟 n 又は 協 巧に 對 して 護を 許 巧ず る 巧を おめ たるは 
例へ ばを ま义は 化 用人 陆扱 Q ホを 預 みと」 て 巧 化する 事を 巧 曲す る も Q にして か t る聲巧 巧ん 
る おを 巧みと 寸る審 にょ 6 巧の 贴沒- がな 宵と なる に 至る •(し。 

しかも 本 巧に 煤を する 方法に ょるが かの 特殊 巧 格は 巧みの 差別 的 待遇と なゎ、 平等が 格 &戚則 
に 違反す る ものなる がかに が 力と を 揉 斥せ ざるべ か ' X 寸〇 
一 ) Grundsata d •を eichcr Prei 己ち cnl ，. 

但し 寡續 X はお 臻格 QE は 一 股 sss は 衍援爹 姑ぐ る も Q に 非ざる は 言を 

俟 李。 f 

第一 一條 麻 もに なされた る现 を-す 巧.， お •て お 件 Q 1 と寸 るは 巧を を」 了 現金 支が にち おせしめ 

& 寶に 上る 霉寡 Q 捉菱度 完とナ る 易に 上る。 § 勇® 侧ミ畫 見る ち 巧を 
貫は 円 巧 店 c が 了襄磬 則なる も、 之 語は を 小 商人ず ミ讀 苦む る皇雙 ず。 をし 
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か 商人の ホ 巧 かを を 滴 巧に 寸る 巧な もる をが •てな 〇〇 
巧る にを おにが ける 現を が 巧の 祝は がるを 巧に 上り、 を 菜 ホの 組 化な 中の 大 なるお 合を 占め 其 
の おを をな くす る谊 'あるに まゎたる ため、 其の 巧 引率を 制限 寸る 么耍を 族ず るに 至れ ゥ〇 
第四酱 現金 潮 引に がて 巧 引を なんに 巧 巧す る ホを 巧を せる は、 現を お 引は 現金の 支拂 なる 一 
種の 反 巧が 付に 巧應 する 給付なる がわな ゎ。 巧 券の すみに がける を 巧 痛を 五十 マルクに 制 おせる 
は、 說券お 巧 巧 巧 のぞ 巧 期を の 菜 ホ のぞが 不能に ょる 巧みの 規 失を お少限 巧に 止めん とする にも 
り。 巧 も 巧 引率 111 % なるとう は 巧みの 巧 失は 一 •五 〇 マルクと なる。 

を 一巧の 詔 券ち 巧に 巧す る 巧な の 巧を に 脚し、 か、 る 巧を マルクを 巧 寒 的が】 證券と なし、 ラ 
ィヒ巧 ま マル^ (巧 一巧 引 制度) となす 巧 おもる も、 せの 制 巧の 巧 巧には おみの 巧 巧 上の 巧摄を 
巧 家に 巧す お果 を巧來 する のみならず、 W 化 お 巧を おしく 岡を 的なる ものと な寸が 故に 採用す る 
巧を 得ず 0 

ご ぶ ミ r ミち Ic 

Keichx ち ir ミ arte 
安 winheitxrabaltxy 史 teln. 

» セ條 巧を 潮 引は 在荷を 巧少サ しれ、 が 引 巧な を增大 せし むろが なじ 特に 現を 巧の じ 巧し 巧 
巧 お濟 上の 利な を おず。 
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置 繊維素 令 (一を 二 内 ミ 革 化 日) 

巧】 巧 巧 お時閒 規定 

第 _酱 適用を 围 

U 一本 章の 戌 巧は 巧 巧 菜巧濟 のを 菜 おにして 巧 菜のを 巧义は 一部 じがて 羊ち、 楠 花、 ち 黄 
巧を 巧を 又は か H する もの ホに 巧 お、 W お 巧 フュルトを 製造す る ものに 對 してを かさる。 

(一一) 人逛 羊ち 巧 人 i 化は 本草 じがけ る 羊モ巧 棉花とは 巧 化さず。 

C 111 い第 一條を 一節に 巧 おせる を 菜 じ W する 企 菜のを かの 巧 巧が 巧 部 1： じな ふべ さものに ホ ざ 
る 巧 合には 本章の 琪 巧は をを お 用せ て 本章 じがを せる 宵 菜に 苗せ ざるを 菜と 誰〜 巧 かの 巧 巧 
が 化 部門に 謀を ナる ときは 末 章を 適用す 0 

第二 酱 cr ;- 巧 一條ち 一節 巧 一巧 じ おする 企 菜 及を 菜 部門 にがては 一九ニ セ 年内 月 十の 日 現 
巧 法 ホに がける 巧 か 時間 令 巧 一條 第一 一巧 巧 巧 一一 一巧 じ 拱を せる ま 巧巧逛 持が じ從苹 する 巧 か ホの 巧 
か 時間は 一を 一一 巧 巧 上半期 巧 か 日に がて 企 菜 又は 企 菜 部門 じ 規則のに 巧 はれた る 平ち 時 削 あの 一二 
割を 巧みせ る時閒 巧に 巧少 す。 巧が 巧 か 時閒が 一遇 一二 十六 時制な 下と なる 時は 本 法 第 一條に 巧せ 
せる 巧を 巧 働 時 閒は么 を 111 十六 時間と ず。 一九 111 阿 年上 ザ 期に がて 一遇 平ち 一二 十六 時 脚な 下の 勞 
が 時間なる ときは 煤を 時間は 巧の ザち 時間 數を超 あ寸る ことを 巧ず 〇巧 お规定 巧を 萊规 おの 規巧 

巧奠閒 に」 5 遇 一一 壬 ハ 時間を 超 ゅる も Q は 5 巧乃ぞ 窒奇 S お 成享る 叢 時間を なて 
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之に 化ふ〇 巧が 規定が 戏 を巧慟 時間を 超 ゆる 職 菜を 斑め たると さは 巧 一巧 乃 ま 巧 111 巧ょり ホず る 
規巧勞 働 時 問を 條件 としてを を 許可す。 

ao 巧 一條を 一巧に 規を せる 種類のを 菜に して 一九 一一 一 阿が 上半期 巧に 十二 逼な 上を 一二 交代制 
にて 作 菜せ る ものは 一 五一 一一 四 年 八月な 降 一二を 代 制に て作莱 する 事を 一 耍す〇 二 交代制 作 莱に對 して 
も 同様と ナ 。一を 代を の級少 にょりて 生 ホる 巧 働の 巧少は 第】 節に 規を せる 巧 働が 問の 滅少 には 
巧 入せ ず。 

(一 云 第 一條 第一 節 巧 一巧に 該當 するな 業 又は 企 菜 部門に して 一九 一一 一 阿が 七草 六日 巧 巧に が 
て 一を 代 制な 上を て 作業せ ざる ものは、 夕 交代制の 採用 にっき H 萊監巧 巧の 舒 巧を おす 〇二を 
代 制を 一一 一を 代 制と し、 交代制を おじ 擴裝 する 巧 合 もを に 同じ。 許可は 一九 一二の 年上 キ期 にがて 八 
週 削な 上 一を 代 制な 上を なて 作莱 したる ものに 巧し をを お ふ 0 

(巧〕 巧 一節に 煤定 せる ま耍製 进傑械 とは 洗滿 お、 橘搁搜 、销な 巧、 巧 ホ 巧、 綻 お、 W 傑、 フ 
* ルト巧 造機を 云 ふ 0 

(五) ホ行斩 品の 検査に 化 巧せ る 事 明-かなる 帷エは 一を 二 内が ホを 巧 一節に 規 おせる 巧 働時閒 
短縮 規 巧を 適用せ ず。 

き 二 •時間外 巧 おの 許 巧 

(一) を療巧 一節に 該常 ずる 巧 勘ぶ 脚 粗は 望 一條、 五條、 六條 、巧 卜條を 一節に 規定せ る 時 
間 か 巧 おの 巧 巧を H 巧 監巧官 のな 巧 じ 依らし むる を 巧。 時間外 巧 街を 巧が 巧 ぜに規 をした 巧 合 じ 
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めても ホ 同じ 0 

(二〕 或 巧は 左の 墙 合に のみを を お ふ 0 

(イ〕 輪崔义 のな 行が 雲の 管を に 完了せ ざる ま 明を ろと さ 〇 § 巧 品を 爲で义 は 

お W の 目的を なて か H する ま 明かなる を 菜の 註义 のが 巧 ホ 完了なる 巧 合 も 之に 同じ。 

，口) ライヒ おが 及 ライ ヒス， ハンクの み 謀せ る 信用 條わ 巧を 巧條 のに おいてが 巧せ るが 巧を 
巧 有する ま監ち 官の證 明に ょゎ 明かなる 場合 0 

(ごを 共 的巧理 じちせ ざるな 巧 又は その 半製品が】 九 一二 巧が 第 I 阿 ザ巧內 上の かを をな 
て 巧 用 甘ら れ たる 巧 合 0 

(一一で 前節の 條件 はを 一條 窒葡 望奇 に反して 蔑 巧せられ たる I を 代な 上の か萊 こを を 適 ぉ 

寸。 - 

(巧) 官 おの 注 义に關 して 巧 かを 巧む るは をを ライヒ おがの 巧 限に 巧 活ず〇 巧し 化の 巧 今 こち 
つては 一遇 内 十 入 時 問を 超 ゆる 事を 巧ず 0 
» 四條が 席の 沒巧 

( 1 〕 太 令 (巧 一 一條 第一 節) じ 基く 巧 か 時間の 短 お 又は 時 削 か 巧 かの 巧 止を 機と して 本な 巧 巧を 
巧理 閒な內 にがて 窒は囊 ホ 巧の が 巧を 行 ふ* 一とを 得ず。 交代 時間の 重に 巧ても 奮 ミ 尙 
ほおち 巧 か 法 巧 二十が の 班 おは 巧の 巧 合に をを お 用す 0 
(二) を 代 おを 巧 少した ると きは がまは 巧が のな 代 時に がける 巧 化 ホ わを 巧し 吐 第二が 巧 I の 
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じ規ぞ せる 肢巧を 超えず してな の 巧 働 時間を 捏 長す るネを 巧ず。 

S 1) 巧 かお 巧を なは か ホの 一部を 一時め に 解 巧し 又は 一 養 巧せ しむう 一とを 茜 巧ず る まを 
巧。 巧の 巧を にがては 巧 かが 介 及 失 菜が おを 八 卜九お (to を 巧 ホす 0 

誰 五條 辖酬 

本み の 巧 巧の お 接 間 おの お 巧と してが お 巧 かがが ルした ると さは お 主は 规巧巧 巧に 對し 貧が 煤 
巧 及を 菜 戏巧义 は 協を にょりを わたるが 酬を本 令 あけのが ょゎが 少 する 巧を 得。 巧が 規を にがて 
戌 巧 巧な 時閒に 巧す る 巧 新と 時間 か 巧 かに 巧す るが 新と お别 しおき 時は 巧 か 倍 巧を な に 依 曲し 巧 
酬を 巧みす る ホを 巧 0 

IMCg 失 菜 扶助 及 短時間 巧 衡巧助 

本 令 巧 行な 前に « 行せ る 時閒數 とは 失 菜 巧 おぶ 巧、 失 菜な 巧ぶな 時制 巧 働 巧 助 まみ 規 巧に 巧 A 
たる 作 菜 巧 巧に がて 巧 行せ るを 街 時 做を 云 ふ。 

« セ條 時間外 巧 巧刹增 

第 一條は 時間 か 巧 巧 巧 酬に對 する 巧 佑 時間 煤 巧 第六條 (ィピ 煤を せる 規お巧 化 時間の 意を にが 
て 之を 逸 用す。 本 法に なきて 半 じたる 短縮の な 前 じ 巧が 班を 又はを 莱規 おに 定めた る 煤を 努曲 時. 
閒 とはち！ 定 又はを 菜 煤を にを めた る 時間 か 巧 巧が 酬の お‘ まじが ける 規を巧 巧 時間を 云 ふ。 

誰 八 條本令 第一章に 規 おせる 巧 か 時間 あ 交代 戎巧 のを： に 對し本 令 第 十 一條の 巧 巧を お用寸 

館 化酱巧 巧ち g 
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本 令 巧 一章の 施 巧は 巧 曲 骄閒令 饱巧巧 わと に 巧ず 〇 同ち たは 巧 働時齡 のな をのな 巧が を 及 巧が 
表を 査閱 する ホを 巧 0 

第十條 ライヒ 總 巧は 本 令に おける H 菜 監巧官 おのか 定 におす るが おを 受理し、 ライヒ 巧 か 大 
臣 との 協 寒を がて 監 をち おのかを を 巧 巧す 0 

第二 章を 菜が おの 制限 

g 十 _ 條 巧 一條 第一 節 第一 巧に 热を せる 巧莱 ホに お按 巧は ライヒ 總巧の 許可な くして 企 菜を 
新設し 又は 旣設企 菜の お產 能力を 活 おする 事を 巧ず 〇旣設 企 菜を 巧 一條 巧 一節に 巧定 せる を 菜 部 
門に 巧ぞ お 張す る 場合 も ホ 同じ。 一九二 一巧 ホセ 日 十六 日 現在に がて 内 遇 制な 上巧货 して 化 止せる 
傑械は 其の 產 をに 巧を する 化の おがを 化 止せし むる に 非 ざれば をを 運な する 事を 巧ず。 

» 十三 條製逛 お巧强 張の 祭 ル 

巧 一條 巧 一節 第一 巧に 規奪 るを 巧 义お沒 菜は ラ ご總 巧の 許 巧な くして 從ホ 巧を L たる « 巧 
のがな のか エあ 程を がかし、 巧 維 素 産物の 利用 H おを 巧 狼し 又はな 存 のか H 能力を 巧 化する ホを 

學。 

第 十 |二 條惠反 

第 十 一條 及 十二 僚の 巧定に 反する をはち： を 權义は ランド 法 巧に ょり 命令を を ザせ しむる ホを 巧 

望 章す 當 便が 引 上 祭 止 

« 十四 酱 (一) 原な ぶか H 巧が 素の 闺內 おかに がて 化 谗ネが 同一の 巧が なお かの 商品に 巧し 
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一九 il 亩室頁 一 H 乃き す 一日を に附 したの 巧な 上の 巧 格を 附 する 事を 禁ず。 

(一一) 一九 一一 一四が S 月 一日 乃至 二十 一日の 期閒 にがて 比較すべき 商品の 格が 巧せ ざると きは、 

巧 格は 一九 一一 一巧 年 一二 月 二十 一日 現在の 巿 場な がを 超 ゆる 事を 巧ず。 

C ： ご D 原が 钱維 素の 阁巧販 致に おする 第一 節 及第 二 節に 規巧 ずる お 商 柄が は 巧 一種 巧 あお 劫の 
原 巧が 維 素の 裕 がか 肉 市場に がて 一九二 一四 年 一一 一月 二十 一日 巧 在の 巿巧衍 巧を おゆる 部み につき 之 
を 引 上ぐ る 事を 巧® 

ホ經濟 廣吿法 こを 一一 一一 幸 か 月 壬 百). 

同 法の H めげ 経濟巧 吿の理 化み 改 萬し、 巧吿 のを 巧 もげは 巧の 綻をじ i つてな 為が じを を 
みる ザに わろ 〇 まし 巧濟 上の 巧 吿は闻 お 一 おの 公 ホの 刹を に 聞な がわろ からで わろ 〇卽 ち跑 
吿 のみ 巧は 巧吿 主に 巧す ろ 公 ホの た 用に 巧がず る ザが 括み て 火で わり、 化づ法 件に i つて 內 
巧 及 か 巧 じ 巧ず る巧吿 のか 晚 もが 去ぜ ねげ なら so 巧へ にが 閒 、巧 苦 巧む 本の 肢 をのが お、 
巧を 仲 かじが ける 不正を 爭 、巧で わる 〇义 F イブ 巧が のの 漢口巧 ましい 羊で わるが、 之が な 
巧の 巧 巧ん-を ずろ もので わつて はなら WO 巧 他 巧みが の 勘 請、 劣悪なる 巧が 杏 もさけ なけれ • 
ミら 2。 

巧 吿の巧 一の 巧 一の サ 法は ライヒに i る 其の 指み 化かには が，' ない。 すでにち 巧、 ホ 巧、 
日本、 デ ソマ ー ヴ 、オランダ 巧の な W 口强力 心ろ 巧 吿巧制 ホ巧舍 巧む， て ゐる〇 ドイツじん 
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つては 化の 车は巧 じぶ 巧で わつて、 ず や 過ちの 巧 ホの 巧 あ 视合脫 し、 树氏 かみ モホ的 w ぶじ 
がて 可能と なつた 0 

すん を もな く ライヒの お 導 (F ユす ミた といん ザけ 旗吿 おを 巧單 1 となす# 备な 巧，」 な 
い〇 それは ホ 巧 ホが 巧の 特巧 なれ 態に 逆 おしな けれに な.、， す、 個人の 削 忘 二え vatinhiatr 
づろ 备充サ じだ 巧 ザれ げ むら 30 化に 巧吿丕 A はを 巧のを を 巧、 が ホ カ、 巧げ、 明が 巧、 及 
巧を 巧み 監热 ぜれげ ならわ 〇巧濟 を 巧け 巧 じぅ イ t ながた 巧の 巧 化の r じんる のみでな く、 
巧 巧 致 巧 巧 じか ホな 巧に をず る ものでなくて はなら so 

お濟上 及み 治 上の 巧吿は 相互め 聞 巧の 上に ホつ もので わろ 0 F イツ 巧な のを 侍は 巧 濟上ホ 
じを 巧 上のを おも 有する 〇义 さを i 巧エ 菜との おを 聞 巧の 平 巧 はれ 巧の 巧な か 用に. ム るょり 
もちせ な 巧 吿じム つて 巧て 有を じ 之 もが ふ ザが 巧 巧る 〇巧プ ロイ +1 ンじ 巧ず ろ 巧 濟巧吿 は ラ 
イ t 中央 巧 明 じ i るが 一め をが のが 巧 でんろ 0 

. ドイツ 巧な の內 ホに 巧ず る販か « おも ホち 濟巧 をの 巧 火なる 巧 巧の 一 でんる 〇 巧に ドイツ 
- なをぶ の おか 販 かも 镇 おする 夕 口た 巧 でんろ 〇 此の 弟は また F イツの わら 呼ろ 家 おじ もれの 
ドイツ 巧 美の お 化に 巧ず る 功 ホに 化つて ゐる t のた る卜円 化ぜ しむる# が 化 巧で々 る 0 

轻濟巧 唯 法に i つて、’ 一切の 巧 巧 上の 巧 吿# に ホ 巧、 肤 tt をは 巧な 房 濟巧吿 巧 A の芭 わみ 
下じ拓 かれ、 巧吿 主た ろ 個人 又は 法人け すべて 巧吿委 なの 班 可，， ^ 巧るべく 、巧して 巧吿巧 W 
巧 和 巧な される 〇法 巧の 日 巧け 立 法理 かじ も わろ かく、 不正を 争の 揉 おと 巧吿 みなの 現代化 
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か 巧 化 じを ずろ 〇而 して ホ 巧み おな 夕の 一切の 巧 日 ホに 規 巧け 巧吿ホ おじ i リて 化ぶ》 られ 
.其の 巧を にはず 謀 あ ホの わら S ' る柯 在ん 巧 巧ず る。 

經游 糜吿法 こを ニ ミ 年 荐十こ 5 

第 一條 巧ち 巧傳 、おちが 巧は なの 公な を閒 はず おて 巧 一 的を ちかなる が 偽の 么 巧と ライ 
ヒの 豁臀に 化す 〇を 巧は ドイツが 濟が吿 ま a にょりて 巧は る。 

第 I 一條が を まむ は ライヒ 化 傅 大臣 關 巧を 大臣の 间意 をな てを をを 命イ。 

巧吿 まなは ライヒ 立傅大 居の お 巧に 服し ライヒな 傅大 おの 監 巧は 経 巧 か 策に 關巧 あるを 大臣の 
同 底を 巧て 巧は る。 

»|| 一條 経 濟巧吿 をな す ものは 化吿委 ：3； の兹 巧を 巧ろ を 要す。 化 おを なは 站 W 巧を 掛敗 ずる こ 
とを 巧。 課 巧 巧の がは をな 大お及 ライヒが 巧大が 大臣の 命な にょりて 巧 めら る〇詔 巧に つき 化の 
條 件を 附 する ことを 巧 0 

廣吿 まなは 自 d がかの 一巧の 場合に がて 設巧强 制の 例 かを 設 くる ことを 巧。 . 

第巧條 ライヒな 傳大 民は が 巧 か 策に 關係 あるを ライヒ 乂 おの 同な を 巧て 废吿を 貝に が 则 をる. 
す。 ライヒを 傅 大巧は が お 委お長 巧を 巧な しが 務 巧を おく。 

» 五條 外 おが- 2^ ライヒ 結 巧 大巧、 ライヒを がな 莱乂 お、 ライヒ W か 大臣の 巧が じ おする 度 
吿 にして が 巧 か 巧に おする ものは 化の 煤を をを 用せ ず。 が 巧 トーの 述 おに 脚す るが 巧は が 巧 的 巧 巧 
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に 苗す ろ ものと 見做ず 0 - 

第ホ條 ライヒを 傅 大巧は 綺巧政 巧に 贼巧あ ふを ライヒ 大巧の M なを 巧て 此の 巧が 施け じ么巧 
なる 巧を を設 くる ことを 巧。 

繪が晚 かを 第一 次 施む か (一を 二 一二 年 九 H 十 21 ち) 

お 巧 巧 吿法第 六 條に化 b 卡 はが 濟 か策關 f 乂 おの 问 なを おて ホの 命な を 發ナ〇 
巧を 綺 巧が 吿を巧 はなに 公 ホすべき 施 巧な とおに とを 設く〇 化の 施行 令の 公布を が吿を U は從 
宋の法 巧 的 巧 化じム まる ものと 十 0 

經辨 巧が 化 第二ぶ 施 巧 か (一九 ミミ 年 十ち 二十 セ 日) 

»_ 條 (ご ドイツ 揺 巧が 吿 まなを 設 く〇问 を： 一は 巧 ホの 資產を 有する 公 巧の 社刚 にして、 
其の 住 巧を ベルリンに 致く。 

a 1〕 ライヒ 會計院 は會計 法に 化って 巧吿委 なのか 人度ぞ 出を がます 0 
* 二條 (一〕 お 吿委な 長 及 事 あ：：！ はな あと 村 一の 權 利ぶ 巧を ぶふ 0 
(二〕 ちち 及 i 貝の 採用 慷 けは 巧 おがが ホ义は 巧が ホ 巧裝伞 にがって とを お， tjo 
き S 庙吿 委員 巧を ちゎ 設潭 せを たろ 巧な を ボ財定 .巧 巧な ホの が 巧ヒの おがを なさ f 。 
場合に 限り、 ライヒ、 ランド、 ゲマ イン.- ての おな する 巧 巧、 W 牵 、卡 地所を、 を 菜に 巧す ろ您巧 
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は 之を を 除ず。 

第巧修 (一) 巧を を 口は 控濟巧 吿を讓 巧す るがん 又は 會社 ホに 其の 巧濟 巧を の坊 巧を 一 おに 
吿示寸 。一巧の 巧 巧の 巧 巧 巧 吿に對 しては 同を 口は をを 巧紀 する ことを 巧 0 
(一一) 巧吿委 巧は ザの 或 巧を 何時 にても お 凹す る 事を 供。 一 肢に吿 かせる 巧巧讓 巧を 一巧の 巧 
A 是 一巧 梗巧の 廣吿に 巧しての もとを な 回す る ことを 巧 0 
ご 一一〕 巧 巧を おはを なの お 濟巧吿 、が 中 巧 W を •見本 ホに がける 巧 巧 巧吿 が 統一的 目ち かにな 
さるべき ホ 則を をむ。 

第 五條 (一) が 吿ま贝 は 巧 巧が がに がける が 害を 除まず •へさ 巧設を 巧む。 

(二) 巧吿ま 貝は 經 巧が 吿 にがけ るは 巧 性を！ し、 ぶ吿义 をの のがに おする 信 巧を が 持" ^0 
巧 中巧吿 巧を を 巧 巧し、 巧 胡、 巧 誌 其の 化の 巧 脚 おのが おのが 说を巧 化ず 0 

第六條 (一,) 巧吿 をむ は 外部 巧 吿を巧 ふべんらざる 地 巧 あ 巧 巧を おを 寸る ことを 巧 0 
こ 一〕 同を 具は 巧吿方 巧を 簡み とするな 巧吿 方な 及明條 ホに 削す るが 則を をむ る 事を 巧 0 
第セ條 (一) 废吿巧 ホ 人は が 吿を归 の 巧 巧を 巧す。 

(二) 巧 吿忡ホ 人とは 他人の ためじが 吿を なし •自 d のちな 並に 自己の な 巧に がて 化 人の ため. 
にが 吿巧 わを 巧 ふ ホ 又は をれ を 言 ふ。 

第八條 (一〕 巧 一二が に 戌ち せる 巧 巧は ホの 巧な じと を货 化す。 

(ィ) 見本 巧 又は 巧 巧を 関 惟の 巧 巧に 巧し、 な 本が 又は 巧ち なにょ ゎ 生ぜる ホ 惟 ホの 巧 化 入 


:な な 法を K « » 


に 巧し。 

(こ 巧の 化の 巧吿に 巧す るな 巧の 瑞 なにを」 は巧吿 まの お收ス におし 〇 巧し 蟹み 巧 巧 的 
巧吿 ならざる 場合に も 役 化す 〇巧 ホは ちみの 二と す 0 

(四) ドイツ ライヒが が 及 ドイツ ライヒな あを かは 巧の 息を になす 巧吿に 巧し 課を をな する こ 
とを 得〇巧 をの ホは を 併 大臣、 ライヒが 使 大臣 又は ライヒを 通大 おのみな を おて 之を 決 巧す 0 

理由 

巧のを 案の 目のは 巧 巧 巧 吿に巧 巧す るが 巧を 除却し、 巧 吿の巧 巧を 組 巧 的が 巧と が絳的 巧設に 
よりおな 巧を 巧 現 甘し むる じを ゎ。 

巧を にがけ る 化が 制 巧は 今日の が 巧 にがては 巧 一の なおと 其し きか 散と をな のお沒 とす 〇 巧の 
柄々 の 方を にがては 巧 用 的 じして しかも 任秀 なるお 吿 なれ ども、 巧吿制 巧に 通ず るが 巧を 除き 吐 
が-的 巧 化を が ホす る 勘に がて 巧く ると ころ あむ。 饭 がの 使命に して I がの 巧な がが の 巧 現に 巧 
して 特に 期待 ナる ところの もの-. かきは、 未だ 巧を 巧 巧が 巧の 地位が 巧 ホす る お 度にまで 巧あ廿 
られ てが 蒙 會 的が 沒化 によりて 今日の み 巧の みがが 態に よりて 到连 せられた るを を かこ 
巧れ たるみ 果を 巧ぐ る 巧を 巧べ し〇 巧の 盛に ついては 凡ての 專巧夕 の 一巧す ると ころな り 0 

セ徐化 保護 法 ごを ニー ニ 年 丸 月 ±貢 

巧 巧のを 出は ナチ ス政 がな 巧 巧の « みの 巧は 巧 巧され た〇而 して 其のが み 估 向ロ ホ サに巧 
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巧乂 黄が か 法に i つて 巧 けれて ゐる〇 併し乍ら かがは お 乂戊巧 外 巧 巧の 巧 子 まが じな 巧な ろ 
か巧投 巧も椎 巧ず ろ お 巧がん るた みお 化 おを 而に巧 蓮 促進ず る ことが を務 となつた 0 

化の お 巧保讓 法の n のがな 上の かくで わるから わら 呼ろ 巧な の お W おお 制 おじが W ずろ も 
のでな く、 化 ホに がて 巧 巧な 巧が 巧の 目の おな て】 九 一二 五 年 十 一 H 十六 日な 巧 左の 原 巧の お 

W 和 株； ル じて ゐろ〇 

イ 、な种 、錫、 を抬 、ゴ A のみ エず 用が 巧 等 
口、 巧は、 化 巧 ホ 脂 
，、厢 が お、 众用 油脂 

獨逸 おお 輸出が 謹 化 (一を ミー 年 九 H こす 百 一 

第- 條獨 をホ產 品に 巧して 輸入制限を なす 巧の ホを 品の 絞 人ち 巧 逸 臟出巧 蔑の ため W 様に 
之を 制限す る 巧を 得 0 C 抗該阴 じより 居され たる 紹乂 制限が 殖商條 のにが て 巧な 巧に 巧 巧せられ、 
其の 施行が 间條 約に 巧 ㈱ せざる 巧 含と 雑 もを を 巧 ふみを 巧 0 

一 固に 對 する 瞭乂敕 なの 確を にがては が 茲巧 による 巧进 巧な の お 入が 第一 一一 巧より 不 のが 態に 面 
かれた る 事を 考 厳すべし。 

第一 一條 ライヒ か巧大 お、 大が 大臣、 ライヒ 紹濟大 お あ ライヒな 莱巧お 大臣は 此のを が 施行の 
爲お入 制限を 命令し とに 么 巧なる ながな 令を 發 する ずを 巧 0 


: m 法 tt 巧 化に 


輸出 統制 か 施が おぶな 正 令 (一を Ilia 中 九 H 十八 日) 

一九 ー セ 5 月 壬 ハ 日 輸入が 制令 奮 條を奇 (一を 5 望月 二十 二日な 令) 一九 ここ S 
月 一一 一日 輸入が 制を、 及】 九 一一 四 巧 二 巧 十一 二日 爲出乂 令に よ 6 左の かく 巧む 0 

* 5 一九 ー セ 年一旱 六日 お 入 統制 施行 令に 對 する 一を 10 室 一月 二十 二日 吿示窒 一條 
(一を 一一 巧 四月 五曰吿 示羣療 並に 一を 111 一年 六月 十 言 輸入に 關す るを 襄六號 (こ 及 (ハ〕 
を 削除す。 

第一 九 おにを 一巧と して 左の 條义を 化ろ _ ，郵便 及 荷物を 通に 於け る 政治 上の 外 巧よ ゎを 巧に な 
する 消資 用と してを 贈せられ たる バタに して I 厨 I キロ グラ A 巧 鼓を 超えざる もの」 

外國 貿易 促進 ホ 策を (一を ミ ー年 十月 十八 日〕 

5 « か 网巧覆 進の 巧 外務 常 巧を フイ ヒお 巧が じを」 お カナべき 李 巧を 化转 する ライヒ 巧 
易 局に 巧 あを 歲を訟 く。 朽 易を 誤は 一切の ホ 巧 巧み 上の 閒埋に 付 外務 巧 局、 ライヒ 綺巧巧 巧 ライ 
ヒち爲 巧に を おし 巧 律 命令に 對ナる 試案を が 供すべし。 

巧 易み 誤な は ライヒ 外務 大お巧 ライヒが 巧太悍 によ 〇 お 迪じ巧 命 せらる 〇な菜 お 巧の 化ぶ 溝な 
は ライ セを 萊 食巧乂 おの 許可を 巧て とを 巧 か寸〇 巧み 會缓の 巧 巧は わ 巧 巧と し 何時 にても W 化せ 
らる I ザを 巧。 ライヒ ホ あ 大括及 ライヒ お巧乂 おはな 寒のを 训 をぶ 4-0 
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第三 傷 ライヒ お巧乂 巧は 一巧 方の ホ 巧が み 七の 閒趙 にがな 隨 のかち を 巧、 化ぶ のた め 巧ぶ 
巧を 設け 其のが お 及 巧 巧 巧 巧を 巧む る まを 巧。 

公法 t の 商 H 菜 巧で 代表は 巧み 巧の 化 支 巧な はで」 ると きは 巧な をを なす 義務を な ふ。 

〔參 お〕 巧み 局は ホの かく 地方 別にみ 剤され てゐ る。 (一例) 

巧 プロイセン だ痴 局、 巧巧ケ I ニ ヒ ペル グ 、ケ I ニ ヒス ペル グ (プロイセン) 商で を 謀の 
に 篇ナる 巧 巧。 

ペル リン、 ブランデン， ブル グ 、ポ ムメ ルン、 グレン ッ マルク 巧 あ 局、 所在 ペル リン。 

ペル リン、 コ ブス、 フランクフルト、 シユ ナイ デミ ユ— ル、 ステ ヴ チン、 シユト 儿ブ、 シユト 

ラル フン ドな H を 該巧轄 の 地 巧。 

等々 を 巧に 十九 ヶ 巧の 巧 あ 局が もる。 

八景 品 法 ミ ーニミ年 玉を 頁 
第 5 1 九 一ご一 丢 言-!^ 日 受握巧 保護 囊一篇 巧 i 第二 巧 ホぉ の 及が 例外 S はとを 削. 6 

除 t な 
〔を 照 U 

一九 号 一を 一一ち 九日 巧忿令 . ； 
巧一糕 なな 制が ‘ g 


第- 隹巧 巧に めて 巧な 又はが がに 巧し なな (商 お义 はを け) を附 化し 又は 左を 巧が が 巧す る 
ことを 巧ず 〇ホ 品は 巧な する 目的を が •て 怖な 又は 給 かを 化の 巧お义 はがけ と共に 紀 のがを 附 した 
ると きもを に 间じ〇 

巧 一巧の 規定は ホの 巧 合には をを 適用せ ず C 

(ィ) 巧 巧俺少 のがが み 用 物にして 巧 おおの 巧 巧を 說明 せる もの、 义 は 巧 ルの 巧が の 巧を 巧 ふ 
ると さ、 

(口) を 品が 一を の 巧 おが、 又は-を 方を にて 計 巧すべき 巧が がなる とき、 

(ハ〕 な 晶が网 一巧 巧の 商品の 一を 母は 一巧の 方法に て 計 巧すべき 巧なる とき、 

(二〕 を 品が 巧 巧ち 上の がか 物义 はが 巧 巧 上の がかが がなる とさ、 

(ホ) を 品 提供を がみ 品の 代替物と してが 巧の 巧 化し 巧べき をが の ミが を 申出た ると き 〇化し 
巧のを がは み 品の 巧が ょゎ 小なる ことを 巧ず、 

(へ) 赏 おが お 巧 文は 间巧 なるとき、 

(卜) 斩閒 又はが 誌 瞒游に 巧し 政府の 監 おに 服す る 巧 速を 社 又は 保險 局に がて 巧 險を附 ずると 

さ' 

第一 一巧に 規定せ るかな の 巧 巧、 巧吿 、及が 涩に 巧して はせ 品の 附與を ホ 巧を なて なすこと (お 
代 丹な、 附呈 ず) を 記し、 又は 巧 巧なる ことの 巧みを 刺戟せ しむる ことを 巧ず。 サ 品を 袖较 にょ 
ゎ 又は 其の 化の が 詔の おぶ として 附 かする こ ともをに 问 じ。 


を な ft ぶの 



« 二條巧 一條の 巧 巧に 違反せ る おに 對 し、 主が お 又はせ なまが 付 又は ザな が附 と：！： 一を し < 
は 同様の みを おを 又は お 付した る 著、 又は 商 H 菜の 利な を 代表す る 脚 優は 其の あ 巧を 巧 ホす る こ 
とを 得〇化 しお 法 上の 訴訟 能力ち る ことを 架す 〇達 がが 用人 又は 代理人に よ 6 てな された る 巧 
合は 撤 おはを 菜 巧ち ホに 對 してと を 巧 米す る ことを 巧。 

か 患 又は 恶 おを W て 第一 おのみを にを 反せる ものは 違反に よりて 牛 じたる 巧 蒂の賠 巧の 巧に 巧 
ず 0 

第 II 條すお 巧ぶ 寮 止な 三 九 一ニ ニ ザ ーー ー巧 九日〕 第一 一十 セ條 (ィ) に媒 おせる 調 巧を は 一九 S 
二 年 ご 一月 九日 公布 お 巧 保護な による 巧 ま 訴訟に がても 么 をなず る ことを 巧 0 
〔參 照〕 

下 冗を 菜 法 二十 セ條 (ィ) 

ランド お 高 巧 おはな H 菜ぶ 其の 公を 上の 性な のかが 化 おの 至を 個の 闻巧 にがて 期を ちの 設 苗を 
命ずる ことを 巧〇 胡を 巧は 巧 巧 巧 巧が おわが 巧 弁に 巧す る 小 巧け 巧に 閱 する 限り 巧手 义 とのを 巧 
の 目のを なて 双方より をを 命ずる ことを 巧 0 

期を 官は 司を 巧の 巧が あるを が 知識 ある ホと おに 歲 ちとな ゎ、 少く とも 二人の 巧 族ん るな H 萊 
ホを 巧 ホ 宵に 巧 命ずる ことを 巧す 0 

訊を 巧は をず ホの 化捏 をな じ、 す 巧の 巧 巧の 巧な じ 巧 ホ 巧を 定^る ことを 巧。 

讲巧 おは 示 巧を 巧 誤し、 とに がて W ホ 巧 茲法巧 10 阿 闷條の (ィ レを 渔化寸 。示な ぶか 甘 ごる 


汾 3 巧 巧 ♦ 



ときは 調 巧官は 試案を 示す ことを 巧。 

第 111 ぶ 第 一條の 規定は 一 九 一二 一ニ ザ 九月 一日ょ 6 效 力を 朱ず。 

從ホ 巧は 打たる 贵 品け 巧 菜の 謀お馆 はおみ とず 〇 化し 一. 九 ホ 十一 一巧 S 十一 日な 後 おかが お 
に 基き 發巧 された る嚴 をは なお代 持物と して 巧ム 現を す拂 にょりて をを 化 巧す るを を藥す 0 


法な « 394 



昭巧 十二 年 六月 十五 日印 w 
巧 巧 十二 年 六月 二十日 巧む 




i 


S0 


印 脚 ホ 
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巧 巧 所 


ナナス 結濟 法度 化 ，；：' 
定 巧 ボ 脚 ザ^ 


蔡 


巧 ホ H 滿巧 政經巧 妍究な 

代 まを. を 《 正 巧 

をな お京搞 おな 巧 ゴー ゾ巧 
、な 巧 巧を 鈴 木利貞 

ザ 京 ホル 巧 川 おん 巧が 一 0 八 
印 脚 ホ 君 む 潔 


巧 京 市を 巧 店な 巧 ー ニノ 四 

能^ 日本 評論 社 

巧を 京が 六 一九 一— 四 
巧 巧 東を 一六 


曲 巧な 6 ホ 株 曲 巧 巧 巧 




